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日本 儒 學史と 云 ふ 語に 二の 意義 あ リー は 日本 儒 學の史 にして 

他 は 日本の 懦學史 なり 儒敎 東漸 夙に 吾 か 固有の 皇道と 融會 

し渾然 一 道 を 成せり 卽ち 日本 儒 敎是れ なり 德川 氏武を 偃せ 文 

を修 むる ゃ文敎 鬱然と して 起れ り 諸派の 儒學鑣 を骄へ 併せ 馳 

す 曰く 南學 曰く 京學 曰く 水戶學 曰く 王學 曰く 古學 曰く 折衷 學 

而 して 德川氏 程 朱學を 以て 之 を 統制す 此等 諸派の 儒舉 にっき 

其の 由來 特色 等 を 明らかにする もの を 日本の 儒 學史と 爲す卽 

ち 日本に 於け る儒學 の歷史 たり 朴堂 安井 君 は 溫享篤 實の士 な 
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り 日本に 於け る 懦學の 歷史を 研究 十る こと 多年 其の 遣 稿 中に 

日本 懦學史 一 篇 あり 未定稿に 鳴 十と 雖も 以て 斯の類 撰述の 缺 

を 補 ふに 足る へし 叉 別に 日本 漢文 學史の 稿本 一 篇 あり 存 稿の 

意 を 以て 之 を附刊 すと 云 ふ 

昭和 十三 年 三月  - 

隨軒學 人 服 部 宇 之 吉. 識 


一、 本書 は、 先師の 東京 文理 科大學 及び 大東 文化 學院に 於け る 講義 

の 草 案に し て、 其 の 間、 幾 度 か 補訂 を經 たる ものな り。 

一、 漢文 學史稿 は 稿本に 依り、 日本 儒學史 は、 生 前 淸 書 し、 先 師 自ら 校 

補せられ しものに 就 て、 之 を 刻せ り。 

一、 二 稿 共に 未定稿 又は 未 稿の 箇所 あ り、 先 師が 生前 容易に 上梓 を 

許可せられ ざり し 所以な らん。 引用文の 脫落は 原典に よって 

之 を 補 ひたる も、 他 は總べ て 草稿の ままな り。 
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、目次 は讀 者の 利便 を 考慮 し、 全 く 校正 者の 加 へ たる も の、 引 用 漢 

文の illi も 亦然り 

先師の 小祐に 際して 

校正 者識 
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附  錄，： 日本 朱 子學派 學統表  二 七 九 


應神 天皇 十五 年百濟 より 阿直岐 來り、 十六 年 王仁來 り、 論語 十 卷を獻 じたり。 之 を 

我國に 儒學の 入る 始 とす。 此の 後 推 古 天皇の 時まで 三百 年間に 於け る儒學 及び 

漢文に 關 する 事を擧 ぐれ ば、 履 仲 天皇の 四 年、 諸 國に國 史を置 き、 言 事 を 記し 四方の 

志 を 通す と あり。 是は阿 直 岐. 王 仁の 子孫が 東西 史部 とな り、 文 字を敎 へて 文字 を 

知る 者 多くな りし 爲 に-其 人人 を 以て 史官と して 地方に 分遣せられ しならん。 此 

の 人人 は 史官 なれ ど、 儒 書を讀 みし 事 は 明な り。 繼體 天皇の 七 年に 百濟 より 五經 

博士 段 楊爾を 貢せ り。 敏達天 皇 元 年 高麗の 表 文を諳 史に讀 ませられし が、 皆 讀 む 

能 は ざ り し を、 船 史 王辰爾 之を讀 めり。 因て 東西 史を 詰責 し 給へ り。 以上の 外 は 

漢文 儒 學に關 する 事 不明な り。 
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東西 史の事 は 令 義解學 令に あり。 義 解に 謂 ふ。 「居皇 城の 左右に 在 -り、 故 に 東西 

曰 ふ、 前 代 2- 來炎世 業を繼 ぎ、 或 は 史官と な り、 或 は 博士 

て 之を史 と 謂 ふ」 と。 大和 河內の 文部と 云 ふ も 同じ。 

子孫が 河內 となれ る な り。 

此の 三百 年間に 漢文 • 儒 學共 に 汎 く 行 は れしを 以て 

は 憲法 十七 條を 定め 給 ひし が、 第 ニ條に 三寶を 崇 敬 す 

六ケ條 は、 君 民の 名分 を 定め、 政治の 要は 安民に ある 事 

神と 一致し、 叉往々 經 書中の 語 を 採用され たり。 「以. 和 

.0 而 勸 .善」 左 傳成 十四 年 「克 念 爲， ま尙 書 多 方 「公 事 無 監」 詩 小 雅 

(十七 條憲 法 は 日本 紀 にあ り、 太 子の 原文の 儘なる か 何 

經疏の 文に よりて 姑く 太子の 原文と す。 當時 儒學が 

れば 太子 も 漢文 を 以て 書かれる 害な しと 思 はる) 

是 より 四十 年 を 經て皇 極 天皇の 時、 中 大 兄 大智： 大皇が 蘇 

に 周孔の 敎を學 ぶに 託し て、 南 淵 先生 を 訪 ひ、 往 來の車 


と な る、 因 て 以て 姓 を 賜ひ總 

阿直岐の 子孫が 大和、 王 仁の 

-s.,^,s 十二 年、 聖 德 太 子 

べき 事 を 述べられ たる 外、 十 

等 を 述べ ら れ、 皆儒學 の大精 

爲， 責」 嫿 記 儒 行 「上下 和 睦」 孝 經 「懲 

四 牡 「使. 民 以. 時」 論 語學而 等な り。 

如 は 疑な きに あらね ど も、 三 

上流 人士 間に 行 はれ 居ら ざ 

我 入 鹿を誅 せんとし 給 ふ 時 

中に て 潜に 謀議し 給 ふ 事 あ 


り。 南 淵 先生と は 推 古 天皇の 時に 留學 僭と して 

亦儒學 者な りしな らん も 著述な し。 今 南 淵 書と 

出 づ、 信す ベから す。 

孝德 天皇の 詔に 易 曰と し て 「節 以-, 制 度， 不 J^, 財 不 Jn 

進 .善 之 旌、 詳 誇 之 木： 所お 通-治 道- 而 來 * 諫 者 i」 の 如 き 

レバ ラカラ ゾ ク サン チ 

不，， 自 正； 何 能 正 人」 と あるが 如き 皆儒學 の精髓 なれ 

多 かりし ならん が、 之 を徵 すべき 書類 一 も 存せざ 

文武 天皇の 大寳 元年に 始て釋 奠の禮 を 行 はせ 給 

られし 令 に、 大 學寮 ありて 敎 課の 書目 も あ り、 明 經 

は 何 如なる 事 を爲し 居た る か、 是 亦 見る 所な し。 

武家の 代と なり て、 漢 文學は 僧侶に 移 り、 鎌 倉 五 山- 

た  れ ど、 虎 關. 義 堂の 外 は 多く 詩文に 偏 し、 儒 學 者と 

原 家 ありて 明 經の家 なれ ど、 是 亦儒學 者と して 論 

故に 我國の 儒學史 として は、 德 川 氏 初期 を 以て 創 


唐に 往 きし 南 淵の 請 安 な り。 是 

いふ 書 一 卷 あれ ど、 後人の 僞 託に 

, 民」 条傳を 引 き、 叉 「古 之 治，， 天 下； 朝 有，， 

■ 叉 「若 君 若 臣、 先 當，， 正， 己 而 後 正， 他、 如 

ば、 當 時に 於て は儒學 研究の 人 も 

るは慽 むべ し。 

ひ、 元 正、 天皇の 養老 年中に 制定せ 

の 科 も あれ ど、 當 時の 明經科 師弟 

京都 五山に は 文學の 達人 輩出し 

して 專 門の 人 を 見 す。 京都に 淸 

述 すべ き 者な く、 著 書 もな し。 

始と爲 さ ざ. る を 得す。 德川 初期 
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の 儒 學者は 皆 程朱學 なる を以 て、 程 朱學が 我國に 入りし 時代に 就き 一 言 せ ん。 

一 條兼 良の 尺 素 往來に 「近代 獨淸軒 玄惠法 印、 宋朝渡 洛之義 1. 正， 開，， 講席於 朝廷， 以來、 

程 朱 二 公 新 釋. 可. 爲， 一 肝 心， 候 也」 と あるに よ り、 程 朱學の 入りし を 南北朝時代 とする 人 

多 し (玄惠 は 後醍醐 天皇の 時の 人 也」。 然し 京都 東 福 寺聖ー 國師 將來の 書目 に、 晦 庵 

大學或 問、 晦 庵 中庸 或 問. 論 語 精 義 i 子 精 義. 晦 庵 集注の 書 あり。 國師が 宋に往 きし 

は四條 天皇の 嘉藏 元年に して、 仁 治 ニ年歸 朝す。 支那に 於て は 宋の理 宗の端 平 二 

年 よ り淳祐 元年、 卽ち朱 子卒後 三十 六 年な り。 i の 研究 第一 辑 第二 卷 )。 故に 程 朱學の 

入りし は 鎌倉時代 後 t:: 峨. 後 深 草 天皇の 比なる べし。 

是 より 程 朱 學、 僧 侶の 間に 弘ま り、 當 時 所謂 儒 學は皆 濂洛關 閩の學 なりし なり。 然 

れ ども 僧侶 は佛敎 を本敎 とせる を以 て、 儒 學を 以て 門戶を 立てし 者 ある を 聞かす。 

其の 之 ある は 藤 原 惶窝に 始まる。 是れ惺 ^を 日本 儒學史 の始に 置く 所以な り。 

愤 が 江 戶 に 下 り、 始 めて 家. 版の 爲に贞 觀政耍 を 諮 じたる は 文祿ニ 年に し て、 林 羅 

山が 家^に 謁した る は 慶長十 年な り。 二人 北 (に 家. 版の 識る 所と なり 德川 時代の 

儒 學は是 より 與れ り。 其れよ.^ 六 七十 年 以前に 薩 庫. 土 佐に 已に 儒學典 り、 繼 紹 者 


にも 著名なる 學者 ありし か ど-皆 程朱學 なる を 以て 數 代の 後に 江戶儒 拳に 合流せ 

り。 されば 姑く 惶窝を 以て 德川 時代 儒學の 創始者と して 之を敍 す。 

B 原星窩 


惺 嵩、 、字 は欽 夫、 

り。 妙 壽院は 惺窩の 

を 用 ひたり。 冷 5^ 爲 

郡 細 河 村の 宅に 生る』 

七 八 歲の此 、龍 野の养 

せりと 云 ふ。 後佛門 

氏に て 明 法の 家 な る 

し は 九 峰に 淵源せ し 

磨に 歸る。 當時播 磨 

藤 原 馑 窩 


は其號 

罟 り し 寺 名 

純 の 三 子 に 

) 

柬 明 # 、羅 山 

に 歸し名 を 

が 儒 を 去 り 

ならん。 稍 

に 赤松 廣通 


な 

て 

葬 

な 


外に 紫 立 子、 妙 壽 院、 竹 處、 北 肉、 廣 胖窝 の號ぁ 

て別號 にあら ざれ ど、 世 間にて は別號 同様に 之 

正 親 町 天皇の 永 祿四年 其 領地なる 播磨國 三 木 


に吴に 作る) に 就き 心 經. 法 華 經 等 を 學 び 皆 諳 誦 

と 改め、 葬 首座と 稱す。 東 明の 師成九 峰 は大江 

佛に 入， 0 し 人 なれ ば、 惺 窝が後 來儒を 以て 起ち 

じて 京都に 來り、 妙 壽院に 居りし が、 姑く して 播 

る 者 あ り、 學 を 好み 儒 を 愛する を以 て、 惺 窩 は 之 

五 


日本 儒 學史  六 


に從ひ 

赤松 廣 

廣 通と 

不詳、 今 

天 正 十 

三 使 を 

惺窩歲 

十九 年 

力 す _ 

に韓孟 

秀 士  口 も 

二 年 江 


時に 京都 伏 見の 間に 往來 す (惶 


英と あり 同 

あ り、 同 一 の 

歌棠序 に從 

八 年 朝鮮 信 

訪ひ 筆談す 

三 十 な り。 

豊臣秀 次 五 

秀次人 を 遣 

聯句 世の 稱 

に 草鞋 を 着 

惺窩 禍を畏 

名 讓屋に 在 


歌集 五、 S1: 赤松 氏 

人に て 前後 名 前 

ふ)。 

使 黄 允吉. 金 誠 「• 

リ 時に 惶窝柴 立 

山の 詩 僧 を相國 

はして 其の 故 を 

する 所と なるな 

けたる 如し。 予 

れて^  士 2 の 猶子 

り、 徳川家^ 亦來 


三 

士  n 

110 

よ 

豊 


窩文 

十 首 


錢之 


に聚 

る 0 

>  口 

木 偶 

臣秀 

き す 


の 

人 


窩 

一 J 

此 


■ 赤松 氏 七 

に は 赤松 

，或 は 父 廣 

，秀 吉 之 を 

之 其說を 

句 會を爲 

曰 く 「韓 昌 

力 相 匹せ 

匹す る を 

手賴 りて 

の 時惺窩 


言 

廣 通 

英 に 

紫 野 

Me し 


す。 

黎 4 服 

ざ る 

欲せ 

肥 前 

始 め 


句 の 

と あ 

し て 

大德 

て 赠 

® 嵩 

東 野 

時 は、 

す. J と 

名 護 

て 家 


序に 左武 


り、 先哲 

廣 通 は 

寺に 館 

る と 云 

1 會 し 

才力 相 

. 秀次 

屋に往 

J お こ 


叢 

す < 

ふ 一 

下 


す 


戶に往 き、 家 」 版に fl す。 家お 


の爲 にな ハ觀政 耍を講 す。 姑く して 京都 


衞源公 

談 にも 

なる か 

) 匿 寫 

。 寺 こ 

以後 赴 

す。 故 

駄を着 

いて 悅 

0 時 に 

。 文祿 

二 帝る 0 

is/ 


惺窩當 世 明師な 

難に 逄 ひ、 鬼 界 が 

を 載す。 歌集の 

赤松 氏に 朝鮮人 

命じて 四書 五經 

本 は所藏 すれ ど 

尙下 文に 詳 にす)。 此 より 先、 藤 摩の 安國 

五 經の訓 點は惺 嵩の 此の 擧を 以て 始 

惶窩 思へ らく、 「我 久しく 佛 門に 歸依 

道 は 果して 玆に 在る 事 を 知れり、 釋 

と。 赤松 氏 之 を 聞いて 奴婢 を 送りて 

しと 云 ふ。 叉 赤松 氏に 勸 めて 一室 を 

禮を習 はしめ たり。 賴朝擧 兵の 年た 

廳 にて 釋 寞 し、 釋 奠の禮 は 此の 後久し 

藤 原馑窩 


とし、 筑 前よ" 舟に 乘， - 海上 風浪の 

すして 還る。 歌集に 此 時の 歌 四 首 

に往く 前に ある ベ し。 

嵩 赤松 氏に 勸 めて 姜坑 等十餘 人に 

從ひ 訓點を 施せ i 惺 嵩の 五 經訓點 

五經訓 點の跋 にも 四書 は 一 百 及 せ す。 

の 文 之 和尙が 施せる 四書 訓點本 あれ ど 


きをいた み 明に 往き 講學 せん 

島に 漂着し て 志 を 達する 能 は 

順序に よれば 入 明の 事 は江戶 

姜 洗と 云 ふ 者來り 客たり。 惺 

を 淨寫 せし め、 自 ら程 朱の 說に 

も 四書 訓點本 は 未見。 羅 山の 


とす V し。 

し 心 竊に疑 ふ 所 あ-.. -し が、 今 聖賢の 書を讀 み、 

氏 は 仁を絕 ち、 義 を滅 す、 異端た る 所以な り」 

薪水の 勞を 執らし む。 惺窝亦 敢て辭 せ ざり 

作 h  、先 聖の木 牌 を 安 置し、 弟 子 をして 釋 奠 の 

る 治 承 元年 大學 寮燒 失せる を 以て 太 政 官. 

く絕 えた る を、 此 に 至り 再 典す る を 得た るな 

七 


日本 11  M-1 '史.  八 

り。 

慶長五 年.^ 松 氏 自殺す。 赤松 諸家 園に 「廣通 三十 歲剃髮 沸 門に 歸 し、 祐 高 元 和 元年 

大覺 寺に て自 殺、 廣 秀石田 三 成に くみし 關柬敗 後 慶長五 年 十一 月 因. 州 鳥 取に て自 

殺」 と あり。 (條， W 小 竹 赤松 廣 通の 俥に 惺窩： だ 其 死 を 悼み 歌 三十 首 を 作りし 事を载 

す)。 九月 家 厳 入洛す。 惺窩 謁見す。 九 年 林羅山 始めて 惺窝に 見 ゆ。 十一 年紀州 

淺野幸 長の 招に より 和歌 山に 往 き、 經 書中の 要 語 三十 件 を 抄 出 し、 和 字の 注解 を附 

して 一 小冊と して 顧問に 備 へしむ。 十八 年羅 山家， 厥に 請うて 京 都に 學校 を 典 し 

惺窩 をして 敎 育の 任に 當ら しめんと した る が、 大 阪の役 起り し爲に 中止せ り。 元 

和 五 年 九月 十二 日 卒す。 歲五 十九。 相國 寺に 葬る。 一男 一女 あり。 羅山集 四十、 

哀悼. の 部に 悼 北 肉 藤 先生 詩 あり。 註 に 「元 相 五 年 九月 九日 朝、 中風 失音不 語、 十 一 一 日 

朝遂逝 去」 と あり。 疾は屮 風な りしな -^。 

惺窩 の子爲 景、 後 に 冷泉 家 と な り、 左 近衞權 中將に 任せら る。 惺窝 集に 冷泉 爲經の 

撰せ る惺窝 先生 系譜 赂を载 す。 此に载 す、 


冷^：水爲純 


- 爲勝 

1 敎 勝 


爲景 左近衞 權中將 冷 C 水 家 


-俊久 

：爲將 


快 烈公曰 く、 「惺 窩 先生の 男 を爲景 卿と 云 

公家 となれ り、 今 下 冷泉 家 と 申すな 、下 

の 冷泉 家と 申 す 故 な hs」( 述 齊 先. 生 e 錄) 

惺窩集 三種 あり。 一 は林羅 山の 編に て 

此ニ本 は 町 版本に 合 刻せ り。 一は 享保 

序 あり て • 水 戶義 公の 校正に 係る 者な b- 

卷 あり。 林 氏 本は收 むる 所 多から す。 

集 第十卷 に、 藤 原爲景 作の 惺窩 集の 和文 序 を载す 

時に 出版 せんとす る 時の 文な り。 卷數 十五と あ 


ひしが、 天朝へ 召 出され、 五十石の 秩を 賜り， 

の 冷泉 家と 唱 ふるわけ は. 本 家 有 て 是 を 上 


五卷. 一 は菅得 庵の 編せ る續 編三卷 なり。 

二 年 藤 原 爲經の 編せ る 後光明 天皇 御製の 

. 詩文 十二 卷、 和歌 和文 五卷。 併せて 十七 

誤寫も 多し。 享保本 を 可とす。 扶桑 拾 葉 

宽永 二十 年惶窩 二十 五囘 忌の 

リ 享保 本爲經 の跋に 「曾 大父惺 


B 本 儒 學史  一 〇 


窩先 

君嘗 

の 時 

惺嵩 

る ベ 

然れ 

は れ 

れ が 

の 高 

あ b 

め た 

居 る 

窝爲， 


生 文 

憂， 之 

の 學 

し 0 

共 程 

す。 

た き 

明 な 


幅" 

-乃 

な 


の 

な 


i 


所，， 荣 行， 有，， 林 氏 所 • 五卷 T 昔 氏績篇 三 卷； 而 字 句 脫 

> 手 筆 遺 稿； 訂. 訛 補 、附 ^^=和 歌 和文； 凡 十五 卷 云々， 


朱 

すチ 

る 

羅山 

(問 答 Q 書 は 

角 倉與ー 

時 儒 宗； 先 


0 白 鶴 君と は 爲景の 事な 

五 經に程 朱の 新義を 以て 

姜沉 及び 五 事 難 を 見れば 

を 其儘會 得したり と 云 ふ 

窩の當 時文 獻 不足の 世に 

ん" 惶嵩は 此の 如く 深 造 

り、 程 朱 を 信す ると 共に 陸 

を 以 て 寄，， 田 玄 之, 書 を 草し 

羅 山の 條に述 ぶ)。 (玄 之 は 吉 

とも 云 ふ 有名 な る賀易 商 

生 欲， 異之 未. 得，， 紹 介； 偶.. 逢，， 田 


訓點を 施せる を以 

其の 性理 家た る は 

に 止ま り、 深 造の 境 

於 て は、 惺 窩 以上の 

に 於て 十分なら ざ 

象 山 を も 尊 せ.^ し、 朱 

て 玄 之に 與へ 、玄 之 

田 與 一 郞、 諱 は 玄 之. 

なり)。 ま】 峰 此の 書 

玄之； 彼旣 出，， 入惺窩 


誤、 遣 湿 

「こ あ り 

て も 程 

一 層 明 

地に 達 

研究 は 

る 所 あ 

陸 の 間 一 

より 惶 

一 名 負 

の 後に 

之 門； 先 


亦 多、 大 父白鷓 

. 和文 序は此 


朱學た 

かなる 

したり 

何人に 

れ ど、 其 

に 彷徨 

嵩に 轉 

注して 

生 寄，， 此 


る は，^ 

ベ し。 

と は 田 3 

も 望ま 

の 性質 

せる 觀 

致せし 

角 倉に 

云 ふ 「惺 

書 於 玄 


之； 欲 k= 惯 お 見 i 、惺 窝 代-玄 之， 有，， 答 書， 云 々. 


惺嵩著 述 (和 書 は 省略) 

鼇頭 評注 四書 大全  二十 二 


惺窩 文集  十七 

文章 達德錄  百 

假名 性理  一 

千代 もと 草  一 

列子點  四 

文章 達德錄 綱領  . 十 

五 經和點  十 

竹馬 鈔  一 


鼇 頭 評 注 四 書 大 全 は、惶 窩 が 性 理 諳 家 の 說 を 輯 錄 し て 欄 外 に 入 せ る を、顆 飼 石 齋 

が 和點を 施せ る 書な ，り。 孟子 の卷尾 に 「妙 壽院悔 if 據歛夫 先生 g: 、删 補訓點 石齋顆 

信 之」 と あり。 之に よれば 和點を 施せる は石齋 なり。 惯 窓が 和點を 施せる は五經 

のみに して 四書 は 文之點 ありし のみ。 問姜 i 讥に 四書 五經 の和點 ある 如く 言 へ ど、 


«! 本 tii 學史  一二 

四書 は 見合せ たる か。 • 

五經の 和點本 は、 總て程 朱 說に從 へり。 = 勿 は 右 を 朱 說、 左 を程說 とせ り。 易 は 「乾 元 

ト ホル リス テ イス  パ  リ 二 アリミ ルニ チ  トタ； ^ハ アリカ ヮス 二な ル  〔  / ヨキな ク f 

せ Y 利. ai; 、九 一 一、 見 龍 在 、利. 見，， 大 人，」、 詩 經の首 章 「關 關 滩 ？ r 在，， 河 之 洲， 窃 寇 淑 女、 君 子 好逮」 、書 

ノ？  ，、  ミツ トリ  ヨキ ムス メ ハム マキ； J トノ ヨキ タク 1 'ユリ 

經 堯 典 「克 明，， 俊 德ぉ 親， 九 族： 九 族 旣 睦」 と。 二三の 例を擧 ぐれば 上記の 通りな 易 の 

リス テ イス  ァリ 二 

「利い ヌ」 は 校訂 者の 粗漏なる べし。 屯の 卦に は 「利. 贞」 と あり。 詩の 和點は 可な り。 書 

の 和 點は明 字 親字の 讀方 誤れ， o。 五經和 點の羅 山の 跋に 「往歲 妙壽院 惺窩藤 先生、 

講學 格 物 之 暇、 新 加，： 訓 點于五 經， 云 々」 叉 「洛 人 安田 安昌 薩摩正 重 等 、勢 五 經 白文 於 梓 一 

其 訓點， 則 藤 先生 所， き 爲， 之 也 云々、 戊辰 春 正月、 羅山子 道 春」 と あり。 寛 永 五 年 (な る ベ 

し。 予が藏 する 所 は元祿 十四 年大 阪大 野 木 市 兵衞板 行と あり。 宽永五 年より 七 

十五 年後な， o。 常時 上梓に 至らす して 此に 至り 板 行せ るか、 或は 再 板なる か 不詳。 

静 筵の 矜 式に 曰 く 「夫 天道 者理 也、 此理 在. 天、 未 k,, 於 物， 曰， 天 道ト； 此ノ理 Ar, 於 人 心； 未.！ iC 於 事-一 

戸 性、 性 亦理 也、 蓥 仁義 禮知之 性、 與，， 夫 元 亭 利 贞 之 天 道； 而其 ，« 一也」 と。 此れ 純 然 

た る . 程 ， 卸の 性 も # なり。 問 姿 1  外 に 曰く 「曰 本 諸家 言 ji 者、 自. 古 至. 今、 唯 傳，， 漢 儒 之 學： 而 

未レ 知，， 宋 儒 之 理； 四 百 年 來、 不 k 一 改，， 其 舊習之 弊； 却 是，， 漢 儒， 非，， 宋 儒： せ 冗 可， i 憫 笑， 云 々」 叉 曰 く 「赤 


松 公 今 新 書，， 四 書五經 

之義， 者、 以. 此 爲，， 原本. i 云 

我 邦に て宋舉 を 倡 ふ 

北朝に 至り 益々 多 く 

は事實 にあら す。 四 

經の 倭訓は 上に  一 H へ 

羅 山の 惶窩答 問に 曰 

可也」 と、 「 以，， 我 心， 證，， 經 

暗 鏡： 却 棄 =絕 物； 鏡 小 本 

筆に 惺窩が 象 屮陽 明. 

り發明 し、 陽 明 は 凰 子 

り、 學庸 論語に 併せて 

陸學を 治む とい へ ど 

く 「濂溪 擅，， 典繼之 美； 於. 

藤 原惶窩 


之 經 文； 請 ¥ 欲， 以，， 宋 儒 之 意， 加，， 倭 訓于字 傍， 以 便， 後 學ぉ 本 唱； 宋 儒 

々」 と。 

る 者 は 京都 五山の 聖 一 國師の 比なる 事は緖 言 に 言 へり。 南 

なれり。 虎 關. 圓 月. 義 堂 等 は 其の 尤なる 者な り。 「貝 古 至， 今」 と 

書 五 經の倭 訓を加 ふと あれ ど、 惺 窩の 四書 倭 訓本は 未見。 五 

く 「讀， ，聖 賢之經 書； 以，， 經 書， 證，， 我 心； 以，， 我 心， 證，， 經 書； 經 書 與，， 我 心， 通 融 

書，」 は 稍 陸 王の 學に 近し。 叉 曰 く 「我 儒， 如，， 明 鏡； 物 來 卽 應、 釋 氏 如，， 

來 固有 之 明、 而 欲 fe. 之、 是 害. 理 也」 (來下 有字脫 す る に 似 た り)。 羅 山 隨 

朱 子 を 評せる 話 あり。 曰 く 「象 山 は 子 1 子の 先 立，， 其 大 者， の 語 よ 

の 良知 良能の 語より 發明 し、 朱 子 は七篇 を 化廿び 集注 或 問 を 作 

四 書 と し、 百 世 萬 年 聖學の 標的と せ り、 鳴 呼大 哉」 ー羅山 文集 七十) と。 

も、 主 とする 所 は 朱 子に 在りし を 見る ベ し。 寄，， 田 玄 之， 書 に 曰 

是 乎 依，， 易 大 傳； 以 作，， 太 極 § 授，， 之 程 子； 朱 子 之 於，， 程 チ猶 如， 孟 子 

一 一一 一 
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ケ ルガ  二  ッテ テ 

之 於，， 子 思； ii 子 却お 老莊之 

極」 と あ る を、 象 山 は 「無 極 の 

たるに 對 して、 朱 子 は 「無 極 

共に 相 執りて 下ら す、 遂 に 

と 同じと 言 ひて 惺窝を 難 

鎮 と 言 へ る を惺窝 が 「止 於 

と 言 へ るを駁 せ り。 惶嵩 

し て、 き 林 禿才， 書 を 作りて 

にも 各 相 信す る 者 あ . ^ヽ各 

ざ る 者に して 象 山 を 信す 

集、 語錄 年譜 及び 門人 故 i« 

紫 陽 は 質篤實 にし て 速 密 

易 を 好 み、 後 學怪誕 0 弊 あ 

貫通 すれば 同 か異か 未だ 


チ， ル チ 二  4-  一  r ン 

見， P 之、 豈可 也 

二字 は 後人が 

の 字 ある を 可 

朱 陸の とな 

じたるな り。 

至 善」 は 「明 德， 親 

は玄 之より 羅 

維 山に 贈れり 

相排 する 者 あ 

るに あら す、 羅 

の 手錄を 見す 

を 好 み、 後 學 支 

る を 免れ す、 是 

知る ベ か ら さ 


乎」 と。 

加 へ た 

とす-と 

れる事 

又大學 

民」 を 兼 

山の 書 

. 書 の 

b 、疑 う 

整 ¥ 霜 

し て、 同 

笛 f リ： 

,ww ーク M 

を 異 と 


是は 周茂叔 

る に て、 茂 叔 

て、 七 八囘書 

に 就 て、 羅 山 

の 「明 德. 親 民- 

ねたる 者な 

を 得た る を 

大 意 は 「朱 陸 

て 決せざる 

sc  ？柬 淸 閑 

に 黨 し .異 を 

ある を 免れ 

爲す者 な り- 


る  な 6 一と。 三 綱 領 


の 太 極 

の 原文 

面の 往 

は 象 山 

_ 止 於 至 

れ ば、 二 

以 て、 玄 

の說に 

者 あり 

等が、 未 

伐 ち、 陸 

や、 金豁 

■ 然れ共 

に 就て 


一 四 

圖說 

に あ 

復 あ 

の 說 

蕃」 を 


之 に 

對し 

-余 も 

だ 金 

を徘 

質 高 

一 旦 

は 次 


に 「無 極 

ら す - と 

り し が- 

を老莊 

朱 子が 

とい ふ 

代りて 

て は 先 

疑うて 

谿 の 家 

す る を 

明に し 

豁然と 

の 如く.！ 


而太 

言 ひ 

二 家 

の 見 

ベ し 


決 せ 

乘文 

見 る、 

て 簡 

し て 

い へ 


,9、 「前 次 言 ふ 所 は 前人の 說を擧 げ た るに 過ぎ す 、余 が 言 の 意 を悉さ ざり し か、 或 は 足 

下が 聞き 誤りし なら ん、 他 日 面 布を俟 ちて 之 を 明に せん 云 々」 と。 

林羅山 


が 撰 せ る 行狀と 

三 男恕 號春齊 が 


• 天 保 年中 林 

撰せ る 年 譜 


羅 山の 俸 記 は 四男靖 號春德 

が 撰せ る 墓表 あり。 其 外に 

て 其 大略 を 述べん。 

羅山は 藤 原 氏に して 其 先 は 加賀の 人な り。 後に 紀 州に 移ろ 

1 士  11 勝. TI 、羅山 養子，； 

正 勝 —信 時.. 

1 周 堅 


述齋の 命に より 佐 藤 一 齋 

あり。 今 此三書 を 參考し 


祖父 正 勝 三 子 あ.^、 吉勝、 信 時、 周 堅と 云 ふ。 正 勝沒後 祖母 

後 京都に 移る。 吉 勝剃髮 して 運 齋と稱 す。 羅山は 次男 


三 子を携 へて 大阪に 住み、 

信 時の 長子 なれ ど 理齋子 
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な きを 以て 養子と して 之 を 育 す。 

述齋公 曰 く、 「文 敏 公の 義父 を理齋 君と 云し が 甚侯佛 の 人な り、 故に 文敏公 を 幼より 

鞍馬 寺へ やり、 出家 致させん と 欲 す、 文 敏公佛 の 道を不 好して 鞍馬 山 を 出奔 致せり、 

理 齋？！ ^に 叉 一 人の，；^ k 子 あ り、 是 は關 原の 役に 戰 歿して 孤と なりし を、 理 齋君憐 みて 

養 は れ、 文 欲 公の 弟と なし け り、 文 敏 公 出 家 を 遂 げ ざるに よ り、 叉 此弟を 出家 致させ 

一 向 宗門に 入らせ、 卽 別宅の 地 を 捨て 寺と なし 其の 主 と す、 ® 照 寺と 號す」 述齋 先生 

談錄。 甲 州の 人德本 京師に 在り 時々 理齋の 宅に 來 りて 太平 記を讀 む。 羅山侧 聞し 

て 多く 之 を 諳記す。 時に 年 八歲。 文 祿四年 叉 三郞信 勝と 改め 東 山 建 仁 寺の 大統 

庵 古 潤 和尙に 就き 學 間す。 時に 年 十三。 翌年 古注の 五經、 唐宋の 詩を讀 み、 叉 長 恨 

歌. 琵琶行の 鈔解を 作り、 引 援詳精 を 極む。 人稱 して 神童と 云 ふ。 其 翌年 建 仁 寺の 

僧侶 羅山 をして 佛 門 に 入らし. めん と して 京都 奉行 前 田 玄以に 請 ふ。 理齋 も强ひ 

て 拒 まざりし が、 羅 山 聽 かすして 家に 歸 - り.、 再 び 寺 門に 入ら す と 決心し て、 遍 く 四 庫 

の 書を讀 み 人 の 書を藏 する あれば 之 を 借 讀し叉 は 之 を 謄寫 す。 叉此時 始めて 朱 

子の 新 注を讀 めり。 時に 年 十八。 文 祿八年 二十 一歳 徒 を 集めて 論語 集注 を講 す。 


明經家 淸原秀 賢 (舟 撟 秀 賢 な り) 奏 して 曰 く 「古 より 書を講 する 者 i^s 勒許有 り、 今 則 然 

ら す、 請 ふ 之 を 禁 せ ん」 と。 家康曰 く 「各 其 好む 所に 從 うて 可な り、 何 ぞ 告訴の 卑劣な 

る や # むる 勿 れ」 と。 羅山 講學益 力む。 (秀 賢の 請 は異說 あれ ど 姑く 傳說に 從 ふ)。 

九 年 二十 二 歳 藤原惺 窩が當 代の 儒宗 たる を 聞 き、 友 人 吉田玄 之に 書を與 へて 陸 象 

山學を 論じて 惺 窩に轉 達せし む。 惶窝答 書 を 作り 玄 之に 與ふ。 是 より 師弟の 交 

を 結べり。 十 年 二十  一二 歳 惺窩 之に 名 づけて 忠 とい ひ、 之 に 字して 子 信と いふ。 叉 

羅 山が 春秋 を 讀むを 聞き 惺窩書 を 寄せて 曰 く 「古 人 春秋. を羅 浮に 讀め り、 羅 浮 は 羅 

浮に あらす して 足下の 明 窓 淨儿の 上に あ り」 と。 其 後 羅山を 呼ぶ に羅浮 山人と 云 

へり。 古人と は 羅仲素 を 云へ るな り。 是 より 門人 羅浮 先生と い ひ、 自 稱 して 羅山 

子と いふ。 叉 浮 山. 羅洞. 羅山 長. 蝴蝶 洞. 梅花 村 等の 號 あり。 蝴蝶 洞. 梅花 村の 號は羅 

浮に あり。 

十 年 二十 一一 一歳 家」 汲 入洛 ニ條 城に 在 、羅 山の 名 を 聞き 永 井 直 腺 をして 之 を 召す。 

淸原秀 賢. 相 國 寺 承 t^. 元 佶 坐に 在り、 家 版 光武と 高 祖 と の 世 系 を 問 ふ。 三 人 答 ふ る 

能 はす。 羅山卽 坐に 九 世の 孫な りと 答 ふ。 叉 問 ふ 「返 魂 香 は 何の 書に 出で たる か」 


歎賞し 

十二 年 

を 以て 

侍讀す 

叉八瀨 

韓に命 

協 は や 

入洛 羅 

一 覽出 

日本の 

五山の 

府に往 

侯德川 
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山 曰 く 「史 記 漢 

洛中 傳稱し 維 

一一 十五 歳 家 

在らし 


座右 

-田 中. 

じ て 

山從 

版 の 

舊記 

徒 

0 

義， S 


年 ニナ 

本. 祝 園. 

佛 殿の 

して 之 

す。 已 

を 監 督 

公 家 寺 

命じ て 

年家康 

堂 を 上 


書 

の 命 

め ん 

九歲 

鐘銘 

を 議 

に し 

し、 且 

院 よ 

書寫 

薨す 

野 の 


一 八 

な し、 唯 白 氏 文 集. 新 樂府 及び 東坡詩 注に 在 り」 と、 家 m 之 を 

名大に 揚れ り。 此年 家， 饭職 を秀忠 に讓， -、 駿 府に隱 居す。 

以て 祝髮 して 道 春と 稱す。 家 庶の意 は學問 文筆の 事 

なりし ならん。 十三 年駿府 に往き 論語. 三 略 等の 書 を 

府 諸侯に 誓詞 を納れ しむ。 羅山 之れ が 文案 を 起草す。 

の 地 を 賜うて 采地 とす。 十九 年 豊臣秀 賴柬福 寺の 淸 

作らし む。 其 文に 國家 安康の 文字 あり。 家 厳の 意に 

しむ。 之に 因って 淸韓罪 を 蒙り 大阪の 兵 起る。 家废 

事 平ぐ。 元 和 元年 京都より 駿府に 往き群 書 治耍. 大藏 

治 要の 閥 卷を補 ふ。 夏 再び 大阪の 兵 起る。 家 旗 入洛、 

尋 求 し、 羅 山 を 召して 考訂 整理せ しむ。 羅山 入洛し て 

しむ。 日本 紀. 本朝 文 粹其他 多 數の書 あり。 亂 平ぎ 駿 

羅山 江戶に 移り、 邸 を 上野の 岡に 賜 ふ。 寛 永 九 年 尾 張 

に 構 へ、 聖像 を 安じ且 祭器 を 寄 せ、 先 聖 殿の 三 字 を 書し 


て 贈 る、 後 に 之 を 聖堂と 稱す。 叉大納 言 忠 長の 家 を 賜 ひて 聖堂の 傍に 家屋 を 造れ 

り。 寬永屮 寬永寺 を 建つ るに 及び 聖廟 を 湯 島に 移せり。 今の 聖堂な り。 

羅 山の 記憶の 善 かりし は 前 に 述べた る が、 加 ふるに 稀 有の 讀 書家な りしな り。 明 

曆 三年 正月 十九 日 江戶に 大火 あ り、 羅 山の 宅 も 災に逢 ふ。 火 を 避けて 別莊に 赴く 

時、 輿 中猶點 する 所の. 梁 書を携 へて 朱 を 以て 句點を 施せり と 云 ふ。 是の時 曾って 

賜 ふ 所の 銅 瓦 書庫 も災 にか か.^ て 藏書烏 有と なる。 羅山天 を 仰いで 「多年 蓄 ふる 

所 一 旦祝融 の 爲に奪 はる 可 ，惜 可， 惜」 と 云って 纖々 樂 ます。 五 曰 を 經て殘 せり。 年 

七十 五) 

稻葉默 齋が墨 水 一 滴に 「維 山 四 朝に 歷事 し， 卽 位. 改 元. 行 幸. 入 朝 の 禮. 宗 廟 祭祀の 典. 外 

國蠻 夷の 事與 ら ざ る 所 な し、 正 保 中 病みて 家に 在りし 時な ど 執事 元老 旨 を 承け て 

書 を 寄せて 之 を 問 ひ、 或 は 便殿に 召 見 し、 特 に 輿に 乘り 城に 入る を聽 さる 云 々」 と あ 

,90 

羅山學 を嗜み 人を敎 へて 倦ます。 歳暮の 曰 # 玄 同が 明春 通鑑 綱目 を敎へ ら れん 

事 を 請 ひし 時に 「子の 心 誠に 之 を 求めば 何 ぞ來年 を 待たん」 とて 除夜よ. -起講 せり。 


R 本 儒 ^ 史  二 〇 

又 人に？^ かれ 祇園 會を 觀ん とせし 時、 一書 生 棠陰祕 事を携 へて 質問に 来れり。 羅 

山 一 一之 を說き 遂に 會を觀 すし て 止 め た. り。 (先哲 叢 談) 

年譜に 維 山が 二十 二 歲の時 迄に 全讀 したる 書目 を 載す。 經書. 歴史. 子 類. 詩 文 集. 性 

理學の 書. 法 華 經. 圓 覺 經. 金 剛 經. 日 本 紀. 姓 氏 錄. 職 原 杪. 倭 名抄等 四百 四十 餘部 あ.^。 

博覽强 記と は羅 山の 謂なる ベ し。 

羅山 は儒學 草創の 時に 際せる を以 て、 經 義を 研究して 一 派の 學說を 立つ る 迄に は 

至らす。 程朱學 者と しても 唯 程 来の 說を其 ま、 會 得する に 止ま . ^、新 說 と 見る ベ 

き 者 殆どな し。 然れ共 惺窝が 程 朱の 理氣說 より 轉 じて 陸 象 山に 入りし に 比すれ 

ば、 稍 深き 考察 を 有せる 如し。 羅山 集に 心 說. 慎 獨 說. 敬 說. 敬 義說 ある を 以て も 之 を 

知るべし。 心 說 中 の £ノ 心 虛 而 無; 迹. 故 難. 存 而 易 t  、唯 敬 則 斯存」 と 云へ る 者 は 程 朱の 

持敬說 なり。 慎 獨說屮 の 「無，， 內 外； 無，， 公 私： 不 J 一，， 此 心： 能 畏 能 敬、 謂，， 之 慎 獨. ；」 と は 持 敬の 方 

法 を 云 へ る な ，.^  。 敬義 說. 敬 說も火 意 持 敬說な .0  。 纖 山の 如く 性卽理 なりの 說を 

：；；5 じて、 持 敬. 愼 獨の 修養 を認 むろ 人 は、 陸 象 山に 入る 事な きな. -。 

羅山は 程 朱 說を信 じ. 其 說を 倡へ たる 外に、 學界に 於て 大 なる 功 ある 人な り。 蓋し 


草創の 時に 際して は專 門の 學術を 研究す る 人 も 必要 なれ ど、 學 術 の 普 及、 古 書の 整 

理、 書籍の 收 冤の 三者 を 以て 尤も 必要なる 事業と す。 羅山は 駿府に 於 て 本， 綁 文粹. 

羣書治 ij. 日 本紀， を 校訂 整理した る 外、 宋 朝 類 苑の脫 簡を補 ひ、 誤 字 を 正 し、 足 利學校 

の五經 正義に 據 b 十三 經 本の 五 經を考 勘した るが 如き は. W 書 整理の 大 なる 者な 

り。 叉 i— 點 を 施せる 書 は、 四 書. 五 經經注 本の 外、 五經 大全 * 秋 胡 氏 傳. 周 „ 勿 傳 義. 蔡 氏 

書 傳， 周 禮. 儀 禮. 公 羊 傳. 穀 梁 傳. 爾 雅. 楚 辭. 國 罕陶 淵 明 集 等な り。 朱 を 以て 句 を 加へ た 

る 者 は， 漢 書. 周 S 禮の注 疏. 通 鑑 綱 目. 續 綱 目. 十 三 經 注 疏. 續 H 本 後 紀仁明 紀. 文 德 實 

錄 .f 一一  代 實 錄. 6 宮 記. 北 山， 抄. 江 家 次 第. 令義 解. 朝 野 羣载. 侍中羣 耍. 公 卿 補^ 事 文 類 聚. 七 

書 直 解 .tl^ 德 全 書. お 獻 通 考. 一 1ー 國 志. 晉 書.. t 木 書. 南 齊 書. n 程 全 書. ぎ 子 全 書. 龜 山 文集. 小 學. 

近 思 錄. が 子 大 全. 語 類. 性 理 大全. 大學衍 義補許 ^ 齋 集 .が、 臨 川 集 由 書 錄. 居 業 錄. 蒙 引. 學 

都 通 辨. 異 端 辨 正，. 困 知 記. 素 問. 靈 m. 說 郛等 なり。 國 譯抄錄 せる 書に は 二 禮 綠 解. 論 語 . 

摘 語. 五 經要語 抄. ぼ 書 要 語 抄. M 書 集 注 抄 .火 學 要 旨. 大 學 要 略 抄. 孫 子 ：1 解. 三 略 雜 解 等 

あり。 注釋 書に は. 文眞 寶. 老 子. 徒 然草野 槌. 職 原抄等 あ， -。 是 比，：： 及 を HI 的と し 

たる 者な り。 羅 山の 藏書は 其の 目錄 なき 爲に 詳記す る 能 は ざ れ ど、 年 譜. 行 狀 等に 


日 本 _ 化 i  史  ニニ 

據れば 多 數の書 を收藏 せる は 知るべし。 年譜に 明曆 元年 幕府 羅 山に 銅 瓦の 書庫 

を 賜へ， 9。 是に 於て 萬 餘卷の 書 を 此に藏 すと あり。 叉 所藏の 二十 一史 を 恕. 靖 の 

二子に 一 通宛顕 つと あり。 慶長 年間に 一 萬 餘の藏 書 を 冤む る は 容易の 業に あら 

t 後に 是 等の 書が 覆刻 或は 印行せ ら れ た る も ある ベ し。 . 

羅 山の 學は程 朱 學. 詩 文. 國 史. 國 文. 法 制に し て、 特 に 國史に 力 を 用 ひたる 如し。 故に 

著述 中國 史に關 する 者 頗る 多し。 武將 寧 百 將 偉 抄-日 本 考. 宇 多 天 皇紀 略. 源平 綱要. 

東 鑑 綱 耍. 京 都 將軍家 譜. 鎌 倉 將軍家 譜. 織 田 信 長 譜. 豊 臣 秀 吉 譜. 武 門 姓氏 考、 叉 二十 一 

代 和歌 集 年月 考の著 あり。 是を林 家の 學風 とす。 

朝廷の 例に 據れ ば羅山 は大學 頭に 任せら る ベ き 害なる が、 幕府が 朝廷に 對 して 遠 

慮した るか、 或は 淸原 家に 異議 ありし 爲か 不詳 なれ 共、 寬永 六年學 職なら ぬ 民 部 卿 

法 印に 敍 せらる。 法 印 は僧官 なる が、 羅 山が 前年 家 厳の 命に 因り 祝髮 せる と、 當 時 

僧侶が 敎學の 事 を 掌れ ると を以 て、 之 に 任じた るな らん。 羅山は 之に 對し 左の 文 

あり。 「除 夕 蒙，， 台 命， 余 兄弟 法 印 位、 何 榮 幸 加. 之、 夫 法 印 者 沙門 位 也、 而 配，， 僧 正 官： 今 余 兄 

弟 儒 也. 然 祝 髮者久 隨，， 國 俗； - 與，， 太 伯 之斷髮 孔子 之 鄕 服； 何以異 哉、 復何 傷」 羅山 詩集 一一 一 十八 


敍法印 詩と。 「復何 傷」 と は 言 へ ど、 稍 不平の 意 あるに 似た 


弟 永 喜 は 東 舟と 號し年 二 

後 三男 春齋 家を嗣 ぐ、 P 峰 

し. 大藏卿 法 印 に敍 せらる 

是を元 祿四年 正月 十四日 

林鵞峰 


十八に して 幕府に 仕へ、 刑 部 卿 法 印に 任せら る 

と 號し治 部 卿 法 印に 敍 せらる。 春 齋の子 春 常 

. 鳳 岡 後に 髮を蓄 へて 士 林に 列し、 大學 頭に 敍 

とす。 以後 歴代 大學 頭に 敍 せらる、 を 例と す 


驚 峰は羅 山の 第三 子な り 

小路の 側に あり 幼 名士 EI 松。 

字 は 子 和、 長兄 敬 吉、 次 兄 長 

十六 歲那波 道圓に 就き 子 1 


リ 羅山歿 

鳳 岡と 號 

せ ら る。 


" 元 和 四 年 五月 二十 九日、 京都 新 町 宅に 生る。 

宽永七 年 元服、 叉 三郞春 勝と 稱す。 名 は恕、 字 は 

吉 夭死せ る爲 に、 羅 山の 後 を 嗣ぎ林 氏 第二 世と 

于春 秋 胡 氏 傳を學 ぶ。 十七 歲 父に 從ひ 江戶に 

家 光に 謁す。 ニー  十三 歲 諸家 系圖傳 を 編集し、 四 年に して 系圆傳 三百 卷成 

二 年 二十 八 歲、 東 照 社の 號を 改めて 東 照せ； I となすべき を 論す。 後 改め て 

林ず" 峰  二三 


四 條坊門 錦 

之 道、 叉 の 

な る。 

往 き、 將軍 

る。 正 保 

宮 となる。 


本 儒 學史  二  31 


正 保 四 年、 明 の 福 州より 援兵 を 

執政の 命に 因.^ 返書 を 作り、 或 

资 中の 議を傳 へ、 堀 田加賀 守. 阿 

き 紀伊賴 官：. 水 戶賴房 等 登^の 

^峰 自^に n:  く 「此事 皆 執政 甚 

其の 略記 粗 家に 存す」 と。 正 保 

i;s ハ宗義 が 日本に 援兵 を 乞ふ爲 

州の 賴 宜. 水 戶賴 は 出兵 說な 

めり。 驚 峰 は當時 今の 內 閣. 書 

承應ニ 年 (一一 一 十六 歳羅 山が 足利學 

を 借り て、 家藏の 白紙 本 十三 經 

功せ りと 云 ふ。 享保年 巾、 山 井 

の 事 なれ ど、 其 の 前 に 羅 山. 繁 峰 

宽文ニ 年 (四 十五 歲羅 山が 着手し， 


ふ 使數々 至る。 長 

來簡を 家 光の 前に 

豊 後 守. 阿 部 對 馬 守 

將 軍の 前にて 福 州 

余 亦 之 を 寫 す 能 は 

年 は 明の 永 明 王の 

長 崎に 來り 日本 乞 

しが、 幕議が 拒絶に 

官 長の 如き 地位 を 

の五經 注疏と 金澤 

校 勘した る 時、 P 峰 

が 足 利 本に 據り七 

く 着眼した る は 世 

る 本朝 編 年 錄繼成 


崎 奉行 山 崎 


-叉 彥 根 一 

意 見 を 一 

の 書 を： 

記錄 M 

元 年 (淸 i 

を 書き 一 

一 

たる I 

_此 事に 一 

の舊主 

の 事 に i 

子 &文： 

く 之 を 一 

あ り M 


氏 之を獻 す。 驚 峰 

に往き 井伊直孝に 

聞き、 叉 同事 件に 就 

讀み たりと 云 ふ。 

て詳 なる 能 はす。 

の 順 治 四 年) な i 

しも 此 時な 6。 紀 

に 其 事な くして 濟 

關 係し た る ならん。 

周 禮. 儀 鱧. 公 羊. 穀 梁 

與， -累歲 にして 竣 

を 著した る は 著名 

知らす。 

莊忍 岡に 編輯 所 を 


置 き、 書 記 三 十 

と 提要 三十 卷 

本朝 通 鑑は國 

子孫 

行 き 

る な 

せ り 

峰 集 


を 


伯 の 

$ 一一 


\メ こ 

こ f 

改修 

由、 鵞 

來 る 

勢大 

伯 を 

&\ と 

ら 

せ ，9 


廟 を 


云 へ 

る C  . 

) 之 


とする 

て 自ら 

らんが 

〕 朝廷 

の 五十 

ふは必 

大毗盧 

とする 

り。 比 

叉 其 文 

が 鷲 峰 


バ を 一展 

を 吳 の 

事の 誤 

言 ひ た 

• ュ、 れ を 

に 於て 

八卷泰 

挺； の IBIP 

遮那佛 

を 欲せ 

によれ 

の 末尾 

の 眞 意 

峰 


ひ、 す ベ て 

四 年 十月 

泰 伯の 子 

れるは 言 

る 事と し 

南北朝の 

は 圓月を 

伯 國祖論 

にあら ざ 

と し、 他 の 

すし て、 夷 

ば 驚 峰の 

に 「我 邦 上 

なるべし 


二百 

孫 と 

ふ ま 

て 晋 

比、 京 

事 實 

の 條 

る 事 

諸 神 

狄 の 

意 は 

古靈 

0  4^、 

タ- 


三十 卷， 神武 天 

錄を 本朝 通鑑 


ン こ 

し ナ 

で も 

書 に 

者 截 

を 謹 

に あ 

を 辯 

を 諸 

浮 屠 

神 自 

る --2 


なき 事な 

ある 話な 

仁 寺の 僧 

ひたる 者 

り。 尙鵞 

じ、 行 基. 最 

佛の垂 d§ 

を 以 て 祖 

垂跡說 に 

から 在る 

本朝 通鑑 


皇 よ り 慶 

と 改名す 

論 ある 書 

れ ど、 此 の 

,0。 使者 

V, 月、 つ此 

と し て、 其 

き よ 之 こ 

澄. 空 海 が 

としたる 

神に 配す 

對抗 せん 

な り、 何 ぞ 

に 泰伯國 


長に 至 

。 十 年 

な 

事 は 

よ 一 

の 說 

書 を 

對し 


謬妄 

る を 

爲 に 

彼 を 

祖說 


る、 別 に 神代 紀 

十月 成る。 

國 祖 を 吳 の 泰 

本の 使者が 支 

の 都合に て 言 

信 じ、 日 本紀を 

き棄 てられし 

泰 伯が 我國に 

一 體說 を肇 め、 伊 

を 論 じ、 至 德の泰 

ip は Vo る は 15^ ヌ」 

へ たる 者と も 

ら ん や」 と 結 論 

載せた る は、 確 


て 


二 五 


H 本 儒 S& 史 


乎 

よ 

rp 

rL 

く 

力 

文 


V  、 

ォ 

-朱 

れ 

異 


る 考な； 

述 ぶる 一 

ょ羅山 * 

居たり- 

王 弼易ー 

の 說 を 一 

り 鄭說ー 

弊 老莊』 

義を守 一 

ば程傳 

注 李， 級 

當然の 一 

義 な き 一 


し て 

を大 

司 じ 


南方 

せ あ 

拾集 

入- 

微 を 

廢 せ 

に し 

な ら 


愼 

文 

し 


口 

さ 

て、； 

ん。 


を闕 きたる 事と 見る より 外 はなし 

者と す。 

史と 朱子學 なる が. 来 子學の 參考と 

四十 八に 論 李 氏 易 解 文 あ 

はれ 居た る が、 互 に 長短 あ 

• 其 意は鄭 を 抉け て 王 を 抑 ゆる 


二 六 

峰の 事業と して は 


九十 七 毛 詩 古本 跋 


主と す 

數該ぬ 

能 はす 

所以な 

評 び 0 

羅 山に 


地 あ 

比す 

が鵞 


なる 力， 朱 

李 氏 易 解 

が、 互 に 長 

扶 けて 王 

る ： よ. 

其 弊識緯 

. 是れ易 

解 を 見 ざ 

. 程傳朱 

る ベ けれ 

峰 を敎育 


道 

し 


說 

其 

た 


力 


る ( 

る 


す 

話 


し て 

其 文に 「鄭 

唐の 李 鼎 

に 左り。 

に存 した 

程傳を 守 

なり。 然 

の 妙 を 知 

る 說は朱 

の說は 公 

加へ 居た 


あ 


曰 


は漢唐 の 

玄易注 は 

祐の 周易 

宋 の 王 應 

り。 王 を 

れば 道理 

れ ど も 王 

る 能 はす 

子學 者の 

平の 意見 

るに 似た 

く 「若 徒 に 


經說 

北 方 

主 と 

に 達 

注 を 

。 此 

意 見 

に て、 


に も 

一 一 亍 

i  , ィ 

I ) よ- 

古 書 

す れ 

す ベ 

讀 ま 

れ 余 

と し 

何人 


朱儒 を 信 


じ て漢儒 を輕ん すれば、 義理 を 淡 じて 訓 

時 先づ漢 唐の 舊說 を學 び、 成 長に 至って 

と。 驚 峰に 往々 公平の 見 ある は 此に基 

あ， 9。 隨 筆な hs。 其 中に 朝憲の 衰 へた 

衰 へし は 淸 盛に 起 り、 賴 朝に 成れる と爲 

醍醐 天皇が 菅原道 眞 を^ 請して よ り、 此 

得、 兼 明 王 職 を罷め て、 皇 族 勢 を 失 ひ、 天子 

立つ る 事 手 を 反する が 如 し、 淸 盛 見て 之 

して 己の 物と な し、 攝 政 關白唯 名 ありて 

門に 移， 0. 攝政關 白が 空名 を 守る に 至， 0 

學び しなり。 賴 山陽に も 之と 同じき 說 

る 文 あ ，c.。 曰 く、 本 朝 累世の 儒家 は 菅. 江 

諸子 諸 孫に 於て 淳茂. 文 時. 輔 正. 輔 昭を其 

匿衡を 擧げ、 医 房 博識 なれ ど 詩文 は 先祖 


：詁 にくら し、 等 を躐 ゆる 弊な きに あら す、 幼 

朱 注を讀 めば、 訓詁 義理 兼 通す る を 得べ し」 

きしなる べし。 文集 七十 九に 西風 露淚篇 

る 事 を 論せ る 文 あり。 曰 く 「世 人 皆 朝憲の 

す も佘は 以て 藤 原 氏 之を爲 すと す、 其 初 は 

後 他姓の 人 大臣に 昇る を 得 す 、高 明 王 罪 を 

孤 立 し、 藤 原 氏 朝廷 を 蔑 如 し、 彼 を 廢し此 を 

を 傚 ひ、 自 家の 物と な し、 賴 朝假 りて 反さす 

實 なき 者、 皆 自ら 招く 所な り」 と。 朝 權が武 

し は 正に 鵞 峰の 論の 如し。 實は德 川 氏 も 

あり。 叉同篇 中に 本邦 漢文 學者を 評した 

二 家を宗 とし て、 古 人. 淸 公. 是 善. 道 眞 を 擧 げ、 

の 次位と せり。 江 家に て は 音 人. 朝 綱. 維時. 

に 及ばす と 云へ り。 叉 都 腹 赤. 良 香. 在 中 あ 


本^  ぃ史 


れ ど、 せ 0  € 

野 .M^ 主 * 澄 善 

藤 明 衡 、欲 某 を 

儒 家 な り . 師 

筒單の 批評に 

の槪 評と して 

一 に. 土 仁と 云 

居き し が、 使 人 

國に來 り應神 

の み か、 #歟 、齊 

大學察 菅原道 

す。 然れ ども 

て 定本と した 

る 所 か、 何 〔安 集 


に 及ば す。 紀 

繩. 大藏 善行. 三 

0 楚 とし、 明經 

遠. 師光、 博 琴の 

して 釆^<  く さ ざ 

は、 耍 領を得 た 

ふ 題に て 左の 

が、 書 を 大學寮 

帝に 獻じ た hy. 

歟、 抑 古 歟、 漢 儒 

文. 大 江 音 綱 之 

西 漢の張 1^ が 

れ ば、 王 仁が 獻 

解は魏 代の 作 


長 谷 雄 同族 

善 淸 行. 源 嚼- 

こ てよ I, 円 

稱ぁ， りし も- 

る  所  ある  は 

る 見方な， o- 

文 (意 譯) あ，.^" 

の 有司に 致 

時 は 西晉の 

の注釋 歟、 何 

に 答へ て 曰 

始めて 魯齊 

せし は此本 

なれば 西晉 


屮、 長 谷 雄 

慶 滋 保 

家 累世 相 


朝 廷 衰； 

勿 論 な， 

. 文集， 

) 「百濟 一 

し て、 問 一 

初 に 當ー 

晏の集 

く、 王 仁 i 

を 合し- 

な  ら ん 

を 距 る " 


續 

國 

て 


が 持 

て 一 


力 


其 


彰 れ た る 

世に 止ま 

賴業 尤も 

家 皆其傳 

安 朝 時代 

に擬 作の 

來 貢した 

く 昔 王 仁 

の 持ち 來 

よく ジ， 6 一 

来りし 論 

爲 し、 鄭 玄 

註 釋は孔 


事 甚だ 近し、 未だ 


二八 

の み。 t ぜ野眞 道. 溢 

る。 紀傳 道に て は 

鳴る。 中原 氏 も 亦 

を 失へ るな. 0 と" 

の 漢文 學 者に 就 て 

文數篇 あり。 其の 

る を 以て 鴻臚 館に 

が 論語 を 持して 貴 

りし は 論語の 白文 

見 し た し 云 々 と。 

語 は 今 知 る ベ か ら 

が 三 論 を 合せ 考へ 

安 國. 馬 融. 鄭 玄等作 

外 國に行 はるる に 


至 ら ざるべし。 漢 儒の 注 釋已に 久しく 

鄭玄 等の 本な らん。 文字の 不同の 如き 

なる も あるべし J 撰 擇を耍 す。 卒が五 

子 s ある 等 は 傳寫の 誤な り。 菜 羹瓜を 

樂の 下に 道 字 ある 如き は 習 ふ 所の 本の 

輩と 雖も 見る を 許されす 云 々しと。 以 上 

を 討 究 し、 孔 馬. 鄭 の 本に して 何晏 本に あ 

陸德 明の 經典釋 文に 據れ るな り。 

王 仁が 獻 じた る 論語 は 論語 十卷と ある 

說を聞 かざりし が、 先 年 島 田 篁 村 博士が 

博士の 說は六 朝の 此は鄭 注 北方に 行 は 

係 上 百 濟に傳 はりし は鄭玄 注なる べし 

りし は魏代 なれば 年代 接近せ る を 以 て I 

本に あらす とする 事 は 同一 なれ ど、 一 は 

林 鵞峰 


行 はれ たれ ば、 王 仁の 獻 せし は孔 安國. 馬 融. 

は 傳寫の 誤 も あ る べし。 習 ふ 所の 本の 異 

十と な り、 井 有ヒ の 仁が 人となり、 一 章に 兩 

菜 羹必に 作 b 、學而 篇、 貧 而 樂、 富 而 好， 禮 の 句、 

異なるな り。 ： 土 仁の 本は官 庫に あり。 我 

は 百 濟人を 借りて 王 仁 論語が 何 本なる か 

らすと 定めた るな， o。 且つ 引 する 所 は 

の み に て、何 本 な .^ し か は 古 來 討 究 し た る 

學士院 にて 其 意見 を 述べられ たる 事 あり。 

れ、 何 M 女 注 南方に 行 はれ 居 たれ ば、 交 通の 關 

と 定められたり。 驚 峰： は 何 晏が集 解 を 作 

孔. 馬 ま 本の 內 なるべし と 推定せ り。 何： 

鄭注 とし、 一 は 唯 漢人の 注釋 ならん と 云へ 

二 九 
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る を 

を 以 

さ る 

用 ひ 

影 響 

文 ま 

廢し 

と. - 

し 

作 る 

ベ し 

西風 

術 に 


異 とす。 隋 書經籍 志に 漢魏人 

て、 論語 十 卷とぁ るの みに て は 

事 は 疑な きに 似たり。 驚 峰が 

し處を 見れ ば、 尋 常の 性 理學者 

ならん。 

六十 四に 足 利 學校再 與吿文 あ 

• 諸國學 校皆泯 ぶ、 獨 り 下野 足 利 

今に 及ぶ まで 八百餘 年 ■ 堂 舍 荒 

て 工事 を 監督 し、 新 殿 堂 室 祭 器 

云 々、戊 申 之泰」 と あり。 寬文八 

露 淚篇下 文集 七十 九に 足利學 校. 

關 する 事に あら ざれ ど、 鵞 峰 の 


曰 く、 應 仁 以來諸 國の學 察 悉く 廢し 


の 論語 注 釋書數 部を擧 げたれ ど、 皆 十卷と ある 

何 本なる か は 定め 難し。 唯 何 晏の集 解 本なら 

程 朱 學者を 以て 此の 如き 考證 方面にまで 意 を 

にあら ざり し 事 を 知る に 足る。 蓋し 國史學 の 

り 一 其の 大意に 「中葉 以來兵 革連績 して 大學寮 

學校 幸に 存す。 相 傳ふ小 野 篁の 建つ る 所な り 

廢 して 遗躜纔 に存 す。 幕府 能 登 守 土 井利 長に 

を 作らし む。 舊來の 聖像 を 安んじて 四 配 像 を 

年な らん。 今の 足 利 學校は 此の 時の 修造なる 

-金澤 文庫に 關 する 記事 あ ケ。 前の 文 と 共 に 學 

趣味と する 所 を 知 る に 足る を 以て 此に载 す。 

て 今 足 利學校 僅に 存 せり。 蓋し 古學 察の 餘か。 


或は 曰く 小 野 篁の 家塾な りと。 然れ 共其藏 する 所の 書 は 唯 上 杉憲實 が寄納 する 

所の 五經 注疏の みと、 外に 古文 尙 書. 古文 孝 經の古 寫本も あり。 北條 氏の 盛時 金澤 

實時 古書 を 好み、 稱名寺 を 金 澤に建 て、 儒 釋の書 を聚め 文庫に 納れ、 每 部金澤 文庫の 

印 を 押 し、 佛 書 は 朱印 を 用 ひ、 儒 書 は 墨 印 を 用 ふ。 (羅 山の 丙-伝 紀行に 此の 說ぁ 、鵞 

峰 は 其れ を 襲 ひたる か) 北條氏 亡びて 文庫 猶存 したる が、 豊 臣秀 次が 文庫の 書 を 京 

都相國 寺に 移す に 及びて、 文庫 終に 廢 せり。 然れ 共猶佛 書を存 せり。 今官庫 中に 

金澤 文庫の 印 ある 者往々 あり。 ■ 世間に も 散布せ.， り。 近世 未だ 藏 書の 室 ある を 聞 

かす 云々 と。 以て 驚 峰が 古書 を 愛好せ る 一斑 を 見るべし。 佛書朱 印、 儒 書 墨印說 

は 誤な り。 此の 如き ^ 別 はなし。 

贈，， 石 川 丈 山 一文 に， 近 歲 有，， 逢 B^.f 者； 借，， 名 於 王 守 仁； 而 唱-, 其 邪 敎-云 々」 と あ り。 蓋し 中 江 藤 

樹を 指すな り。 林 氏と 藤 樹とは 相容れ ざり しなり。 藤樹 にも 世 儒 剃髮辨 ありて 

林 氏 を 謗れり。 

叉 西風 露淚篇 に， 聞 談 性 理ぉ 爲，， 程 朱 再 出， 而 p> 文 字お-博 識： 稱. 有. 妨 、指，， 余 輩， 爲= 俗 儒-者 

有 "之 云 々」と あり。 蓋し 閽齋を 指すな り。 驚 峰の 學之を 以て 知るべし。 


H 本 儒， 學史  .  三 一 一 

臀】 峰の 詩文 は-未 だ 和 習を脫 せざる 所 あれ ど、 羅 山に 比すれば 頗る 精練の 域に 入れ 

り。 詩集 百 十一 卷に 詠，， 時 事， 詩 三十 首 あ り、 今 四 首を錄 す。 

やせ 家餘 a| 長。 不，， 肯見， 文章； 猶 聞. 有，， 淸氏； 可 經苑 荒」。 

開， 口 唱= 南 無； 食& 同，， 俗 徒； 娶 3 僧 有， 子。 尼 亦 不. 辭. 夫」。 

掃. 塵 佳 客 臨。 茶 器價千 金。 雖. 辨，， 本 非 味； 知 不盧陸 心 ； 

n 辨 不， 知， 字。 自 謂 有，， 心 傢； 却 陷，， 異 流， 去。 畢 竟 是 談 禪」。 

尙驚 峰が 性理 學に關 する 文 は 敬 說文十 <  » 力 道 宗 傳 支流 園說文 十九 忠恕 說文 十九 

講易 解え 四十 九 參賜 一貫 文 五十 四 易 理數文 五十八 等な り。 本書に 就いて 見る ベ 

し" 

林 鳳 W  .  .  ■ ブ 

林 家 第三 世に して^ 峰の 第二 子な"。 名 は戆、 一名 信 篤、 字 は 直 民、 鳳 岡と 號す。 叉 

敕ム ズ正 獻 と 一お す。 初. 春. 常 と 稱し大 藏卿法 印と な， -、 後 改めて 從 五位 下大學 頭と な 


れり。 晩に 職 を 子に 讓 りて 大內 記と 稱す。 

鳳 岡 人となり 豪 俊雄邁 にして 屈する 所な し。 是を 以て 人 畏れて 之 を 敬す と 云 ふ。 

寬永 年中 宽永寺 造に よ b 、忍 岡に ありし 羅 山の 宅 を 他に 移した る 事 は 前に 述べ 

た れ ど、 塞 堂 は尙忍 岡に ありて 幕府 親ら 管理 修繕せ り。 .羅 山の 時 は 林 家の 私祀 な 

りしが、 是 より 幕府の 官祀 となれ り。 ぶ 享ニ年 鳳 岡の 時に 至り 幕府 前に 賜 ふ 所の 

地狹矮 にして 且城を 離る る 遠き を以 て、 馬 場 崎 門外 八重 洲河 岸、 荒 川 出 羽 守 舊宅千 

坪餘の 邸宅 を 賜へ り (羅 山の 舊， 地 は 神 田 驚- irs に 在 b しに 似たり)。 一 ヶ月 餘を 

經て新 邸に 移れり。 元祿 三年 七月 九日 老臣 列 坐 命 を 鳳 岡に 傳 へて 曰く 「聖堂 は德 

川亞 相の 建つ る 所なる が、 上 野に 在る を 以て 台 慮 安から ざ る 所 あ り、 是 を 以て 淸喊 

の 地を擇 びて 新築 せんと 欲 す」 と て、 松 平 右 京 亮 輝 負 を造资 奉行と し. 蜂 須 賀 飛 驟 守 

隆重 をして 造 營の事 を 助けし め、 湯 島に 地 を 卜して 新築に 着手 し 干 二月 上棟式 を 

擧 行 し、 地 を 昌 平 坂、 橋 を 昌平 橋と 名 づ け、 綱 吉 大成 殿の 三 字 を 書して 之を揭 ぐ。 四 

年 正月 十三 日^ 堂 新に 成り、 日 を 採び て遷 居す ベ けれ ば、 髮 を 結び 衣を更 ふ ベ し と 

て從 五位に 敍し、 大學 頭に 任じ、 法 印の 稱を 改め 春 常の 名を廢 せしめ、 祀田千 石 を 給 


日本 懦 學史 


よ 


代 の 


し、 學 寮 を 設 け 

起り 聖堂 烏 有 

七 年 <リ して 曰 

しむべ し」 と。 

鳳 岡の 學 

尙林家 三 

羅 山門 

林駕峰 

田 巾 止 

養 1 峰 門 

跌岡門 

林復軒 

多 湖 柏 


諸 生を敎 育せ しむ。 元 

と な り、 直 に. 再建の 命 あ 

く 「仰 高 入德. 杏 壇 三 額 字 _ 

是に 於て 持明院 聖堂に 

家 學を傳 へし 丈に て 別 

門人、 及び 林 家 々系 を 次 


祿 十六 年 十一月 

り、 寶 永 元年 伊 達 

_ 凡 筆の 揮 ふ 所な 

來， 9 て 之 を 見た 

に 記すべき 事な 

に擧 げん。 


林 讀耕齋 

菊 池耕齋 

林 梅 洞 

小 倉尙齋 

關松窓 


人 見 道 生 

山 鹿 素行 

松 浦交翠 

岡 島 冠 山 

井上 蘭臺 


三 四 

二十 二日 大地震 あ. -て 火災 

遠 江 守に 聖堂 再建 を 命す。 

るを以 て、 持明院 をして 書か 


し „ 


人 見 竹 洞 永 田善齋 向井 靈蘭 


黑澤雉 岡 


桂 山 彩 厳 


高 瀨學山 


秋 山 玉 山 


林 氏 家系 

號  實名  法 印 名  31 

羅山 1  信 勝  道 春  文敏 

鵞峰 = 春 勝  春齋  文穆 

鳳岡ョ  信 篤  春 常  正献 

樅 岡" 信充 ~  正懿 

鳳 谷 W  信 言  正 貞 . 

復軒^ ハ  信徵  世 良 

錦峯七  信 敬  .簡 順 他姓 

述齋 <  衡  快 烈 他 姓 

權 宇お m  恭恪 

壯軒. -俺  昭肅 

復齋 i  0  文毅 

學 齋 i 一  昇 

林 鳳两 


五 


9 


藤樹の 學を說 くに 先 だち 陽 明學に 就きて 一 言 せん。 孟子 は惻 隱. 羞 惡. 辭 讓. 是 非 の 

心-を 以て 仁. 義. 禮. 智 の 端と 爲 し、 人 性の 善なる 所以 を 明かに し て、 性 善說を 倡へ たり。 

是は 人性 中に 仁. 義. 禮. 智 の德 存在せ りと 云へ るに て、 人 性， は 仁. 義. 禮. 智 のみな りと 云 

へる にあら す。 孟子 は 耳目 口 體の欲 も 亦 性 中に 存 する 者と せり。 故 に 「口 之 於， 味 

也、 目 之 於& 也： 耳 之 於 J〔H 也、 鼻 之 於， 奧 也、 四 肢 之 於，， 安 佚， 也， 性 也、 有. 命 焉、 君 子 不 也」 と 

云へ り 盡心 下。 故に 孟子の 說は 性に は 仁. 義. 禮. 智 の徳と ¥ 目. 口. 體 の欲存 する 事と 

な る なり。 然るに 孟子 は 常に 仁. 義. 禮.智 の 部分の. み を强く 主張せ る爲 に、 純 善 說 の 

如く 見ら る る に 至. 0 しなり。 

宋の程 伊川 は 孟子の 說 に本づ き、 性 卽 理の說 を^へ たり。 性 卽理と は 人の 本性 は 


H 本 儒 M,- 史 

卽ち 天理に して、 本性 

の 欲 ある を以 て、 天 理 

性に のみ 放任 すれば、 

善の 部分 を 過 當 に 主 

れ ざ れ ど、 聖人に 非 ざ 

らざ 6. き。 南宋に 茔 

の 修養 を 去 り、 靜 坐 冥 

に對 して 朱熹は 六 七 

象山沒 後、 著 名 な る 後 

が、 餘り 空漠に して 手 

れろを 王 陽 明と す。 

^明 名 は {寸 仁、 字 は 伯 

及第し 刑 部 主事 を授 

道官を 逮捕す。 守 仁 


と 天理 は 合一 

に 合一 せしめ 

聖人に 非ざる 

張 し て、 天 理 と 

る 外は愼 獨. 持 

り 陸 象 山 出 で、 

想 して 心性 を 

囘 書面 を 送り 

繼 者な かりき _ 

を 下 すべき 法 

安、 學 者 £| 明 先 

け ら れ 、尋 で 兵 

上書して 之 を 


る 者 な 

とする 

は、 邪道 

じき 者 

の 修養 

子の 意 

究 すれ 

意 見 を 

明に 至 

き を 3$ 


を 


て 


生 と稱 す- 

部 主事に 

救 ふ。 之 


よ、！ a い 

流 る 

な し 

必要 

本づ 

，何人 

ベ し 

陳 白 

く 

餘 

由 つ" 


三 八 

し 人 は 生を享 くると 

獨. 持 敬の 修養 を 怠 る 

と す 

穩 當 

言 あ 

理 の 

と な 


常 


人 

官 


る 

白 匕 

な 


の 

ざ 


と 


0 孟 ま 

一 

る 實 見！ 

を 以 て 

を 55 へ. 

を 得 と 一 

記 せ る 一 

じ說. M 

。 白沙. 


0 

下 


共 に 

ベ か 

性 善 

と よ 

弊害 


弘治中 進 

を 矯めて 

れ 責州寵 


形氣 

らす 0 


說 

思 


口 

て 

後 


士 の 

南京 

曰 II"  E 幸 

も Kit- 


の 

起 


愼獨. 持 敬 

せり。 之 


し 

こ 


る 

起 


科 

丞 


科 


貶せら る。 瑾人を遣..^之を殺さんとせしが、守仁水に投じ 

瑾誅 せられて 鴻 臚寺少 卿に 累遷 す。 正德 十四 年 六月 富 濠 

親征 す。 守 仁三戰 して 濠を禽 にす。 功 を 以て 江 西の 巡撫 

伯に 封せられ、 南京 兵部尙 書と なる。 嘉靖七 年 十一月 二十 

文 成と 諡す。 後 新 建 侯 を 賜り、 萬曆中 孔子 廟廷 に配祀 せら 

明 代 は 程 朱學を 以て 欽定の 經說 としたれば、 學者は 皆 其の 

られ たる を 以て、 陽 明 も 初 は 程 朱學を 攻め たれ ど、 二子の 說 

す る を 以 て、 其 の 說に從 ひて 聖人の 域に 到らん とせ ば、 其 ェ 

しとす る 所に し て、 古 昔の 聖人が 身を修 め、 德 を 崇 う す る は、 

は あらざる べしと 思 ひ、 此 に 始めて 程 朱 說に疑 ひ を 起した 

書籍 も 乏しく 生活 も 難儀なる 際に、 沈潜 反復して 豁然と し 

り。 是を陽 明 學の根 本義と す。 

大 學 に 「大 學 之 道 在， 明-明 德； 在， P 民、 在， 止-, 於 至 善； 古 之 欲. 明，， 明 德 

其 國， 者、 先 齊，， 其 家； 欲， 齊，， 其 家， 者、 先 術，， 其 身； 欲 其 身， 者、 先 正，， 其 心 


て 死せ りと して 免る。 

反す。 武宗師 を 率ゐて 

を 兼ね、 正德 十六 年 新 建 

九日 卒す。 年 五十 七。 

る 0 

說に從 ふべき 事と 定め 

が繁 項に 過ぎ 拘泥に 失 

夫に 一 生 を 費す も尙難 

.必 しも 程 朱の 言 の 如く 

り。 龍 場驛丞 たりし 時、 

て 致 良知の 說を發 明せ 

於 天下， 者、 先 治，， 其國： 欲. 治，， 

； 欲 .正，， 其 心， 者、 先 誠. _ 其 意： 欲レ 
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誠，， 其 意， 者、 先 致，， 其 知； 致， 知 在， 格， 物」 と あ り、 此 に 擦れば 

皆 致 知. 格 物 を 本と す。 致 知. 格 物を爲 せば 意 誠 に. 

天 下 も 平 かとなる と 云へ るな り。 而 して 朱 子 

シ  チ スルノ  ルキ チルサ  ハ^  ハホゾ 

也、 推 極 吾 之 知 識； 欲，， 其 所. 知 無， 不， 盡 也、 格 至 也、 物 猶， 事 

也」 と 云へ り。 「推，， 極 吾 之 知 識： 窮， 至 事物 之 理，」 是 れ 陽 

識を推 極し 事物の 理を窮 至し て、 始 め て 意 を 誠に 

す れ ば、 第 一 着手の 工夫 は 事物の 理を窮 至す るに 

意 も 正 心 も出來 ざる 事と な り、 聖 人と 爲る 工夫 極 

の敎 にあら ざるべし。 朱 子の 此の 解 は 大學の 意 

下せり。 其の 說に 曰く 「知 は 良知な り、 致. 知 と は 吾 

事物 ゆ：： 其の 理を 得しむ るな り、 良知と は 人人に 天 

の 良知 を 有する を以 て、 事 物に 對 して 良知に て 行 

對 して は 孝と な り、 治 國平 天下の 事に 至る ま で、 す 


國. 齊 家 

正しく 

致 4^ 

シ 

<3 き 


よ 

-身 

し 


正 心. 誠 意 

ま り. 家 齊 

て 「致 推 極 

理； 欲，， 其 極 

し 所な 6- 

する 事 を 

だ 出來ざ 

となる。 

て、 異 な れ 

事物の 上 

たる 德な 

ては忠 と 

る な し」 と- 


に  至 る 迄、 

ひ. 國 治 ま 

、， ホ , 

ね〕、 S  &I 設 

1? ま あ レミ 5 

キチ $  ラ 

處 無。 不 到 


〕 吾 

得 る 

る 間 

是 れ 

る 解 

に 致 

\ 人 

な り- 


口 

力 ま 

者 と 

は 誠 

釋を 

し て， 

よ ^ 


良知の 語 は 孟子 盡心 上に あり。 や 皿 子 曰 く、， 人 之 所，， 不¥ 而 能 1 者、 其 良 能 也 、所，， 不& 而 知 _ 


者 其 良知.^、 孩设 之 宽、 無. 不. 知. 愛-其 

ェを 加へ すして 生の ま、 お ：3 なる 

は 仁義が 人性に 存 する 者な りと 

と 云 ひしな，， r  。 陽 明 は 孟子の 意 

た る は、 孟 子の 意と 異なれる 意味 

者なる かを述 ベ ん。 

「良知 只 是 個 是非 之 心」 (傳 習錄 下) 

子 曰ノ是 非 之 心 智 也、 是 非 之 心 入 皆 有， 之、 卽 所』. i 良 知 也/明 儒學 案) 

此れ 孟子 謂 ふ 所の 是非の 心 を 以て 良知と 爲 せるな り。 孟子が 是非の 心 を 智 の 端 

として 性 善 を證 した る は 人 は 是非 を 正しく 知る 心 を 自然に 具有す との 意 なれば 

陽 明が 此を 良知と すろ 事 は 誤れる 見方に あらす。 然れ ども 亦 次-の 言 あ り 

「良知 卽 是ぎ謂 天 理 也き-人 0$ 書 

ラお天 W!k 弗 J?^  、天 卽 良知 也、 後 k 而 奉 = 天 時； 良 知， 卽 天 也」 傳習錄 下 

「未發 之 屮卽良 知、 無， -前 後 內 外； 而_渾 然 .ー 體 者」 き 陸 原 静 一書 

中：： d 藤樹  四 一 


親， 也、 及，， 其 長， 也、 無 J^.^. 敬，， 其 兄， 也 云 々」 と。 良と は 人 

者 を 謂 ふ を 以 て、 良 馬. 良 材 等の 語 あり。 故に 子 肌 子 

の 意 に て、 愛 親. 敬 長 を 良能と 云 ひ、 之 を 知 る を 良 知 

を擴 大して 治國平 天下 及び 萬般の 事に 迄 及ぼし 

となれ り。 因って 陽 明の 所謂 良知と は 何 如なる 

リト チ 
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叉 其 

之屮 

大風 ィ 

た b 

る か 

の 知 

す と 

以 て 

朱 子 

致 L 

體 の 

未發 

3 き 


著大 學問 

明 德を良 

問 は 陽 明 

. 陽 明の 

リ 大學古 

未だ 知ら 

き は 動い 

其の 知 を 

の 「推，， 極 吾 

て 事物の 

知 は卽ち 

之 中. 明徳 


に 至善 を 解し て 「明德 之 本體、 

知と 解す る は、 上 述の 是非の 

の 卒前ー 年 〈五十六 歲) の 著ぶ 


良知 說は右 

本 序 に 「至 善 

すん！ i あら 

て 善なら ざ 

致すな し。 

之 知 識； 窮，， 至 

是非 を 正す 

良知に し て- 

天理と 解す 

る 天 證道， 


心 

0 

な 

I 一 

1 一 

！ ) 


溪の 書せ 

S 知. 惡 是 良 知、 爲. 善 去 k 是 格 


りニ樣 あり 

の本體 なり- 

意 は 其の 動 

し。 然れ共 

致 知 は 誠意 

之 理ー」 とは繁 

は、 意 を 誠に 

云へ る 是非 

は 大學の 文 

陽 明の 言 を 

物」 と あ り。 


良 


て 


の 

れ 


, 謂 良 

知 と 

年 に 


て 後 

物 よ 

に 卽 


あ り 

得 と 

良知 

よ 通 

て 「無 * 

心 は 明 


知者 .51 

すると 

至りて 

の 致 知 

に 不善 

其の 事 

いて 之 

格 物 は 

解した 

と 云 へ 

じがた 

無 i 心 

鏡 止水 


と 云 

其 の 

其 の 

格 物 

あ り 

な り 

を 格 

致 知 

よ れ 

る な 

る と 

し。 

グ ^ 


四 二 

へ り 

意味 

說變 


を 


-有： 


何 

一 一 

、良 

0 

じ 一 

リ善 

善 


天理. 未發 

じから す。 

たるに 似 

に 解釋せ 


し 

ら 


口 


本體 

を 致 

々o」 


を 事物 


云 

し 


ふ 本 

之 を 


有 k 意 之 動、 

惡 の 言 ふ ベ 


きな し 

よりて 

道 記の 

明 の 言 

なし。 

逸 名 者 

顯非上 

へ -。 

儒 書 字 

に 十三 

疑な き 

く あり 

氣 にし 

き 人 あ 


リ 心 

善 を 

^百 の 

に あ 

唯 心 

の 傳 

に 「先 

職 僧 

書 を 

經 i 

力 ^ 

て 和 

て 自 


し 

す 

め 

ふ 


て 意 

惡 を 


• 見 

な 


4i 親 

朱 子 


後 

む 


となり 

去 る ベ 

可なら 

說 あれ 

說變じ 

の時禪 

ば 然と 

せられ 

ば す、 諸 

弟子 或 

失 ふに 

き容子 

頌の人 


始めて 善惡ぁ 


しと 云 

ん。 證 

ど、 大 學 

たるな 

も 初ば 

寺に 手 

知らす- 

たり。 

子 百 家 

は禮儀 

至る を 

の 人 あ 

なれ ど- 


る  な 

記 の 

本 序 

ん。 

子 學 

_ ) 上 

あ ら 

七 八 

書 叉 

拘 は 

め 、り. 

ど、 惡 

n よ 


故に 良知 を 

大學 の解釋 


良知 

と 其 

以上 

を 攻 

ら れ 

ま し 

歲 の 

は 軍 


し く 

親 み 


意 

力 


是 

同 


た る 


以 

な 

V6、 


要 


之 

學 

其時禪 僧に M 

たり。 其 


て 善惡を 

別にして、 

り。 證道 

陽 明の ^百 

と す。 

川季格 
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通 

悉 


人 

な 


ぎ 

よ 
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後 再 び 

じ、 二十 

見盡 し- 

て、 人  を 

びた る 

二子の 

四 三 


知 り 

陽 明 

記 の 

な る 

の 集 

の 素 

師 に 

四 歳 

一 字 

責む 

し て 

說 に 


-格 

義 


は證 

は 陽 

疑 ひ 

和 書 

を 習 

力 す 

時 迄 

理 の 

事 多 

窟多 

き て 


學ぶ 者の 性の 近き 者 

で 之 を 

藤樹の 

說を述 

翁 問答 

答は寬 

お 、い _  _ 

J  ノ.：  J-  t . 


を 


を ？佧 

故 に 

其の 

者 は 

翁 問 

ベ き 

然 れ 

十 年 

其 の 

と て 


讀 み、 翌 年 

著書 は 之 

へ さ る 

な り。 

永 十八 

名 書に 

適 は ざ 

書肆が 竊に之 

板 を 破 却せ り。 書 

W 人の 心得と なる 

池 田 與兵衞 外 数 氏に 與 

當代 世間の まよ ひ を 

京に てぬ すみ 出し 板 


得て 此 

明 if  If 

年譜に 

ら す。 

翁 問 答 

十 四 歳，) 

與 へ 給 

あ hs て 

V. + ン こ 

本し， v- 

肆は風 

ベ き 自 

へ た る 

辨 へ た 


如 き 

獲 で 

し て 

就 き 

と 請 

正 の 

) 幸 

宗知 

の 草 


差異 

大 に 


-三 

志 


十 


來 

出 


稿 を 與 


生 せ 

學 . を 

歲以 

最 も 

し 0 

後-伊 

し に 

を 以 

上 が 

藤樹 

へ て 


^び 


力 


多 


三 

• 程 

P 

-七 

せ 


1 

朱 


し 


人 

の 


よ り 

書 を 

も 


去 

め 


の 

ォ 

氣 


冬、 H; 龍 溪 の 語 "站 


王學に 

硏：？ ^し- 

表と な 

辨 へ 德 

し て 與 

り し が、 

る 所と 

毒 に 思 

鹿 安元 


入れ-。 

然る 後 

る ベ き 


入 る 

た. 9  0 

永 二 

り て 

_鑑 草 

三 月 


を あつめ 翁 問答と 題し 同志の 提撕に 仕 候 を、 

を 見つけ、 い 一つ / ヽ とこと は 仕 板 を や ヌ り 


申 候、 其 故 はまへ かど 書 申 候 書 ものに 候へ ば、 我 等氣に 不入處 あまた 御 座 候、 書 な 

ほし 可 申覺悟 御座 候 故に 候、 此 故 其 元へ も不進 候、 や ぶ ，e 申 板屋 そんまい り 候て 

迷惑 仕 旨 ことわり 申 候に 付、 女 屮 方の 勸戒 にと 迪吉錄 の ぬき 書に 評判 を かきた 

る 書を鑑 草と 題 し、 前 かどよ. 0 御座 候 を かの つぐの ひに 板 行 仕せ、 いま だ 京 に て 

ひろく 賣不申 候、 御 慰 みに と 一 部 お く り 進 候， 御 i 兄 可 被 成 候、 故 事 は迪吉 錄. 三 綱 行 

實 などの ぬき 書、 評 は 鄙 夫の ご 案に て 御座 侯、 藤 樹 書 三、 翁 Si  J 介 解題 

藤樹 歿後 慶 安二 年 叉竊に 出版した る 者 あ， o-。  丁字 屋仁 兵衞板 行と あり。 門人 等 

驚きて 讀 むに 最初の 草稿 本に して 精 撰 本に あらす。 之 を 二 年 本と いふ。 門人 等 

師の 著が 人 を 誤らん 事 を 恐 れ、 翌 三年に 精 撰 本 を 版行せ り。 之 を 三年 本と 云 ふ。 

藤樹 全書の 著者 は 改正 本と 同時 板 行して 附錄 として 卷 尾に 附 せりと 云 ひ、 同 書 門 

人の 記せる 序文に 據る も、 改 正 篇は同 刻せ る 如き も、 家 藏の 三年 本に は 改正 篇" t 文 

共 に な し-. 改 正篇 序文 は 少し 後れて 附錄 としたる か 不詳)。 書肆 は 風月 宗 知に して 

重刊と あり。 前年の 盜刊を 承認した る 形な り。 此後萬 治 二 年に 三年 本の 覆刻 本 

出で たり。 京都 柳 馬場 通ニ條 下町 吉野屋 權兵衞 板 e 天 保 二 年に 江戶嵩 山お にて 
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叉 三年 本 を 刻せ-'。 下 谷 御成 道 英文 


翻刻 あり。 年譜に 「三十 三 歲翁問 


答 

明 

少 


,9。 然る に 上に 述べた る 三年 本 

十八 年 は藤樹 三十 四歲 にして 陽 

當時 門人の 記述 正確なる べしと 

翁 問答が 三十 四歲の 著と すれば 

ざり し爲 なる か、 陽 明說を 引く 事 

用 ひ 居れり。 上卷末 二十 六 葉に ~ 

「愚 痴 不肖と 云 へ 共、 良 知 良能 を 

此の 良知 は 孟子に 本 づける にあ 

十四 葉に 

「良知と は、 赤 子 孩提の 時より 其 

分別 是非 を眞實 に辨へ 知る 德 

靈明 なれば、 い かなろ 愚痴 不肖の 


ら 

性 


し 


親 を 

の 知 

凡夫 


も 

序 

+15 

の 


三年 本 

し、 其歲 

に は 「宽 

得た る 

を 以 

溪 の 


を 出 板せ 

王 龍溪の 

永 十八 年 


て 


時 な 

、三十 

を S 


れ 

ふ- 


四 歲 

た ろ 


程 子. 朱 子 を 引 


■ 愚 痴 

り 出 

最初 

こ の 

明 に 


書 を 得 

翁 問 答 

後人の 

の 時の 

後 な れ 

事 多く 


不肖 

づ る 

の 一 

良知 


も 


人 

V7 


念 を 

よ 


四 六 

治 以後 四 五 種 の 

て 之を讀 む」 と あ 

を 著 す」 と あ り。 

編せ る 年譜より 

著 と す。 

ど、 王 學に 深から 

，特 に 崇敬の 語 を 

の 徒な り」。 

り。 下卷 末の 四 

本と し て、 善惡 の 

チ碟、 Si 而 不 k の 


ある ものな り。 然る 故に 此良 


知 を 工夫の 鏡と し 種と して 工夫す るな り。 大學の 致 知 格 物の 工夫 之な り 云々」。 

赤子 孩提の 時より 其 親 を 愛敬す るの 語 は、 鵞 湖の 會に陸 象 山が 朱 子に 示した る 詩 

に 本 づける に 似た る と、 良 知 を 大學の 致 知に 結び 附 けたる を 見れ ば、 王 學 の 影響 を 

受け 居る 事 明かな り。 翁 問答 中に 王學に 近き 說は 此の 一 節な り。 其 他 は 見當ら 

す。 故に 玉 學尙淺 き 時代の 著に して、 八九分 は 程 朱說と 見ろ を至當 とす。 

翁 問答 は 孝德ー 貰の 道を說 ける 書に し て、 天 君と 云 へ る 老翁と 體充 とい へ る 者と 

の 問答な り。 天 君 は 苟子天 論 に 「、化 居，， 中 虛， 以 治，， 五 官； 夫 是 之 謂，， 天 君 こに 本 づ き 心 を 謂 

ふ、 體充は 子 M 子 公孫 丑 上 不動心 章に 「氣者 體之充 也」 に 本 づき 氣を謂 ふ。 心と 氣 との 

問答と 爲 したるな り。 藤 樹は孝 を 至高 至大の 德と見 て、 天 地 萬 物 人類 一 切の 關係 

を、 す ベて 孝道 を 以て 說 けり。 之 を 全 孝 論と 云 ふ。 

此 寶 は 「孝」、 天 にあり て は 天の 道と なり。 地に ありて は 地の 道と なり。 人に あり 

て は 人の 道と なる 者な り。 元来 名 はな けれども 衆生に 敎へ 示さん 爲 に、 昔 の 聖 

人 其 光景 を 象 どり 孝と 名 づけ 給 ふ。 それよ b 此の方 愚痴 不肖の 賤が男 賤の女 

に 至る 迄、 其 の 名 を 知る と雖 も、 其 の 眞實の 道理 をば 老師 宿 儒 知見 拔羣の 人 さ へ 


to 本 儒^ 史  四 八 

悟. 0 得る 事 稀な. o。 然る 故に 世俗 孝 は 親に 事 ふる 一 事と なして 淺 近の 道理な 


慈 
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hv と 田- 3 へ り。 

不測 廣大深 遠 

藤 樹は孝 を 解し 

愛敬す る を 
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夫 孝德は 

六 合 を 包 

別 な く、 上 

二 葉) 

叉 

天神 地 .不 

にて 觀れ 
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孔子 
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上 
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、兄 

す 


なげか 

て始な 

敬と し 
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し 

、君 
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段 と 

無始 

も な 


111  一  n 


、愛 
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覺し 召し て、 萬 世 の 心 盲 

b なき 神道 を 孝 經に發 


愛 

、人 


敬 す る 

弟- と し 

倫— S 


古 に 


道 


な 


實 

し、 
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を 忠 と 

、夫 を 愛 

は 皆 孝 

す。 方 


し、 臣 

敬す 


下 

る 


ひ ら かん 爲 

し 給 ふ。 翁 問 答 

愛敬す る を 仁 


の 


來 

名 づ 


し 
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屮に具 


し、 
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、妻 

_匕 


を 愛 


、孝德 神妙 

上卷本 五葉 

と し、 子 を 

敬す る を 


太 


月 

(翁 問 


に 充 塞 し、 

有無の 差 

答 上 本 三十 


は 萬 物の 父母 なれ ば、 太 虛の皇 上帝 は 人倫の 太祖に て 

ば、 聖 人 も 賢人 も 釋迦も 達麼も 儒者 も 佛者も 我 も 人 も、 


まじま す、 此 神 理 

世界の 內 にある 


と あら s> る 

道 は 卽ち皇 

祖父母の 道 

上 帝、 大 父 母 

名附 け、 叉 至 

を 儒學と 云- 

藤樹は 此の 如 

る 道 ま で に 說 

る は、 親 子の 情 

以て 說 かんと 

樣の說 あり。 


其 の 

0 の 

名附 

學 び 

隹 7 

4-J 一れ 

に 最 

ん。 

せ る 


程の 人の 形 有 

上帝 天地 

を 誇りて 

の 天神 地 

德耍 道と 

• 之 を 善 く 

く 孝道 を 

き 及ぼし 

愛 は 人人 

せるなら 

明 人の 著 

の說は 之に 本 づける に 似たり。 程 朱に も あ 

と は 之 を 謂 ふなり。 

藤 樹謂ふ 所の 皇 上帝の 事 は 其の 著大 上天 伸 大 


する もの は、 皆 皇 

の 神道 なれば、 人 

命 を 負くな り。 

命 を 畏れ 敬 ま ひ、 

け、 叉 儒 道 と 名 附 

て、 いこ 守， 0 身に 

して 萬 物が 天地 

て 天地 間に 在る 

も 切 な る を 以 て、 

孝經 啓蒙に も此 

孝經 大全 に 全 孝 


帝 天 

の 形 

に も 

神道 

。 之 

基 


有て 儒 

論す る 


を 

本 


崇 

ふ 


の 

し 

云 


子 

て 

な 


子 

て 

：番 

おの 圆 

i も あ 


乙神經 序に 其說 


孫な. 0-。 さて 儒 

謗り 負く は、 其 の 先 

■ 我人の 大 始祖の 皇 

愛用す る を 孝行と 

儒敎と 云、 之 を 學 ぶ 

り 。 一翁 問答 下卷八 葉) 

太虚 皇 上帝に 事 ふ 

0,0 を 結び 附 けた 

德ー 切の 事 を 孝 を 

の集義 和書に も 同 

と 大略 同じ〕 藤樹 

ら す。 所謂 藤樹學 

あ 上 大 乙 神 經は散 


本 HI 學史  五 〇 


逸して 序文の み 

にして 六 八 口 微 產 

至り 無 破に 入. り、 

と號 すと。 因つ 

疏解 なし。 舜典 

帝 を 「天 皇 大 帝」 と 

當時全 宇 宙 を 支 

大乙 神と したる 

物 皆 之に 子 事す 

ても皇 上-おにて 

能 は す。 

此の 外に 三 社 神 

あ ひかな ひたる 

によく かな ひぬ 


あり。) 藤 樹は大 乙 神 を尙書 誓 篇の皇 上帝と し、 天 地 萬 物の 君 穎 

千古 瞬息昭 臨せ ざ る な し、 其 妙 用 太虚に 流 行して 至 神 至 靈 無载に 

獨 にして 對 なし、 本名 號 なし、 聖人 强 ひて 名 づ けて 大 上天 尊大 乙祌 

て 藤 樹は每 月 一 囘大乙 神 を祀、 0 しと 云 ふ。 湯 誓 の皇 上帝に は 注 

肆 類，， 上 帝-」 の 馬融注 に 「上 帝， 大 一 神、 在-紫 微 宮； 天 之最尊 者. と、 鄭 玄は上 

云 へ り。 馬. 鄭 共 に 緯 說 を 信 じ、 大 乙 と 謂 ひ 天皇 大帝 と 謂 へ る が、 其 

配す る 神 をば 唯 天と か 上帝と か 曰 夭 天と か 謂 ひしに 過ぎす。 之 を 

は緯 家の 說 なり。 然し 藤 樹は之 を 至尊なる 大 父母と して 天地 萬 

べしと して 全 孝說を 倡へ たる なれ ば、 其 の 神が 大乙 にても 上帝に 

も 名 稱は問 ふ 所に あらざる べし。 故に 之 を 神道 說 として は 見る 

託の 說 あり。 翁 問答 下卷 末に 「日本 神道の 禮 法に 儒道 祭祀の 鱧に 

事 あ り、 其 上 三 社の 神託の 意 義、 儒 者の 神明に つか ふまつ る 心 もち 

れ ば、 本 朝 は 一:^ 稷の裔 なりと い へ る說 まことに 意義 ある 事な 6」 と 


. あ り 

此 の 

の 語 

り。 

な り 

一 同 

翁 問 

家 の 

云 ひ. 

り て- 

U. を 


U 三 社の 神託と は、 

幡大 菩薩 雖レ食 > -鐵 丸一 


照皇 

日 大 

よ 弗 

唯 潔 

と 云 

大乙 

答 上 

書 を 

叉 「博 

俗學 

す る 


太 神 

ax-  fi. 

日 ノ 一  15- 

は 足 

書 に 

白. 正 

へ る 

申 ヒ 

-I. を 

本 三 

讀 み 

學多 

を 誇 

よ、 道 

中 江 


謀 計 雖レ爲 I 

雖 レ曳 一一 千 C 

利 末の 吉 

出 で、 天 照 

直. 慈 悲 の 

說も 故な 

1^ り しと 

十 六 葉 に 

て 文 を 書 

才 にて 

る事卷 

理に適 

藤 樹 


不レ受 二心 汚 人 之 物 3 レ 座-一 銅 焰 一 不レ到 II 心 樣 人之虑 I 

m 前.' 利 潤で 必 當ニ神 明.' 罰 T 正 直 雖レ非 = 一 且 依 估 T 終 蒙 二日 月憐ー 

： 注 連 i 不レ到 II 邪 見 之 家 T 雖レ爲 II 重 服 深 厚 T 可レ 趣- 1 慈 悲之室 I 


E 申 

示 

皇太 

lis- 

き に 

云 ふ 

P  ノ 

き 詩 

心 立 

に 多 

る 事 


道家 

神 の 

力 便 

あ ら 

外に 

や  >  己 

力 言 

を 作 

て 身 

し。 


力」 


と 


の 造る 所に し て、 信 すべき 者に あらす- 

託宣 は沙石 集に 聖德 太子の 語と して 

家の 神明に 事 ふる 心と 相似たり。 故 

すと 云へ るに て、 是 亦 神道 說 たる 能 はす _ 

は、 神道 に關 する 說 なし。 

誦 詞章の 學を 問へ るに 答へ て 「四書 五 

り、 利 祿の 求めとの みして 驕慢 深き を 

持の 世の 凡夫に 變る 事なければ 俗擧 

同卷 中に 「今時の 物讀 坊主 衆に 髮 剃り 

の 問に 答へ て 「俗 儒の 作法 は 知る 能 は 

 …^    HL 


ナ 

后 


經其 


俗 

ざ 


PR 

ISP 

れ 


焰鐡丸 

る 者 な 

稷の裔 

唯每月 

の 外 百 

と 謂」 と 

ふ」 と あ 

家 の 眞 

ど、 剃 髮， 


本雷學 史 


せ ざ る 能 

ば 剃髮し 

稱 したり 

德も なく、 

是 よ 一 ほ 

中 羅山を 

したるな 

樹を 謗る 

孝經啓 

孝 經 啓 蒙 

稿 本 と 定 

し て、 宋 の 

孝 經指解 

字の 異同 


は ざ 

て も 

IT'  -as" 

に 羅 

論じ 

ら ん 

作 あ 


を 


は 初 

稿本 

司 馬 光 

を 著 は 

あ り。 


し 

の 


む 

し、 今 

今 文 


て 


氣 nS 


め 

る 

之 盜と爲 す 

として は爲 


た 


の 

-我 

な 


蓋し 之 

と定稿 


の 


本 

古 

せる 古文 孝 

通 志 堂經解 

m 治 章 「故 親 


ならん 

は 孝行 

にあら 

髮は 


に 至 

す 一 一 


な 


泰 

土せ 

る _ 

忍 


種 あ 

文 孝 

中に 收 

生-之 膝 


經 を 


正 

0 

の 


び さ 


共 

司 


む。 

一一 テ 

下： 以 


し き 

に 斷 

行 の 

斷 髮 

一 、文 

る  一 了 

ヌ \ィ 


道 を 

髮文 

道 一 一 


同 

ら 


に 漢 

れ - 

馬 光 

本邦 所 

養父母 


以 

I 一 

ん 


文 


宮中 

傳 の 


て 言 

し た 

し た 

と 言 

林 氏 

て 聖 


五 二 

へ ば、 中 庸の道 を 得れ 

る爲に 孔子 は 至德と 

る爲 なり。 泰 伯の 孝 

へ る 人 あり 云 々」 と。 

剃髮 受位辨 あり。 文 

敎を弘 むる 手段と 爲 

山 ま 峰の 詩文 中 に 藤 


以 

し 


て 注 

本 邦 

よ kv 

古文 


日 殿」 及 同 


釋す。 藤樹 全書に 初 

傳 ふる 古文に あらや 

古文 を發 見して 古文 

と 比較 すれば、 所々 文 

章 「父 母 き 之、 續 莫. 大， 焉」 


の 文 は 司 馬 光の 指 解 本、 今 文に 同じ。 藤樹の 孝經も 今夂に 同じ。 足 利學校 古文 孝 


經は 「故 

す。 漢 

k カラ 

不レ安 處、 

ならん 

文の 事 

孝經啓 

止し、 三 

しカ果 

なる 所 

說 きし 

首章の 

祖， 始祖 

答 に P 


生 =毓 之 

藝 文 志 

文字 讀 

田 J はる 

本書の 

は 年譜 

五歲に 

すして 

し。 其 

あれ ど 

二 

り 「大雅 

本 天地 

全孝說 


ナル 


」 に 作り、 膝下 二字な く、 叉 「父 母 生. 之 績 募大， 焉」 に 作る。 文義も 善く 通 

に 孝經の 今古 文 を 論じて 「父母 生， 之 _ 續 莫， 大， 焉， 故 親 生，， 之 膝 下 I 諸 家 讀 

皆 異」 と あり。 此に據 れば漢 代の 古文 孝 經は足 利 本と 同じ かりし 

。 故に 藤 樹の據 ，9 しは宋 代の 古文に して 眞 古文に あらす。 今古 

主と する 所に あら ざれば 姑く 置き 啓蒙に 就きて 述べん。 

に 「宽永 十八 年藤樹 三十 四 歲の秋 啓蒙の 著述に か、 り 疾の爲 に 中 

至り 脫 稿した る が、 其 說經 旨に 合 はざる 所 ありと て删 正の 志 あ， 0 

終れ ，9」 と あり。 初 稿本と 定本と は、 注 釋の 文に 詳略 あれ ど、 大 旨 異 

の 異なる 所 は 下に 述ぶ。 啓蒙 は注釋 書の 體 例に 從ひ 字義 訓詁 を 

二 通りの 說明 にて 深き 所な し。 義理 を 說く事 は 極めて 詳明 なり。 

曰 無. 念 =爾 祖，」 の 注 に、 「祖 招，， 生 之 本， 言、 身 之 本 父母 也、 父 母 之 本 推. ズ 至，， 始 

也、 天 地 之 本 太虚 也、 擧，， 一 祖 「而 包，， 父 母 先祖 天地 太 虛，」 と あ り、 是 は 翁 問 

と 同じ。 全 孝 主義 を 以て 說 ける 所 は 諸處に 散見 すれ ど、 之 を 除き 
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て は 他の 注釋 書と 同じ く、 古 書 を 引用して 說く事 

書. 白 虎 通.：： 勿. 禮. 鄭 玄 禮 記 注. 公 羊 傳. 程 子. 朱 子 等 な 

して 漏す 所な し。 孝經 啓蒙 を 著せる 寬永 十八 年 

丈 山が 持 仙 堂 を 築きし 年な り。 當 時の 著作に て 

啓蒙に 及ぶ 者 あらざる べし。 之 を 以て も 藤樹の 

す、 學 術の 上に 於ても 一 般儒 流に 超 出せる を 知る 

前に 云 へ る 初 稿と 定 稿本との 異なる 所 は 首 章 「身 

ナ ： - ニシテ シテ ザル  ニニ スル  ニス 

皆 父母 之 遺 體、 而 非，， 己 之 所，， 私 有， 也、 此 一 一 句 明， 親 子 一 

敬， 親 之 良 知， 也」 と、 聖 治 章 「故 親 生，， 之 膝 下，」 の 注 に 「以， 至 

則 敬， 親 之 良知 曰 新、 而 其 心 之 所& 父母 曰 尊 SJ」 と 、此 

は 全篇 を 通じて 良知の 語な し。 宽永 十八 年 は 藤 

龍 溪集を 獲た る は 啓蒙の 著述に か、 る 前なる か 

た， 0 として も、 俄 に 其說を 著書に 入る 、 害 もな け 

し、. JJ^ 稿の 時 始めて 之 を 補 ふと 見る も 可な らん。 


多し。 引用 書は說 文. 爾雅. 鱧 記. 尙 

り。 訓詁 名物に 涉れる 事 も、 詳悉 

は羅 山が 諸家 系 圖を著 は し、 石 川 

古書 を 博引し 文筆の 精練なる 事 

非凡なる 事は德 性の 上の みなら 

ベ し。 

體髮膚 受= 之 父 t,」 の 注に， 毛髮 肌膚 

二 シ テ シ テキ  チテ  ス ルシチ 

體 而 無，， 物 我 之 間， 之 理 H 以 觸，， 發 愛ヒ親 

德 感通旣 生，， 於 膝下， (略)、 隨，， 形 長 神 發； 

の 二 注 は 初 稿本に なし。 初 稿本 

樹が王 龍 溪集を 得た ろ歲 なれ ど、 

否か は詳 ならす。 如し 其 前に 獲 

れ ば、 初 稿 起草の 時 は 熟考 中に 屬 

此の 外に は 王學の 影響な し。 


首 

首經 

目 と 

者 と 

一 圆 

理 を 

獲 る 

叉 四 

年譜 

異 な 

日 之 

王 陽 


經考 


と は 孝經. 小 學を謂 ふ。 著 

す。 孝經は 孝道 を 示す の 

せり。 翁 問答. 啓蒙に 云 

を 附す。 王學 以前の 著 

以て 萬 事を贯 かんとす 

に 及 び、 直 ちに 舊學 を棄 

書 合一 圆說 あり。 大 學- 

語鄕黨 啓蒙 翼傳 一 卷 

に寬永 十八 年の 作と あ 

ら す。 唯 「食 億 而锡」 の 注 

用 云 々」 の數句 は、 龍溪 の 

本 大學全 解 一 卷 

明 は 朱 子の 改定 本に 據 

中 江藤樹 


三 


ら 


一一 Ta if 一  0 


-王 

山 


年代 詳 かなら す。 

なら やし て、 五 倫 を 

き大 上皇 帝 天地. 萬 

ども 是を 以て 觀る 

を 勤めた る を 知る 

之に 入りし ならん。 

，中 庸. 孟 子 を 合 一 したる 者な 


論 し 

等の 

藤樹 

し。 


三 

M 


三歲 

の 南 

錄 の. 


の 著 

遊， 會 

語 な 


て 孝 

說は 

の 學 

故 に 


故 に 

き 「寢 


し、 小 學 を 其 

歸 着せし め 

し。 孝經小 

綜合 を 主と 

度 王 寵溪の 


注釋 

不， 尸 


の 條 

た る 

學 合 

し、 一 

書 を 


體裁 普通の 

注に あ る 「方 


と 


後に 補 ひたる ものな らん _ 


すして、 禮記 中の 本 を 用 ひた 


之 を 古本 大學と 謂 

五 五 


tn 本懦學 史 

王， 學 を 治 む 

思 想 を 以 て 

大 學旁訓 一 

せるな らん 

の 主なる 者 

錄 せる 者 あ 


ふ。 故に 

て 王學の 

外に 古本 

蓋 し 散逸 

藤樹 著書 

に存佚 を 

孝經考 

大學考 

四書 考 

讀四 書法 

大 學序說 

四書 八 口 一  圆說 

大學朱 子序圆 說 

大 學 序 宗 旨 圆 


五六 


此の 書 は 藤樹晚 年の 著に してす ベ 


る 者 は 皆 古本に 據れ h 

解釋 せり。 

漢文の 注釋 なれ ど、 首 尾 ある 丈に て 中間の 注な し。 


卷 あ 6、 

は 上記 

-。 左 

存 

存： 


數種 

如 し" 

不完 


止る。 其 他の 著書に て藤樹 先生 全集 十一 卷 


五 性圖說  存 

明 德圖說  存 

持 敬圖說  存 

尙藤樹 先生 全書に 左の 書 を 載 

大 學 蒙 注. 大 學 解. 中 庸 解. 論 語 

論語 解 は 程朱說 なれ ど 其 他 は 

此 外 に 春風. 陰騰 の 二 書 あり。 

知 止 歌 小. 解 ー卷 陽明說 

捷 徑醫签 五卷 

神 方 奇術 不分 卷- 

坊間に 藤樹精 言. 藤 樹 先生 文武 

にて 其の 學を慕 ふ 人の 作な り 

る 書な り。 其 中 他人の 文も雜 


す。 然し 皆不完 なり。 

解. 中 庸續解 

陽明說 なり。  • 

敎訓 書なる が 程 朱に も 陽 明に も あら や- 

な  り。 


問答の 二 書 あり。 是は翁 問答 中より 鈔錄 したる 者 

. 叉心學 文集 あり。 是は藤 樹と蕃 山の 作 を 合せた 

り罟れ り。 


日本 儒學史  五パ 


先哲 叢談に 藤 

受 け、 之 をして 

なければ 神 紙 

門に 入りし 所 

りて 京師に 行 

り。 馬 夫 は 家 

れ ば、 驚 いて 锾 

して 贈らん と 

.9 て 吳れと 言 

ひて 受取ら す 

おはす と 問 ひ 

云 ふ 人 あり。 

を盡 すべ し。 


樹が盜 賊を化 

無 鱧 を 謝し 敎 

組の 事 は 誤 俸 

以を 記せる が 

く 途 中、 江 州 河 

に歸 りて 見れ 

木 宿に 至り 飛 

したる が、 馬 夫 

ひたれ ど、 堅 く 

リ 飛脚 も 其 心 

た る に、 自 分 は 

每夜 里人 の爲 

主人 は 大切に 


して 良 

を 受け 

なる ベ 

大意 左 

原 市よ 

ば 鞍の 

脚に 財 

はず ふ 

辭 返し 

に 感じ 

名 ある 

に講釋 

す ベ し 


民 と 

し め 

し 0 

の 如 

り 0 

下 に 

布 を 

ベ き 

て此 

普通 

者 に 

し 給 

。 人 


ベ からすな どと 云 ふ 事 常々 


語り 給 ふ _ 


なした 

たる 事 

叉 松 下 

ノ  0  n 

し  rx 

を 雇 ひ 

財布 あ 

渡した 

道理な 

金 を 賞 

の 馬 夫 

あら ざ 

ふ。 自 

の 物 は 

今日の 


る 事 及 

を 記せ 

伯季 

賀 の 

乘- 

り、 中 


び 江戶に 

の 見 


し と 

ふ 位 

に あ 

れ ど、 

分 も 

取 ら 

金 も 


聞 錄 

某 金 

木 宿 

る に 

は大 

返し 

ば 二 

と 田 J 

所 の 

聞 き 

の な 

に あ 


て 神祇 組の 侮辱 を 

は 江 戶に來 りし 事 

熊澤蕃 山が 藤樹の 

贰百兩 を 人から 預 

至り 旅 店に 一 泊せ 

百 雨の 金子 ありけ 

喜び 十五 兩を醴 と 

れ ば、 然 らば 十兩取 

兩 は持參 せす と 言 

あなた は 何人に て 

川 村に 與右衞 門と 

事 あ- 5。 親に は 孝 

り。 無理 非道 は 行 ふ 

らざれ ば叹ら ぬな 


た 

ヽ 

し 


と 云 へ り。 飛脚 は 厚く 禮を 述べ て 財布 を 受取り 京都に 至り 旅 宿に 着き 右の 話 を 

吹聽 したり。 其 時 熊 澤蕃山 は 修業の 爲に 京都に 出で 宿屋の 裏に 住居せ るが、 此の 

話を傳 聞し 翌日 小川 村 を 尋ねて 入門 を 請 ひし が、 人 の師 となる 程の 者に あらす と 

斷 はられ、 二日 間 門前に 立ちて 歸ら すして 遂に 入門 を 許された. 9 云々。 

藤樹の 門人 は 次の 如し 

池 田 光政 熊 澤伯繼 泉 仲 愛 淵 岡 山 大河 原 養 伯 中 川謙叔 

加 世季弘 國領太 西 川季格 井上 眞改 

光政 は 新 太 郞少將 にて. 有名なる 芳烈 公な り。 江 ul- 參 勤の 途中 常に 大津 よ.^ 熊澤 

伯繼 をして 政事 上の 事 を 問 は しめらる。 講義 を 聞きし 門人に あら ざれ ど 實は門 

人と 同じ。 熊 澤伯繼 の 事 は 次に 述ぶ。 藤樹 學を實 際に 行 ひたる は熊澤 なれ ど、 學 

說を繼 ぎた る は 淵 岡 山な り。 

岡 山 は 仙臺の 人に. て 京都 洛外 岡 山に 住す。 江戶に 至， 5 幕臣 二 尾 伊織に 仕 ふ。 江 

州に 伊織の^ 地 ありて 主命 を 以て 赴きし 時、 藤 樹の名 を 聞き 面會 し、 業 を 受けて 門 

人と なる。 藤樹の 門人 岡 山 を崇び 孔門の 顏囘 となした りと 云 ふ。 直享 三年 歿し 

中 江藤對  、五 九 


東 山 

大河 

り 會 

载 す 

啓蒙 _ 

翌年 

な れ 

す る 

得 さ 

た る 

を 得 

陽 明 

物 を 


原 養 

津 の 

リ 之 

よ 三 

_ 論語 

陽 明 

者 多 

る は 

all ゾ 

て、 今 

は 


本 儒學史 

に 葬る。 

は會津 

明 學 ず\ 

就 き て 

三歲ま 

黨 啓 蒙 

書 を 得 

れ共 ra 

ら さる 

むべき 

學 を、 陽 

至る ま 

學 の 要 

• 良知 を 


致 


西 地方 

な り。 

リ 藤樹 

ベ し。 

朱學を 

て 知ら 

朱學 の 

一歳に て 

餘儀 なき 

なれ ども、 

の 知行 合 

篤 行の 儒 

を 得が た 

-I 事 # を 


陽明學 

師に至 

ニニ  ，、UJ  fe 

め、 其 造 

、事 は 

領を得 

し、 王 學 

ならん- 

人柄が 

の說に 

して 尊 

を 患 へ、 

すと 爲 


稽 


力 


岡 山 

十六 

當時 

に 言 

た き 

入り 

從 つ 

謂 ^一一 m 

て 之 

せ ら 

子 の 

人人 


よ 


も 

さ 


に 三 


の 

る 、 

良知 

固 有 


る 

王 

I 一一  n- 

實 


ま れ 

良知 


の 學 

著 「會 


六 0 

を 受けて 歸 b 、是 よ 

津藤樹 學道統 譜」 を 


よ 

王 


其 


學 


九 年な 


家 

篤 


も 頗る 深 かりし は、 孝 經 

年 王 龍 溪の書 を 得 

り、 我 邦 玉學め 避と 

ば、 著 書の 王 學に屬 

の 學說も 窺 ふ 事 を 

に て、 程朱學 にて 得 

以 て、 近 江 聖人 の 名 

づき 大學の 致 知 格 

て 善 を 爲し惡 を 去 


の 

ォ 

したる を 

至.^ しな 

能 說に本 

良知 を以 


と し 


れば 何人も 聖人に 圭. 

るに あらす。 故に 眞 

ば 酒の 害 を 知る と稱 

なり。 眞に其 害 を 知 

致 良知 說と 知行 合 一 

陽 明學の 尤も 誤り 易 

果して 良知なる か 何 

己が 良知と 思 ふ 所に 

に 知行 八 口 一  說を 以て 

然ら すして 己が 良知 

說を 以て 其の 知れる 

を容れ す。 藤 樹は已 

る なれば 言. 篤 敬 の 

により 良知 を 養 ひ、 然 


る を 得べ し。 但し 知る のみに て 行に 見 はさ 

の 知れる は 之 を 行に 見 はすに 至る べき 者な 

す れ ど、 酒 を 止む る 能 はざる は、 酒 の 害 を 眞 に 

れば勢 飮む能 はざる に 至るべし と。 是れを 

說とは 離る ベ からざる 關係 となり 居れり。 

き は 致 良知 說 なり。 何と なれ ば、 己 れが 良知 

如な り。 是は 人人 各々 同じから ざる 所 ある 

誤 あれ ば、 師 心 自用の 弊に 陷るは 當然の 事な 

す れ ば、 道 を 去る 益々 遠くな り て、 遂 に 亂賊の 

は已に 正しき 學を 以て 養成され し 人に て、 加 

事 を實行 せんと すれ ば、 完 全なる 人格者と な 

に孝經 によりて 己が 良知 を 得、 王 學 により て 

人た る を 得しな り。 故に 王學を 治む る 人 は 

る 後 知行 合一 を 勤むべき なり。 王學 のみに 


ざ れ ば. 

り とせ 

知 ら ざ 

知 行 合， 


眞の 知れ 

り。 譬 へ 

る を 以て 

一 說 とす。 


と 思 ひ 居る 考が 

を 常と す。 如し 

り。 之 を 助く る 

徒と もなる べし。 

ふるに 知行 合 一 

る を 得べ き は 疑 

實 行の 力 を 得た 

• 學. 庸. 罕孟 等の 書 

因りて 聖人 た も 

カー 


日本 儒學史 

ん とせ ば、 却 て 多岐 亡 羊の 弊 を 招くべし。 

へり。 程 朱 は 「學 而 不. 思」 に 近 く、 陽 明 は 「思 而 

熊 澤蕃山 

實は 熊澤伯 繼と稱 すべき を、 一 般の稱 呼に 

して 蕃 山に 潜 居した る 時 改めた る 姓に て、 

然れ共 藤 田 一 正 逸 名 者の 俥に は 改名の 事 

の 名 を 取り 蕃山 先生と 諡 したる 事 逸 名 者 

らす。 唯 書 幅 等の 落款に 蕃 山と ある は僞 

蕃山は 中 江 藤樹に 就き 陽 明學を 攻め たれ 

政治家と な ，9、 其 の 手腕 を 奮 ひ 芳烈 公 をし 

に蕃 山を說 くに は 其の 學 術に 於て せす し 

蕃 山の 經濟說 は 大學或 問. 集義 和書. 集義外 


ン. チ シテ レバ ハ チ クウ テシ 

孔 子 は 「學 而 不レ思 則 罔、 思 而 

不. 學」 に 近 し。 


六 二 

, レバ ■ パ t シ 

不. 學 則 殆」 と 云 


從ひ蕃 山と 稱す。 蕃山は 

-當時 は 蕃山了 介と 謂 ひ 居 

のみ ありて 改姓の 事な し < 

の 傳事實 文 編 にあれ ば、 據 

筆な らん か。 

ど、 道 學の 君子と ならす し 

て 明 の 名 を 天下に 揭 

て、 經濟說 を敍 する を 適 

書に あり。 今 此の 三 書 


池 田家 

たりと 

_ 歿後 

る 所な 


を 返 隱 

い ふ。 

1 ほ 領；？ 

き に も 


て、 經濟 方面の 

げしめ たり。 故 

當な hs と 信す。 

に據 りて 其梗槩 


を 述 ベ ん。 

大學或 問ニ卷 天明 八 年 刻， 集義 和書 五卷、 集 義外書 五卷、 

大學或 問 は 一に 經濟辨 とい ふ。 訓詁 注釋の 書に あらす して 大學の 治國平 天下の 

方法 を說 ける 書な り。 すべて 二十 ニ條 あ.^。 其の 生なる 者 は 

一、 人君 天職 之 事 

人君 は 民の 父母 なれ ば、 父 母が 子 を 愛する 仁心 を以 て、 民 を 治む る を 天職 を修む 

とい ふ。 仁心 を 以て 民 を 治めん に は 政治の 才 ある 人 を 位に 置かざる ベ からす „ 

故に 才 ある 人は陪 臣、 民 間 匹夫と いへ ども 登用せ ざるべ からす。 然るに 今 代 世 

祿の法 行 はれ 賢才 を 用 ふる 路 なし。 須く 一  代 丈の 祿 として 米 麥金錄 を 給す ベ 

し。 執政の 人に 領地 を與 ふる 時 は、 民 間の 賢才 多く 出づれ ば與ふ べき 土地な き 

に 至るべし 

と。 是は 政治の 才 ある 人 を 無能の 人より 薄く 待遇す る 事と なる を以 て、 行 はれが 

たき 意見な り、 此 の 說を用 ふれば 封建制度の 根本 を動搖 する に 至らん。 

六、 北 狄の 備を嚴 重に すべし 

熊 澤蕃山  .一 ハー 一一 


蕃 山が 

ら V6 之 

事 あら 

し て、 大 

と。 天明 

なり。 如 

當 時に 於 

七、 諸侯の 

の 如く 

千 石に 

參觀の 制 

康も襲 行 

安民 を 主 

ん。 


Cn 本 儒學史 

畏れし 北 狄は淸 朝な り。 愛親 覺羅 氏が 明 を 亡せ 

を 拒ぐべき 準備 あるべき 諸侯 は 二十 侯に  一 二 侯 

ば 諸國は 競うて 米穀の 買 占に 着手 し、 米 價 騰貴し 

亂の 世と なるべし。 故に 之に 對 する 準備 は 食料 

八 年は淸 の乾隆 五十 三年な り。 覺羅 氏が 我 邦に 

し來 らば 元寇の 如くな りし か。 食料の 貯蓄の 

て は 講究す ベ き 問題たり しなり。 

參府の 制度 を改 むる 事 (此 の 意見 は 外 書 

諸 大名 三年に 一 度の 參觀、 在府 五六 十日 ー 

て餘り あらん 云 々 

は 諸侯の 妻女 を 人質と する を 目的と し、 賴 

したる が、 隔 年と 改めた る は、 諸 侯 を 疲らす 

眼と せる を 以て、 牝の 意見 あ. 0 しならん も 


定む 

朝 よ 

政策 

，幕府 


も あ 


多 

て 


始 


な 


經考に 

ば、 三十 一 


六 四 

を 以 

ベ か 

盜賊 

貯 ふ 

り し 

不足 

も あ 

萬 石 


て 我 

ら 1^ 

山 野 

る に 

は 幸 

な ら 


^ 吉 迄 行 

t 蕃山 

ら れ ざ る 


邦に 來 

" 一 朝 

に充滿 

あ り 

なりし 

ん、 然し 

倉 時代 

守 米 五 

は れ、 家 

は富國 

說 なら 


八、 浪人に 生活の 安定 を與ふ べし。 

蕃 山の 比まで は相續 人な き 爲、 叉 罪 あ 


事 は 「德 川 

故に 浪人 

謂 失業者 

觀の f を 


除 封錄」 にて 知らる。 其れ 

中には 才智 も あ り、 文 武 の 

て、 農 商 ともなれ すして、 一 

め て、 そ れ より 生す る 費用 


りし 爲 に、 領 土 を沒收 されし 諸侯 往々 ありし 

等の 諸侯に 仕へ し 臣下 は 皆 浪人と なるな り。 

道に 通せる 者 も ありし なり。 是 等の 人 は 所 

定の 業な く 世 を 渡， 9 居れるな り。 蕃 山は參 

を 以て 諸侯に 命じて 浪人 を 扶持せ しめんと 


したるな り。 

是は蕃 山の 達識に て 幕府 も 採用し 得る 說 なりと 思 ふ。 由 此正雪 も 浪人の 一 人な 


九、 士 を 田舍に 移して 農兵の 制 を 用 ふ ベ し。 

此事は 徂來の 政談に も 其の 說 あり。 叉 「寺證 文. 3 

テラ ゥケ 

下男 下女の 奉公す る 時 必す寺 請狀を 出す 定めに な 

の 本籍、 兩 親の 姓名 等 を 記 し、 末 尾に 「右 代々 某 宗に相 

の 名 を 記 し、 調 印した る 書類 を 云 ふ。 是は 耶蘇 宗を 


す ヾ し 一と 

りて 居れ 

違 御座 無 

拒ぐ 爲に 


云へ り。 寺證 文と は 

り。 寺 請 狀とは 本人 

く 候」 と認 め、 寺 名 住職 

定められ たる 者な り。 
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叉 士分の 人の 他家へ 仕 を 求む るに も 矢張り 

此の 如 /、必要なる 者に 付、 寺 は 之 を 利用して 

ダノ か り き。 因りて 蕃山は 之を禁 せんとし た 

ベ し」。 「學 校 を 典し 文武の 業 を 習 ふ ベ し」。 「奢 

禁 すべし」。 「神道 は 王道と 合する を 以て 之 を 

神道に あら す」 と 附 言 せり。 右 は 大學或 問の 

熊 貝 遣 事に 左の 記事 あ り。 

熊 貝 遣 事 上下 二 冊。 熊 貝と は 熊 澤と貝 原 

の 時 或 人よ.. -借 i 兄 し、 仍 て寫 さしむ る 所な 

事を槭 むる 耳。 孚嘉楠 本頓水 Q 名」。 

熊 貝 遺事に 據れ ば、 蕃 山が 松 平日 向 守に 預け 

にあり て 門人 多く 集り たれば、 慶 安中 由 井 正 

騷 がした る 事 ある を以 て、 門 人 を 多く 聚 むる 

山の 人柄 を 知らす して 日向 守に 預けられた 


此の 證文を 要す 

多分の 收入を 得 

るな り。 此の 外 

侈 品の 輸入 を 拒 

興隆す ベ し」。 「但 

梗檠 なり。 


な -。 

り。 但 

られた 

零 丸 橋 

者 を 幕 

るな り 


る 事に 成り 

て 迷 惑 を 受 

神社 僧侶の 

ぐ ベ し」。 「吉 

し 神道 家の 


卷末 識語 

何人の 著 

る は、 寛 文 

忠 彌 な ど、 

府 にて 忌 

0 日向 守 


に 「4?_ 

な る 

の 此 


書 予 熊 

事を詳 


を 集め 

み 居る 時代 

領地 替 あり 


居 た り。 

けし 者 も 

數を 減す 

利 斯丹を 

謂 ふ 所の 


本に 遊學 

にせざる 

了 介 京師 

て 關東を 

な れ ば、 蕃 

て 蕃山も 


大和 

此 の 

世 に 

By 一 一 

問 と 

^ 琴 

き て 

問 に 

.  一一 一一 V 

舅 

和 書 

外 書 

外 書 

る 所 


及び 下總 

書中 政治 


知 れ 


な 


幕 

學 


義和 

義外 

は 書 

は削簡 

に 書肆 


簡 


ん 

,o  口 

禾 

熊 澤 


部 

蕃 


移- 

論 あ 

附某 

の 不 

が、 此 

の 門 

攻む" 

問 と 

五卷 

五卷 

五篇. 

論 

知 常 

は 已 

山 


たるな り。 叉 川 田 雄 琴の 

り。 其 中に 幕府の 御目附 

公 務に關 する 事 を 他に 

なりと して 日向 守に 預 

事に より 門人 私に 名 を 

なり。 初め 梁 田 蛇巖に 

執 齋の薦 を 以て 大洲侯 

る條 項な し。 後に 改め 

再 刻 年代 不詳 

寳永七 年刊 

法圖 解. 始物 解. 義 論九篇 

篇. 雅 樂 解. 水 上 解. 中庸 九 

序 あり。 曰く 「集義 和書 

世に 行 はれて 外 書 は 未 


に 「蕃 山の 著に 大學或 問 

問に 答へ たる 話 あ り。 

せ る を 以て 罪せ ら れ、 蕃 

るな り。 右の 書 最初 は 

大學或 問と いふ 云 々」 と 


經考 

及 外 

だ 印 


が蛻 厳の 勸に從 

た り (先 哲 叢 談)。 听 

力  


ひ 


亍 

\ィ 


理三篇 なり。 

は 息游軒 熊 澤 先 

せ ャ 。 思 ふに 和 

六 七 


生 の 

書 は 


あ り。 

此の 事 

山 を 江 

大學或 

。 川 田 

齋に就 

大學或 


著 はせ 

多く 學 


者 日用の 工夫 を 論 すれば n いく 世に 惠 めり。 外 書に 至りて は經世 治敎の 事に 涉り 

て 頗る 世の总 諱を 犯せる あれば 其 徒； t して 之 を 俸へ す 云々」。 集義 和書 は 小山 知 

常 の 言 の 如 く、 學 者 日用の 工夫に 關 せる 者 多くして 蕃山獨 特の說 と 見る ベ きもの 

少 し。 其屮 El 明 學. 中 江 藤 樹に關 せる 者 あ.^。 和書 三 、書簡 の 三 に 「太虛 は 理 のみ 也 

唯一 氣な. o。 理は 氣の德 なり。 氣の靈 明 を 心と いふ。 靈 明の 中に 仁義 禮智 の德 

ある を 性と いふ 云々」。 是 は理氣 合一 說な るが 如く 叉氣 ありて 後に 理 ありとの 說 

の 如くし て、 其 說 分明なら す。 陽 明は氣 ありて 後に 理 ありの 說 にし て、 程 朱 は理ぁ 

りて 後に 氣 ありの 說 なり。 蕃山は 程 朱と 陽 明 を 折 哀した る 如き 思想なる を 以て 

理氣 の說も 確然た る 見解な きが 如し。 

義論 一に 朱 子、 陽 明の 相違 を 問へ るに 答へ て、 

「予は 朱 子、 陽 明 共に 取らす。 唯い u 聖人 を 取る のみ。 道統の 傳、 朱 王 共に 同じ。 其の 

言 の 異なる は 時に 隨て 同じから ざるな b.。 其の 眞意は 符節 を 合せた る 如 し。 朱 

は 時弊 を矯 むる 爲に满 理を說 けど も、 自 反 愼獨の 功な きに あら す、 王 も 時弊 を矯む 

る 爲 に、 自 反愼 獨を說 けど も、 窮 理の學 なきに あらす。 予は自 反 愼獨は 陽 明の 良知 


說に 取， 9、 惑を辨 ふる 事 は 朱 子の 窮理說 に 取る。 學 者の 心の 惑 ある 時 は 事物に よ 

つて 理を窮 むるな り」 と。 徂來が 蕃山を 取れる は、 此の 朱 子. 陽 明 共に 取ら す、 唯 古 聖 

人 を 取る のみと いへ る を 取りし ならん。 書簡 一 に 

「漢 儒の 訓詁 ありし に 因て 宋の 理學與 り、 宋 の發 明に 因て 明の. 心 法典れ り。 明の 心 

法 あれば こそ 我等 如き も 入 德の受 用 を 得」 と。 叉 「漢 儒の 功 は 訓詁に 在り。 朱儒の 

功 は理學 にあり。 明朝の 論 は 心 法に あり 云々」。 陽 明 學の事 を 心法學 とい ひしな 

り。 叉 或 人の 問に 答へ て 「古 へ 書の 少き時 聖賢 多し。 經傳は 貴殿の 心 次第に て、 孝 

經. 大 學. 中 庸 にて 足るべし。 論 語. 子 服 子 にても 足るべし。 五經 にても 足るべし-。 其 

中 十が 七 八まで 解し 殘すも 可な り。 要は 書中に あらす。 我心な り 云々」。 是は陸 

象 山の 六經は 我心の 注 脚と いふと 同じく して、 陽 明學の 純なる 所 なれ ど、 前 の 朱 王 

に對 する 話 は 朱 王 折衷と 見る ベ きか。 

義論 四に 中 江 藤 樹に關 する 批評 あり。 或 人が 江 西の 學に 因て 天下 皆 道の 行 はる 

ると いふ 事 を 知れり、 儒佛 共に 目 を 付か へ たる は 大功な りと 問へ るに 答へ て 「少 し 

は 益 も あるべ けれど 害 も 亦 多し。 しかと 經傳 を辨へ もせ す、 道 の 大 意 を も 知らす 

熊： # 恭 山  六 九 


して 管 見 

此の 弊 な 

自满の 

其の 端 

和書 四 

なりと 

言 行 の 

ければ 

も  は 

を 殺し 

を！： 有 

は予と 

外 書 六 

あ り。 


H 本 儒 學史 

を 是 と し、 異 見 を 


し。 

一 二 

^ き 

^ し、 

ふ 人 

熟 な 

等 は 

る 者 

天下 

-之 を 

師と 

論 三 

子 は 


天 


あ 


に、 蕃 


人 目 

す」 と 

/  V 气 

が 藤 

の 問 

，時處 

先師 


事 を 

曰 曰 

る の 


て 

樹 の 

に 答 

位 に 


爲 さ 


, 或 人の 朱 

に 過ぎて 


聖 學 と 

ました 

受けた 

^一一 一 a を 用 

へ 「予 が 

き す る 

ふ 能 ざ 

五 典 十 

ざ る を 

かにし、 

ら す、 唐 

術の 弊 

1^ 道の 


ひ 愚 


り と 

を 指 

る 者 

ひ す 

先師 

行と 

る 者 

義是 

實義 

人欲 

日本 

を 問 


人 を 導く 者 出で 

へ ど も、 未 だ 德 を 

た る  一一 m に は あら 

言 として は不穩 

て 自ら 是とす る 

受けて 違 は ざ る 

. 日 を 重ねて 熟 し- 

り。  唯 實義に 於 

り。 一 の 不義 を 

いふ。 不義 を惡 

爲に 害せられ ざ 

も 違 ふ 事 な し」 と 

る に 答 へ て 「朱 子 

た る 事， あ り-」 と い 


人 


七 〇 

免 

義 


西、" 

見 す _ 

れ ど. 

れす _ 

る 爲 

な わ 

て 變 

先師 

の 罪 

づ る 


前に は 

. 机學 

藤樹が 

に. 高 慢 

. 學術 

通す ベ 

>c 一  毛 

輕き者 

の明德 

ふ。 此 


は 博 文に 過ぎた る 弊 

へ わ。 


此の 外 

借りて 

珍ら し 

る 書 多 

も 御座 

以前 に 

に 我等 

き 由 承 

ひたる 

知る ベ 

草加崑 

狀錄、 崑 

夕 I 丄ノ 

.s^ とす 


朱. 

作 

き 


山 


て 


し- 


の  輋 

る 書 

出 侯 

叉 と 

々」 と 

た る 


叉 

あ 


著 「蕃 

の 作 

論 三 

然 る 


を 

ま 

匸 


作 

ベ 


論 じ 

出 で 

, 大方 

が ふ 

る に 

Ip。 

、此間 

申 も 

候 云 


た る 

た る 

貴 老 

程 善 

答 へ 

七十 

批判 

餘 義 

々」。 


者 所 

を 以 

の 筆 


. 五 

き 


に あ 

書 

の樣 

る も 

書 な 

は 五 

で 出 

似 た 

蕃山 


り" 蕃 

二、 削簡 

に 申 候 ■ 

御座 侯 

ど は 正 

十年以 

候。 其 

る も 出 

の 著と 


山 の 名、 ii 

三に 左の 


に 高 

文 あ 


拙 夫 

貴老 

し く 

前 に 

外 名 

候。 

し て 


など 見 候 

御 書物の 


作 

世 


者 

す 

等 


ぬ 


る 


き 爲に蕃 

り。 「近年 

も 一 向 

を 取り 

我等の 

者 御座 

に 愚作 

を 朝夕 

に 偽作 


山 


の 各 ^ 

名 書の 

と 存す 

書た る 

さ る 

然る 

が 多 

取 用 

事 を 


れ 


山 先生 著書 目錄 解題 一 卷」 と 著述 目錄 にあれ ど予 未， 見。 蕃山 先生 行 

な り。 

に 「貴 老を 王子の 學 者と 申 者 あ り」 と の 問 

に 文才な く 文字な し。 氣カ 盛な りし 時 


能-: 0  0 


に 答 へ て 「我 年長し 

は 不幸に して 學ぁ 

七 1 


る を 


學 せ 

知 ら 


習 ひ、 集注 

うて 歸り 

よ り 後 

京都に 

.*K  ノカ 

を 讀 み 

に膝樹 

io 因 

中庸 を 

居た る 

實 行す 

り、 他 學 

藤樹 


日本 儒 學史 

の 精神 を勞 して 

に S: て 四書 を 墨 

. 叉 九月 高 島に 行 

父 は 仕 を 求めん 

西 江 州に も 行く 

等 三人の 餓死せ 

知の 旨 を 喜 び 予 

學 びし 時 は 朱 子 

書 を 見す して 心 

び、 後 に 陽 明の 說 

■ 加 ふるに 良知 說 

力 を 得た るに 似 

に對 して 寛容の 


七 ニー 


病 

ん 

學 

法 


氣 

ぬ- 

ト 

と 

を 

以 


i な り て 後. 

月 

き- 


を  以 て 


態 度 あ 

の 門人 西川季 袼は蕃 山の 


年 

戶 

る 

て、 

る 

說 


十 

の 


行 

三 

の 


學 

年 


筹 き 

币 党 


十二 歲 

月 高 島 

で 居 て 

江 州 

て 貧 

仕 を 

れ、 大 

し 時 


拘泥 


の 時 初め 

に 行きて 

孝 經. 大 學 

屋敷に 母 


て 四書 

h" ェ氏 


_屮 庸 


して 獨學五 年な 


の 文字 を 讀 み 

に 逢 ひ 疑 を 問 

學 び き。 そ れ 

みあり ければ、 

りき。 其 時 或 


めしむ。 其 此中江 氏 王子の 書 

心 法の 力 を 得たり。 (蕃 山が 初 


は 陽 明 學に變 じたる 時な りしな 


蕃山は 朱 子學を 以て 孝經. 大 學. 


其 


の 學は已 に 朱 子學を 以て 成り 

. 知 行 合 一 說を 以て 信す る 所 を 


故 

を 去 

學 び 

上 に 

反する者ぁ，，^とて-集義和書顯非ニ卷 


た 


も 


れ ど、 後 の餘姚 派の 學 者と 異な 

觀 るべき 多 かりし なり。 


を 著せ り (儒 林 叢書 第 四)。 然れ共 項 末の 事 多く し て、 蕃 山の 所 謂 實義 より 見れば 論 

する までの 事に あらす。 故に^ 略す。 

三輪 執齋 ，  ， 


て 


な 


蕃山 

を 以 

年な 

り し 

故に 四 

生ク敎 

四 ^百 敎 

物」 の 言 

あれ ど 


次げる 陽 明 學者を 三輪 執 

元祿四 年に 卒 世せ しが、 執 

0 故に 藤樹に 師事す る 能 

KVO 然るに 其事實 見當ら 

言敎 講義 に 「七 度 倒れば 八 

也」 と あ り、 藤 樹に 私淑せ る 

と は 陽 明 の 「無， 善 0M 心 之 

をい ふ。 此の 言 は 陽 明 門 

• 陽 明の 言 なる 事 は 藤樹の 

三輪 執齋  . 


す- 

る 


き 


き 


齊 よ 

は さ 

す。 

度 起 

門人 

體、 有 

人中に も議 

條 に 言 へ る 


て 

有. 


九歲 

論 な 

遺書 

一 一 

可 な 

意之 

^ あ 

^  く 


慶 安 元 

にして 

れ ど、 蕃 

： よ， 0 

なきの 


年に 卒 し、 蕃 

■ 藤 樹の死 を 

山に は 師事 

陽 明 學に入 

地に 至る ベ 


動、 知. 善 知 k 是 良 知- 

りて  陽  明の  言 に あ 

疑な しと 思 は る。 


i ヒ 

る 事 

る を 

し な 

日 K れ 

_ 善 去. 

^ と 

し 陽 


十 

ら 


十四 

ベ か 

ん。 

樹先 

日 K 格 

る 者 

の 卒 


七  一二 


日本 n 學史 


す る 一 

此 の 言 

あ り。 

て 始め 

心 は 至 

べしと 

に善惡 

就きて 

書甚多 

執齋は 

是 心 の 

叉-人 心 

ざる 時 

善な， 9 


こ 昆 


て 

、 

し- 

善 


の 

る 


惡 


^一一 m 

す 


を 解 


し 

善 


思 ふ は， 


途ぁ 

あ る 

氣質 


J  口 

朱 


て其說 

，最 初 の 「無 

は 春 惡 な 

な ，9 て、 程 

• 其 心に 基い 

の 立て前な 

は、 良 知說の 

下の 事と な 

等 は 實踐を 

く 「ひ は聲も 

を^す 者 な 

る も マ てれ は 

が 如きの み- 

の 善に し て- 


よ 

て 


る。 

な 


i き 

) 此 

天理 


心 之 

虛靈 

と ぽ 

事 を 

傳習 

力 あ 

故 に 

せ る 

臭 も 

人人 

出 で 

の 明 

の 本 


變化 

體」 の 

不味 

一 な 

處理 

錄も 

搖す 

陽 明 

爲 に 

な し 

力 を 

た る 


したる 爲 

一句な り 

_ 明鏡止水 

り。 然る 

する 時 は、 

此の 說を 

る 事と な 

學者 中に 

此 邊の硏 

U 故に 善 

用 ひて 至 

後の 事に 

心 の 


ち 


本 


に此 

. 次 

ジ ^ 

に 陽 

何人 

敷 衍 

る な 

四 言 

究 に 

惡 の 

る ベ 

て 氣 

體 な 


の 言 

一 一 「有 ■ 

き 者 

明 は 

も 聖 

す る 

敎 に 

は 入 

名 づ 

き ^ 


七 四 

ありし 

>善 有 

にして- 

良知 說， 


體 にあら す J 此に謂 ふ 


人と 

所 多 

大學 

就 き 

ら さ 

く ベ 

の 目 

る 者 

之 を 

听 の 


ら ん。 

之 動」 と 

に 至り 

て、 人 の 

事 を 得 

故に 心 

條目に 

說 せる 

費な り。 

な し。 ， 

,0」 と 0 

0  ■  J  i 

E 力 

すして 

澄 と は、 


人心に 存 する 天神な 

いふ。 故に 善惡 なき 

を 良知と いふと. すれ 

Jn 有 k の 善を氣 以下 

有 k の 善と を 別物 

しめんと したるなら 

知と は 見ざる に 似た 

と 一 致せし むる 能 は 

執齋 書簡 抄本 家蔵 

答 佐 1 直 方 書 陽 明 學を述 ベ た る 書 

答 或 人 書 正 德ニ年 朵子晚 年 定論に 就て 

答 酒 井 忠貫公 書の 直 方の 跋 

王 穀 書 

. 答 酒 井 忠赏公 別紙 元祿 十二 年 

三輪 執 *5 


,.y。 人の 意 念 に 涉らす 

を 至善と す 云 々」。 意 念 

ば、 第 三 句と 違 ふ 事と な 

の 善と 解 し、 善 惡を 超越 

に 見た る は、 之 に 因って 

ん。 然し 第三 句に 「知 J 口 

り。 故に 四 言 敎は陽 明 

すと 思 ふ。 


一 卷 

一 卷 

一 卷 

一 卷 

一 卷 

1 卷 


して 自然に 是非 を 照す。 是を 良知と 

に涉ら すして 自然に 是非 を 照す もの 

る 。 「無 Jn 無 ％ 心 之 體」 を 至善と 解 し、 有 

せ る 善 を 善と 名 付 け、 至 善の 善と 有 

陽 明 學の根 本義た る 良知 說と 一 致せ 

知， 惡 是 良 知」 と あ れ ば、 陽 明 は 首 句 を 良 

說が 幾分 變 じたる にて 最初の 良知 說 


七 五， 


日本 儒 w,- 史  七 六 


. 答 川 崎 氏 書 享保ニ 年 

同 書簡 中に 陽 明の 著 朱 子晚年 定論 

集. 陽 明 全 書. 執 齋の 校訂 せ る 傳習錄 

来 子と 陸 象 山と 早異晚 同の 說 あり- 

き、 朱  子も晚 年に は 象 山の 說に 服せ 

數篇を 取. 0 て、 朱 子の 晚年 定論 一 篇 

にある 說は皆 中年 未定の 說 にし て- 

へ  り。  是に 於て 朱學の 徒爭ひ 起. - 

に 書 を 致して 陽 明が 引ける 朱 子の 

晩年 定論 出で たる 後 三 十 三 年 を 經 

を 論せ り。 陳 建の 著 は 尤も 耍を得 

十四 通に して、 陛象 山. 呂 子 約. 何 叔 京- 

外 を 貪， 內を虛 する を誡 め、 內 省 を 

誑 誑 入 之 罪、 蓋 不 t 可，， 勝賠， 也」 と い ひ、 劉 


文 に 

て 嘉 

た ろ 

呂 伯 

子 澄 


二 卷 

する 說 あり。 朱 子 晩年 定論 は 王 文 戍公全 

り。 明の 趙！ tS 號爽- 山 の 對江右 六. i;^ 子 策に、 

で 程 墩篁は 道 一 編 を 著して 朱 子の 文 を 引 

を 論せ， o。 陽 明 亦 道 一 編に 引ける 者の 外 

はし、 四書 集 注. 或 問 及び 門人の 編せ る 語類 

が 改定 せんとして 及ば ざり し說 なりと い 

の 誣言 を辨 じたり。 同時の 羅欽順 は 陽 明 

は晚 年の 作なら ざる 者 ある 事 を 論じたり。 

靖ニ 十七 年 陳建は 學都通 辨を著 はして 之 

者と す。 晚年 定論に 引ける 朱 子の 文 は 三 

恭. 張 敬 夫. 黄 直 卿 等に 與 へし 書な， 9。 大抵 

する 文な り。 何叔 京に 答 ふる 文に 「日 前自 

に與 ふる 書に 「近 覺向來 爲. 舉， 實 有，， 向， 外 浮 泛 


之 弊： 不 h 自 

有 一一 用く む 處，」 ふ 

證據と 

に 答 へ 

夫 に 

し て 

と せ 


誤- 而 

い へ 


ナ 一；' ルモチ . 

誤 入 亦 


話 ば 

ま じ 


力 


け る 

叔京 

張 敬 

を 廢 

證據 

て、 晚年定 

載す る 所 

存 ^ 

子の 學は此 

の 朱 子の 御 

を 


し 

亍 

\ ィ 

の 

共 


た 

作 


然 れ 共 皆 


^ や- 

三 


に て 

心 と 

せ 候 

是等 


な 

田 5 

の 


る 


四篇は 


み 

を .： 

を 以て 

通の 中 

, な 


ズラ 一 1 - 一 ラ. <\ ち 

チ少、 方 別 尋，， 得 一 頭 緒： 似-差 簡 

明 は 之 を 以て 朱 子も晚 年に 

" 學 都通辨 は、 朱 子の 文の 年 

皆 四十 歲 以前にし て、 陸 象 山 

孟 集註 未成の 時に あり。 且 

むる は 病の 大 なる 者と ある 

者 な ，9」 と い 7。 此外 にも 

陽 明の 心 術 を 疑 ふ 者 多し。 

二三 も晚 年なら ぬ 語 あり 候 

る 間 敷と 思 召 候 哉」 と。 叉 「朱 

無. 之、 是 は當 分の 事に て 悔み 給 

召 候 哉」 と。 叉 「三 十四 通の 中 三 

證據に はなる 間 じく 哉 、其 れ 


よ 


代 


端 的； 始 知 k 字 言 

前 過 を 悟り 內省 

を 論 じ、 「晚 

も 面會せ 

書の 末に 

文 を 半裁 

明に 對す 

齋は或 人 

し、 學都通 

此の 如く 

は 却 て 本 

三 を 除き 

ケ こてよ 


口  -Nl 

-3n  一  ^ 


じ 

不審 思 召の ほど 承 度 候、 御 返答 次第 存寄可 


« 執锻 


年 定論 

さる ^ 

陸 象 山 

し て、 却 

る 駁論 

の 問に 

辨に出 

の 給 ひ 

心 な ら 

て 一 條 

吾 丈 は 

申入 候へ 

f 七， 


の 作 

兄 弟 

つ て 

數十 

答 へ 

で た 

つ れ 

で、 始 

深切 

御從 

- 此 


外 眞 別 

きを 置 

ける 何 

な り。 

力 Ik  % 

自家の 

條 あり 

て 「此編 

るかと 

ど も、 朱 

の が 眞 

0, 菩 の 

ひ ある 

の 書の 


bi 本 儒學史 


通 


以上 

し て 

に あ 

も、 陽 明 

ふに 歸 

案す る 

し。 唯 

と し. 陽 

記誦に 

は 二人 

問に 對 

川 古 己 

ill お 一一 一一" 1W 


侯 上 

れ に 

晚年 

げ た 

思 想 

の 本 

着す _ 

に 朱 

其 の 

明 は 

陷 り- 

共 に 

へ て、 

誦 を 


て、 年 

は 王 

論 に 

朱 子 

朱 子 

を 害 


子 

致 

之 


も 陽 

る ベ 一 

良 知. 

想 支 一 

を 知 一 

養 靜 を 一 

主と せ 一 


き 

さ 


も 

- り- 

る 


る 執 


の 考惡し 

る 


、ひ 


も 

弊 

0 

の 

よ 


く 王子 

1^ とも 

の 意 見 

の作雜 

以 上 よ. _ 

あらす 


學 

方 


問 の 

一 一 4.1 

法と 

。 陽 

朱 子 

て 克 

と ベロ 


る 

己 

し、 


的 


思 

、、ブ 

ェ 


召 違 に 

は 甚だ 

なる 者 

文、 そ 

同 じ 

の 壯 


ら 


歲 

き 

夫 


悅 び 


人た 

す。 

二 者 

古 己 

一一 一一 B  一一 m 

を 用 

克己 


想 

+6 

• 思 

敎 


よ 

可 

0 

王 

力 

學 

ひ 


卞へ 

- 王子の 誤りに なさる ベ 

候」 と。 


齋 

な 


想 支 

る を 

へ た 


る 


意 見 

な れ 

作 中 

問題 

る 事 

理. 慎 

以 て、 

弊 あ 

た - 

朱 子 


共、 


ま 


朱 


年 

年 


在 

あ 


異 

子 


な 

學 

り。 此 

陽 明 も 

傳 習錄。 

と 合 


作 中 

し て 


ら す 


所 な 

方法 

二 弊 

陸 澄の 

朱 子が 

) 各 々； 


自說の 弊 を濟へ る 言 な り。 二人 立說の 本旨 は 依然と 

王 學術を 同一 と定む る 能 は ざ るな り。 陽 明が 晚年 定 

同じき 者 ある を 喜 び、 粗 心 之 を 作りし か、 叉 は爲 にす る 

或 問 を 中年 未定の 說 といへ る は誣に 近し。 執 齋の見 

執齋曰 用心 法鈔 本家 蔵  ー卷 

享 保 十六 年 辛亥 冬 十二月 朔日寫 終 吉 田正恭 

弘化戊 申 正月 中 辦津侯 見 贈  ー齋 

愛 日樓本 を覆寫 したる 者な り。 卷 首に 元祿 十五 年の 

す。 次に 日用 心 法と して 十 條の文 あり。 第一 「立志 を 

をた すけと す」。 第 三 「孝 悌を 本と す」。 以下 七條 此の 類 

致 良知の 目 あり。 純 乎た る 陽明說 なり。 傳習錄 上に 

理 之 靜、 有. 善 有 k 者氣之 動 、不. ま-於 氣-卽 無 無 k  、是 謂，， 至 

月 (嘉 靖六年 陽 明 五十六 歲) 思 田を征 せんとす る 時、 錢 德 

陽 明の 無，， 善 惡， 是 心 之 體の四 句 を 擧げて 曰 く 「若 し心體 


し て 

論 の 

所 あ 

は 透 


著 


こ夺 W 

は、 朱 子 

て な ら 

を缺 く， 


-。 次 

と す」 

訓 の ^百 

一 百 と し， 


自序 あ 

はじめ 

にて 敎 

陽 明の 

善 一」 と あ り、 叉 同 

洪. 王 汝 中と 學 

善 惡 なしと 曰 


, 之 を 以て 朱 

の 言 に 自說と 

ん。 四書 集注 

こ 似たり。 


に執齋 記を载 

第二 「辱 を 知る 

なり。 第 八に 

て 「無. 善 無 k 者 

書 下に 丁亥 九 

を 論す。 汝中 

は 、：^ 意 亦 善 惡 


三輪 執 七 九 


en 本 儒 學史  八 〇  、 

な く、 知 も 物 も善惡 なき 事と な り、 意 に善惡 ありと せば 心に も 善 惡 ある 事と な る ベ 

し」 と。 德洪は 「天命の 性 もと 是れ 善惡 なし」 と。 二人 侍 坐して 是の時 天 泉 橋に 在り 

各自 說を 述べて 正 を 請 ふ。 陽 明 曰 く 「我 が 人に 接する 此の 二種 あ り、 利 根の 人 は (生 

知 安 行 の 人) 直 に 本源 上よ 6 1^ 入す、 人心の 本體 は明瑩 にして 滯 ふる 事な し、 所謂 未 

發の 中な り、 次 の 人 は 習 心 本體に 在りて 蔽を受 くる を 免れ す、 故 に 善 を 爲し惡 を 去 

る 事 を 務めて 始めて 習 心 を 去り 盡 して 本 體を明 瑩に& る を 得、 一一^ 相 取りて 用 ひ 

ば、 中 人 上下 皆 道に 引き 入る を 得べ し」 と。 陽 明の 言 によれば 此 句は兩 種の 意味 あ 

りて 一 貫せ る 者に あらざる なり。 執 齋が首 句 を 良知と 解きた る は 陽 明の 意に あ 

ら ざ る ベ し。 叉 陽 明 が 無 善 無惡を 至善と 解きた る も 通じが たき 論な り、 執 齋の處 

にいへ り)。 明儒學 案の 作者 黄宗羲 は、 明 儒 學 案王寵 溪の傳 に 「斯 言 也、 於 fe 明 平日 之 

言 一 無， 所， 一考 見； 獨 先生 王 龍溪を 指す P 之 耳 矣」 と いへ り。 黃宗羲 は 陽 明の 言 にあら すと 

見 居るな り。 

傳習錄 頭書 三卷 

坊問 にある 傳習錄 なり。 和 刻 は執齋 本を始 とす。 著述 目錄 にある 書に て旣見 


の 書 は 日用 ふ 法. 傳 

和歌 集 一 卷 

近年 京都に て 印刷 

執 齋の傳 記 は 未 k。 

三輪 執齋、 名 は 希 賢。 

父 を 澤村自 三と い 

人大村 氏父自 三と 

び眞野 氏の 養子と 

を 冒す は 道に あら 

直 方の 病 を 聞き 訪 

のしる しの 過ぎし 

直 方 を 王 氏 學に歸 

れし 名殘か なし も」。 

罷め 京師に 歸り、 叉大 

三輪 執脔 


習錄 のみ。 執 齋書衙 は 著述 目錄 になし" 其の 他 にても 見す- 


せ 

身 

通 


な 

せ 


よ 


文 編 にもな し。 故に 先 

善藏。 叉 躬耕盧 と號す 

" 醫を 業と して 京都に 住す 

しき を 以て 之 を 育 す (大 村 氏 

り 其の 姓 を 冒す。 十九 歲佐 

る を 知り、 本姓 三輪に (促せり 

て 及ばす。 歌 八 首 を 詠 じて 

を 慕 ふ も 君が 敎 ならす や」。 

しめ ざり し をば みて 「さりと もと 

執齋直 方の 薦を 以て 廳橋 酒井忠 

垣に 行き 再び 江 戶に來 る。 數年 


哲 叢談に 據り 

. 先 世 大和 三 


之 

時 


六 

以 

せ 


の 

こ 


侯 


て 

曰 


之 を 

神社 

て 父 

り )0 

學 び、 

直 方 

く 「忘 

明 學 


め 

仕 


ふ 


間 住居 定 


ま ら 

八 一 


の 

ォ 

を 

す 


司 

德 

^一一 一  11 

ら 


祝な 


。 賈 

に 及 

他姓 

す。 

三輪 

し が、 

で 別 

し て 

田 蛻 


=： 本 n  . ゅ史  八 二 

巖が 巾井楚 庵に 與 ふる 書に 據れ ば、 執 齋は小 im の 酒 井 氏に 仕へ て 其の 信任 を 受け 

たる 由なる が、 此の 此の 事なら ん。 文屮 に 「方今 服 部 南郭. 平野 金 華 の 如 く、：^ 文 を m 

て 世に 鳴る 人 多き もま 學を 倡へ て 四方に 振鐸 する は 執齋の 外に はなから ん」 と い 

へり。 以て 其の 人となり を 知 る ベ し。  、 

執齋は 事務に 通じ 言 語優游 にして 餘味 あり。 能く 聽者 をして 心醉 せしめた りと 

いふ。 曾て 近 江 小川 村に 至り 人 を 集めて 學を講 す。 四 坐 感泣して 藤樹 先生の W 

生と したりと いふ。 叉 長 崎 人に 囑し王 陽 明の 畫像ニ 幅. を 獲て、 一 は明偷 堂に 藏し、 

一 は藤樹 書院に 寄附し、 今尙存 すと いふ。 明 倫 堂 は 執齋の 家塾に して 下 谷に 在り。 

執 齋江月 を 去る 時、 門 人 川 田 雄 琴 をして 之に 主たら しめしが、 雄 琴が 大洲 に往 くに 

及び、 叉 之 を 大洲に 移せり。 

執齋 和歌 を 中院內 大臣 通 茂に 學び 其の 終に 通す。 壽碟を 京都 柬山建 仁 寺 兩足院 

に 建つ。 其の 陰に 二 首の 和歌 を 刻す。 曰 く 「垂 乳 根に 返す 此の 身 を 奥 城の しる 

しと ぞ みる 杉の 二 本」。 又 「奥 り 置く 魂の ありか を此 とみよ 嫗は いづく の 土と なる 

と も, と あ kv  0 


叉 「垂 加靈 社」 とい ふ 題の 歌 一 首 あり。 其の 端 書 に 『山 崎 敬義は 朱子學 者に て 神道 を 

も說 ける 儒-者な るが 其の 門人 尊崇して 垂加靈 社と して 之 を 祀れ り。 然れ ども 其 

の 生前 は 父母に 孝 事せ す。 其の 命に 背ける 事 多 かりし と 謗る 人 多し。 或は 些細 

の 事 を 言 へ るか も 知れ ざれ ど、 孝 なるべき 人が か、 る 沙汰 を受 くる は 罪な しとい 

ふべ からす。 聖人の 道より 此の 翁の 敎を髙 しとして 仰げる 爲に爭 論 も 起り しと 

て、 「垂 乳 根に 事 ふる 道の それならで 何 をして ます 神の 敎 ぞ」』 と なせり。 溫 厚なる 執 

齋 として は. 閽 齋に對 して 此の 評 ある は當然 なる べし。 尙垂加 を 「シ ーァ マ ス」 と訓す 

る 意 は 詳 ならす。 或は 「シ デ」 は 垂、 「マ. ス」 は 加の 意 か。 執 齋延寶 元年に 生れ、 寬保四 年 正 

月 二十 五日 卒、 年 七十 六な り。 しかし 著述 目録に は延享 元年 年 七十 五と あり。 


藤 原 惺窩が 始めて 德川 家康に 謁し 真 觀政耍 を 講じた る は 文祿ニ 年に して 羅 山が 

家康に 謁した る は 慶長十 年な り。 二人 4、 家 厳の 知る 所と なりて 京師の 儒 學は之 

によりて 與れ り。 之 を 京 學 と 云 ふ。 京學の 典る 匹 五十 年 前に 周 防. 薩 摩. 土 佐に 儒 

學 典れ り。 周 防の 學は土 佐に 遷 り、 京 都 五山の 學は薩 摩に 遷れ り。 土 佐に 興れる 

を 南學と 云 ひ、 薩 摩に 興れる を 薩 南 學 と 云 ふ。 

周 防の 大內氏 は義弘 以來、 盛 見. 敎弘. 義興 を經て 義隆に 至る 迄、 山 陽. 山陰の 過半 を 有 

し、 朝 鮮. 明 との 交通 も 頻繁に して 文 學. 商 業 殷盛 を 極 め、 山 口 は 小 京都の 觀 ありき。 

京都 は 應仁亂 後 焦土と なり 公卿 相 率 ゐて山 口に 來 り、 大 內 氏に 依 り、 其 の 重なる 人 

は關白 ー资兼 冬. 同 一 條 尹 房. 左 大 臣 三 條 公 賴. 右 大臣 三條 公 敦. 准 大臣 烏 丸 光康 等、 堂 


日本 儒學史 

上 地下の 人々 數十 人な りき。 五山 僧に 

儒學 にて は 淸原賴 賢. 小 概 伊治 は 義隆に 

に聽 かしめ たり。 叉義 興の 時に 正 平板 

武道 本と 稱 する 本 あり。 後に 明應 本と 

而 漢朝 諸 儒 所 ， 註 也、 墓 是五 經之轄 轄、 六 藝 

應龍集 西 周 平 武道 敬 重刊」 と あり。 大內 

^に、 杉 左 衞門尉 武道の 名 あり。 大內家 

平氏な り。 此の 人の 刊行なる べし。 西 

分 韻 略. 山 谷 詩 注. 集 千家 分類 杜ェ部 詩. 首 

めたり。 江村 專齋の 老人 維 話に 「大內 介 

て、 紙 を大 明へ 造し 書物 を摺 せて 取 寄せ 

も 云 ふ」 と。 叉 長 防 風土記に 「其 顷異國 よ 

時、 內海 某と い へ る 商 賈 の 家、 其 の 事に 幹 

に關 係せ し商賈 なる ュ り、 世 稱 してお 3 本 


八 六 

て は 惟 肖. 策 彥等も 亦大內 氏と 關係 あり。 

仕へ、 義隆は 日 を 定めて 儒 書の 講義 を諸臣 

論語の 覆刻 をな 七たり。 正 平板 論語に 平 

もい ふ。 其の 識語に 「今玆 一書、 夫子 之 遣 言 

之 喉 衿 也、 天下 爲，， 民 生， 者、 豈 不. 仰，， 其 德， 矣 哉、 明 

家 實錄卷 十一 一、 文明 十七 年 四月 廿 五日の 禁 

壁 書に も 左 衞門尉 武道の 名 あり。 杉 家 は 

2? と は 西國周 防の 略な らん か。 義 隆は聚 

書 十八 史略. 四書 大 全. 五 經 正義 等 を 刻せ し 

は 西國ー の 大名な り し、 周 防の 山 口 城に 居 

た り、 今 に 至. M しあ り、 山 口 本と も大內 本と 

り來れ る 經. 史. 錦 0 等、 京 師諸 州に 通商せ し 

たりし 中略 內海家 は 舶来の 經. 史. 子. 集 の 事 

星の 名 を % ベ り. 一と。 S 上大內 氏の 條、 足 利 氏 の 「嫌 


t 室町 時代の 儒敎」 に 嫁る) 

桂庵 は 南 禪寺惟 正. 柬 福寺景 召に 就いて 學 びた 人な り。 二人 は岐 陽に 畢 び、 岐 陽 

は聖ー 國師の 門より 出づ。 故に 桂庵が 宋 儒の 學 は、 蓋 し 國師に 淵源せ るな り。 文 

之 和 尙が恭 畏阿闍 梨に 與 ふる 書に 曰 く 「當， ，是 時， 東 山 有，， 惟 正； 東 福 有，， 景 召； 一 一 老， 時 之 名 

ユシテ シテ ジク ヅ  二  ハ ヒテ  -I シテ キ テン ドセリ 

衲、 而 同 出，， 於 不二 之 門； 中略 我 桂庵 老 師、 從，， 二 老 一而 聞. 義 殆 熟 矣」 と。 伊地 季 安の 漢學紀 

源に 桂庵 を 惟 肖 門と せる は 誤なる べし。 足 利 氏 の 「鎌 倉 室町 時代の 儒 敎」 に 曰 く 「桂 

庵九歲 入京の 時、 惟 背 七十 六 歲、 後 二 年 を經て 寂し たれ ば、 童 役と して 左右に 侍せし 

に 過ぎ す、 儒 學の師 として 系を繁 ぐべ か ら す」 と。 此 の 言 從ふ べし。 桂庵 は 應仁元 

年 入 明、 文 明 五年歸 朝、 在 明 五 年、 宋 儒の 學を 治め、 島 津曰新 公の 祕書 とな り、 文 學 外 交 

の 事に 任す。 門人に 文 之 あ， 9。 文 之の 門人に 如 竹 あり。 其の後 著名なる 學 者な 

し 0 

南學の 系統 は圖に 示す 如し。 今 大高坂 芝 山の 南學傳 により 其の 梗槩を 述べん。 
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南學 授受 圖 據 南學傳 

—吉 良宣經 

—吉 良 宣 義 

—信 西 堂 如 ^1 蓮 池親實 

丁 忍 性 


i— 问 


—天 室- -i 


_— 谷 時 中— 


i— 野 


r 小 倉 三 省， 


親 之 

^闇齋 —山 崎 閽齋 

中 兼 山—，— 長 澤潜軒 

倉 三 省 

-尾崎 直 重— 長 澤港軒 

-山 崎闇齊 

-谷 已 千 ！ 江 木晦養 

—莊 田琳庵 

—正直 翁 (川 井 氏) 
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南 村 梅 軒 

南 村 梅 軒、 離 朋と號 す- 


周 防の 大內義 逢に 仕 へ、 後 去. りて 土 佐の 守護 吉良宣 經に仕 


へ宣經 歿後 周 防に 還り 大內義 長に 仕へ、 義長 歿後 隱れて 出で 

が 宣經の 許に 來 りし 時の 事 を 記し て， 舊 中國 筋の 者に て 儒 書 

定 にも 達せ り」 と あり。 大高坂 芝 山の 南 學傳に は 「南 村 氏 號，， 梅 

內 家臣 防 州之產 也」 と あり。 吉良 物語に 梅 軒の 事 をい ひ て 「梅 

語 ある を 以て 見れ ば、 僧 侶たり しこと 明な り。 天文 五 年 五月 

大內 義隆の 有名 衆の 中に、 御伽 衆と して 有 梅 軒の 名 あるより 

る 地位に ありし ならん。 (有 梅 軒と は師鍊 虎關 を鍊虎 關、 周 眞 

る 類な り。 名の 一字 を 略して 號に 併せて 稱 したるな り)。 梅 

吉良 物語 によれば 天文 十 七. 十 八、 二 年の 屮 なるべし。 

大內義 隆は學 問 を 好みた る 事 上記の 如く なれば 之が 爲に家 

. ^しなる ベ けれ ば、 梅 軒が 大內 家の 臣な. ^しとい ふ は. 事實な 

內義 隆を弑 したる は 天文 二十 年に し て、 吉 良 宣經の 死と 同年 

何年 前なる かは詳 ならす。 梅 軒 は 土 佐に 來り長 曾 我 部 元 親 

護たり し 吉良宣 經に孝 經. 四 書を授 け、 叉 政治 を 論じて 三 十 六： 


t 吉 良 物語に 

と 武經を 兼舉し 

軒； 不. 知，， 何 處 人； 竊 

軒 法 印」 「彼 の 法 印 

十六 日 以後 を 記 

推せば、 義隆に 近 

義堂を 信義 堂と 

土 佐に 來り 


中に も讀 

ベ し。 陶 

れ ば、 宣 經 

家老に し 

問 を 作り 


の 

死 


梅 軒 

叉禪 

疑大 

"等の 

せ る 

侍す 

し は 

人 あ 

が大 

よ り 

に 守 

い へ 
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ど 文 偉ら す。 叉宣經 及び 宣義と 問答の 語 は南史 にあり といへ 

天文 二十 年 宣經が 死した る 時の 弔 詩 あり。 曰 く 「昊 ^ 不 h 奪，， 元 

満目 潜 然明未 k 、丹心 願 染素絲 君」 と。 此の 後の 事迹 傳ら す。 芝 

あ. て聖經 を解釋 して 王朝 儒學中 典の 唱主 となれ り、 千 载の後 

を 談論して 南方の 經業 勃興の 濫觴と なれり」 と。 眞 に 然 り。 

吉 良 宣 經. 同 宣 義 

官ー經 は弘岡 城に ありて 三 郡の 牧 となる。 溫 和聰敏 にして 諳士 

就き 經義 を學 ぶ。 天文 二十 年 病 を 以て 卒す。 歲三 十八。 宣義 

宣經と 同じく 梅 軒に 學ぶ。 永 祿五年 卒す。 

信 西 堂 如 淵. 忍 性. 天 室 

如 淵 は吉良 宜義の 甥なる が 梅 軒に 從ひ 儒學を 治め、 孝 經. 論， 孟 を 

風 を激厲 す。 叉 靜座を 好み 內 省の 工夫 を爲 せりと いふ。 常に 

「本心の 虚明 を靜觀 して 萬 事を處 する 根本 を 立て よ」 と、 蔡 虛 齋. 王 

に 似たり。 長 曾 我 部 元 親の 姪逮池 親實. 如 淵の 說に 信從 して 同 


ど も南史 未見な 


動ハ恰 若ョ妖 

山 曰 く 「昔 

南お ダん 


心服せ り 

は 宣經の 


； ルガ 


星 阨.， 蜀軍； 

南 淵 先生 

出で 儒學 


リ 梅 軒に 

從弟 なり。 


以て 土人 

學 生を敎 

陽 明に 近 

志の 士岐 


に 授け 士 

へて 曰く、 

き ある 

川 玄 蕃- 1 


宮飛驊 • 

け、 如 淵. 

ちしが 

時 如 淵 _ 

長 元 和 

谷 時 中- 

時 中、 名 

慶 とい 

天 室 に 

暇を以 

聞 き、 論. 

髮を蓄 

稻葉迁 


長 曾 我： 

忍 性 を. 

關ケ原 一 

忍性旣 j 

の 際、 書 一 

小 倉 三- 

谷 時 中： 

は 素 有、 

ふ。 農. 

就 き 書 一 

て 儒 書 一 

孟 の 集 一 

へ 還 俗 一 

齋の先 


部 掃 


役 

I 一 


部 等と 

し 書 を 

に 西 軍 

し、 同 門 

誘掖 し、 

翹楚と 

時 中、 通 

從 事せ 

まし む- 

み、 漢魏 

庸 章 句. 

學 を 高 


相 


の 


謀り、 氣 

み武を 

與 した 

天室猶 

義 を砥， 


す 一 


大學、 後 

. 時 中 j 

遂に i 

傳注. M 

子 文集 

に敎ま 


あ 

じ、 

す 


三 


遺 事 に、 僧 時 中 云 ふ 


力 

喜 

と 


者數十 人を聚 めて、 校 

人雲聚 せりと いふ。 

家 滅び、 山內 一豊 土 佐、 


る 


。 惺窩. 

を 以て、 


書 

入 


羅 山と 同時 の 

學者 多く 門下 


左衞門 

を 好む 

り 慈 沖 

叉 南 村 梅 

て 之を讀 

"時に 元 

て 時 中の 


と稱 す。 土 佐 

を 以て 高 知の 

と稱 す。 已に 

軒が 程 朱の 新 

み、 佛 者が 人倫 

和の 初年な， 9 

話 二三 條ぁ. 5 


を 


死 

せ 


人 

を 


ミー l5 

-子 

る 

天 


出づ 


な 

棄 


程を設 

盛 親 立 

. 是の 

室は慶 

而 して， 


父 を 宗 

れ、 寺 主 

講 する 

る 事 を 

を 慰 ぢ、 


僧の 時 は 慈 沖に 


日本 儒學史 

して 時 中に あらす。 時 中の 幼時、 天 室が、 大學 

喪す 本 なれば こ れ なきの 易き にし か 今」 と 云 

心 な し、 人 自 ら へ C 〈りて 禍を 取るな り、 譬 へば 燈 

せる に 同 じ」 と。 天 室大ぃ に 之を奇 とせり と 

大 阪. 長 崎に 購求す る爲に 大半 を 失へ り。 曰 

聖賢の 書 を讀み 道義 を 明に して 子孫に 傳ふ 

軒の 人となり を 慕 ひ、 躬 行 實踐の 學 を 修 め、 師 

三 省. 山 崎 闇 牵野 中 兼 山、 皆 時屮の 敎誨を 受 く 

てせ ざり きと。 著述に 素 有 文集 あり。 未見- 

小 倉 三省 

名 は 克、 字 は 政 義、 三 せと 號す。 通稱 彌右衞 門、 

なり。 關ケ原 役 後 一豊 遠州褂 川より 土 佐に 

三^ 父の 後を嗣 ぎ上大 夫と な り、 祿 三千 石 を 

後に 野中 兼 山と 同じく 谷 時 屮に學 ぶ。 三省 


の 「生. 財 有；， 大道；」 の 章 を 

ひたる 時、 時 中 曰 く 「財 

火 は 蛾 を 殺さ ざ れ ど 

リ 時 中 素と 富家の 子 

く 「田 產數百 石 子孫に 

るに 若 か す」 と。 時 中 

弟の 間 も 頗る 嚴 なり 

. 時 中 も 三 子 を 待つ 

. 慶 安二 年 卒す。 年 

土 佐 人な り。 父政康 

封せられ、 政康 も從ぅ 

給 せらる。 三省 始め 

坦懷 にして 衆 を容る „ 


九 二 

講じ て 「財 は 身 を 

は 本人 を 殺す に 

-蛾 自ら 入.^ て 死 

なりし が、 書籍 を 

貽すも 益な し。 

深く 許魯 齋. 薛 敬 

しとい ふ。 小 倉 

に 弟子の 禮を以 

五十八。 

は山內 一 豊の臣 

て 土 佐に 移る。 

天 室の 敎を 受け 

. 兼 山と 共に 時 


. ^に學 ぶ を 以て 學術指 趣 頗る 相似たり。 兼 山 政治の 才に 富み 識見 も 風俗に 超 出 

せる を 以て 治績 頗る 擧り、 名聲亦 盛な りし か ど、 三 省 は 溫柔寬 厚 物と 忤 ふなし。 三 

省 嘗て 藩 制 を 議 し、 死 刑に 當る 者の 中に て 情の 輕き者 は 墨 劓剕刑 を 用 ひ、 死 刑 者 若 

干 人 を 救 ひし 事 あ り、 叉 州 外に 放逐すべき 罪人 ありし 時、 大 寒に して 衣服 薄し。 途 

中 凍死 せんとて 綿入れ 酒 食 を 給して 去らし む。 其 人 流涕し て 「放 逐は 我が 罪 を 犯 

かし たれば な り、 寧 ろ 死す る も 此の 恩 を 忘れ す」 と て淚を 流して 去れ ， り と。 兼山才 

を 以て 顯れ、 三省 德を 以て 顯れ、 共に 南學 の互擘 となれ り。 著書 未. 聞。 承應 三年 卒 

す。 年 五十一。 

野中 兼 山 

名 は 止、 字 は 良 繼、 通 稱 傳右衞 門、 兼 山と 號す。 ー說に 後に 高山と 改 むと あり。 土 佐 

の 人 也。 

兼 山 少時 江 戶に來 り 中庸 集注 を 得て 之を讀 み、 盡 く は 其の 義を 解せ すと い へ ども 

佛說 虚誕の 比に あらざる を 喜 び、 谷 時 中に 就いて 之を學 び、 始 めて 聖人の 道 ある を 

知 り、 朱 子 は 聖人の 旨 を 得たり と し、 每 歲人を 長 崎に 遣り 舶來書 を 買 ひ、 之 を 翻刻し 
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て 後學に 

あ-。 兼 

より 出づ 

製 茶 等、 新 

覆沒 する 

を 除け， 9 

を 察 し、 江 

嘉 み し、 卿 

諸 生 を 招 

禮經傳 通 

いふ。 板 

は 物と 

ん」 と。 兼 

故 を 問 ふ 


利せ り。 兼 山の 

山 世 祿六千 石、 兼 

〕 佛寺を 毀 ち、 學 

政 枚 擧に暇 あら 

者 多く 舟人 皆 之 

〕 叉 宇 和 島 藩と 

戶に 至り 幕府に 

士百騎 を 賜 ふ。 

きて 小 學. 四 書. 近 

解の 板 本な くし 

になした るか 否 

して あらざる な 

山 土 佐に 歸り上 

" 兼 山 曰く 「此れ 


亥 し 

山 に 

校 を 

す。 

を 曜 


是 

し 


た る 

至 り 

典し 

津 呂 

る 0 

の 爭 

て 遂 

於 い 

讓頗 


不詳。 嘗 

■ 唯 蛤蜊の 


書 集 

し て 

，農兵 

崎 海 

山卒 

T9 て 

其 の 

兼 山 

講じ. 

多し- 

て  江 

み 生 


陸の 

獨り 諸君に 贈る 


注、 土 佐に 往々 所藏者 ありと 先達 遺事に 

一 萬 石と なり。 ー國 の政洽 多く 其の 手 

を 置 き、 藥 草 を 栽 へ 、蜜蜂 を 育 し、 開 墾 

中に 突出し 巖石 多くし て、 舟 の往來 

數萬を 發し巖 石を摧 き、 歲 餘 にして 

連年 決せ ざり し も、 兼 山 日記 を 案じ 

地を復 する 事 を 得たり。 邦 君 その 

の 名大い に顯 ると いふ。 政治の 暇 

喜み て通鑑 綱目 を 請め り。 此のと 

) 兼 山 異本 を 校訂して 善 本 を 作れ 

戶ょ り歸る 時、 書 を郷 人に 送りて 曰 

せ す、 歸 る 時蚣蜊 一 般を 以て 諸 友に 

を 海中に 投じて 餘す 所な し。 衆怪 みて 

のみなら す、 諸 君の 子孫に も 飽かし めん 


し て 

此 れ 

地勢 

功 を 

一 一 i 

き 使 

り と 

く 「土 

贈 ら 


爲 な り」 と。 

兼 山 屡 功 を 

用 ふ る 所 其 

墅に歸 ^、其 

は 三 省 と 共 

吉 良 宣 經. 兼 

山 崎 閽齋が 

山 は 其の 罪 

送り 業を受 

を 全くせ す 

芝 山 曰 く 「正 

むる 者閽齋 

掃 ひて 空 し 

，する も 特 


此れより 多く 蛤蜊を 

立 て 三省 歿後 爭 友な 


の 人に 一 

の 年 十一 

に 學 術： 

山 二人： 

闢 異 を. 一 

にあら j 

け し め 一 

. 兼 也 

保 以後 一 

之が 冠 一 

獨り 手！ 

に 異 れ. 


あらさ 

二月 疾 

を 南 土 

の 力に 

著 はし 

ざる を 

たる 如 

歿後 は 

南 學 を 

た ，9」 と 

島 氏 あ 

る 主義 


る 者 多 

遽こ起 * 

歸 せ ざ.： 

佛を譴 

憐 み、 宅 

き は 其 

其の 歉 

東 武にー 

。 叉 曰 一 

、然 L 


生じて 土 佐の 名產 となれ り 

き 爲 に、 稍 驕肆と な り、 叉 功 を 

きを 以て 諸大 夫と 隙 あり。 

り 卒す。 歲四 十九。 或は 曰 

. 其の 地位 高く 財に 富 める を 

る ベ からす。 

るを以 て、 邦 君の 怒に 觸れ、 土 

を 京師に 買 ひ 常に 衣食の 費 

の 一斑 を 知るべし。 唯 晩年 

を收 めら れ家 滅びた るは惜 

唱 ふる 者 は 長 澤潜軒 之が 冑 

く 「海 南 諸 儒 谷 己 千、 岩 東 峰 去 

共舊聞 を尋繹 して 童 蒙に 授 

るに あらす し て、 純 然 おる 程 


立つ るに 急 

寬文 三年 職 

く 死 を 賜 ふ 

以 て、 南學 典 

佐を逐 はれ 

を 給 し、 學 徒 

諸大 夫と 隙 

む ベ し。 

た り、 南 學 を 

る 後、 南 州 の 

くるの る」 と 

朱學 なる を 


なる 爲に、 

を 辭し別 

と。 兼 山 

隆の功 は 

た る 時、 兼 

六 七 人 を 

ありて 終 

西 洛に弘 

經業地 を 

。 南學と 

以 て、 後 に 


1? 闇齊  九 五 


は 京都 江 

故 


hv て 

ら す 


學 


to 本 儒學史 

戶 に 典. 0 し 程 朱 學に壓 

る 爲  一，！、 自 然に 浪滅せ る 

に 南 學 の ゆ は sta  土 佐 
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ら れ、 長 澤潜軒 山 崎隱齋 以後 は 皆 京 都. 江 月に 來 

り。 閣齋學 


ふ丄 


種の 學 

典. 0 し 程 朱學の 意に 過 


にて 南學 とは稱 すべ か 

ぎざる な り 


山 崎闇齋 


三 郞、 

誦し 

を 闇 

閽 齋. 

と稱 

叉 或 

誕 を 


叉 

或 


す 

笑 


名 は 嘉、 字 は 敬 義、 通 稱嘉右 

右衞 門。 性 正直に して 常 

壁に かけて 盥歉 し、 道 服 を 

傳ふ。 (山 崎 家 譜) 

して 桀驁 制すべ からす。 

然れ共 性行 悛 まらす。 嘗 

佛 典 を讀み 深夜 忽 ち 案 を 

」 と。 衆議 之を逐 はんとす 


"了  KJ、 

ム。 市 K 

に 三 

着 け 

父 之 

て 同 

拍 つ 


叉 


て 


垂加 

の 託 

之 を 


稱す。 京 

藤 樹の條 に 

し、 家 人 の 


フ 

者 グ 

あ り 

る 

角 2- 


を 患 ひて 妙 心 寺に 託し 

輩と 論議し 閽齋 理屈し- 

て  大笑せ  り。  衆怪 みて 

是 時 土  i::- 山 内 家の 公子 妙 


人 

を 


な 


を 


き n 

許 


其 


ひ 


リ 父 名は淸 

し、 朝 夕 之 を 

さす。 後 之 

なし、 絕藏主 

紙帳 に 火す。 

く 「釋 迦 の 虛 

居 り、 此 兒 常 


人に あらす。 後に 有 爲の材 となるべし とて 土 佐の 吸 江 寺に 學ば しむ。 當時土 佐 

に 小 倉 三 将. 野 中 兼 山の 鴻儒 あり。 閽齋 就いて 學 ぶ (先哲 叢談)。 正 保 三年 三十 歲 儒に 

歸し 關異を 著せり。 

關異 一冊 

首に 論語の 攻，， 乎 異 端- 斯 害. S1 已を 引き、 次に 朱 于程 子等の 佛 說を駁 する 文 を 引けり。 

卷 末に 左の 文 あり。 「世 之 所 j£ 儒者 形體識 趣、 不 k(= 親 鸞 之 徒； 務_, 記 覽1 而 寄 =于 聖賢 博學 

之 言； 爲，， 詞 章， 而 託，， 于 詩 書 載 k 之 文  以 綱常 之道遂 不ぉ、 而 不. 化，， 于 佛氏之 敎， 者 未，， 之 有， 

ミチル  ト  ヅキ  ニル  チ 

也」 と、 叉 「吾 幼 年 讀， 四 書； 成 童 爲，， 佛 徒. 二十 二三 本-於 空 谷 之 書； 作 J 一一  敎 一致 之 胡 論； 二十 五 

讀， y 朱 子 之 書； 覺， >佛 學 之 非&、 則 逃 fel 歸，， 於 儒， 矣、 今 三 十 而 未. 能ハ 起、 深 悔  吾 之 不， 早 辨； 叉 懼ョ人 

キテ ニス 二  ル  ムテ 

之 可，， 終 迷 惑； 故 此篇之 述、 不. 得 也」 と。 (空 海の 著に 三 敎指歸 あり。 儒 老佛の 一致 を 

說 きし 書な り。 空 海が 空谷と 稱せ しか 未詳。 五山 僧に て 大內盛 見の 師 となりし 

人に 空谷と いふ 人 あり。 或は 此の 人 か)。 

儒に 歸 しだる 後ば 程 朱の 說を 篤信せ るの みに して 經說上 自家の 意見と しで 觀る 

べき もの. 少し。 垂加 文集に 眞邊仲 巷に 與 ふる 書 あり。 陸 象 屮王 陽 明の 說を駁 せ 


日本 儒 ijf 史 

り。 朱子學 者と して 

許衡が 元に 仕へ たる 

といへ り。 華 夷の 

したる 外に、 夷 族と し 

夷の 人と あり。 文 王 

同じく 夷 族が 華に 據 

せ ざ るな り。 如し 嚴 

原に 據 りし 以 後、 華 夷 

味 はなき に 似たり。 

れば皆 淸の臣 となり 

支那 は 立國の 根本 我 

は 酷に 失す。 

同 附錄下 に 倭 鑑目錄 


の 

し 


も 


齋說 

人 を 

卷秋 

^ し 

夷 の 

事 と 

た り と 

は淆亂 

支那 

之 に 

不同， 


此 

ょ- 

る 


る.^ 

す る 

&  L て 

を 一 統 

同 じ G 

なる を 


て 知るべし。 

に 服した るな 

を嚴 にして あ 

なし。 皿 子の 

れば、 武王 以下 

故に 春秋 は 後 

も泰秋 時代の 

-唯外 國內國 と 

すれば 華 人 は 

必す しも 春秋 

以て、 我國の 1 
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叉垂加 集附錄 中に 

れ ば、 孔 子泰 秋の 敎 

れ ど、 吳. 楚 の 君 を 本 

言 に 據れば 舜も文 

歷代皆 夷 族と なり" 

人 の 言 ふ 如 く、 華 夷 

人の 考 にし て、 五 胡 

云 ふ 意に 用 ひられ- 

皆 元の 臣 とな り、 滿 

の敎に 負く 者と い 

を 以て 元. 淸 二 朝の 


を 載す。 倭鑑は 天神 紀ょ. - 後小松 帝明德 三年 壬 


巳 酉 二日 庚 戌 三種 神器 入洛 を絕 筆と し、 凡 そ 八十 七卷と あれ ど、 實は起 


魯齋考 あり、 

に 負 V- 者な 

爵 を 以て 敍 

王 も 東夷 西 

周 も 元. 淸 と 

の 別 を 嚴 に 

十六 國が中 

• 人種 上の 意 

人が 一統す 

ふ を 得す。 

人を實 むる 

申 冬 十月 朔 

稿に 至らす 


して 閽齋世 を.！^ りし 爲に 目錄 ある のみ 

する 考の 一 斑 を 知る 事 を 得、 神 功 及び 推 

れ ざる 事、 北 朝の 光嚴 天皇 以下 六 帝を附 

女帝 を附紀 とせる は 支那の 正史に 女帝 

女帝 卽 位の 事實 あれ ば、 支 那に 女帝な し 

日 我 邦 を 主と する 意見と 異なる に 似た 

後 は 女帝な かるべき も、 過 去の 事 實を認 

不可な り。 神 功 は 御 諡號が 皇后と あれ 

意見 を 立つ る を 得れ ど、 御 諡號は 後年 淡 

なり。 其當 時に 在りて は、 萬 機 を 親ら し 

する を 可な りと 思 ふ。 司 馬 遷の史 記に 

べし。 水戶の ほ 本 史に神 功 を 后妃 條に 

是亦 不可な り。 神 功 皇后 を帝紀 より 去 

何人に 屬 すべき か。 應神. 天皇 御 卽位前 

山 崎闇齋 


なり。 然れ共 目錄を 見て 闇 齋が國 史に對 

古 天皇 以下の 女帝 を附紀 として 正 紀に入 

紀 とせる 事、 神 器 入洛 を絕 筆と せる 事な り。 

なき 爲 なるべし。 我國 にて は 時宜に より 

とて 事實 を枉げ て附紀 とする 事 は、 閣 齋 平 

り。 今の 皇室典範 は 男子と 定め あ れ ば、 今 

めすし て、 自 己の 理論に 因りて 變更 する は 

ば、 日 本紀を 改めて 帝紀 より 去る ベ しとの 

海 三 船が 撰したり とい へば、 是亦 後世の 見 

て 天下 を 統御 あらせ 給 ひし なれ ば、 帝 紀 と 

呂 后本紀 ある は 其 實際を 記した る 者なる 

入れた る は、 閽 齋の說 に 本 づきし なるべし。 

れ ば仲哀 天皇 崩御 後、 應 神 天皇 御 卽位前 は 

なれば 日本の 如く 皇后の 攝政 とする も 事 

九九 
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實に合 はす。 皇后と して 帝紀に 列す る 

統と 見た る爲 なり。 神器 入洛 以前の 後 

爲 なり。 何れ を 正統と すべき か は 神器 

正統た る は 日を视 るより 明なる 事な り- 

を 正統と せる 時代 ありし が、 德川 時代 義 

建てし を始と し、 南 朝 正統 を 論す る 者 多 

らん。 叉、 氏族 辨證を 著 はし、 邦 俗の 所謂 

傳僖公 十 年、 神 不  >歆- 非 類； 民 不 k,, 非 族 こ 同 三 

るな らん。 然し 同姓 屮 よ.^ 入嗣 する は 

子な.^ し が、 佐 藤 直 方の 言 を 聞き 三輪に 

因るな り。 然し 我 邦の 姓 は 源. 平. 藤. 橘 其 

那 流に 言 へば 皆 同類 同族な り。 同姓の 

を 得るな り。 四姓 以外に も 皇室より 出 

る 族 は 皆 同姓 なれ ば、 多 くの 人 は 大抵 養 
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を 可とす。 北朝 を附紀 とせる は 南朝 を 正 

小 松 天皇 を 附紀に 入れた る は 北朝な ろが 

の 有無に よりて 決すべ き 事 なれ ば、 南 朝 の 

リ 此の 義 明なら すして 足利時代 以 後、 北 朝 

理の學 開 け、 德 川 光園 が 「鳴 呼 忠 臣」 の 墓表 を 

く 出で たり。 是れ 或は 閽齋の 力に 頼るな 

養子 を 論じて 道に あらす とせり。 蓋し 左 

十 一 年 「鬼神 非，， 其 族 類； 不 ，欲：， 其祀 この 義に 因れ 

可 な りと いへ り。 三 輪 執 齋は眞 野 氏の 養 

復 姓した る も、 直 方 の 言 は 其 師閽齋 の敎に 

他の 姓 も、 皆 皇室より 出で たる 者に して、 支 

養子 を 可とすれば、 四姓の 族 は 皆 養子た る 

でた る 姓 あれ ど、 姓 氏錄 にい ふ皇 別に 屬す 

子た る を 得る 事. と なるべし。 是 れ亦 前の 


女^ を附紀 とせ ふと 同一 の誕 りに あらざる か。 

叉 世 儒 剃髮辨 あり。 林 氏が 剃髮 して 法 印の 位 を 以て 文敎を 掌り 居る を 難 じたる 

なり。 武門 政治の 時代に 武功に 因らざる 者に 官職 を與 ふる 事 は、 困 難なる 事情 あ 

^て、 一 時の 權宜に 出で たる 事と すれ ば、 論 する 程の 事に あらざる べし。 林 氏 も 鳳 

岡に 至り 法 印 を 止めて 大學 頭と なれ..^。 江戶に 朝廷の 官名た る 大學頭 ある は 僭 

越の 譏 ある ベ き 笛なる に、 Si 齋の 著に は 見えす。 幕府 にても 當時 心附 かざりし な 

ら ん.。 

閽齋 の學說 として 觀 るべき 者 は 上記の 通りに して、 此の 外に ； T 道 說 あり。 垂加神 

道と 稱す。 閽齋が 神道に 入りし は宽文 十一 年 五十 四歲の 時な り。 後 十一 年に て 

歿し たれば、 其 間 十一 ケ年 にして 晚 年に 屬す。 次に 閽齋が 神道に 入りた る 所以と 

思 はる 、 者 を 述べ ん。 山 崎 家譜に 有る 如く 閽齋の 父 は 三 社の 託宣 を 信仰 し、 後 に 

其 託宣 は 闇 齋に與 へ られ、 叉明曆 元年 三十 八 歳の 時 伊勢神宮に 參 拜 し、 其 後 萬 治 元 

年、 宽 文 三 年、 同 八 年、 同 九 年に 參拜 し、 九 年の 時 は 大宮司 精 長に 就き 中 臣の赦 を 受け 

たり。 是れ 蓋し 父 三 右衞門 敬神の 心に 化せられ 敬神 家と なりし なり。 叉 二十 五 


H 本 li 學史 


歲 まで 

よ 前 こ 

く 神 儒 

而 して 

の 事と 

ん。 

垂 加の 

レ本」 と。 

本 づ く 

の 唯 一 


i 弗 門-, 

い へ り- 

佛 三 道 一 

其 敎 義ー 

い ふ ベー 

一 

語 は 鎭ー 

閉齋直 

所 を 知 一 

神 道 


武門 諸說 拾遺 

目に て 魚屋 を 

當主 幼少な り 

書 一 卷を盜 み 


の 人 

。 叉 

一 一 E 

は 之 

し。 

傳記. 

贊 に 

る ベ 

り。 

に 「吉 

營み 

し を 

出 し 


な 


じ 

-寶 

し 


罟 


て 


りし 力 其 

十 歲に至 

居た る を 

宋學に 求 

垂加草 及 

基 本 記. 倭 

く 「神垂 祈 

0 閽齋の 

尻 十に 兼 

惟 足は宽 

た る が、 負 

けて 家政 

亩田を 去 


の 前 二十 二 

り 佛 を 捨 て 

以 て、 佛 敎 に 

め、 我 國の敎 

玉 木 正 fHN 

姬世 記に 出 

禱、 冥 加 正直、 

神道 說は吉 

俱が 足利義 

文 年中まで 

債の 爲に家 

を 整理 し、 追 

り、 他 所に 住 


三 の 時 


な 

づ- 

尙 

罟 


ひ 

玉 


を 


" 曰 

願 守 

惟 足 

一 一 # 

崎 星 

賣 り 

信 5? 

し て 


已 に 三敎 一 

入りし 事 も 

の 宗 敎を作 

以て 神道の 

集に より、 垂 

く 「神 垂 ：i 祈 

-之、 終 身 勿き 

より 出 づ 。 

代の 卷を講 

五 郞左衞 門 

京都に 行き 

せられたり" 

神道 を說け 


1 〇 二 

致の 書 を 

前にい へ 

りて 世 を 

形式 を 取 

加 神道の 

禱， 爲. 先ト、 冥 

と。 以 て 

惟 足の 說 

義 したる 

と 云 ひ て- 

吉 田家の 

. 或る時 

る が、 後 に 


著 は 

り 0 

濟 は 

り し 


ハ テ 

加以， 

選 力 

i 卜 

事 を 

，日本 

若 黨 

吉 田 

名高 


せる 事 

此の 如 

んと し、 

は 自然 

を敍せ 

一正 直， 爲 

の 語の 

部兼俱 

記せり。 

橋  一 丁 

と な hy 

家 の き 

くな り 


て 神道 者と なれ り」 と。 閽齋と 亩川惟 足との 關係 は 谷 重 遠 の 秦山集 二に あり。 此 

によれば 閽齋 始め 神道 を 信せ ざり し が、 會 津保科 正 之の 臣に惟 足の 門人 服 部 安 休 

とい ふ 者 あり。 閽齋 之と 神道 を 論 じ、 始 めて 其輕 すべ からざる を 知 り、 出 ロ延 佳と 

神道 を 講習せ り。 翌年 江 戶に來 り 正 之. 安 休と 會す。 正之告 ぐるに 卜 部の 唯一 神 

道說を 以て し、 惟 足に 就いて 學 ぶべき を吿 げたり。 叉 泰山 集 二に 閽齋は 出口 延佳 

の 門人と あ り、 耍 する に延 佳. 惟 足に 就いて 卜 部 神道 を學 びた るな らん。 

闇齋の 神道 

天神 七 代の 中 第一 代 を 天地 一 氣の 神と し、 二 代より 六 代 を 水火 木金土の 神と し、 第 

七 代 を 陰陽の 神と し、 皆 造， 化の 神と す。 其の 神 名 を 左に 擧ぐ。 國常立 尊 天地 ー氣之 

神 國狹槌 尊 水、 陽 豊褂 婷 尊 火、 陰 泥土 煮 尊 木、 陽 大戶道 糞 金、 陽 面 足 尊 土、 陽 伊 壯升諾 尊 陽、 

沙土煮 尊 木陰 大苫邊 尊 金、 陰 惶根尊 土、 陰 伊 升 撒 尊 陰。 水火の 神、 尊 號各 一なる は、 陰 陽 

と 分つ 所以に して、 木金土の 神、 尊 號各 二なる は 陰陽 耦生を 明に する 所以と いへ り。 

叉 伊 i ^諾. 伊 i ^冊の 二 尊 を 天上に 在す 時 を 造化の 神と し、 天降 以下 を氣 化の 神と し、 

天神の 終りに 在りて 地 神の 始を兼 給 ふとせ り (閽 齋の神 名 は 日本 紀に從 ふ)。 
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右の 如く 國常立 尊 は 


陽の 神に し 

具へ たる 者 

し、 天照大神 

本 づきし な 

の 惶根尊 を 

く、 唯 一 神道 

とい ふ 名目 

を 以て 造化 

示 す 類、 皆 此 

ふ 意 味 と、 天 

は ッ ッ ク、 ッ 

ゝ：^ す 金 あり 

み、 金 にあら 


て 


水火 

，諾撒 


云 ふ 

,90 

說く 

人 唯 


異 

筹 

天 

、山 

、イ 

土 


の 


し 


地 陰陽 

德を具 

二 神 を 

取れり 

る 所 は 

爲 なる 

異邦の 

と 人と 

を 以て 

神道な 

ふ 意味 

ッ、 金 の 

兼ねて 

まらす 


丘 亍 

nfl \ィ 

へ た 

造化 

。 是 

陰陽 

ベ し 

敎 を 

全く 

人 の 

り ,と 

な る 

0 は 

有 る 

0  土 


の 神 

る 者 

氣化 

は 「太 

に 配 

〕 玉 

習 合 


C 此 

事 を 

力 ネ 

な .9 

し ま 


を 

し、 

知 

レ 、 


し て 

し、 次 

兼ね 

ズ 

.ihl ー兩 

て 更 

集 に 

ざ る 

ふ 事 

よ れ 

る 0 

ネ , 

土 金 

た る 


絕對 至尊 

の 三 神 を 

たる 者と 

儀 この 易說" 

： 4< 火 こ 

闇齋の ^一一 一口 

の み を い 

な り。 造 

を 以て 五 

ば 閽齋の 

叉 同書に 

, 此古來 よ 

是をッ ッ 


一 〇 四 

者 と し、 次 の 

土に 配し 各 

，天神の 終、 地 

周 茂 叔の太 

たる 事な. 9 

きて 曰 く 「垂 

きす ヲノ 

以て 人事 を 

說 き、 土 金 を 

神道 は我國 

傳 あり。 曰 

訓傳 なり。 

0  土し まれ 

とい ふ。 人 


二 尊 を 陰 

其の 德を 

神の 始と 

極 圖說に 

. 蓋し 下 

加 靈 社 曰 

唯一の 道 

, 小！'  ノ事 

以て 敎を 

特有と い 

く-土 ジ窗 

土 あれば 

ば 金 を 生 

體は 土な 


t 人體 

神な， 9。 

る を 示す 

取り、 金 に 

配す る 支 

我國 唯一 

支那の 太 

に 異論 生 

旨と せる 

れど 其の 


を ッ ッ 

面 足 は 

な りしと 

配して 

那古來 

神道 

說 に 


シ メ 

. 此 

の 說 

に 因 

直 方 • 

念 は 

善く 


ば 金 生す、 

具 足 な り 

れ 面 足. 惶 

なし、 朱 子 

は、 土 を 2115 

りて 國民 

叉 土の 訓 

淺見 綱 齋 1 

三人 皆 之 

學び しと 


土 金 

U 惶 

根 の 

の 持 

に 當 

に 本 

三 宅 

を 信 

い ふ 


に あ 

根 は 

二 神 

敬 の. 


ら ざれば 

加 志 古、 賢 

を 土に 配 

敎と 一 致 

敬に 當て 

念 を强く 

敬 を說け 

等 は 皆 其 

々其發 揮 


人 全 

の 願 

し、 土 

せ し 

た る 

せ ん 

る 說 

の 門 

に 力 


神 は 

山 鹿 素行 


素行 名 は 高祐、 一 名は義 矩、 字 は 子 敬、 因 山、 素 行 等の 號ぁ 

山 鹿 素行 


らす。 面 足 尊. 惶 根 尊 は 土 

り。 惶根 は、 敬 は 賢の 根た 

訓 ツチ をッッ シムの 意に 

たるな り。 五行 を 五常に 

闇齋 の創說 なり" 閽齋は 

したるな らん も、 其 の說 が 

牽 强に涉 るを以 て、 門 人 中 

去れり。 然れ共 閽齋の 主 

た れ ば、 神 道 說には 服せ ざ 


通稱甚 五左衞 門。 元 和 

一 〇 五 
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八 年 會津に 生る。 素行の 父 高 道、 伊勢の 龜山 城主 關 長 門 守 一政に 仕 ふ。 慶長 年中、 

高 道 同僚 某 を 殺し 會津 に奔 り、 蒲 生忠 卿に 寄寓す。 其の 家老 町 田 左 近、 高 道に 二百 

五十石 を 給 し、 賓 客と して 之 を 遇せり。 後 蒲 生氏國 除かれ 左 近 幕府に 仕へ 五千石 

を 給 せらる。 左 近 高 道 を 幕府に M めた るが 高 道 之を辭 し、 長 子 惣左衞 門 を 以て 5 

へ、 蓬髮 して 玄菴 と號 し、 醫 を 以て 業と す。 時に 素 行三歲 なりし とい ふ。 先哲 叢談 績編 

素行 幼名 佐 太郞、 九 歲林羅 山の 門に 入る。 時に 文 三 郞と稱 す。 十一 歲 にして 小學 

論 語 A 觀政要 等 を 講義す るに、 殆んど 老成 人の 如しと 云 ふ。 十二 歲 にして 羅山見 

臺を用 ふる を 許す。 十八 歲北條 安房 守 氏 長に 就き 兵法 を學 ぶ。 氏 長 は 甲 州 流 兵 

學者小 幡景憲 の 弟子な り。 二十 ニ歲 にして 悉く； ぼ 訣を受 け、 受 學者甚 多 かりし と 

いふ。 先哲 叢 該繽編 二十 五 歲正保 三年 松 平 越 中 守の 軍 學の師 となる。 承應 元年 赤 

德淺野 長 直に 游 事す。 長 直 給す るに 一千 石 を 以てす。 時に 年 三十  一。 二 年赤穗 

に 至り、 同 三年 江 戶 に歸 る。 尙ほ淺 野 氏の 祿を受 く。 明曆 元年 四書 諫解. 七 書の 著 

成る。 二 年武敎 小學. 武敎 全書の 著 成る。 三年 江戶 大火、 居 を 高 田 山 下に 移す。 萬 

治 三年 淺野 氏の 祿を辭 す。 時に 年 四十。 寬文八 年 調 居 童 問、 延寶 三年 所 殘筆成 


素行 は 始め 羅 山に 

三 十 三歲 前後 に 至 

配所 殘 筆に 

「其の 時分 我等 事- 

「我等 事 幼少より 

學 筋 に 候」 

「宽文 之 初、 我等 存 

子 之 書 を 見 候て • 

素行 は 元 和 八 年の 

に敍 せられ、 後 五 年 

素行 初め 羅 山の 門 

たる 程朱說 なれ ど 

語類と 名付け 叉 そ 


學 びし を 以 て、 其 の 

り 一 家の 說を 立つ 

老子の 學を好 候て 

壯 年 迄、 專 程 子 朱 子 

し 候 は、 虞 唐宋 明の 

_是 を 手本に 仕 候て、 

生 なれ ば、 寬 文 元年 

にして 聖敎 要錄成 

に 入り 程 朱 說を奉 

後 に そ の 說を變 じ 


程 朱學な 

るに 至り 

講釋申 侯 

之 學 筋 を 

學 者の 書 

-學 問の 筋 

は 三 十 三 

、赤 穂 に 

じたり。 

た， 5。 寬 


の 要 を 錄し聖 敎耍錄 と 名 付 


りし 事 明 なれ ど、 其の 

し な り。 

^  (二十 五 歳の 條) 

勤 ひ、 依 之 其 m 〈述作 の 

を 見 候 故、 合 點不參 候 

を 正し 可申存 侯」 

歳な り。 此の 年、 林鵞 

調 せらる。 

故に その 著 四書 薩 解 

文 三年 門人 そ の 語 を 

け、 之 を 出版せ り。 今 


後 老莊を 學 び、 


書 者、 皆 程 朱の 

哉、 直 に 周公孔 

鳳 兵 部 卿 法 印 


の 如き は 

輯錄 して 

聖 敎耍錄 


然 

kj 匕 

依 


りて 素 

素行 思 

者 は 直 

S 帝- 

れ り。 

なきな 

能 はす 

思. 孟子 

間に 道 

程. 張. 邵 

道統の 

行は聖 

孔子 は 

め て、 以 
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行學の 梗槪を 


ぺ 


堯 


ら く 「戟 

周 公. 孔 

舜. l^x.FJ 

の 衰 ふ 

リ 孔子 

漢 唐の 

すら 及 

を繼が 

こ こ に 

の 學 を 

の 位 あ 

道統の 


國 の 

子 の 

女. 武 

る に 

歿後 _ 

間 に 

ば ざ 

ん と 

起 

至 つ 

以 て 

ら さ 

末盡 


諸 

-周 

道 

お 一 1 

て 

治： 

れ 


せ 

子- 

I 一 

ど 


ん。 

漢 奢 

入 ら 


十 

天 


れ 


學 


訓 詁、 宋 元 の 理 學、 共 に 周 公 孔子の 


人 

道 


を 期 

づ さ 

を 生 

ど 絕 

と せ 

統 の 

仲舒 

に 至 


に、 民滅 せり- 


平 

せ 


下 

な 


在り 

堯. 舜 

0 之 


す 可し-と 

の 德 そ の 

め. -。 生 

え た り。 

る 人な き 

こ は 日 

主 通. 韓 愈 

つて 大ぃ 

陸 王の 徒 

と し て、 道 

-文. 武. 周 公 

を 宋隱の 


。 故に 

知 天下 

民より 

曾 子. 子 

にあら 

を 同じ 

等 を 謂 

は 固よ 

統の傳 

と 並ぶ 

堯. 舜. ず：：； 


道 統を論 

に 施して 

以来 孔子 

思. 孟 子 共 

さわ ども- 

く して  談 

ふなる 可 

學者皆 陽 

h,- 數ふ る 

を 上代の 

べしと し 

湯. 文. 武. 周 


一 0 八 

道に あらす。 學 

じて 曰 く 「伏 羲. 神 

萬 世 その 澤を被 

より 盛んなる 人 

に その 統に 入る 

ざ の 人 は 曾 子. 子 

すべから す (漢 唐 

し)。 宋に 至り 周 • 

儒陰佛 となれ り。 

に 足らす」 と。 素 

帝王 中より 擇び、 

て 之れ に繼 がし 

公. 孔 子.： k 子. 子 思 • 


孟子. 明 道 

と 謂へ る 

の 意 を 曉 

端に 陷っ 

り。 叉 『周 

るな り。 

端な り。 

もの 有り 

法 家. 縱 横 

を 誣ひ民 

象な り。 

宋に 至つ 

いへば 愛 

力ら す 


す る 

已 を 

す し 

の 失 

太 極 

子 「無 

_漢 唐 

惑 は 

呼 命 


とは大 

得すし 

て、 性 の 

唯 這 

を 作 

而」 の 


端 な 

文學 

口 に 

る か 

す。 

なる。 仁 は 

の 情 は愛惡 

鹿 素行 


いなる 差 あり。 叉 「性 

て 之に 名 付 け、 堯 舜 を 

本 善 を 求めて 工夫 

の 裏に あ り」 と。 是 

る は 尤も 後 學の惑 

三 字 を 太 極の 字 上 

に 無 極なる ものな 

り』 と。 叉 「孟子 以後 

訓 詁. 專 門 名 家、 宋 の 理 

聖 敎を唱 ふれ ど も、 そ 

な」 と。 叉 「漢 唐の 儒 

ただ 高尙 なり。 共 

義に 因って 行 はれ、 

のみ。 仁義 は愛惡 


の 


生 


は 善惡！ 

以て 標ー 

立 つ。 一 

宋 學 本 j 

起す に 一 

冠 す る 一 

れ ば、 贅ー 

に 至 る 一 

學. 心 學 

の 志 す 一 

は ii を 一 

聖人の， 

i-  t  二- 

節に 中 一 


云 

な 

よ 

者 


ぺ 

こ 

者 

の 


そ の 


仲 

な 


か ら 

る I  ) 

の 惑 

兩性 

ォ 聖 

罪人 


太 


學三 

孔 の 

顔 子 

な す 

つ Q 

しと。 


す。 孟子が 性 善 

過 ぎす。 後世 そ 

の 學 者 異 

したるな 

を 知ら ざ 

後 學 の 異 

無 極なる 

二  3 り； t 一 

、曾 點の氣 

說 及ばす。 

に 街して 

支 離す ベ 

日用 共に 


也、 宋明 

說 を駁 

人の 道 

にし 一し 

の 前に 

變 せり 

道、 意 見 

の樂處 

0 そ の 

仁は義 

仁義 は 

叉 「道 は 

一 〇 九 
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由り 行うて 條理 あるの 名な り。 天 能く 蓮 り、 地 能く 載 せ、 人 物 能く 云爲 す。 各 そ の 

道 ありて 違 ふべ からす。 聖人の 道 は 人道な ，9。 古今 上下 行 ふべき 道な り。 我 行 

ふべ くして 彼 行 ふべ からす。 古へ 行 ふべ くして 今 行 ふべ か ら ざ る は 性に 率 ふ 道 

にあら ざるな り」 と。 叉 語類 君 道 七、 治 敎の條 に 『柬 晉 の 范 奪 曰 く、 「王 弼. 何 晏 の 罪、 榮 紂 

より 深 し」 と。 或 人 之を甚 しき 謗な りと 云 ひけれ ば、 范 蜜 答へ て 曰 く、 「王 弼. 何 晏 聖 

人の 書 を 汚し 虛 無の 見 を 加 へ て 後世 を 惑 はし、 禮を妝 り、 樂を棄 て、 天下の 風俗 を殘 

へり。 おの 餘風を 弄する 徒、 今 以て 之 を 善と す。 榮紂 の惡は 一代に き はま り、 身 を 

喪し、 國を 覆へ し、 後世の 戒 たり。 王弼. 何晏が 說は歷 代の 患 となれ り」 と 答 へ た り。 

(王 弼の易 注、 何 晏の 論語 注 を 云 へ るな り) 宋 元 明に 至る まで 諸 儒 聖學の 本意 を 知ら 

すして、 口 に 任せて 聖 經賢傳 を解釋 し、 そ の禍 人々 に 及ぶ は、 桀 紂が 罪より 深し とい 

ふべ し。 或は 性 心 (精神 か) を 弄 し、 理 學 を 言 ひ、 或は 詩文 を 事と し、 或 は 記誦 を 專 とす。 

是れ 等の 學百歲 を 積む とも 身. 家. 國. 天 下に 益 あるべ から す、 是 れ また 聖學の 異端な 

り。 治國平 天下の 事 を 爲すを in 人の 道と し、 そ の 道 を 學ぶを 聖學の 本旨と す』 と。 

語敏 三 十三 學の條 に 「聖 人 は 知 至りて 心 正 し、 天 地 間の 事 通せざる なきな り。 そ 


の 行 や 

平 かに 

るべき 

長 自ら 

聖學篇 

敬 等に 

, 語類 中 

濟說は 

の 政談、 

草 田 原 

りたる 

寶曆 中、 

鹿 子 者- 


く  し 

る や- 

の  な 

を 敎 

學 を 

致 4^ 

き 宋 

道. 民 

禮. 管 

臺 の 

に 住 

に そ 

宮 觀 


し 0 

へ た 

以 て 

儒 の 

政. 治 

子 よ 

經濟 

み た 

の 學 

山 な 


mil 

理 

あ 


を 

山 鹿 素 行 I 


あり。 ，て 

ぶ その 處 

用の 間- 

後 世 は 

の 本旨 

. 程 子 • 

駁 し、 自 

用. 治 談_ 

る 所 多 

に 比すれ 

ど も、 林 家 

發揮 する 

有 あ 


兵 


の 

知 


得 

I 一 

子- 

の 


規 

を 


ゃ從 

な り- 

を 立 

す と 

山. 陽 

を 敍 

政治 

し て 

極め 

を 避 

さ り 

^ に 


容 


つ 

し 

卷 


出， 自.^ 先 師 


門； (北 條氏 長な リ、 上に あ リ) 


として P に 中， o、 

別に 聖人の 形、 聖 

はり、 過不及の 差 

るに 至る。 旣に 

るな り 0 

皆 致 知の 解 を 誤 

り0 

濟 武士道に 關す 

々大寶 令、 武 家 式 

大 なり。 晚年赦 

て 儒 學に關 する 

は惜 むべ し。 

を 著せり。 そ の 

而成ニ 家； wf& 敎 


そ の 國を治 

人の 道、 聖人 

なきな i 

衰世の 敎な 


め 天下 を 

の 用 を 見 

上古 は 君 

り」 と。 故 


れる事 を 論 じ 、仁. 義. 理. 


る 意見な， 0  „ 

目 を 引用せ 

されて 江戶 

著を燒 き、 兵 


政治 經 

り。 徂來 

に 還り 淺 

學者 とな 


上篇に 「甚五 左 衞門山 

要錄， 梓，， 行于 世； 非. 陸 也 
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非 あ 也、 此 破 一， 宋 學， 者、 素 行 子 其 嚆 矢 也、 世 人 皆 以_, 源 

子 在，， 其 前， 也」 と、 此 の說 誠に 然り。 

鹿 語 額 二十 ー卷に 士道 論 あり。 一 立 本、 二 明 心 

愼 日用な り。 立 本 は士の 職分 を 論 じ、 士 は 農 ェ 商 

て、 其 の 徳行 は 彼等の 師表た る べき を 言 ひ、 明 心 術 

ハ  カラ テ ル  ナラ 

ある 曾 子 の 「士 不. 可， =以 不，， 弘 毅， J の 意 を 敷 衍 せ り。 鍊 

下 有用の 人材た るべき を 言 ひ、 詳 威儀 は 禮記 曲禮 

ひ、 愼 日用 は 衣服 飮食 住宅 等 を 質素に して 華美に 

祖先 は 皆 武功 を 以て 家 を 典し、 其の 報酬と して 常 

に 於いて は 何人も 異む 者な く、 皆 以 て 當 然 の 事 と 

世と なり 干戈の 用な きに 至れ ば、 士 は 遊食の 民と 

に 至る。 論語に も 前に 擧 げたる 曾 子の 言 の 外、 孔 

叉 「士 志 於 道； 而 恥& 衣 惡 食， 者， 未. 足，， 與 議， 也」 と あ り。 

素行の 士道 論 も 之に 同じ" 


一 一 二 

佐 伊藤 氏， 爲， 破， -理 學， 之 魁； 不知  素 行 

術、 三 鍊德全 才、 四 自省、 五詳威 儀、 六 

賈の 上に 位 し、 生 計の 憂な き を 以 

は 孟子の 養氣 章に 本づ き、 論 語 に 

德全才 は 忠孝 仁義の 道を勵 み、 天 

に本づ き 威 俵 を 敬愼す ベ きを 一言 

流る ベ か ら ： さ る を 言 へ， 9。  士の 

祿を 食み 居る 者な， 9。 其の 當時 

思 ひ 居た るな り。 然るに 泰平の 

な り、 人 々其の 職分の 有無 を 疑 ふ 

子 の 言 に 「士 而 懷 JTKTk,, 以爲 i 矣」 

比 S 平 世の 士の務 む ベ き 道な り。 


語類の 外に 中 朝 事 實の著 あり. - 寬文九 年 四十 八歲の 時の 著な り。 序言に 

愚生 中華 文明の 土に 生れ、 未だ その美 土 を 知らす。 專ら外 朝の 經典 を嗜 み、 嚟- 々 

として その 人物 を 慕 ふ。 何ぞ それ 放心なる や。 何ぞ それ 喪 志なる や。 抑も奇 

を 好む か。 將 異を尙 ぶか。 夫れ 中 國の水 土 は 萬 邦に 卓爾 し、 人物 八紘に 精秀た 

り。 故に 神明の 洋々 たる、 聖 治の 綿々 たる、 焕乎 たる 文 物、 赫 乎た る武 德、 以 つて 天 

壤に此 すべきな き 也。 今 歲冬十 有 一月 皇統の 實事を 編して 兒童 をして 誦せし 

む。 そ の 本 を 忘れす と 云 爾。 

中 朝 事實の 目次 次の 如し。 

天 先 章 論，， 天 地 生成， 

中國章 論：， 水 土 之 規制，  - 

皇 統 章 論- 皇 統之 無窮， 

神器 章 論，， 寳器 之實， 

神 敎 章 致，， 敎 學 之 淵 源， ■ 

神 治 章 論，， 治 道 之 耍， 


神 治 章 

聖敎章 

禮儀章 

賞 罰 章 

武德章 

祭祀 章 

化 功章 

神代より 

したる 書 

つて E:^ て 

れ ど も、 閽 

す。 享 

して 荻 生 

素行 著書 
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論，， 知 人 之 道- 

論 k 敎之 道， 

論，， 禮 儀 之 道， 

論，， 賞罰 之 公, 

論 ，_武 義 之 德， 

論，， 祭 祀 之 誠， 

論，， 功 化 之 極， 

仁德 天皇の 時代 ま 

也。 應神 天皇 以下 

素行の 國體觀 念 を 

齋が 宗敎の 色彩 濃 

二 年 卒す _ 年 六十 

徂來 二十 歲の 時な 


での 詔勅 事 實に就 き、 臣 子と して 遵奉すべき 

に 降らざる は 支那 思 想 の 混入 を 避けた る な 

見るべし。 山 崎 閽齋が 祌道を 倡へ しと 精神 

厚なる に 比すれ ば、 素 行 は 常理に 基け る を 異 

四。 早稻 田宗參 寺に 葬る。 閽齋の 死に 後る 


道 を 論述 

らん。 因 

は 同じな 

な れ りと 

る 三年に 


德敎 耍錄三 山 鹿 語類 四十 五 叉 四十 三 修敎 耍錄十 武敎 小學ー 修身 學用抄 一 

配所 殘筆ー 武敎 全書 八 武家 事 五十 屮朝 事實ニ 謫居童 問 三 讁居 問答 三 

四書 句讀 大全 孫子 語 諺 武藝小 侍 武 敎耍錄 治 敎耍錄 

. 伊藤 仁 齋附並 河 天 民 


ニダ 

仁 齋名は 維 植、 字 

寫永 四 年 七月 1 一 

章 を 讀 み、 今 世 此 

延平問 答 を 買 ひ 

子は延 卒 に 中庸 

り 伊洛の 學を專 

の 文 を 作る。 其 

性 理の說 は 孔孟 

伊藤 仁齋 


I. 棠隱は 其の 號な 6  。 

-大學 治國平 天下の 

-を 潜めたり。 後、 李 

侗、 朱 子 の師な り、 朱 

： たり-とい ふ)。 是 よ 

論. 太 極 論. 性 善 論 等 

に 至 h  、始 めて 宋儒 

る 事數歲 にして、 一 

一 1 五 


は 源 佐。 初の 名 は 維 ほ r 字 は 源 吉、 幼 名 源 七、 仁 f 

十日 京都 堀川の 宅に 生る。 十一. 歲師に 就いて 

の 如き 事 を 知る 者な からん と 言 ひ て、 學 問に 心 

之 を 讀 み、 書 卷爛 敗す る に 至りし と (李 延平名 は 

未 發の章 を 問 ひ、 其 の敎に 因り 道に 入る 事 を 得 

放 し 性理大 全. 朱 子 語類 等の 書 を 習 讀 し、、" 學 原 

の 文古學 先生 文集に あり。 寛 文 二 年 三十 六 歳 

の學と 同じから ざる 所 ある を 疑 ひ、 沈 潜 反復す 


tc 本儒學 

家の 說を 立つ る を 得たり。 その 說に曰 

漠無胶 、體 用理氣 等の 說は佛 老の說 にて _ 

未， 發 謂，， 之 中； 發 而 中 te 謂，， 之 和； は、 樂 經の脫 

氏の 遺書と せる は 程 明 道の 說な ，9、 明 道 

i 矣」、 仁 齋が大 學を孔 氏の 遺書に あらす 

び 「心 不. 在. 焉、 視 而 不， 見、 聽 而 不 k 、食 而 不.^ 

k 三 月、 不 妇，， 肉 味 こと あり。 大學の 言 を 以 

なる。 故に 大學 は孔 氏の 遺書に あらや 

とせる は、 尙 書 を 首め 古書に 中 字 多く あ 

中に て 過不及な き 事 を 云 ひ て、 喜 怒 哀 樂 

唯 禮記樂 記篇に 中和の 語 二三 あり。 仁 

るな り。 詳 なる 事 は 其の 著大 學定 本. 屮 

好 樂. 憂 患 あ れ ば、 心 の 平 正 を 失 ふ を 常と 

善惡 是非の 判斷を 誤 ら ざ る 事を務 め、 其 


一 一 六 

く 「大 學は孔 氏の 遺書， にあ^ や、 明 鏡 止 水 、ゆ 

• 聖人の 旨に あら す」 と、 叉 「中 庸 の 喜 怒 哀 樂 之 

簡 にして 聖人の 語に あら ャ」 と。 大 學を孔 

曰 「大 學孔氏 之 遣 書、 由， 之 而 學 焉、 則 庶 乎其不 

とせる は、 正 心 章 の 「直お 一好 樂 一則 不. 得 -一 其 正 」 及 

一 其 ゆ こと あ る を 以てな り。 論 語 に 「子 在. 齊、 聞 

て す れ ば、 孔 子 も 正 心の 修養 を缺 ける 事と 

とせるな り。 中庸の 中和 章 を樂經 の脫簡 

れ ど、 德 目と していへ る 時 は、 誠 叉 は 中庸の 

の發 せざる 心の 狀 態 を 屮と云 ひし 事な し。 

齋は 之に 據 りて 樂經 の脫簡 ならん と 云 へ 

庸發 揮に あり。 大學正 心の 說 は、 忿懷. 恐 懼. 

する を以 て、 平 生 心 を 養 ひ好樂 憂 患の 爲に 

の 判 斷に某 き、 身 を條 むべ しとい へ るに て、 


韶を 聞い て 肉 ゆ を 忘 

すと 謂 ふ を 得す。 中 

意 な れ ば、 內 外の 語 を 

と せ ば、 文 字 は 通せ ざ 

詩の 用 は 作者の 本意 

き 者 なれ ば、 讀 者が 之 

詩經の 本經に 就いて 

尙書は 伏 生の 今 文と 

文は晉 より 隋に至 る 

「人 心 惟 危、 道 心 惟 微」 と 

二 年に 卒せり。 淸の 

文の 眞 古文に あら ざ 

み に て、 淸 朝 諸家の 著 

めた る 顧炎武 は. 厥 熙 

伊藤 仁齋 


る 

iff 

用 

一 J 

篇 

る 

二 


の 

ひ、 

一 1 

HI 

-荀 

十 


見 


惡 

年 


の 

を 


中 は 

內 と 

す、 樂經 

し て、 讀 

は 修養 

な し。 

き 者 を 

手 に な 

蔽篇 に 

四 年 

云 々」 

り し 

に 卒 


へる にあら す。 之 を 以て 孔 氏の 遣 書に あら 

古書に はなき 解釋 なり。 然し 此の 中 は 誠の 

旣發を 外と し て、 中 字 を內の 意に 用 ひたり 

脫簡と は 武斷を 免れす。 

の感 する 所に あり。 詩 は千狀 萬態窮 りな 

用 ひ、 或 は 政治の 用に 供すべし と 云へ り。 


取， 0 て東晉 古文 を 取らす。 其の 說に曰 く： 「古 

る 者に し て、 眞 古文に あらす。 大1^^謨にぁ.る 

出づ、 舜 1^ 授受の 語に あら す』 と。 仁 齋は寶 永 

り。 語孟 字義 下に，， 朱 子. 臨 川. 梅 鷺の徒 皆 古 

之に よれば 仁齋は „iK 澄. 栴 鷺 の 書 を 讀 みしの 

らん。 淸朝 にて 偽 古文 を 研究して 偽書と 定 

, 朱 ft 尊 は. 版熙四 十八 年、 閻 若 據 は 康 熙 四 十 三 

一 一 七 
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年 に 

と 文 

間 な 

見 た 

の 人 

書 を 

易 は 

雄 諸 

の 說 

卷秋 

褒^^ 

き 1 頁 

右 の 


卒 し、 

り し 

り し 

な 

疑 ひ 

儒家 

易 を 

ム a 


仁齋の 

存錄 に 

こと は 

や 何 如 

. 仁齋 

し 功 は 

易 と 

て義 

て 十 


の 

へ 


公. 穀 

說 を 

後 儒 

し。 


卒 

あ 


を 却 

取 ら 

附 會 


と 相 

へよ yQ 

江聲 

古文 

炎 武_ 

筮 の 

の 書 

を 以 

，左 氏 

。 叉 

作 あ 


距る事 遠 

古文 疏證 

。 (宗羲 

は嘉慶 

疏證等 

- 閻若據 

易と あ 

と^さ 

て 孔子 


に從 へ 

獲麟後 

b.. 、悉 く 


力ら. r 

に 黄 宗 羲 

卒 は m 熙 

年 七十 九 

見す して 

にの み歸 

。 彖. 象. 文 

彖. 象 に 從 

作 と し、 歐 

C 然れど 

續 經を孔 

信す ベ か 


る 

理 

象 


文 

と 


推 


古文 尙書を 

ひ 


た れ 

を 疑 

る な 

說 き、 

を _M 

等 皆 


繁 

之 


し 

の 


卦 

ひ 


八 

は 一 一 

成 書 

が 古 

卒時 

せ ば 

i 卜 

と C 


十 

一 J 

、古 

、仁 


歲の時 

.H^ き， 年 

疏證を 

は 未 生 

文の 偽 

を說け 

馬 遷. 楊 

裔も其 


せる 事 を事實 とし て、 傳 文 の 

とせり。 

0 諸經に 顧す る仁審 の- 說は 


宋儒理 

說を立 

記 に 語 

書 を 著 

筐 中に 

語 孟 字 

長往來 

者な し 

朱 子 は 

靜に因 

何を以 

ありて 

天地 は 

必すぁ 


氣說に 就いで 

てし 者に て、 其 


孟字 


て 贈 

れ て 

に 曰 

て 萬 

" 朱 

茂叔 

て 生 

天地 

然 に 

者 に， 


は 天 

り し 

返し 

く 「天 

物 を 

子 は 

の 說 

す る 

の 間 

そ の 

な b- 

し て 


卩 


生 


仁 齋が尤 

說 論語 古 

年 仁齋五 

ふ。 正 休 


たりと- 


者 

ふ，6 

中 


、來 


じ て 

陽 よ 

從 ひ 

と せ 

一 元 

に充っ 

# 陽 は 

る听 も 


止 

の 


よ 

ま 


も 力 を 用 ひたる 所 

義. 孟 子 古 義.頌^fl 

十七 歲、 稻葉石 見 守 

が 堀 田 筑前守 を 刺 

の元氣 あるの み。 

。 是を 天道と いふ 

ら す、 陰 陽す る 所以 

以て 極 至なる 者と 

て 之 を氣と し、 陰 陽 

る かとの 問に 答へ 

。 氣 その 中に 充っ 

の氣 な，.^ -。 萬 物 は 

る听 もな き 者 な り 


に し て、 所 謂 

義 にあ- -。 

正 休 京都に 

し 殺せし 前 


仁齋學 

湯淺常 


其 の 

0 こ 

の 者 

し て 

ま 道 

て 「今 

れ ば 


來 


氣が陰 

れ 以上 

之を理 

にあら 

板片を 

自 然 に 

蟫な り。 

. 故に 天地 


り し 

此 の 


な 

時- 

書 


と な 


る 一派の 

の 文會雜 

仁齋 此の 

を 封 じて 


と 


伊藤 仁齊 


な り 

し、 陰 

と說 

て K 

蟫 を 

の 氣 

間 に 

一 一 九 


と な 

稱す 

云 へ 

を 其 

る な 

作 れ 

す ベ 

0 あ 

一 つ 


り、 肖 

ベ き 

の ft 

ば 氣 

し。 

れ ば 

の 氣 
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あ る の み 

ら ざ る ュ1 

より 觀れ 

無 極に し 

十二 萬 九 

る 等 は 比，；： 

古今の 窮 

卽 ち 今 日 

宋 儒は理 

を 條理と 

を 引いて 

らす とせ 

叉 「仁. 義. 禮. 


に し 

に此 

ば、 固 

て 太 

- 一 使 

千 六 

り な 

の 天 

あ り 

之 を 


理 あ 


云 

を 


口 


所謂 理 

b 等 の 

元氣の 

へるな 

傳 へし 

天地の 

緯 諸家 

るべ し 


見 

な 

然る 後に 氣 

理 ある 

リ 而し 


の 

せ 


なる 者な し- 

言 は. 臆 度の 

みなれ ど、 天 

り」 と。 仁齋 

か。 淸者升 

一 終と す。 

の 言 にして 

リ 今日の 天 

もな け！^ ば 

ありと せる 

者 と し、 孟 子 

マ ^  一一 3 赞 ！！--□■ 


. 先 儒が 理 ありて 後に 

言な り」 と。 或は 曰く 「天 

地 未開の 前 に 溯 れ ば 只 

之に 答へ て 曰 く 「此 れ 想 

りて 天と な り。 ^れる 

天 は 子に 開 け、 地 は 丑に 

不 經の說 な， -。 六合の 

地 は 卽ち萬 古の 天地に 

終始 もな き 者な り 云云 

を、 仁 齋は氣 ありて 然る 

の 「始 一一 條理 一」 「終 -一 條理 一」 及び 

の 「天 理」 は、 老莊派 の 言 に 


一 二 〇 

氣^, 

地旣に 

是れ理 

像す 

者 下 


■ 及 び 


し て 

後 に 

易 の 

し て 


る 


人 

. 萬 


ジ 

-理 

人 


み- 

み- 

地 

ひ え 

パ" \ 

の 


知 

と 


地 あ 

る 後 

故 に 

天地 

なる。 

生 ま 

ら f, 

地 は 

し、 理 

- の 語—， 


旨 に あ 


智は 天下の 達 道な. -。 惻 隱. 羞 惡. 辭 讓. 是 非 は 人の 本心な り。 人が 本心 を 


條充 する 時 は 仁. 義. 寧智 の 德を成 す を 得 る な り。 是れ 孟子 立敎の 本旨に し て、 惻 隱. 

羞 惡. 辭 讓. 是 非 は 仁. 義. 禮. 智 に 至る 端本に し て 、仁. 義. 禮. 智 の 端緒に あらざる なり。 漢 

以來宋 に 至る 迄 皆 此の 如く 說 き、 周 茂叔も 此の 如く 說 きし を、 程 伊川に 至り 始めて 

仁. 義. 禮. 智 を 性と し、 惻 隱. 羞 惡等を 情と する 說を倡 へ、 朱 子 も 之に 從 へ り」 と。 

仁齋は 四書の 中に 於いて 學庸を 取らす。 故に 論 語. 孟 子 を 尊 崇 し、 論 語 古義 十 卷. 子 萬 

子 古義 七 卷を著 はし、 論語 古義の 卷 首に 「最上 至極 宇宙 第一」 の 八 字 を 刻せ り。 後門 

生 等が 人に 奇異の 烕を與 ふと 云へ る を 以て 删去 せりと 云 ふ。 論. 孟 を 本 經と爲 し、 

詩.書.：！：^春 秋 を正經 とな し、 三 鱧. 三 傳を雜 經と爲 し、 孔 子. 孟 子 を 儒 學の巾 心と し 、詩. 書. 

易 等 を 以て 之 を 羽翼せ る 書と 見た るな-り。 

仁齋の 童子 問に 

雖. 有，， 天 地； 然 非挺& 人. 爲， 之 敎 育 (則 天地 亦 不 爲，： 天 地； 論 ^ 之 於 _> 五 經； 亦 猶 如 t 是、 吾 故 

以，， 論 語， 爲，， 宇 宙 第 一 書； 而 孟 子 亞 論 語， 者 爲. 此 也、 此 論孟 之 所 T 以 與-五 經， 異、 

と あり。 

我 邦の 儒學は 平安朝 時代 は 唐 制に 從ひ漢 注 唐疏を 墨守せ るの みなりし が、 鎌 倉 時 


H 本 儒 si- 史 

代に 至り 禪^ 多く 來 る と、 五 

爲 に、 审； 町 時代の 儒學 は皆宋 

は宋 儒の 說を 折衷して 說く 

なり。 周 防の 南 村 梅 軒、 薩摩 

一 家の 學 を 開きし は 出 鹿 素 

を 以て 仁齋の 名大に 著れ 來 

寶永ニ 年 三月 十二 日 卒す。 

胤柬 涯と號 す。 次長 英. 次長 

仁齋の 著書に 古學 先生 詩文 

故に 仁 齋後來 の說を 知らん 

に據ら ざるべ からす。 日 札 

若 _,語 孟 一 一 書， 實 包：， 括 天下 古 

明 =聖 人 之學； 吾 深 識，， 其 非， 也 

叉 曰く、 


今 


の 學 

な h 

至 れ 

桂庵、 

_ 仁齋 

て 敎 

七十 

- 次長 

八卷 

せ X, 

曰 く、 

道理， 


問 僧の 彼の 土に 渡り 宋儒 

き。 淸原家 も 都は漢 唐の 

り。 故に 德川 時代の 初期 

京都の 藤原惺 窝皆然 り。 

を 始めと す。 素行 は仁齋 

を 請 ふ 者 多 く、 門 人 三千 人 

九、 小 〈：5 山 二  院に 葬る。 

準. 次長 堅、 蘭 1： と號 す。 東 

あ れ ど、 载 する 所の 文 は 皆 

論語 古 義. 孟 子 古 義. 童 子 問. 


の新學 を傳來 

舊說を 守りし 

儒 學は皆 宋 學 

朱學 以外に 說 

よ り 前 に 卒せ 

に 及ぶ とま ふ 

子 五 人 あり。 

涯. 蘭 S 家學を 

朱學 時代の 作 

語 孟 字 義. 仁 齋 


た る 

後 に 

り し 

立 て 

. 是 

子 長 

ふ。 


札 等 

盡 矣， 所. 謂 徹. 上 徹， 下 者 是 也、 宋 儒 動 引，， 佛 老 之 語， 以 


儒者 之 學、 最 忌，， 閽 味； 其 論. 道 解， 經、 須，， 是 明 

, 得 方 可、 切 不， 可，， 傅 會； 叉 不. 可，， 穿 鑿； 不. 可，， 假 

使，， 人 悅， 從 前 諸 儒、 動 ぎ此 病， 

穿 整、 若 _,漢 儒 易 象 五行 災異之 說， 是 已、 附 

子 之 言 而曾子 門人 記 i  、曁 大學孝 經、 同 

と 一 時 天下 風靡の 觀 ありし 宋學 も、 仁 齋 

る 時 は、 惺 窩 歿して 巳に 四十 四 年、 林 羅 山" 

年 前に 世 を 去 り、 同 時の 人と して は 山 崎 

閽齋 は已に 神道に 入り、 益 軒 は 晩年 程 朱 

子學の 大家 は 鵞峯ー 人に 過ぎす し て、 朱 

朱學の 研究 深き を 極め 古經と 齟齬す る 

齋の 起， 0 し は 我 邦 儒 學進步 の證と 見る 

仁 齋が異 說を樹 てし よ h 朱學家 は爭ひ 

を 第一と す。 芝 山 は 南 學派谷 己 千の 門 

伊藤 仁齋 


白 端 的； 若， 在，， 十 字 街 頭， 白 曰 作 A、 一  毫 瞞入 不 

ス  カーマ  スモム  チフ 斗ノテ  ム  テ 

借： 不％%」 就，、 尤 忌 b 護 以 掩，， 其 


會、 若， 宋 儒 以，， 先 天 

^ 經 傳； 與 fe 數 學 

が 三十 六 歲寬文 

松 永 尺 五 は 五 年 

閽齋. 林 鵞峯. 貝 原 

學に疑 を 起し 大 

學中衰 の 運と な 

所 ある を發 見す 

を % ぺ し。 

起 り 之 を 駭擊 し- 

人に し て、 小 倉 三 


圖， 爲，， 伏羲之 

之 說， 皆 是 也 

二 年) に 至 り 

前に 歿 し、 中 

益 軒の 三 人 

疑 錄を著 は 

りたり とい 

るに 至りし 

中に も 土 佐 

省の 系統に 


短； 叉 戒 き 點 以 

作； 以，， 大 學， 爲，， 孔 

異 說を樹 てた 

江 藤樹も 十五 

なり。 此の 時 

し た れ ば、 純 朱 

へど、 一 面に は 

なり。 故に 仁 

の 大高坂 芝 山 

屬 する 學 者な 


H: 本 fi 學史 

-り。 其の 著 適 從錄は 仁齋學 を 駁 

爲に朱 子 學者は 固よ b 朱 子學者 

兄と して 適從 錄を擧 げ、 他 學派 とし 

適從錄 上下 ニ卷。 元 祿九年 東溟逸 

夫 書に 夏の 始に (年 未 詳) 京 都に 至り 

從ひ 之を辨 正せん とする 考へを 起 

,3 は 狂 惑の 徒 な れ ば、 口 ぉを勞 する 

を 作りし と あ h  。 因って 以て 芝 山 

芝 山 は 仁 齋の氣 先 理後說 に對し 

陰陽 氣 .21」 の 言 を 引 き、 文 脈 を 以て 

なり。 仁齋 がー 陰 一陽 を 指して 

理字は 聖人 專ら 事物に 嵐し、 天人 

,理 盡.性」 中庸 の 「文理 密察」 孟子 の 1 心 

叉 仁齋が 仁. 義. 禮. 智 は德 にして 性 


一 二 四 

する 爲に 作られた るな り。 仁齋が 異說を 立てし 

以外に も 之に 反對 したる 人 多し。 今 朱子學 者の 

て 天 民 遺言 を擧 ぐ。 

史 の 序、 元 祿八年 夕使亭 一 叟の踉 あり。 答 高 愼 

語 孟 字 義 を 見、 歸 途 藤井懶 齋を訪 ひ、 懶齋の 言 に 

し、 伏 見 を 過ぎ 中 村 惯齋に 面したり。 惕齋が 維 

に 足らす とい ひし が、 懶 齋 の 言 に從 ひて 此の 書 

が 適 從錄を 作りし 來歷を 知る べし。 

繁辭傳 「一 陰 一 陽 之 謂. 道」 の 朱 注 「所，， 以 陰陽， 者理 也、 

ふ れ ば、 道 字 は 所，， 以 一 陰 一 陽， の理を 指せる 事 明 

とせる は、 文脈 を曉ら ざる 者な りと。 叉 仁齋は 

屬せ すと 云 へ るに 對 して、 易 の 「，性 命 之 理ー」 「窮 

所.；， 同 然， 者 何 也、 謂 理也、 義也」 を 引いて 之を駁 せり。 

あらす とい へ る を！：^ し て、 孟 子 の 「君 子 所 fei  、仁 義 


禮 智、 根 一一 於 心；」 叉 「仁義 禮智 、非. 由. 外 ，我」 を 引きて、 性と なる 事 疑な し、 然 し 指す 所に 因つ 

て 名 を里ハ こする 二  5^ ぎ ざれば、；^ とする も 命と する も 道と する も德 とする も： 155 げ 

なしと。 此の 外に も あれ ど大 なる 者 だけ を擧 ぐれば 斯の 如し。 

仁 齋學が 程 朱と 大に 異なる 所 は 理氣說 にあり。 故に 程 朱 家が 仁 齋を駁 する は 皆 

此 にあり。 而 して 二 派の 本 づく所 は、 繋 辭 薄の 二 陰 一 陽 之 謂， 道」 に あり。 其の 解釋 

に 因って 岐る、 なり。 程 朱 は 所， ー以 一 陰 一 陽 一之 理を 道と い ひ、 仁齋 は 陰陽 は 固より 

道に 非 ざれ ど 二 陰 一 陽 往来して 已 まざる 者 を 道と い へり。 次の 「生生 之 謂. 易， の 語 

を 以て 見れ ば、 傳 文の 意 は 仁 齋說を 可とす。 仁 齋はー 陰 一陽 を 指して 道と いひし 

にあら す。 芝 山の 駁は 誤れ"。 芝 山の 引ける 性 命の 理、 窮理盡 性、 理義の 理は皆 仁 

齋 のい へる 事物の 理 なれ ば、 亦 之 を 以て 仁 齋を駁 する を 得す。 宋 儒が 仁. 義. 寧智 を 

性に して 德 にあら すと する は、 孟 子が 性 善を證 する 爲に 仁義 禮智 の德は 天性 人に 

存在す とい へ る 言 を 取りて 性と 定めた る爲 なり。 孟子 は 仁. 義. 禮. 智 のみ を 性と い 

ひしに あらす。 性と す も 可な り。 德 とす も 可な り。 中庸 に 「成 己 仁 也、 成. 物 知 也、 性 

之 德 a  、合，， 內外， 之 道 也」 と いへ り。 程 朱. 仁 齋 共に 一 偏に 失す。 
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語 子義 上に  . 

仁義 禮智四 者， 皆 道 德 之 名、 而 非 ：性 之 名； 道 德 者 P 達 於 天 下； 非，， 一 人 之 所. 私 也、 性 者 專 

有，， 於 己， 非，， 天 下 之 所， 同 也、 此性 與，， 道 德， 之 辨 也  • 

自，， 漢 唐 諸 儒 k,, 於 宋濂溪 先 生， 皆 以， 仁 義 禮 智， 爲ー德 、而 未 J 曰 有， -異 議； 至，， 於 伊 川， 始 以，， 仁 義 

禮 智， 爲，， 性 之 名； 而 以 ー性 爲， 理、. 此 而學 者皆以 t 義禮 智， 爲 k 爲 fe 、而 徒 理：， 會 其 義， 不， & 

用，， 力 於 仁義 禮智 之德， 云 々 

右の 如く 芝 山 は 純 程 朱學の 見地より 仁 齋を駁 したる に 過ぎす。 「洛人 有，， 名， 維楨 者つ 

- 讀 Jn 能 k 、但 未. 知，， 學 之 宗； 喜 可，， 否 先 賢 こと、 叉 「彼 維楨者 朝删暮 輯、 雕 鏤蓋數 十 年、 逮，， 七 十， 而 

玆書始 成， などの 文 あり。  . 

天 民、 名 は亮字 は簡亮 、並 河 誠 所の 弟な り。 享保 三年 四月 八日 卒す。 享年 四十。 初 

め 仁齋に 學び已 にして 其の 說を疑 ひ、 一 日 平 厳信齋 と共に 仁 齋を訪 ひ、 語 キ服 字義に 

就き 質す るに 其の 見る 所の 心性 情 三 名 唯一 の 說を以 て す。 仁齋 歎じて 曰 く 「子 誠 

に 間 出の 才な り、 吾 當に 字義 を 改 むべ し」 と C 是 より 益々 沈潜 反覆して 一 家の 學を 

樹っ。 天 民 遣 言 の 上 卷は天 民 歿後 其 兄 誠 所 及 門人が 遺笈 中に 在りし 草稿 を 整理 
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と 相容れ す。 仁 
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齋 とも 相容れ ざるな り- 

遺言 (疑 語孟 字義) に 曰 く 

り。 §6 人の 敎は 天の 天 

を條 むる にあり。 故に 

は 測，^ 難く 仁義 は 知. - 

り 盡 せりと いふべ し。 

とい ふべ し。 く 易-に 

立，， 人 之 道 (曰_,仁 與，. 義」 と、 則 

にして 「往來 不， 己」 の 四 字 

者 間の  一 H に し て、 孔 孟 の 

家と して は 論議に 上 す 

叉 仁齋の 氣先理 後、 天地 

說 を 以て 宋 儒の 太 極 說 

k の 說 は、 佛 家の 因緣和 


『仁 齋 は 「陰 陽 固 非」 

たる 所以の. 道を講 

語 孟のニ 書 は專ら 

易き を 以てな り、 子 

仁 齋カを 此に用 ふ 

就 い て 言 へ ば、 易に 

ち 陰陽 便 ち 是 れ 天 

を 添 へ て、 始 め て 人 

言 はざる 所 なれば、 

ベ か ら す』 と。 

一 大 匣の 說に 就い 

を 壓 M する に 足 る 

合に し て、 仁齊 の 天 


道、 一 陰 一 

する にあ 

仁義 を說 

思. 孟 軻 は 

る を 知ら 

曰 く 「立 -一 天 

道、 剛 柔 便 

道と いふ 

程 朱の 「所 

て は 次の 

と © ひ し 


陽往 來不. 

,h すし て- 

い  て 一 言 

誠 は 天の 

す し て、 此 

道 M= 陰 與 

ち 是れ地 

ン 

以 之 理」 も、 

如 く 言 へ 

なるべき 


力ら す 


地 一 大 K 說は佛 家 Q 


一 二八 

者便是 道」、 といへ 

の 人た る 所以の 道 

^陽に 及ば す、 陰 陽 

也 と 言 へり。 至れ 

如 き 言 を 爲すは 惑 

、立，， 胀 之 道； 曰，， 剛與 i、 

、仁義 便ち 是れ 人道 

陰陽 等の 說は 易學 

齋 の 「往 來 不. 已」 も、 儒 

。 曰く 「仁齋 は 此の 

宋 儒の 有 k 而 後 有 

四大 假合說 なり。 


皆 進 德脩業 濟世利 民の 事に あらす。 不急の 論 なれば 之 を 措いて 可な り。 子 服 子 曰 

く 人 皆 有，， 不. 忍 人 之 心， と、 是 實に 道德敎 育の 根 原に して 一 曰 も猶豫 すべ からざる 者 

なり。 宋 儒の 說も仁 齋の說 も皆朦 度の 見なり」 と。 

朱儒. 仁齋の 說を駁 して 「不. 忍 入 之心卽 仁」 を 以て 儒敎の 根本と 定めた るな り。 

儒教の 根本 を 仁と 定 むる 事に 就いては 宋 儒. 仁 齋 共に 異論 あるべ からす。 二 派 は 

宇宙の 根本 を 論じて、 陰陽 說 ん y 論 議し 居る を、 天 民 は 宇宙論 を 除きて 直に 人道に 入 

れ るを以 て、 此 の 如き 差異 を 生じた るな り。 此が天 民と 宋 儒. 仁 齋 との 異なる 所な 

り。 叉 仁 齋. 宋 儒の 性情 心 等の 說を駁 して 曰 く 「性 情 心 は 一物 なれ 共、 指 す 所に 因つ 

て 少しく 異なる のみ - 0 生と 共に 生す るより 性と いひ、 僞 りなき よ. 0 情と いひ、 思慮 

する より 心と いふ。 三 名 一物な り」 と。 天 民の 學は 徂來と 同じき 所 ある を以 て、 太 

極. 陰 陽. 理 氣. 性 命 等の 說は皆 取ら ざ る 所な り。 心. 性. 情 の 說は宋 儒に 至りて 微細に 

分析して 說 明す るに S りたれ ど、 古 書 に 照す 時 は 解 を 得ざる 者 多し。 孟子 は 人性 

の 善なる を證し て 「惻 隱 之 心 者、 仁 之 端 也、 羞 M 之 心 者、 義 之 端 也」 といへ り。 然し 惻隱 

羞惡は 情なる を 心と いへ り。 而 して 朱儒 は 仁義 を 性と いへ り。 之 を 以て 云へば 
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一 陰 一陽 之 謂. 氣、 然 則 陰陽 何物 乎、 曰 氣、 然 則 何以謂 

氣而 已矣吉 齊澄錄 


廷 翰の， 說は 理氣合 一 論 な り。 

右 は 仁 齋. 蘇 原と 稍 同じき 者な. -。 然れ 共理氣 合一 說は蘇 原に 始る にあら すして、 

程 明 道. 張 横 渠. 陸 象 山. 王 陽 明 等 も 理氣合 一 說 なり。 故に 仁齋が 理氣合 一 說を 倡へ 

た， 0 と て、 蘇 原 を剽竊 せ り とい ふ を 得す。 次に 蘇 原と 仁齋と 異 な る 所を擧 げん。 

蘇 原 は 周 茂 叔. 程 明 道 を 崇 信 し て、 程 伊 川. 朱 熹に 嫌らざる 所 ある 學者 な b-。 故に 茂 

二シテ シテ  シ  ニシナ トハ  フノ  *  ニシテ シ テキ ナテ マ ル 

叔の太 極圖說 の 「無 極而太 極」 を 解きて 曰 く 「蓋 無 極 太 極 者、 言， 此 氣之 極至而 無，， 以 加，」 と。 

太 極 を 氣に屬 して 解き 、伊川. 朱 子が 理と 解ける と 同じから す。 仁齋 は 「無 極而太 極」 

の 言 は隱 度の 說 として 取らす して、 陰陽 以下に 因って 道を說 けり。 是れ仁 齋と蘇 

シ  メテ ジ  予 バ ク クシ テシ テリ キ テリ ト ハ ク" テシチ 

原と 大に 異なる 所な b-。 蘇 原 叉 曰 く 「蓋 太極始 生 = 陰 陽； 陽 輕淸而 上 浮 爲， 天、 陰 重濁而 

下 凝 爲. 地、 是 謂， 一雨 儀； 蓋 一 氣之取 令 也」 と、 是 亦 仁齋と 異なる 所な り。 叉 「五行 之說、 人君 

二， ヒア シテ リ子 テス  ト  ニフ  ス  チ  ニフ ミゲル スル チノ  チシテ  ネ 

行 政 之 名、 而誤以 爲，， 天 之 蓮， 也、 甘 誓 謂、 威，， 侮 五 行； 洪 範 謂、 m  . 陳， 其 五 行； 若 以：， 金 木 水火 土， 

セバ ト チチシ  トチ シテ シテ ル トィフ スルテ チ  タビ リス ムルテ  テ シテ 十- フ  ラ スニ 

爲 Ja 、則 何 爲，， 威 侮； 何 爲 而 、汨. 陳. 之 乎、 漢儒ー 誤、 致. 使，， 陰陽 五 行. 家 紛 紛，、 其 說 不. 足& 

辨」 と。 是は仁 齋には 無き 說 なり。 此の 如く 說の 根本に 於て 異なる 所 あり。 唯 「天 

地 之 初 一 氣而 己」 の 語 を 以て 剽竊 とい ふ は、 早 計と いはざる ベから す。 

伊藤 仁齋  ニー！ 一 
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討 習硏磨 二十 春、 恩ハ 父 一ず 取 抓 不. 謝 元 非 k  、適 爲" 君 情厚且 眞ハ 

と。 東 i 此の 詩に 題し て 「先 人 き" ^  ，時、 予 未 ^ む 、尙 記-一 其 事 一 云 云」 と 云へば 貞 享 元年の 

比に して、 仁齋 五十八 歲 ならん。 是 より 先 肥 後 細 川 侯 祿千石 を 以て 之 を 招く、 母老 

いて 侍 養 者な きを 以て 之を辭 せり。 利 祿の爲 に 心を變 せす； 一意 讀 書に 篤き 事、 此 

の a し。 仁齋ー 4^- の儒宗 となり、 四方の 學者 多く 來り學 ぶ。 柬涯の 盍簪錄 に 「先ノ 

生徒 を敎授 する 四十 餘， 一年。 諸 州の 人 至らざる なし。 唯 飛驊. 佐 渡 i 岐. 三 州の 人 門 

に 及ばす」 と あり。 仁 齋儒宗 を 以て 自ら 居らす、 用 ふる 所の 共同 井 戶の井 戶換に は 

近隣 人と 共に 井戶 綱を曳 いて 其の 勞に 服し、 節分の 豆まきに は 禮服を 着けて 之 を 

ほふ 事 俗人と 異な ら ざり しと 云 ふ 

仁 齋の爲 人 右の 如くなる を 以 て 、寧 說に 反對の 意 見 ある 人 も、 其 人柄に は 推服せ る 

者 多し。 徂來は 藪 震 巷に 答 ふる 書に 「百年 來儒 t 互 擘、 人 材 則 熊 澤、 學 問お 仁 齋、 餘 子 

,法~ あ 足.. ％ き、」 と 云 〈り。 叉 太 宰卷臺 は 自ら 視る事 斧 だ 高 く、 紫 芝 園 漫筆に 其の 師.. ^ 

來に對 する 批評 も あり。 而 して 仁齋を 評し て 「豪傑 の士 にし て、 文 王 を 待た すして 

伊藤 仁齋  ,  i  i 一一 — 


rn 本 儒 史 

典る 者な. o  。 物 氏 は 其の 說仁 齋と異 

稱は仁 齋に歸 せざる を 得 す」 と。 叉 曰 

く、 其 の 言 從 た り、：^^ 子 人な り」 と。 叉 曰 

に 由ら す。 一生 仕へ す。 子に 東涯ぁ 

の 書 ある を 聞 き、 求 めて 之を讀 み、 始 め 

いへ ど も、 其 の 書 を 見て 其の 人 を 知る 

如し。 是れ 登 今 世の 人な らん や」 と。 

諸家の 崇敬す る 所斯の 如し。 

天 保 年間 幕府 伊藤 氏の 世.^ 相ひ續 き、 

其の 文に 云 ふ。 

弘濟 父祖 五世 敎 <i を 以て 任と す。 

べし。 是れ 世に 希に 觀る 所な り。 

積善 を 表せん。 

と。  . 


なれ ど、 仁齋に 因つ て 典-り 

く 「余 仁齋 に面會 したる 事 

く 「仁 齋 及 ぶ ベ か ら ざ る 者 

る是 なり」 と。 叉 祇園 南海 

て 伊藤 氏 ある 事 を 知れり 

ベ し。 景星卿 雲 の 仰ぐ ベ 


者 な 


あ 

未 

入 止 


れ ば、 一" 家 傑 の 

其の 貌 恭し 

. 學 問師傳 

に 語 孟 字 義 

接見せ すと 

ベ からざる 


其の 業を墜 さざる を嘉 みし 之 を 表彰せ り。 

純 德の報 想 ふに 當に斯 の-如 き 綿々 の榮 ある 

今よ b 永く 戶役 を^き 年- -祿を 喪 ひて 以て 


柬涯は 仁齋の 長子な り。 叉惜々 齋と號 す。 紹述と 1^1 す。 

東涯學 術深粹 にして 人となり 溫 厚篤 實、 君 子 人 を 以て 稱 せらる。 其の 學は 父仁齋 

の說を 守り 變更 する 所な かりし が、 一 生 其の 說を 述べて 門人 も 多 かりし かば、 古義 

學の 天下に 行 はれし は 東涯の 力に 賴る者 多し。 東 涯の同 時、 江 ux- に 荻 生徂來 興り、 

仁齋 說を駁 して 餘カを 遺さす。 因って 東涯を 謗りて 置かす。 然れ共 東 涯ーも 之 

と 角せ す。 营麟嶼 は 徂來の 門人な りしが、 去りて 東涯の 門に 遊ぶ。 徂來の 送 序と 

詩 及び 春臺の 送別 詩 を 東涯に 示す。 

五 十 三 驛 莫. 二言 一難 々ノ風 光 秋 好 明 曰 先 從 =函 嶺- 望、 如お 大 道 達-長 安- 徂 來 

田郞 妙齢 if  _>遠 游ニ 旦 尋， 師 西 入刼、 天 邊月 落函關 曉、 雲 際 星 流 勃 海 秋、 周 道 如 k 任- 奔 

走 ー那ゾ fi.v 人骨 已朽、 到 曰 試-一問 柱 下官、 往時 老聃今 在 否春臺 

麟歉 (は 山 田.^ なり。 本姓 菅 原なる 爲に 自ら 改めて 奢と 稱 せり 故に &郞 と- -ひ 


H 本^ 學史  一三 六 

しなり。 来；^  01  く 「物 先生 襟度 郭如。 太宰子 亦條慨 有，， 氣 節，」 と。 文 を 評して 「物 氏の 

文 は 鬼の 面 を 蒙 b 二し 小 兒を嚇 する 者の 如 し」 と。 奥 田 三 角、 多 年 東 涯の侧 に 在りし 

が、 m 來を 評せし  一 H は 此の 一事 あるの みと 云へ り。 紹述 文集 二十 卷屮ー ； 一-; 口 も當時 

の 學者を 品評した る 者な し、 以 て 其の 人と な. 0. を 知るべし。 柬涯は 家業の 傍、 ら和 

漢の 史學に 通す。 故に 制度 通 等の 著 あり。 古今 學變は 支那 歷代經 學の欒 遷を敍 

したる 者な り。 又 用字 格の 著 あり。 漢文の 文字の 置き所 を 調べた る 者に て 必不. 

不 必、 敢 不. 不 敢の類 を 擧げて 極めて 深切な り。 必す 一本 を 供 ふべ し。 門人 高 養^ 

の 時 學 鉞 焫 に「仁 齋 の 論 語 古 義.孟 子 古 義 共 に 仁 齋 生 時 は 未 完 の 書 な り し を、束 .^s に 

至り 之 を 完成したり。 論語 は仁齋 稿と 異なる 所な き も、 孟 子 は 束涯の 手に 成る 者 

多 し」 と あ り。 父の 志 を艤ぎ 堀川 學を 成立せ しめたる は嘉 みすべし。 著甞は 七十 

五部の 多き に 上れ ど、 尤 も 世に 知、 13 れ たる 者を擧 ぐれば 次の 如し。 

紹述 先生 文 猿  三十 卷 

周易 經翼 通解  十八^ 

古今 學變  ニ卷 


用字 格 

制度 通 

名物 六帖 
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四 卷 

十三 卷 

三十 ニ卷 
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仁 齋に尋 ぎて 江戸に 興る を徂來 とす。 仁齋は 理氣合 一 說を 倡へ て 程 朱 以外に 旗 

幟を樹 てたり といへ ど も、 耍 する に 宋學の 域を脫 する 能 はす。 唯 程 朱說を 攻擊し 

たる 爲 に、 當 時 程 朱 以外に 儒學 ある 事 を 知らざる 惶 窩. 羅 山の 系統に 屬 する 純 程 朱 

學 派 は、 羣 起して 之 を 咎め たれ ど、 理 氣說は 孔子 は 固より 言 は す、 孟 子に も 其の 說な 

し。 易-の 繁辭に 稍其說 あるに 過ぎす。 故に 周 茂 叔の太 極圖說 にある 如き 說も合 

一 說も皆 後世の 說 なり。 仁 齋は其 學を稱 して 古義と 稱し 居れ ど、 程 朱 說 と 異 な る 

と 云 ふの みに て眞の 古義に あら す、 明 學の 一派に 屬す。 其の 孔子 學に 近き 者を擧 

ぐれば 徂來を 推さざる を 得す。 今 其の 傳 記. 經 說を 述べ、 次に 經濟 說. 文 章. 詩. 校 勘 學 

其の 他雜 事. 逸話 等に 就き 之 を 述べん。 
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祖來は 道 は 先王 之 道に して 天下 を 安ん する 道と な し、 子 思. 孟 子 以下の 

を、 儒 家が 各各-; Ji! めた る 所の 道と な し、 先 王 の 道に 比すれば 小 な る 者 と 

に 曰 く 『道 は統 名な り。 古 先聖 王の 立てし 所に して 天下 後世の 人の 

仁. 義. 鱧 樂. 刑 政 皆 道な り。 先王の 道と いひ 聖人の 道と いふ 者是 なり- 

子の  傳  ふる  所なる  よ， 0  孔子の  道と  もい  ひ、 其 の 門人の 傳 ふる 所なる 

ともい ふ も、 其 の實は 一な り。 此の 道 は 上古 聖人の 時より 已に 有り 

殷. 周を經 て益備 はれり。 孔子 が 「祖& 堯 舜 一憲， 一章 文武」 とい へ る は是れ 

語陽貨 篇， 子 之，， 武 城： 聞，， 紘 歌 之 聲，」 章 の 孔安國 の 注 に 「道 謂，， 禮 樂， 也」 と あ り • 

す』 と。 祖來の 此の 說は 孔子の 言 に 合する 者と 謂 ふ を 得 ベ し。 孝 悌. 

むる 道に し て、 大 學に謂 ふ 所の 修 身. 齊 家に し て、 禮 樂. 刑 政 は 治國平 

阜陶謨 にあ る 「惇 敍， 一九 族，」 は 修身. 齊家 にして、 知人. 安民 は 治國平 天下 

ヒ 安-百 姓，」 も 同じ。 孔子の 謂 ふ 所の 道 は 「修^ 安，， 百 姓，」 にある 事 は 疑 

辨 名に 仁 を 解し て 「長 人 安 民」 の 德 とせり。 其 說に曰 く 『仁 は 長 人 安 

人の 大德 なり。 天地の 大德を 生と いひ、 聖人 之に 則る。 故に 之 を 


言 

此 


爲 

之 


の 


ふ 


の 


悌. 仁 

天下 

な b -。 論 

ふ 所な し 

民の 德に 

^生。 -徳 


所の 道 

。 &各 

き 孝！ Is- 

道は孔 

者の 道 

舜 より 

-。 論 

古 と 

己を修 

な り。 

語 の 「修 

. 故に 

し て、 聖 

と い ふ.。 


聖人と は 古の 

安す る に歸す 

て 之 を 統一す 

生の 德 なかる 

れ が爲 なり。 

なせり。 其說 

語れば 釋迦も 

く 「仁 は 慈愛の 

孔子が 微 子. 箕 

いへ る は、 皆 安 

りて 其 說窮す 

み』 と。 徂來は 

王た る 人と せ 

儒と 大に 異な 

获 生 


天下に 

る の み- 

。 家に 

ベから 

後世 儒 

佛老に 

仁人な 

德、 遠近 

于 王子 

民の 見 

上述の 

り。 是. 

る 所 な 

沮 來 


君 た 

. 凡 

於て 

者 仁 

根す 


を 以 


安 

に よ 

亦 同 


Jr 

夕 

干 


道 

其 


者 

口 

故 

^又 

れ 

を 


る 


先 


孔子 

著 論 


群生 

リ  Kr 

An 匕 

其學 

德 な 

徹至 

三 仁 

な り- 

王 の 

の 道 

語徵 


君 

せ 


の德 

さ る 


て 

る 


於 

の 

り と 

宋儒 

宋儒 

と し 

政治 

就 き 


よ 

匕 匕 

ム Re 

. 仁 

て 


仁 

よ 


し. 

之 


よ U 

す。 


大 


力 


仁 


心 を 

月 一一 一一； I 

ししと 

管 冲 

を 心 

な る 

長 人 

と し、 

を 述 


安 


なる はな 

生 す る 者 

して 之 を 

以て 至上 

人欲 淨盡 

と す。 心 

にあら ざ 

是亦 孟子 

稱 して 其 

求む。 故 

は 天理 人 

民の 德と 

語 を 政治 

ん a 論語 


し- 

る 


し 


. 其耍 

必す 一 

一 す る 


管 

き 


人 

3 と せ 
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は 民 を 

人 あり 

に は 好 

るょ是 


天 理 流行と 


し 


に 泥せ る 

仁に 如 


て 仁 を 

仁齋曰 

說 なり。 

ん やと 

仁に 至 

ざ る の 

天下に 

リ 是前 

り。 其 
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說 朱 子. 仁 齋を駁 する を 主と す。 「孝弟 爲， t 之 本， 與』 に 就きて 曰 く 「仁 を 天下に 爲すは 

孝弟 を敎 ふる を 本と す。 宗廟の 禮は 孝を敎 ふる 所以に し て、 養 老の禮 は 弟 を敎ふ 

る 所以な.^。 孝弟の 化 行 はるれば 民俗 和 順と な. 0 て 天下 自然に 治まる。 孝弟の 

人 は 上 を 犯し 亂を 作す の 事な きを 觀れば 其效を 見る ベ し」 と。 叉「^;5 モ務. 本 本立而 

道 生」 は 「古 語に して 有 子 之 を 引けるな り。 君子 は 本を務 め、 有 司 は 末を務 むる は 職 

とする 所殊 なる を 以てな り。 在 上の？ 1;^ 子が 人 を 孝弟なら しむる 事を務 むれ ば、 道 

は 自然に 民に 行 はる、 に 至ろ。 故に 民 を 安ん する 事と なる を 以て 爲 ーー仁 之 本ー與 と 

云 へ る な り」 と. - r 爲. 政 以 Ji」 は 「有 德の人 を 以てする なり。 故に 勞せ すして 民 治まる。 

北辰の 喩 ある 所以な り」 と。 「君 子 不. 器」 と は 「君 子 は 民に 長た る德を 有する 人に して、 

器 を 用 ふる 人な り。 百官 は 器な り。 醫と藥 との 關 係の 如し。 ？！； 9 子 は 翳に して 百 

官は藥 な り」 と。 辨 名に 曰 く 「德 と は 得な り。 性に 得る 者 あり。 學に 得る 者 あり。 

性 は 人に 因って 殊 なる。 故に 德も亦 同じから す。 iiJf 陶謨の 九德、 周官の 六德、 及び 

仁 智. 孝 梯忠 信. 恭. 儉. 讓. 不 欲. 剛 勇. 淸 直の 類皆德 な，.^。 故に 聖人 は 其の 性の 近き 所に 

從 ひて 之を敎 へて 其の 德を 成さし む。 徳 立ちて 之を官 にす。 其の 成ろ に 及びて 


は 聖人と 雖も 及ぶ 能 は ざ る 者 あり。 一?^ の 水 を 治む るに 於け る、 

皆堯 舜の 及ば さる 所な り。 孔子の 七十 子に 於け る亦然 り。 子 

^  ウテ 

の 達、 由 の 杲、 求 の藝の 如き 是な り」 と。 『朱 子 曰 く 「德 之 爲 Jn 得 也、 行， 

朱 子 は 道 を 以て 當然 の理 とす。 故 に 「有. 得 一一 於 心 一」 と いへ るな り。 

く 「德也 者 得，， 於 身， 也」、 同樂記 に 曰 く 「禮樂 皆 得 謂，， 之 有徳，」、 論語 憲問篇 

公之 不欲、 卞莊子 之 勇、 冉 求 之 藝， 文. 之 お禮 樂-亦 可お 爲，， 成 人， 矣」 と あ 

者の 謂な り。 古人の 德の解 は 此の 如し。 朱 子 は、 身 に 得る は 形 

に 似た るを以 て 「得 一一 於 心，」 と改 めた るな り。 然れ ども 古書に 身心 

者な し。 身と は 己の 謂な り。 己 は 形と 心 を 兼ねてい ふなり。 

ベから す』 と。 叉 曰 く 『性 は 生の 質な り。 宋 儒の 謂 ふ 所の 氣 質の 

然氣 質の 兩性を 設けた る は、 人 は 皆 聖人と 異な ら ざ る 性 を 有し、 

有す。 異なら ざ ふ 者 を 本然の 性と いふ。 其の 異なる 者 を氣質 

人 をして 本然の 性の みならし めば 人人 皆 聖人な り。 學 問も修 

なる べし" 叉氣 質の 性の みならし めば 學問 修養す とも 其の 效 

荻 生征來 


稷の 藝殖に 於け る、 

路 の 勇、 曾 子 の 孝、 賜 

道而 有， 得，， 於 心， 也. と、 

禮記鄕 飮酒義 に 曰 

に 「若，， 臧 武仲之 知 、ひお 

り。 成人と は成德 

體に屬 し 其の 意淺 

を 以て 對 言 したる 

心の み を 以て いふ 

性な り。 朱儒が 本 

叉 其の 異なる 者 を 

の 性と いふ。 如し 

養 も 要せ ざ. る 事と 

なかるべし。 是に 

一 四 三 


to 本 I! 學史  一四 四 

於て 學問 修養に 因 て氣 質の 性を變 化して 本然の 性に 復 し、 聖 人たら しめんと せ b  。 

是れ宋 儒が 兩性說 を 立てし 所以な り。 然 れ共氣 質の 性 は 生と 共に 存在. ^る 者に 

し てま 人と い へど も 形氣の 性な き 能 は ざれ ば、 本 然の 性と # 唯是を 天に 屬す ベ き 

のみ。 孔 子 「性 相 近習 相 遠」 の 言 は、 學 を勸 むる 爲の 言 にして 性 を 論す る 者に あらす。 

蓋し 11;^ 子と 民と は 其の 未だ 學ば ざるに 當り 甚だ 相 遠から ざれ ど、 先 王の 道 を 習 ひ、 

君子の 德を 成す に 及びて 霄壤 の異を 見る。 故に 性 相 ひ 近し と は 中 人に 就きて 

首 へるな り。 中庸 に 「率 fe 之 謂 道 1 は、 老 氏の 徒が 先王の 道 を 以て 偽と なす を 以て、 

子 思 は 先王 は 人性に 率うて 道 を 立 て、 性 を 枉げて 作れる にあら すと い へ るに て、 

性に 率 へ ば 自然 道に 合 ふとい へ るに あらす。 孟子の 性 善說も 要するに 子 思の 意 

なり。 其の 堯の服 を 服 し、 堯 の 言 を 誦 し、 堯 の 行 を 行 は -.、 是れ堯 のみと い へ る を 見 

れ ば、 必 すし も 聖 人學ん で 至る ベから す と 言 ふに あらす。 如し 性 を 論 すれば 吿子 

杞柳湍 水の^ 甚 善し。 孟子 極 言 して 之 を 折 し、 遂 に宋 儒の， 認の 基と なれり。 苟 子 

性惡說 と 皆門戶 の 見なり。 楊 雄の 善惡 混、 韓愈の 三 品說、 理に 近し。 蘇軾の 無善惡 

說は佛 氏の 意な り。 歐陽修 の、 & は 聖人の 先にす る 所に あらやと は 卓見と いふ ベ 


し』 と。 

經說に 就き 徂來が 朱 子と 

次に 其の 著 「践 II」 に 就き 經 

戶籍を 作る 事。 . 

武家 を 地方に 土着せ し 

東北 地方の 荒蕪地 を 開 

乞食 を 良民に 化する 事 

廢絕諳 侯の 臣下 を 扶助 

諸侯の 領土 廣 きに 過ぐ 

むる 事。 

奢侈 を 抑へ、 節儉の 美風 

昌平 坂學問 所を擴 張し 

こ の 外、 大 名 武 家 共に 財政 

情を陳 ベ、 之 を救濟 すべき 

获 生徂來 


異 


む 


な 

一一 一一 S 

府 

一之 

諸 


る 所 

を述 

る 事 „ 


は 右の 如し- 


ん- 


以て、 子弟 分封の 例 を 開 き、 大 なる 者 も 三十 萬 石に 止 


內諸 

し て 


&-。 

寒 

に 敎 

人 の 

づ。 


授所 を設く さ 事。 

力に 因って 僅かに 體面を 維持し 居る 事 

卷 尾 に 「此 物語 は 弟子に も 書かせ 候 は 

一 四 五 
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す 自身 老^ 惡 筆に 認め 侍る 也、 奉 入 上^ 後 は 火中 有 度 事 也。 物 部 茂 卿 敬 識」 と あ 

徂來は 享 保. 十-三 年、 六十 三 に て 卒す。 吉宗の 時な， 政談 は 柳 澤か叉 は 閣老の 某 

氏に 出して 將軍吉 宗に呈 したる 害な らん。 

徂來の 譯文签 蹄の 序に よれば 其 父方 鹿が 南總に 流された る 時 は徂來 十四 歲 にし 

て、 二十 五歲 にして 赦 令に 逢うて 江 In- に 還 ， ^、中間 十 三 年、 曰 に 田夫 野 老と居 り、 師友 

あるな し。 獨り 父の 手に 大學雜 解 一木 あるの みなりし が、 獨 學 研究して 讀 書の 力 

を 得て 羣 書に 通す る を 得たり と。 大學誠 解 は 二 本 あり。 一は 羅 山の 著、 一は 山 鹿 

素行の 著な り。 徂 來が讀 みし は 何 本なる か 不明 なれ ど、 いづれ にしても 集註 本な 

れば徂 來も初 は 朱 子學を 信じ 居た るな り 二 說に林 鳳 岡の 門に 學ぶ とも あり)。 其 

の 後 何 如なる 機會 にて 明 代の 古文 辭を學 びし か 不詳な り。 

古、 文 辭 

古文 辭とは 先秦諸 書に あ る 成句 叉 は 故事 を 剪 裁して 一 篇の文 を 成せる 者 をい ふ。 

故に 古書 を 博覽し 故事 を 多く 知ら ざれば 作る 能 はざる なり。 明の 李 焚 龍 ： 土 元 美 


之 を 倡へ、 一時 犬に 流行せ り。 然し 一時の 流行に 止 h て 其の後 は 作る 人な し。 徂 

來は何 かの 機會に 此の 文 を 見て 之 を悅び 古文 辭にカ を 用 ひたり。 古文 辭の文 を 

作る に は 古書 を 多 く 讀 ま ざ るべ からす。 徂來は 作文の 资料 として 古書 を 熟 讀 せ 

る 間 に、 後 儒の 古書の 解釋が 作者の 意， こ 異なる 者 ある を發見 し、 硏 究の 結果 一派の 

學を 開く 事と なれ ，n  。 辨 名に S  く 「讀 書の 道 は 古文 辭-古 文 を 知ろ を 先と す。 朱の 

諸老 先生の 如き 稟質の 聰 敏、 操 志の 高邁なる、 漢唐諸 儒の 及ぶ 所に あらす。 然れど 

も 今 文 を 以て 古文 を 視、 今 言 を 以て 古 言 を 視るを 以て卒 に 古の 道 を 得す。 明の 李 

搶溟 先生に 至り 始めて 古文 辭を侣 へ て 後人 能く 古書 を讀む 事後 世の 書を讀 むが 

如くなる に 至れり。 然 れ共 其の 志 す 所、 丘 朋. 子 長の 間に ありて 六經に 及ばす。 苟 

に 其の 敎に從 ひ 古今 文 辭の殊 なる を識 らば 古 言 知るべく 古義 明なる ベ く、^ 人 の 

道 得て 言 ふ ベ し」 と。 李. 王 の 古文 辭と 徂來學 との 關係は 右の 如 く、 徂 來 は 之 を經書 

の 解 釋に用 ひたる を 異なる 所と す。 

李 王 心 在，， 良 史 一而 不， 遑，， 六 經； 不 ^ 乃 用，， 之 六 經； 爲. 有. 異 耳復 安き 伯 書 

シテ  フ 子，  二  r ァーマ ，マユ  二 い- ドモ パ リテ ノー ーテ々 リフチ  _J^ 

李 王 二 公沒世 用，， 力 於 文章 之 業： 而 不， 遑. 及 _>經 術； 然 不 俊 藉，， 其 學，、：^ 得. 窺 fc 術 之 一 斑-云 
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云 。 お M  1!=^ 山 書 

ニル  ト  ハチ テ  チシ ナタリ ニス〃 チ  チ-ー  -ー 

李 攀 寧 王 元 美 僅 爲_, 文 章 之 士： 不 俊 乃 以，， 天 之 靈 寵， 而 得レ 明，， 六 經 之 道； 豈 非 =大 幸， 乎。 與 富 

山人 書  . 

祖來集 を 雜く時 は 何人も」 in の駢體 にあら す 、韓. 柳. 歐. 蘇 の散體 にも あらざる 一 種の 

文 體を認 むべ し。 徂來派 の 人 は皆此 の 文體 な れ ど ^|^臺は 古 文辭 の 習氣 なし。 此 

の體は 徂來派 以外に はお はれ ざり き。 故に 我 邦に 於ても 一 時の 流行に 止れ り。 

徂來 古文 辭の 一 例。 

テツ  〃テシ  クノ スル子 ナーマ ント ト  ンャ  ス チヤ  チ  ヒ  シク ルモ 

懸 榻 以 嫁，， 足 下 之來， 者久 矣、 還 聞 足 下. 欲. 爲，， 陳 蕃， 也、 況 厨 下 作，， 瑪 異 之 供， 也、 假 令 雨甚有 

： だ 河, 亦 何妨 (與滕 東 壁。 郡 人 周 高 潔 之 士  、陳 蕃 字 不レ 名、 特 爲 置-一一 榻. 去ぎ 懸レ 之) 

徂來の 詩 は 純 乎た る 唐 調な り。 李 王の 詩 も 同じく 唐 調な り。 文章の みならす 詩 

も 李 王を學 びし に 似たり。 字句 を 餘り唐 調と したる 爲に粧 を 凝らした る 美人の 

如き 觀 あり。 姿 致 精神に 乏しき 慽 あり。 

早春 小 集 華 字 

高 陽 酒客 醉相 誇、 急 管 繁 紘 IF 歲 華； 不 慇 懸 和，， 白 雪； 陽 泰 只在楚 人家 


與，， 諸 チ 登-, 寳 

搖落 江山 木 葉 

叔、 登， 高 仙術 各 

持 文 共に 擬古 を 

乏しき は餘 儀な 

、を 以て 次に 之 

王朝 時代の 文 は 

法、 古 事 記 序な ど 

詩 は 文に 比すれ 

へ て 詩文と して 

學ぁ る 僧侶 來り 

に 文 學の材 ある 


壺山， 分 韻蕭字 

凋. 悲 風 日日 更蕭々 、千家 急雨來 還 散 、疊 峰 層 雲 廻 忽 消、 搔. 手 客 情 誰 鮑 

何 事 鳴 k 去、 莫. 問 上方 醉 吹. 簫、 

に は 批難すべき 所な けれど、 姿 致 精神に 

を爲 したる は大 


王 喬、 老ー 

宗 とし 一 

き 事 な. 一 

を 述べ： 

皆 唐 調 

は 名文. 

ば 稍 劣 

は觀る ^ 

しか ど 一 


る 爲 に、 字 句の 上 

。 然し 徂來が 之 


者 多 


力 


堂 は 文に 長 じ、 絕海は 詩に 


て 、字句 も 稍 修ま 

り。 三善淸 行の 

る觀 あれ ど 佳篇 

き 者な し。 北條 

邦の 文 學に影 響 

し か ば、 經 學 詩 文 

長せ り。 殊に 絕 


り 罟れ り。 中に も 

意見 封 事 も 散文と 

多し。 源平 以後 武 

氏の 時 元 僧 來れる 

する 所 少し。 室町 

の學 共に 京都 五山 

海の 詩に 至りて は 


理由 あ る 事と 思 は る 

聖德 太子の 十七 條憲 

して 上乘 なる 者な り。 

門の 治と な り、 文 字 衰 

爲に ■ 鎌 食 五山に は 文 

に 至り 入宋. 入 明 の • 僧 

僧の 手に 歸 せり。 義 

海內獨 步と稱 すべき 


者 多し。 德川 初期の 文は義 堂に 及ばす" 


詩 は 固より 絕 海の 倫に あらす。 丈 山の 


获- 生徂來  一四 九 
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五 o: 


「白 倒懸 束 海 

の 


絕海 

子 に 

の 作 

派 の 

を 學 

作家 

も 何 

謹 園 

正德 

年 な 

も 初 

, 火 學 

入 り 


一 一 V 

は 語 

を 

詩文 

ぶ 者 

と な 

人 か 

隨筆 

四 年 

り。 

は pi 

彥 择 

一一 IJW 

し ま 


此 

力 

ォ 

ま 


、形 £■ 


• 初 め 


る 

者 

說 

な 


天」、 活 所の 「子 美 詩 中 一服 

如き 拙作な 

願 倒、 文 字 の 

に 力 を 

誤用の 作 

は ー點ー 

如し。 徂 

に膺ら ざ 


任 


な 


し 

注 

る 


。 其 

用 等 

ぎ 顚 

し 0 

二 樹- 

は師 

ベ 


力 


村 文 華 堂、 

筆 は徂來 

れ ば、 仁齋 

か 素行の 

。然るに 


田 

來 


往 

化. H 

ら 


.堯 夫 橋 上 聞」 等 は、 

吟 すべき 作 殆ど 

々 あ 

誤用 

V ぼ 

ォ \ィ 

石、 皆師 法に 從 ひ、 然 る 後 


當時傳 へて 絕唱と 稱し居 

なし。 其の後、 藤樹 


の 

來 


徂來 起る に 及び 此 

を 除く 事に 汲々 た 

謂 は ざ る 


功 


-. さ 


睪 

wit- 


ふ 

梓- 


の 

法 

ベ き 時期に 際し 

な り。 


れ ど、 

闇 齋. 伊 藤 父 

見る あ ，0 て 摸 擬 

. 是 を^て 蘐 Ji 

ベ からす。 譬 へば 書畫 


」 自家の 技 を 出して 

"るな り。 祖來 なくと 


堂上 

の 見 

る は 

と、 叉 林 

に 至り 


異 しむに 


て 其 


東 

說 


ら 


の 

す 

在 


を 


搫 

來 


せ 


徂 來の歿 

る 


が 幼時 一 

り しとい へよ- 

じたる を ^ て i 


の 

な り 

讀 誦 

，程 朱 

，徂來 


十四 

徂來 

た る 

よ り 

中 諸 


處に 蘐園隨 筆に 關 したる 辨明 あ. 5。  . 

蘐園隨 筆 一 書， 不伎 一 時， 伊氏務 張，， 皇門 庭， 所， 著、 當= 其 時， 實， 未. 聞， 道、 以. 今觀へ 之、 華. 辯 傷 

レ德、 徴識. 害. 道 云々。 答 島 謙叔書 二十 五 

不 ：！^ 往歲 作，， 蘐 園 隨 筆； 其 時 識見 未. 定、 ゆ 心 未. 消、 隨 筆 之 作、 自 書 以自翫 、聊以 消 間、 非，， 初 

以 示 X 也. 獨 奈， 誤 墮，， 剞 劂氏之 手； 5^ 公，， 諸 海 內ー云 々 。 答 山 書 二十 七 

不俊始 習，， 程 朱 之 學， 時、 作，， 蘐 園 隨 筆； 是 不 之 學未. 成 者 也 云々。 與敬震 安 書 二十 一一 一 

以上の 文に よ. -て、 蘐園隨 筆 は 徂來が 程朱學 派の 人たり し 時の 著に して、 服 部南郭 

の 物 夫子 著述 目錄中 に、 蘐 園隨筆 は徂來 中歲の 作に して 晚 年に 至りて は 用 ひすと 

い へ る は， 其 の實を 得た る 者な り。 徂來集 二十 七に 伊藤 仁 齋に與 へたる 文 あり。 

其 文に 「先生の 大 學 定 本. 語 孟 字義の 二 書 を 見て 節 を 擊て典 り、 眞 に 時流に 踰 ゆる 事 

萬々 な. 5 とせり。 居る 事  一二 歲、 本衙に 仕へ 子 固と 友た る を 得たり。 歲の 壬午來 

b  二」 ：15 を 同じく し、 事 を 共に せり 云 々」 と。 壬 午 は元祿 十五 年に して 徂來 三十 七歲 

の 時な， o。 本衙に 仕へ と は 柳澤に 仕へ たる 事なる べし。 徂來が 柳澤に 仕へ たる 

は 元 祿十 三年 なれ ば、 子 固が江戶に來，.^徂來と同僚とな，.^しは壬午の歲卽ち十五 
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年な， 9 しな， o。 居る 事  一二 年 

元祿 十二 三年 比な. 0 し な ら ん 

りし は 後の 「垂， 二 年 一仁 齋死而 報 

に 角徂來 は此此 仁齋を 尊敬し 

予 與，， 仁 齋 門人 邊子 固， 相 善、 遂 介. 紹 子 固， 以 寄 仁 齋； 其 意 則 謂、 定 交 之 後、 庶 有お 質，， 吾 之 

所， 未 者， 而 就， 其 正； 是 レ不ス 於 彼， 則 必 有. 益，， 於 我， 也， 子 固 亦 從 稱，， 其 謙虚 無 我， 弗 、予 

亦 旦夕 姨，， 其 報， 者 ま， 一 年； 仁 齋死而 報 不， 至 矣、 於 i 予稍々 疑. 之 也、 其 後 其 徒 刊，， 其 行 狀 

碑 51, 以 行，， 於 世； 則 卷後附 以，， 安 省 巷 及予寄 書； 於， 是 予叉愈 益 疑. 之 也、 及 is,, 其 所 J? 語 

字 義. 童 子 問. 大 學 辨 者； P 於 其 謂，， 宋 諸老先 生， 爲，， 禪 i; 朱 子 爲， 不 仁 之  <  則 足き， 其 爲， 入 

シノ  テツ ルテ  テスト モガ  タビク トレ ゾレ ンノチ 

也、 蓋 其 意 以. 立，， 門 戶爲. 務， 雖，， 我 書 牘 百 往； 其 何 容，， 人 言， 乎 

此の 事の 隨 筆に 記載され たる を 見れ ば、 隨 筆の 起稿 は 仁齋の 死後た る は 勿論に し 

て、 其 の 改說は 叉 其の後に あり。 之 を 以て 世に は 蘐園隨 筆 は 仁齋が 返書 を 出さ ざ 

る を 憤りて 作れるな， しんとの 說ぁ， 9。 上記の 隨 筆の 文に よれば 或は 然 らんと 思 

はる。 然し 其の 年代 は詳 ならす。 改說の 年代 も 不詳 なれ ども、 徂來集 二十 二に 與_ 一 


の 文に よれば、 大學 定本 等の 仁齋の 著書 を 見た る は 

。 仁齋の 卒した る は 寶永ニ 年 なれば、 徂來が 書 を 贈 

不， 至」 の 文に よれば、 寶永 元年 二 年の 間なる べし。 鬼 

て 居たり しなり。 蘐園隨 筆に 叉 左の 文 あり。 

_  シテ  チ テス  ニノ： チ ヘラ ク  ク： ラン テ シ 


富 春 山人， 書 あり。 初に 東 壁 遺文 上梓の 事を敍 し、 次に 「不俊 好， 古 文 辭； 足 下 所， 知 也、 近 


來間居 無 事、 輙 取，， 六 經， 讀 i 、稍 々 知 T 古 言 不 * 與， -今 言， 同お、 廼 11 采，， 秦 漢間 以上 古 言， 以 

而 後 悟， 宋 儒 之 妄，」 と。 之に よれば 徂來 が宋學 より 自己の 新說に 入りし は柬壁 

去の 後に あるな り。 東 壁の 死 は 享保四 年に し て、 田 中 省 吾が 富 春 山人と 號せ 

享保ニ 年 なれば、 其 改說は 享保ニ 年後なる べし。 近世 儒 林 年表に は 「享 保 元 年、 

以，， 明 李 王 說， 倡， 修 辭； 別 構， 二 格經 義，」 と あり。 享保ニ 年と すれば 徂來は 五十 歲此 

て、 此 より 十二 年後 六十 三歲 にて 卒し たれば、 論語 徵 等の 著 は 皆 此の 晩年に 屬 

甘雨亭 叢書に 收め たる 徂來の 孝經識 に、 

フテ  テメ テル ヨリ ル  二 ホル チ. 

歲 五十 之 後 、稍-' 得. 窺，， 古 學； 始 識， 漢 至，， 於 六 朝， 猶 有， 古 之 遺， 焉、 . . 

と あり。 此れ 亦 五十 歲後改 說の證 とすべし。 

先、 秦 古書 注 釋及校 勘 覆刻 

徂來 以前の 學 者の 讀む所 は 四書 五經大 全. 宋. 元. 明 人の 語 類. 語 錄. 文 集. 隨 筆に 止 

先秦 古書に 及ぶ 者 少し。 徂來ば 古文 辭を 修めた る を 以て 先秦 古書に 力 を 用 

荀 子. 讀 韓 非 子. 讀 呂氏 春秋 等の 著 あり。 門人 山井崑 は七經 孟子 &文を 著 は 

获 生徂來  一 五 三 


求. 

の 

す 一 


之、 

し 


ひ 

し 


て 
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の 先鞭 を 著け、 根本 武夷は 足利學 校の 論語 皇侃 義疏を 


校勘學 

文 孝經を 覆刻せ り。 是 よりして 學者 始めて 宋 元の 書 を捨 て S 々 

究に 進めり。 是れ亦 祖來の 學界に 於け る 偉大なる 功績と いは ざ 

很來學 識富膽 叉 頗る 才辯 あ，. -。 程 朱 及び 仁 齋を駁 する に 餘カを 

程 朱. 堀 河の 學者競 ひ 起り て 之 を 難 や。 蟹 養齋の 「非 徂來 學、」 石 川 麟 

づ 出づ。 養齋 は 三 宅 尙齋の 門 人、 麟 洲は 向井 三 翁の 門人に して 並 

皆 程 朱の 說を 主張す るの みに して 徂來說 の 根柢に 觸れ たる 者な 

に對 して 何等の 影響 をも與 ふる 能 は ざり き。 且其 門人 太宰春 臺 

郭. 安 藤 東 野. 平 野 金 華. 山 井崑 i^. 根本 武 夷の 徒輩 出 し、 經 學詩 文. 校 勘 

任と 爲 し 、拳 界の 旗幟 を 鮮明に したる を以 て、 天 下 皆 之れ が 爲に風 

の 世 と な れ り。 

祖 來の敎 育法が 詩文 才能 を 主と し 修養 を 等閑に し た る 爲に. 徂來 

芳洲の 如 き、 其 の 子 顯 允 を 徂來の 塾に 居 ら しめしが、 姑く して 徂來 

な れ ど、 人 を 敎 ふるに 德行を 先にせ ざ る を 以 て、 少 年 を 託す ベ. き 者 


一 五 四 

し、 太 宰春臺 は 古 

と して 古書の 硏 

る ベ からす。 

殘 さざる を 以 て、 

洲 の 「辨道 解蔽」 先 

に 朱 子學派 な ,o  。 

し。 故に 徂來學 

山縣周 寧 服 部 南 

- 古書 複製 を 以て 

靡 さ れ、 徂 來學全 


親 交 あ 

に 一 代 

あ . い す 


る 雨 森 

の 豪傑 

と て 塾 


を 去らし めた りと。 先哲 叢談 太宰泰 臺 の 

を容 れて禮 法の 士を容 る、 能 はす。 其の 

す。 二三の i: 生 亦 徳行 を：^ とせす して 唯 

拆 弛の 士多 し」 と。 親 友 芳 洲. 高 足 弟子 泰 臺 

し。 祖來は 長 人 安民 を 仁と 解し、 禮樂刑 政 

を輕視 したる を 以て 此の 如き 弊に，： E りし 

たるに 過ぎす。 宋儒 を有體 無用と 譏れ ど- 

なり。  是れに 因って 徂來歿 後、 室 鳩 巢 興り、 

倡へ、 天下 叉 程 朱學の 世と なれり。 然れ共 

くな h. て、 古 書と 宋 儒の 說と 異なる 所 あ， 0, 

寶曆 前後に 至り 所謂 折衷 家なる 學派 を 生 

上金峨 とす" 井上 金 蛾の 著に 經義折 衷. 讀 

山の 非 物 等 出て たり。 是に 因って 其學も 

大阪 の藤澤 東-ま は 徂來學 を繼紹 せり。 出 

荻 生徂來 


紫 芝 園 漫筆に 曰く 「徂來 は 能く 文才の 士 

人 を 取る に才を 以てして 德行を 以て せ 

文 學 の み を 稱 す。 是 を 以 て 徂來の 門に 

にして 此 の 言 あ . -。 其の 說 誤ら ざ る ベ 

を 人の 學と爲 し、 大 學正心 誠意の 修養 

な り。 孔子 修 己. 安 人の 道の 一 半 を 解し 

■ 徂來亦 有用 無 體の譏 を 免る る 能 は ざろ 

徂來說 の 風 敎に害 ある を 論 じ、 程 朱說を 

祖 來の學 風に 因りて 古書 を 讀む學 者 多 

。 叉 徂來說 とも 合 はざる 所 ある を 知り、 

する に 至れ り、 折 衷 派の 先 を 井上 蘭 臺. 井 

學 則 (讀 學則 未見) 五井 持 軒の 非 徵、 中 井 竹 

衰 へ た れ ど、 筑 後の 龜井 南淇 同じく 昭陽、 

羽の 庄內藩 は 維新 前 ま で 徂 來 學 を 敎 授 

1 五 五 


H 本 學史 


せり。 淸 朝に 於て 

子 文 は 其 の 前 に 

奥り し 者な り。 我 

祖來は 國文學 にも 

邊 志」 は 初 名 「蘐 園 談 

今 和歌 集の 故を载 

我 門の 五つ 本 枝 

寄 松 祝 

限りなき 齒 とぞ 

かくろ はぬ 國は 

正德五 年徂來 五十 

五井 持 軒 七十 五 

林 鳳 岡 七十 二 

佐 藤 直 方 六十 六 


の 校 勘 學は盧 文 

あり。 故に 盧. 黄 

邦の 校 勘 學者は 

通 じ 「南 留 邊 志」 の 


餘」 し」 

す。 

垂 れ 


し 

歲 


稱せ しょし 

蘐園雜 話に 

て 長き 日 あ 

松が 枝の 一 

じな 幾千 代 

時の 著名な 

森嚴塾 六十 

伊藤東涯 四 

三 宅 觀瀾四 


诏. 黃 1^ 烈等を 

の 學、 阮 元の 十 

崑崙の 後、 吉 田 

著 あり。 な だ 

蘐園雜 話に あり 

徂來の 和歌と て 

かぬ 鶯の 鳴く 


泰斗と すれ ど 山 

三 經校勘 記 等 は 

篁 墩. 岡 本 保 孝 等 

かなる 和文の 

. 叉 南 畝莠言 

左の 三 首 を 載 


ら 


葉 一 葉 一 

もとき j 

學者ー 


る 

十 


六 


にこ もる 千歳 は 

はに しげる 松の木 薩に 

を擧 ぐれば 次の 如し。 

新 井 白 石 五十 九 

室鳩巢 五十八 

梁 田蛻巖 四十 四 


一 五六 

井 崑嵛の 七經孟 

皆 3 昆 3^ に 因つ て 

な り。 

隨筆 なり。 「南 「留 

に 祖來 自書 の 古 

す。 


安積 潜 泊 六十 

三 宅尙齋 五十 四 

雨 森芳洲 四十 八 


蘐園雜 話に 「徂來 は 始め 茅場 町に 住 し、 夫 より 牛 込の 外に 徒 り、 叉 赤 城の 近所 神樂坂 

に 居られ、 叉 市 ケ谷大 住 町の 中の 町に 住居す 云々」 と あ.^。 徂來 が蘐園 し」 稱 せる は 

蘐を 茅と 譯 したる 爲 なり。 叉 著書 中に 牛 門 赤 城 等の 名往々 あ， り。 皆筑 土神 樂坂 

附 近 な るべ けれ ど、 今 不 詳。 
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藤 原 惺窝の 門 人に 林羅山 あ， り て、 羅 山 は 家， 娘の 拔擢に 因りて 靜 岡に 居 り、 家 .^ に 近 

侍 し， 家 0 卒 後、 江 nl' に 移り 文 敎を司 り、 鵞 峰. 鳳 岡續 いて 其の後 を 承け し 事 は 前に 已 

に 述べたり。 鳳 岡の 後、 復 軒. 鳳 谷. 鳳 潭 等は學 術淺陋 にして 唯 父祖の 餘 光に 因りて 

大學 頭の 位置 を 維持す る に 過ぎ ざ りしな り。 然るに 儒學の 硏究 は： n に 一 日と 進 

步し、 山 鹿 素 行. 伊 藤 仁齋. 荻 生徂來 諸氏 前後 輩出 し、 競 うて 程朱學 を排擊 して 自說を 

樹て 一 世 を 風靡した る觀 ありし が當 時の 林 家 及び 其の 門 流に 一 人 も皆此 等の 人 

と 對抗し 得る 學者 なかり しなり。 素行の 說は 皇室 中心 主義 を 以て 儒 書を說 きし 

を 以て 其の 精神に 於て は 何人も 異論な かりし が儒學 研究の 上に は 首肯し がた き 

所 あり。 且 幕府の 总 む 所と なりし を E:^ て其說 長く 行 はる 、 に 至ら ざ . り き。 仁齋 

は理氣 論が 程 朱と 異 な る 所 よ -^ 大 學. 巾 庸あ， 紫辭に 異說ぁ れ ど、 其 他 は 異 な る 所 少 

なき を 以て 程 朱 家も强 ひて 之と 爭は ざり しなり。 徂來に 至りて は 全然 程 朱と 同 


じから す。 且之 を攻搫 する にも 全力 を悉 し、 s: 人に も才 俊の 人 多くして 程 朱. 仁 齋 

を 攻撃す る 事を務 め、 躬 行 を 怠 り、 政 治. 詩 文に 專 なりし かば 識者 間に は 之 を 憂 ふる 

A. 多 く な り、 躬 行實踐 の學者 を 要望す る に 至れり。 此の 時運に 際して 出 で たろ は 

卽ち 鴻巢な b。 鳩 巢は徂 来より 長す る 事八歲 にして 徂來の 歿せる 時 は鳩巢 七十 

三歲 なり。 鳩巢の 學は羅 山と 同じく 惺窩 より 出づ。 惺窩の 門人に 松 永 尺 五 あり" 

尺 五の 門人に 木 下嚼庵 あり。 故に 今 其の 前に 溯り 尺 五. 喷 庵 及び 新 井 白 石 を敍し 

て 鳩巢に 及ばん。 

尺 五 は林羅 山. 堀 杏 庵. 那 波活 所と 共に 惺窩 門の 四 傑と 稱 さる。 尺 五の 父 負 德、 和 歌 

を 細川幽 齋に學 びて 名 あり。 尺 五 年 十八、 豊臣 秀賴の 爲に大 學を講 す。 大阪の 役 

後 板 倉重宗 京都 所 司 代と な り、 尺 五 を 招きて 常に 其の 講說を 聞 き、 堀 川に 其の 講習 

所 を 建て 講習 堂と いふ。 講習 堂の 落成 は 石 川 丈山賀 詩の 序に 慶安戊 子と あれば- 

慶安 元年な り。 同 序に 講習 堂の 地が 御所の 附近に ある を以 て 「去. 天 尺 五し の 文 あり。 

此に 由り-て 視れ ば、 尺 五の 號は 講習 堂の 地が 御所に 近き を榮 としたる 爲 ならん。 

近代 著述 目 錄に尺 五の 著と して 五經 集注 首 書 五十 七. 四書 事 文實錄 十四. 古文 後 集 

室鴻巢 附木 下嚼庵 • 松 永 尺 五 • 新 井 白 石  一 五 九 


cn 本 儒學史 

首 書. 三 體詩首 書. 春秋 胡傳集 解. 本朝 文粹の 和點を 載せ、 通行 本 詩 

習 堂寸雲 子昌易 謹書と し て 「余 敎 授 之 暇、 採， ー摭 元 明 諸 儒 之 說： 以 便， 

あり。 昌易は 尺 五の 子な り。 父の 首 書に 本 づける か 未 Ji。 尺 

尺 五名 は遐 年、 通稱昌 三。 子昌 易、 永 三克く 家聲を 落さす と い ふ 

に 「已 巳 六月 二 日、 先師 松 永 先生 三 十三 年 之 諱 日 也 云 々」 と あ り。 

して 前 三十 三年 は明曆 三年に 當るを 以て 蓋し 歿年 六十 六。 尺 

宇都 宮遯 庵. 安 東 省 庵 出 づ 。先哲 叢談 

木 下 順 庵 名 はほハ 幹、 字 は 、通稱 平 之 允、 叉 錦 SI の號ぁ b 

人。 

暱庵 幼少より 善く 書 を讀み 字を寫 す。 年 十一 It 太 If 頌を 作る。 大 

奇 とし 奏上す。 天皇 明 正 天皇 大に稱 賞し 給 ひ錄用 せられん とせる 

其の 事 中止せ り。 旣 にして 松 永 尺 五の 門に 入る。 學 成り 江 11; に 

すして 京師に 歸る。 加 賀前田 侯 之を聘 して 藩儒と せんとし たる 

先生の 子 サ水、 家 學を 承け 未だ 仕途を 得すして 家 節 る 貧 し。 願く ば 
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集注の 卷 尾に、 講 

志 後學之 徒，」 ，こ 

の 著 皆 未， 見。 

宇都 宮遞 庵の 集 

巳 は 元祿ニ 年に 

門に 木 下 順 庵. 


恭靖 と私諡 す。 京都 d 


納 言 烏 丸公 之 を 

が、 宮 車 晏駕し て 

來 、り し が、 志 を 得 

時、 順 庵、 先 師松永 

先 づ彼を 用 ひ ，い 


れ よと。 侯 之 を 聞き 二人 を 召して 藩儒と せり。 順 庵 加賀に 仕へ たる 時 五百石な 

りしと いふ。 この こ と、 太 宰春臺 が 平 田 公信に 與 へし 文中に あれ ど、 最 初より 五 百 

石な りし か、 增 俸して 五百石に 圭 りし か不， 詳。 天 和 二 年 幕府 儒官に 擢用 さる。 時 

に 年 六十 二。 順 1STK—g>  r 年 十二月 一、 一十三 日 卒す。 年 七十 八。 池 上 本 門 寺子院 

に 葬る。 後 小石 川 大塚先 儒 墓地に 改葬せ り。 

歿する に 臨み 遣 言 して 孝經ー 卷を棺 中に 收 めしむ。 順 庵の 性行 此の 如くなる を 

以 て、 門人 皆 躬行 實踐を 重. ん じ. 風 流 溫雅を 務めと せり。 故に 木 門の 諸子 は 皆 上品 

にして 蘊藉 あり。 宋 の慶歷 諸賢の 風 ありて 人の 仰望す る 所と なる。 而 して 鳩巢 

の 經 學、 白 石の 邦制國 史、 南 海の 詩文 は 特に 傑出せ る 者な り。 

概庵は 人材 を敎 育す る を 以て 任と し て、 學 術の 研究 を 務め ざり しか ば、 著 書 も餽里 

先生 文. 集 十 冊、 班 荆集ー f 晋- あるの ぶ。 純然なるgf朱家な.^。 唯 其の 門下に 人材 輩 

出して 前後に 比類な き 盛況 を 致せり。 柴栗 山の 錦 里 先生 文集 序に 順 庵 門に 人材 

の 多き を敍し て 「大 政に 參謀 せる は 新 井 白 石. 室 鳩 巢. 外 國 に應對 する は 雨森芳 洲. 松 

浦 渡 沼、 文 章 は 祇園 南 海. 西 山 健 甫. 南 部 南 山、 該 博 は 榊 原 篁 洲、 皆 絕 偷の材 なり。 其の 
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他！： 島 石 I 个 H 田 竹 鬧- 

此の 外 三宅觀 瀾も贩 

文 學にカ を ^し 以て 

^奥 を稱 首と す。 

新 井 白 石 名 は 君.， 1、 字 

せ ら れ 筑 後 守に 任 せ 

常 陸の 人、 久 留利 土星 

白石舉 問多識 にし て 

り。 儒學 者と しての 

史餘論 等 尤も 名高し 

多く 書を藏 せる を以 

り、 其の 女に 配し 納れ 


-堀 山 甫. 向 井 槍 

庵に 就學 せり 

太平の 治 を 致 

はお 巾、 通稱 勘" 

ら る 。 

侯に 仕 ふ。 

叉經 世の 才ぁ 

著な し。 善く 

0  二十 一歳の 

て 白 石 就いて 

て 場と 爲さ. 


村 北海の 曰 本 詩史に 「咳 唾 成. 珠、 囈 語 
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洲. 石 原 鼎 庵 等 亦 得 易から ざる 者 云 

" 此の 諸子 皆 程 朱學を 以て 一方に 

せり。 盟 なりと いふべ し。 服 庵 門 

wrt  、江 戶の^ な， り。 幕府に 仕へ 從 

3. 月 十九 日 卒す。 年 3=1^0 白 

り。 經義は 長す る 所に あらす。 尤 

邦文 を 以て 書 を 著す。 折た く柴の 

時 父久留 利を辭 し貧甚 し。 時に 富 

書 を 借る。 瑞軒白 石が 他日 貴顯な 

と 欲せし が、 白 石 おんせ す。 白 石！ 

諧. 韻」 と い へ る 者過譽 とせす。 題-一 肖 


々」 と あ り-。 

卓立し、 政治 

に て は 白 石 • 

五位 下に 敍 

石の 父正濟 

も 詩に 妙な 

記. 藩 翰 譜. 讀 

商 河 村瑞軒 

るべき を 知 

才 あ り。 江 

像， 詩 に 曰く、 


蒼 顏 如. 鐡 驚 如 k  、紫 石稜々 電= 射 人； 五 尺 小身 渾 是 膽、 明 時 何 須 麟： 


平生 大志 あ，.，。 常に 曰 く 「大丈夫 生 不. 得 = 封 侯； 死 當. 爲，， 閻 羅，」 と。 叉 一 曰 友人の 

ぐ、 主 人 容奇の 二字 を 書して 詩 を 求む。 白 石 直ちに 左の 詩を賦 せり。 

曾 下， 驗 錄， 初 試. 雪、 紛 紛 五節 舞 容閑、 一. 痕 明月 茅 淳 里、 幾 片 落花 

跡； 捲. 簾 淸 氏 對：， 龍 顏； 盆 梅 剪 盡 能 留. 客、 濟 得 隆 冬 無， 限 難、 


滋 賀 山、 提. 劍 膳 


白 石 は 

く ベ し- 

白 石、 文 

以 て、 志 

室鳩巢 

あ.^ し 

する 餘 

な り)。， 

王より 


に 雪 を 容奇と 書 せ るを以 て、 主 人 は 

之 を 知り 每句 我國の 故事 を 以て； ii^ 


之 を 以て 白 石 

を賦し 之に 答 


の 才 

へ た 


昭 公家 宣 を 輔け大 に爲す あらんと 

を 伸ばす 能 はす。 次の 有 章 公家 繼 

を 用 ひて 白 石 を 退けたり.。 白 石が 

な ら ん も、 日 本國 王の 件 は 確に 其の 

り 京都 禁闕 に擬 せる 事  一二 條 あり. 

白 石 在職の 時に、 朝鮮 國 使者 來聘の 

幕府へ 呈 する 書面な り。 幕府の 復書は 從前は 源 某の 

^1 附 木 下 g- 庵、 松 永 尺 五、 新 井 白 石 


せし が- 

も 三年 

有德公 

一 な る 

しとい 

事 あ J 


-文 


昭 公 

し て 

用 ひ 

し。 

. (幸 

其 の 


學 

る 


卒し、 

ら れ 

此 の 

町 の 

携 ふ 


を 

な 


試みた 

り 其 


にて 卒 

德 公吉 宗 

り し J ん種 

にも 德川 

と 芝 口 四 

所の 國書 

名な りし 
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家： を 過 

臣 尋，， 虎 

な -。 

敏 才 驚 

たる を 

を 嗣 ぎ、 

の 事情 

を 尊 崇 

門の 件 

朝鮮 國 

り。 然 


本！！  £3- 史 

るに 此の 時の 使者 は、 朝 鮮が國 王の 書なる を 

鮮國 王と 日本 國の 臣下と 交際す る は 對等を 

と 申し出でたり。 朝鮮より 言 へば かく ある 

くる 能 はすして、 日本 國王源 某と して 復 書し 

皇族 は 王と 稱 する も 可な り。 幕府 は 淸和天 

れば 皇族なる 故 に、 王 と稱 する も 可な. 0 と。 

を 以て 名分 をみ だる 者と し て、 白 石に 書を與 

にあり。 芳洲の 意見 は 「王 號は可 なれ ど も、 幕 

王と 稱 すべし。 日本 國王 は斷 じて 不可な り 

王 號を用 ひたる 例 は 漢代を 引く まで もな く、 

むに 足らす。 唯 日本 國王は 名分 上よ， 0 許す 

深 か ら し め ば、 此 の 如き 誤 はな かりし ならん- 

鴻 巢は備 中英賀 郡の 人な り。 名 は 師禮字 は 

ふ。 侯大 學を講 せし む。 義理 頗る 詳 明なる 
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以 て、 復 書 も 曰本國 王と i 求せ ざ れ ば、 朝 

失する を以 て、 其 の 書 を 受取る 能 はす 

ベ き は 當然の 事 なれ ば、 白 石 も 之 を^ 

たり。 白 石 は漢の 諸侯 王の 例 を 引き、 

皇 より 出 で た る を 以 て、 其 源に 溯の ぼ 

白 石と 同門なる 對 馬の 雨 森芳洲 は 之 

へて 之 を 論じた. 9。 其の 文 橘 窓 文集 

府が之 を 用 ふると なれ ば、 須 く 武藏國 

云々」。 是は劳 洲の說 の 如し。 皇族が 

• 平安朝に 前後の 中 書 王の 例 も あ り、 異 

ベ からざる な り。 白 石 をして 經學に 

リ 白 石 に 尋 い で 起 る を 鳩 $染 と す。 

汝 玉、 通 稱新 助、 年 十五 加 贺前田 氏に 仕 

を 以て 之 を奇と し、 京 師に往 き 木 下. 戦 


庵に 就擧 せし む。 正德 元年 幕府に 仕へ 頗る 信任され、 公 命 を 以て 六： i 演へ衍 に 作る 本 

ぁリ) 義大 意. 五 偷 五常 名義 を 撰せ り。 

鳩巢 常に 護 園の 徒と 互に 相輕ん す。 一 日 平野 金 華來り 文章 一 篇を 出して 正 を 乞 

ふ。 乃ち 二十 字を删 りて 五十 字 を 益す。 金 華 喜ばす して 去り 之 を 服 部 南 郭に質 

す。 南郭 決する 能 はすして 叉 之 を 徂來に 質す。 徂來鳩 巢が修 むる 所 を 見て 「此の 

如くして 始めて 文. を 成 す」 と いへ る を 以 て、 其 の 徒 始めて 鳩巢を 重ん すと い ふ。 

鳩巢程 朱說を 墨守して、 深く 異義 を 倡 ふる 者を惡 み、 答 鈴 木處齋 書に 「闇齋 の 論が 理 

一 に專 にして 分 殊に 略 し、 君 臣の 大義 ある を 知り て、 湯 武の放 伐と 君臣の 義と 並び 

行 はれて 相 悖らざる を 知らす。 叉 敬 義に內 外 ある を 知りて 、修身 以上 を 以て 敬以 

直， 內 と し、 齊 家 以下 を義以 方. 外 と爲 すの 不可なる を 知らす。 其の 他の 所 1 多 く 一 

理を 固執して 分殊を 察せ す、 神 道 に 流る、 所以 な り」 云 々 。 叉 題 = 高 木 氏僞學 論 一文 に 

『古より 邪 說の道 を 害する 者 多 けれ ど、 未 だ 近世の 如く 甚 しき 者 あらす。 曰 く 「大 學 

は孔 氏の 遺書に あらす」。 仁齋 曰 く 「道 は 天より 出で す、 道 は 事物 當然 の理 にあら す/ 

徂來 此 等の 說 をして 數十 年の 前に 出で しめ ば、 庸 人孺 子と い へど も 亦 其の 妄を知 
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H 本 儒 M.;- 史 

るべ し。 今 は 世の 師儒 


はなし。 人心の 日 

あ ら ば、 必 す 海內の 


空 ^ー吕 虛文を 

て 正に 歸せ 

鳩 巢が義 人 

ば、 元 祿 十 六 

著 は 賜.. 死 よ 

比， I 之 を 非と 

石 論 ありて 

事 文と g: 十 

俾 ふる 所と 

所な らん 

し 之 を 義士 


抑 へ 人 

ん」 と。 

錄を作 

年 十月 

-九ケ 

して 論 

亦 之 を 

七士各 

大差な 

ft?  «ft  J 

とせる 


に ft- 

書 を 

心 を 

れ る 

に し 

月 後 

述せ 

非と 

人 の 

し 0 

世論 

は 春 


と稱 する 者 白 之 

はれる は悲 むべ 

聚め 無用の 書 を 

しくし 邪說を 


や、 5^  二 力 

力 f に i 

し 云 々」」。 


正 

て 

異 


は、 太 宰 春 

四十 七 人 

り。 四十 

所 あ り (春 

り。 蓋し 

傳を 漢文 

此の 人々 

反抗し 四 

の 條に述 


か さ れ、 其 說 を 

叉 答 遊 佐木齋 


火 

拒 


臺 の 

七士 

臺 の 

當 時 

を 以 

を義 

十七 

ベ た 


き、 天 

ぎ 是 

に 述 

其 の 

擧 に 

己 に I 

1  一一 3  、； W 

と し 

を 義 

予 が 


下 

年 


の學者 

如くす 


も、 鳩 

月 四 

, 佐 藤 

り )0 

ら ん 

る 書 

を 錄 

せ る 

大差 


に 詔し 

る事數 

巢の著 

日な り 

直 方. 荻 

寶曆十 

。 義人 

にして、 

したる 

說は義 

な か る， 


一 丄ハ六 

崇で之 を 信せ ざ ろ 

書に 「如し 王者 起る. 

て 體察踐 行 を 務め、 

年なら ば 天下 始め 

は 其の 自 il^ によれ 

. 然 らば 義人 錄の 

生 祖 來. 太 宰 春 臺 等 

一 年に 釋大 我の 楠 

錄は 天使 奉迎の 記 

記事文 家傳は 世に 

が、 鳩 巢の意 ありし 

人錄に はなし。 然 

ベ し。 


閽齋學 が理ー に專ら にして 分 殊を略 

の 放 伐 を 引ける は 不可な b -。 湯武の 

上より 之 を 論 すれ ば、 許 すべ か ら ざ る 

るな り。 漢 代に も孝景 帝の 時に 此の 

代 李 覯. ：！^ 馬 光 等が 孟子 を 非難せ る も 

して 看過す ベから す。 敬義內 外說は 

なる 爲に 師弟の 義を絕 ちた り (直 方. 綱 

程 朱 家の 言 として は 無理な き說 なり" 

と は寬政 異學禁 の. 導火線と なりし な 

の 相違な b,。 訓育 を 主と すれば 鳩巢 

の 承認 を 得が たし。 學者は 注意せ ざ 

ゆ" 巢は程 朱の 正 派 を 承け 徳行 を 本と 

る 所な し。 大 學新疏 にも 特 見なし。 

^巢の 學說に 就いては 右の通りなる 

室鴻奧 附 木 下 W 庵 . 松 永 尺 五 . 新 井 白 石 


すと 評した る 

放 伐 は 革命 を 

事な り。 故に 

問題 起 しだ 

亦 此の 問題の 

閣齋の 誤なる 

齋の條 に 述べ 

. 王者 起る あ 

らん。 訓育 を 

の 言 も 一理 あ 

るべ か ら す。 

する 學 者な 


は 可な り。 唯 其の 一 

因習と せる 支那に 於 

齊の宣 王 は 之を孟 子 

，景帝 は 之 を 不問に付 

爲 なれば、 之 を 分殊を 

ベ し。 直 方. P 齋等も 

たり)。 仁齋. 徂 來に對 

らば 天下 異學の 書 を 

主と する と、 硏 究 を 主 

れ ど 、研究に g 瞼な き 


例に 湯武 

て も 倫理 

に 質した 


-。 宋 

ら すと 

に反對 

る說は 

く ベ し 

すると 

は 世人 


が 験 臺 維 話. 


る を 以て 學說に 就いては 發 明す 

驟臺祕 書に 當 時の 政治 風敎 上に 

一 六 七 


關 する 說 

月 中句 鳩 

に 成れる 

た る. 隨筆 

三條 あれ 

多し。 唯 

ど 正 成 は 

ら す」 と い 

其 の 出處 

理 にて 徵 

力 良 力 菊 

以て 天下 

ベ し、 殊 に 仰 

を 常と し、 朝 


H 本^ 舉史ー 

あう。 次に 

翁 駿 ま 


書 

を 


の 

ど 

fu^ 日ソ 

な く 

中此 

き 

慕す 

夕 を 


に て 

よ 歸 


も 


を 

ベ 


き 


保 た 


述 ベ ん- 

の 草の 

年 に て 

文章 も 

學 の 立 

じ て 「諸 

の徵に 

大 なる 

こ .i せ 

進み出 

を 見 て 

始終 少 

は 天下 

ざ る .3.  : 


巷 

卒 


葛 


て 筆 


せ A 

よ り 

じ 

る 


巢を 

も ！& 


を 

仁. 

朝 


罵 

楠 


鳩 奥 

る」 と 

ま. 智. 


賢 

の 


三 


の 自序 あり 

あ (享保 十 

の 五 冊 あ 

上 品 

臣 を 

一 一 05 


言 

武， 


正 

す- 

間" 

の 


成 

〕 

る 

み 


な 

評 


に 笠 置に 行 け 

. 劉 備と孔 明 


率 


土 


名 

に て、 

將男 

子孫 


-是 

曰 

才 


七 


葉 堅 


其 

說 

す 

逼 

も 


一 六 八 

文 「享 保 壬 

鳩椠 七十 

兼 好の 徒 

く 所 異 學 

者に て 取 

て草盧 を 

出 處孔明 

間に あら 

あ ら さ る 

へ 力ら す 

然し 叉 曰 

し き を 

時勢に 附 

を 守 り、 一 


子の 歲九 

五 歲の時 

然 草に 似 

の 批評 二 

るべき 听 

出で たれ 

と 同じ か 

す。 故 に 

な しの 道 

. 高 山 彥 

く 二 城 を 

ひ は か る 

きて 反側 

門 闔族心 


を 壹 に し 

類 な か る 

は 異 む ベ 

駿 臺 祕 書 

たる 書面 

の 甲子 月 

ざる 事 を 

年 力 か々 

きての 答- 

を戒 むる 

へ 或は 別 

な り」 と い 

道 を 止む 

なり。 財 


を 戮 せ、 备 

し 云 々」 と 

。此外 は 

將軍 家の 

集めた る 

に 付 

ベ た 

卽 ち 

政 及 

，其 他 

川 を 

り。 

し と 


る 書 

六十 

養子 

三 四 

掘 - 

火災 

い へ 

い て 


身 

皆 

內 

一 _ 

フ 


の 


附 木 下顺庵 


を 以て 國に 報い 三代の 間 一 人 

楠 氏の 忠誠 を 認めざる にあら 

平 允の 說 にて 政治 敎 育に 從事 

命に よ， り 有 馬 兵 庫加納 遠 江 守 

な-り。 年代 不明 なれ ど 「壬 {3； 十 

被 遊 旨 御 尊に 付 申 上 候」 との 端 

あり。 壬•^a-は享保七年 に て 鳩 

四 歳の 時な り。 書中 治水に 付 

付 答、 諸 大名 參觐 交替に 付 答、 御 

あり。 治水に 關 する 答 に 「川筋 

勢 を 殺ぐ より 外に 道 な し、 堤 防 

對 する 答 書に： 水道が 出 來て以 

。 是は 支那の 地 脈を絕 つの 說 

答 は 「幕 府直臣 の 祿は是 迄 通り 

• 松. 水 尺 五 


も „1!^ 心 ある を 聞か す、 古 今 比 

ざれ ど尙 上文の 如き 論 ある 

する 人 はー讀 すべき 書な り。 

よ， り 鳩 巢に問 ひたる に 答へ 

二月 廿 六日に 東照宮 御 誕生 

書 に て、 誕 生 祝 は 古 鱧に あら 

巢六 十五 歲の時 なれば 其 前 

き て の 答、 江 戶 火災 多き に 付 

家人 救助の 件、 將 軍 家の 奢侈 

可成 眞 直にし 常に 下流 を や は 

のみに 依賴 する は 尤も 危險 

來火， 多くな りし を 以て 水 

に 基づけ り。 謂 はれな き 事 

永世 祿 とし、 以加增 叉 は 新し 


新 井 白 石  一 六 九 


H 本 儒 學史 

く 召し出され たる 者 はす 

養子 相續を 許さ れ 居りし 

り、 是 世 祿の家 を 減少す る 

參觐 交替の 事 は此時 隔年 

て 隔年と す ベ き 旨 を  一一-; a へ 

り 貧しき 者に 貸して 一 時 

に委 すべから すと いへ り- 

鳩巢の 門人に は 河口 靜齋 - 

尤も 著る。 鴻 萬と 同時の 

等 ありし が、 學問 上の 識見 

く 萌 芽 を 生 す る に l^ti  b た 

W~ 熊 は 享 保 .F 九 年 八月 十 

隣 W 俗 御厩 iSE と稱す る 地 

庶民の 戶籍を 寺院に 管理 


ベ て 終身 祿と 

が、 今後 は 養子 

方法な り。 

制を廢 し、 半 年 

り。 御家人 救 

の 急 を 救 ふ ベ 

. 大要 上記の 

綾部 n 牵屮 村 

程朱學 者に は 

が 他派 を 抑 ふ 

り。 鳩巢 卒す 

二 日 卒す。 5f 

私有 墓地に 葬 

せ し め、 葬 祭 は 


す る 事、 叉 舊 家の 家臣 

は必す 親族 屮 よりと 


在 江戶、 

助の 法 

しとい 

如 し。 

蘭 林. 中 

水戶の 

る 力な 

る 年 蘭 

七十 七- 

る。  幕 

佛敎 に， 


府 


年 

し 

積 

0 

三 

ふ 


て 一 面 

U 叉 物 

皆 採用 

里. 多 田 

澹 泊. 大 

一 方 に 

十歲な 

葬の 禮 

島 原の 

べき を 


と 


さ 


is 


を 


ケ 


一 七 〇 

死し 相續 人な き 時 は 

定 め ら る ベ し」 と い へ 

したる に對し (伋舊 し 

奢 侈 を 禁 じ 紙 散 S を 作 

高 底 の權を 商人の み 

れざ りしなら ん。 

齋等 あり。 中 村 蘭 林 

の 三 宅 石 庵. 向井；^ 洲 

井上 蘭臺の 折衷 學漸 

以て 小石 川 護 國寺東 

後 耶 蘇 敎を國 禁 と し、 

したる が、 獨 り水戶 の- 


德川 氏の み 佛敎に 依らす して 儒 葬 を 許さ 

林 家を始 とす。 其の 次 は鳩巢 なるべし。 

恫庵. 古 賀茶溪 皆此に 葬る。 世人 儒者 捨て 

改稱 せり。 

井上 蘭臺 


れ たり。 諸士 にて 儒 葬 を 許された る は 

此 の 後 ^1 田 寒 泉. 柴 野 栗 山. 古 賀精 里古賀 

場と 稱 せり。 明治 年中 大嫁先 儒 墓地と 


蘭 臺名は 通 熙、 字 は 子 叔、 其 の 先 周 防大內 氏に 任へ 陶晴 賢の 難に 殉 じて 死 し、 大 內 氏 

亡び 民間に 隱る。 後世々 醫を 以て 業と す。 蘭 臺の父 通 翁、 寬 文中 江 戶に來 り、 甲 府 

侯德 川家宣 の侍醫 となる。 家宣 宗 家を嗣 ぐに 及び 從 うて 江戶に 移り、 後江 戶に住 

す。 断臺， 寶， 永， 1T3,Z 、十 一 歲 詩を賦 して 曰く 「天邊 雲 物改、 海上 曰 華 新、 先" 酌.； 屠 蘇 酒，？ 

キテ 二  V  二 

趨& 獻， -老 親，」 通 翁 之 を 觀 て 儒を學 ばし めて 曰 く 「當 今の 學者 多く 奇僻 怪異の 論を爲 

し 世俗 を 驚かす。 皆識量 偏狭の 致す 所な り。 汝 此の 輩に 效 ふなかれ」 と。 蘭臺ニ 

十三 歲林鳳 岡の 門に 入る。 享保年 屮鳳岡 命 を 奉じて 官 庫の 書 を 整理す。 蘭臺亦 

井上 蘭 a  一七 一 


本 儒 史  一七 二 

此の 事に 與る。 故に 人 呼んで 蘭 臺と稱 す。 元 文 五 年 備前池 田 侯の 召に 應 じて 敎 

授の 職に 任 す。 然 れ 共 多く 江 月に 在，.^。 蘭 臺 林 家に 學ぶ とい へ ど も 伊洛の 學 を 

信せ や。 讀 一一 鳩 巢室 先生 文， を 作-り、 鳩 凝が 朱說を 墨守せ る を 難 じ、 且 つ 幕府 官學必 し 

も宋 儒に 依らざる を辨 じたり。 其 說に曰 く 「國 初官 板の 諸書必 しも 皆 程 朱の 書な 

らす。 享 保 中 物 觀 氏 に 命 じ 山 井 鼎 作 る 所 の 七 經 孟 子 ^w- 文 を 校 訂 し 上 梓 し て 天 下 

に頒 てり。 鴻巢亦 此の 事に 與 かれり。 其の 書 は 皆 古 注疏な り。 蓋し 諸家の 學、 義 

相反す とい へど も、 之 を 並置し 必 しも 相 因らざる な り」 と。 叉羅 山が 家康の 前に て 

論語 郷 黨 篇 「廐 焚 子 退， 朝 曰、 傷， 人 乎、 不， 問， 馬」 の 章 を 講じた る 時、 家 m が 「不」 を 讀 ん で 「否」 と 

爲 して は 何 如と 問 ひたり。 羅山曰 く 「如 し國廨 ならば 馬 を 問 ふ 事 ある ベ けれど、 是 

れは 孔子の 私 廐なる を 以て 不， 問 fe を 可 と す る」 と 答へ たる 事、 羅 山 文集に あり。 是 

に 依りて 觀ろも 家 厳の 意 も 朱 子に のみ 依れる にあ ら ざる を 知るべし と。 不を 讀 

んで 否と する 說は 陸德 明の 經典釋 文に あり。 曰 く 「傷， 人 乎 絶句。 ー讀 至， ー不 字ー絕 句」 

と。 家 废は釋 文の 說を擧 げたるな り。 朱 子 は 古注に 從 へり。 

X 答& 正 舒， 耆 に 「心 性の 說は學 問の 先す る 所に あ ら す。 故に 六經之 を 論せ す。 孔 


子 亦 罕に之 を 言 ふ の み。 子 思. _.}^ 柯に 至って 首め て 之 を 倡 ふ。 而る後 性 道の 說紛 

々として 起- 9 宋 儒に 至 .0 其 弊 極まれり」 と。 叉 曰 く 「熙 幼に して 孤 貧、 師 保の 訓 なし。 

然り とい へど も 詩. を 誦して 雅頌 ある を 知 り、 書 を 讀 み て 堯 舜 ある を 知れり。 後 困 

學 二十 年に して 益々 仲 尼の 道 を 信せ り。 何の 暇 ありて か宋 儒. 伊 藤. 物 氏の 學に及 

ばん や。 仁齋は 自ら 古 學と稱 すれ ど、 宋 儒の 弊 を 免れす。 物 氏は辨 道. 辨 名. 論 語 徵. 

學庸解 を 作り たれ ど、 語 孟 字 義. 大 學 定本.. 中庸 發 揮と 擇ぶ所 なし。 兩 者の 是非 は予 

が 知らざる 所な り」 と。 之 を 以て 蘭 臺の學 が 朱 子. 仁 齋. 徂 來 以外に 一 家の 識見 ある 

を 知るべし。 然れ 共蘭臺 一家の 說を 立つ る を 欲せす。 門人 を敎 ふる も备其 好む 

所に 從 はしむ。 門人 井上 金 蛾に 至って 始めて 折 哀學を 以て 顯る。  、 

蘭臺 著書 目 

周易 古注 校  十卷 

詩經 古注 校  二十 卷 

左傳 異名 考  一 卷 

七 才子 詩集 解  三卷 
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圆南稿 

馴象 俗談 

臺 學 の傳統 

井大室 


七 四 


井上 蘭 臺， 


Tts  J  P 日ソ 

. 井上 金 峩， 


卷 


卷 


.龜 田鵬齋 —山屮 天水 

-原 ii; 齋 —小川 泰山 

1 山 本 北. H— 

一— 吉 田篁墩 —大田 錦 城— 海 保 漁村 


井上 金 a 


金 峩姓は 井 

ひて 學 び、 後 

し、 是 に 因つ 


上、 名 i  ^ 一  々十 は 

に 井上 蘭臺に 

て 其の 名大 に 


純 卿、 金峩は 其の 號 なり。 江 月 の 人。 始熊 峯川濟 之に 從 

學ぶ。 二十 五 歲の時 徂來の 論語 徵を駁 し、 辨 徴錄を 著 は 

顯 はる。 父 喜 庵醫を 以て 常 陸 笠 間 侯に 仕 ふる を 以て 笠 


間に 在りし が、 父 卒して 江 戶に歸 り 駒 込 吉祥 寺 附近に 居 り、 帷 を 下して 生徒に 敎授 

す。 送，， 堅 孟 師， 序 に 「余 祿，， 仕 侯 國； 先 人 下 世 乃 致 臣 而 去、？ 居 于 駒 郊； 以，， 敎 授， 爲 J 未、 吉 祥 

寺 僭 之 好， 一斯 文， 來 及-我 門， 者、 前 後數百 人」 と。 明 和 二 年 多 紀藍溪 の 父 某 幕 命 を 以て 躋 

壽館を 建て 醫生 を敎 導す。 因って 金 3 我 を 館 中に 聘 して 學政を 總理 せし む。 後 二 

本 松の 丹 羽 氏、 中 村の 相 馬 氏に 聘 せられて、 封 内の 政に 任じ 皆 成績 あり-。 安永 九 年 

東 叙 王に 侍して 經を 講じ、 天明 四 年 六月 十六 日 卒す。 歲五 十三。 芝 青松 寺に 葬る" 

金峩の 碑文 を 撰せ る 劉 蓝とは 幕府の 侍醫多 紀藍溪 なり。 松 子 容に答 ふる 書に 金 

峩 著書の 顯 末を敍 す。 曰 く 「讀 學 則. 辨 徵錄ニ 書 は、 其の 版災に 罹り 今 皆 亡び、 孝經集 

說は 之を更 張して 重刊せ り、 論 語 集 說は災 後重刊 せす。 三 禮の相 合 は ざ る 者 を 取 

り參 互して 之 を 定め 三禮斷 と名づ く。 詩 書 亦集說 あれ ど 未だ 稿を脫 せす。 左傳 

筮說已 に 緒に 就けり。 叉 周易 彙考 あり。 僅かに 此卦に 及べ り。 此 の 外 漫錄. 抄錄. 

病 間 長 語. 易 學 辨疑. 經義折 衷. 緒 言 あり。 (經義 緒 言 な ら ん I, と (金 i 找焦 餘稿卷 七)。 此の 文 

に 匡正 錄の 目な き は、 蓋 し 松 子 容に答 ふる 書の 後に 出來 たる 爲 ならん。 匿 正錄卷 

末 に 「安 永 丙 申 之 秋 刻， ー于 家 塾 J と あり。 安永 五 年に して 金峩の 卒する 八 年 前な り。 
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經 義折哀  ー卷 

卷 末に 「明 和 改元 之 冬、 刻 芋 家 塾； 附- 錄 續 刻 こと あり。 金峩 三 十三 歲の 時の 著 な り。 

經義 折衷に 論す る 所 は、 朱 熹. 王 守 仁. 伊藤 仁 齋荻生 徂來の 四 家な り。 初に 略 傳を揭 

げ、 次 に 家 言 の 目 を 立 て、 其 學 說の大 綱 を 揭 げ、 次 に 引據經 語の 目 を 立 て、 其 の 說の根 

據 とせる 經語を 揭げ、 次に 各 家の 學說 に據 りて 一 篇 の 文 を 作 り、 終 り-に 自己の 說 を 

敍 して 其の 取捨す る 所 を 示せり。 折衷の 名 ある 所以な り。 朱 熹の家 言 と し て 「人 

欲 淨 盡、 明 德 曰 新-一天 理 流 行 乃 至き 人，」 と 云へ り。 朱 熹の說 を 概括す る 時 は 此の 數語 

に 歸 す ベ. し。 引據經 語と し て 論 語 の 「子 在-川 上-曰、 逝 者 如レ斯 夫、 不. 舍- 畫 夜 こと、 中庸の 「詩 

云、 鳶 飛 天、 魚 P ー于 淵； 言-一 其 上 下 察-也-の 二 章 を 引き、 朱 熹 道 體說の 由る 所と せ h-o 禮 

記 の 樂 記 「人 生" i  &"、  k 之 性 也、 C 於 而 動、 性 之 欲 也」 易 繁辭下 の 「形 而上者 謂-之 道お 而 

下 ナ!？ ，謂_ -之 器，」 中庸 「喜 怒 哀 樂 之 未 謂-之 中； 發 而 皆 屮^ 謂-之 和-」 を 引 き、 理 氣說の 出 づ る 

所と せり。 論語の 孔子 曰く 「性 相 近 也、 習 相 遠 也」 は 氣質之 性 を 證 し 、子息 子の 性 善 は 本 

然之性 を證す 等な り。 此れ 皆朱學 の根抵 に觸れ たる 說な b 、金 峩 曰 く 「易 は 陰陽 を 

以て 本と す、 故 に 物 比" 拆 して 兩 とな す、 成 悔 奇偶の 如き 此れな h 、朱 子 は 程 子 を 尊び 


程 子の 學は邵 
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り。 後の 學者 
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ま で 皆 發揚す 

朱 子を排 する 

朱學の 新說を 

井 上 


雍に 淵源 す、 故 に 其 

類、 皆 復初說 の 起る 

此を 以て 書 を 解す 

り。 二 程 子. 朱 子、 豪 

學 を 繼 ぐと 稱 せり 

徘 し て 異 端 と し、 陰 

にあら す」 と し、 叉 祖 

は 頓 悟、 孔 ^ 思 孟 道 

明、 理氣は 空假ニ 諦、 

は 坐 禪、 知 行 は 解 行 

る 所な きを 惡 むの 

るに 至つ て は、 固 よ 

を 見て、 一 も是 とす 

捨て 其 訓詁 考證の 
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I 貫 首 i 
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„ 王 陽 一 
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ふ， 6 

1 一 
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-老 


す、 天 理 人 欲、 人 心 道 

す 所の 易傳 に 序せ 

ど、 儒 家に は 

る 所 を 一一 目 ひ 

ばざる 事 遠 

て 狂 禪 と せ 

說を 引きて 

葉 微 笑、 天 理 


說 あれ 

言 は ざ 

佛に及 

出 づ る 

唯は迦 

來 菩 薩 

ざ る 所 

て楚辭 

學者伊 

發 す」 と 

家 ^一一  1 と 

一 七 七 


_ 十ニ會 元 は 


の 者 は 其の 

詩文に 至る 

物 二 先生の 

リ 耍、 す る に 

し て 「天 地 萬 
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物本體 M 根、 知行 合 一 、良 心 

而知， 者， 良知 也」 と 「大學 之 道 

叉 孟子の 「道 一 而 已」 叉 中^ 

スチチ リス ニチ 

樹て、 大學 の 「致， 知 在 k お」 を 

學と朱 子の 擊と 其の 異 な 

の理を 致す と 云 ひ、 王 ^ は 

S と 吾心と を 本と し、 玉 氏 

すま、 に 行 ふと 云へ るな 

說に歸 し、 先 孔子の 道 と 

朱 子 は 大學の 致 知 格 物 を 

を 以 て、 先 づ 事物の 理を窮 

りし か ば、^ 明 は 之 を 正 

正す と 改めたり。 故に ：n 

說 とす。 孟子に 是非 之 心 


具 存」 の 四 句 を 出 し、 引 據の經 語と し 

■ 在お，, 明 德，」 と を 引 き、 陽 明 は 此に據 り 

の 「其 爲ぉ 不 k 、則 其 生. 物 不. i」 を 引 き、 

引 い て、 知 行 合 一 說を樹 てたり とせ 

る 所 は 殆んど 希れ な.^。 朱 子 は 事 

吾が 良知 を 事物の 上に 致す と 云 へ 

は 事物の 理を 研究す るを爲 さすし 

り。 之 を 要するに 二 家 共に 佛 家の 

相 去る 遠 し」 と。 

解 し て、 吾 が 知識 を 推 極して 事物の 

め、 然 る 後 に 道 を 知る 事と な h  、學 問 

せん 爲に、 致 知 格 物の 新 解 を爲し ■ 

く 「知， 著 知 ％: 是 良 知 、爲， 善 去 k 是 格 

は 人 皆 之 れ 有り、 是非の 心 は 知の 


良 


て 孟子の 「人 之 所 

て 致 良知の 說 を 

天地 萬 物 

り。 金峩 

を 

、朱 


物の 理 

るに て、 

て、 直 ち 

見 性 成 

里 二  K 

知 を 致 

物」 と、 是 を 

端な りと 


無二の 

曰 く 「王 

窮 め て 

子 は 事 

吾良 知 

淨 & 


-不 k 

樹 て、 

說 を 

氏 の 

吾 心 

の 示 

滿 の 


す と 云 

統 一 の 

て 吾 非 

明の 致 良知 

り。 孟子 は 


へ る 

弊 起 

、レ を 


之に 本 づきて 良知 を說 きしな り。 故に 曰 く 「人 之 所，， 不， 學 而 能， 者 其 良能 也、 所， ー不 i 而 

知， 者ズ 良知 也、 孩提之 童 無，？ 知， 愛，， 其 親； 及，， 其 長， 也 無， 不， 知， 敬，， 其 兄； 親， 親 仁 也、 敬， 長 義 也」 と 

云 へ b (盡 心 上)。 是は 孟子が 是非の 心 は 知の 端 也と い へ る を 敷衍し て、 其 の 性 善說を 

說 明した るに て、 良 知 良能 ある を 以 て 學 問 思辨の 必要なしと 云 へ るに あ ら す。 故 

に 離婁下 に 「舜 明，， 於 庶 物； 察，， 人 倫； 由，， 仁 義， 而 行、 非， 行- 1 義- 也」 と 云へ り。 此に 據れば 孟子 

も 朱 子 流の 格 物の 必耍を 認め 居る に 似たり。 要するに 朱 王の 異なろ 所 は 朱 陸の 

異なる と 同じ。 金峩の 謂へ る 如く 殆んど 希と いふ を 得す。 但し 先王と 孔子の 道 

と 同じから すいへ る は 同感な り。 伊藤 仁齋家 言 として は 「語 バ于 內 書、 孟， 爲ー 一之 疏ー、 意 味 

血 膝、 原 自眼 著」 の 二 句を揭 げ、 引 據經 語と し て、^f^ 子 の 「性 善」 J '庸 の 「性. 道 敎 i 子 「四 端說」 

等を擧 げたり。 金峩曰 く 「惺 窩. 羅 山 諸 公宋儒 新奇の 言 を 悅 び て、 濂 洛關閩 の 書に あ 

ら ざれば 讀ま す、 理 氣體 用の 說 にあら ざれば 講せ す、 天 下の 學 之が 爲に 一 變 せる 事 

百 有餘歲 なりし が、 仁齋 先生 出づ るに 至つ て、 程 朱 諸家 を禪 儒と して、 復古の 說を倡 

へたり。 此れ 其の 千古に 傑出せ る 所以な り。 唯 詩書鄒 魯を岐 して ニ途 となし、 孔 

子と 先王 を視る 事後 世 儒家の 門 を 立て 、 相爭 ふが 如き 者と せる は惜む ベ し」 云 
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太 


徂來の 門下 は實 

等 を 其 巨擘と す- 

て、 徂  來 の經說 を 

上に は 重要なる 

は 校 勘 學の條 に 

芝 園と 號 す (紫 芝 

飯 田の 人、 其祖は 

りし 爲に、 太宰氏 

子 を携へ て 江 In- 


に濟々 多 

) 然れど 

崇 信 し、 諸 

人 多 けれ 

敍す。 春 

園 は 小石 

攀 田 言 長 

を 冒せり 

に 出づ。 


士 にして、 山縣周 审服 部 南 郭. 平 野 金 華. 安 藤 東 野. 山 井崑 31™ 

も 嵐 9^ の 外 は 皆 文 藝の學 を 以て 名 を 得た る に 過ぎす し 

經に 通じた る は、 太 宰春臺 一 人 あ る の み。 故に 漢文 學史 

ど、 儒 學史 中には 春臺 一 ん を 敍 す る 事と せり。 山井崑 

臺 お は 純、 字 は 德 失、 俗 名 彌 右 衞 門 、お 昼 は 其の 號 1 な り、 叉 此糸 

川の 川端に ありと 文集 十に あれ ど、 其 處 不明な り)。 信 濃 

の臣 平手 政秀 な. -。 春 臺 の 父 言 辰が 太宰 氏の 養子と な 

とい ふ。 春臺延 寶- 八， 年，^., 出 当、 元 祿 元年 言 辰 致 任して 萎 

八歲に 及び 言 辰. 春 臺 に 孝 經. 論 語を授 く。 其の後 自習し 
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て 能く 讀み 人に 受け ざり しとい ふ。 年 十五 初めて 出 石 侯に 仕 ふ。 幾ば くもなく 

去りて 京師に 遊び、 程 朱學者 中野稱 軒に 學ぶ。 後 同 塾の 友 安藤 柬野 江戶に 出で 徂. 

來 に就學 して、 春 臺に徂 來に學 ぶ ベ きを 勸め たる を 以て、 江 戶に來 り 徂來の 門に ス 

れ り。 卷臺 文集に 答-一安 藤 東 壁-書 あり (東 壁 は 東 野な り)。 文中に 京師 火災の 事 を 記 し、 

「災之 所 k  、方 十餘 里、 一 朝 燼矣、 居民且 失レ 所」 と あり、 大火な りしに 似 た り。 京師 大火 は 

寶永五 年、 春 臺 二十 九歲 の 時 な り。 叉 「足 下 近 與，， 荻 生 徂 来-論 k 、因 稱- 純 文 (徂 來 亦 兪_- 足 

下 之 言；" 而 有 fe,, 純 文-中 略 純 聞，， 获 生 先生 之 名； 而 欽-- 慕 之-非- 一 日-也、 恨 示" >  一 接- S 宇； 今 因-足 

下-得，， 姓 名 於 龍 門； 是何幸 也 云々」。 此に 因りて 徂來の 門に 入りし ならん。 正德 元年 

生實侯 召して 記 室と す。 五 年 病に 託して 生實 侯の 祿を辭 し、 其の後 終身 仕へ す、 唯 

沼田 侯は赛 塞の 才を奇 と し、 厚 く禮 遇した るを以 て、 封 事 を 上り、 時 政 を 論じた る 力 

用 ひられ ざり き。 侯 卒し 嗣侯國 用 不足 を 以て 其の 餽る所 を 減す。 春臺 因て 盡く 

之 を 辭 せ り。 寒 0 吹 笛 をデ、 k 景豊 に學び 其の 妙 を 極む。 將軍樂 を 好 み 景豊に 吹 

^の 妙手 を 問 ひけれ ば、 景 豊春臺 を 以て 答 ふ。 將軍 因て 春 臺 を 召 見せん と 欲 し、 景 

をして 命を傳 へしむ。 奢臺曰 く 「予 は 儒者な り 、文 學を E^- て 召された らんに は 謹 


ノ J- 

んで命 を 奉す ベ けれど、 如し 吹 笛 を 以てせ 

軍 綱 吉、 其 著す 所の 經濟 錄を讀 み、 其 の 眞 本 

眞本を 求めし む。 春臺 曰く 「手寫 本文 字 粗 

て 進む る 能 は す」 と いひて 之を辭 し、 更 に 曰 

執政 大臣に 因 る、 內 官に 因りて 書を獻 する 

田 侯に 因りて 古文 孝經を 幕府 及び 世子に 

は 義の府 な り、 古 人事 を 論す る 時 は 必す詩 

に 因て 見 は る、 故 に學者 古人の 引く 所に 因 

か」 と。 春 臺 此 の 言 に 從 ひ、 先 秦 書に 引ける 

卷を 成せり。 徂來卒 後 十 年に して 功を竣 

從ひ詩 書古傳 とせり。 叉 曰く 「孔子の 書 三 

孔 壁より 出 で、 孔 子の 眞 本た り、 而 して 孔安 

傳 は る、 尤 も寳 とすべ し」 と て、 我 國 博士 家、 及 

て 音 注 を 作りて 之 を 刻 せ り。 叉 後世 學者 

太 宰春臺 


ば 笛 を 破 り、 苒 び 吹奏せ ざる ベ し」 と。 將 

を 見ん と 欲し 御 側役の 八 田久通 をして 

維に して 讀 みかた し、 老 年と なり 改 書し 

く 「布 衣 の 士、 言 を 以て 朝に 進む る は、 必 す 

如き は 君子 は爲さ す」 と。 享保 十八 年 沼 

獻す。 一日 徂來 門人に 語りて 曰く 「詩 書 

書 を 引きて 證 とな す、 先 王 取る 所の 義、 之 

りて 之 を觀れ ば、 古 義を失 はざる に 近き 

詩 書の 言 を 篇に從 ひて 之 を 次 し、 三 十 四 

り し が、 書 名 は 徂來が 曾て 名 づけし 所に 

あ り、 孝 經. 論 語. 孔 子 家 語な り、 古文 孝經は 

國傳 と共に 彼の 土に 佚 し、 獨 り 我が 國に 

び 足利學 校に 傳ふ る 孔傳諸 本 を 參考し 

論語 を注釋 する 者 多 けれど、 其の 意 を 得 

一 八 三 
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ざ る 者 多 し、 宋 儒に 圭， り 心 法 

明 な り、 然 れ共 其の 說晚 年に 

三十 卷を 作れり。 叉 王肅注 

延享四 年 五月 卒す、 年 六十 八 _ 

人 阿武 安次の 子 定保を 養 ひ 

誌」 服 部 南 郭 「春 臺 先生せ 碑」 に據 る) 

上述の 如く 春臺は 正直に す 

不遇 を以 て 終 れ るは惜 むべ 

て 五百石 を 食 み、 其 他 四百 石 

石 以上に して 可な り」 と。 春 

る べし。 古人が 引ける 詩 書 

ある を以 て、 引 用の 義を 以て 

我 國傳ふ る 所の 古文 孝經は 

の文證 すべし、 孔安國 注は僞 


說き釋 氏と 相亂 る、 徂 來 先生に 至り 聖人の 道 始めて 

り、 猶  一 二 疑 ふべき あ ，^」 と て、 論 語 古訓. 論語 古訓 外 露 

家 語に 因り 其 遺漏 を 補 ひ、 家 語增注 十卷を 作れり。 

戶谷 中天 眼 寺 先塋の 次に 葬る。 長子な し。 長 州 

となす。 (以上 松 惟 時 「春臺 先生 行 狀」 稻 垣長祥 「春臺 先生 墓 


子 

食 

初 

な 


介の 性なる を以 て、 世 の容る 、 所と ならす して 

平 田 公信に 與 ふる 書に 「木 下 順 庵 は 前 田 侯に 仕へ，， 

む 者も少 から す、 今 如し 予を用 ひんと ならば 二百 

時に 布 衣より 直ちに 二百 石の 士 となる は 難事な 

は 所謂 斷卓 取義が 詩に 於て 最も 多 く、 書 にも 往々 

先王の 意と なす 能 はす。 唯 參考に 供すべき のみ。 

行 はれし 古文 孝經と 同一 の 書なる ベ し、 漢 藝 文 

信す ベ から す、 孔 子 家 語に S りて は 更に 疑 ふべ 


き 窨 な 

古訓 は 

する 事 

故ニ辨 

辨道. 辨 

書に あ 

上述の 

春臺文 

を義と 

り、 身 死 

叉 「室 子 

爲す所 

ぞ 論す 

さんと 


大 

尤 

不： 

. 一 一一 一一、 

奏 

せ 


仁 


春臺 

徂來 

篤く、 

-不 

り。 

知 る 

る な 

讀- 赤 

揚 せ 

義を 

と せ 

足 ら 

は、 國 


此 の 

論 口 

部 南 

，若_- 他 

來獨 

し 0 

リ 

義人 

書 な 

と い 

て 士 

を 怪 

や」 と 

に 於 


二 書 を 

と 同 

郭に與 

諸 文， 其 

得の 經 

春 臺 は 

錄， 文 あ 

り。 春 

へ 共自 

大 夫の 

む、 室 子 

U 戔 野 

て 罪な 


il 一一。 

說 

徂 


力 


じ た 

. 時 

る 書 

I 耳 

は 二 

來 の 


は 「赤 

ら取 

に談 

し て 

巨 J 

^ 力 

と づ 


る は 

に 出 

に 曰 

■ 傳. 之 

書 に 

古文 

人錄 

穂 侯 

る 所 

じ、 行 

義を 

小忿 

ベ か 


研究の 精審を 

入 あるの み。 

く 「純 之 愚、 竊 以 

固 可、 緩. 之 亦 可、 

あり。 春臺が 

辭に 服せ すし 一 


春 

爲、 

白匕 

且 

\ィ 

て、 


室 鳩 巢の著 

忿を 忍ぶ 能 

6  、吉 良 氏 豈 

七十 猶學 を 

ら ざ る事此 

忍ぶ 能 はす 

す。 然し 二 


く 者と いふべ し 

臺 は徂來 の經學 

先生 之 功、 其大者 

不， 傳亦可 云 々」。 

來に 推服す る は 

唯 經說に 服せ り 


し 

て、 

の 


宰 春 臺 


て、 赤 穂 四 

して 吉良 

穂 侯の 仇 

り、 余 は 其 

し、 世 の 憒 

吉 良義央 

事 を 論す 

一 八 五 


十七 

氏 を 

な ら 

の 良 

々 た 

る 時 


を 崇 信 

唯 二 辨、 

ニ辨は 

此の 二 

リ 故に 

士の擧 

廷 傷せ 

んゃ」 と。 

雄. 等の 

る 者 胡 

中に 殺 

よ： S- よ 


日 本 儒 學 史 

義央 にあ り、 故 に 長 矩が身 

唯 幕府が 義央を $ ^むる 所 

意 を 紹ぎ之 を 殺し て、 泉 下 

得 ざ る 所なる ベ し。 奉臺 

か、 幕府の 處 置が 當を失 へ 

せざる ベから す。 然し 國 

るを以 て、 罪 人と 同じく せ 

る 事 も 許されし なり。 春 

いふべ か らす。 叉讀， ー東涯 

時 老子の 徒 自然 を 以て 道 

之 を嫉み 中庸 を 著 はして、 

性 を 謂 うて 天命と 爲 し、 ま 

す、 唯老 氏の 徒と ハサ 辯して 

の 過な -^、 孟 軻は子 思の 徒 
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死し 國 除か 

な き は、 諸 臣 

に 在る 亡君 

は 吉良氏 は 

るを以 て、 自 

法 を 以て 論 

すして、 士人 

臺は純 法 家 

古今 學 變， 文 

と な し、 無 爲 

仲 尼の 功德 

誠 を 德の極 

勝 を 求めん 

なり、 雄 辯 を 


遺 


め 

す 

を 


以 て、 あ 


赤 糠の 諸臣 

とせる 所な 

ん としたる 

ら すと 謂 へ 

みて 亡君の 

罪 せ ざ る ベ 

る禮を 以て 

以 て 之 を 論 

「孔子 歿 

ま を tE^ 

意 は 老 

の 立 言 

爲に、 仲 尼の 

を 時 君に 求 


も 


曰 

な し 

り、 其 

--、 其 


之 

，諸 


怨 

ら 


を 

の 徒を關 

旨 


や 

七 


十 


ョニ 

理 


ざ る 


性 善、 養 


よ 

氣、 


由な きなり。 

因て 長矩の 

して 萬已 を 

何人に あ. る 

なり。 義と 

の 事の 義な 

つ 墓 を 建つ 

通せる 者と 

散 せ り、 是 の 

と なす、 子 田 、も 

に 在 り、 故 に 

不可と 爲さ 

言 へる は 其 

0^0. 知 良能 


の說ぁ り、 皆 孔 子 言 はざる 所に し て、 先 王の 道に あら す、 仁 齋は 六經を 信せ すして 論 

語.^f^ 子 を 信 じ、 孟 子 を 視る事 孔子の 如 し、 徂 來 先生 曰 く、 孔 子の 道 子 思に 至. - 少しく 

變 じ、 孟 子に 至り 大に變 せり と、 東 涯は 父の 說を 奉じ 孔子の 道 を 同一 なりと 信 じ、 享 

保 七 年 古今 學 變 を 著 せ り、 大 意に 以爲 く、 聖人 之 道漢に 至り 一 變し 、朱に 至り 再變し 

明に 至り 三變 して 王氏學 となれ b- と、 東 涯、 孟 子 を 信じて 孔子に 同じと す、 學 術の 變 

遷を 知らざる 者な り 云々」 と。 此の 外 「讀 損軒大 疑錄」 「讀仁 齋易經 古義」 の 文 あ- 9。 東 

涯の 古今 學變は 大體に 於て 誤な き說 なり。 祖來の 性 說は吿 子と 同じ。 故に 孟子 

を 信せ すして、 子 1 子の 說は 儒家 者の 說 にして、 孔子が 侶 道せ る 先王の 道に あらす と 

せり。 故に 春臺 にも 上述の 論 あるな り。 中庸 は 老子と 抗爭の 書と いふ も 徂來の 

說 な り (朱 子に も 徂浓と 同じき 說 「語 類」 六 十二に あり )0 性 善. 養 氣. 王 覇. 良 知 良能 等 は 孔子に は 

なき 說 なれ ど、 孔 子の 道に 反した る說 にあら すし て、 寧 ろ 其の 道 を擴充 したる 者な 

れ ば、 小 なる 變 化に 過ぎす。 之 を 以て 東涯を 難す る を 得す。 經濟錄 は 政治 意見 な 

り。 食 貸. 學 政. 武 備 等に 付 論述す る 所 あれ ど、 皆 漢土 を 以て 標準と したる 者に して 

卓拔の 見なし。 徂來の 政談に 若かざる 事 遠 し。 
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春臺 の學說 を槪說 すれば 上述の 如 

ろ 件な り。 春臺の 著に 三 王 外 記 あ 

れど、 門人 松 崎 惟 時の 春 臺行狀 著述 

なる 事 疑な し。 著者 は柬武 野史 訊 

綱 吉. 家 享家 繼 三代の 事 を 漢文 を以 

不當 なる のみなら す、 江 戶 城 を 朝廷、 

人 を 后、 世子 を 太子と 稱し、 天 皇 を 山 

の 別 ある 如く なれ ど、 一 は單に 王と 

王に て、 天皇 は 山城 だけの 天皇の 如 

紀行 鎌 倉の 紀事 中、 圓 覺 寺の 條 に 「大 

光明寺の 條 に 「署 曰，， 天 昭 出； 天 皇 彥 仁 

あ れ ど、 御 名 を 書す る は 不敬な り。 

憲 王、 文 昭 院 を 文 王、 有 章 院 を 章 王と 

なる か を 知らす。 徂來の 東夷に 此 


な れ 

。 三 

中 に 

子 と 

lit" ト- 

ilm  JL 

軍 の 

天皇 

し、 一 

も 田 3 

署 曰 _ 


ど、 此 

王 外 

，三 王 

署 せ 

る 史 

命 を 

と稱 

よ 山 

よ V. 

！ 喘_鹿 


言 す ベ 


書 也」 と、 後 花 

名分 を亂る 

稱 し、 却 て 天 

して 加 ふる 


lie よ 

11  一一 P 

^ 己 

夕 一 一  一一 B- 

り0 

な り 

き！！ 并 

せ り- 

崇敬 

山； 天 

園院 

甚し 

皇 の 

あ り 


臺 の 

名 あ 

臺 の 

將軍 

の 薨 

王 と 

號を 

^ す 

彌仁 

り 0 

者 な 

名 を 


き 

口 

の 

天 


1 八 八 

は 春臺の 名分に 關す 

にあら すと いふ 說ぁ 

よ-り 見れ ば、 春 臺 の 撰 

名な らん。 三 王と は 

の 事 を 王と 稱せ るが 

殂、 將 軍の 母 を 太 后、 夫 

皇とは 名稱上 に 尊卑 

へたる は、 王 は 全國の 

道に あらす。 叉湘中 

也 L と 、後光厳 院な り。 

皇と いふ 字 は 添へ て 

0 將軍家 は 常 憲院を 

す る は、 予 其の 何の 心 


當時 所謂 折衷 派 は、 古 注. 新 注. 仁 齋徂來 に 就き て、 折 衷す るに 過 ぎ す し て、 新 らしき 方 

面 を 開拓して 一家 を 樹立す るまでに は 至ら ざり き。 蘭 牵金 蛾 の 學 是 なり。 北山 

よ 金^の 門人 なれ ど、 別 に 一派 を 開き 淸儒考 據の學 に 入る に 似たり。 然し 尙 折衷 

の 或を脫 する 能 はす。 大田錦 城に 至， - 始めて 考據學 となれ り。 蘭臺. 金 蛾の 折衷 

學起 るに 先 だ ち、 京 都に 宇 野 明 霞の 古學 起れ り。 明 霞 は 古學を 以て 自ら 標榜せ ざ 

りし かど、 其の 學 古書 を精讀 して 其の 力に よって 經子 を解釋 する を 主と し、 漢 唐 の 

古 學と相 類す るを以 て、 今 「古 學」 と 名づ く。 此の 派に 屬 する は 常 陸の 戶崎淡 園、 江戶 

の 片山兼 山、 大阪の 中 井 履 軒、 京 都の 皆川淇 園、 尾 張の 場田大 峰、 信 濃の 久保筑 水、 江 戶 

の 增島蘭 園 等な り。 此 等の 諸 儒 は 程. 朱に も あら す、 仁 齋. 徂 來 にも あら す、 折 哀 にも 

あ ら す、 純 なる 考據 にも あらす。 古書に 本 づき 經 子の 文 を 解く を 主と せり 故に 

其の 學、 天命 心性 等の 說に 入らす して 多く 訓詁に 渉れり。 唯 大峰は 他の 諸 儒と 少 

山 本 北山  一-/ 九 


ほ 本 儒 M,- 史 

しく 異なる 所 あり。 故に 北山の 學を 叙し 次に 古學に 及ぼ し、 然 

ん。 

龜田 鵬齋の 碑文に 「北 山， みは， 信 有、 通 稱 喜； 六、 其 の 、を #1 經 樓と稱 

孝 經集說 二 卷を著 す、 是 に 於て 人 始めて 北山の 名 を 知れ り」 と。 

歲の 誤に して、 孝 經集說 は 孝 經集覽 の 誤 な る ベ し。 安永 四 年 印 

あ..'。 北山の 自序 を 載す。 曰 く 「信 有今玆 二十 有 三 歲、 { 且，， 納 而 不 

集 覽の經 文 は 古文 を 底本と し、 今 文との 異同 は 字 傍に 注せり。 

刊 誤.^ 曰 丙の 正義 を 擧げ、 最後に 自家の 說を 書せ り。 集 覽の名 ある 所以な り。 北山 

は 孝經を 以て 孔子が 曾 子に 口授 し、 子 思. 樂 正子 春の 徒の 筆になる 者と せり。 叉 「孔 

安 國の注 は 劉 炫の擬 作なる ベ し」 と い へ り。 叉 「古 今 文 は 文字の 小異 あるに 過ぎ ざ 

れ ば、 古 文 必 す 是、 今 文必す 非と 定む る 能 は す、 故 予 於， 一 古 今一 不， 一 左 祖； 一 於， 此」 と いへ り。 

集覽の 外に 經義 顿說. 較定 孝經各 ー卷ぁ h -。 經義撖 說も孝 經に關 する 著な り。 今 

其 目次 を擧 ぐ。 

孝經 名義 辨 


1 九 〇 

る 後に 錦 城 を敍せ 

す 三十 ニ歲 にして 

二十 ニ歲は 二十 三 

刻の 孝 經集覽 二 冊 

, 出 之 秋 也 云 々」。 

孔安國 注. 御 注. 朱 子 


孝經 述者考 

漢今文 非 x「 行 今 文， 考  . 

今 行 古文 非，， 漢 時 古 文， 考 

今 傳刊誤 非，， 朱 子 原 本， 考  ， 

古孝經 無，, 章 名， 說 

孝 經 自， 周 有. 之 考 

以下 要 道 解. 至 德 解. 揚 名論 等 十 件 あり。 

名義 辨に曰 く 「五 經の目 は 漢に昉 ま り、 六 經の 稱は莊 子に 出づ、 孔門 言 はざる 所な り、 

聖人の 書を槪 して 經と いふ は、 漢 儒の 妄 言 な り、 遂 に 經解を 杜撰して 禮記 中に 载す、 

古昔 は 詩に 云 ふ 書に 云 ふ 易に 云 ふと 稱し て、 詩 經書經 と は 道 は ざり しな り、 周 代 に 

經 名を專 にせる は獨り 孝經の み、 蔡 邕が明 堂 論に 魏文侯 孝 經傳を 引 き、 呂 氏 春秋に 

孝經を 引け り、 戰 國旣に 孝經ぁ り、 宋 儒 漢人の 手に 出づ ると 疑へ る は 誤れ り、 世 に 漢 

儒 命す る 所の 五經を 經義と し、 經 學 とする は 古に あらざる な り」 と。 諸 本の 異同 を 

擧 げたる 者な り、 凡例に 其の 書目 を擧 ぐ。 石 臺 本、 鄭 注 本、 漢 直 解 本、， M 正 義 本、 元 行 


H 本 儒 Mi- 史  一九二 

冲 註疏 本 今 文、 司 馬 光 指 解 本、 朱 申 注 本、 孔傳足 利 本、 元 祿 本、 享 保 本、 淸 原本 古文、 朱 熹 刊 

誤 本、 薰 鼎 本、 吳 澄 本、 任 兆 麟 本、 江 元 称 0 注 本、 姜 兆 錫 本義 本、 道 泰 本、 閽 齋 本、 益 軒 本、 了 海 

本、 純 卿 本、 兼 山 本な り。 刊誤 以下 は 今古の 別 を 記さす。 

孝經は 難解の 書に あらす。 今古の 別 も閨門 章の 有無 だけに て、 文 字の 異同 も 一 是 

一 非の 間にある 者 多し。 唯 治 章 「親 生， 一之 膝 下 こ 及び 「父 母 生. 之、 續 英矢， 焉」 の 一 一 句 は、 古 

文に 從ふを 可とす。 藝文 志に よれば 本邦 所 俥の 古文 が、 漢 代の 古文と 同じき を 知 

るべ し。 司瑪 光の 古文 孝 經指解 は 今 文に 同じ。 眞の 古文に あらざる なり。 

經義經 學の解 は 武斷を 免れす。 孔子の 此は經 の 名な き 事 は 北山の 言 の 如し。 然 

し 春 秋. 禮 等 を. 經と稱 せし 事は莊 子に あり。 叉荀 子勸學 篇に學 問の 法 を說き て、 「其 

數 始 _,于 誦 fe」 と あ り て、 下 に 詩. 書. 荸樂. 春 秋 を 書せ るより 見れ ば、 苟 卿 も 詩. 書. 春 秋 等 を 

經と 見て 居た るな り。 莊 子の 天運 篇に、 孔子が 老子に 詩. 書. 禮. 樂. 易. 春 秋の 六 經を語 

りたる 言 あり。 是 亦戰國 時代に 經 書の 名 ありし 證 なり。 漢 儒の 妄 言 とい ふ を 得 

す。 北山が 孝經に 引ける 淸 儒の 書 は 朱 竹 の 經義考 、毛 西 河の 大學證 文の 二 書に 

止まる。 考據 家の 書 を 多く 見る 能 はざる に 似た. o。 


4^ 山に 古 丈 尙書勤 王師の 著 あり。 毛 西 河の 尙書宽 訶を學 び、 東 晉 古文 尙書 を囘議 

せる 著な り。 其の 說菟詞 と 同じく 淺露 にし て、 閲 若 璩. 江 聲 等の 精 勁なる 攻 擊に當 

るに 足らす。 北山の 著書に 尙書 後辨辨 十、 古文 尙書考 十、 李 鼎祐易 解義疏 十八 あれ 

ど、 鈔 本 を 以て 傳 はれる 爲 に、 未 だ 見る を 得す。 因て 其の 說を 批判す る 能 はざる を 

惜む。 今 姑く 印刻せ る 書に 就きて  一二 を述 ぶ。 

北山の 著書 近代 名家 著述 目 錄に载 する 者 七十 五 種。 ， 左に 學 術に關 する 者を擧 ぐ。 

較 定孝經  一 

經 義撖說  一 

經義撖 說緖餘  四 

, 程 朱 異同  一  、  ， 

今古 究原  六 

古文 尙書勤 王師 ■ 三 

尙書後 辨辨，  十 

古文 尙書考  十 


日本 儒學史  一九 四 

中庸 辨  一 

經說  十 

大學辨  二  •■ 

論語 正義 

王鄭 異同  一 

易 象義解  五  、 

古今 學派考  二 

李 鼎祐易 解義疏 十八 

三禮 古器 考  三  .、 

1 一：。 き。 1  一 3 

古今 彼我 經濟區 別 十  - 

日本 外 志  十五 卷 (もと 三十 卷) 

日本 事 類 集成  千 

作 文 志 彀  一 


作 詩 志 穀 

孝 經集覽 


古 


仁齋. 徂來起 

ありし が、 追 

朱の 說もニ 

の 古書 を 精 

井田 好古に 

諸家 は 折衷 

と稱 して 之 

宇 野 明 霞 

片山兼 山 

古 


りて 新說を 倡へ た. 9 

々研究の 結果 二. 氏の 

氏が 駁 せし 通り なれ 

讀 して 自家の 新 見 を 

至 る 諸氏 は卽 ち是れ 

派に あらす。 故に 予 

を 分つ。 

元祿 十一 年生 

享保 十五 年生 

學 派 


しょり、 天 ドの學 者 靡 然として 其の 說に 


說 にも 不十分の 處 ある を 知る に 

ば、 程 朱に 復歸 する 事 も 困難な り 

樹 てんとす る 傾向 を 生じたり。 

なり。 其の 著名なる 人 は 次に 記 

は 諸家が 古書 研究に 重き を 置け 


至れり 

" 是 に 

宇 野 明 

せる 諸 

るを以 


從 ひし 觀 

U 然し 程 

於て 先秦 

霞 以下；. 一 

家 な り。 

て、 古 學 派 


九 五 


„w 本 儒 

中 井 履 軒 

塚 田大峯 

山 本 北山 

久保筑 水 

大田錦 城 考 證 

增島蘭 園 

仁 井田 好 

元祿十 一 年よ，. 


十 史 

享保 十七 年生 

享保 十九 年生 

延享 二年生 

寶曆 二年生 

寶曆九 年生 

明 和 二年生 

明 和 六 年生 

安 永 元年 生 

. 安 永 元 年 ま で 七 


九 六 


り し は、 各 三 四十 年の 後なる べし 

に 其說を 世に 弘め たるな らん。 

派は衰 へたり。 


十五 年なる が、 是 は 生年 な れば、 一 家を樹 つるに 至 

。 元 文 の 前 後 より 天明の 比 ま で、 古 學の 人々 が 互 

大田錦 城 起る に 及び、 考證學 流行の 世と な り、 古 學 


明 霞 姓 は 宇 野、 名 は 鼎、 字 

一 年生、 延享ニ 年 卒す、 年 

倉與ー に屬 して 運漕 を 

學 を 慕 ひて 弟 士朗を 遣 

して 一 派の 學を 啓け り- 

下見ざる 者 三 あ り、 宇 野 

仲が 文 を 作る を 見 す」 と 

論語 考六卷 、左傳 考三卷 

せる を輯錄 して 卷 とせ 

論語 考は明 霞の 定 稿に 

て 窺う て 誤な かるべし ( 


士 新、 通 稱 三 平、 近 江野洲 人、 修めて 宇 

十八。 妻子な し。 京都 極樂 寺に 葬 

りて 京都に 住す。 明 霞 業 を 向井：^ 

して 學ば しむ。 然れ 共己師 とする 

明霞讀 書して 門 を 出で ざる 事十餘 

平が 市に 至る を 見 す、 香 川 太 沖が 病 

明 霞已に 一 家 を 樹立 せんと し、 古 書 

著 はせ り。 左 傳考は 門人 片山 孝秩 

よ し、 大 典 G 序文に あれ ば、 未 定 の 著 

て 前人 も往々 引用す る 者 ある を以 


士 新と 稱す。 元祿十 

る。 明 霞の 父 安 治、 角 

洲に受 く。 後 徂來の 

所な く 憤を發 し獨學 

年、 時 人語り て 曰 く 「都 

を 治む る を 見 す、 谷 左 

を 精讀す る 事十餘 年。 

が、 明 霞が 紙片に 剳 記 

と 見る ベ き 者 なれ ど、 

て、 明 霞の 學は 之に 因 


R 本 露お；， 史  一九 パ 

論 語 考 六 卷、 學 而 よ り雍 也に 至. -て 止む。 論語の 各 章に 就て 自 說 を 載せ、 次に 朱 于 

仁 齋徂來 の 說を载 せて 批判せ り。 

學而 時習 之 章 

明 霞 曰 「此 傷，， 學 政 之 荒 一而 願. 修. 之 也」 と。 其 まとして 鱧 記の 王 制. 文 世 子. 燕 義. 學 記、 左 

傳、 周 禮大司 徒 職、 大 戴 記の 贫子制 言 食 子 立 事 を 引用せ り。 學字を 解いて 曰 く 「學 は 

業 を 師に受 くるな り、 學 ぶ 所 は 詩 窨禮樂 なり、 習と は學 ベ る 所 を 自習す る な b  、朋友 

と 相 講習す るな り、 時 と は 古は學 習に 時 あ り」 と て 、王 制 の 「泰 秋 敎 ： ^一一  鱧 樂： 冬 夏 敎 以- 一詩 

書，」 を 引 き、 叉 文 王 世子 の 「凡 學 世子 學士必 時、 春 夏 學- /十 戈； 秋 冬 學- 羽 籥；」 燕義 の 「春 合-諸 學- 

秋 合-諸 射； 以 考， -其 藝， 而 進-返 之-」 を 引 き、 不-亦 說-乎 と は 「詩 書禮樂 非- >身 習 i 、不 知-其 可" 說」 

といへ り。 有 1§ 自& 方， 來 1 は 「學 政を修 むれば 有志の 士 遠方よ b 來 り、 獨 b 國 中の 

人の みならす」 といへ り。 人 不. 知 不. 慍 は 朱 說に從 へ 、お 子に 就いては 別 解な し。 

朱子說 を 駁 して 曰 く 「朱 子 は 效-- 先 覺 之 所 といへ るの みに し て、 學 ぶ 所の 何物なる 

か を 言 は す、 故 に 時習の 時 字が 衍文と なる、 樂を敎 の樂と 解せ り、 故 に朋字 通せ す、 朋 

は 師弟の 間に 用 ふ ベ き 文字に あら す」 と。 


徂 來の慍 謂-心 有^- 怫 鬱， を馼 して 曰く 「慍は 怒 恚 兩 用、 說 文 曰 怒 也、 廣 0 曰恚 也、 一 に拘 

はるべ からす」 と て、 易 の 「若， 一 儒 有 &」、 詩の 「憂 心 悄 々、慍 -ー于 群小 一」、 禮記檀 nr の 「慍 哀 之 變 也」 同 

じ く 「舞 斯慍、 慍 斯戚」 、左 俸 「晋 悼 夫人 慍、 鄯 般慍而 行」、 國 語 晉 語 「韓 簡曰、 秦 莫禾 &」、 楚 語 「夫 民 

心 之 慍 也」、 孫 子 「主 不. 可，， 以， 怒 而 與蒒、 將 不. 可 = 以， 慍 而致. 戰」、 史 記 吳 王 濞 傳 「吳 王慍曰 云々」、 漢 

書 「膠 西 王端數 犯， 法、 再 削-其 國， ま-犬 半； 端 心 慍」、 貨 戒 偉 「雖 僕 虜； 猶 無- 慍 色 こ を 引 き て、 怨 怒 

のニ義 あり ニ義に 執着す ベから すと いへ り。 叉 樂- 一詩 書ー以 忘 、儒 者 之 事 也と い へ 

る を駭し て 「儒 の 名 は 古く あれ ど、 孔 子の時に は 儒者の 稱な し、 之 れ ある は 墨 子 以後 

な れ ば、 孔 子 を 儒者と いふべ から す」 と。 叉 「徂 來は 此の 章 を 人に 學を勸 むる 章と せ 

る は 誤れ り」 と い へ り。 

次に 有 子 曰 其 爲乂 也 孝弟の 章に 「凡 孝悌の 人 は 率ね 能く 上に 從ふ、 苟も 能く 上に 從 

へ ^亂を 作す あらす して、 天下 平なる を 言 ふ」 と。 孝 經、 周 禮 師 氏、 禮 記 祭 義. 鄕 飲酒 義、 

呂氏 春秋 を 引 き、 孝 弟の 德 が、 道 德の 本た る 所以 を論證 せり。 

朱 子 は 「本 猶 也、 仁 者 愛 之 理、 心 之 德、 爲 t 猶，？ 行 t  、上 文 所 h 孝 弟、 乃 是 爲 fc 之 本 云々」 

程 伊川 は 「論 レ性 則 以 レ仁爲 -1 孝 弟 之 本； 或 問 孝弟 爲 t 之 本； 此 是 由 n 孝 弟-可- 以 至 t 否、 R 非 也、 

宇 野 明 雷  一九 九 


CM 本 ^ 與ィ 史 

謂， 行， 仁 自，， 孝 弟， 始； 孝 弟 是仁之 

弟 是 用 也、 性 中 只 有，， 筒 仁 義 禮 


二 〇〇 


る な り。 徂來 

が 心の 徳 にあ 

は 周 茂！^ より 

孟子 は 仁義 禮 

始まる 云 々」。 

明徽曰 く、 「程 子 

辨也」 と。 叉 「徂 

惡，， 不 仁， 者、 其 爲： 

あ り、 豈 に必し 

明 霞が 朱子徂 

あらす。 此の 


朱 子 の， 仁 は 

ざ ら ん、 何 ぞ 

ま る、 如 し 唯 

根- > 於 性， と い 

由，, 孝 弟， 可，， 以 

が 爲仁を 仁 

矣、 禮 記 縫 衣 

天下に 在ら 

を駁 せる は 

章 を 以て  一一 一一 n 


智 

ん 

ふ 


事、 謂 之 行 t 之 本， 則 可、 謂 t 之 本， 則 

曷嘗 有，， 孝弟， 來」 と。 朱 子 

德」 を 駭 して 「人の 善 惡 は 

とは理 氣の說 

れ ば、； 中 孝悌 

言 はす、 之 を 


者： 

mil 

理 

み— 


天 

上 

や」 と 

部此 

も、 明 


心 

IP 

を 


已、 

之 


ん， 愛の 理 

の說 によ 

を^と は 


の 如 


し、 行， 仁 自ー 

すと 解せ 

めば 下の 

き 1^ に て _ 

扱せ る 外 


_ 孝弟， 始可 也 

る は 可 なれ 

仁 を 爲す事 

毛 を 吹い て 

にも 朱子祖 


不 

な 


-蓋 


可 

伊川 

心 に 

り 出 

し と 

い ふ 


いふ は 

，拘泥に 

う て 人 


疵を求 

來を駁 


かるべし。 論語 考に は東晉 古文、 孔子 家 語 を 引ける 事 多し。 


伊 


む 

駁す 

仁齋 


仁 是 性 也、 孝 

の 說に從 へ 

何の 德 

氣の說 

を 得す、 

lip;  ud り 


あ り 

づ、 理 

い ふ 

は 漢 


, 堅 白 

失す. 

に 先 

ベ き 


同異の i 

論語 に 一 

だっと！ 

なき に 一 

もの 多. 


」 は 東晉古 


文 を 疑へ 

左 傳考は 

要するに 

明 霞 は 古 

于 鱗 を 以 

書 を 修め 

の 書に 依 

は 卽ち丘 

,書. 書 曰 等 

の 通名な 

な ら す、 徂 

- 云 々」。 

明 霞は徂 

物 先生， 七 


る說 あれ 

杜預の 注 

訓詁の 學 

辭 を 喜 

元 美に 

徂來に 

が藏す 

文 を 加 

羊舌脸 

の、 韓 宣 


文 

て 


の 


來 


ど、 明 

を 駁 

な り 

み、 李 

泰秋 

子 論， 

る 所 

へ て 

春秋 

子 が 


は 其の 僞書 なりし を 知ら ざり しと 思 はる。 


たる 者 多し _ 


へる 如 く、 未 定 橋なる を 以て 省略す。 


と せ 

就 て 

秋 一の 

同 じ 

習 ひ 

た る 


元 美 を 

り。 明 

問 ふ 所 

文 を 作 

■ 故 に 公 

と せ 

申叔時 

春秋 は 


論す る 

霞の 弟 

あ り。 

r ^り。 

ォ 

• 穀は傳 

、故に 左 

が 太子 

左 丘 明 


の 


文、 其 の 遺 稿 

士朗 は徂來 

徂來書 を 送 

徂來 の說は 

と稱 し、 左 氏 

傳の名 起れ り 

に 春秋 を敎ふ 

が藏 せる 所と 


に 入 

之 に 

子が 


あ 

b て 

韓宣 

は 春秋と 

-」 云 

る 

の 


李 

見 


々0 

»>  口 

說 は 


さ 


を 相 

が、 歸 

. 明 

る き 

-、 後 

一は 「春 

、必し 

听 な 


比して 

京 の 後 

霞 は 其 

の卷秋 

に 書. 不 

秋は史 

も魯史 

き 言 な 


來の說 に 於て 服 

律 五 首、 祭， 一三 河 物 


せ ざる 所 多く、 一  家の 說を樹 てし か ど、 明 霞 遺 稿 中に 奉 ％ 一一 

先生 一文 あ b -。 徂來 の說に 取る 所 ありし に 似 たれ ど、 論語 


H 本 儒 as- 史 


二 〇 二 


未完の 爲に詳 かにす ろ 能 はす。 . 

片山兼 山 

兼 山 名 は 世 潘、 字 は 叔 瑟、 通 稱 束 造、 上 好 平 井村の 

七 歳の 時、 服 部南郭 門人 顆殿士 寧の 門に 入れり _ 

として 勉學 せ， o。  4- 寧 は南郭 門下 第一 人と し 

事 少な かりし が、 兼 山 を 禮す. る 事甚厚 かりし と 

長所に あら-ざり しか ば、 士 寧 も 師風を 承け て經 

が 古文 辭を 修めす して 志 を 經義に 専らに せり- 

生 は 終身 吾說を 守る 人に あら す」 と、 杲 し て 然 b、 

入 り、 肥 後の 秋 出 玉 山 と 交 はれり。 玉 出、 兼 山が 

熊 本に 携へ て 時習 館に 入れ、 十 口糧 を 受けし む _ 

徂 來. 南 郭の學 を 信す る 者な きを 以てな り。 意 


人、 世世 農 を 業と し 素封家な り。 十 

. 兼 山 足 國を踰 えざる 事 三 年、 孜 々 

て 仲 一: 敬せられ 人に 對 して 許可す る 

いふ。 南郭は 古文 辭に長 じ 經義は 

義に 長せ す。 兼 山 其の 塾に あ. -し 

. .fu# 或る時 人に 語りて 曰 く 「片 山 

. 兼山士 寧の 勸 によ b> 南郭の s: に 

學资に 乏しき を憐 み、 士 寧 と 謀りて 

. 数年に して 辭去 せり。 玉 山 残 後、 

出 熊 本に 在る 事 六 年に して 去.^、 江 


戶に還 り 

玆 將，， 歸， 一省 

にあ， CN て 

名 考 證、 學 

袖 と し、 其 

の 侍 讀 と 

居る 事 姑 

る に、 鬵水 

兼 山歲四 

兼 山 常に 

經を 古注 

を 合 せ て 

しょり 姓 

0 き、 或 は 


士 寧の 家 

上 毛，、 有 司 

士 寧の 紹 

則 考、 學庸 

の 嗣子な 

なりし を 

くして 疑 

師說を 固 

十三の 時 

秦漢 以上 

に 從 う て 

家塾 四書 

名大に 揚 

厚 祿を以 


寓 居 す。 玉 山 遺 稿 に 「山 叔 瑟 遊 學 

_ 一行 旅 之 費； 因 賦， 此 贈. 別」 と て、 五 言 

を 以て 宇佐美 濃 水に 見 ゆ、 鬵 水 

考 注、 論 語 徵疏等 を 著 はし 師 說 

を 以て 士 寧 と 謀りて 兼 山 を 養 

て、 兼 山 をして 藩の 子弟 を 敎 授 

徂來說 に 抱き、 反覆 熟考して 悟 

して 其の 言 を容れ す、 兼 山謝絕 


ユー 一一 

裤 

を 

し 


書 を 讀 み、 研 究極め て 博く、 經義 

點 せり。 之 を 山子點 とい ふ。 

名 づ け讀 習の 始 とせ 、り C 兼 山 

り、 村 上. 笠 間. 安 中. 壬 生. 鳥 羽. 犬 山 

招致 せんとし たる も、 皆 辭 して 


一書 於 時 

作 を 載 

來 の 高 

翼 せ り 

せ-。 

む。 

あ り 

本姓 


の 餘 

叉禮 

ま 水 

の 諸 


力 


力 文 

記 の 

を 去 

侯、 弟 


て 


學 


子 


習 館，、 六，， 年 于此， 矣、 今 

す。 兼山士 寧 の 家 

足 弟子に て 辨道辨 

。 兼 山 を 後進の 領 

鬵水出 雲の 松 平 侯 

之を鬵 水に 質した 

復せ. 9。 安永 元年 

子 類に 叉ぶ。 叉 五 

記. 中 庸. 大 學 と孝經 

て 一 家 の 學 を 樹 て 

の 鱧 を 執. - 講義 を 


是時尾 張 公江 戶市ケ 


日本 儒學史 

谷 邸に 繼述館 を 置 き、 名 古 

る 群 書 治 耍を校 刻 せんと 

の 外に 紀平洲 を も 用 ひん 

張 人なる 爲に平 洲に讓 り 

卒せり。 時に 天明 二 年 五 

兼 山 耳順 に 至らす して 卒 

て、 號 して 山子學 とい ふ。 

默翁 とい へ る 醫師に 嫁せ 

知り たれ ど、 養育 の 恩 を 重 

へしめ たり。 今 其の 子孫 

著書 

周易 類考 四、 尙 書類 考六、 

錄管見 各 一、 古文 孝經孔 


屋 

し、 

雲 


明 倫 

山 を 

り-。 

ケ 谷 

歳な 

れ ど • 

歿す 

一 子 

し て 

松 江 


毛 詩 類 

傳參疏 三- 


堂 を 

聘用 

兼 山 

著書 

る 時、 

は卽 

自 タ 

に あ 

考八、 


建 

よ 


て、 藩 

て 其 

張 侯 

に 出 

三 田 

る 多 

妾 に 

ず " 


の 子弟 を 

の 事に 當 


敎育 


の 聘 

で 校 

中 寺 

く 

一 子 

善 庵 

姓 を 


定の 

町 妙 

人 に 

を姙 

な り 


老子 類說、 讀苟 子抹、 子 楊 注 正 


■ 春秋 左傳 

語 徵癀疾 三 _ 

苟子 一 適、 


學 

呂 子 


し 

寺 

し 


其 の 


し、 

の 

力 

子 


二 〇 四 

叉 唐の 

ん と 

あ り 


力 り 

葬 る 

學 を 

兼 山 

長す 

を -4. 


魏徵が 

た る が、 

力 平 沪 

で 病 を 

ぐ 者 多 

後門 人 

に 及び 

片山姓 


三、 古文 孝 

庸 解 癀 疾、 

一 適、 仁 字 


古 


撰 せ 

兼 山 

が 尾 

^ て 

く し 

朝 川 

之 を 


標注 一、 

文尙書 

聖 字 


考疑、 


聖學 弟子 問、 山 子垂統 前後 編 六、 大學 古義 

け れど、 完結 に 至らざる 者 多き に 似たり。 隨 

徵癀 疾は爲 政の 第 十 章に 止まる。 苟 子に 關 

桃 井 白 鹿、 塚 田 大峯の 著 は 引 け ど、 兼 山の 著 を 

は ざり しと 思 はる。 門人 久保筑 水の k 司 子 增 

眇 當， 作， 縣」 を 引ける 外、 多 くを徵 引せ す。 而し 

を 威縣に 作る は 苟子楊 注 正誤の 說 ならん と 

爲 ならん。 論語 徵癡疾 三卷、 爲 政篇， 子 曰 視-其 

が 著せる 論語 一 貫に 引く 所 も 亦此に 止る。 

於 有 子 曾 子 門 人， 云 々」 を 駁 せる 處 に 「詳 辨，， 先 進 

下 論に 及びし に 似たり。 或は 腹案 だけ あり 

瘕疾は 論語 徵の序 を 首と して 各 章に 就き 詳 

擧 ぐれ ば、 徂 來 は學而 より 鄕黨 まで は 琴 張の 


、 中庸 古義 等 を 主なる 者と 

世に 傳 はる 者 亦 甚だ 少なし- 


する 書 も、 猪 飼 敬 

引用せ ざるより 

注に も 王制 篇 「威 

て 徂來の 讀苟子 

思 はる 、 が、 取 る 

所， お、 觀 n 其 所ら」 章 

然るに 癀疾卷 一、 

篇 この 文 あり。 此 

て 筆す るに 到ら 

細に 之 を駁擊 せ 

手に 成り、 先進よ 


所 

を 

I 一 

I 一 

ざ 


の • 補 遺 に 荻 

れ ば、 敬 所 も 

下 この 注に. 


所 多から 

る。 門人 

の 序 の 「程 

れ ば廢疾 

し 力 疑 ふ 

其の 大 な 

曰まで は 


爲す ベ 

. 論語 

生 徂來" 

見る 能 

世潘 曰、 

. 威眇 

ざ り し 

葛 山 壽 

子 曰 成，， 

の 著 は 

ベ し。 

る 者 を 

原憲の 


手に 成る といへ り。 論語 徵に 「上 論 成，， 於 琴 張； 而 下 論 成 一一 於 原 思； 故 一 一 子 獨稱. 名、 其 不ぁ_ 一 


日本 儒學史  二 〇 六 

於 他人 之 手， 者審 矣」 と あ る は、 子 罕 篇 に 「牢 曰 子 云 吾 不 ，試 、故 藝」 審 問 篇 に 「憲 問. 恥」 と あ る 

によるな り。 牢は琴 張の 名、 憲 は 原 思の 名な り。 兼 山 は 之 を駁し て 「牢 曰、 憲 問お」 の 

章 を 二人の 記す る 所と なす は 可な り。 叉子罕 篇. 憲 問篇を 二人の 記す る 所と 爲す 

も 亦 可な り、 此 により 上 論 全篇 下 論 全篇 を 二人の 記す 所と する は 不可な り、 全 篇 一 一 

人の 作と すれば 牢曰憲 曰が 他篇 にも ある べき 理な り、 然 るに 唯 一 所 だけ ある は異 

む ベ し と。 「徂 來は 學而篇 道 一一 千 乘之國 一 を 天子が 千 乘の小 國を巡 守す ると 解せ り、 故 

に 皇侃本 導に 作 b. 、馬 融 が 謂， t, 一之 政敎 一とい ひ、 包 威が 道 治と ある を 正解に あらす と 

し、 如 し 導. 之 とせば 下 文に ある 敬， 事 而 信、 節. 用 而 愛 X、 使 以. 時 の 敬 事 は 導と 稱す るに 

足 ら す」 と。 兼 山 は 道 字 をせ i: の 意に 用 ひし 例と して 顏淵篇 の 忠告 善 道、 子 張 篇の道 

之 斯行を 引き て 「道 字 は 小 大衆 寡 一 事 百事 亦 導と いふべ し」 とて 舊說を 取れり。 「禮 

之 用、 和 爲， 貴」 を、 徂 來は禮 記 「禮 之 以ぉ 爲 i ；」 を 引 き て， 禮 之 用， 和 爲. 責、 不 中 間 斷. 句」 と い 

へり。 兼 山 は 漢書 外戚 傳上 に 「禮之 用 唯 婚姻 爲， ー兢 1% こと ある に よ 、朱 子に 從 へ ，0。 

徂來は 爲政篇 首 章 「爲 k 以， 德」 を 政を秉 ると し 「以 J ；^」 を 有徳の 人 を 用 ふ ると 解せ り。 

兼 山 は 德を兵 刑の 反對 なる 者と して 國語周 語 上の 內史興 の 「成 n 禮 義； 德 之 則 也、 則. 德 


以 道，， 諸 侯； 諸 

字 解 は 「禮 樂 

朱 子の 創 

自 得-一 於 心 

なるべし 

の義 同じ 

論語が 有 

子 を 以て 

氏の 外に 

說 起れ る 

方 を 以て 

說 は奇說 

る な り。 

る 說は從 


侯必 

得 _ 一 於 

と せ 


論 語 の 

と 見 る 

以用は 

乙 カナ 


歸， 之」 を 引きて 德鱧を 用 ひて 治む る 事 を 

身 雨-一之 德，」 に よれり。 而 して 朱 子 の 「行 J 追 

り。 兼 山 曰く 『「德 謂，， 自得， 一 於 心 こと は尙書 

正義、 成 公 十六 年の 孔疏に 


いふと 解せ り 

而 有. 得 _ 一 於 心 この 


傳 

を 

し、 


子 

En 

P 

あ 


の 启 

き て 

人 の 

を 以 

る を 

琴 張、 

者 を 

取 る 

せ る 


年 

說 と 


見 

成 

有 

す、 

て 


たる は 

足らん 

ると は 

. 程 伊 

子 曾 子 

憲說は 

とせる 

舊說 是 

文字 は 

係を說 


誤 な り- 

や』 と。 _ 

唐の 柳 

川 は 之 一 

二人と： 

兼 山の 一 

先 儒の 一 

なり。 _ 

障 へ な； 

く 章 と 一 


宗 元 

に 從 

爲す 

駁 當 

禮之 

き も 

見 る 


大禹謨 の 


-得 一一 於 身, と 


の 論 

ひ 朱 

能 は 

れ り 

皆 誤 

用. 和 

ベ し _ 


語 

す 一 

) 

ォ 

爲. 


ば、 漢 儒 

も 得-一 於 

に 始め 

之に 同 

是 に 於 

語に あ 

。 道-千 

は 用 を 


中 井 履 軒 


貴 

れり。 唯 鱧 

以， 德 を有德 

二 〇 七 


. 徂 來の德 

說を駁 して 

疏、 「德者 得 也、 

來相 傳の說 

とい ふ も 其 

あり-。 二子、 

. 然れ共 二 

徂來の 如き 

名前の 書き 

之國， の 祖來 

の 意に 取れ 

を說 くと せ 

の 人 を 用 ふ 


日本 li 學史 


ると いふ 說 

兼 山 著書 中 

ざ るに 似た 

錦 城の 九經 

に 知名の 士 

葛 山 毒、 論 語 


も 奇說な 

予が 見た 

り。 東條 

談に或 曰 

多し。 小 

一貫 を 著 


る よ 

琴臺 

と あ 

田 焕 

は し" 


山 子 

の 先 

る 者 

章、 村 

久保 


中 井 履 軒 


屮井積 德、 字 

て 程 朱 家 な 

る。 兄弟 共 

洲は非 伊 非 

阪 懐德 堂に 


は 處 叔、 履 

り。 二子 

に 五井 蘭 

物 を 著 は 

關係 せる 


あ 


統、 論 

^ き 

皆 兼 

S, き、 

糸 日 

_筑 水 


號す 

伯 を 

洲に學 ぶ 

し、 仁齋. 徂 

人なる を 


大.阪 

山 と 

を 攻 


語徵 


の 


瘠疾の 二種 

に、 久保筑 水- 

說 なりと い 


萬 世 一 

し、 荀 


。 父 

^を 

の 子 


林 

增 


注 


き 

伊 


止 る 

川 善 

り 0 

著す- 


を瓷庵 と 

と い 


父 

未 


い ふ 

ふ。 

子 共 

見。 . 


二 〇 八 


其の 他 多 


0 の  一一 一一 口 を 

或は 然ら 

久 保 愛、 菅 


，三 宅 石 鹿 

一 一 子 共 に 

に 程朱學 

石 庵 4 庵- 


ん 


せ 


力 


障 はら 

て、 大 田 

。 i: 人 


熙等 なり _ 


人 

す- 

共 


に し 

て顯 

に大 


て、 懷德堂 の 條 


ベ ん。 (懐德 堂 3 條、 蓋し 未 搞. 校 正 者 記) 


履 軒、 性 質高尙 


は 程 朱 家な 

雕題略 二十 

て、 實 は 原 

は 草稿の ま 

板され て、 易 

て 障 はる。 

れど、 古人 未 

外に 出で ざ 

せ す、 叉 妄 に 

履 軒 を 見ん 

讀 する 者に 

尹 某、 履 軒の 

て 市 尹に 告 

中 


れ ど 

四卷、 

あ れ 

> 家 

の 逢 

發 の 

る は 

人に 


し て 

名 を 


し 

-七 

V6、 

原 

說 

-予 


て 聞 達 を 求め す、 自 

軒 は 博く 古書 を讀 

經逢原 八十 卷 尤も 

雕題 略は不 弔に 歸 


在 

LI 

夕 

-市 


力 

聞 き 

、。巿 尹 

井 履 軒 


りし を 3- 

十 年 以前 

に 莊子. 史 

往.^ あり 

ベ し。 履 

す 曰く 予 

の 吏員 を 

道と 同じ 

禮を 厚く 

曰く 天子 


て、 雕 題 

の此始 

記. 戰國 

. 古 書 

軒は幽 

は 後の 

して 紹 

か ら す- 

して  之 

臣 とす 


幽 人と 

一 家 の 

は る。 • 

る 者な 

が 人に 

て 出 板 

• 小 學 等 

讀の結 

を 以 て 

雲を俟 

せし む- 

に  談す 

召す。 


稱し讀 書 著述に 從事 せり。 

說を樹 つ。 著す 所 甚だ 多し _ 


逢 

》 

ゾ 

履 


ど 

19 一 

と ( 

力 

軒 


よ 

る 

車 

ら 


題 略が 早く 

た- -。 左 氏 

たり。 其の 

其 說武斷 を 

ベ し。 然 れ 

る、 著 す 所の 

江 戶の墙 保 

曰 く、 「墙 氏 は 

す」 と、 固 辭 し 

して 使者に 


した る- 

に  出で： 

は 皆抄ー 

れざ る 一 

も 文字 一 

に 其の 一 

一、 大 E 

氏 伊 量 

面せす 一 


父聱庵 

) 七經 

者に し 

て 逢， 原 

早く 出 

本を以 

所 多け 

冒 き a ジー 

名を署 

に 遊び 

等 を 愛 

. 叉巿， 


を 得 す、 諳 侯 友と する を 得す 


え す、 使 者 反り 

と は 履 軒の 謂 


二 〇 九 
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かとて 之 を 嘆美せ、 りと。 叉 松 平和 泉 侯、 使 を逍 はして 履 軒を聘 す。 履 軒 物置 小屋 

に 隱れて 之 を 避く。 古 貧 精 里 評して 今の 段 干 木な りと いへ り。 履 軒、 韓 0 之 が 三 

上， ー宰 相 一書 を 評し て 乞 巧 文と いへ り。 仕 官 を 求 む る に 急 な る を 誹れるな り。 履 軒 

或る時 骨董 舗 を 過 ぎ、 古 镡を 見て 價 を 問 はすして 金 ー兩與 へて 之 を 買へ り。 門人 

某 之 を 見て ニ兩を 以て 譲られん 事 を 請 ふ、 强 て 請うて 許さる。 履 軒 直に 其の 金 を 

携 へて 骨董 鋪に與 ふ。 主人 之 を怪み 其の 去る を迹 して 大儒 履 軒なる を 知 り、 思 へ 

らく 金 を 返す も 受け ざ る ベ し と、 早 曉 鮮魚 一 籃を門 內に抆 じて 去れり とい ふ。 以 

上記せ る 所に よりて 履 軒の 性質 を 知るべし。  . 

逢 原の 外に 茅議三 卷、 朝 野 紀事四 卷、 履 軒 古 韻、 弊 W 集 等の 著 あり。 履 軒 は 沈 約の iiS 

に從 はすして 古 韻 を 用 ひて 詩 を 作れり。 履 軒 古 韻 は崇文 叢書に 收 めた.^。 履 軒 

古 韻 中に 顧 炎 武の說 を 引ける によれ ば、 炎 武 の音學 五書 を 見た る に 似たり。 文化 

十四 年 卒す、 歲八 十六。 城 南 誓 願 寺に 葬る。 


家 田 虎、 字 叔貔、 通稱多 門、 大 峰と 號す。 信 濃水內 郡の 人な り。 父 行宜、 旭 嶺と號 す。 

大峰 先生 文集に 顯 考旭嶺 先生 庳 あり。 其の 文に 顯考名 は 行宜、 字は延 美、 通稱 善 助、 

十六 歲東 遊して^ 巢 先生に 從學 する 事 八 年、 詩 は 新 井 白 石に 學 び、 華 音 は 雨 森芳洲 

に學 ぶ。 旭 嶺儒を 以て 家 を 成 し、 江 戶に 住居 せんとし たるが、 二十 三 歳の 時 父 宗 善 

の疾を 以て 歸^ し、 再 遊 せんと 欲し たれ ど、 父 殁 する を 以て 果 さす。 家に 在りて 鄉 

の 子弟 を敎 育せ り。 大峯 兄弟 四 人、 伯 兄 名 は 明、 搫 劍術を 以て 松 代 侯に 仕へ、 仲兄 名 

は 經、 家 を 嗣ぎ醫 を 業と す。 叔は 卽ち大 峰な，^。 季は 僧と なり 慈 延と名 づ く、 字 は 

大愚、 京都に 住す。 女 兄弟 三人 ありと。 

大峰は 天明 元年 尾 張 侯に 仕へ て侍讀 とな り、 文 化 八 年 明 倫 堂督學 とな り、 天 保 三 年 

八十 八に て 卒した る 事 は 尾 張 名家 誌に あれ ど、 何 人に 就て 學び しか は 不明な り。 

大條 文集 六 維 記に、 安永 三年 八月 十七 日 夜、 燈 を點 して 讀書 せんとした るに、 油竭き 
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油 を 沾ふ錢 もな きを 以 て、 靑 山の £1; 子 餘を訪 う て 油 を 乞 ひ讀書 

の 時な り、 此 の 文に よれば 塾舍 生活に あ 

出來 たり。 其の 故に 曰く 「安永 四 年 乙 

死 年； 而 未 一  善 之 及- - 於 人 >  者 ：斯 所 < -以 深 

.1 巌井潤 子餘の 序文 を 載す。 卽ち 前 

タビ 

而 與 焉、 潤 一 見 一一 先 生； 私 心 頻 望 云 々」 と あ 

峰 は 此の 時 己が 一 家 を 樹立せ るな り。 

能 は す、 後 考を俟 つ。 大 峰の 師は 知る 能 

鴻凝門 なれば 朱學 なるべき が、 大 峰の 學 

稱 して 同鄕と あれ ば、 或 は 春臺の 影 響 を 

は儒學 辯 (文 集に あり) に 其の 大要 を 悉くせ 

三 王 之 道， 者 也、 今 之 所 J£ 儒 也 者、 師 U 朱 子， 而 

國 安 民， 者 也、 今 之 所 k 學 者、 索 & 理 心 法， 者 

異にして 祖來に 近き を 知るべし。 而し 


安永 三年 は大峰 三十 歲ー 

其 の 著 「解 慍」 は 安永 四 年 

今兹 三十 一 歲、 幾，， 于顏子 

同 志 士， 云 爾」。 解 

に 「大 峰 先生 命 世 

たり。 然 らば 大 

を 以 て、 之 を 知る 

る 所 あり。 父 は 

峰 文集に 恭臺 を 

はる。 大 峰の 學 

、師 孔子， 而學三 帝 

所. 謂 學也者 講，， 治 

其の 學が程 朱 


而 解-之 

其の 文 

るに 似 

見さる 

に 似た 

す。 大 

や と B,3 

儒 也 者、 

也、 古 之 

よ， 0 て 


二  一  二 

したる 

ら -. さ る 

未 秋 九 

恥， 也、 叉 

にあ-る 

れ ば、 大 

大 峰の 

は ざ れ 

は鳩巢 

受 け た 

り。 曰 

學_| 茂 叔， 


言 事 あ 

に 似た 

月 筆記 

有. 所- 慍 

岩子餘 

峰の 門 

碑文 偉 

ど、 其 說 

と 同 じ 

るに あ 

く 「古 之 

二 程 之 


也 云 々」。 此 の 

て 二 帝 三 王 の； 


焉、 虎 

怫， 焉、 

f -。 

人な 

記 を 

徂來 

か ら 

ら す 

所. 謂 

術-者 

^一 m に 

道 と 


は、 正 德 利用 厚生の 道 を 謂 ふ 

用 厚生の 三德を 本と す、 正德 

て 父子 兄弟 夫婦の道 を 正く 

利 に し、 釜 甑を 作りて 飮 食の 

にせし むる の 類 をい ふ、 厚 生 

獎 勵 し、 民 を 富ましむ る を 謂 

實 際に 近し。 正德 利用 厚生 

て 其の 本 は 左 傳文公 七年晋 

土 穀 謂 之 六 府； 正德 利用 厚生 

二 帝 三 王の 道と 稱 せるな り 

城 こ 章 「君 子 學， 道」 の 孔安國 の 注 

道は統 名に して 之を析 言 す 

皆 各 其 道 あり。 二 帝 三 王 は 

かるべ けれ ば、 禮 樂も 可な り、 

嫁 田大峰 


と せ り。 「學 語」 に 「上 古の 聖人 

と は 人倫 五常の 德を 正く し 

せし むる をい ふ、 利 用と は耒 

用 を 便利に し、 霞 繅 織機の 具 

と は 萬 民 をして 饑 へす^ へ 

ふと。 徂來が 道と は 禮樂を 

の 語 は 古文 尙書大 1^ 謨 にあ 

の 郤缺の 言な り。 邵缺が 「六 

謂， 一之 三 事，」 となす。 大 峰は此 

U 徂來が 禮樂を 先王の 道と 

に、 道 謂  >  ー禮樂 一と ある を 取りて 

れば天 道、 地 道、 人 道、 政 治、 學 問、 

政治家 なれば 政治の 道 を 其 

正德 利用 厚生 も 可な り。 唯 


の 天下 を 治む る は、 正德利 

て 天下に 示 し て、 萬 民 を し 

雜を 作りて 耕作の 用 を 便 

を 造りて 衣服の 用 を 便利 

ざ ら し め、 民 の 產業を 保護 

謂 ふとい へ るに 比すれば 

れ ど、 大 禹謨 は偽尙 書に し 

府三事 謂，， 之 九 功； 水火 金 木 

によりて 正德 利用 厚生 を 

せる は 論語 陽貨 篇 「子 之， 一武 

總 ての 道 字の 解釋 とせり。 

_處 世、 洽 病、 軍 陣、 治 水、 耕 作 等 

の 人人の 道と して 支障 な 

すべ ての 道 を 之 を 以て 解 

ニニ 一一 
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かんと すれば 通せざる 處多 からん。 姑く 論語 を 以てい うて も、 子 罕 篇 の 「可-一 與 適  >  道、 

未， 可，， 與 立； 可，， 與 立； 未^,, 與 權，」 の 如 き 「子 曰 是道也 何 足，， 以 臧，」 の 如 き は、 禮 樂 とも 正德 利用 

厚生と も 解く 能 はざる べし。 道 は 方法と して 適當 なる 者の 名 なれば、 一義に 拘は 

るべ からす。 

「學 語」 は 仁齋. 徂 來に對 する 批判 あり。 仁 齋に對 して 「仁齋 は 天理 人欲の 說は 古學者 

の 言 ひし 所に あらざる を 知れる だけに て、 宋 儒 性 理の說 を 除 き、 敎 として は 孝悌 忠 

信 仁義 を 本と し、 論 孟を 解く に、 性 理に涉 る 所の 外 は 集注と 大差な し、 叉 孟子 を 論語 

の注釋 書と せ ..^、仁 齋の學 風 は 日常の；；^ を 先と せる 爲 に、 門 人の 風義 はよ ろ し、 嗣 子 

東涯拔 羣の學 者に て、 著 述も多 く、 學 風 も 世に 弘 まり し」 と。 理氣の 先 後が 朱 子と 仁 

齋の大 なる 差なる が、 之に は 論及せ す。 祖來に 就て は 「徂 來は道 は 天地 自然に ある 

者に あら す 、梨 人の 制作に して 禮樂の 外に はな し、 性 は 人人 ゆ 3 異 なる 者な . ^、其 の 異 

なる 者を敎 育して 世に立つ 事の 出 來る樣 にす るの を敎 とい ふ、 仁 と は 人の 上と な 

り 民 を 安ん する 道な り」 と。 門人に 服 部 南郭. 太 宰春臺 あり。 南郭は 詩文 を 務め、 經 

書 を 解く に は 古 注. 新 注 と { 北 りし 見識 な し、 i: 人に は 世 說. 蒙 求な ど讀 ませ 居たり。 


春臺は 詩文 を 好 

はる 、 は 春臺の 

所 ある 書に して、 

功 あ. 0 との  一一 一一 口 は 

は 靑戶藤 綱 を 題 

公 私， 第 五 法 制、 第 

b 拾 ひ 取る に、 一 

りし を以 て、 當 時 

爲 す ベ し」 と て、 第 

立ちた る說 なけ 

大 峰の 著に ま 道 

以て 聖道辨 物の 

は 上下 ニ篇ぁ h_ _ 

じ く、 其 の 吊 ふる 


ま す、 經 學を 務め 經濟 を心掛 居た り、 今 の 世に 孝經 

力なれ ば、 聖 門に 於て 莫大の 功な り」 と。 今の 孝 經- 

殊に 家 語 は 王肅僞 撰の 評 ある 書な り。 然るに 聖 

解し がた し。 大 峰が 白 河樂翁 公に 上れる 書に 滑 

として 經濟を 論じた る 書な り。 「第一 儉 約、 第 一 一 和 

六 賞 罰、 第 七 好 惡、 第 八 禮 義、 第 九學 問な り、 藤 綱 が 十 

賞 文の 人夫 賃松 火を拂 ひたる は、 上 を 損して 下 を 

の 人 は 之 を 賞 讚した るな り、 故 に 有司 は 損丄 益， 下 

一 に 上の 儉約 を爲 すべき を 述べた る 政治 敎 育の 

れ ど、 大 峰が 訓詁 詞章の みの 儒なら ざ る 事 は、 之 に 

得 門」、 「聖 道 合 語」、 「聖 道辨 物」 の 三 書 あ り。 三 書 共 大 

中に 就き 二三 を 表出して 大峰學 の 梗槩を 知らし 

. 其の 序 に 「君 子が 國家 を經營 する は、 匠 人 が 宮 室 

器物 亦 寡な から す、 而 して 其の 器物 は 鋭利なら ざ 


と 家 語 の. 廣 く 行 

家 語 は 疑 ふべき 

門に 於て 莫大の 

川談ぁ り、 滑 川 談 

同、 第 三 人情、 第 西 

の錢を 水中よ 

する 考 より 起 

心 を 以て 政 を 


嫁 田大峰 


な 


目 


て 知 ら る 。 


同 主 意 

經 營 す 

ベ か 


ら 


なる を 

道辨物 

ると 同 

す、 故 に 
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論語に ェ 欲. 善-一 其 事； 心 先 利-其 器 一と あり、 國家 を經资 する も 之に 同じき を 以 て、 先 王 は 

之が 爲に 孝弟 忠信 仁 禮義を 制して 器物と なせ，.^. 云々」。 之に 由 h て 聖道辨 物 上 

篇 は 道、 德、 孝、 悌、 等 の 義を說 き、 下 篇 は 聖、 神、 武、 文、 仁、 義 等 を 說 き、 其 の 目 七十 二 あり。 

體裁 は語孟 字義、 辨道辨 名と 同じ。 

道の 解に 曰 く 「道 と は 道路の 謂に して 人の 出入 履行す ベ き 者な り、 先 王 人の 常 性に 

率 ひて 其の 履行す ベ き 者 を 分つ て 五 典、 五 偷、 十 義、 十 偷 等の 名義 を 制して 人 を 導 び 

き、 父 子に 始まり 君臣に 終 る、 叉 人人 相 交る の 道 を 制して 恭敬 忠信 仁！？ 勇義 等の 名 

を 立 て、 天 下の 人 をして 履行せ し む、 是 を稱 して 道と い ふ」 と。 管 子 の 「別 J 父 正-分 之 謂 

,理、順^ 而 チ失 之 謂， 道、 道 德定而 民 有 叙 矣、 叉 道 者 誠-入 之 性-也、 非お 乂 也、 聖 王 明君 善 知 

而 道， 之 者 .a  _  (君臣 上) を 引き て、 道 を 知 れる 者と 評せり (眷 子の 注に 道 與- 一人 性？ 非 下 別 有 一一 一 物 一 W 在 * 

人 身 上よ 也 と r 此れ 道 は 先王が 人の 常 性に 率 ひて 作れり とい ふ說に て、 徂 來說に 近し。 

お I の 解 一一 曰 く 「估 一， わ は， な り、 之 を 身に 得る をい ふ、 行 ふ 場 合に は 道と い ひ、 得 る 所より 

德 と い ふ、 其 の 物た る や 同 じ」 と て 禮 記 樂 記の 「禮樂 皆 得 、謂-之 有 、德 者 得 也」 及び 鄉飮 

酒 義の德 也 者 得- i 於 身， 也、 故 古 之 學- 術 道， 者、 將. 得-於 身-」 管 子 心 術 篇 の 「德者 得 也、 得 也 者 其 


を 


謂， 所-, 往 以 然， 也」 i 子往作 得) 等 を 

は 此の 說 なしと なす、 程 朱の 說 

心に 得る も 言 辭の 差に て 其の 

る は從容 として 道に 中る の 謂 

仁の 解に 曰 く 「仁 と は 功 を 成し 

レ 義豊. 功、 謂 一一 之 仁，」 を 引き て 古訓な り 

十 餘條を 引き て、 其 の 說を證 せり 

者と いへ る是な h>。 易 のっ^ 子 體_ 

べし。 義に違 はすして 世 を經し 

と 否と を 以て 仁 を 定めん とすれ 

尙 精到 を 缺く所 あり。 程 朱が 心 

義の解 に、 行 事 制 一一 其 宜 一之 謂な りと 

義の 原づく 所な りと いへ り。 因 

,義 の 文 を 博引せ り。 然し 義には 

鬚 田大峰 


き、 後 

指す 

賞 異 な 

に 過 ぎ 

て義に 


0 仁 

t  、足- _ 

民 を 

ば、 殷 

之德 

し て、 

て 禮 

兩義 


世 心に 得る あ 

なり。 祖來に 

る 所な し。 身 

す。 深究 せす 

違 は ざ る を 謂 

ひ、 尙國 語. 左傳 

に 成功 を 伴 は 

以 長 X」 も 同 じ- 

濟ふは 皆 仁と 

の 三 仁 は 仁の 

愛 之理に 激し 

柬晋 古文 仲虺 

記. 孔 子 家 語. 國 

あり。 易 文 言 


るを德 とする 者 あれ ど、 古 昔 に 

も 此の 說ぁ 6- 「然 し 身に 得る も 

に 得る は 行 を 以てい ひ、 心 に 得 

して 可な. 9。 

ふ」 と、 因 て 國語周 語、 單 襄 公 の 畜 

等に ある 成功に 伴へ る 仁の 事 

し て 言 へ る は、 孔 子が 管 仲 を 仁 

. 大 峯が擧 げたる 外に も ある 

いふべ ければ なり。 然し 成功 

列に 入る 能 はす。 仁の 研究に 

ての 說な るべ し。 

之 誥 の 以 制. 事 を 引き て、 是 れ 

語. 管 干 易-左 傳等 にある 從， 宜 曰 

の 利 者 義之和 也、 孟子 羞惡之 心 

二 一  七 
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者、 義 之 端 也な ど は、 從^ を 以て 解す ベ からす 

論 語 の 子 義 に 喩 り、小 人 利 に る も 之 に 同 

の義も 古訓な り。 孟子に も 義者宜 也の 文 あ 

くす るを義 とい ふと あ， 9。  二者 共に 古訓な 

を 解かん とする を以 て、 引 用せ る經 文に 於て 

^ 思^」 左傳 昭 公二 十七 年 の 「居剎 思 •」 等 是 な 

孟子 を 非と し 「仁 者 由， 入 之 性 情， 而 發、 義 者 自& 

れば 此の 如く 論せ ざる を 得す。 大峯に 論語 

西 京に 起 り、 初 めて 後世の 學が 古人と 異なれ 

其の 發 明の 說を 以てして 論語 古義 を 作 h  、之 

を 生じ 以て 古今 之說を 排斥 し、 別 に 評論の 書 

德 夫 師說を 幹と し、 諸 注 を 枝葉と し、 加 ふるに 

三 子 は 天性 豪邁 皆 能く 一家の 言 を な す、 然 れ 

爭ひ各 其の 好む 所に 偏し、 互に 相 敵視せ り、 唯 


二 一  八 

. 此の 義は己 を 辱 かしめ ざる をい ふ。 

じ。 義 利の 義は 多く 之に 屬す。 從， 宜 

り。 韓退 之の 原 道 に、 行 う て 之 を 宜 し 

り。 大 峯は從 &の義 のみ を 取りて 義 

通せざる 者 多し。 論語 の 「見袼 思. 利、 見 

り。 叉告 子の 仁義 內外說 を 古訓と し、 

人 之 制 一而 起」 といへ り。 從， 宜を義 とす 

注十卷 あり。 其の 序に 「近 比 伊藤 源 佐 

る を 知 h 、諸家の 說を 取捨 し、 附 する に 

に 續で获 生 茂 卿 東都に 與 り、 更 に 一 見 

を 作り、 論語 徵と名 づ く、 其 の 門人 太宰 

新 意 を 以てし 論語 古訓 を 作れり、 此の 

共是 よりして 流派 厲別を 生 じ、 子 弟 相 

其の 先王の 道 孔子の 敎に據 ある 者 は 


漢魏 可な 

家に 類す 

叉 論 語 羣 

に 於て 疑 

b 、上 梓 i 

開卷第 一 

也、 當 時 弟 

以て 弟子 

更に 論す 

子 夫子の 

論定 せら 

き 者 皆 語 

至 り て、 六 

者 を 語と 


へ宋 亦是な り、 伊 藤 


れ ど- 

疑考 

ふ ベ 

文政 

に 漢 

子 各 

の 論 

ベ き 

語 を 

る、 之 

と い 

經 を 

い ふ 


其 

五 


の實は 一 家の 

十卷 あり。 自 

者 ある を 批判 

年な， -。 

藝文志 の 「論語 

所， 記、 夫 子旣 卒- 

とする は 然る 

ら ん や、 二 十篇 

すと して 可 な 

命じて 論と せ 

國語家 語の 如 

定 したるな 、り- 


生亦是 な， - 云 々」。 此 によれ 

見 を 立て 先 儒と 角立 せんと 

序に よれ ば、 安 永 九 年 論語 注 

を 加へ 置きし を、 四 十 年の 後 

者、 孔 子 應 答 弟子 時人； 及 弟子 

.門 人相 與輯而 論 墓、 故 謂，， 之 論 

ベ か ら す 、夫 子 歿 後、 弟 子 其の 

中 弟子 相與に 論す る 者、 唯 子 

らん や」 と。 物 茂 卿 曰く 「先王 

る は、 孔 子の 事業に 命す るの 

し」 と。 大峯駁 して 曰く 「孔子 

. 論 を 以て 聖人の 事業に 命す 


ば 大峯は 公 

欲せし 者に 

を；^ りし 際 

に 至りて 上 

相 與 言、 接，， 聞 

語,」 と あ る を 

遺 ^一一 E を墓輯 

張 篇に見 ゆ、 

詩 書 禮樂孔 

み、 言 の 以て 

は 其の 道 行 

ベ けん や、 敎 


平 


なる 折衷 

た-。 

■ 諸家の 注 

したるな 

夫 子， 之 語 

し て 「論 を 

る に、 豈 に 

他 の 論、 弟 

に 至りて 

と な す ベ 

れ ざ る に 

なすべき 


は 非な り、 妄 語、 私 語、 世 語、 俗 語、 謬 語、 鄙 語等豈 に敎 となす ベ けんや 云 々」。 
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大峯は 藝文志 を 誤解せ り。 藝文 志の 論 寡は孔 

れ しか 等の 事 を 互に 討論して 定 むる 事 を 論と 

孔子の  一 H の 是非 を 論す るに あらす。 要するに 

爲すも 可な. o。 此の 外大 峯が擧 げたる 茂 卿の 

皆 川淇園 

名 は 愿、 字 は 伯 恭、 別 號 霜 齋、 文 藏と稱 す、 京 都の 人 

村 操 「近 世 先： 哲 叢 談」 續 編に 從 ふ)。 四 五 歲の時 父 某、 杜 

して 暗誦せ り。 父 之を奇 として 讀書を 課する 

章 も 亦 夙 慈 な り。 父 常に 世 儒 記 聞の 學を 鄙と 

らく 年老 能く 成すな し と、 是 に 於て 二子に 命じ 

タス 

聞 を資け 學識を 長す る 者は需 むる に隨 うて 之 

得べき 人に は 往き敎 を 受けし めたり。 是を以 


子 の 

い ひ 

編 墓 

說 は 


言 な る や 否 や、 及 び 何人に 言 は 

しならん。 語 は 孔子の 語な り、 

上の 手續 にす ぎ す。 弟子 之 を 

比^1 取 る に 足 ら す。 


(平 戸 

甫 の 

に 一 

し、 明 

て 學 

を 給 

て 淇 


松 浦 侯 撰 「弘道 先生 墓 表 i 邦 资に作 る， 松 

秋與八 首の 詩を授 く、 日 な ら す 一 

過に して 便ち 記 憶 せり。 弟 成 

經弘 道の 志 ありし が、 自 ，い 思 へ ： 

ば し め、 經 史百 家の 書に して 見 一 

し、 當 時. の學 者に て 啓 發の益 を 一 

園 は 闊 を 以て 顯 れ、 成 章は國 典： 


を 以て 名 を 得たり 

儒數 字を改 む、 淇 園 

を 說く能 はす。 洪 

是に 於て 力 を字學 

を 著 はし、 叉 其の 見 

は 物に 生じ 物 は 天 

最耍と す、 名 明に し 

物の 名 は 上世に 起 

め 性 を盡く し、 之 を 

與 る、 文字 は 其 名 を 

は 口より 出づ、 孝悌 

物 は卽ち 名物 な り、 

の 由て 辨 せらる 、 

易 及び 洪範の 九 疇 


. 成 章 後に 

其の 所以 を 


富 士谷氏 を 冒 

問 ひし か ば、 老 


私 

用 


て 

よ 


の 


る 所に 


察 

、上 

の 

、之 

出 


に 謂 

虚字 

よ り 

四 時 

M" り- 

世 の 

む る 

通す 

行 は 

に 孝 

を 守 

づ る 


ふ 「字義 

解 六卷、 

て 名 疇 

の 常 あ 

■ 物 察 に 

民は淳 

に 聲氣 

る 所以 

性 に 

悌 仁義 

る 者 は 

と せ 义 


を 知 ら 

虛字詳 

五卷を 

る もの 

して 文 

粹 の 性- 

を 以 て 

の 具 の 

發し、 之 

諸 名物 

以て 德 

V 左傳 


せり。 洪園 嘗て 一文 を 老儒に 示 す、 老ー 

儒 此の 如くして 語 優な りと て 其の 義ー 

ざ れば文 を 作り 書 を 讀む能 は す」 と。 ： 

解 十五 卷、 實 字解 八卷、 史記助 字 法 二 卷ー 

著 はせ り。 思 へ ら く 「名 は聲に 生じ 聲ー 

に 生 す、 故 に 聖人の 道 は 名を辨 する を， 

義正當 な り」 と。 名 疇の 自序に 曰 く 「萬 

精 明の. 知" を以 て、 物 の 情 を 観て 理を窮 一 

し て、 然 る 後に 萬 名 出 づ、 名 出で 、 文字 一 

み、 故に 字畫は 末な り、 名 物 は 本な り、 名 一 

を 行 ふ 人 は必す 其の 德物を 執れ り、 德 

は 性 命の 由て 著 はる 、 听 にし て、 道 義 一 

を 成す ベ し」 と。 而 して 淇園は 物 名 は： 

の 八 索 九 丘 を 八卦 九 疇な りと いへ り 0ー 


せ：" 川淇園 
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名 疇 は 孝悌 忠信 仁義 政 刑 等に 就き 自家の 解 棒 を 下せり。 仁 

辨 名の 類な り。 孝の 解に 曰く 『孝 者 善 體， I 父 祖 之 心： 自 致，， 其 順； 而 

實心之 用 f 父 m 之 心- &レ順 而 敬 於-, 其 紀 子 若 11 孫 之 位 分 1 之 所, 紀 所レ當 之 

所，， 或 違： 而 以 止. 之 於 其 德，， 於 人， 之 處， 之 名 也、 其 疇 象 爲， 自 用， ー克 攝 其 

其 道 之 紀， 德ニ於 人-之 0 之 類， 也」。 其 以下に 述ぶ る 處は 古書 を 博 

く 事、 語 子 M 字 義. 辨 名 等と 體裁 異ならす。 唯 最初の 數字 を異と 

の 一 面に 止めす して 吾 身の 修養 を 一 面と して 解ける は 前 儒 

然れ共 仁者 靜、 仁 者 壽、 仁 者不憂 等の 超然 自得の 仁に 就て は 論 

就いては 次の 如くい へり。 「或は 問 ふ、 仁 者 不 fei と は 何 ぞ、 答 へ 

樂とは 天下の 道と 和 同し 得べ き 者 を 知りて 之に 從ふ 者な り- 

べ  きを 知れ 共 之に 從は ざ る 者 な り、 仁 者 は 和 同し 得べき 道 を 

て 憂 へ ざ る な 、り」 と。 稍淺 はかに 似た， り j 

淇園が 文 を 作り 書を讀 まんに は 字義 を 知らざる ベ からすと 

して、 辨 名の 說 に 間 然 す ベ か ら t 然 れ 共、 易 と 洪範九 疇 を 基 


齋の語 子 皿 字 義、 徂 來 の 

敬， 之 之 名 也、 其 疇 象爲， 

類お、 仁 者"， 自 克 攝， 其 身 

實體， 其 * 以紀，， 止 之 於 

引して 孝 仁の 義を說 

す。 淇園は 仁 を 愛， 人 

の 解に 優る 所と す。 

及 せ す、 唯 仁者 不， 憂に 

て 曰 く、 憂 は樂と 反す、 

憂と は 其の 和 同し 得 

擇 びて 之に 從 ふを以 

い へ る は 當然の 事に 

礎と する 說は從 ひが 


たし。 易の 

る べき も 洪 

上古 語 言 が 

義 等 の. ^一目 語 

に 依ら ざ る 

を 擧 げ た る 

く 「天 下 之 事 

何 を 以て 天 

名 づけし か 

ベ た り、 贫 略 

るかな きか 

あ り」 と、 果 し 

な b 、何 ぞ 必 

て、 夏 の 記載 


八卦 を 

範九疇 

先づ 出 

が 上古 

ベから 

書な り 

倚伏紛 

下人 事 

• 叉 何 を 

す。 『孔 

, 先 儒 曰 

て 此の 

しも S? 

は 何 ぞ" 


支那 文字の 祖 とする 說は 

を 文字の 祖 とする 說 は 未 


來 て 

に あ 

ざ る 

〕 其 

糾し 

の 吉 

以 て 

子 作 

く 「天 

說 の 

易 を 

略 に 


然る 後に 文字 出来し 

りし や 否 も 疑問なる 

道 里 はなしと 思 ふ。 

中に 易 疑、 書 疑、 詩 疑、. 禮 

て 一定す ベから す、 文 

凶 を預斷 して 彖爻の 

天、 君、 父、 金、 玉、 馬、 と な れ 

る 所の 繁辭文 言 諸 傳 

地 自然の 易 あ り、 伏 羲 

如くん ば、 人 の 見 る 所 

貴と せん 云 々.r 書 疑 

して 寡 や」。 詩 疑に 曰 


繁辭 の下傳 にあ 

だ 嘗て 聞かす。 

は洪 園の 言 の 如 

事 な れ ば、 是 等 の 

洪 園に 問 學擧耍 

疑、 樂 疑、 春 秋 疑、 論 

王は聖 といへ 共 

辭を 作れる か、 且 

る 力」 と 4^  离 

の 文、 彖 爻 になき 

の 易 あ り、 文 王 周 

に隨て 各種の 易 

に 曰 く 「堯 舜 の 遠 

く 『今 の 詩 を學ぶ 


れ ば、 先秦 時代 

叉 其の 證據も 

か る ベ けれ ど- 

文字 を 解く に 

一 卷 あ り、 爲 學 

語 疑 あり。 易 

亦 人な り 天に 

つ 三 は 何を以 

艮に 就き 同じ 

者 多し。 皆據 

公の 易 あ 、孔 

あ り、 佛 籤鄕餞 

き 何 ぞ 記 载 の 

者 小 序に 由ら < 


の ■ 說 な 

な し。 

孝悌 仁 

易. 九 疇 

の 大要 

疑に 曰 

あらす、 

て 乾と 

疑を述 

る 所 あ 

子の 易 

亦 皆 易 

詳 にし 

ざ れ ば 


川洪園 
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朱 說に由 る、 朱 子 曰 く 「何 ぞ 明白 見る ぺ き 詩辭を 捨て 、、臆 度 信じが たき 序 說に從 は 

んと 欲する か」 と、 此 れ至當 の 論な り、 而 して 馬 端 臨猶小 序說を 取り 思 へ ら く 「序 は 詩 

人 の 深 意 を 明に す、 故 に廢 すべ から す」 と、 如 し 此の 如くなら ば、 三 百篇の 詩、 小 序 あれ 

ば 足れり、 孔子 何ぞ 詩を删 るに 勞 せん や、 馬 氏 叉 曰 く 「苯 苢の序 は 婦人 子 ある を樂む 

と あれ ど、 詩 語 は 苯苢を 采る情 狀を述 ぶる に 過ぎ す、,^ 離の 序に 宗廟の 顚覆 を閔む 

と あれ ど、 詩 は禾 1^ の 苗 糠 慨嘆す る に 過ぎ す、 是 れ 序に 頼て 明なる 者な り」 と、 是 れ 序 

を 主として 詩 を觀る 者な り、 詩 の 言 は -. さ る 所、 序 何に よりて 之 を 知らん や、 朱 子は勸 

善 懲惡を 以て 詩の 敎と す、 是 れ 孟子の 詩 亡びて 春秋 作る の 語に 本づ くと い へど も. 

禮記 經解篇 の溫柔 敦厚 は 詩の 敎 なり-とい へ る は 何 ぞ、 詩 亡びたら 何 ぞ復た 詩 を 作 

ら すして 卷秋を 作れる か、 然 らば 詩 の敎 は 何 を 目的と したる か』。 禮 疑に 曰 く 「禮 記 

詣篇 純駁ー ならす 周禮は 後人の 偽作 な り、 儀 禮も疑 ふべき 者 多 し、 廟 堂の 制 甚廣大 

な わ、 恐 らく は士の 能く 造 る 所に あ ら す 、士 相 見 禮の大 失 は羔を 執る 如き は、 左 0 に 

よれば 詩の 范獻 子に 始ま る、 西 周の 禮 にあら す、 聘 禮物を 用る 事甚多 し、 小 國覇國 に 

事 ふる 禮な るべ し、 豈 に 周 公の 1^ 典な らん や」。 樂 疑に 曰 く 「樂 記 言 ふ 所 誇張に 過ぐ 


るに 似たり、 陳後 主の 玉 樹後庭 花 は、 古人、 周の 房 屮樂の 遣 聲 な 

風の 詩 は 皆 房中 樂な るに、 一 は 之 を 以て 人心 を 正す とい ひ、 一. 

せり、 然ら ，，MJW にめ ，_£,ぉ..5_—1 な. る riL.^!.^lJltiL 秋. 凝 Fp:::::;^- 


す し 

公元 

て、 隱 

交 質 

を 待 


詩 亡 

家 に 

は 曰 

之 


て 司 

て 魯 

年 を 

公 を 

と あ 

て 後 

に 與 

修 め 

/\  、し 

徂來、 


馬遷が 

の紀年 

以て 肇 

始 とす 

れば周 

に 明な 

を 以 て 

か ら ん、 

た る に、 

之德愛 

此 の， 


ri^  ^一一 一口 


用 ひ 

起 し 

ば 西 

已 に 

V6 何 

る は 

子 叉 

臣賊 

理、 或 

家尙 


言 ふ 如き か、 如 し 其の 如 

た る か、 魯 の史 とするな 

た る か、 說 者 曰 く 「隱 公 は 

周の 美尋ぬ ベ し、 文武の 

卑 し、 好 を邾に 求む と あ 

ぞ 自ら 傳 を：^ らすし て 

故 ありと いふ ベ し、 孟 子 

曰 く 「孔 子 作，， 春 秋； 亂 臣 賊 

子 何 を 以て 之 を 懼れた 

は 曰 く、 博 愛韓 愈、 或は 曰 

相 近似す、 仁 字 は仲虺 之 


くん は 何 を 

らば 何を以 

祖業 を弘め 

迹墜ち す」 と、 

れば 魯已に 

左 氏の 作 を 

曰 く 「詩 亡 而 

子 懼」、 孔子 

る か』。 論語 

く、 慈 愛之德 

誥. 太 の諳 


仁 ^ 

篇 に 


といへ る 

之 を 以て 

春秋 を 作 

周 室の 紀 

禽 よりせ 

を 光 啓 し 

ども 隱公 

，且 春秋の 

ん や、 朱 人 

作」 と、 春 秋 

夫 を 以て 

曰 く 「孔 子 

或は 曰く 

已 にあり • 


が、 詩 經 國 

國を 亡ぼ 

くるの 眉 

年 を 用 ひ 

すして 隱 

たる を以 

の 時周鄭 

義 其の 傳 

目. <_ラ るに 

の 作 何 ぞ 

之 を 其の 

の 仁說或 

, 長 人 安民 

■ 同 力 異 か 


皆 川淇園 


疑 


日本 儒學史 

孔子の 意 何れに あるか」。 淇 園の 

有 せ ざ るべ からす。 之 を 以て 見 

はる。 當 時の 學 者に て 此の 如き 

考！ I 暖家は 之に 對 して 相 當の說 を 

るに 似たり。 可惜。 易に 關 する 

り。 卜 筵の 起.^ し は 支那 上古に 

され 居る は彖 にし て、 象 は 周公且 

主として ^德 政治 を說 けり。 文 

に 乾と な り、 叉 天 君 父 等と なれる 

擊辭文 言 等 所謂 十 翼 は 孔子の 作に 

序 を 取る. か 取らざる か の 疑な り。 

說を 作り 序の 信す ベ か ら ざ る を 論 

者 ある を以 て、 姑 く存 して 參考に 供 

る も、 經 解篇の 溫柔 敦厚の 敎 とする 


よ 


皆大な 

淇 園の 

疑 を 抱きし 


も 

せ 


作 

i、 

も 


疑 は 

■ 易 は 

き て 

も 疑 

す。 

小 序 


る を 可 

皆 可な 


力 


る 疑に 

學問上 

人 は 無 

園 は 之 

卜 I 巫 を 

第三 期 の 

れ 居れり 


考察 

り し 

に對し 

信 す る 

彖 


之 を 言 ふは當 

とする 所 なれ 

論せ すして 可 

は 古來信 否の 

れ共詩 序な け 

とす。 朱 子が 

り。 唯 之 を 目 


者と し 

は餘 

な り。 

て 何等， 

か 信せ 

書な り- 

二よ 卜 

ら す。 

ど 今日 

說多 し- 

れば 詩 

詩を勸 

的と し 


よ 

力 

家 


第二 

猶其 


詩に 關 

. 朱 子 

を 解く 


懲 惡 


て 


定 

を 

^一一 In 

說 

匕 匕 

さ 


の說を 

者 と 思 

淸 代の 

爲さざ 

問 題 な 

作と 稱 

なし。 

が 何故 

を 得す。 

て は 小 

詩序辨 

は ざ る 

敎 とす 

.sf たり 

V7 


と爲す 

て、 作 者 

作 な リ )0 

る に て、 

れ ど、 後 

年に 超 

の才を 

すと よ 

歆の作 

密、 諸官 

に 基き 

ざ る 事 

此の 外 

0 九 壽 


衰 


は 不可 

は 知る 

國 風 

其の 始 

に 之 を 

力 ま 

は ん 

園 の 

見 た 

聯絡 

く の 

予 も 

易 原 

綜合 

皆 川 


なり。 

能 は ざ 

は 其の 

は亦敎 

讀 む 人 

書 者、 義 

爲 なり 

^ーーーロ の 如 

るなら 

等學者 

修正 を 

を 信 

著 あ 

る 者 


之 

せ 


詩の 雅頌は 朝廷に 

る 者 多 し、 必 すし も 

地方の 風俗 人情 を 

育に 用 ひ ん と し て 

は 勸善懲 惡 と も 溫 

之府 也と もい へ り 

しと 思 ふ。 此は別 

し、 禮 運な ど は 道家 

ん。 周禮が 周公且 

の 手に 出来べき 者 

施して 周官 と名附 

せり。 然し 廟堂の 

り。 文章 解し がた 

に 似たり。 後考に 


ありて 宴會 祭祀の 時に 樂 

敎 育の 爲に 編纂され たる 

知り て、 政事 の參考 にせん 

編纂され たるに あ ら す、 編 

柔敦 厚と も 解せ る なり。 

リ 孔子が 門 人に 詩 を敎へ 

に述 ぶる 事と せん。 禮記 

の 言な り。 周禮を 後人の 

の 作なる 明證 はなし。 然 

にあら す。 周 初の 作なる 

けたるな らん。 儀 禮が全 

制 甚廣大 なる は必 しも 疑 

くして 意味 不明 な る 所 多 

讓る。 叉 易の 三十 六變說 


人 


爲 


が 歌 ひし 者に 

あ ら す (變 雅は擬 


に 集め 

の 目的 

傳僖公 

れ た る 

篇純駁 

作と せ 

ど も 設 

き 力； |ほ 

周 公の 

ベから 

。 然し 

る 由な， 


ら れ た 

各異 な 

二十 八 

は變通 

一 な ら 

る は 劉 

官の細 

代の 書 

制なら 

す。 

易と 洪 

る が、 其， 


淇 園 


tn す 儒學. 

の 書 を 見ざる 爲 に後考 とす。 (大田 錦 城の 項參 照 —— 校 正 者 記) 


ニニ 八 


慶 長年 中、 德 川家康 其の 子 賴房威 公 を水戶 三十 五 萬 石の 地に 封 じて 諸侯と せり。 

賴房 封に 就き 寬永八 年 藤 原 惺窩の 門人 菅玄 同の 門人 人 見卜幽 又 號  >- 林 塘ー を 京都よ 

り聘 して 儒官に 任じ 四百 石 を 賜 ふ。 是を 儒學が 水戶に 入る 始 とす (林 羅 山が 江戶に 

來 るに 先 だつ 事 一一 一年な り r 尋 いで 寬永 十四 年羅 山門 人 辻 端 亭を聘 して 儒官と し 三百 

石 を 賜 ふ。 寬永 十七 年叉玄 同の 門 人播 磨の 岡 部 拙 齋を聘 して 儒官と し 四百 石 を 

賜 ふ。 卜 幽の薦 に 依るな り。 是 れ皆賴 房の 時に 在り、 賴房は 修史の 志な きを 以て- 

其の 聘 したる 諸 士は惺 窩. 羅 山の 門 流に て、 皆 程 朱 派の 學者 なり。 之 を 以て 政治 文 

學の 顧問と せる に 過ぎす し て、 學 校の設 もなかり しなり。 賴 房の 次の 光 园義公 は 

夙に 修史の 志 ありて 史局を 神 田の 別邸に 置きし が、 寬文 十二 年 小石 川の 本邸に 移 


本 fi 準 史 


し 彰 考 と 

宅 生 順. 森 


づ 


森 傲 塾， 名 

安積 潜 泊 

取 り て 我 

者と 學ぶ 

學 風俗 等 

學が我 邦 

修史 事業 

て も、 水 戶 

朱舜水 の 

京 松江府 


尙 

已 


た 


れ ど、 他 は西國 人に 

中 犀の 條) 


聘 あり 

儒學生 


犀 

塾- 

る 

て 


0 編修に 與 かる 

等な り。 此の 中 

て、 京 師を 最多と 

-不 染 居士 等の 號 

四 歲 な h。 儒佛 

ベ き 者 ある 事 を 

者と を 擧げて 之 

者と 學ぶ ベ から 

る に 至りし 原因 

と ， き關 ijtf あり、 

異 彩 あるべき は 

更に 水 戶學の 基 

て 恩 貢 生 に擧げ 


二三 〇 

者、 人 見 傳. 吉 弘 元 常. 板 垣 矩. 巾 衬 顧 言. 岡 以 直. 小 

宅生嚼 は水戶 人に して 人 見 卜幽の 門人な 

-且板 垣矩の 如き は歌學 者な り。 (「文苑 遺 談」 田 


し、 

あ 


を 

ら 


學 

じ. 


.攝 维高槻 の 人な り、 松 永 昌 易 に就學 す。 

に 通 じ，， 護 法资治 論」 を 著 は し、 佛 敎に 於て 

. 叉 支那の 文學 官制 風俗に 於 て、 取 る ベ き 

せり。 皆 我が 邦 を 主と し 支那の 政治 文 

者 ある を 論じた る 者な り。 是れ亦 水 u; 

な ら ん、 享 保 六 年 卒す 六十 九。 ， 

召聘 された る 儒臣は 京師の 人 多き を 見 

の 事と せざる ベから す。 之に 加 ふるに 

造りた る 者の 如し。 舜水は 明 末の 人、 南 

•i 円 兵；： d を 渡る に 及び 事爲 すべ からざる 


を 知 

の 徒 

つ に 

す。 

の 聘 

欲し 

0 に 

つ る 

を擇 

す。 

安積 

り、 後 

し て- 

學 の 


り 長 

と 筆 

唯國 

を 受 

舜水 

之 を 

時 其 

び 江 

覺 兵 

に 水 

罟 る 

三 書 


舜 


ノ寬文 四 年 小 宅 生 順、 光 

水 を 知 り、 返 りて 光园に 

. 舜水嚴 格 剛直 動く 時 

ざ る を 以て とすと い 

る 者 十九 年な り。 

に 問 ふ。 舜水學 宮の木 樣を造 

建 て、 學 徒 をして 釋 5^ 六の 禮を習 

の樣 式に 從へ りと いふ。 舜 水が 來 

戶に 出し 舜 水に 就て 敎を 受けし む _ 


崎に 来れ 

語し 遂に 

を 以てせり 

譽 未だ 報せ 

け 江 戶に在 


• 名 は 覺、 

侯に 仕 

三年 痘 

止 ま 久 


泊齋、 叉老 

。 も II 白光 

病 て， 水 戶 

つ 支那 音 


牛 


を 以 


士 と 

命 を 

れ り- 

て 素 


以 

故 


の 命 を 奉じ 長 崎 

必 す 

リ 天 


年 

-此 

し 

今 


江 


したる 


を Iff  くし 

禮を 以て 

和 二 年 四 

囫 聖廟 學 

を獻 じた 

寬政 年中、 

り 光园藩 

魯 齋. 安 積 

信、 通 稱 覺 

出で 舜水 

句 讀を受 

過 ぎ ざ る 


に 使 し、 隆 方 壺. 獨 立 

之 を 江 戶に聘 し 待 

. 卒居妄 に 言 笑せ 

十七 日 卒す。 水戶 

を 水戶に 建てん と 

ば、 權 に 駒 籠の 別 

府湯 島の 聖堂 を 建 

子弟の 俊秀なる 者 

泊 等 を 高足 弟子と 


衞、 大坂 

就學せ 

た る は 

し。 life 


の 役に 

る 時 十 

孝經. 論 

する 二 


功 あ 

歲 に 

語. 小 

及 び 


水 戸學派 


日本 儒學史  ニー 一二 I 


博學 能文に し て、 尤 も 國史に 通せ り、 彰 考 館に 入 

日本史 二百 四十 六 卷は享 保 五年脫 稿し 其の 事 

功 尤も 多し とい ふ。 元 文 二 年 卒す、 年 八十 二。 

の 綱目 を 喜ばす して 溫 公通 鑑を讀 め， りと。 湖 

「綱目 出法發 明、 雖，， 議 論 剴 切； 頗 有 T 傷 n 於 苛 酷， 者； 設 

と 徂來に 答 ふるに よれ ば、 舜 水 も 宋儒を 信す る 

務 爲= 古 學； 不.， 甚 伊宋 儒； 議 論 往 往、 JKi 口 者； 载 在 n 文 

の 敎學に 任じ 名分 を 正 し、 節 義を 重ん する を以 

魯 齋. 澹 泊と 前後して 鷓飼鍊 齋. 佐 佐 十 竹. 栗 山 潜 

事せ り。 皆 山 崎闍齋 派の 學を 治め 且皆 京師の 

宣揚す る 學を務 むる 事と な り、 舜 水に 本 づける 

合 し て、 水 戶學派 を 生す るに 至りし なり。 

以上 は 皆 光園 時代の 事なる が、 綱 條. 宗 堯. 宗 翰 三 

世 治 保 文 公 の 時に 立 原 翠軒又 東 里 出で 水卢學 


り 日本史 

に關 せる 

澹泊は 純 

亭涉 筆に 

使-其 人 面 

事 篤から 

集， 可， 徵 也 

て 主と す- 

峯. 三 宅觀 

人な り。 

名分 を 正 

乂， li ク史 

を 一 振せ 


編修の 總 裁に 任せ 

者 數千百 人なる が、 

朱子學 なる が通鑑 


是 


上 


> 之 、必有 一 

りし こ 一 

々」。 二 

皆舜水 

等 水 月 

に 於て 

節義 を 

の 問題 

0 翠軒 


,辭 焉、 豈 心 

似 た り、 曰 

人 學政を 

の 敎に從 

一一 來り タレ ノ 

敬神 尊皇 

重ん する 

の み な り 

-H 且 味-. Ji< 


ら る。 

■ め 一 f 白 の 

は 朱 子 

服 哉」 

く 「文 恭 

掌り 藩 

ふなり。 

史に從 

國體を 

敎と相 

し が、 六 

の 田 中 


江 南の 弟子なる を以 て、 朱 子學 派に 容れ られ ざり し が、 治 保の 知る 所と なり 重用 さ 

れ、 彰 考 館の 總 裁と なれり。 翠 軒の 門に 小 宮山楓 軒-藤 田 幽谷 出 で、 幽 谷の 門に 會澤 

正 志. 豊 田 天 功 出 で、 且 其の 子に 柬湖ぁ り、 幽 谷 の 「正 名 論」 正 志 の 「新 論」、 「讀 直 毘 靈」、 「讀 葛 

花」、 「閑 聖漫 錄」、 東 湖の 「囘天 詩 史」、 「弘 道 館 記 述 義」、 「常 陸 帶」 等 並に 水 戶學を 叙述して 餘蘊 

なき 書な り。 

弘道館 

烈 公弘 道 館 を 建て 藩士の 子弟 を敎 育し、 親ら 記 文 を 作に 籐田東 湖に 命じて 其の 述 

義を 作らし めたり。 弘道館 記 及び 述義は 水 戶學の 精神 を 十分 發揮 せる 者なる が、 

今 原文 を 略して 弘道館 學刖を 示さん。 一、 凡そ 學 館に 出入す る 者 は、 當 に 親 製の 記 

文 を熟讀 し、 深 意の 在る 所 を審に 知るべし。 神道と 聖學 はこれ 其 致 を 一に し、 忠 孝 

はこれ 二 な ら す、 文 武 はこれ 岐っ ベから す、 學 問 事業 はこれ 其效を 殊にす ベ からす、 

皆 宜しく 記 文の 意 を 奉 承すべし。 二、 寶 之 無窮なる、 君臣 父子の 大偷 天地と 不易 

なる は、 天地の 大道に して、 大 化の 詔に 稱 する 所の 惟神と は、 天祖の 極 を 立つ る 所以 

に し て、 唐 虞 三 代の 治敎は 天孫の 資 りて 皇 歡を贊 く る 所に し て、 人倫 を 明に する 所 


tH 本 儒學史 


以に非 

遵奉す 

學を以 

閣齋と 

氏に 此 

に^ ゐ 

る ベ し、 

潰亂四 

一、 賴 

二、 光 

四、 宗 

五、 宗 


る な し 

ベ し 云 

て 國 家 

符合す 

すれば 

れ り、 其 

修史 事 

出せる 

水戶德 

房 


。 學者宜 

々。 以上 

の 治 敎 を 

る 所 あ 6、 

弊害な き 

源 を 討ぬ 

業の ある 

に あ ら ざ 

川 家 世 系 

威 公 

義公 

肅公 

成 公 

良 公 


しく 神 を 敬し 儒 を崇び 以て 斯の意 を推廣 

は學 則の 一 部分 なれ ど 亦 以て 水 戶 學が我 

-种輔 せんとす る 精神 を 見るべし。 此の 點 

然れ ども 素行の 如く 淺 薄なら す、 閽 齋の如 

に 似 たれ ど、 其 の 終 り は 黨 爭起 りて 拾收す 

れば 俄に 各派の 學者 を召聘 し、 之 を 統帥す 

間 は 其の 事 を 務め 他心な かりし が 事業の 

る か。 


二三 四 一 

し 忠孝 

力 を 

は 山 鹿 一 

く 偏 固 一 

ベ か ら 

る 人 な 一 

者 こ ii^ 一 


の 大訓を 

主 と し ぎ 

素 行. 山 崎 

ならす、 二 

ざ る 狀 態 

きが 爲な 

くに 及び 


六、 治 保 

七、 治 記 

八、 齊修 

九、 齊昭 

十、 慶篤 

十 一、 昭武 

十二、 篤 敬 


文 公 

武公 

哀 公 

烈 公 

順 公 

節 公 

定公 


大田錦 城 


大田錦 城、 名 は 元 負、 字 

り。 父 を 玄 學と いひ 

醫學を 治めた る が、 方 

四 年江戶 に游學 す、 時 

大 E  51 械 


は 公 幹、 通 稱 才 佐、 加 賀 大聖 寺の 人な り。 幼に し て 神童の 稱ぁ 

醫を 業と し 本草 學に 精し かりし とい ふ。 錦 城 兄 伯 恒に從 ひ 

技の 人た る 事 を 厨と せ す、 儒 學 を 以て 身 を 立てん として 天明 

に 年 十九な り。 室^ 萬の 歿後 五十一 年に して、 井上 金 峩の卒 
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せる 年な り。 此の 年 五井 蘭 洲. 中 井 竹 

大家 已に亡 び、 朱 子 學に尾 張の 細 井 平 

中 西 淡 淵 I 細 井平洲 ！ 秦鼎 

—機 島 石 梁 

て 江 戶. 京 都 共に 卓出せ， る 大家な く、 唯 

京都に 仁 齋の學 を つげる 皆 川 淇園ぁ 

は 義理， 訓詁に 力 を 用 ひ、 易. 詩. 書. 儀 禮. 大 

書 を解釋 して 各 書の 譯解を 作れり。 

、其 の 尤も 得意と せる 著 は 「易 原」、 「名 

今 通 韻 を 見て 發明 する 所 あ り、 此 の 書 

者に 似た，^。 名 疇 は 仁. 義. 忠. 求 等の 德 

語. f 龍 字義、 徂 來の辨 名の 如き 者な り。 

に 易の 三十 六變說 あり。 然し 易 原に 

八 囘數へ て卦を 立てる の を、 尙 十八 囘 


山の 「非 物」 「非 徵」 上梓され たり。 當時徂 來學の 

洲、 肥 後の 藪 孤山 ありし も、 並 に 一 方に 偏在し 


江戶に 井上 金峩の 折哀學 をつ ぐ 山 本 北山と、 

るの み。 北山 は 前に ありこれ を^く。 淇園 

戴 禮. 左 傳. 論 語 i 子等 を考證 して、 之 を 以て 經 

叉 「左 傳助字 法」、 「史 記 助 字 法」、 「虛 字解」 等の 著 あ 

疇」 の 二 書な り。 易 原の 自序に も、 毛 奇齡の 古 

を 著す と あり て、 易 と聲 音との 關係を 論せ る 

目に 就 き、 自 家の 解釋を 下せる 書に て、 仁 齋 の 

洪園 學の大 體は此 書に 因て 知らる。 叉洪園 

は な し、 他 の 書に あるべし。 通例 は^ 竹 を 十 

數 へて 立てるな..^。 始めの 十八！： で 六爻の 


一 卦を立 て、 次 の 十八 囘で 叉六爻 

る なり。 之 を 三十 六 變說と い ふ、 

との 同異 詳 ならす。 奇癖なる 說 

起る 間に 淇園風 一 派の 學派 起れ 

保 筑 水. 朝 川 善 庵. 中 井 履 軒 等な り- 

す、 考  證 にも あら す、 古 書 を 精讀し 

て 前人 を 凌駕す る 者 あれ ど- 

に 及び 此の  學は廢 せり。  淇 

以て 錦 城の 附錄 として 一 言 

錦 城 は 江戶に 出で たれ ど、 意 

園の 學 其の 意に 滿た すして 

人となり を 見 て、 大 島 無害 山 

して 獨學 せり。 時に 幕府の 

藏書を 貸して 讀 ましむ。 多 
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書家 

世話. 


其 ニ卦を 

十 六 變 說 

折 哀學起 


人 
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る 0 

紀藍 
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一 卦 に 

ど、 毛 氏 

以 後、 考 
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る 片 
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り、 考 
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元 筒。 錦 城此に 因て 諸 書 を博覽 する を 得たり 。人となり 頭腦 極めて 明哲に し. て 

分析に 長 じ、 論 辯す る 所要 を 得たり。 著述 甚だ 多き に拘ら す、 上 梓す る 者 は 「九 經 談」、 

「疑 問 錄」、 「梧 窓 漫 筆」、 「仁 說 三 書」、 「錦 城 文 錄」、 「白 湯 集」、 「鳳 鳴 集」 等 の 類に 過ぎす。 其 他 は 

比^: 抄 本 を 以 て 傳 は る 。 今九經 談. 疑 問 錄に據 て、 錦 城學の 一 端 を 述べん。 

九經談 起草の 年曰詳 なら ざれ ど、 書 屮に 引け る 自著の 中に、 疑問 錄. 大 學 考. 壁 經辨正 • 

梅 本增多 原. 論 語 大 疏. 易 學象義 等の 名目 あれ ば、 晚 年の 作な ろべ し。 故に 此の 書に 

據り錦 城學を 述べん。 九 經談十 卷、 總 論、 孝 經、 大 學、 中 庸、 論 語、 孟 子、 尙 書、 詩、 左 氏、 周 易 の 

九 經に關 せる 諸家の 說 及び 自家の 意見 を敍 せる 者な り。 總論中 に、 經 學 に 三大變 

ある 事 を 論 じ、 漢 學. 宋 學. 淸 學 と し、 「漢學 は 訓詁に 長 じ、 宋 學は 義理に 長 じ、 淸 學 は考證 

に 長 す」 と いへ り。 叉 「漢 唐に 至り 其の 學小變 すれ ど 要するに 皆漢學 なり、 宋ょ" 明 

に 至り 其 學小變 すれ ど 要する に 皆 宋學な り、 淸 儒 中に 宋學を 爲す者 あり、 漢 學を爲 

す 者 あ り、 漢 宋兼 習の 人 あれ ど、 其 長す ろ 所 は考證 にあ 6 云々/ 伊東 東涯の 古今 學 

變 にも 同様の 考ぁ り、 錦 城の 考察 を詳 なりと す。 

錦 城 曰く 『漢 魏傳 注の 學は 聖經を 羽翼し 其の 功 偉な り、 宋 儒 始めて 異說を 立てた 


，り. といへ ど も、 其 の 

より 入 ら ざ るべ か 

を强合 し、 通 せ ざ る 

棄て、 義理に 從ひ、 

は宋 學が佛 說を以 

道家の 見 あり 「道 

ベから す、 唐 の 啖 助. 

せ b  、孫 明 m の 「尊王 

安 石の 三 經新義 出 

大に 分れ た り、 程 朱 

れ ば粹然 たる 者と 

な り』 と。 

是は 漢宋學 に對し 

と し て、 儒 學の精 髓 


訓詁 名物に 至 つ て は 矢張漢 唐の 說を用 ふ、 經學を 治む る 者は此 

ら す、 鄭 玄は詩 を 解す る に 多く 文字 を改 め、 三 禮を 解す る に 彼此 

に 至りて は殷禮 也と 稱せ り、 王 弼. 韓 康伯は 易 を 解す るに 象數を 

雜 ゆるに 黄老の 言 を 以て し 「天 地 以 J〔 爲， 心、 道 者 何、 無 之稱 也」 の 類 

て經書 を解釋 する 端 を 啓きた る 者な り。 何晏の 論語 を 解く 亦 

不％& 、德 有-一成 形 一」 の 類是な り、 漢 魏の傳 注と いへ ども 盡くは 信す 

趙 琴 陸 淳 始めて^ 秋の 三 傳を駁 し て、 古 今學 術の 分界 此 より 萌 

發 微、」 劉 原 父 の 「七 經小 偉」、 歐陽脩 の 「詩 本 義」、 蘇 氏 兄弟の 詩 書 易、 王 

、、漢 唐の 學 始めて 變せ. り、 程 朱 性理の 說 典 つ て漢 學宋學 遂に 

學の佛 老を雜 ゆる は 其の 短なる 所 なれ ど、 短 を 去りて 長 を 取 

る べし、 漢學 は小醇 にして 小疵 なれ ど、 宋學 は大醇 にして 大疵 


極めて 公平なる 見方な り。 漢學の 弊 は 訓話 名物 を 解く を 主 

等閑に せる にあ h 二し、 宋學の 弊 は佛說 道士の 說を 取れる にあ 
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ど、 太 
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も 匕 ^ 

る よ 

臣 と 

も 義 

て 


を 


理 

、考證 


得 

よ 


說が 已に雜 

ざ る なり。 

り。 陸 象 山 

紙と せる は、 

文 字、 見 性 成 

忌 み て 一一 目 は 

常惺惶 な b 

點 惡 む ベ し、 

ベ し」 と。 考 

當否を 論せ 

學 荒 み た り、 

注 釋の學 な 


り、 義 理は 本に して 考證は 

學 者の 精 を 費す 所 は琪義 

者の 弊な り、 考證 正確に し 

と。 仁 齋學を 論じ. て 曰く、 

「仁齋 は 英邁の 資を負 ひ 卓 

從 へり 江戶 にて 古 學を倡 

は吳廷 翰の 吉齋 漫錄 より 

書 易 を卑視 して、 特に 論語 

是れ 論語の 述 ベ て 作 ら す、 

と。 仁齋 と吳廷 翰と 其說同 

と 其 道 同じから すと は、 斟 酌 

とも 思 はれ す、 叉 す ベ て 異 な 

殷 之 路： 服，， 周 之 冕； 樂 則 韶 舞」 と 

同異の 論 は 問題と ならす と 

. 大田錦 城 


末 
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り、 考證 精な 

にあつ て、 聖 

理當る を 儒 


智 

の 仲 

ら さ 

考 ふ 

とも 

り、 孔子 

ふ。 徂 


抱 

來 


て 

ー述 

仁 
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を 


れ ども 義理 乖 けば 無用の 學な り、 考 證 

道の 大原は 措きて 講 せす、 是れ 近世 學 

者の 學と いふ」 

濂洛の 學を徘 し、 海內 靡 然として 之に 

仁 齋の風 を 聞いて 典る 者な り、 唯 其 學 

ら す、 考 證に 長せ す、 大 學 中庸 を 疑 ひ、 詩 

人と 孔子と 其 道 同じから すと い へり、 

堯舜， 憲__ 章 文武， と 背反せ り」 

齋の條 に 述べたり。 三代 聖人と 孔子 

に し て、 孔 子と 三代 聖人と すべ て 同じ 

れ す。 孔子が 顔 淵に 答へ たる 言に 「乘- 一 

前代の 長 を 取りて 行 ふに ある を 以て、 

論じて 曰く 

二 四 一 


. H 本 ^  史 

「m 來 は 年 五 十 に 1^- 

介" 他に 出 づ 、經義 道 

と 欲するな り、 故 に 

の 博 は 之に 過 ぎ、 叉 

て 長 人 安民の 德と 

といへ. るに 至って 

書 と す、 仁 齋は 誤り 

異 端の 魁な り、 其 書 

ら >^  I 

一。 五經 大全に 對し 

「^  E- の 力 偉. 胡 安 國 

な， e  、蔡 沈の 書傳は 

に 創 ま， 0 て、 明 の 世 

J。 叉當時 の 宋蓽 者： 


始めて 經義 

は 其の 長所 

の 說 浚 薄 味 

る考 證の學 

せ り、 然 れ 共 

說 窮 す、 孟 子 

諸 經を駁 す 

t-ffl 觀すれ V6 
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て 曰く 

の 赛秋傳 比 n 朱 

師說に 背ける 

祖の永 樂に成 

レ對 して 曰く， 
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る、 然 
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も、 其 


に 比す 

れ 共考 
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大概の 

の 見る 

の 取る 


艮 わ」 
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し、 此 


じ 仁 齋を駁 


の 說 
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證未 

を 求， 

言 と 

所異 

ベ き 


ざ る 所 
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，予朱 子の 意 
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だ 精な 
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なし 
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元 の 
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の學 明の 楊 
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す、 然 し學問 

來は 仁を以 

叉 有 J  二 仁， 

子と 抗爭の 

ど も、 徂 來 は 

廢棄 すべ か 


子 未定の 書 

仁 宗の延 祐 

^ も 1」 •  P. 


「朱 子、 二 程の 學を 奉じて 必 しも 字々 句々 其說を 守ら す、 今 の 宋學を 爲す者 は 朱 子 

が 二 程に 異なる を 疑 はすし て、 後 儒の 朱 子に 異なる を 疑 ふ は 不達の 甚 しきな り」 


以上 は總 

專 門の 人 

は 學海堂 

ん事を 恐 

るに 及び 

毛奇 齢. 朱 

刻 成 は 我 

る 能 はす 

復性復 初 

て、 是 亦 有 

り。 ^  ^ 


論に ある 者 

は 是非 一 讀 

經 解より 出 

れ、 常 に 長 崎 

悉 く 買 ふ 能 

葬 靠. 顧 炎 武. 

が萬延 元 年 

0 毛 奇齡等 

■ 本 然 氣 質、 太 

益の 書な り- 

仁說は 孔子 
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三 書 は 


，此の 外 九 

。 九經談 

抄錄 して 

载の經 解 

笑話 あり 

に 止まり- 

年 を距る 

て 見た る 

受等 五十 

洙泗仁 說、 

語 を 集め 


は 全 

九經 

を 買 

〕 今 

其の 

事 三 

事 ^ 

五條 

一 貫 

て 孔 


1 } 


子 
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、故 

す 

な 
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る ： 


考證學 

を 作る 

して 手 

經談を 

に 及ば 

五 年後 

し。 疑問 錄は 

分 ち、 宋 學 

義、 仁 說 要 

の 仁 を 論 


なる 說 

を 以 て、 

たるが、 

引用せ 

學海堂 

城は經 

文を以 
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刻した 

る 書な 
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錦城學 
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る 書 は、 

解 を 見 
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書に し 
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。阮 I 
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漢. 唐. 宋. 明. 淸 の 各 代 

の 論語 考等を 多く 引 
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元の 孔子 論 仁篇、 孟子 論 仁篇と 同じ 體裁 なり。 阮元 に效. ひたる 者な らん。 唯 仁 を 

以て 善と 判斷 したる は 物 足らぬ 心地す。 以上 は 刻本に 就て 敍 したる が、 抄 本を以 

て 偉 はる 者に 論語 大疏 あり。 論語 大疏は 二十 卷 あり。 論語の 注 釋書を 網羅す る 

を 主と し て、 其 の 注 釋に對 して 簡單 なる 批評 を 下せる 書な 

を 通じて 主なる 說 は大槪 之を擧 ぐ。 本邦 仁 齋. 徂 來. 宇 野 明 

用せ り。 

宇 野明葭 ー 一 ー 村 瀨栲亭 

—片山 北海 

1 赤松；^ 洲 

i 僧 大典 

九經談 五卷に 「予 ，大 疏 お-古 注- 爲圭、 

諸 家 之 說， 補 i 、諸 家 所禾， 通、 m,- 一  得 之 

海堂經 解の 刻 成 以前に 卒し たれ ど、 

兼 探 家な り。 然し 漢を 主と せる 事 


古 注 所， 不， 通、 則 以= 朱 注， 補， 之 

愚 一 補， 之」 と あ り、 大 耍 此の 如 

其の 學風は 純然たる 考證 

は 論語 大疏に 就き 言 へ る 


■ 朱 注 所芣， 通、 則 以-明 淸 

き 書な り。 錦 城. は學 

學 に て、 其 の說 は漢宋 

が 如し。 山 本 北山 も 


稍 考證學 に 近き 所 あれ ど、 未 だ 純なら ざる 所 あり。 我 邦の 考證 家と して は 錦お を 

嚆矢 とすべし。 此 より 海 保 漁 村. 島 田 篁 村の 諸氏 相 尋で與 り 學風ー 變せ り。 

錦 城 經學の 旁 亦 詩 名 あり。 「錦 城 百 律」 「錦 城 詩稿」 あり。 「曉發 三 島 詩」 に い ふ。 

滿天 風露曉 光淸、 殘月 茆檐鶴 未， 鳴、 

一 路凄然 秋草 裡、 停 fe 幾度 聽 _,蟲#-； , 

海 保 漁村 

漁村 姓 は 海 保、 名 は 元備、 後に 紀 之と 改む。 字 は 純 卿、 叉 春 農 漁村と 號す。 上 總武射 

郡 北淸水 村の 人。 父 名は修 之、 恭 齋と號 す。 漁村 文政 四 年 江 戶 に 來り大 田 錦 城に 

從 ひて 業を受 く、 時に 年 二十 四。 天 保 十一 年年 四十 三、 周易 古 占法 を 出版す。 後 秋 

田 佐 竹 氏、 濱 松 水 野氏聘 して 藩儒と 爲 さんと したる が辭 して 應せ す、 處 士を 以てき 

ら居- り 著述 を 以て 業と す 、鹿 應ニ年 卒 す、 歲 六 十 九、 本 所 普 贤 寺に 葬る。 

周易 古 占法  四卷 


n: 本^ 學史 

"：^: 文に 錦 城の 說に據 

らん。 周易の 占法 は 

古 說 と 合 は や . 故 に 

M 竹を數 ふる 事 三 

其の 說 あれば 、古来の 

變 と し、 陰 を陽變 とし、 

所の 卦を 之卦 と名づ 

に據 て變爻 する 事 も 

次に 得た る卦に 因て 

す。 漁村 は 之に 就き 

去と 名 づけし なり。 

四 者に 區 別して 之 を 

整 度の 注)。 此 によれ 

物と なる。 叉 周 代に 


りて 此の 書 を 著 

唐 以來絕 學 と な 

漁村 は 此を著 せ 

にして 一 爻を立 

傳說 な る ベ し。 

別に 一 卦を 作り、 

く。 老 陽. 老陰の 

いつよ，^ 始まり 

吉凶 を判斷 する 


周 代 


よ 


力 


し て 


m 村 は 「六 爻 不 

論せ り。 鄭玄云 

ば 連 山. 歸 藏は卦 

も彖 のみ を 以て 


す 由 を 記 せ ば、 多 く は 錦 城 

りし 者に て、 朱 子の 本 義. 啓 

る な .0  (朱 子の a は 後に 述 ぶ)。 

て、 十 八！： にして 六 爻 を 立 

六爻の 中に 老陽老 陰の 爻 

始の卦 を本卦 と名づ け、 次 

名 は 繁辭に な く、」  1" 代 の 書 

しか 不詳。 是 にて 占^ 上 

に 何 如に なす ベ き や、 之 を 

判斷 したる 事 を 論 やる な 

例」、 一 爻變 例」、 「ニ爻 以上 i 

ふ 「連 山. 歸 藏は卦 を 占 ふ、 ra? 

に 據て占 ふ 事と な り、 爻 は 

占 ひし 事 ありと て、 左傳偕 


二 四 六 

の 說に本 づきし な 

蒙に 其の 說 あれ ど 


てる 事 は 

あ る と き 

の 變爻に 

に 始めて 

の 手續は 

論す る を 

り。 故に 周 

； 例」、 「六爻 全 

易 は 變を占 

占斷 上に は 

公 十五 年、 成 


• 陽 を 陰 

て 得 る 

り。 之 

る な ,9  。 

法論と 

易 古 占 

變例」 の 

ふ」 と (乾 

無用の 

公 十 六. 


年の 文 を 引いて 之を駁 し、 周 といへ ども 六 爻不變 の 時 は彖を 以て 占 ふ 事 あり。 唯 

爻を 以て 占 ふ 事 は 周 代に 起る とい へり。 

一 爻變の 時 は 本卦と 變爻の X 乂辭を 以て 占 ふと 云 ひて 左傳莊 公二 十二 年、 信 公 十五 

年 等の 文 を 引けり。 ニ爻變 以上の 時 は 象辭の 全文 を 以て 占 ふと 云 ひて 左 傳襄公 

九 年の 文 を 引けり。 六 爻全變 の 時 は 乾坤 二 卦は用 九 用 六の 辭を 以て^ ひ、 餘は本 

卦と 之卦の 彖辭を 以て 占 ふと 云 ひて、 左傳昭 公二 十九 年蔡 墨の 言 と、 杜 預 の 注. 孔 穎 

達の 正義 を 引けり。 朱 子 は ニ爻變 すれば 本卦と ニ變爻 の辭を 以て 占 ふ。 仍上爻 

を 以て 主と す。 經傳に 文な しとい へど も 例 を 以て 推せば 此の 如くなる しべ と (啓蒙 

な ら ん)。 彖 辭 とすると 爻辭 とするとの 異 あり。 第 四卷に 說卦逸 象の 目 あり。 說卦は 

乾 は 君. 男 などの 如 く、 乾 坤 以下の 八卦 を 種々 なる 物に 配當 したる 篇 なる が、 說 卦 に 

擧 げたる のみに て は 易の 經文を 解く 能 はざる に 由 り 、後 學 者が 更に 配當物 を增益 

せり。 之 を 逸 象と いふ。 說卦 以後の 象 書の 古き 者 を 後 漢苟爽 の 九 家 易と す。 九 

家 易と は 荀 爽、 京 房、 馬 融、 鄭 玄、 宋 衷、 處 翻、 陸 績、 姚 信、 翟 子 玄、 な り。 此の 九 家が 配當 した 

る 者 三十 一 と 虞 翻が 配した る 者 三百 三十 一 を、 虞 氏 易 の配當 とい ふ。 漁村 は 此の 

海 保 漁村  二 四 七 


二 


日本 儒學史  二 四" ハ 

嘆 易， の 分卦直 日、 鄭 玄の爻 辰 圖等を 古 占法の 後に 附 せり。 配當 


が 其の 類 を 推して 增 

配 當 せ ざ るべ から ざ 

數 五十と は 天地 の數 

の說は 誤れり。 何と 

に 分爲三 以象 h と あ 

る は覩 易き 理 なり。 

はざる を以 て、 便 宜 上 

拘泥せ ざる は 太 可な 

は 參考资 料と して 貴 

るべき 書な り。 錦 城 

乾隆 比の 學 者に 似た 

大 學 鄭 氏 義 

中庸 鄭氏義 


益し 

る を 

五十 

な れ 

然 れ 

五十 

り。 

重 の 

の 考 

る 所 

四 卷 

八卷 


た る な れ ば、 其 の數を 確定す る 能 は す、 八 卦 

以てな り。 第三 卷揲蓍 解に、 大 衍之數 五十 

ある を 謂へ るに て、 蓍 數を 謂へ るに あらす 

ば 此の 文 は大衍 之數五 十、 其 用 四十 有 九と 

大衍 の數と 四十 九 を 天地の 數と蓍 の數と 

ども 蓍の數 は 四十 九なら ざれば 七 八 九 六 

より 一 を 減じて 四十 九と したるな り」 と 云 

一 卷ニ卷 は 占法に 關 する 者に し て、 占 法 を 

書な り。 考證も 極めて 精確な り。 三卷以 

證 は汎濫 にして 耍を 失ふ觀 あれ ど、 漁 村 は 

あ り。 


を 


の 

の 

分 

て I 

研究 

下 よ 

頗 る 


事 は 各 家 

て 萬 物に 


說 あ -、 此 

) 其の 次 

つ 能 は ざ 

を 出す 能 

■ 太 極說に 

する 人に 

附錄と 見 

著 實 な り 。 


大學^ 氏義卷 尾に 漁村の 識語 あり 

年 六十 五歲の 時に 訂正して 定 稿と 

を 引ける 處 に、 「文 久芡亥 正月 九日 塞 

漁村 六十 六歲の 時な り。 數々 訂正 

漢宋兼 採の 考證學 者なる 

採る 事 多し。 漁村 も 古注 

より 多し。 此の 點に 就て 

來 心性の 學は漢 儒の 長す 

說く時 は 本旨 を 失 ふ 者 多 

思 はる。 門人 平 松 脩の 漁 

ふ ベ き 者 は 辨訂を 加 ふ、 必 

、朱 子に 從ふ 所往々 あり 

傳、 玉 燭寳典 を 引 き、 大 學 を 

の學 校の 名と せる 說を取 

海 保 漁村 


。 之に よれば 三十 七歲 

なりし 者に 似た り。 然 

！漁衬 老人」 の 識語 あり。 


の 時に 稿 を 成し、 文久ニ 


を 

0 

學 

れ 


，錦 城 

主 と 

城と 

所 に 

著述 

も 一 

大學 

校 の 


して 成 

漢 唐の 

る 事 は 

な る 

ら さ 


錄開 

に 拘 

名義 

と し 

朱 子 


れる者 

古注 を 

錦 城に 

往々 あ 

を 以 て- 

見解に 

に 「專 ら 

ら す-と 

就いて 

、鄭玄 の 

大人の： 


主と 

同 じ 

り 0 

學 

從 ひ 

鄭注 

あ り 

も 漢 

大な 

學 と 


た 

を 

.此 


る 


るに 第一 卷 漢書 

文 久癸亥 は 三年 

リ 漁村 も 錦 城と 

いへ ども、 義理 は 

ど、 程 朱 說を採 る， 

其の 異なる 所と 

書 は鄭玄 注の み 

庸鄭氏 義を著 は 

とすれ ど、 經 に 考 

通り なれ ど鄭說 

貨 志、 公 羊 宣 公 十 

問と 解せ るを駭 

るを從 ふべ から 

二 四 九 


食貨志 

にして 

同じく 

朱 注 を 

事 錦 城 

す。 元 

を 以て 

せりと 

へ て 疑 

を棄て 

五 年の 

し、 朱 子 


tw 本 儒 學史 

へり。 明徳 は 孝悌の 德、 禮樂 の 

云へ り。 鄭 注と 同じく して、 朱 

付 は 孝悌の 德、 禮 樂の 則が、 動作 

い ひ て、 明 德を 誠と 解せ り。 明 

ら ざる 事と なる。 叉宋 の. 5:- 繩 

學 末 章； 乃 合一 一仁 義 一而 言， 之」 と あ る 

疑ら く は 子 思の 手に 出で しな 

たるな り。 大學を 子 思の 作と 

なき 說 なり。 格 物の 說も朱 子 

格 物の 物を禮 儀と 解 き、 讀 書 窮 

思 はる。 其の 他 は 文字 上の 說 

る 諸家の 說 を列擧 しある を以 

大學と 同じ 體裁を 以て 編纂 さ 

し。 然し^ 注を强 ひて 朱 子と： 


身に 且ハ はりあ 《±15>傻 


子の 虛靈 不味と 說 

威儀の 表に 發 見せ 

德を 誠と 解 すれば" 

祖の學 齋估舉 に 「聖 

を 引 き、 大 學 の 言 は 

らんと いへ り。 是 

せる 說は 寧 ろ 奇 說 

の 讀書窮 理の說 を 

理 して 禮儀を 知る 

にて 別に 擧 ぐる 程 

大學 研究者に は 

たる 書な り。 唯 

じくせ る 所 あ. 0 


採 


る 

言. 

亦 


の 


子 皿 

て • 

とおけ 

の 事に 

極めて 

大學に 


の 表に 發 

犬に 異な 

誠の 一字 

虛靈 不味 

必 兼 J 我 而 

子と 符合 

學を 心性 

べき 者に 

鄭玄の 格 

る は、 朱 子 

あ ら す。 

便利な り 

比すれば 

ば屮 奮の 


二 五 〇 

見 せ 


れ 


其 

る 

說 

て- 

說 

氏 

の 


る をい 

. 然れ 

翁 相 近 


去 る 

子 思 

者 多 

け る 

何等 

を 採 

差 あ 

大學 

庸 鄭 

を 採 

如 き 


ふ と 

共 漁 

し と 

遠 か 

於- 大 

れ ば、 

證據 

す、 唯 

如 く 

義も 

事 多 

なり。 


鄭氏は 中庸 を 解い て 「名 

下 文 に 「喜 怒 哀樂之 未 

之 達 道 也」 と いへ るに 據 

し 喜 怒 哀樂の 未 發を中 

いふ 中 は 一 般 にある 中 

て は 喜 怒 哀樂情 也、 其 未： 

と は 此の 如く 明に 異な 

の 中 を 失 はざる を 和と 

と 程 子 說とを 同じ様に 

和の 中 は 誠な り、 性 に あ 

漢注孜 ありし が、 尙書漢 

逸した るに 似た わ-。 島 

原 津浪の 時、 沙 中に 埋ま 

帖 して 展讀 する を 得る 

林述齋 


曰_, 中 庸， 者、 以，， ；其記 中 

謂， I 之 中； 發 而 皆 屮， 節 


和 之 爲 ft 也、 庸 用 也」 と 云 

謂，， 之 和； 中 也 者 天下 之大 


て、 中 庸 

い ひ、 中 

は 異な 

性 也と 

者 ある 

とい ひ 

ん とせ 

す。 發 

放が 京 

氏に、 竹 

,9 たる 毛 

者 二 三 葉 


の 書 は 中 


詩 


大本と 

者 あ-. > 

き、 中 和 

，漁村 は 

，中和 を 

。 予は 

中レ倉 " 力 

大學に 

井井 翁 

漢注玫 

過 ぎ ざ. 


の 德の用 を 

-和を 達 道と 

，特別なる 實 

中 を 性と せ 

玄 注の 中和 

別 の 意 味 あ 

ふに 中庸の 

庸の 中な，.^ _ 

るの みに し 

毛詩會 變 を 

鹽入 自筆 稿 

ど、 此れに 據 


ち 

1 百 


ひ釋 文、 中和と は 

本 也、 和 也 者 天下 

とせるな. 9。 然 

り 推せ ば、 此 章 に 

取 り、 中 和に 就い 

の 說と程 朱の 說 

なき 中と し、 本性 

せす し て、 鄭玄說 

說 を 可とす。 中 

に 易. 詩. 書 語 の 

本と な り、 或 は 全 

用立て、 其 後 小 田 

り。 紙 葉 堅く 襯 

ば 毛 傳鄭塞 を 主と せり 

二 五 一 


せ る 

ふ 所 

の 說 

過不 

文字 

は 程 

此 の 

-他 よ 

す 時 


者 

夕 

あ 


と雖も 

悉 せる 

多くし 

類なる 

に 身 を 

考證學 

篁 村 遺 

の 時代 

する 人 


日本 儒 學史 

，漢人の 注釋の 


者 

も 


に 似た 

讀 惡 き 

し0 

て、 言. 夫 

りしが、 

四卷及 

よ 一 般 

多き を 


爲、 先 

人 に 

氏 は 

其 書 

び 學 

の 學 

以 て 


みに あら す、 朱 于嚴 榮等も 探 入せ り。 毛 詩の 

京都大學にぁる尙書漢注^^-は完本なれ ど、 細 

年 一 見した るの みに して 詳讀 する 能 は ざり 

^ 澤. 榮 丁 島 田 篁 村 先 師. 信 夫 恕軒氏 等 あ . り。 

文章 を 以て 名 あり。 篁 村師は 漁村の 學を傳 

成る に 及ばす して 下 世され たる を 以て まと 

士院 其の 他の 場所に ての 講演 筆記 數多 ある 

風 一 欒 して 槪 して 考證學 となりし が、 尙朱子 

前に 溯りて 朱 王 ニ學の 狀況を 述べん。 


注釋書 

字に て 

き。 矢 

化 J 澤氏 

へ て 且 

まりし 

の み。 

學. 王 陽 


と 


張 

著 


し 

學 


學 


て 詳 

塗抹 

詩 の 

問 外 

た る 

なし。 

漁村 

を I!g 


林述齋 

林 家 第 四 代林榴 岡の 門人に^ 井 太 率 後 藤 芝 山 あり。 太 室の 門に 林述齋 あり。 

述齋公 曰 「余 元 ト撒井 太 室 二 就 テ 學 ブ、 太 室" 少年 ヨリ 我 屋敷 二 來リ苦 學致セ シ_ 


人 一一 テ有シ ガ佐倉 侯 一一 仕へ タ リ、 佐 

サレ、 俄ニ釋 菜等ノ 調べ ユカ、 リ シ 

一一 申 サレ、 誰レゾ 門人 中 一人 召抱タ 

へ、 釋菜ノ 式 ヲ定メ シトナ リ、 卽 今 まま 

と述 齋談錄 にあ り、 談 錄の 著者 不明。 

述齋の 門に 松崎慊 堂. 佐 藤ー齋 あり。 

王 兼 探 ぁ學を 治む。. 嫌 堂の 門より 鹽 

は 漢 唐 の 舊 說. 淸 儒の 考證を 治 め、 旁 ら 

にて 安積 艮 齋. 大 橋 訥鹿出 で、 王 學 にて 

於て 文化 文政より 嘉 永. 安 政の 間に は- 

時文 物の 梁然を 極めたり。 而 して 其 

ざ るべ から ざれ ど、 實 は 松 平 定 信 (樂 翁 

學史 中の 人に あらざる を 以て 之 を 省 

述齋名 は衡、 歿して 快 烈と諡 せり。 逸 


倉侯ガ 溢谷ノ 下屋敷 

二、 誰モ 心得 タグ 者 無 

キ 由 一一 付、 太 室 ヲ推擧 

谷 拜 橋 二 ァ ル 聖堂 是 

慊堂 は朱學 より 漢唐 

谷 宏 陰. 先 王 父 出づ。 

仁 齋. 徂 來. 朱 子に 出入 

山 田 方 谷. 吉 村 秋 陽. 東 

_ 朱子學 i 陽 明學. 考證 

の此に 至りし 原因 を 

公) の 功に 歸 せざる ベ 

き、 述 齋を揭 ぐる 事と 

審. 蕉 軒. 天 瀑 等の 雅號 


二 聖像 ヲ求メ テ 安置 致 

シ、 其ノ故 ヲ我ガ 先 某 公 

致サ レ、 太 室 佐 倉 藩 へ 仕 

ナ リ」 

の 古學に 入り、 一 齋は朱 

宕陰は 文章 を 治め、 王 父 

せり。 ー齋の 門に 朱學 

澤 等 出で たり。 是に 

學の各 大家 並び 出で、 一 

窮 むれば、 述齋の 力と せ 

からす。 され ど 公 は 儒 

せ り。 

あり。 美 濃 岩 村 藩主 大 


日本 儒學史 

給乘 in 氏の 子な り。 幼に して 病 を 得、 封 を 襲ぐ 能 はすして 

意 を 以て 林 家に 入り、 七 世 錦 峯の後 を 襲へ り。 忍が 岡學問 

學 にして、 幕府の 保護 を 以て 經^ し來， -し が、 幕 府は 其の 內 

世襲の 家職と し、 敎學の 事 は羅山 以來の 習慣に 從 ひて 行 ひ 

學系表 


家 に 

所 は 

事 に 

來り 


； M 谷 宕 陰 

-安 井 息 軒 


四 代 


林 樅 岡—^ 井 太 室 ー 林 述 齋 ー 


-松 崎慊堂 ー 


-齋 藤 拙 堂 

1 本 多 廣 軒 

- 安積 良齋 

-楠本 端山 

,ナ 橘 ISa 

-佐久 間 象 山 

-山田 方 谷 

1. 東澤瀉 

-吉村 秋 陽 

—奥 宮惜齋 

I 池 田 草庵 


二 五 四 

ありし を、 樂 翁 公 の 

羅山 以來林 氏の 私 

關與せ す、 大 學頭は 

しなり。 


- 並木 栗 水 


羅 山 4 學 a 岡 三代まで は 世間の 學術 未開な りし 爲に、 林 家 は大學 頭と して 一 般の 

尊 崇 を 受け 居た る が、 仁 齋. 徂 來 興りて 朱 子學を 攻撃した る と、 鳳 岡. 榴 問 等が その 學 

識、 羅 山. 繁 峯に 及ば ざり し爲 に、 林 家 を 視る事 昔 曰の 如くなら す。 正 德四年 徂來の 

學寮 了簡 書と いふ 學問 所敎 育に 關 する 意見書 さへ 出づ るに 至れ-り。 五世 鳳 谷、 六 

世 亂 潭、 七 世 錦峯に 至りて 學術 益々 下 り、 大 學頭 たる 尊 崇 を受 くる 能 はざる に 至れ 

^。 寬政五 年 錦 鳳 卒して 嗣な きを 以 て、 述 齋 入りて 其の後 を 襲げ り。 松 平定 信 は 

天明 七 年に 老中と な り、 儒 學 を振與 して 人心 風俗 を 矯正 せんと 欲 し、 夙 に學問 所に 

注目し、 學問所 をして 天下 敎學の 宗主たら しめんと せり。 柴野栗 山が 幕府に 仕へ 

たる は 廣瀨蒙 齋の栗 山 碑文に は 天明 六 年と し、 友 野 子 玉の 栗 山 小 偉に は 天明 八 年 

とせ， -。 樂翁 公が 執政と なりし は、 南 合 琦の樂 翁 公 碑に は 天明 六 年と あり、 五 弓 久 

文の 松 平定 信 行 實には 天明 七 年 六月と あ り、 一 一 者 共に  一 二 年の 差 あ，.^ て 明なら ざ 

れ ど、 天 明 六. 七 年 の 此、 樂 翁 公 執政 G 時、 聖堂 改革の 準備と して 栗 山 を 聖堂に 入れた 

るな らん C 寬政ニ 年 大學頭 林 錦 峯に命 じ、 柴 野 栗 山. 岡 田 塞 泉 を 學問所 敎官に 任 じ- 

學問 所の 學風 を改 め、 羅 山 以來の 正 學を務 むべき 事 を 命じたり。 之 を異學 禁 と 稱 

林述齋  二 五 五 
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せり。 其の 文 左の 如し。 


寬政ニ 年 六月 松 

朱 學 之 儀、 慶 長以來 御. 

儀に 候 得 者、 無 油斷正 

說を爲 し、 異 學 流 行 風 

其方 門人 共の 內 にも 

候、 此度 聖堂 御 取締 嚴 

能 此旨申 談、 急 度 門人 

樣、 相 心得 可 申 侯、 (儒 林 

當時 朱子學 以外の 學を 

洲. 戶 崎 淡 園. 細 井 平 洲. 家 

て、 述齋 の學制 改革 は 一 

西 山拙齋 なる を以 て、 次 

西 山 拙 齋は備 中 鴨 方 郡 


平定 信より 大學頭 林 信 敬 錦 峯に與 へ たるま 

代代 御 信用 之 事に て、 旣に 其方 家、 右學風 維持 

學相勵 み、 門 人 共 取 立 可 申 儀 候、 然所 近き 比 世 

俗 を 破 候 類 有 之、 全 く正學 衰微の 故に 候 哉、 甚 

■ 右 體學術 純正なら ざる も の、 折 節 は 有 之 儀に 

重に 被 仰 付、 柴 野 彥 助、 岡 田 淸助儀 も、 右 御用 被 

共異 擧相禁 之、 不限自 門 他 門 申 合、 正 學 講究 致 

叢書 史傳 書簡 部、 寬 政 異 學禁關 係 文 書) 

以て 門戶を 立つ る 學 者、 皆 川 洪 園. 村 瀨 栲 亭. 龜 

田 大 峯. 山 本 北山 等 皆 世に 名 あり て、 其 の 說 を 

時 衆 怨の府 となれ b -。 而 して 此の 改革の 發 

に 拙齋の 事 を 略敍せ ん。 

の 人な り。 大阪に 出で 那波魯 堂に 從 へり。 


達 書 

之 事 被 仰 付 

上 種種 新規 

不相濟 事に 

相 聞え 如 何 

仰け！ Ks- 得ば、 

し、 人材 取 立 

井 南 淇 i 島 

改めざる を 

言 者 は備中 


の 

て、 

七 匕 

ム HE 


以 

の 


# 堂始 は徂來 


畢を 拳び しが 後に 其の 非 を 知り、 洛閥說 に 入れり。 是を 以て 拙齋も 

り。 德島 蜂須賀 氏人 をして 拙 齋を聘 せし め、 三 百 石 を 給 せんとした 

かす。 金 澤前田 氏 亦 之を聘 したる が叉辭 して 就かす。 夙に 紫 野 If 

を 以て、 栗 山が 學問 所の 敎授 たるに 及 び、 書 を 送りて 異 學を禁 せん 事 

栗 山 は 之を定 信に 告げて 異學禁 を 出した るな り。 其 時 播州 赤 穂の 

洲と云 ふ 人 あ り、 栗 山と 親交 ある を以 て、 書 を 送りて 學問 所の 學の 一 

ら ざる， を 論じた る が、 栗 山が 答へ ざる を以 て、 拙 齋は 代りて 搶洲に 答 

並に 先哲 叢談 續編六 赤松 洽洲. 西 山 拙 齋の傳 中に あり。 文 長き を以 

所の 學が朱 子學に 限られた るを以 て、 筑 後の 龜井 南、 溟は 憤死 し. 或 は 

者 多 かりき。 然し 此 異 學禁 は宋 代の 異學禁 の 如く 天下に 命令した 

て、 幕 府は林 家に 對 して 注意した るに 止ま り、 天 下の 學術を 朱 子學の 

なか. 0 しと 思 はる。 尾 張. 紀 伊 は 所謂 親 藩 なれ ど、 尾 張 は 細 井 平 洲、 家 

用 ひ、 庄 內は徂 來說を 用 ひ、 紀 伊 は 折衷 學を用 ひ 居れ ど、 幕 府は之 を 禁 

諸侯 中に 幕府の 意 を 承け て 朱學に 改めし 者 は あれ ど (食 律が 闇齋學 


洛閩說 を 奉せ 

るが 辭 して 就 

山 と 親善なる 

を勸 めた り。 

儒臣 に 赤松 澄 

家に 偏す ベ か 

へたり。 其 文 

て 略す。 學問 

之 を 論議す る 

る にあら すし 

みとす る考は 

田大峯 の說を 

せ ざ り し なり。 

を 改めて 肥 後 


林述资  二 五 七 
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の篏 孤山 を 聘し た る 如き ：： 、た な ，.^) 後 世 稱 

は 皆 學問所 が 官 學 と な り て 程遠から ぬ 

なれ ど、 述 齋が爲 したる 事 は官學 として 

禁の事 を 略敍 す。 

岡 田 寒. 2^ は 閤齋學 なる を. 以て 林 家 も 反 

任 し、 後 任と して .K1 賀， 精 里. C 藤 二 洲を敎 

の 混沌 社中の 人な り。 混沌 社 は 大阪に 

水 も 社， 中 の 一人な り。 當時江 戶の學 者 

部關 西の 人 を 以て 學問 所の 敎授に 任じ 

賀、 ニ洲は 伊豫 川 之 江の 人な り。 之 を 宽 

述齋の 學は純 朱子學 なる が、 三 家 詩に 關 

修 する に 似た り、 其 の 書 を 見 ざろ 爲に批 

るべ し。 文集 詩集 は 出版され たる 者 あ 

したる は 國史關 係の 書な り。 武家 名目 


二 五八 

する 程の 暴擧 にあら ざ るに 似 な り。 以 上 

時の 事に て、 述 齋が林 家に 入らざる 前の 事 

の 事なる を以 て、 官 學と爲 りし 顯末 と 異 學. 

對 し、 且 學術も 深 淵 な ら ざる 爲に 代官に 轉 

授に 命せ り。 栗 山. 精 里. 二 洲 は皆片 山. 北海 

在りて、 經義 詩文 を 研究す る 社な. =。 賴春 

に 朱子學 を專攻 する 人な かりし を以 て、 全 

た るな り。 栗 山 は 阿波 德 島、 精 里 は 肥 前 佐 

政. の 三 博士 とい ふ。 

する 著書 あるより 見れ ば、 漢 代 今 文 學をま 

評する 能 は す、 深 き 硏究を 積める に は 非 ざ 

り、 詩 文に 長 じたる 人な り、 其 の 尤も カを效 

抄、 宽 政靈修 諸家 譜、 新 編武藏 風土記、 佚存叢 


等 な り、 佚 存 叢書 は 支那に 佚して 我 邦に 存 する 書を彙 刻せ る 者な り、 其 の 書目 は 


第 一 蚨 

古文 孝 經孔傳 孔安國  一 

五行 大義 m 蕭吉  五 

臣軌  二 

樂 書耍錄  三 五. 六、 七、 

兩京新 記 廣聿述  一 三、 

李 嶠雜詠 唐 李 t  二 

第二 帙 

文 官 詞林唐 許敬宗  四 六 百 六十 二. 六 w 六十 a 六 百 六十ん、 六 1H 九十 五 

感與詩 注 付 武夷櫂 歌 注 一、 宋蔡謨  1 

泰軒易 傳宋李 中正  六 

左 氏 蒙 求 元 吳化龍  1  ,- . . 

第三 帙 

林述齋  二 五 九 


日本 儒學史  二 六 0 

唐 才子 傳元辛 文 els  十 

難經 集注  五 

第四帙 

玉 堂 類 稿 崔舍人 

周易 新 講義 宋 《s  十 

宋景文 公 集 宋朱祁  三 二 


以上 十五 六 種 は 京師 大和の 社寺、 足 利學校 等に 存 せる 者な り。 支那 にても 之 を 翻 

刻せ り。 叉 天 保 十三 年 六月 二十日 十 萬 以上の 諸俟に 大部の 書の 出 板 を 命じたり。 

尾 張の 群 書 治耍、 水 11^ の 扶桑 拾 葉 集、 前 田家の 欽定 四 經、 蜂 須賀 家の 綱目 通 鑑、 藤 堂 家 

の溫 公通 鑑、 細 川 家の 足 利 本尙書 正義、 會津の 詩 經世本 古義 等 皆 是な り。 叉 學問所 

にても 官板 三百 餘種を 離 刻して 世に 弘め たり。 以上 も 述齋の 文學關 係の 事業の 

大 なる 者と す。 卽ち 一、 官立と しての 學問 所の 學制を 改めた る 事、 一 一、 編輯 事業、 三、 大 

部 書 出 板の 件な り。  ， 


佐 藤 一 齋名 は坦、 通 稱捨藏 、一 齋. 惟 一 齋. 老吾軒 等の 號 あり。 美 濃 岩 村 藩 家老 信 由の 

子な り。 曾 祖周軒 名は廣 義、 後 藤 松 軒に 學び、 四書 參 考、 小 學 參 考、 本 邦 祭儀 等の 著 あ 

り。 江戶の 人なる が 後藤 松 軒が 岩 村人なる を 以て 其の 薦を 以て 1 お 村 藩に 聘 せら 

れ、 子孫 岩 村の 人と なる。 ー齋 {.5^ 一  1^  .If 十 片ニ 十七 B 江 戶濱町 岩 村 藩邸に 生る。 

十九 歲側 勤と なる。 時に 述 齋、 藩 の 公子 を 以て？ H 町 邸に 居 り、 年 雖相 同じき を 以て 

往來學 習せ り。 寬政四 年 大阪中 井 竹 山の 塾に 入り、 江 戶に歸 りて 林 錦峯の 塾に 入 

れり。 已 にして 錦峯 死して 述齋林 氏 を 襲 ひたれ ば、 君 臣の關 係は變 じて 師弟の 關 

係と なり 益.^ 相 信 じ、 述 齋は學 問 所 を 專 務 と し、 林 氏 家塾の 事 は 全部 之 を 一 齋に 一 

任して、 學問所 家塾と 力 を 協へ て 斯文の 振與 を圆れ り。 是を 以て 文政 天 保の 間 は- 

斯文の 極 盛 を 致せり。 天 保 十二 年述齋 死す ニ齋 時に 年 七十な りしが、 述齋 死して 

始めて 學問 所の 敎授 となれ り。 ー齋 と述齋 との 關係は 上述の 如くなる に、 述齋 の， 
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生前に 一 齋を舉 問所敎 

らす。 其の 理由 は卽ー 


授 


は朱學 なり 

阜を師 とせ 

竹 山の 塾 を 

陽 明の 語よ 

中 井 楚庵は 

の 風 を 受け 

文 成； 故 駢， 二 一 

一 齋 q 學は 

皆 陽 明說な 

明 な り。 然 

述齋 とし て 

る な り。 然 


。 一 齋の師 

るが 是亦朱 

辭 する 時、 竹 

り、 上 の 一 句 

三輪 執齋 に 

しならん 力 

句， 以爲 き、 先 

槪 じで 陽 明 

り。 言 志 四 

る に 學問所 

は ー齋を 學 

れ ども 林 家 


と せ ざ り 

が 陽明學 

井 竹 山 も 

なり。 陽 

は 「困 而 後 

竹 山の 作 

び たれば、 

日樓 全集 

默& 人 I 之 

f。 一 

も 同様な 

學 は 述 齋 

所に 入る 

長と して 


よ 何 

治 め 

學 な 

學 を 

井家 

書 竹 

如. 此、 

の 著 

〕 之 

林 家 

能 は 

生 を 


の 故 な) 

居た る j 

り。 二 

何人よ t 

復與」 の 一 

山が 陽： 

の 學 は. 一 

山 先生 一 

余 平 生. - 

に 周 易. 

に 據 れー 

を嗣ぐ 

ざるな 一 

終 る は、 


る か、 之 

爲 なら 


に は 深き 理由な かる ベ. か 


竹 


り 受 

句 を 

明 の 

朱 王 

遺墨 

服， ー膺 

書 經. 

ば 一 

少 し 


ん と 田 5 はる。. 

山の 外に 井上 

たる か 不詳な 

し て 贈 れ b  、仆 

を 書け る 所以 

採な りしなら 

とい ふ 文 あり 

語ハ以 致. 有-今 日： 

經. 論語 等の、 欄 

が 陽 明 學を治 

に 朱學と 定め 

齋亦學 問 所に. 


一 齋 の家學 

四 明. 鷹 見 星 

れど、 一 齋が 

而 復興 は 王 

は、 竹 山 の 父 

ん、 一 齋も其 

" 「賛， 一 余 信 一一 

云 々」 

外 書 あり。 

め 居た る は 

られ たれば、 

入る 能 は ざ 


として 物 足らぬ 感 あ，^ しな 


るべ し。 故に 

らん。 何人の 

齋が 人に 送. 5 

り。 上卷 「答 ヒニ 

其 間に 私說も 

疾 くより 取り 

に て、 卽 ち 朱 子 

の 時に 認めた 

る 手紙に は 「世 

學と 申す 者に 

付、 是 迄 寄 宿 生 

す 者に て、 其 本 

文 公 語 錄 を 始 

しむる に 過す 


述 齋 死 し 

斡旋なる 


こ 

谷 

有. 

換 

間 

S 

め 


程 

-元 


俗文 

藏， 端 

候 事 


に て、 

角 誤 

之 候 

つ い 

の 意 

儒 許 


て 學 問】 

力 不詳 

の 手紙 一 

書」 に 「拙. 

は 世の 一 

得 共、 仲」 

甲 と 一 

其 比已ー 

0. 致 し. - 

傳習錄 一 

に 傳 習： 

に 外な 


候、 叉 人 に 


魯 齋. 薛 文淸な 

より て は傳置 


所に 入 \ 其 驥足 を展 ばさん とし て、 敎 授 となりし な 

- 此に 於て ー齋の 立場 は 非常に 困難と なれり。 一 

る 「俗簡 焚餘」 と稱す る 書 あり。 上下 ニ卷ぁ 

どの 望從來 無 王、 令 5- 之 學 

て 候、 如 し 出身の 願 も 有 之 

不致云 々」 と あ .9、 令 甲 之 學 

は 陽明學 なり。 此 手紙 は 

を 固守せ るな らん。 叉 望 

明學 なりと 申す 由、 然 し 乍 

熟 讀 候 得 ども、 其說ー 一 取 

ど 課し 候 事 は不致 候、 拙 子 

業の 次第 先づ 近思錄 より 

の 語 錄をも 爲き、 詰 る 所 周 

を 爲 J 贖 候 事 もな きに 非す 


を輯め 

亦 官途 

知る 1^ 

々左樣 

^ 違 ふ 

に 陽 明 

拙 子 は 

昔年よ 

錄 質問 

らす 赏- 


こ 

な 

1 一 

學 


な 


ど 


流と も 少し 陰 違、 

候 へ ば、 其 學 問に 

は 政府 所定の- 學 

一 齋が 六十 四歲 

月 主 水に 答へ た 

ら拙子 何も 陽  日ソ 

弔 候に も 無是に 

の 學は宋 學と申 

起步 致し 候、 其 後 

程の 本旨 を 得せ 

候 へ 共、 此 の錄は 


佐 藤ー齋 


本 • 儒 MJ- 史 


付、 先 

歲の 

書 元 

殊 に 

申 云 

り 一 

右 の 

に よ 

明 學 

を 論 

た る 

齋が 


の 書に 

づは人 

時な り- 

より  讀 

林氏學 

々」。 此 

齋 六十 

口： し、 

なりし 

免 かれ 

じたる 

か 不詳 

盛名 を 


て 


得て 人の 

勸め不 申 

叉 大盥平 

得 共、 只自 

有 之 候へ 

紙 は 年 月 

歲の 比な 

二 歲此は 

を 深く IM 

ら ん も、 學 

る 所 な り 

を 聞け る 

れ ど、 多分 

た る は、 學 


八 

な 

じ 


朱 


損 

良 

よ 


程 

箴砭 に. 


し 周 

々」 

力 ^ 


然 


の 

勢 

人 


し 


意 


に 立 

似た 

朱 子 

グ 0 

名 も 

就 て 

詩文 


も 叶 は 

芡巳正 

を 贈り 

のみに 

，人 之 疑 

お 、、.！ 同 

し觀ぁ 

0 それ 

を 說 き 

某 「績辨 

れ文も 

論なる 

長せ る 


す、 狂 禪 

月と あ 

たるに 

て、 都 


惑 


ォ 

を 


上 

り 學 

な る 

論」 を 

さ る 

し。 

以 て 


に 陷 

り て 

對し、 

の 敎 

じ 候 

天 保 

に 引 

問 所 

ベ し 

作 り 

を 以 

な 


二 六 四 

輩數 

四 年 一 

の 手紙 

並の 宋 


四 年の 刻な 

ける 六十 四 

に 人 りても 

の點は 


多 有 之 

一 齋六 

紙 に 「姚 

-1^ 一一 一一に 

說 も 

れ ば 


此 

一 齋 

何 如 


詩文 

。 其 


姦 

じ 


歳の 

矢 張 

一 齋 

事 を 

た り- 


侯 に 

十二 

江 の 

唱 不 

矢 張 

手 紙 

り-陽 

■、>  .4IJ 

力 ^ 

る 事 

論じ 


愛日樓 文に ある 


「：^^ィ田村看梅記」、 「遊小金井記」等は皆名文なり。 看 梅 記が 尤佳 なり。 徂來 以後 詩文 

共に 和 習を脫 し、 純 漢詩 文と なりし が、 寛 政 三 博士の 作は尙 法則に 束縛され て 奔放 

自在なる 能 は ざり き。 ー齋に 至， 9 意 の 言 はんとす る 所 を 自由に 敍述 する 筆力 あ 

る を 以て、 文 氣稍卑 弱の 慷 あれ ど、 文 章と して は 完全なる 域に 達した る 者と いふ ベ 

し。 詩 は 文に 比すれば 遜色 あれ ど、 是亦 大家た るに 近し。 「誤 被 _ 一文 王 载， 得， 歸、 一 竿 風 

月 與， 心 違、 思 君 牧野 鷹揚 後、 夢 在， I 確 溪 舊 釣 磯，」 な ど、 詞義 共に 面白き 作な り。 愛 曰樓文 

に は 林 述齋の 序 あり。 ー齋が 昌平の 敎授 たら ざり し 以前の 文な り。 ー齋は 安政 

六 年 八十 八歲 にて 卒し たれば、 七十 一 歲 より 十八 年間の 詩文 は 未だ 世に出で 居ら 

す。 靜嘉堂 文庫に 全集の 稿本 二十 五箭 計， り あり。 其 中には 佳作 多 かるべし と 思 

はるれ ど、 未 見の 爲に 論評す る 能 はす。 

中 江藤樹 より 開けし 陽明學 は、 熊 澤 蕃 山. 淵 岡 山. 三 輪 執 齋等を 經て諸 國に弘 まりし 

が、 著名の 學者 出で ざる 爲に、 中間 不振の 狀况 なりし が 二 齋出づ るに 及び 其の 學 W 

び 振 ひ、 吉 村 秋 陽. 東 澤 瀉. 山 田 方 谷. 池 田 草庵の 諸家 輩出して 其の 學を 繼紹 する 者 今 

日に 至れり。 前に 述べし 如く ー齋は 程朱學 にも 通じ 居た る爲 に、 大橋訥 庵. 安 積 艮 

松 崎慊堂  二 六 五 


H! 本 儒 c-f 史 

齋. 齋 藤 拙 堂 等 出で た 


二 六 六 


林 述齋の 

返 藏、 後 に 

り。 始は 

時に 狩 谷 

ざて 校 勘 

其の 著に 

ミ S フ入 綠 あ 

た れ ど、 三 

漢」. ^學は 


松 崎慊堂 


門より 出で 

名 は 復、 字 は 

林 錦 學述 齋 

根 齋. 巿 野 迷 

學 を 治めた 

正 平 本論 語 

り。 三人 皆 

人 と 交 る に 

慊堂を 以て 


ひたる は、 縮 刻 十 


佐 藤 一 齋 

明 復と改 

に 就き 朱 

え *リ 稻 

り。 迷 庵 

剳 記、 大 永 

漢唐學 を 

及 び、 根 齋 

祖 とす。 

な れ ば、 之 


と 並び 稱 された る 人 を 松 崎慊堂 

む。 肥 後 益 城 郡の 人なる を 以て 

子學を 治め たれ ど、 後 に 漢唐學 に 

川 あり。 根 齋は國 典に 深く、 且吉 

も 校 勘學を 好み たれ ど、 學 力 は 根 

本論 語 剳 記、 覆 刻 正 平板 論語 及. 剳 

專攻 せり。 慊堂は 林 錦峯. 述齋に 

-迷 庵の 說に從 ひ、 漢 唐學專 攻に轉 

慊 堂の 著 は 詩文 集 雜著十 餘種ぁ 

に 就て 述 ぶる； 听ぁら ん德 堂の 著書 


と す。 

益 城 先 

入れ- 

田 篁 墩 

齋. 稻 川 

記 あ - 

從ひ朱 

じたる 


れど、 其尤 


堂 通稱は 

とも 稱せ 

慊 堂の 同 

學風を g| 

り 下れり。 

こ， i 

學を 治め 

h -。 我 邦 

も カを闬 


全部 は i お 文 叢書に あ り)。 


縮 刻 石 經とは 唐の 

後 漢の熹 平年 間に 

の 後、 三 國の魏 の 

字石經 とい ひ、 魏 

字 は 多少 訛 誤 を 

もな く漢は 亡び 

ざり し は 明な り 

き。 晉の 振威將 

字 を 示さ ん。 

事  發 

唐が 天下 を 一 統 

て 作られた るな 

究の 結果 は 唐 末 

文 宗 の 後間 もな 


開 成 石 

經書を 一 

始 年間 _ 

石 經をー 

れ たる 一 

や？ よ 纏 

故 に 後 

懇寳 


篥 皁 

する に當 

り。 顏師 

文 宗 の 時 

く 亡びた 


經を木 

石に 刻 

■ 古 文案 

三 字 石 

事 あり 

の年號 

漢より 

の 碑 は 

り 之 を 

古な ど 

に 始め i 


版 を 以て 縮 刻 せ 


し 


て 建てた る 事 

の 三體に 書し 

とい ふ。 此の 

な ら ん も、 熹 平 

して 三國 分立 

晉. 宋. 齊. 梁. 陳. 隋 

體の字 多き を 

,1.? 與 寄 寧 

理 せんとした 

文 字 學 を 以 て 

石に 刻され た 


れ ど、 學 者 は 皆 之 を 以て 


る 書 を 云 

ありき。 

て 石に 刻 

漢 魏石經 

は 後漢の 

時代 なれ 

を 經る間 

以て 有名 


0 支 

を 石 

た 

力 に 

帝 の 

反 く 

，文字 

る 者 


り。 陸德 

顯れ たる 

り。 之 を 開 

經籍の 正文 


人 


S 經 

經 の 

) 漢 

年號 

天下 

の 壊 

な り、 


の 文字 は 


の 經 

な 、り 

成 石 

正字 


と し 


今 


典釋 


と づ 

石經 

經籍 

し て 

及 ぶ 

甚し 

碑 中 


文 

の 


〕 其 

を 一 

の 文 

後間 

能 は 

力 .9 

の 數 


も 之 

人人 

ふ。 


に 因 

の 硏 

W は 


て、 五代 北宋 


松 崎饿堂  二 六 七 


日本 儒學史 

の 時 迄 一 般に之 を 襲用せ， 9 

事 行 はれ、 明 儒 は 殊に 甚 しか 

隨て 異說も 多くな りて、 聖人 

慊堂は 開 成 石 經を縮 刻して 

之 を 基本と して 經學の 研究 

儀 禮、 禮 記、 左 傳、 公 羊、 穀 梁、 孝 經- 

經字樣 を 以てし 三十 五 冊、 外 

以，， 大戴子 1 子 一と あ れど縮 刻 十 

を 臨書し 其の後 は 門 人 河 瀨- 

を 引き 受 け、 三 禮は掛 川の 太 

平 侯、 三傳. 五經 文字. 九 經字樣 

刻 石 經は單 經善本 を 得る を 

り て、 石 經を其 儘 出版し た る 

列 首 あ り 。 


リ 然るに 南宋に 

りしな り。 故に 

の 正しき 意味 も 

天下の 學 者に 唐 


を 進めん 

■ 論 語、 爾 雅 

に 考認六 

二 經には 

三 浦の 二 

田 侯、 孝 經. 

は， W 會の 

目的と し 

にあら す 


とした 

にして 

i 合せ 

二 書な 

氏 臨書 

堀 田 侯 

たる 爲 

して 改 


至 り 宋 學 起 り、 經 文 

學者漢 唐の 經籍の 

知る 能 はざる 事と 

代に 行 はれた る經 

るな り。 縮 刻 十二 

附す るに 張 參の五 

て 四十 一冊な り。 

し。 各 經の卷 首 一 

せり。 出版 は 嫌 堂 

雅は肥 後の 細 川 侯、 

なり。 天 保 十五 年 

に、 其の 體裁も 好事 

訂 したる 所 あ り。 


二 六 八 

の 文字 を變更 する 

正文 を 知 る 能 は す、 

なれり。 是に 於て 

書の 本文 を 知らせ、 

經とは 易、 詩、 書、 周 禮、 

經 文 字、 唐 玄 度 の 九 

海 野豫の 碑文に 益 

二葉 は 小島 成齋之 

の 門人た る 諸侯 之 

易. 書. 詩 は 西 條の松 

全部 出版せ 6。 縮 

家の 爲す 所と 異な 

首 卷易經 に は 其の 


一、 石經 の殘缺 せる 

二、 石經 の誤脫 疑な 

叉 後 儒の 考證確 

從ひ 字の 式 傍に 

三、 旁 添の 字 は皆删 

四、 古文 尙書は 其 首 

五、 禮 記は宋 本に よ 

六、 唐 諱の缺 筆せ る 

七、 五經 文字 九經字 

右の 例 言 によれば 

り。 今 首 卷易經 に 

なり。 九 葉， 終 朝 三 

可 _| 與幾， 也」、 考認卷 

「可 與幾 也」、 古 本 足 


所 は 宋國子 監本を 以て 補 ひ 字の 右 傍に 圏す。 

き 者 は 本邦 所 傳の古 鈔本及 博士 本、 宋 本に よりて 之を改 補す。 

として 易 ふ ベ からすと 思 へ ど、 別 本の 正すべき なき 者 は、 原 本 に 

圏し 其の 字と 說を卷 末に 收む。 (卷 末と は考譌 をい ふ)  ， 

尾に 勾す。 (旅獒 に 勾な し. 股なら ん) 

り 曲禮を 首と す。 

は 正書し 或 體を用 ひたる は 原文に 從ふ。 

樣に從 はすして 承 用の 文字 を 用 ひたる 所 あり。 

文字の 左右に 圏 ある 所 を 見れば 慊 堂の 經說を 知る 事 を 得る な 

就て 之 を 述べ ん。 六 葉、 「君子 以經 綸、」 これ 國子監 本 を 以て 補 ひし 

械か象 曰 以訟受 服 亦 不足 敬 也」 同上、 此例 最多し。 二 葉， 知レ至 至レ之 

一に 曰く 

利 本與下 有，， 言 字； 按 有 者 爲， 長、 「童 蒙 求 我」 古 本 蒙 F 有，， 來 字； 案 彖 傳、 童 


松^ 像 堂  二 六 九 


日本 儒學史  二 七 〇 


，論語 石 

之に 從 


來、 有 _ -來 字， 爲： 

のみに て 完 

經に、 考弟者 

ひしな らん 


蒙 求， 我、 釋 文 云、 本 作，， 來 ？我、 阮 元 云、 i^.^ 楝 

童 蒙 來 求， 我、 王 念 孫 曰、 注 云、 童 蒙 之來求 

經文多 有，， 來 字； 今 按彖因 ■ 主而 立 jcr 此 

求， 我、 凡 外卦 戸往、 內卦 E_ 

文 求 堂 本 考譌は 易 詩 書三傳 

ざ れ ど、 試 に述 ぶれば 

本爲 字な し。 慊堂は 

禦人以 口 給 冶 長 

同 上 

久而敬 之 

皇侃本 久而の 下に 

加我數 年述而 

未 詳、 或 は釋 文に 從 

子 疾病 述而 


周 易 古 

_ 我 、叉 蔡 

卦九ニ 

，是、 象 傳 

本に あ 

其爲仁 


義- 

邕 

爲： 

同、 

ら 

之 


弓-一呂 

處士 

ま-於 

す。 

本與 


覽 勸 學 篇； 注. 易 曰、 匪，， 我 求，， 童 蒙； 

圏叔則 碑、 童 蒙 來 求、 是 漢魏時 

內； 六 五來 而 應レ 之、 故 云-童 蒙 來 

故に 論語の 考譜を 見る 能 は 

舉而 藤 堂 本、 正 平 本、 淸原宣 賢 


人 字 あ り、 皇 侃 本に 從 ひしな らん- 

ひ假 字と せる か。 


釋 文 云、 鄭 本 無-一 病 字； 無-一 病 字 _ 爲， 是、 鄭 本に. 從 ひしなら ん。 

且在邦 域 之 中季氏 

釋文邦 或 作， 封」 と、 孔 安 國の注 は 封と せ ざれば 通せ や、 慊堂は 孔安國 注に 從 ひしな 


ら ん。 

子 曰 巧 言 令色 鮮矣仁 

正 平 本. 淸原 宣 賢 本. 

縮 刻 石經の 外に 林棰 
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扶桑 略記 校認  . 

鎌倉時代 延曆寺 皇圓の 著、 神 武 天皇より 堀川 天皇までの 國史 なり。 

日本 現在 書目 證注 

寬平 年間 藤 原 佐 世が 勅 を 奉じて 撰びた る當 時、 宮 中に ありし 漢書の 目錄 なり。 
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著 者 不 明、^ 德 太子の 事 を 書け る 者な り、 掖 齋は此 書の 作者 は 未だ 古事 記. 日 本 紀 
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木 村 * 疲堂 儀禮 逸經傳 
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-ー -1。 

位藤 直 方. 淺見 綱齋. 三 宅 尙齋. 龜井 南误. 昭陽. 戸崎 淡 園. 增島蘭 園. 五井 蘭洲. 中 井 聲 庵 • 竹 

山の 諸家 は 資料の みあり て 稿 案な し。 又 久保筑 水. 仁 井田 好古の 二 家 は 稿 案の 目次に 

は祸げ ある も、 未 だ 起稿せられ ざり しが 如し。 (大嫁 伴 鹿追 記) 
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^  I  ^  

阿直岐. 王 仁の 渡 來 …… 千 字 文 …… 上 代に 文字 ありし や …… 神 代 文 

字 …； 難 波 律の 歌 
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藻の 諸 作 …； 藥 師寺東 塔檫銘 …； 古事記 序 …… 舒明 天皇より 文武 
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魂渎才 …… 菅三品 …； 都お-香 ；… 島 田 忠臣 …； 大江家 (音 ケ朝 網. 維 
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都 保 物 語 …… 枕 草紙 …… 源氏物語…… 倭漢 朗詠 集 
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鎌倉時代の 漢文 學 …… 大學 中庸 表出 設 

五山 僧侶の 文學  

鎌倉時代の 五山の 漢文 學 …… 蘭 溪 道 隆 …… 兀 菴 …… 龃 元 …… 圓 爾… 
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A  四 


本書 は我國 へ傳來 せる 漢文 學の 盛衰 沿革 を 記述せ る ものな. 9。 

神代の 事 は 姑く 置 き、 神 武 天皇より 開化 天皇まで 九 代の 間 は 近 幾 平定に 力 を 用 ひ 

ら れ、 崇 神 天皇より 仲哀 天皇まで 五代の 間 は 東西 邊 境の 征 服、 神 功 皇后 より 崇 峻 ，天 

皇 まで 十九 代の 間 は 三韓の 交 涉 とな b  、推 古 天皇より 始めて 隋. 唐 との 通交と なれ 

り。 我國に 典籍の 入りし は應祌 天皇 十五 年 十六 年、 百濟の 阿直岐 主 仁 等の 諸 典籍 

を 鬼 道稚郞 子に 敎授 したる に 始まれ ど、 其以 前 より 三韓との 交通 は 頻繁に し て、 崇 

神 天皇の 六十 二 年任那 より 蘇那 叱 知の 來れる 事、 垂仁 天皇の 三年に 新羅の 王子 

天日 槍來 朝の 事、 叉 熊 襲の 叛は 三韓 を 後援と せる 事 等よ， 0 推せば、 文字が 我 園に 入 
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うし は 王 仁 以前に 在りし 

字 文 一 卷と ありて 書紀に 

に 當 り、 今 の 千 字 文の 作者 

作の 千 字 文に あらざる ベ 

慈の 千 字 文の 事、 隋 書經籍 

を事實 にせん 爲に 我國人 

し 梁 大夫內 司 馬 李 邏の古 

四百 餘 字の 序文 あり 其 文 

出で ざる は 明白なる を以 

の 書 は 日 本國 現在 書目 に 

故に 王 仁の 將來 せる は 周 

本：^ 宣 長の 古事記 傳は千 

り 起 b し說 なれ ど、 鍾^と 

晏の索 解なる か、 鄭， 玄 注な 


匸、 


は 明な， o。 王 仁が 將來 せし 書 を 古事記に は 

は 書名な し。 應神 天皇の 十六 年 は 西 晉武帝 

梁の 周 與嗣の 時 を 距る事 二百 二十 餘年 前な 

しとい へる 說、 人 見 一の 柬見 記に あ，.^。 叉 之 

志 及び 支那の 書に 見る 所な きを 以 

が 倡へ 出せる 說 ならん かとの 疑 を 

注 千 字 文 に 「鍾 録千字 文 書、 如 k  fi 遊 

道佛ニ 家の 作に 類し、 雅 潤なら ざる 

て、 鍾 餘千字 文の 說は 邦人の 造作に 

千 字 文 古注 李邏 注と あり。 早く 支那に 

典 嗣の千 字 文に あらす して 鍾繇が 作れ 

字 文 一 卷の五 字 衍文 な ら んと 云へ り。 

すれば 衍文と せす しても 可な り。 論語 

るかの 疑 あれ ど、 iE 窨經籍 志に ある 晉 の 


あ 


仁將 

る 人 

，群鴻 

れ ど- 

づ と 

逸 せ 

る 千 

亦 年 

十卷 


論語 十 卷. 千 

の 太 康六年 

れば 周典嗣 

に對 して 鍾 

來の千 字 文 

も あり。 然 

戲， 海 云 々」 の 

邦人の 手に 

思 はる。 此 

る な ら ん。 

字 文な も ん< 

代の 不 合よ 

に 就ても 何 


李 充. 孫 ^. 江 熙 の 


注 も 皆、 十 卷と ある を 以て、 何人の 注と も 定めが たし。 後 考を俟 つ。 阿 直 岐. 王 仁 が 

典籍 を將來 する 前已に 漢文 字 は 我國に 入りた b. として、 續 いて 起る は我國 上代に 

文字 あ b. しゃ； みの 問題な り。 上代 文字の 有無 は 前人に も 其の 說多 きを 以て、 今 山 

崎 美 成の 好古 餘錄、 榊原芳 野の 文藝 類纂に より、 其の 說を 略敍 せん。 好古 餘錄に 曰 

古語 拾遺 序に 曰 は く 「蓋 聞 上古 之 世、 未 文 字： 貴 賤 老 少、 口  口 相 傳、 前 言 往行存 而不， 

忘」 と。 吾邦に 文字 ある は 三韓 入貢し C 百 濟內屬 せし 時よ り、 は やく 漢字 をば 偉 

へしなる ベ し。 已 に 大江匡 房 卿 の 宫崎宮 の 記 曰、 尋，， 其 本體； 應神 天皇 之神靈 也、 我 

^き t  41  口 黽 .K1 女、 nv  ^  t  0. 古人 往々 此文を 引用せ り。 按ずる に 朝野 羣， 文筆の 部 

阜養タ ijr  一：^ 1 一お 0  iN  1^  M  f 此記を 載す といへ ど も， 引 くと ころの 文 見えず。 蓋し 全 

文に あら ざ. I  b り 。 

るに 似た リ。 と あ. 9 

益 軒 云 は く、 我 朝 上世 無， 文 字； 讀， 於 古語 拾遺 及 匡 房 宮崎廟 記； 而 可. 知 而已矣 、此ニ 書 

古代 之 作 可. 爲， 左 證， 矣、 或 以 爲， 上 世 有 h 字， 者 妄 說 也、 是 無稽 之 言 不％. 信 焉、 (自 娘 集) 

と あ り、 齋 部廣 成が 大同 年間に 書け る 古語 拾遺の 序と 大江匠 房の 宮崎宮 記 を 引き 

て、 上代 文な き 事 を 論せ るな，^。 益 軒 は 貝 原 益 軒な り。 榊原芳 野の 文藝 類纂に は 
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宫崎宮 記 を 引 き、 朝 野 群载卷 三に 

は 不全 本なる べし。 文藝 類纂に 

故 代々 之 事應， 一 遣 漏，」 を も 引け り。 

しょり 始ま. ると いふ 說 なり。 

これに 對 して 文字 ありと いふ 說 

は 「假 字 本 末」 を 著 はし、 其附錄 とし 

に し て、 眞 の我國 上代の 文字に あ 

の 目 あり。 天 名 地 载、^ 眞 など 名 

武 天皇 十一 年 、命，， 境 部 連 石 積 等； 

文字に あら ざれ ど、 國 字と 見る ベ 

在， 圖 書 寮； 但其 字體頗 似， 梵 字； 

上述の 通りに て、 確乎たる 證據乏 

る 古語 拾遺の 說に從 ふ。 

應神 天皇の 時 阿直岐 主 仁來り て 


三 

者 

さ 


と 記 せ 

善淸行 

は 皆 上 

田 篤 胤 

事に 論 

と い へ 

る 文字 

俾 ％」： 新 

なれ ど、 


,-。 美 

の 革命 

代 文字 

の 神 字 

及し、 所 

り。 叉 

あ り。 

字 一 部 

釋 日本， 


成 


な 


ん子義 所， 准 據，」 と 

を 以 て、 漢 字 入 


ら 


本 

皆 


言 

ざ 


見た る 本に なしと 云 へ る 

に あ る、 「上古 之 事 皆 出， ロ傳ー 

リ 文字 ある は 漢字が 入り 


日 文 


傳 とす 0 

字 日 文 は 

書籍 目錄 

すべから 

四卷 一」 と あ 

*4  &を 弓 

り。 固有 

りし 以前 


然れ ども 

朝鮮の 吏 

に、 肥 人 書 

す。 叉 日 

,9。 是れ 

き て、 「師說 

文字の 說 

は 文字な 


伴 信 友 

道. 諺文 

-薩" <  書 

本紀 「天 

固有の 

,此 書 今 

しとす 


典籍 を將來 し、 其 後 


天皇の 時五經 博士 股 楊爾. 


高 安 茂. 司 馬 達 等 来朝して、 漢文 學の 

す、 推 古 天皇の 時に 至る 三百 年間に 

载 する 者 は 佛敎關 係の 事の みなる 

以後に 下らざる ベから す。 續 紀 桓 

眞 道の 上表に 應神 天皇の 時、 辰 孫 王 

に 儒 風 を 闡き文 敎の與 る は 誠に 此 

に 辰 孫 王を師 とせられ しと 見 ゆ。 

王 仁が 何 如なる 方法 を 以て 典籍 を 

なる 爲に國 語 を 解せ る 韓人 も ある 

て敎授 したるな らん。 王 仁が 國語 

ス夫 の 歌 は 其の 調より 見ても 當時 

に 「難 波 津之什 獻 k 皇，」 と あり、 叉 本朝 

に も 「難 波 津之什 獻， 一大 鹪鹩天 皇」 と あ 

れ ど、 高 き屋の 歌と 同じく 日本 紀竟 

第 一 期 


來 


來 

學 


書 を 讀 む 

漢文 學に 

を 以 て、 漢 

武 天皇 延 

我國に 

こ 在， 0 

朝 の 

郞子 

く、 韓 

解せ 

乍 ： 

文粹 

ば 其 

の 時 


人 

曆 

々 

者 


敎授 

を 解 

證 と 

ら さ 

口  ^ 

當時 

i 又 A 

る ノ 


多 

导 

の 


か る 

文章 

と し 


ベ き 


子 

人 

て、 

作 


書 

あ 

力 


も 

賣 


氣運 

存す 

述す 

柬 宮 

な り 

子 は 

と 田 J 

當時 

あ り 

淑望 

目 花 

と 見 

と 田 J 


向 

士 

る ( 

罟 

る- 

五 


し に 

古 朝 

豫守 

傳 へ 

王 仁 

叉 阿 

交通 

が 通 

人 も 

卩 ^ 

赤恒 

る 如 

其 の 


拘 ら 

史 に 

よ ro- 

ま ーョ 一一 

て大 

の 外 

直岐. 

頻繁 

譯し 

あ れ 

集 序 

の 對 

く な 

歌 も 


fn 本 漢文 學 

古今の 序に 難 波 津の歌 はと ある 丈に て 全 歌 は 其の 注に あり。 酲醐ー 

なる ベ けれ ど、 難 波 朝 時代の 歌に は あらざる べし。 阿 直 岐 主 仁 等が j 

や 否 は 不詳 なれ ど も、 彼 等 は 百 濟音を 以て 音 讀 して 意味 は通譯 を 假 一 

れ しならん と 思 はる。 故に 爐仲 天皇 四 年の 紀に 「始 置， 史 於 諸 國； 記， 一民 一 

亦 漢字 漢文な りし な ら む も、 其 文存 せす 考 ふべき 者 な し。 允恭 天皇 一 

氏 一」 と あれ ど 亦 考ふぺ からす。 唯諸國 風土 記. 姓 氏錄 など は此に 基き 

以上 は 漢字 漢文 渡來 より 用 明 天皇に 至る までの 槪說 にして 是を第 

第二 期  .  一 


第二 期 は 推 古 天皇が 小 野 妹 子 を 隋に遣 は し、 隋 唐と 交通し 給 ふに 始まり、 平安朝の 

終に 至る。 是を 王朝 時代 漢文 學極 盛の 時代と す。 

近 江 奈良朝 時代 


六 

天皇 以前の 作 

國 語 を 解せ る 

りて 領 きせら 

言 事 一」 と あり、 是 

紀 に 「四 年 定，， 姓 

し な る ベ し。 

一期と す。 


推 古 天 皇紀 を 案す るに 十 

擇び 之を學 習せ しむ。 王 


學 び、 皆 業 を 成 

法 華 經を講 せ 

を 混合した る 

はれぬ 程の 出 

尙 太子に は 勝 

法 雲 の 法華義 

子の 漢文 力 を 

習熟せられ 居 

手に 出で たる 

うて 歸る。 二 

あ り、 我 國 にて 

に 神武 天皇 の 


せり。 十二 

しむ。 太子 

者 に て、 論 語 

來 なり。 或 

鬉經. 法 華 經_ 

疏を節 略し、 

推定す る 能 

たる 事 は 非 

なるべし。 


年百濟 

陳は曆 

聖德 

曰 


七 

本 


段 

五 


十八 年 天皇 記國 


甲子 を 記す 

初年 を 辛 酉 


る 


れ 

年 小 

^0 臣 

は觀勒 

記した 


を 學 

子憲 

憲法 

r リ き. 


の 


疏 あ 

分 段 

分 段 

知る に 

野 妹 子 

連 伴 造 

が曆本 

るよ 日 


近 江 奈良朝 時代 


り曆本 天文 地理， 書 を 貢 す、 書 生 三 四 人 を 

■ 高聰は 天文 遁甲 を學 び、 日 並立 は 方術 を 

十七 條を 定め、 十四 年 太子 をして 滕鬉 經- 

全文 曰 本 紀に在 ，-、 內 容 は 神. 儒. 佛 の 三 道 

り。 文體 極めて 整 ひて 當 時の 作と は 思 

時に 删 正した る にあら す やと も 思 はる。 

。 勝 鬉經は 光 宅の 勝鬟經 寶窟、 法 華經は 

み 太子の 筆なる 由 なれ ば、 此 に據 つて 太 

にある 說 明文 を 讀 みて も、 太 子が 漢文に 

足る。 然 らば 十七 條 憲法の 文 も 太子の 

を 唐に 遣 はす。 十六 年 妹 子 裴世淸 を 伴 

國造百 八十 部幷 公民 等の 本 記を錄 すと 

を 貢 する より 始まる なるべし。 日本 紀 

本紀 編纂の 時に 推算して 定めた るに て、 

七 


re 本 ie- 文舉史  パ 

當時 甲子 有る あらざる 事 は 勿論な， o。 唯 推 古 朝の 金石文 観世音 菩薩 造 像 記. 釋 迦 

佛造 記に 歲次丙 寅、 歲 次 丙午 丁 卯 等の 文 ある は 百 濟の曆 本に よりて 新に 定めた る 

を 用 ひしな らん。 叉 正月 生 十八 日の 文より 推せば 當時は 月の 生す る 日 を 以て 其 

月の 初日と して 居た るに 似た ,0-0 正月 等の 名 は 有無 も不 詳、 天 智天 皇紀 十 年 十 一 

月 「對 馬 國司上 言 云、 月 生 二日 云 々」 と ある は 蓋し 曆本 我國に 入らざる 以前の 習慣 を 

用 ひたるなら ん。 

推 古 朝の 金石文 は此 外に 釋迦三 尊 佛造像 記と 伊豫 道 後溫湯 碑と あり。 釋迦三 尊 

佛造像 記 は法隆 寺に あ り、 其 文に 戊 子 十二月 十五 日と あり。 山 田 孝 雄 氏 は 推 古 天 

皇三 十六 年なる べしと いへ り。 其 說從ふ 可し。 道 後 碑 は 今 不存、 釋 日本 紀に载 せ 

たる 者に 據 つて 之 を 知る のみ。 

道 後 碑 

「法 興 六 年 十月 歲 在-丙 辰， 我 法王 大 王 與，， 惠 總 法師 及 葛 城 臣>逍，| 遙 夷 與 村：」 と あり。 丙 辰 

は 推 古 天皇の 四 年な りつ 推 古 天皇の 四 年 を 法 興 六 年と すれば、 其 元年 は崇峻 天 皇 

の 四 年 辛亥と なる。 前に 擧 げたる 釋迦佛 造 像 記に 法 與元世 一年 歲次辛 已は推 古 


天皇の 二十 九 年 なれば、 此の 碑と 合 はす" 

十と 讀 めば 崇峻 天皇の 四 年より 推 古 天皇 

聖德 太子 は 朝廷の 紀元 以外に 別に 紀元 を 

にあら すと 云 へ る が、 恐 らく は年號 ならん 

惠總 法師に 推 古 紀ニ年 「百濟 僧懇聰 來」 と あ 

全文 百 九十 餘字往 々駢體 を 作せ り。 「若， 乃 

開 合、 沐，， 神 井， 而 0 疹」 の 如き 造語に 不十分の 

の 間に あ り、 「意 與， 才 拙、 實 慚，， 七 步，」 等は曹 子 建 

推 古 天皇 丙 辰 ョ 年) よ. 0 五十二 年 を 經て孝 

,5。 四 字句の 碑銘 體 なり。 此碑は 久しく 

光寺 寺 中より 發 堀して 之 を 得た る が、 斷 片 

多くして 讀み 難し。 古 京 遺文に は 歴代 帝 

文 を 引けり。 

宇治橋 斷碑 

近 江 奈良朝 時代 


何の 故な. るか 詳 にせす C 然し 世 字 を 三 

の 二十 九 年 は 三十 一年と なる。 然れば 

建てた る 事と なる。 掖齋 は法與 は年號 

リ 

り、 此 人なる か。 四 年 紀には 惠聰と あり、 

照 給 無， 偏 私； 何 異， 千壽 國，」 の 如 き 「隨， 華 臺， 而 

者 あれ ど、 全 體の文 は 十七 條 憲法と 伯仲 

の 故事 を 用 ひて 立派の 文な り。 

德 天皇の 大化ニ 年に 宇治橋の 碑出來 た 

土中に ありし を寬政 三年 四月 宇治の 常 

となりて 全 石に あらす して 文字 も殘缺 

王 編 年 集成に 載す る 者に よりて 其の 全 

九 


cn 本 if- 文 3 &史 

浼横流 其疾 如 .箭 

從. 古 至. 今 _ 乂. 知： 杭 竿， 

大化ニ 年 丙午 之歲 

結，， 因 此 橋， 成.， 果 彼 岸， 

此の 碑文の 作者 不明な 

登が 宇治橋 を 作れる 事 

を 作る とせり。 然れど 

化 二 年に は 僅に 十八 歲 

上 有 二 橋： 元與 寺道昭 建， 

此碑は 四 字 を 一 句と し 

に し て、 浼 ？ 河水 は 詩經ー 

横 流よ，^ 出で、 杭 竿の 杭 

孟子 等を讀 み、 其の 句 を 

は 熟せ ざり し爲な ら ん.. 


修修征 人 停， 騎 成お 欲. 赴 i 深， 

世 有，， 釋 子， 名 曰， 道 登， 出. 自， 山 尻 

搆， 立 此 橋， 濟，， 度 人 畜， 卽 P 微 善 „ 

ク ジ クセパ 二 

法界 衆生 普 同， 此 願，、 夢 裏 空 中 

り。 掖齋云 道 登 は 孝 徳紀大 化 元年 

は 日本 靈異 記に も あ， o。 而 して 續 

も 道昭は 文武 天皇 四 年に 死し、 年 七 

なれば、 續紀の 文 は 誤れ，.^。 弘 安二 

： 立 之 一」 と あれば、 二人 協同して 作れ る 

碑銘 體を な せ ，.^。 當 時の 漢文と し 

郷風 新臺の 河水？ 浼ょ b 出 で、 橫 流 

は 詩經衞 風の 河 廣篇ニ  一  14 杭. 之」 よ 0 

文に 作な 迄に 進步 せりと 思 はる。 

推 古 天皇 十五 年 火 禮小野 妹 子 


力 


一 〇 

人 馬 忘. 命 

惠滿之 家， 

コ、 二 ス  チ 

愛 發：， 大 願- . 

導，， 其 昔 緣， 

及 白 雉 元年に 見 ゆ。 道 

日本 紀に は道昭 宇治橋 

十二と 績紀 にあり。 大 

年 二月の 大政 官符に 「河 

な らんと。 從 ふ t し、 

て は 一 步を 進めた る 者 

は 孟子 縢 文 公 下の 洪水 

出 で た る な ら ん。 詩 經- 

唯 押 韻 なき は 押韻 法に 

を Jin 一-遣よ す (實 ^ 


帝 大業 三年な り)。 十六 年 四月 妹子歸 

紫に 來る。 因って 吉師雄 成 を 遣 はし 

の 上に 作る (攝津 志に 三韓 館 は 東 生 郡 

十艘を 以て 客 等 を 江 口に 迎へ て 新館 

史王平 を 掌 客と して 接伴の 任に 當ら 

に卽 位し 給 ふ、 大 和 志 に 高巿郡 豊 浦 村 

比 良 夫 をして 之 を 海 石榴 市に 迎 へ し 

淸宮に 入り 國書 を呈 して 禮を成 し、 九 

成 を 副使と し 福利 を 通 事と し、 國 書 を 

東 天皇 敬 白 fe 皇 帝； 使 人 鴻臚寺 常客 

常、 今 遣，， 大 禮 蘇 因 高. 大 禮乎那 利 等， 牲、 

此時隨 員と して 往け る 人人 は 倭漢直 

問 僧 新 漢人 日 文. 一 i 淵 漢人 請 安. 志 賀 漢 

隋 書. 唐 書に は 妹 子の 隋に 行きし を佛 

近 江 奈良朝 時代 


朝し、 裴世淸 十二 人を從 

て 裴世淸 等 を 難 波に 召 

安 國寺坂 上に ありと)。 


に 安置 し、 中 臣宮地 連 鳥 

しむ。 八月 唐 客 京に 入 

と あり)。 飾騎 七十 五 HI 

む (大 和 志に 曰く 城 上 郡 

月 難 波を發 して 歸る。 

附 し て 之 を 送 ら し む。 

裴世淸 等 至、 久憶方 解、 季 

謹 白 不具 

福. 奈 良 譯語惠 明. 高 向 漢人 玄 

人惠 隱. 新 漢人 廣齊等 八 人な 

法 を 求む る爲 に來れ りと 記 


へ て 

し、 新 

六 月 

麻呂 

る (推 

を 遣 

海 石 

因 つ 

其 の 

秋 W 


妹 子 を 

館 を 難 

唐， 容來 


河內 

天皇 

し て 

市 金 

妹 子 

に 曰 

_ ^何 


理. 新漢 


し あ 


送 り て 筑 

波 高 麗 館 

K.」 一  一 一 

直 糠 手. 船 

は豊浦 宮 

額 田 部 連 

屋 村)。 世 

を 大使 雄 

人 大 國. 學 

ふ。 

y 奈 良の 
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0 語 惠 明. 學 問 僧 日 文 等 は 亦 法の 爲 なりし かと 

ざるべし。 然し 此人々 は 漢人と ある を 以. て 歸 

が 我國に 入りし 際に 其 傳播の 功 は歸化 人の 力 

ろ 事に て、 寧 ろ 自然の 情勢と せざる ベ か ら す。 

溯りて 之を敍 せん。 應神紀 十五 年 「阿直岐 者 阿 

者 是書首 等 之 始祖 也」 と あり。 天武 天皇 十二 年 

を 賜 ひ、 十 四 年に 書 連に 忌 寸を 賜へ り。 當 時の 

眞 人 二 一  朝 臣. 三 お 華 四 总 寸. 五 道 師. 六 臣. 七 連. 八 稻 

王 仁の 子孫た る 書 連 は 第 七 階より 第 四 階に 具 

なる 職に 從 事して 姓 を 賜 はるを 得た る か は、 神 

る爲 なる を 知るべし。 「神祇 令 曰 東西 文 部」 と、 義 

學 令に 曰く、 大學生 は 五位 以上の 子孫 及び 東西 

の 左右に 在り、 故に 東西と いふ。 前代 以來卖 世 

となる。 因って 以て 姓 を 賜 ふ。 總 ベて 之を史 


思 はるれ ど、 其 の 他 

化 人な りし 事 は 明 

に 負 ふ 事 多 か， 9 し 

故に 應神 天皇の 時 

直 岐史之 始祖 也」 と 

八 姓 を 定め 阿直岐 

姓 は 其の 氏族 を 願 

置な り。 後世の 爵 

進した るな. o。  二 

紙 令. 學 令 を 見て 文 

解に、 「東 漢文 直、 西漢 

史 部の 子 を 取る と 

業 を 繼 ぎ、 或 は 史官 

とい ふと。 東西 史 


1 二 

は必 すし も然ら 

なり。 漢字 漢文 

は爭 ふべ から ざ 

の 阿直岐. 王 仁に 

あり 、「十六 年 王 仁 

史. 書 首に 連の 姓 

す、 階 級に して 一 

に 似 た る 者 な „ 

人の子 孫 は 何 如 

筆の 職に 從 事せ 

文 首、」 と あり。 叉 

。 義 解に 居皇城 

と な ^、或 は 博士 

.柬 西 文 直 文 首、 皆 


阿直岐. 王 仁の 子孫 

か。 始めは 阿直岐 

兩者 共に 史と稱 せ 

如く 兩 人の子 孫 は 

猜安は 所謂 南 淵 先 

皇 (大友 皇子) の 作 あ 

懷風 藻に は 大友皇 

當 時の 詩 風 を 示さ 

銘 とす。 其 文に、 

維淸原 宮駁宇 

天 皇、 卽 位 八 年、 庚 

天 皇、 奉， 一遵 前 緖.： 遂 

敢 勒，， 負 金； 其銘 曰、 

嶽魏蕩 蕩、 藥 師 如 


な る 

の 子 

る に 

繁衍 

生 に 

子 を 

ん。 


し 

こ 

て 

皇 


1^ 之 

成. 斯 


妹 子の 隨 員た る 倭 漢直福 も 

と 稱 し、 王 仁の 子孫 は 書 叉 は 

。 尙 姓氏 錄蕃別 にも 其の 子 

族 も 別れ たれば、 今 は 其 嫡流 

も歸化 人な り。 宇治橋 碑よ 

古今 集の 序に は 我 國詩賦 の 

の 前に 載す る を 以て 之に 從 

の 作より 三十 餘 年後れ て 出 


歲、 建 子 一 

業 先； 


之 月、 

皇之 


以，， 中 宮 不， 念 、創.， 此 咖 藍，、 而 

弘 誓； 光， 後 帝 之 玄 功； 道，， 涛 


阿直岐 

文と 稱 

孫の 事 

を 知 る 

り十餘 

始を大 

ひ、 諳皇 

來 たる 


の 子 

ン こ 

し t, 

を 記 

能 は 

年後 

津 皇 

子 の 

を藥 


孫なる べき 

る を、 後 に は 

せ、 り。 此の 

す。 南 淵の 

れて弘 文 天 

子と すれ ど、 

作 を 擧げて 

師寺柬 塔 擦 


鋪金未 k 、龍 

群生； 業 俸， 喷 


來、 大 發 誓 願、 廣 運 


慈 哀」、 綺澳聖 王、 仰：， 迎 冥 助 (愛 P 靈 宇； 注， 


駕 騰 仙、 大 上 

劫，、 式，， 於 高 蝎； 

殿 調 御，」 亭亭 
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寶 制、 寐 寐 法 城、 福 崇，， 億 刼ま P 萬 齡 J  (古 京 遣 文) 

庚 辰 は天武 天皇の 白 鳳 九 年 なれ ど 此の 文 は 文武 天皇の 時の 作なる を 以て 持統天 

皇を太 上 天皇と 稱 せるな り。 績 日本 紀 文武 天皇 二 年 十月 藥師 寺の 普請 落成の 事 

を 記せり。 此文は 其 後久し からすして 出來 たるな らん。 

侍 宴  大友 皇子 (大 智 H< 皇の御 長 子) 

皇 明 光， 日 月； 帝 德 載，， 天 地； 三 才並泰 昌、 萬 國 表，， 臣 義， 

述懐  同 

道 德 承 k 訓； 鹽 梅 寄 =眞 宰； 羞 無， 監 撫 術； 安 能 臨.： 四 海， 

遊， 龍 門 山，  葛 野 王 (弘文 天皇の 御 長 子) 

ジテ チビ  二 クル  ノチ ゾテ  ノチヒ ィテチ 一 マン  二 

命 jil 遊， 山 水； 長 忘， 冠 M 情； 安 得/土 喬 術； 控 fe み， 蓬 瀛， 

山 齊  河 島 皇子 (大智 天皇の 御 二 子) 

座 外 年 光満、 林間 物 候 明、 風月 澄 ハ-遊 席； 松 桂 期， 交 情， 

臨終  大津 皇子 C 大 武 -大皇 Q 皇 子〕 

金 a 臨.， 西 个"： 鼓 聲 催. -短 命： 泉 路 無， 蜜 主； 此 夕 離， 家 ,M 


春 苑 ^一 =11 宴  同 

開， 矜 S 沼； 遊， 目 步， 金 苑： 澄 淸苔水 深、 晻 暖 體 峯 遠、 驚 波 共 te 響、 i 鳥 與 聞ク、 羣 公 倒， 載 

歸、 彭 澤宴誰 論 

大友 皇子 詩 は 二 首 共に 韻 法 今と 同じから す。 川 島 皇子の 作 は 韻 法 誤 ら す。 大 津 

皇子の 作 は 韻 法 誤れり。 句の 調子 は 初 唐の 風 あれ ど 形を擬 したる の み に て 完 全 

なる 作と は稱 しがた し。 江村 北海の 日本 詩 史に大 友 皇子 の 「道 德 承 一天 訓ー」 一 絕を評 

し て 「典 重 渾 朴、 爲， 一詞 塊 鼻 祖 一而 無. 愧 者」 と 稱 し-葛 野 王 の 「命. 駕 遊 一山 水，」 の 詩 を 「風 骨 蒼 老不， 

減， 皇 考 河 島 王. 大 津 王 才， 皆 不， 及. -大 友，」 と いへ り。 此 評當れ b>。 但し 典 重 渾朴風 骨 蒼 

老等は 詩 法より 見ても 詩 調よ，.^ 見ても 春めす ぎた る觀 あり。 

藥師寺 東 塔檫銘 

觀 世 音 菩薩 造 像 記 (御物) 推 古 十四 年 

歲次丙 年 正月 生 十八 曰 記、 高 屋大夫 爲，， 分 韓 ^t 夫 人 名 阿 麻 呂； 顛，， 南 无 頂 禮： 作. 奏 也、 

藥師佛 像 造 像 記 (國寶 ) 推 古 十五 年 

池 邊大宮 治 天下 天皇、 大 御身 勞賜 時、 歲次 丙午 歲召， 於 大王 推 古 天皇 與-太 子， 而 誓 願 
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スニ， ント-  $ コト リシ 力 パ  推 古 

賜、 我 御 病大平 欲 k  、故 將. 造-寺 藥 師 像， 作 t,, 奉 詔，， 然 當時崩 賜 造 不. 堪 者、 小 治田大 宮 治 

天下 大王 天皇 及 東宮 聖王 大命 受賜而 歲次丁 卯年 仕 奉 

此銘 は當時 希に 觀る 所の 作な，. >。 文字の 顚倒 なく 造語 も 稍穩當 なり。 文章の 技 

倆の み を 以て 評すれば、 十七 條 憲法の 上に ある 事數 等な， o。 銘文の 藥師 如來、 慈哀、 

迎 冥 助、 等 は 未熟 を 免 かれ ざれ ど、 之 を责 むる は 酷なる べし。 此 文より 三十 二 年 を 

經て元 正 天皇の 和 銅 四 年 太 安麻 呂の 古事記の 序 成れり。 

古事記 序 

臣安萬 侶 言、 夫 混 元 旣 凝、 氣 象 未. 效、 無， 名 無 k  、誰 知，， 其 形； 然 乾坤 初 分、 參 神 作，， 造 化 之 首； 

陰陽 斯開、 ニ靈 爲，， 群 品 之 祖； 所 以 出， 入 幽 扉 、日 月 彰 k 洗お、 浮 k 海 水； 神 祗 呈， 一 於 P 身、 故 

太 素 杏 冥 、因，， 本 敎， 而 識，， ？土 產 fe 之 時； 元 始綿邀 賴，， 先 聖， 而 察， 生. 神 立 X 之 世； {是 知 懸 .鏡 

吐. 珠、 而 百 王 相 續、 喫鈿 ，蛇、 以 萬 神蕃息 歟、 議，， 安 河， 而 平，， 天 下； P 小 濱， 而 淸 ，-國 土； 是 以 番 

仁 岐 命、 初 降，， 于 髙 千 嶺； 神 倭 天 皇、 經，， 歷 于秋津 嶋； 化 熊 出^、 天 M 獲.： 於 高 倉 1  、生 尾 遮. 徑、 大 

M  P 於 吉 野、 列 ，舞 攘. 賊、 聞. 歌 伏&、 卽 覺き 而 敬，， 神 祗； 所 以 稱& 后： 望. 烟 而 P 黎元； 於. 今 傳，， 

聖 帝； 定： おん 聞. 邦、 制 ¥ 近 淡 海； 正 .姓 ，氏、 勒¥ 遠 飛 鳥； 雖， -步 驟 各 異、 文 質 不， 同、 英 不 .稽. 古 以 


繩 i 欲於旣 頹； 昭 I 今 以 補 k ハ 敎 欲 &、— 曁， 飛鳥 淸原大 宮、 御， 矢 八洲， 天皇 御 S 潜 龍 體 J 兀、 

液 雷 應. 期、 聞，， 夢 歌， 而 想 Jsr 投，， 夜 水， 而 知. 承. 甚、 然 天 時 未. 臻、 蟬& 於 南 山； 人 事 共 洽、 虎， 步 

於 東 國； 皇 輿 忽 駕、 凌 ，，渡 山 川； 六 師 雷 震、 三 軍 電 逝、 杖. 矛 擧 k  、猛 士 烟 起、 綠 旗 耀 k  、凶 徒 瓦 

解、 未. 移，， 狭 辰； 氣 诊 自 淸、 乃 放. 牛 息. 馬、 愷 悌 歸，， 於 華 夏、 卷 戴. 戈 、俊 詠 停，， 於 都 邑； 歲 次- 大 t お： 

月 踵，， 夾 鍾； 淸 原 大 宮、 昇 卽，， 天 位： 道 軼，， 軒 后； 德 跨，， 周 王； 握，， 乾 符，、 而 總： 六 合； 得，， 天 統， 而 包， 入 荒； 

乘三氣 之 正； 齊，， 五 行 之 序； 設，， 神 理， 以 獎， 俗、 敷， 一英 風， 以 弘. 國、 重 加，， 智 海 洗 瀚； 潭 探， -上 古； 心 鏡 

偉 煌、 明 観，， 先 代； 於. 是 天 皇 詔， 之、 胶 聞 諸家 之 所 、帝 紀及本 辭、 旣 違，， 正 實； 多 加， 虛 僞； 當， 今 

邦家 之 某 王化 之 本 者 也 

之 時； 歹 改，， 其 失； 未. 經， >  幾 年； 其 旨 欲. 減、 斯 乃 邦家 之 經緯、 王化 之鴻基 焉、 故 惟 撰： 錄 帝紀； 討， 

霰 舊 辭，、 削 fe 定 JC 欲 k= 後 葉； 時 有，， 舍 人； 姓 稗 田、 名 阿 鱧、 年 是 廿 八、 爲 X 聰明、 度. 目誦 b 、拂. 

耳 勒， 心、 卽 勅，， 語 阿 禮； 令 j£ 習 帝 皇曰繼 、及 先代 舊 辭； 然 蓮 移 世 異、 未. 行-其 事， 矣 、伏 i 皇 帝 

陛下  .  坐 玄扈以 栽 仁、 化 破 丹. ％ 

陛 下、 得. 一 光 宅、 通 Jil 亭 育、 御，， 紫 富， 而 德 被 ，1 馬 蹄 之 所， 極、 坐，， 玄 扈， 而 化 照-船 頭 之 所： if 日 浮 

史不絕 書  鴻名轶 於 軒 C. 犬、 茂 

重， 暉、 雲 散 非， 烟、 連お 幷 .穗 之 瑞、 史 不 fejr 列. 烽 重 A 之 貢、 府 無き 月； 可. 謂 ，名 高：， 文 命， 德 冠， 

镇 冠 於 勳 華 

天 乙， 矣、 於. 焉 惜，， 舊 辭之誤 忤； 正，， 先 紀 之 謬 錯； 以，， 和 銅 四 年 九月 十八 旦 詔，， 臣 安 萬 侶； 撰，， 錄 

稗 田阿禮 所 fe 之 勅語 舊 辭； 以 獻 上 者、 謹 隨-詔 旨； 子 細 探 摭、 然 上古 之 時、 言 意 並 朴、 敷. 文 

近 江 奈良朝 時代  一七 


日本 ig- 文學史  一八 


構. 句、 於， 字 卽 難 、已 因. 訓 述 者、 詞 不 k. 

音 訓； 或 一 事 之 內、 全 以. 訓 錄、 卽 辭 理 

M; 於， 名 帶 字， 謂，， 多 羅 斯； 如. 此 之 類、 隨. 

御 世； 故 天 御中 主神 以下、 日子 波 限 

0 以 下、 品 陀 御世 以 前、 爲，， 屮 卷： 大 雀 

獄 上、 臣 安 萬 侶、 誠 惶誠 頓首頓 首、 

和 銅 五 年 正月 二十 八日 

推 古 天皇 十五 年に 小 野 妹 子 を隋に 

年に 古事記 を 上りし 間 は、 百 五 年な 

文武の 八 帝 出 で 給 ひ て、 漸 次 に 三 韓 

物 多く 唐 風を學 ぶに 至 b 上 女 麻呂の 

て 作らる るに 至りし な h.。 三韓と 

外 は、 佛敎 百ェの 仕事に して、 我國 の 


, 心 、全 以 J 音 連 者、 事 趣 更 長、 是 以今或 一句 之 中、 交，， 用 

見 以， 注 明、 意 况 易.， 解 更 非. 注、 亦 於，， 姓 曰 下， 謂 k 沙 

, 本 不 、大 抵 所， 記 者、 ま 天 地 開 闢， 始、 以 訖，， 于 小 治 田 

建 鵜 草 葺不合 尊 以 前、 爲，， 上 卷， 神 倭 伊波 禮 古 天 

皇 帝 以 下、 小 治 田 大宮以 前、 爲， 下 卷； 幷 錄，， 三 卷； 謹 以 


正 五位 動 五 等 太 朝臣 安 萬 侶讓上 

遣 はされ しょり、 太 安麻 呂が元 明 天皇の 和 銅 四 

る が、 此 の 間に 舒明. 皇極. 孝德. 齊 明. 天智. 天武. 持 統- 

の關 係を棄 てて 隋. 唐 の 往來繁 く な り て、 制 度 文 

敍文も 長 孫 無 忌の 五經 正義 を 上る 表に 依 傲し 

の 交通に よ.^ 得た る 者 は、 阿 直 岐. 王 仁の 經 典の 

文化に 益す る 事大 なれ ど 政治 上に 益す る 事 は 
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今上 記 八 帝の 間に 於け る 政治. 外 交. 漢 文學關 係の 事に 就て 

麗 より 僧 


云 
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ふ (S 本 
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行 き、 甚 

れ、 三十 一 
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て、 此にー 

" 四 年 
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は 其 事 


曇 徵. 法 徵 を 貢 す 

0 我國紙 墨の 製 
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翌年 歸 朝し、 此に 
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W 曇 徵五經 を 知， -、 且 彩色 及び 納 

造は此 より 始， 9 しなる ベ し。 舒 

はす。 三 田 耜は推 古 天皇 二十 二 

至 り、 再 び 遣 はされ たるな り。 惠 

國留學 生皆學 問して 業 を 成せる 

備定 して 珍國 なる を 以て 好 を 通 

共に 遣 はされ たるな らん。 時に 

へ 舊唐書 は 高 表 仁、 新 唐ン. 5VJ  ノーし ニー 1 ョ B 

I 書 は 高 仁 表と ぁリ 、をして 二 1 ffi  ir 

養等從 ひ歸れ り。 六月 高 表 仁 等 

ひ、 厚く 之 を 待遇せ， o。 表 仁は留 

事舊唐 書に は 「與 = 王 チ爭. 禮、 不 』曰1 朝 

問僧惠 隱、 惠 雲歸 朝す。 惠隱は 推 
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三 十三 年に し て歸 朝せ る 

辭 して 就か す、 三 島に 返 居 

立てん と 欲し、 山货 大兄 王 

子、 入 鹿が 不臣の 心 ある を 

其の 便 を 得 ざり しに 二 日 

子鞋を 奉じて 大兄に 獻す 

を 恐 れて南 淵 の 請 安 に. 周. 

いふ。 四 年中 大兄 倉 山 田 

夷亦誅 せられたり。 蝦夷 

を 取りて 巾 大兄に 奉せ り 

と す。 


二  0 

在 る 

安. 玄 


法典 

) 是 


望 

ー匡濟 

寺 に 

よ り 

孔の敎 を 


麿、. s- 臣 

誅に臨 

とい ふ- 


み 


三十 二 

も 恶 隱 

極 天皇 

時 蘇 我 

る を 忌 

の 志 を 

蹴 鞠の 

して 大 

問 ふと 

子等と 

fK 皇 言 • 

此の 月， 


、倉 山 田 麿 右大臣と な り. 鎌 子內臣 とな り、 中 


太 政 官官は 此の 時 巳に 出來 たる 


民 

十 


大兄-を 皇太子と し、 沙門 憂. 法 法 師 高 

て 補 ふ)。 年號を 定めて 大化 とす。 

私 屬の民 私有の 土地 を 改めて 

め 坊を置 き、 每 坊 長 一 人、 四 坊 に 

坊 人. 驛 馬. 傳 馬 を 置く。 叉 郡 は 

三 里 を 小 郡と し、 書算に ェ にし 

を 作. 5 て 班田 收授の 法 を定む 

以上 を 其の 槪耍 とす。 是れ舊 

田 耜. 惠 隱. 請 安 等の 獻 策に 出で 

百官 を 置かし む。 八 省 _ぉ 官を 

右の 大臣と 內臣と あり。 下 文 

の 文 あれ ば、 太 政官 なくして 八 省 

智 天皇の 八 年に 內 大臣 藤 原 鎌 子 


公 

法 

置 


玄理を 

年 改新 

と 


舊來 

改 め 

ら ん。 

と あり 

旦勢德 

總長 


大 

て 


な る 


五 

て、 


年 

し 


官 

薨 じ、 十 年に 大友皇 

か、 或は 養老 令に 至 


子 博士と す (士 字書 紀 にあり し 注に より 

詔 を 宣 す。 一、 天皇 以下 諸臣に 至る 

に は 食 封 を 給す。 一 一、 京 師 を 脩 

檢 察せし む。 諸 國に國 司. 郡 司- 

十 里 以下 四 里 以上 を 中 郡と し、 

取りて 郡 司と す。 三、 戶籍計 帳 

罷 めて 租庸調 を 以て 之を收 む。 

に從 ひたるな り。 蓋し 妹 子 三 

高 向 玄 理. 釋 僧 E 文 に 詔して 八 省 

なき は異 むべ けれ ど、 上 文に 左 

臣 とな り 、大 伟長德 右大臣た る 

大臣の みあり たる を、 其 の 後天 

子 を 太 政 大臣に 拜 すと あれば、 

り 始めて 太 政 官の名 定まれる 


諸臣 

口 を 

し、 三 

者 を 

法 を 

唐 風 

博 士 

政 官 

左大 

て 三 
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ならん。 大 化の 八お 百官の 制度 は 

ならん。 天， 1" 天皇 十 年の 紀大炊 省 

ならん。 養老 令が 唐 六 典に 模倣せ 

白 雉 四 年 退 唐 大使 吉 士長 丹. 吉 士 駒- 

て  發 す。 一 船覆沒 して 五 人 を存す 

と す。 定惠は 中 臣の鎌 子の 子な り- 

玄理は 唐に 卒せり とい ふ。 天 知" 天 

fef を 使者と して 好を修 む。 e: 年に 

此の 年 は 唐の 高宗の 麟德ニ 年に し 

るを以 て、 我 國の 中立 を 求めん 爲な 

と の 交 通 開けて 以來國 勢 頓に發 

」i" 制 を 學 び、 中 央 地方の 別 を 明に し. 

普 天の下 王土に あら ざ る な く、 率 土 

歸 せし め、 之 を 行 ふに 八 者 を 以てす 


れ 


知る ベ 力ら され ど、 

有 X 鼎， 鳴 の 文に よ 

し は 一一 目 ふ 迄 もな し- 

學問僧 道昭. 定惠等 

るの み。 五 年 高 向 

„ 天 知" 天皇 四 年劉德 

皇 三年 唐の 百濟の 鎮 

唐より 上 柱 國劉德 高 

て 唐 は 明年 を 以て 大 

る ベ し。 

展し外 は-唐 と 協力し 

天 王 以下 諸臣 の私屬 

の 濱王臣 にあらざる 

るに 至れり。 是れ改 


老 令と 大 

ば 八 省 中 

" 養老 令の 

二百 四十 一 

玄理. 藥師 

德 高 等 の 

鎮將劉 仁 

高 を 使者 

大擧 して 


差 


て 高 麗 

の 民 及 

な く、 天 

新 詔 の 


子 

一 人 二 

惠日等 


願 は 

と し 

高 0 


問題 を 

び 土地 

を 一 

耍 と 


下 

主 


き 

處 

す 


者な b し 

省 ありし 

に 述 ぶ。 

に 分乗し 

遣 唐 押 使 

歸 朝す。 

大 夫郭務 

を修 む。 

た ん とせ 

理 し、 內 は 

廢 し、 所 謂 

の 統治に 

る 所に し 


\ 


て、 而 して 惠 日の 所 謂 法 式 

尊崇す る に 至りし を 以て. 

て、 今日に 存 せる は、 前 に 擧 

過 ぎ ざ れ ど、 其 の 作に より 

大化五 年に 八 省 百官 を 置 

しゃ 何 如。 

三 善淸行 の 意見 封 事 に 「朝 

弘 道 藝； 親 自 傳 授、 卽 令， 學 生 

此 によれば 大學は 文武 天 

年の 日本 紀に 大學 寮諸學 

十 枚； 五 年の 紀に賜 大學博 

ば大 化の 令に も 大學寮 あ 

を以 つて 詳細 は 知る ベ か 

庠序； 徵，， 茂材； 定，， 五 禮， 云 々」 と 

近 江 奈良朝 時代 


備 定 珍 國 の 言 を 用 ひ 

漢文 學の， 险 興せる は 

げたる 懷風 藻の 諸 作 

て も 頗る 進步 せる 所 

れ たる 事に 就き 1 • 


之 立，， 大 學， 也， 始. >大 寶 

百 人 習， 五 經. 三 史. 明 

の大寶 年中に 始. ま 

云々 の 文 あ り。 叉 

上ッ村 主百濟 に大稅 

て經史 其の 他の 學 


し 者な らん。 大勢 此の 

必然の 事 なれ ど 此の 前 

■ 藥師寺 東塔檫 銘、 太 安 麻 

ある を 知るべし。 次に 

言 せん。 此の 百官 中に 

年 屮； 至， 天 平 之 代； 右 大 臣 

法. 算術. 音韻. 籀篆 六道， 云 

りしに 似たり。 然るに 

持統 天皇 三年の 紀に大 

一 千 束の 文 あり。 是等 

を敎授 せる に 似た， p。 


す。 懷風 藻の 序 に 「及 k, 淡 海 先帝 之 受 X 叩 也 


如く 唐 風 を 

後の 作と し 

呂の 諸篇に 

皇 極 天皇の 

大學察 あり 

吉備 朝臣 恢， 

々」 と あ り。 

天武 天皇 四 

學 寮 獻，， 杖 八 

の 文に よれ 

其の 書な き 

中略 愛 則 建， - 


れど、 此に云 ふ庠序 は大學 寮の 事なる か 何如詳 かなら 
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t 淡 海 先 帝 は 孝德. 天智兩 天皇の 一 

し て、 律 令 制定. 國史 編纂の 事 を 述べ ん 

詔して 冠位 法度の 事 を 施行せ しむ， y 

嗣の 弘仁格の 序 に 「至，， 天 智 天 皇 元 年， 制， 

り。 蓋し 天皇 攝政 中より 着手 あ，^ て 

天皇 崩御 實 行に 至ら ざり し を、 天 武 天 

A リを 定め 法式 を 改めし め 給へ るな り 

事を紀 さしめ 給へ り。 屮 臣連大 島、 平 

天皇 御 業 ^中の 主なる 者 は 律令 制定 

文學に 重大の 關係 ある を 以 て 之を詳 

律令 制定の 事 は 前に 述べ たる 如 く、 皇 

を 發 し、 天 知". 天 武を經 て 持統天 皇 三 年 

の 時に 草案の 如き 者 出來し て、 諸 官 吏 

行に 關 する 意見 を徵 された るな らん 


二 四 

ならん。 大學 寮の 事 は 次に 更に 述 ぶる 事と 

。 天智 天皇 十 年の 紀に大 友. 大海 人 二 皇子に 

あ b, て 律令 制定の 文な し。 然 れ ど も 藤 原 冬 

_< リニ 十二 卷； 世 人 所 j£ 近： d 朝臣 廷之 々也」 と あ 

十 年に 至..^ て 施行 を 命じ 給 ひし も、 間 も な く 

皇十年 二月に 至 り、 更 に 親王 諸臣に 命じ て、 律 

. 叉 川 島. 忍 壁 二 皇子 等に 命 じ、 帝 紀及 上古の 

群 首 子 親ら 筆 を 執りて 錄 せりと あり。 天武 

と帝紀 撰述の 二者に して、 而 して 此 二者 は 漢 

述 せ ん i 本 紀の下 は 下 文に 詳敍 す) 

極 天皇の 大化五 年 八 省 百官 を 置かれし に 端 

の 紀 に 「賜，， 諸 司令 一 部 二十 二 卷，」 の 文 あ れ ば、 此 

に ^蘭せ しめ 立法の 趣意 を 了解せ し め、 叉 實 

. 是に 因りて 改正 增 補の 事 起 り、 尙 實 行に 至 


續紀に 「文武 天皇 四 年 三月 詔， 諸 王 臣； 讀. >  習 令 文： 叉 撰 


ら すして 

六月 刑 部 親 王、 藤 原不此 等、 粟 田 眞 人、 下 毛 

寳 元年 四月 古麻呂 等に 新 令 を 講習せ し 

六月 使 を 七道に 發し新 令に 依て 政を爲 

部 親王 以下 祿 を 賜うて 之 を 赏 す。 然 れ 

月明 法 博士 を 西 海道 を 除け る 六道に 遣 

々 の 天皇が 外 國の法 を 探りて 自國の 法 

は實に 後世 人の 法と すべき 事な り。 以 

代 を經て 文武の 大寶 元年に 至りて 完 成 

原 冬嗣の 弘仁格の 序に よれば 令の 完成 

なり。 其の 文に E  く 「愛 逮， 一 文武 天皇 大寳 

刺 撰.， 律 六 卷令十 一 卷： 養老 ニ年復 同：， 大 臣 

令是 也」 と あり。 此に云 ふ 令 は 天 長 十 年 

り。 今の 令義解 は十卷 にして 弘仁格 序 


郡 古 麻呂等 十三 人 

め、 親王 以下 諳臣皆 

す 旨 を 宣 吿 せり。 

ど も 「大 略淨 御原 朝 

はし 新 令を講 せし 

と 爲し給 ふ に愼重 

上の 文に 據れば 律 

したる に 似たり。 

ょ大寶 にあら すし 

元 年； 贈 太 政 大臣 正 

不 此 等， 奉， g 更 撰， 律 

淸原 夏野が 義 解せ 

の 各爲， 一十 卷 一と 合 へ 


成 律 條，」 の 文 あ、 り。 其の 

に 律令 を 撰 定を命 じ、 大 

就いて 之 を 習 ふと あり。 

八月 律 <p 成る を 以て 刑 

廷爲， 準 正 こと あり。 其の 

め 給へ り。 此の 如く 代 

の 態 度 を 執らせ 給 ひし 

令は皇 極. 天智. 天 武の三 

然るに 上に 擧げ たる 藤 

て 元 正 天皇の 養老 二 年 

一 位藤 原 朝臣 不此等 奉. 

令， 各爲十 卷： 今 行： 於 世， 律 

し 令 を 謂へ る 事 は 明な 

り (大寳 令 は 十 一 卷 なり)。 


近 江 奈良朝 時代  二 五 
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大寶 元年より 養老 二 年 は 十八 年 

として 發 布され たるな らん 

は 養老 令と 稱 する を 正と す- 

ん。 

今の 日本 紀は 神代よ， -、 持統 

に 「五 月 先 i 舍 人 親 王 奉お 修- 

早く 缺 けたり) と ある を以 つて- 

天明 年間 尾 張 河村秀 根書紀 

天武 天皇の 時に 中 臣連大 島 

に て、 全部 が 親王に 出づ るに 

敍 せん。 書 紀集解 開 卷總論 

の 二に 曰く、 天武 天皇 十三 年 

改めたり。 然るに 神代 卷上 

凡 河 內直山 代 直等祖 也。 又 


過ぎす 二 囘發布 

リ 大寶 元年に 發 布され 

" 以上 は 令に 關 して 述 

天皇に 至る 間の 國史な 

日 本紀， 至. 是功成 奏.， 上紀 

• 日本 紀 全部 を舍人 親王 

集 解 を 著 はして、 日本 紀 

丰郡子 首の 手に 成 り、 其 

あらす とせり。 其說理 

中 第 四 論 著作 之 人條に 

八 色の 姓 を 作 b 、屮 臣 連 

に 「天穗 日 命是出 雲臣土 

中臣連 遠祖 天見屋 命。 


され たれ ど 更に 改訂して 十卷 

たる 爲に 大寶 令と 稱 すれ ど、 實 

ベ たれ ど 次に 帝 紀に 就て 述 ベ 

り。 續 紀元 正 天皇の 養老 四 年 

三十 一 卷系圆 一 卷ー」 0* 11 一 卷は 

の 手に 成る 者と せり。 然るに 

神代より 天武 天皇の 始まで は 

以下 は舍人 親王の 手に 成れる 

あるに 似た るを以 て、 次 に 之 を 

四 證を擧 げて之 を 論せ り。 其 

を 朝臣と 改 め、 大 伴 連 を 宿輔と 

師 連等祖 也。 次 天津 彥根 命是 

忌 部首 遠祖 太 玉 命」 等 の 文 あり" 


土師連 は天武 十三 年 宿禰を 改め、 凡 河內直 は天武 十二 年に 連と 改め て、 十 三 年 に 忌 

寸と 改められたり。 中 臣. 連 は 朝臣と 改 め、 忌 部 も 宿 編と 改 め、 忌 寸も宿 欄と 改めら 

れた， 9。 如し 舍人 親王の 筆なら しめ ば、 皆 改められ たる 姓 を 書くべき なり。 今 其 

の然ら ざる を 見れば 天武 改姓 以前の 作なる 事 明な り。 天武紀 にある 大 島， 子 首 の 

錄 せる 者卽ち 此の 書 な るべ し。 續 紀 に 「元 明 天皇 和 銅 七 年 詔， ー從 六 位上紀 朝臣 淸人 

三 宅 臣藤麻 呂； 令. 撰 h 史；」 と あり、 及び 舍人 親王の 撰せ る は 皆天武 天皇 以下な る ベ し 

と 云へ り。 姑く 此の 說に從 ふ。 

鲁 

令と 文典 附 文章 博士 

唐の 六 典 は 玄宗の 開 元年 中に 出來 たる 書に て、 今日 傳 はり 居る 本 は 御 撰、 李 林甫等 

奉 勅 注 上と あり、 本文 は玄 i: 小の 撰に て 注 は 李林甫 等の 作な り。 宋の陳 振 孫の 直齋 

書錄 解題に 虎 の ^！卑 述の集 賢 記 注 を 引き、 「開 元 十 年 起 居舍人 陛 堅 被. 旨 修，， 是書； 帝 手 寫，， 

白 麻 紙； 六 條 曰 理、 敎、 禮、 政、 刑、 事、 令， 以. 類 相 從：」 と 唐會 要に は 開 元 二十 三年 張九齡 等の 撰 

とせり。 實 は九齡 等の 撰 なれ ど、 御 撰の 名に 依り 發 布した るな らん。 玄宗の 開 元 

近 江 奈良朝 時代  二 七 
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は 元 明 天皇の 和 銅 六 年より 聖武 天皇の 天平 十四 年 ま 

平 七 年に 當る を以 て、 養 老令 撰述の 人 等 は 恐らく は 六 

し 養老 令が 唐 制に 效へ る こと は 明白なる 事 なれば 不 

なる か。  ， 

六 朝 時代 西魏の 大 師 宇 文 泰、 漢 魏 の官繁 きを 以て 蘇 綺 

六 官を 置け る が、 隋 が 周 を 亡ぼし 南北 を 一 統す るに 及 

及び 倚 書. e: 下. 內 史. 秘 書. 內 侍の 五 省 を 置け り。 唐の 髙 

(儿 し尙 書. 禮 部. 民 部. 吏 部. 兵 部. 刑 部 土 部 の 六官を 置け り 

の 制に^ したるな り。 高祖より 玄宗 迄 は 此の 六部 尙 

」*1 代 法制の 書 多く 散逸して 知る ベ からざる を 以て 詳 

「禮 力) 

在 書目に 唐禮 Kn 五十 考唐 永徽禮 百景 卷」 您 開 元 令 百 五 

格 十 卷. 声： 永徽律 十二 卷. 唐 永 徽律疏 三十 卷.^ 永 徽令三 

せ あるに よれ ば、 隋 唐の 法制に 關 する 書 は 當時我 邦に 

六 典 を 見ざる も 令 を 作く る 事 を 得し は 疑な し。 且 つ 


で な れ 

典 を 見 

此等は 

.盧 辯に 

び、 六 官 

祖の武 

。 是れ 

書の 制 

論す る 

十卷. 隋 

十卷. 唐 


ば、 開 元 

る 能 は 

何 によ 


命 

の 


を 


大 


さ 


十 

て 


じ て 

制 を 

元年 

の 制 

用 ひ 

は ざ 

業 令 

元 令 


多く 舶載され 居 

六 典も大 部 分 は 


三年 

ベ し 

作り 


き、 三 師 

月 律令 一 

廢し 宇一 

たるな 

ど 日本一 

卷. 唐 A 

十 卷等ー 

りし を 

從 前 の 


は 天 

. 然 

し 者 

り て 

三 公 

を 改 

文 氏 

り。 

國現 


を 載 

以て 

令 に 


據 りし 

て 六 典 

増減 あ 

るに 大 

傅. 太 保 

ありて- 

省の 長 

相 あ， 9 

の 長 を 

令 と 謂 

置け り。 

に 當 る 。 

而 して 職 

卿 を 七 省 


以 

、優 

官 

尙 

ふ- 


は、 李 林甫の 注に も 「皇 朝 因. 

前の 令 も 六 典に 據 りて 其 

に 過ぎす。 故に 六 典 を 養 

なかるべし。 六 典に は 三 

り。 三 公 は 太 尉. 司 徒. 司 空 

表す 爲に 設けた る官 

と稱し 二 品官 なり。 

領 せり。 其の 次 

y 三品官 なり。 

なり。 養老 令 は 

は 尙 <fii 令に 當 ケ 

太 政官は 六 典 の 

政官の 上に 神 紙 

上に 置け る 事 は 敬 


を 

0 三 

太 政 

卽ち 

員 令 

卿 よ 


を 

六 

0 


を總 

謂 ふ 

口 叫 官 

大臣 

我 が 


太 
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, 之」 と 明 記 し、 開 元 改正の 頃 は 別に 說 明せ るを以 

の 槪耍を 知る を 得るな り。 開 元に は 其 人員に 

老 令に 比較しても 開 元 以前の 令との 異同 を 知 

師. 三 公の 官 あり 皆 一品 官な り。 三 師 は 太師. 太 

なり。 是れは 定まれる 職 司な し。 「官 不， ー必 備 こと 

なり、 兼官の 場合 多し。 次に 尙書^ あり。 尙書 

其の 下に 左 丞相. 右 丞相 あり。 其の 下に 左丞. 右 

に 吏 部. 戶部. 禮部. 兵 部. 刑 部 土 部の 六部 あり。 其 

六部の 外に 中 書. 跡 書. 殿中の 三省 あり。 其 長 を 

三 師三公 を 除き 太 政 大臣. 左右 大臣. 左右 大辨を 

• 左 右大臣 は 左右 丞相に 當り、 左右 大辨は 左右 丞 

尙書 省な り。 八 省の 卿 は 六部の 尙 書に 當る。 

官 を 置 き、 其 長官 を 伯 と 稱 せる 事、 及 び中務 省の 

神 仲》 皇の 國體に 適合せ しむる 考 より 出で たる 

二 九 
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者なる べし。 外 國の法 を 採れり といへ 

掌 は 神祇 官. 太 政 官. 中 務 @宮 廷侍從 由 書 

藏 雀. 宮 內 省へ 大 膳 職. 木 ェ 寮 Hnt 正 牽左 右 衞 

當時漢 學の槪 況を敍 せん。 

六 典に は 大學の 名な くして 國子 監と稱 

元 年 置， 太 學； 大 業 三 年 改 爲，： 國 子 監； 皇 朝 因. 

從 四 品 下、 園 子監の 下に 國子 博士. 太學博 

り、 敎授の 書 は 周 易 鄭 玄. 王 弼 注、 尙 書. 孔 安 

公 羊 何 休 注 、穀 梁 范 寧 注、 論 語 鄭 玄. 何 晏 注- 

注) 左傳 を大經 とし 毛 詩. 周 禮. 儀 禮 を屮經 

論語. 老子 は 兼 習 書と せり。 

養老 令 は大學 寮と 名 づけて 式部に 屬せ 

部の 子 を 取る。 八 位 以上の 子で も 請願 

經學. 算學. 書學 なり。 學 生の 年齡は 十三 


ど當時 編成 者 

內 寮). 式部^. 治 

府. 左 右兵衞 等 

し 殿中 省に 屬 

. 之」 と あ り、 國 子 

士- 四 門 博士. 律 

國. 鄭玄 注、 三 禮、 

、孝 經. 老 子 並 開 

とし 周 易. 尙 書- 

り。  大學生 は 

する 者 は大學 

以上 十六 以下 


の 苦心 を 察す 

部^民 部 省-兵 

の官ぁ 


せり。 李 

監 祭 酒 一 

學 博士. 書 

毛詩鄭 玄 

元 御 注 (舊 

公 羊. 穀 梁 

五位 以上 

生た る を 

の 聰明な 


，^に 

林甫 

人從 

學 博 

注 ^ 

令 孝 

を 小 

の 子 

得 と 

る 者 


べし。 令の 分 

部 ぞ刑 部 省. 大 

大學 寮に 就て 

の 注 に 「隋 仁壽 

三 品、 司 業 二 人、 

士. 算學 博士 あ 

傳 服虔. 杜預 注、 

經孔安 國. 鄭 玄 

經 とす。 孝 經- 

孫 及び 束西史 

あり。 學科は 

と あり。 年限 


は九ケ 年な り e 學 生の 定員 は 職 

科 書 は 大體六 典と 同様 なれ ど、 孝 

を 取らす。 公 羊. 穀 梁 を 取ら ざ る 

の l5i 別 も 六 典に 同じ。 集 解に 延 

試 驗法は 句 試と 年 試との 二 あり 

千 字 以内に 三 字を帖 して 詰 讀 せ 

條を問 ふ を 以て 定則と す。 故に 

を 以て 句 課と せるな，. -。 年 試 は 

み、 六 以上 を 得た る を 上と し、 四 以 

囘下を 得. 及 び 在學九 年貢 擧に堪 

なら 

藻に 閑 ひ其才 秀才 進士 たるに 堪 

くるな り。 以上 は在學 中の 試驗 

らす。 學 令に 凡學生 通ニ經 以上 

義十條 を 試問す。 八 以上 を 得た 

近 江 奈良朝 時代 


員 令に 四 

經は孔 安 

を 異 と す 

曆 十七 年 

。 旬 試 は 

しむ。 文 

1 句屮に 

每 年末 に、 

上 を 得た 

へさる 

ふる 者 は 

法なる が 

求， 出仕； 者 


百 人 


孝 

羊 


聽，， 擧 

官吏 

は 擧 


る は 大政 官に 


經業を 分受し 

玄 注 を 取 り、 御 

經. 論 語 を 兼 習 

-穀 梁 をー經 

讀法 にて 二 

二 千 字以內 

を 諳 誦 し、 六 

受 くる 所の 

中 とし、 三 以 

名す。 經書 

送 一と あり。 卽 

となる には更 

送を聽 す。 其 

送る と。 大學 


算生 

注 を 

書 と 

な せ 

文義 

大義 

字 の 

を 下 

講說 

ち卒 

に 試 

の 擧 

を卒 


人と あり。 

ひす。 叉老 


敎 

子 


る 事、 大中 

よし 云へ 

試む。 讀 

一 條を問 ふ 

文 義 を 講 習 

き 大義 八條 

とす。 年 試 

に 長せ すと 

業 生の 待遇 

驗を經 ざる 

に應 する 者 

業せ る 優秀 者 

三 一 


よ 

三 

の 


日本！^ 文學史  .  一一 三 

名稱に 秀才. 明經. 進士. 明 法の 名を附 すれ ど 講習す ろ は 皆經學 なり。 選敍 令に 凡秀 

材は博 學高材 者 を 取る。 明經は 學ニ經 以上に 通す る 者 を 取る。 進士は 時務に 閑 

ひ 並に 文 選. 爾 雅を讀 む 者 を 取る。 明 法 は 律令に 通達せ る 者 を 取る と あり。 而し 

て 此の 四 科の 出身者に は^ 才の 上上 者 は 正 八 位 上、 次 は 正 八 位 下、 明 經の 上上 者 は 

正 八 位 下、 次 は 從八位 上、 進 士の甲 第從八 位下、 乙 第 大初位 上、 明 法の 甲 第 大初位 上、 乙 

第大初 下と あ. o。 

考課 令に 秀 才. 明 經. 進 士 等の 在職 中、 考課 法 を 記せり。 其の 文に 「秀才 試 方略 策 ニ條、 

文理 俱髙者 爲，， 上 上，」 と、 集 解 に 段 令 は顏淵 短命、 盜^ 長 生、 福 善 禍淫、 何 其 爽&の 類な り。 

叉 何故 周 代 iiji 多、 股 代賢少 等と あり。 方略 策と 云へば 政治. 經濟. 軍事 等の 方面に 關 

する 試問なる べき に、 集 解に？！ げたる 問題 は、 寧 ろ 明 經の範 圍に屬 する 者に 似たり。 

是を 以て 觀て も當時 秀才の 學カ 幼稚な b し を 知る に 足れり。 本朝 文 粹三對 冊の 

部に 神 仙. 泥 尅. 立 神 祠. 鳥 獸 言 語. 論 運命 等の 問 あり。 對問者 は 多く 文章 得 業 生に し 

て 在官 者な り。 考課 令に 謂 ふ 所の 試問の 作な らん。 文章 は 皆 駢麗體 にして 和 習 

等 はなく、 立派の 作 なれ ど 思想 は収 るに 足らす。 大學察 立學當 時の 考課 も 同様な 


,9 しならん。 明經は 「周 禮. 左 偉. 禮 記- 

及 注， 爲.. 問」 と ありて、 集 解に 問 目な き 

る 者な らん。 進士は 「時務 策 二 條帖」 

し 0 

養老 令に 記 せ る 學 ャ考 課 令. 選 敍 令 

算學の 三 科 あるの みな り。 官 位 令 

は 陰陽 寮に 屬 し、 大 學とは 別途な り 

禁 博士 あり。 此れ 亦 別途な り。 唯 

ひ 其の 才 秀才 進士 たるに 堪 ふる 者 

章學の 1 科 を 作れる 基と なりし な 

察する に、 唐 の 六 典 を 其の儘 寫し取 

我 邦の 事情に 適合せ る 者 か。 十三 

りと して 尙書. 毛 詩 等を授 け、 能 く 其 

りし か 否や 不明 なれ ど、 之 ありと せ 

近 江 奈良朝 時代 


毛 詩 各 四條、 餘經 三 條、 孝 0.0 語 共 三 

を 以て 其 詳を知 ろ 能 は ざれ ど、 字 義 

, 所』 頃」 と あり。 讀む 所と は 文選. 爾雅 

に 就 き 其 槪 略 を 述 ぶ れ ば、 上 記 の 如 

に 陰陽 博士. 天 文 博士. 曆 博士. 猶刻博 

. 叉宮內 司典藥 寮に 醫 博士. 針 博士 

上に 擧 げたる 講說 長せ すと い へ ど 

は擧 送を聽 すの 一 條 あるの み。 此 

り。 大學 令の 學科試 驗法等 を 綜合 

りて 令條 とせる に 似たり。 之が 果 

歲 以上 十六 歲 以下の 兒 童に 論 語. 孝 

の義に 通す る を 得べき か。 入學試 

ば 一 人. の 及第者 を 得る も 困難な り 


條、 皆 擧， 經 文 

川 古 二  «^ 

の 文なる ベ 

く 經學. 書 學- 

士 あれ ど 此 

按摩 博士. 

なら 

も、 文 藻に 閑 

れが 後に 文 

し て 之 を 考 

して 當 時の 

經は尙 可 な 

驗の 制度 あ 

しならん。 


日本 漢文 學史 

如し 其 制度な くし て 唯 五位 以 

べきの み。 且つ 四百 人の 學生 

令の 定は其 規模 標準 を 示す と 

に 其の 規模 標準 を 示した る爲 

基礎と なりし 事 は 疑な し。 大 

養老 令に 據れ ば、 大 學寮學 生の 

通， 0 なる が、 類 從國史 百 七十 職 

庚 子 停， 紀 傳 博 士； 加 k 文章 搏士； 

の 後 九十 四 年 平 城 天皇の 時に 

し 事と なる。 然 る に 官位 令の 

に 文章 博士 を 置く と あり。 養 

如是 院 年代記 を 引き、 「天平 二 年 

義解 は淳和 天皇の 天 長 十 年に， 

大學 察の 


上 の 子、 東 西. 史 部 の 

を 得る 事 等 は 不可 

いふに 止 ，0、 實 際 と 

に 漢文 學に志 す 者 

學 寮が 其の後 振 は 

卒業 者 は 禿才. 明經 

官部 に 「大同 三年 二 

-其紀 傳得業 及 徒 亦 

紀傳 博士 を 置 き、 叉 

集 解に は 格 を 引き 

老令發 布の 九 年な 

始置， 文章 博士 一」 と 云 

出來 たる 書に し、 仁 


子 を 取る とせば 

能事た る を 免れ 

は餘 程遠き 者 な 

は 之に 因て. 多く 

ざり し 事 は 下 章 

，進 士. 明 法の 四 種 

月 丙 辰、 眞 一紀 傳 博 

停」 と あ り、 此 に よ 

二十 六 年に して 

聖武 天皇の 神龜 

り。 叉 榊 原芳野 

ふ 說を擧 げた b 


三 四 

，其の 學カは 知る 

ざ るべ し。 故に 

りしな らん が、 令 

な 、漢 文 流行の 

に 述 ベ ん。 

なる 事 は 上 

ま 承知 元年 

れば 養老 令 

文章 博士 を 

五 年 七月 廿 

の文藝 類纂 

" 淸原 夏野 


明 天皇の 承 和 元年の 一 年 前 


記 の 

四 月 

發布 

置 き 

1 日 

こよ、 

の 令 

な ，9( 


義 解に 律 學 博士  二人、 明 法 生 十 人、 文章 生廿 人、 得 業 生 十 人と あり。 集 解 


明 經生四 人、 文章 生 二人、 明 法 生 二人、 算生 二人 


博士 も あ， 0 しなる ベ け 

なるべし。 養老 令に は 

れ たる 者 を 以て 義 解せ 

平 二 年物體 M な るべ しと 

上， 引： 一文 章 生， 令. 賦，， 曲水，」 と 

發 布され て 十 年 位に て 

が 唐 制 を 其 儘に 轉 用し 

經 科の 不振に 終， 0 しも 

音 讀 訓 讀 


れ ば、 文 章 博士 

律學 博士. 明 法 


しなら 

田 J はる- 

あり 神 

何故に 

て 我 邦 

是 が 爲. 


ん。 然 

. 續紀 

龜- 天平 

文章 博 

の 事情 

な り。 


を 承 和 

生. 文章 

ら ば 聖 

に 「天平 

間に 置 

士が增 

に 適せ 

尙 文 章 


應神 天皇の 時、 阿直岐. 王 仁 等が 漢文 を 如何に 

明の 問題なる が、 大 學 寮の 文及義 解に よりて 

學 令に 曰 く 「凡 學生先 讀，： 經 文， 通 熟、 然 後 講 ュ 


と あ う、 文 章 生 二十 人 ありと せば 文章 

元年に 置く とい ふ 類 從國史 の 說は誤 

生 等 はなき を 夏野 は 其 後に 增置 せら 

武 天皇の 神 龜五年 $1 令 か 同 天 皇 の 天 

月 丁亥 天皇 御，： 松 林 宮ー宴 = 五 位 以 

らん 尙後 考を俟 つ。 養老 令が 

た る か、 卽ち前 に 云へ る 如く、 令 

に大に 修正され たるな り。 明 

事 は 下に 述べ ん。  、 


二 年 

け る 

置 さ 

ざ る 

博士 


三 

れ 


の 


し て 

試 に 


太子 授けた る か は、 今 日まで 不 

を 論 せん。 


J 、集 解 に 「釋 云 讀文謂 白 讀 也」 叉 古記 を 引 
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きて、 「學生 

人の 集 解 

朝 時代 ま 

く  ふりし 

は 通譯を 

故に 支那 

て 一つ も 

あ .0。 

音 博士の 

守 ^Im 藤 弘 

て 其の 優 

の 「寶龜 九 


ョ本 漢文學 史 

先 讀 1 經 文； 謂 J ま， 經 , 也 、次 載， 文 選. 爾 雅 音； 然 後 講 義」 と い ひ、 

に 「明 經生必 先 就，， 音 博 士； 讀： 五 經 音； 然 後 講 義」 と あ り、 此 等 

では 漢文 を 音に 從 ひて 直 讀 したる に 似たり。 猶佛家 

ならん。 阿直岐-王 仁 等 は "内 濟 人の 傳 へし 支那の 音に 

用 ひしな らんと 思 はる。 此の 昔 が 後世 謂 ふ 所の" jK 昔 

と 交通せ ざ る 以前の 字音 は皆吳 なり。 古事記の 假名 

漢 音 な く、 書 紀 には吳 音. 漢 昔 を まじへ 用 ひたり と、 山 ^ 


名 は 始め 

恪銀人 二 

遇 を 見る 

年 十二 月 


隨，， 我 朝 使； 歸朝、 時 年 

士と爲 すより 見れ 


て 持統天 皇紀に 見えたり。 「五 年 九月 己巳 朔 

十雨，」 と、 「六 年 十 一 一 月 、賜，， 音 博士 績 守 言 薩弘恪 水 

ベ し。 職 員 令 に 「音 博士  二人 掌 .敎. 昔」 と あ り。 

庚 寫玄 蕃頭從 五位 上袁 晉 卿 賜.： 姓 淸村宿 P: 晉 

十 八 九、 學， 得 文 選. 爾 雅 音； 爲， 大 學 音 博士，」 とい ひ 

ば 其 音 は 勿論 唐 音 なるべし。 空 海の 性 靈 集 


唐 


三 六 

員 令 大學寮 

文に よれば 

經文を 誦す 

漢文 を讀 み- 

對 ；！ 音 な る 

皆 ：jj< 音 の み 

成の 好古 餘 

申、 賜， 音 博 士 

人 四 町，」 と あ 

日本 紀 光仁 

唐 人 也、 天 平 

の 歸化人 を 


奈良 

る 如 

講義 

ベ し- 


唐續 

む、 以 

天皇 

七 年 

音 博 


」 「父晉 卿 遙慕& 風，、 


遠 辭， 本 族： 誦， 兩 京 之 音 韻，、 改， 三 „4< 訛 響； 口 吐，， 唐 音； 發：： 揮 嬰 學之耳 目，」 と あり。 三 吳の訛 響 

とい へ る 者 卽ち百 濟を經 て 我 邦に 入りし =jK 音 に し て、 兩 京 の 昔 韻は漢 音 な る ベ し。 

好古 餘錄に 曰本紀 略. 類聚 國史を 引い て、 「延 曆十 一 年閏十 一 月 辛 丑敕、 明經之 徒、 不 

習， 吳音， 發聲 誦讀、 旣致 fe 露、 熟智 漢音 一」 (H 本お 略) 叉、 「延曆 十 二 年 夏 四月 己 Ira 朔丙子 制. 自. 

今 以 後、 年 分 度 者、 非 1  白 一一 漢 音： 勿 X ヌ 一得 度 一、」 (類 從 國史) と あり。 延曆の 頃 唐との 交通 頻繁に 

して 大學の 音 博士が 唐人なる 爲 に、 百 濟傳來 の" 乂 音 を 唐音に 改めた るな り。 

應神 天皇より 奈良朝 m ハ ま で は、 义 音 を 以て 漢文 を直讀 せし と 思 はる 、 が、 講 義に至 

つて は 勢 ひ轉讀 して 之 を 解かざる ベから す。 故に 直讀と 同時に 轉讀卽 ち 譯讀の 

法 行 はれ 居た るなる べし。 唯 譯讀の 法 は 何 如な りし か詳 かにせ す。 好古 餘錄に 

江 談抄を 引きて 下の 文 あり。 さて 古昔 讀 法のう る はしき をい は、 \ 江 談抄に 曰く、 

「東 行 西 行 雲 渺渺、 二月 三月 日遲遲 (菅 家 後 集 讀 _| 樂 天 北 窓 一一 一 友 &古 調) 此詩及 後 代、 菅 家 人 室 

家、 令. 尋， 一 北 野 1、 令. 詠 之 間、 天 神 令. 敎 テ曰ト ザ マ 一一 ユキ カウ ザ マ 一一 ユキ クモハ \ バべキ 

，  トリ テア キジべ ハナ チシ /キノ トニ/ ド， ドシ 于ルノ チ 

サラ ギヤ ョヒ ヒゥラ クラト 可レ詠 云々。」 叉 柬見記 曰 く、 「採 一菊 東 籬 下，、 悠 然 見 南山 一 (東 福 

寺 開山 聖 一 國師 點) こ れらを 見て 古昔 詩 を 誦する の やう を 想像す ベ し。」 と あり。 

近 江 奈直朝 時代  • 三 七 


日本 I- 文 學史 

江談 抄. 聖 一 國師の 讀方は 故 さらに 訓讀し 

あらざる べし。 源氏物語 賢 木の 卷 に 「白 虹 

る やかに うちす したる を 云々。」 此れ 鄒陽 

たるな り。 叉、 須 磨の 卷 に 「恩 賜の 御衣 今 こ 

此れ 菅 公の 詩な り。 今の 漢文 讀 方と 犬な 

な れ ど、 奈 良 朝 時代 も大 なる 變化 はな か る 

て 更に 譯讀す る と、 直 に譯讀 するとの 差な 

つ 比より 起， 0 しか 不詳 なれ ど、 所謂 ヲ コ ト 

創始と 共に 譯讀の 風流 行した る にあら す 

ト點 起. 0 しか 其の 前後 詳 かにせ す。 好古 

ヲ r 一  ト點は 南都の 法相 宗の隱 し點な る が ^ 

ヲ コ ト點 Q 事 は 群 書類 從、 諸家 點 圖、 好 十：： 餘 

の 條に述 ぶ。 


一一 一八 

たるに て、 古昔の 讀 方が 必す然 りしに は 

日 を つらぬけ り。 太子お ぢ たりと。 ゆ 

獄中 上書の 「白虹 貫. 日、 太 子 畏， 之」 ど 譯讀し 

こに ありと すしつ、 入 給 ひ ぬ」 と あ り。 

る變. 0 はなし。 源氏物語 は 平安朝の 作 

べし。 其の 異なる 所 は、 始 めに は 音讀し 

らん。 音 讀を廢 して 直に 譯讀 する はい 

點の 起り. しは譯 讀の爲 なれば、 フ コ ト點 

やと 思 はる。 或は 譯讀 流行の 爲 にヲコ 

餘錄に 常 盤 日記 を 引 き 「定 基 卿の 野 記に 

. 其 後 儒家に 轉 用し た る 由 云 々」 と あ り。 

錄. 文藝 類纂に あり。 後の 五山 1^ 侶 岐^ 


古 事 記. 日 本 紀 

太 安 萬 侶 古事記 奏上の 事は續 日本 紀に 

て 元 明 天皇の 和 銅 四 年に 奏上せ る 者と 

の 事は續 日本 紀に あり。 其 間 相 距る事 

史 たる 記. 紀 二 書の 編纂 を 見る に 至りし 

果 と 一一 一一 11 はざる ベから す。 今 記紀 二 書に 

古事記 編成の 事 は、 太 安 萬 侶の 表に あり 

於. 是 天 皇 詔 王、 朕 聞 諸家 之 所 帝紀及 

未 .經 幾 年； 其 旨 欲. 滅、 斯 乃 邦家 之 經緯、 王 

實、 欲 梭 葉； 時 有，， 舍 人 姓 稗 田 名 阿禮； 年 

阿 禮： 令 ta,, 習 帝 皇曰繼 及 先代 舊 辭， 云 々- 

叉、 惜 J1 辭之誤 忤； 正，， 先 紀 之 HI 錯； 以ぉ 銅 

誦 勅語 之舊 辭； 以 獻 上、  - 

近 江 奈良朝 時代  三 九 


無し 

す。 

九 年 

も、 漢 

^ き 

。 其 

本辭、 

化 之 

是ニ 


. 安 萬 侶の 

日本 紀は元 

なり。 元 明 _ 

文 學 流 行 し、 

漢文 學ょ， 0 

の 文 左の 如 

旣 違，， 正 實，、 多 

鴻基焉 、故 惟 

十 八、 爲 X 聰 


表に 和 銅 四 年と ある を以 

明 天皇の 養老 四 年に 奏上 

元 正 二 代の 間に 我 邦の 國 

文字の 使用に 習熟せ る 結 

之 を 考察せ ん。 

し 0 

加，， 虛 僞； 當，， 今 之 時； 不 改， -其 失； 

mk 帝 紀； 討，， 穀 舊辭； 削 fe 定. 

明、 度， 目 誦. 口、 拂>^ 勒. 心、 卽 勅，， 


四 年 九月 十八 曰； 詔 一臣 安 萬 侶； 撰，， 稗 田阿禮 所. 


H: 本 文學史 

此 によれば 天武 天皇の 時 諸家 藏 する 所 

き を 以 て. 新 に 帝 紀を撰 び、 舊 來の 傳說を 

て 引ける 者 は、 諸 家藏 する 所の 舊辭 なら 

^田 阿禮 とい ふ 者 あ b しを以 つて、 天皇 

習 はしめ 給へ りつ 其 後 一 時 巾 止 し て、 元 

詔して 种 田阿禮 が天武 天皇より 聞け る 

是を 古事記と す。 此表は 和 銅 五 年 正月 

記 撰錄に 費せ し 日 は g ヶ月 餘 なり。 多 

に 「亦 於，， 姓 曰 下 •： 謂 .欢 沙 珂 •： 於， 名 帶 字， 謂.， 多 羅 

は、 諸 家傳 ふる 所の 舊辭 なる ベ じ。 

古事記 は 神代より 推 古 天皇に 至る 間の 

分に して、 特に 御 系譜 を 詳記せ 6。 帝皇 

起居 注の 類な り。 神 功 皇后の 爲 に帝紀 

文 一 卷を獻 じたる 事を载 せ、 欽 明記に 百 


四 〇 

に 帝 紀本辭 等 ありし が、 事 實に 違へ る 者 多 

も 正さん とし 給へ， 0。 日本 紀に 一書と し 

ん (本 辭は 奮辭と 同じ 者な らん )。 幸に 記；^〕 よき 

の 記憶に ある 歴代の 日繼 と、 先 代の 傳說 を 

明 天皇の 和 銅 四 年 九月 十八 tn  、太 安 萬 侶に 

帝皇 の日繼 と舊辭 を撰錄 して 獻 上せし む。 

二十 八日 奏上せ る 者 なれ ば、 安 萬 侶が 古事 

く は 奮 文舊條 說に從 ひしな らん。 表文屮 

斯 「如 之 類、 隨. 本 不， 改、」 と いへ るが 隨， 本の 本 

歷史に て、 其 記す 所 は {0" 廷に關 する 者 七 八 

の日繼 といへ る 者な らん。 槪 して 支那の 

を 立てす。 應神 記に 王 仁が 論 語 十 卷. 千 字 

濟 より 佛 經 を獻 じた る 事 を 載せ ざ る 等 は、 


日本 紀と 異なる 大 なる 者な， 。 古語 を 眞假字 を 以て 寫し たる 文 多き 爲に、 古語 を 

知る に 便利な り。 古語 を 其 儘に 保存 せんとせ し 作者の 苦心 を 見る。 

古事記 文體 

古事記の 文體は 漢文の 形式 を 用 ひたれ ど、 古語 を 保存 せん 爲に往 々眞假 字 を 用 ひ 

た る を 以 つ て、 純 漢文なら ざる 處 あり。 敬語の 場合に 特に 多し。 試に 開卷の 文に 

就いて 之を述 ベ ん。 

天地 初發之 時、 於，， 高 天 原 一成 祌、 名，， 天 之 御中 主； f 高 下 之 天 一 云-阿 麻ハ下 效ぉ 次 天 之 常 立 神 

(訓. 常 き 一登 許 立 き I 多 知 I) 次國稚 如， 浮 脂； 而 久羅下 那洲多 陀用弊 琉之時 (琉 以上 十字 w%) 

ァシ カビ 

如， 韋牙， 因，， 萌騰之 物， 成祌云 々、 

高天原 常 立 は 古語 を 注した るな ，0、 久羅 那洲 十字 は譯 する 能 はすして 古語 を 其 儘 

用 ひたるな.： >。 曰 本 紀には 「開闢 之 初、 洲 壞 浮 漂、 譬 猶： 游 魚 之 浮， 水 上 一也、 于 fe- 天地 之 中 

生， 一 一 物； 杖 如 4 章 牙： 便 化 爲. 神、 號酗 常 立 尊，」 云 々 と ぁ h^。 (以上 神代 記) 

古事記 は 天 之 御中 主 を 開 國の祖 とし、 日本 紀は國 常 立 尊 を！ g とす。 ニ睿傳 85^ の 差： あ り。 

近. 江 奈良朝 時代  四 一 


H 本  一 g 文學史  四 二 

右の 文 を 比較 すれば 日本 紀は純 漢文に 近し。 然れど も 「國 稚 如，， 浮 脂 而久羅 F 那洲 

多 陀用弊 琉」 を 譯 し て 「洲 壤 浮 漂、 譬 猶-: 游 魚 之 浮-水 上 一也」 で は、 巧 みなる 譯し 方と は 思 は 

れ す。 成 神 は 敬語な り。 日本 紀 は爲， 神と 改む。 

於， 是 天 神 詔 命 以 詔， -伊 耶那岐 命. 伊 耶那美 命 二 柱 神， 修 固 J1 成 是多陀 用 幣流之 國； 賜，， 

天 沼 矛， 而 言 依 賜 也、 故 二 柱 神 立， (F 立 き 多 多 志-) 天 浮 橋お 指， 下 其 沼 チ以 畫 者、 靑 海 原 

鹽 許 袁 呂 許 袁 呂途 (此七 字 、： S 曰) 畫 鳴 (訓. 鳴 云- 1 那 志 0 而 引 上 時、 自， 一 其 矛 末， 垂 落 之 鹽、 累積 成. 

te. 、是 卽游能 甚呂嶋 (神代 記) 

神 倭 伊波 禮毗古 命 (自伊 下 五 字 以 曰) 與， 一 其 伊 呂兄五 濑命ニ 柱 (伊 a  二 字 以 曰) 坐，， 髙 千 秘宮， 

而議 云、 坐，； 何 地， 者 平 聞，， 看 天下 之 政， (神武 記) • 

阿. 一 蘇 波 勢其大 琴 ー(| 阿 至レ勢 以レ 昔) (仲 W 記) 

詔 命 以、 言 依 賜、 伊 呂 兄、 坐、 平 聞 1^、 阿 蘇 波 勢 等 は 皆 敬語 な ，9、 安 萬 侶の 表 に 「已 因. 訓 述 者 

詞 不 .逮. 心、 全 以 .音 連 者、 事趣更 長、 是 一句 之 屮、 交， 用 音 訓.： 或 一 事 之 內、 全 以. 訓 錄、 卽 事 理 

IsL 見 者、 以. 注 明、 意 況 易. 解 更 非 k」 と いへ る 者は是 なり。 古語 敬語の 外 叙事文に 就て 

ッッ ゥチ フリ クル 

論 すれば、 神武 天皇の 記 に 「故 從， 其 國， 上 幸 之 時、 乘.^  ^爲. 釣 乍 打 羽振來 人、 遇， 于 速 吸 門，、 


で T  .ノ チ 

爾呼歸 

皆雅 な 

命： 汝等 

に 「父 王 

も 弔 字 

稍 少し 

る を 始 

力 古事 

1^ はら 

な ら ん 

記臣連 

天皇 記 

るべ し 


問. 之、 汝者誰 也， 答 曰 僕 

もす。 遇 字は乘 字の 

者 孰 T 受，， 兄 子， 與， 弟子；」 の 


仇不 

去 に 

す。 

日 本 

頃 巳 

る を 

其 の 

造國 

歷 代 

臣連 


,可. 非： 

違 へ 

修史 

然し 


以 て 

後 推 

造 百 

天皇 

以下 


報」 と あ り 

り。 此の 

の 事 は 履 

其の 事な 

字の 用法 

知る ベ か 

古 天皇の 

八十 部幷 

の 起居 注- 


者國神 

上に 在 

孰 字 は 

0 上 こ 

外用 字 

仲 天皇 

史を置 

きは缺 

に ュ. P し、 

ら ざれ 

二十 八 

公民 等 

日 繼等， 


の 本 記 は 家々 の 


名 宇 豆 毗 

るべき な 

弟子の 上 

引ける 鳴 

の 意.^ を 

紀 に 「四 年 

ける より 

文な らん 

漢字 を以 

ど 風土記 

年 紀 に 「是 

本 記 一」 と あ 

なるべし 

家傳 なる 


を 


古 云 々」 と ある 上 幸、 乍 呼 歸、 僕、 等 の 文字 

り。 應神 記に 「天皇 問 ，大 山守 命 與，， 大雀 

り與 字を删 るべき なり。 顯宗記 

しと 讀み 不可 不報を 非 報と せる 

者 は數ふ る に遑 なけれ ど 顚到は 

月 之 始、 於. & 國ー 置， 國 史ニ 記， 一言 事 こと あ 

ば 朝廷に は 固より ありし ならん 

直岐. 王 仁 渡来して より 百 十八 九 

事 を 記す に 至りし なり。 其 書 は 

他所 謂 先代の 舊辭 なる 者な，.^ し 

太子 鳩 大臣 共 議. 之、 錄，， 天 皇 記及國 

り。 是を 朝廷に て國史 編輯の 始 とす。 

. 國記は 履 仲 天 皇紀に ある 諸國 記な 

べし。 此 等の 書が 今 偉 ふる 所の 舊事 


あ 

き 11 

皇 


近 江 奈良朝 時代  四 三 


本^ 文學史  四 四 


本 紀十卷 なるべし との 說 あれ ど、 確 なる 證據 

記 國 記、 臣 連以ド の 記に よれるな らん。 皇極 

ヱ サカ 

臨. 誅 悉 燒 k 皇 記 國 記 珍 寶 (船 史惠 尺卽疾 取  >-所〕 

は 保存され て 天皇 記、 臣連 以下の 記 錄は燒 失 

し 書 なれば 朝廷 及び 他家に あ.^ し は 明な り _ 

に 至りし なり。 天武 天皇に 至り、 漢土の 正史 

壁 二 皇子に 命 じ、 大 島 子 首 をして 筆 を 執らし 

て、 元 正 天皇の 養老 四 年に 完成した る 事 は 上 

撰の 事 も 漢土の 影響に 出で しなり。 古事記 

日本 紀文體 

日本 紀の 文體は 古事記に 比すれば 頗る 漢文 

て 我國の 古條 說を譯 せり。 譯文 にあき たら 

すべ き 者 あ， 。 


な し。 思 ふ に 

天 皇 紀 に 「四 年 

燒國 記， 而 奉，， 中 

したるな り。 

. 其 書 は 亡 逸 

刺 撰の 例に 從 

め 給 ひしが、 其 

に述： ぺ たるが 

に 次で 出來た 


に 近し。 而し 

ざる 所 多 けれ 


古事記 も 日本 紀 も 

六月 己 酉 蘇 我臣蝦 

大兄，」 と あ れば國 記 

然し 蝦夷の 家に も 

せす して 天武 天皇 

ひ、 國 史の勒 撰 を 川 

の 時 は 結 撰に 至ら 

如し。 此の 如く 國 

る を 日本 紀 とす。 


天皇 

夷 等 

の み 

あ り 

の 時 

島、 忍 

す し 

史勒 


て 多く 古書の 語 を 

ど、 作 文 力に 於て は 


採り 

畏敬 


神代 紀開卷 に 曰 は く、 「古 天 地 未， 剖、 陰 陽 不. 分、 渾 沌 如， -鷄 子； 【？ 滓 而 含， 芽、 及， -其 淸 陽 者、 薄 靡 

而 爲. 天、 重 濁 者 沲滯而 爲 k 、精 妙 之合搏 易、 重 濁 之凝竭 難、 故 天 先 成而地 後 定、 然 後 神聖 

生， 一 其 中 ー焉」 と あ..^。 此は淮 南 子等に 據れ るな り。 

天地 未 、陰陽 未. 判、 淮南子 俶眞訓 

天地 渾沌 如， 鶴 子； 盤 古 生-其 中； 一一 一 五歷 記 

道 始，， 于 虛 ま， 虛 0 生 ，1 宇 宙： 宇 宙 生. 氣、 氣 有- 漢 垠； 淸陽者 薄靡而 爲. 天、 重 濁 者 凝滞 而 爲. 地、 

淸妙 之合專 易、 重 ^之 凝竭 難、 故 天 先成而 地後定 淮南子 天文 訓 

未. 有， 一天 地 之 時、 混 沌如鶴 子： 溪 淳始 芽、 鴻濛 自萠、 徐整曆 記 潛確居 類書に 引けり 玄象部 

神 日本 盤余彥 天皇 

神 日本 盤 余彥天 皇、 諱 彥火火 出 見彥波 激武鷓 織草篑 不合尊 第 四 子 也、 母 曰- -Hf 依 姬； 

海 童 之 小 女 也、 天皇 生而明 達、 意 確 如 也、 年 十五 立 爲，， 太 子； 長 而 娶：， 日 向國 吾田 吾平 津 

媛- 神武 記 

神武 天皇が 東征 を 思 ひ 立た せ 給 ふ 時、 諸 臣に 告げられし 言 を敍 して、 

是 時運 扉， 鴻 荒； 時 鍾リ韋 昧； 故 蒙 以 養 i  、治，， 此 西 偏； 皇 祖 皇 考、 乃 神 乃 聖、 積 k 重. 陣、 多 誘 年 

近 江 奈良朝 時代.  四 五 
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所，、 自，， 天 祖 降 跡， 以 逮，， 子 今 二百 七十 九 萬 二 千 四百 七十 餘歲 神武 紀 

舟 師束征 至，， 速 吸 門，、 時 有，， 一 漁 人； 乘. 艇 而 至、 天 皇招， 之 問 曰汝誰 也、 對曰臣 是國神 也、 名 

曰， 珍彥 1 云々 神武 紀 


以上 は 皆 漢文と して は 誤 譲 

神 日本 盤余彥 天皇と 改めた 

地方の 名稱 なる が 後に 國號 

に 字 を 用 ひたる は 何に 本 

百 餘國： ：£M 時 一 來見獻 云」 と あ 

方 東南 大海 屮； 依. 山 島， 爲. 國、 渡 

い へ る 事の 支那 書籍に 見え 

音フ となる に 似たり。 意味 

爲 に、 彼等 は 小人の 意に て 倭 

せる 名 稱には あらざる ベ し 

に 宝り て始て 日本と 稱 せり 


なき 文な り。 叉 古事記 は 神 倭 伊波 禮毗古 命と ある を 

り (古事記に 天皇と 稱 せる は欽明 天皇 以後な リ)。 ャ マ トは 1 

となれ る ものに て、 此 の 事は異 むに 足らす。 唯ャ マト 

づきし ならん か。 漢書 地理 志に 「樂浪 海中 有， 人： 分爲， 

i 顏師 古の 注に 、「俊 一 戈 反、 今猶 有： 倭 國.： 魏略 云、 倭 在， 帶 

海 千 里、 復 有 k  、皆 倭 種、」 と あり。 是れ 我國を 指して 倭と 

たる 始 なり。 倭 は 音 ヰな り。 我 國を稱 する 時に 限り 

は 小 叉は顺 なり。 支那に 渡，.. し國 人が 身體の 小なる 

と 呼びた るか。 或は 從贩の 意なる か 不詳 なれ ど、 尊敬 

0 後 漢書. 三國 志. 晉書皆 倭 を 以て 我 國を稱 せり。 唐 書 

0 古事記に 倭 を 用 ひたる は 彼の 用 ふる 所に 從 へるな 


り。 然れど 好 字面に あらざる を 以て 日本 紀は 日本の 字 を 用 ひたる なるべし。 日！ 

本と は 東方の 意な らん。 績古京 遣 文 元 明 天皇 陵 碑に 「大儘 國添上 郡 平 城 之 宮^  ^ 

八洲 云々」 の 文 あり。 州 名に も 倭 字 を 用 ひたりと 見 ゆ。  一 

古事記に 命 を 用 ひ、 日本 紀に 天皇 を 用 ひたる に つきて、 書 紀集解 に、 唐 書 高 宗 紀 に 「上 一 

元元 年 皇帝 稱， 天皇； 皇后 稱， 天后，」 と あり。 上 元元 年 は天武 天皇の 三年に 當る。 日本一 

紀は十 年に 着手せ る を 以て、 上 元元 年より 後る る 事 七 年 なれ ど、 天皇の 稱は推 古 天 一 

皇 十六 年 唐に 贈る 文に 「柬 天皇 敬， 一白 西 皇 帝 一」 と あ れ ば、 高 宗の 例に 據 るに は あらざる， 

べし。 天皇と は 天 皇. 地 皇. 人皇 の三皇 より 取れる なるべし。 成務天 皇紀 の 「詔 曰、 我 

先皇 大足 彥天 皇、 聰 明 神 武、 膺 J 錄 受， 圓、 治. 天 ，人，、 撥. 賊 反 企、 徳 俾，， 覆 ま、 道 協，， 造 化； 是 以 普 天 

率 土、 莫. 不， 主 臣； 禀 k 懷. 靈、 何 非. 得 .處 云々」 は 最後の 一 句 を 除く 外 は 皆 立派なる 文. 句な 一 

れど、 撥 賊反正 四 字の 外 は景行 天皇に 當る 句な し。 唯 美麗なる 文句 を聚 めた るに： 

過ぎす。 書記の 文 は 此の 如き 文 多し。 何 非 得處は 何不得 所と あるべき なり。 非 一 

と不の 誤用な り。 神 功 皇后 紀の 初に、 「罪 有， ー於羣 臣，」 と あり、 有 は 在の 誤用な り。 「時皇 一 

后 日 希 見物」 齢 g 雕 の 希 見物と は 見る 希なる 物の 意なる ベ けれ ど、 文 は 熟せす。 一 
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故に 注し 

て 作りし 

弘仁 私記 

撰 也し と あ 

りしなら 


淡 海朝皇 

書 一 覽に 

な れ ど、 根 

にせす。 

なる を 知 

與，， 百 度； 衰 


ョ本 漢文 學史 

たるな らん。 此の 

手ぎ は、 驚く ベ き 

の 序に 「夫 曰 本紀者 

り。 安 萬 侶が 上古 

ん。 

懷風藻 ー卷 

太子 弘文 天皇 以下 

撰者 を 淡 海 三 船と 

據 不明な り。 卷首 

序 末に 「天平 滕寳三 

るの み。 序 中 に 「淡 

章 法則； 規模 弘遠 、置 


如く 多少の 瑕 は 

者な り。 奈良朝 

一 品舍人 親王 從 

事 記 表と 文相 似 


あれ ど 三 

時代 漢文 

四 位下 動 

たり。 安 


皇 か 天智天 皇 の 事なる べし 


葛井廣 成に 至る 六 

す れ ど其證 なし。 

に 撰者の 自序 あり 

年歲 在， 一 辛 卯 冬 十月 一 

海 先帝 之受 X 叩 也」 と 

古以來 未， 之 有， 也」 と 

〕 其の 次 に 「時 經， 亂 


十卷 

の 著 

四 等 

萬 侶 


十四 人 

三 船 や 

. 名 記， 

也」 と あ 

あ， 9 て： 

ある を j 


四 八 

の 物 をす ベ て 漢文 を 以 

作 は 日本 紀を 第一 とす ( 

太 朝臣 安 萬 侶 等 奉. 勅 所. 

の 潤色 を 假れる 所 多 か 


の 詩 

說は 

を 署 

る を 

其 下 

見 れ 


を 集む。 尾 崎 雅嘉の 群 

林鵞 峰より 出で たる 說 

せ ざ る を 以て 其 人を詳 

以て 孝 謙 天皇の 時の 人 

に 「建，， 庠 序； 徵，， 茂 材； 定，， 五 禮，、 

ば、 淡 海 先帝と は 孝德天 


離 一 悉從， 煺燼 一」 と は 壬 申 の亂 なるべし- 


^^以，ー薄官 餘 間； 遊，， 心 文 ま、 閱， 一 古 人 之 遣 跡； 想， -風 月 之 舊 遊，」 と あ 

列した る 人に て 懷風藻 撰述の 時 は 年老 退官 且 在職の 時 

ざるに 似たり。 「遠 自， 一 淡 海 一 云 曁 一平 城 一 凡 一 

幷 顯ー爵 里， 冠，， 于篇 首，」 と。 作者 は 六十 四 人 

五 首と あるに 一 首 だけ 


詩 は 

集 中 

し 0 

得 J  二 

る 事 

粹に 

懷 風 

く し 


目 錄に道 

五 律 多く 

にある 者 

小 傳 な き 

者 也、 文章 

二百 八十 

其の 文 二 

藻の 詩 は 

て 七 ^一一 一 n 少 


百 二十 篇、 勒 爲，， 一 

なれ ど 篇數は 一 

存 せ-^。 其の 外 


て 五 古 之に 次ぐ。 五絕 

近 江 朝より 奈良 朝まで 

も あり。 卷 末に 「長久 二 

惟宗孝 言」 と あり。 長久 

年な、 り。 現行 本 は 此の 

篇を载 す。 後に 大學頭 

く は 五 言 排律體 の 詩に 

も 之が 爲 なるべし。 句 


叉 之に 次ぐ。 七 

の 人に て 作者の 

年 十一月 二十 八 

は 後朱雀 天皇の 

人の 本を傳 へた 

た り し 人 な り，。 

て.；^ 初の 風 を 學 

柄 は 古人の 句に 


れば當 時 文雅の 

も. I 商 位に ありし 

卷，、 作 者 六十 四 人 

百 十四に て 六 篇 

目 錄と厶 口 ま 


に も 

古、 七 

小傳 

日 燈 

年號 

る な 

X. こ 

こ V7 

模傚 


律 各 一。 七 

も 皆 撰者の 

下 書， 之、 古 人 

にして 天平- 

らん。  孝 言 

る 者なら ん 

したる 句の 


筵に 常に 

人に あら 

具 題，， 姓名つ 

缺け 居れ 

ざ る 者 あ 

絕ニ なり ^ 

筆なる ベ 

三 餘今己 

-勝 寶を距 

は 本朝 文 

。 五 言 多 

みに して、 
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へば 切れ切れの 錦 をつ ぎ 合せた 

未熟なる 者 亦少か .h  t 
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自家の 性情 を 自由に 敍ぺ たる 作 甚だ 少なし。 譬 

る 如し。 詩と して は 幼稚の 稱を 免れす。 造語の 

五 言 從. 駕  高 市麻呂 

.  0  0  0  0  0 

：テ ニニ  二 ラク ラント  二  リキ セ フナ  チ ハント ハ ニノ  二  チ  〇 0 

臥. 病 已 白 髮、 意 謂 入， -黄 塵.： 不. 期 逐， 恩 詔， 從，， 駕 上 林 春，、 松 巖嗚泉 落、 竹 浦 笑 花 

新、 臣是 先進 輩、 濫 陪.： 後 車 资， 

五 言 詠， 孤松， 屮臣大 島 

隴上 孤松 翠、 凌 .雲 心 本 明、 餘根 堅，， 厚地；  >  ； 

艸； 茂 葉 同，： 柱 榮，、 孫楚 高，， .in- 節； 隱居脫 輕パ 

此の 外 智藏の 作 の 「求 k 鷥 嫣 JT 含. 香 花 笑 な ど も 

呂 「望 雪」 七 言 古、 釋 辨 正 の 「與， 朝 主 人：」 五 言 律、 藤 原 宇 合 

なるべし。 次に 辨 正の 作 を 示す。  ， 

五 言 與，， 朝 主人， 釋 辨正 

鐘皴沸 k 闥っ 戎蕃 預，， 國親； 祌 明今漢 主、 柔遠 靜，， 胡 塵； 琴 歌 馬上- -怨" 楊柳 曲 も 

寿、 唯 有. ー關山 月； 偏 _ 迎.， ^塞 人 一、 


A 質 指， 一高 天， ；；^ 枝 異， 一高 (：大 の 字 誤な らん) 


未熟 を 免れす。 然れ ども 紀古麻 

の 「贈， 一 倭 判官 J 七 言 古な ど 出色の 作 


小傳に 文武 天皇の 大寶 年中 留學 生と して 

基 を 善くす る を 以て 常に 招かれた る が、 唐 

中の 作に て 唐 帝を贊 したるな らん。 古 調 

として 絕 調と いふべ し。 琴 歌 を 琵琶に 改 

と 思 はる、 が 論語 の 「智 者 ，水、 仁 者 樂^」 の 

互 勢 多 益須の 「仁智 寓，， 山 川，」 伊 與部馬 養 の 「帝 

思想 感情 を敍 する に 長 歌. 短 歌 を 以てした 

りて 之 を 見 はすに 至 り、 隨 つて 其の 典故 も 

载，， 天 地 n  二 才 並泰 昌、」 叉 「道德 受， 天 訓： 鹽 梅 寄，， 眞 

り。 載 天地、 三 才、 鹽 梅、 眞 宰、 監 撫等は 易. 尙 書. 

b 此 時に 至る まで 三百 七 八十 年なる が、 三 

彼より 多く 採り て、 文 學の 方面までに は 及 

通 し、 文 學の 移入 俄に 進 み、 七 八十 年の 間に 

藻に は 長屋 王 宅 宴 集の 作 多し。 同 王の 死 

近 江 奈直朝 時代 


唐 に あ り、 玄 宗が 東宮たり し 時、 辨 正が 圍 

に 在りて 死せ りと あり。 此の 詩 は留學 

ありて 無理の 句な し。 奈良朝 時代の 作 

めば 更に 妙な り。 當 時の 流行な りし か 

語 を 取りて 詩 中に 入れた る 作 殊に 多し。 

堯叶 t 智； 仙 蹕玩， 一山 川，」 の 類な り。 從來は 

る が、 漢 文學に 熟する に 及び 詩の 形 を 借 

支那の 故事 を 用 ひ、 弘 文 天皇の 句 に 「帝 德 

宰，、 羞 無 k 撫 術 一」 等 の 語 を 使用す るに 至れ 

-莊 于左傳 等に ある 語な り。 應神 天皇よ 

韓 交通 時代 は 日用 生活の資 料と 佛敎を 

ば ざり し を、 推 古 天皇の 時 始めて 隋と交 

か 、 る 進步を 見る に 至 b しな り。 懷 風 

は聖武 天皇の 天平 元年 なれば 集む る 所 

玉 一 
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の 詩 も 其の 前後の 作なる べし。 其れより 二十 餘年 を經 て出來 たる を 萬葉禁 とす。 

次に 萬 葉 集に 就て 述 ぶる 所 あらん。 

寫 iilU 幅 

本朝 文粹十 一 紀淑望 古今 和歌 集 序に 「昔 平 城 天子 詔，， 侍臣， 令 Jgsi: 葉 集，」 と あり て 何 天 

皇な るか 不明な り。 榮華 物語に 孝 謙 天皇の 時の 撰と あれ ど確證 なし。 . 

古今 集 十八 文. M の ありす ゑの 欲に 貞觀の 御 時 萬 葉 はいつ ばかりに 作れる ぞと間 はせ 铪ひ ければ、 

詠 て 奉りけ ると て、 

神無月 時雨 ふリ おける 檢の 葉に 負 ふ宫の 古る 一 百 ぞ モ れ 

醍^ 天皇の 時已に 撰者が 不明な りし を 見れば 奈良朝 時代に 勅撰され たる 者に あ 

ら ざ る ベ し (平 城 天皇よ ，0 淸和天 皇 ま で 五十 餘 年)。 山上 億 良. 山 部 赤 人の 歌 特に 多 

し。 兩 人の 歌集 も 多 かるべし。 要するに 勅撰に あらす して 何人 かの 私 撰な らん。 

もし 勅撰なら ばか、 る 疑問 は 起らざる べし。 但し 歌 は 奈良朝 時代の 作な らん。 

故に 奈良朝 文學の 一として 此に擧 ぐ。 


萬 葉 は 歌集なる を以 て、 歌詞 に 就いては 

ハ シ ガキ 

の 題 及 端 書 は 皆 純 漢文 なれば、 之に 據っ 

語なる に、 其の 題 及 端 書 は 何故に 漢文に 

漢字 を 音 を 假，. >  て 國語を 寫し國 文 を 綴 

長」 と 云 へ る 如く 冗長に して 讀 むに 煩し 

訓讀 すべき かの 匿 別 分ち がた し。 故に 

能 はざる 者 は 原語の 儘に 字音 を假 りて 

語なる を 以て 之 を漢譯 する 能 はざる は 

したる が、 端 書 は 漢文 にても 意 を 達し 得 

當時 漢文の 流行せ る を 知る ベ し。 而 し 

作れる 人の 自作 も あれ ど、 耍 する に奈良 

字の み を 以て 寫すは 全部 假 字に 依ら ざ 

頗る 冗長と なりて 讀者を 煩す 事甚 しき 

なる 者の み 字 音 を假 りて 寫す を 當 時 の 

近 江 奈良朝 時代 


漢文 學に 直接の 關係 はなしと い へ ど も、 歌 

て當 時の 漢文 學を 考察 せん。 歌が 已に國 

て 書かれた るか。 

る 時 は、 太 安 萬 侶の 表 に 「全 以」 昔 連 者、 事 趣 更 

く、 叉 音訓 を 維へ て 用 ふれば 音讀 すべ きか 

古事記の 如く 出來る だけ は漢譯 して、 譯す 

之 を寫す 外に 良法な きなり。 歌詞 は純國 

當然の 事なる が 故に 之 を 原語の ま、 に寫 

らる、 を 以て 漢文と せるな らん。 亦 以て 

て 此の 文 は 編纂 者の 手に 成れる 者と 歌 を 

朝 時代の 漢文なる 事 は 明な り。 國 語を漢 

るべ から ざれ ど、 此 の 如く すれば 其の 文 は 

を 以 て、 漢 字の 意義に 從 ひて 之 を 用 ひ、 特 別 

文體 とす。 故に 古事記. 日本 紀 共に 歌 は 皆 

五三 
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字 音 にて 寫 し、 敍 事 は 漢文 を 用 ひたるな， o。 萬葉卷 五山 上 憶 良の 「世間 難 住 歌」 一首 

幷 序 に 「易. 集 難. 徘 八大苦 辛、 難 k 易. 盡 百年 賞 樂、 古 人 所 ま 今 亦 及 王、 所 以因 作，， 一 章 之 歌，、 

以撥 三毛 歎； 其 歌 曰、 云 々 。」 と あ り、 叉 「伏 辱，， 來 書； 具 承，， 芳 旨； 忽 成.： 隔漢之 戀： 復 傷， 抱 梁 之 意，、 

唯 羨，， 去 留 無， 恙、 遂 待 j}i 耳、」 叉 「大 伴 佐 提此古 郞子特 破， 朝 命； 奉 k 藩 國； 艤 ^  一一  i ユ^、 稍 赴，， 蒼 

波； 妾 也 松 浦、， 此 別 易； 歎，， 彼 會 難； 卽 登， 高 山 之 嶺， 遙 望，， 離 去 之 船： 悵 然 斷， 肝、 黯 然銷. 魂、 遂脫， 

領 巾- 麾. 之、 傍 者 莫^<:,流， 涕、 因號， -此山 巾麾 之嶺， 也、 乃 作. 歌 曰 云々。」 以上 皆 憶 良の 作 

なり。 此 外に 憶 良の 「沈 痫自哀 文」 ー篇 あり。 文中に 梁の 任肪の 言、 抱 朴 子. 帛 公 略說. 

華 詩 經 等の 語 を 引け，. >。 「旦 作，， 席 上 之 客： 夕 爲，， 泉 下 之 客； 白 馬 定 來、 黄 泉 何 及、 朧 上靑松 

空 懸， 一信 叙； 野 中 白楊但 吹， 悲風ぁ 句 あり。 妙 文と 謂 ふべ し。 次に 歌詞に 就て 一 言 せ 

ノ  1 C  7    ，•- - 1  1 コ モ t" ミ コ モチ フ グシ モ ョ ミ フ ク シモ チコ ノォカ ニナ ツマ 

ん 開卷 第一 雄 略 天皇 御作に 「籠 毛 與、 美 籠 母 乳. 布 久思毛 與、 美 布 君 志 持、 此 岳 爾、 菜 採 

コ. -、 T し ゾラ 卜 /4Jn  -H  41!1ノ ナノ つ サ 木， プーマ ミ ツヤ マト /クニ ハ すシナ ベ テ ヮレコ ゾ オラ シ/ リナべ テ ヮレコ 

須 兒家吉 閑 (f  0  j 名 吿 沙 根、 虛 見津山 跡乃國 者、 押 奈 戶 手、 吾 許 曾 居 師、 吿 名 部 手、 吾 已 

曾 座、 我 許 者 北 H 齒 告 目、 家 乎 毛 名 雄 毛。」 古事記. 日本 紀の例 を 以てすれ ば、 全 部 眞 假 名 

な る ベ き を、 萬 葉 集 は然ら すして 漢字の 音と 義を雜 せ 用 ひ 居れり。 此 岳、 菜 採、 家、 名、 

山 跡、 國 者、 吾 居等是 なり， - 是は 漢字に 習熟し 漢字 を 知れる 人 多くな りし を 以て 全 


部以音 連の 煩 を 避けん として 出來 得る 丈 は 漢字の 義を用 ひ、 眞 假字を 避けん とし 

ヌル ョ ォ チズ カケテ シ ノ ビック マゾ ヒロ ハヌ クモ ダニ モ ノ モリ ハ ズ ャ ケ 

たる 爲 なるべし。 此に 因て 「寐夜 不 i 洛」 「懸 而小竹 櫃」 「珠 曾 不 fe/ 雲 谷 裳/野 守 者不. 見 哉」 「今 

フ カコ ユラ ム ミ チノ シ ラナ ク ィャ メ ゾラ シ キ -K- ガヒ ツル カモ 

日 香 越 等 六/道 之 白 鳴」 「益 目頰四 寸」 「願 鶴 鴨」 等 の 奇怪なる 文句 を 見る に 至りし なり。 

村 上 天皇の 天 曆五年 十月 坂 上 望 城. 源 順. 紀 時文. 大中臣 能 宣. 淸 原元輔 など 五 人 を 梨 

壶に 召し、 萬 葉 集 を讀み 解し む。 是を 古點と 云へ， o。 萬 葉 は 口 傳か假 字なくて は 

讀む能 はざる 書な り。 天 曆五年 は奈良 朝の 末 を 去る 事 百 六十 餘年 なれば、 ロ傳を 

失 ひし 者 も 多 か， 9 き。 其 後 文 永年間 仙覺 律師が 殘の百 五十二 首 を讀み 了れ， 9。 

是を 新點， 0 いふ。 今日の 讀方は 此の 兩點を 本と し て、 自 家の 說 にて 讀 める 者 なれ 

ど、 尙 讀む能 はざる 者 あり。 叉 萬 葉の 歌に ヒ 夕、 天 漢、 牽 牛、 月 中 の 桂、 桂 の 梶等を 詠 じ 

たる 句 あ， o。 叉 雁が音 信 を 通す る 事に 用 ひたる 歌 あ， o。 「九月 之 其 始雁乃 使爾毛 

ォモ フココ ロハ キ n ヱ コ ヌ カモ 

念 心 者 可 聞來奴 鴨」 是 等 は 皆 漢文 學の 影響 を 受けた る 者な り。 

叉 古事記-日本 紀等 にある 萬 葉 以前の 歌と 萬 葉の 歌と を 比較 すれば 萬 葉の 歌 は 皆 

一種の 格 法 ありて 意味の 整然たる 者 あるに 似た， o。 蓋し 漢詩よ b 得た る 者なら 

ん。 以上 は 文 章. 文 字に 就て 敍 したる が、 思 想 は 佛 敎. 儒 敎. 讖 緯. 老 莊の 說往々 あり 儒 
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佛 尤も 多し。 題に 就いて 知るべし。 


續 日本 紀 

續 日本 紀は 文武 天皇の 元年 八月より 

一 卷ょ， 0  二十 卷ま では 菅野眞 道の 奉 

の 奉 勅撰な り。 筆者 不詳 なれ ども、 平 

れり。 然し. 續紀屮 の 詔勅の 文 は奈良 

の 詔 を 奈良朝 漢文の 一 例と して 擧ぐ 

詔 曰。 軒 之羣、 受，， 代 耕 之祿、 有秩之 

葵：： 頃 者 王公 諸 臣、 多 占，， 山 澤， 不. 耕 JT 競 

辛 苦，， 加 以， 被. 賜， 地 止 有 二  二 畝； 由， 是 0 

故 を 此に改 め、 由 其 二字と 以字 を删れ 

民と か 令 民 苦と 爲す 方よ し。 續紀の 

叉 元 正 1K 皇和 銅. 十 „s の 詔に 符. t 


桓武の 延曆十 年 十二 

勅撰に て、 二十 二 卷ょ 

安 朝 時代の 人なる ベ 

朝 時代の 作なる ベけ 

類； 无， 妨，， 民 業； 故 召 伯 所、 

懷 k 婪； 空 妨， 地 利； 若 有、 

.峯 跨^、 浪 爲。 境 界； 自. 今 

ば 立派な 漢文と なる 

詔勅 文 は 大抵 此の 如 


月に 至る 國 

り 末卷ま で 

し。 文字 善 

れば 文武 天 

以 憩， 甘 棠，、 公 

採，， 柴草， 者、 仍 

不. 得， 更然， 云 


fo 第 

藤 原繼繩 

まま， 9 吾 

大寶 三年 

由其拔 h 

一 其 器； 令，， 大 


ベ し。 令大 辛苦 も大苦 

し。 


圖. 孝 經援神 奥 を 引けり。 二 書 は 緯舉の 書な 


,.^、緯 學 は 

稽 なる を 

孔穎 達の 

文に 引け 

に 本 づき 

ならん。 

しなる ベ 


東漢 

惡 み 

る に 

し な 

日本 

け れ 


より 六 朝 

其の 學を 

正義に 往 

よ、 り 其 書 

り。 日本 

國 現在 書 

ど 今 はな 


古 碑 


續 日本 紀 

せる 古 碑 

り。 那須 

己 丑 四月 

己？ 9 にあ 


にかけ て 盛 

禁 じ、 其 の 書 

書 を 引 

にも 入 

神武 天 

符瑞圖 

孝經援 


々 緯 

紀 の 

目 に 

し。 


勅 は 皆 立 

二 を擧げ 

造の 碑と 

と あり。 


の 詔 

の 一 

云々 と あ り。 永 

らす、 我 邦の 正史 
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行し 

を 燒 

け る 

れ る 

皇御 

十卷 

神 契 


派な 

ん。 


す 

曰 曰 


た る 

き た 

を 見 

を 知 

卽位 

顧 野 

は 現 


學 なれ 

る爲に 

れ ば、 唐 

る。 後 

の 歲 を 

王 撰と 

在 書目 


る 漢文 

文武 天 

る 者な 

は 支那 

はなし， 


な れ 

皇 四 


ど、 其 

年那 

り。 文 長 

東 晉 元 帝 

. 逸年號 


ど 隋 

代 に 

年 三 

辛 酉 

あ り- 

-  > も 


の外奈 

須直韋 

きを 以 

の年號 

な る ベー 


の 文 帝 

二よ 行 

は 其 書 

善淸行 

とした 

平安朝 

無し。， 


良 朝 

提碑 

て 全 

に し 

し 0 


が 其の 

は れ ざ 

猶存せ 

の 革命 

るも緯 

頃まで 


時代 の 一 

文 は 略 一 

て 一 年； 

那須の 一 


說の 妄誕不 

り し が、 唐 の 

る な り。 詔 

勘 文 も緯說 

說に據 りし 

は 其 書 あり 


文に 

郡 湯 

〕 文 

し て 

造 韋 

五 七 


て 今日に 存 

津上 村に あ 

に 永 昌 元 年 

改元せ り。 

提 は永昌 元 


.2 「曾 子 之 家、 无， 有；： 橋 子； 仲 尼 之 門 


童 

戶 


子、 意 香 助坤、 作 徒 之大、 合 」百 喻. 

は 管子戒 篇 の 語なる が銘 夏 
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年に 評 督の官 を 賜 はりし を以 て、 庚 子の 歲に意 斯麻呂 等が 碑 を 建てて 其の 事 を 記 

せるな， 9。 庚 子の 歲は 文武 天皇の 四 年な， 5。 文中 

无. 有， M 者； 行. 孝 之 子、 不 .改，- 其 語； 銘 i 堯 心： 澄 神 照 乳、 六 月 

字、 故 無. 翼 長 飛、 无. 根 更 固、」 と あ り、 碑 末 の 無 翼 云々 の 二 

堯心 以下の 文 は 解し がた し、 次 は 元 明 天皇 和 銅 四 年 

弁 官符、 上野 國片置 郡綠野 郡せ 羅 郡、 幷 三 郡內 三百 

月 九 曰 甲 寅、 在 中 弁 正 五位 下 多 治此眞 人、 大 政官ニ 

尊、 右大臣 正 二位 藤 原 尊、 

此の 碑 は 群 馬縣吉 井町に 在り。 文字 鮮明に して 讀 

た し、 之 に 依て 同地 方に は晋 し羊大 夫と 稱 する 豪族 

せる といへ り。 此の 說は遽 に 信じが たし。 石 上 尊 

原 不此等 な り。 多 治 此 眞 人 は 三 宅 麻 呂 な らんと い 

したるな り。 當 時の 公文が 漢文な りし を證 すべし 

す 時に 古事記 は 皆 命 字 を 用 ひ、 日本 紀は 皇族 以上 は 


多 胡の 碑な 

成 給 羊 成 多 

稳積覿 王に 左 


ベ し。 文屮 

りて 此の 土 

石 上 麻呂な 

" 此の 碑 は 

. ミコト の 語 

尊 を 用 ひ、 人 臣 


大臣 正 

給 羊 二 

地 を 羊 

弁官 の 

を 漢 字 

は 命 を 


銅 四 年 三 

二位 石 上 

字解し が 

大 夫に 給 

原 尊 は 藤 

公文 を 刻 

を 以て 出 

用 ひ 居れ 


ど、 此 の！ 

一 

る h ふ hv 一 


碑 は 人臣 

。次に 多 

多賀城 

西 


此城 

也、 天 

軍 藤 

奈良朝 

にあら 

郡 成 給 


にも 尊 を 

賀城碑 を 


神龜 元年 

平寶字 六 

原 惠美朝 

天平 寳 六 

時代の 漢 

さる も 頃 

，石 上 尊 藤 


歲次 甲子 

年 歳次 壬 

臣 朝獏修 

年 十二月 一 

文 は 上 記 

體を 離れ 


用 ひたり。 

示 さ ん。 

去. 京 一 

去 1 一 • 声 

ま， 常 陸 

去 ¥ 野 

梅 察 使 兼 鎮 

.^a; 參 議 東 海 

造 也 

の 作に て 其 

て 散 文 體 と 


叉 名 を 避けて 書せ ざる は 支那 風 を 以て 書け 


千 五 百 

國 界， .一 

國界， 四 

國界， 二 

守將軍 

東 山 節 _ 


原 尊の 尊 字、 多 賀城碑 


の- 大槪 

な り て、 稍 

の 隊造也 


二 里 

十四 里 


從四位 上勳四 

度 使 從四位 上 


を 知り 得 


の 也 字 


等 大野 朝臣 東 人 之 所 JM 

仁 部 省 卿 按察使 錄守將 


0 文中に 多少の 疵 なき 

きし を 見る。 多 胡 碑の 

..不.熱，^^り_。  
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奈良 朝の 漢文 學 

漢文 は 右に 述べ たる 如しと し て、 更 に 漢文 

奈良朝 時代に 漢文 學の 影響と して 見る ベ 

の 五書な り。 今 五書に 就き 大要 を 叙述し 

關 係の 事 15- を 年代 を逐 うて 敍 し、 當 時我國 

まれ 居る 思想が 我國へ の 影響 を 知る に 便 

文武 天皇 大寳 元年 粟田 眞人を 遣 唐 執 節 使 

む。 坂 合 部 大分、 山上 億 良、 等 六 人 之に 從へ 

於て 孔子 を 祭る 始 とす。 二 年 十月 f 祖ょ 

は 租税 を 免除し 門 閭に旌 表して 義家 とし 

五位 以上に 詔して 賢 良 方正の 士を擧 げし 

年 正月 (武 后の 長 安四 年な り) の 式に 五位 以上 

む。 七月 粟田 眞人 等歸 朝す。 眞人等 iin に 


六 〇 


學に關 する 奈良朝 時代の 事柄 を敍 せん。 

き 著作 は、 古 事 記. 日本 紀. 令. 萬 葉 集. 懷 風 藻 

たれば、 次に 奈良朝 時代に 起り し 漢文 學 

と 唐との 關係を 知 り、 且 つ 漢文 學 中に 含 

せん。 以下 皆續 日本 紀に據 る。 

と な し、 高 橋 笠 間 を 大使と し 唐に 行かし 

h。  二月 釋 典の 禮を行 ふ。 之 を 我國に 

り 以下 玄孫に 至る まで 変 世 孝順なる 者 

て 之 を 尊敬す ベ き 事 を 詔す。 三年 七月 

む。 漸次 唐 風を學 ぶに 至れり。 慶雲元 

に は榻を 設 け、 續 いて 百官 拜 跪の 禮を停 

llljb し 時に 何國の 人なる かと 間 はれ 日 


本國 人な り 

ひし か ば、 是 

彼 曰 く 「永 淳 

「海 東に 大倭 

人 を 見る に 

0  0  0  0 

元 明 天皇 

旌 表し 租 

後 卽位又 

八月 之 を 

至. 9 て 之 

廣江等 十 

0  0  0  0 

聖武 天皇 

を 作らし 

なり。 此 


と 答 へ 、此 地 

より さき 啻 

二 年 天子 崩 

國 あり 之 を 

に 聞く 所に 違 

和 銅 元年 正月 

税を 三年 間 除 

は祥瑞 ある 時 

行 ふ。 我國の 

を廢 せり。 五 

餘 人に 布 帛鍬 

神龜 三年 七月 

む。 文人 一 百 

の 詩 載す る 所 


は 何 州なる 

と 稱 し、 今 周 

じ 皇太后 卽 

君子 國 とい 

武藏國 より 

し、 鰥 寡孤獨 

往々 此の 擧 

銅 錢は之 を 

年 正月 學者 

等 を 賜 ふ。 

宮中に 玉來 

二十 人詩賦 

なき を 以て 


力 と 

と 云 

位し 

ふ、 人 

口 词 

ネ # 

の 自 

あ り 

始 と 

俊 遇 

を 生 

を 上 

知 る 


れば、 彼 答へ て 大周楚 州 盥城縣 と 云 


何に よりて 改稱 せる かと 問 へ り。 

と 號 す」 と、 彼 叉眞人 等に 告げて 曰く 

民豊樂 にして 禮儀敦 く 行 はると 聞 く、 今 使 

し を 以て 孝子 順 孫義夫 節婦の 門閭に 

ふ 能 はざる 者に 极一辩 を 賜へ り。 以 

月 近 江國に 命じて 銅 餞 を 鑄し め、 二 年 

是ょ. 0. 先 銀 餞 ありし が 銅錢行 はる に 

を 以て 朋經 博士 鍛冶 造大 隅、 越 智直麿 

。 勅して 朝野 道俗 をして 玉來 の詩賦 

玉來 とは靈 芝の 類な らん。 祥瑞の 物 

ら ざれ ど、 弘文天 皇 以 後 詩賦 流行して 


出 

〕 

す 

る _ 

、、へ 


で 


七 

0 

意 


力 


近 江 奈良朝 時代  ， 六 一 


«: 本 is- 文學史 

前に 擧げ たる 懷風藻 を 見ても 作者 多 か..^ し 

し 大學の 生徒：， しに 歳月 を經れ ども 業 を 習 ふ 

道 困窮して 好 學の志 あれ ども 其の 志 を遂ぐ 

下. 五 人 以上 を 撰び 夏 冬の 服 及び 食料 を 給 し- 

恐く は絕學 とならん と述 ぶ。 告田連 宜-大 津 

私 部首 石 村. 志 斐連三 田 次 等し 人 をして 各 弟 

料 亦大學 生に 準せ り。 叉 粟田 朝臣 馬 養. 播麿 

人 各 弟子 二人 を 取り 漢語 を 習 はし めん 事 を 

老ニ 年に 令の 制定 發布 ありと して 天平 二 年 

り 在りし に 似 たれ ど、 姑く 養老 二 年に 大學寮 

に 天平 二 年に は 卒業生 を 多く 出す ベ き 時期 

却て 學業庸 淺の誇 あり。 博士 も衰老 して 敎 

不振なる 事 は 大略 想像 さる。 蓋し 前に も 言 

に 採用した る を 以て 我國の 事情に 適せす し 


六 二 

を 知る べし。 天平 二 年 三月 大政 官奏 

事庸淺 にして 傳 達しが たし。 實に家 

るに 堪 へす。 藝 業の 優れる 者 十人以 

• 諸 博士 も 年 齒衰老 して 敎授 に堪 へす 

連 首. 御 立 連 淸 華 難 連 吉 底 山 口 忌 寸 丰 

子 を 取りて 業 を 習 はし め、 其 の 時 服 食 

ァタヒ  ヤコ 

直 乙 安. 陽 胡 史 眞 身. 奏 朝 元 文 元^ 等 五 

請 ふ、 詔して 之 を 許す。 元 正 天皇の 養 

まで 十三 年な り。 大學寮 は 其 以前よ 

も 設けられたり として 之 を 考察す る 

なり。 然るに 國史に 卒業生の 事な く、 

授に堪 へす と あるに よれ ば、 大 學 寮の 

へ る 如く 大學 寮の 規則が 唐 令 を 其 儘 

て、 學 ぶ 者 もな く敎 ふる 人 も. な く、 有 名 


無 實の府 となりし なら 

者 等 出で た. るな り。 聖 

天平 七 年 四月 入唐 留學 

成 十二 卷等 を獻 す。 十 

子に 劾して 春 意の 詩 を 

あり。 十一 年 八月 式部 

む。 天平 二 年 八月 釋奠 

孝 謙 天皇 天平 勝 寶ニ年 

入唐 副使たり。 天平 贊 

てす、 百行の 本 玆ょ， 0 先 

孝行の 者 あらば 地方 官 

する 爲に 大學 寮に 公廨 

稱德 天皇 天平 神 護 二 年 

論せ すして 定員 を 設け 


ん。 之に 反し 詩賦 文章 は稍學 

武 天皇の 神龜五 年に 文章 博士 

生 上 道 眞備歸 朝し、.： i" 禮 一 百 三 

年 七月 西 池宮に 御し、 殿 前の 梅 

賦せ しむ。 文人 三十 人 詔 を 奉 

翁 蔭 子孫 及 位 子、 年 の 高下 を 論 

服 器 及 儀式 を 改定す。 

■0 原 淸河遣 唐 大使たり、 大伴古 

字 元年 四月 詔 して in  く、 「民 を 治 

なる はなし。 天下の 家 每に孝 

は 其 名 を 奏聞す ベ し」 と、 八 月 天 

田 三十 町、 雅樂 寮に 十 町、 陰陽 寮 

五月 大政 官 奏す。 令に よれば 

あ.^ しが、 神龜五 年の 格に は、 史 


ぶ 者 あ..^ て、 懷 

を 置け るも是 

十 卷、 太 衍曆經 

シモッ £チ 

樹を 指し 下道 

じて 賦 せり。 . 

せ す、 皆 大 


麻呂 副使 

め 國をぁ 

經 一本 を 

文 陰陽 曆 

に 十 町 を 

生 は國の 


學 に 

ん す 

算醫 

博 士 

』、 h 


風 藻 玉 

が爲な 

一 卷、 太 

吉備及 

因て 各 

往き學 

ニニ 年吉 

るは必 

し め、 百 

針 の 學 

は國の 

に從ひ 


來の作 

る ベ し „ 

衍曆立 

び諸才 

賜 ふ 所 

問せ し 

備眞備 

孝を以 

姓 間に 

を 獎勵 

大小 を， 

定員 の 
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H 本 漢文 學史  六 四 


等差 あれ ど 博士 

名 を 空 設 する の 

す 神 讒慶雲 二 

門に 題して 文宣 

うと 云/, 5 と 上 

經援神 契. 熊 氏 瑞 

のにして 三史の 

史各 一本 を 給せ 

ふ。 光仁 天皇 寶 

る。 二 年 九月 明 

薨す。 眞 備靈龜 

を 唐 國に播 す 者 

び 漢書 を授 く。 

容 始めて 觀る ベ 


は 三 四國に 一人と なれり。 今經 術の 業 を 成す 者 寡 

み。 令に 據 りて 增： 貝して 經 術の 士を多 くせん 事 を 

年 七月 大學 助敎 膳臣大 丘が 天平 勝 寶四年 入唐して 

王 廟とぁ り、 國 子 學生程 賢が 今上 儒道 を崇 とび 追 尊 

言 せる を以 て、 勅 して 文宣 王と す。 九月の 勅書に 顧 

應圖の 文 を 引けり。 慶雲 三年 十月 大宰府 よ.^ 府學 

正本な し。 學者稍 多くして 涉獵 の道廣 からざる を 

ら れん 事 を 請へ るに よ り、 史 記. 漢書. 後 漢書. 三 國 志. 晉 

龜 元年 三月 天皇 博 多 川に 遊ぶ、 百官 文人 及 大學生 等 

經、 文章、 音 博士 等 五十 五 人に 絲十絢 宛 を 賜 ふ。 六 年 

二 年 二月 十二 日 入唐 留 學、 經 史衆藝 に 通す。 我 朝臣 

は 仲 摩眞 備 のみ。 歸 朝して 大學 助に 拜 せられ 高 野 

當時大 學釋奠 の 儀 未だ 備 はら す、 眞 備鱧 典を考 へて 

しとい ふ。 薨 する 時歲八 十三。 九 年 二月 淡 海 三 船 


く し て、 職 員 の 

請 ふ と、 之 を 許 

國子監 に 至 る、 

して 王と 稱せ 

野 王符瑞 圖. 孝 

に は五經 ある 

以 て、 別 代の 諸 

書 各  一 • 部 を 賜 

曲水の 詩 を 上 

十月 吉備 眞備 

學生 にして 名 

天皇に 禮記及 

器物 を 造り 禮 

大學 頭と なる ( 


文章 博士 故の 如し。 十二月 玄蕃 頭遠晉 卿に 請 村. M 福の 姓 


天平 七 年 我 國に來 る、 時に 年 十八 九。 文選. 爾雅 

年 二月 藤原淸 河に 從 二位、 小 野 石 根に 從四 位. を 

り 唐に 如く。 唐に 在りて 歸るを 得ざる 事十餘 

に 遭 ひ 唐 使 趙寶英 以下 六十 三人と 溺死せ り。 

アツ マ キヌ 

窮乏せ る を 以て 東 施 一 百 疋白綿 三百 屯 を 賜 ふ 

く 事と なりし を此月 大政 官の奏 により て、 每 國 

設けし なるべし。 天應 元年 六月 石 上 宅 嗣薨、 宅 

容 閑雅に して 時に 名 あり。 風景 山水に 値ふ每 

詩 賦數十 首、 淡 海 三 船と 文人の 首た， -。 曾て 其 

外典 を藏 する 院を 建て 芸 亭 と 號 し、 好 學の 徒に 

は芸 亭を始 とす。 八月 明 經紀傳 及 陰陽 醫家諸 

以上 敍 する 所に よ り 使節の 往 來、 文 學 儒 學 の 流 

入して、 我國の 進步を 助けし 1 斑 を 知る に 足る 


音 に 通す。 

贈る。 淸 河 

年、 唐 に 死す 

四月 阿部 仲 

. 前年 諸國 

一人 を 置く 

嗣經史 を 愛 

に肇を 把つ 

の 宅 を 捨て 

縱觀 せしめ 

才能の 土に 

行 等に 隨ひ 

べし。 而し 


を 賜 ふ。 晉卿 唐人な り" 

大學音 博士と なる。 十 

天平 勝 寶ニ年 大使と な 

。 石根歸 朝の 途次 逆風 

麻呂 唐に 客 死 す。 遣 族 

博士 三 四國に 一 人 を 置 

事と せり。 毎 國國學 を 

尙 し涉覽 する 所 多 し、 辭 

て 之に 題す。 著す 所の 

て 阿 蘭 寺と なし、 寺 隅 に 

たり。 我 國圆書 館の 設 

絲各十 絢 を 賜 ふ。 

て 唐 代 文化が 我 國に移 

て 特に 儒敎的 政治の 我 


近 江 奈良朝 時代  六 五 


日本 漢文 ゅ史 


： 人心 

子の 格 言 

儀 人俗銘 

「京師 者 百 

號： 周 1:^ 三 

の 外 一人 

,0 し を 見 


に效杲 

を 引 て 

範 也、 道 

官之府 

定、 安.： 太 

も經義 

るべ し 


を 與 へ 

骨 子 と 

德 仁義， 

• 四海 所， 

平 之 稱； 

二 丈 •  >9 

. 此 の 


假 名 


假名に 三 

符とす る 

名と 稱す 

事 ^0  -  CM 本 

なり。 正 


種 あり 

者を稱 

. 漢字 

紀 等の 

<^ 院に 


。 漢字 

し、 漢字 

の 全部 

歌詞 は 

置ハ 假 多 


は 更 

り 0 

禮乃 

唯臉 

々」 の 

之 を 

は 卒 


に 大 

例 へ 

P お 敎 

一 人 

爭 ふ 

安 朝 


の 偏 奢 

を 草體ー 

を 楷書 一 

皆 眞 假 

の 文 一 一 


なる 者 あ り。 

ば 文武 天皇 慶 

訓 正 俗、 待， 禮 而 

.獨 逸 豫、 苟 利， 於 

り。 然れ ども 

者な か..^ し は 

時 K にも 同雞 


を 取 

に 書 

し て 

名 な 

篇ぁ 


り て 

し、 其 

其 の 


其の 字 

の 字 音 

音 を 以 

文中に. 


奈良朝 時代 

雲 三年 三 月 

成 云 云、」 元 明 

二  ンャ ク 

物： 其 可， 遠 乎、 


道 鏡 

,當 時 

な り 


覬覦す 一 

の 學 問 一 

さ 0 


を あ 

S り 

國語 

國語 


の 詔 

の 詔 

天皇 

昔設 

る に 

力 ^ 


六 六 

刺 を 見る に 

に、 「夫 禮者天 

和 銅 元年の 

王 五 遷、 受， 中 

當 り 和氣の 

詁 文章の 末 


ら はし、 

て國語 

を寫す 

を 用 ひ 


の 音 

を 眞 

ら る 


地經 

詔 に 

興 之 

淸 磨 

に 在 


て 以て 國語 

符 と す る を 

假名と い ふ 

、處は 皆 眞 


の 音 

平假 

. 古 

假名 


我 可 夜 之 奈比乃 可 波利爾 波。 於 保 末 

我 養  代  坐 


之 末須。 美 奈美乃 末知奈 iS 奴 乎。 宇氣與 

坐  南  町  野受 


止 於 保 

大 

此の 外に 

名 維の 文 

同じ。 榊 

の 爲に鬲 

して 愈 古 

其 の 權 輿 

る 以呂波 

平 假名 も 

文の 最古 

いかん は 

つぎに か 


止 己 可 都 可 佐 乃 比 

德司人 

祝 S 曰 一 命 の體 あり 

たるに 過 ぎ す。 故 

原芳野 の 文藝 類纂 

旁 を.^, 0 て 用ゐ始 

き は 愈 一 定 なし。 

何時なる を詳 にせ 

東 源、 以 呂波 聲母傳 

dri^ 名と 同じく 其 

なる 者と すれ ど、 是 

詳 かなら す。 片假 

た か な、」 同じ 卷 に 「男 

近 江 奈良朝 時代 


止 伊 布。 之 

一一 一一" 

リ 亦眞 假名 

に こ れ を せ 

： GK 名： 關 

めし 者と 見 

是 一人の 手 

す と て、 g  R 

，野府 記に あ 

の 起源 は詳 

も 始めは 片 

名. 平 假名の 

手 も 女手 も 


可 流 可 由 isi^ 爾ヨ々 n 下略 之 

然  故 


を 用 ふ 

く 其 

す る 說 

え て、 古 

に 出で 

字 反 切 

る吉備 

ならす 

假名に 

書籍に 

習 ひ 給 


れ ど も、 文 

の 內容敎 

あり。 曰 

き 書剁中 

4n して 自 

義 解、 靑 蓮 

眞 備作 ，の 

0 今日 存 

し て 後 に 

見えた る 

ふ め れ」 と 


體 の 變 れ 

道 の 思 想 

く片 假名 

： .lit する 

ら 此字體 

院藏世 尊 

說 は確證 

せる 書 は 

平 假名 に 

は、 宇津 保 

あ り、 男 手 


吉澤氏 の- 國 語 

,學 概 耍」 に 據 る 


る の 

多 き 

は 原 

者 一 

を な 

寺 行 

なし 

竹 取 

書 き 

國讓 

は 片 

六 七 


み に て 眞 假 

事 は 詔 勅 と 

と 省 文略寫 

定の 則な く 

したるな り" 

經の奧 書 あ 

といへ り。 

物語 を 假名 

改めた るか 

の 卷 に 「さ し 

假 名、 女 手 は 
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平 假名な り。 叉、 「藏 開に 一 つに はかた かん 

と い へ ば、 當 時已 に片假 名. 平 假名 並び 行 は 

宇多 天皇 時代の 書なる よし なれ ば、 奈 良 朝 

して 眞 假名に 代 ふる 略 符號と 見る ベ き片 

け、 後 に 叉 草 體の卒 名 を 用 ひたる に て、 其 の 

,9 盛んに 行 はれた るな らん か。 假名 文の 

を與 へたる 事 は 勿論 なれ ど、 漢 文 學には 交 

る を 其の 起源に 就き 一 言 す。 奈良朝 時代 

と 思 ふ を 以て 次に 平. 安 朝 に 就て 述べん。 

平安朝 時代 

桓武 天皇 延唇 十三 年長 岡宮 より 今の 京都 

後 を 平安時代と 稱す。 京都の 御所 は 維新 

時代なる べき を、 歷 史上に 言 ふ 平安時代と 


な、 云 

れ 居 

時代 

假 名 

始は 

發 明 

涉 な 

の漢 


に 都 

の 時 


々」 と 

た る 

よ り 

を 用 

奈良 

は 平 

し と 

文學 


あ b 、宇 津 

を 知る ベ 

祝 詞. 宣 命 

ひて 漢字 

。- ォ 車 

安 以後の 

い へ ど漢 

に 就て は 


を 定 め、 平 安 城 

まで 繼續 せせ 


る 


ほ 屋 

。 竹 

の 文 

み 用 

在， 

文 に 

よ り 


名づ 

を 以 


融院 

取 は 

力 5^ 

ふ る 

平安 

多大 

出 で 

要 を 


け 給 

て 其 


の 頃の 書 

光孝 天皇. 

次に 發達 

便 を 避 


ひ 


始ょ 

影 響 

た り 


よ P 

平安 


は 政 權が鎌 倉より 出づ る 後鳥羽 天皇の 


文治 元年 源賴 朝が 

の 時代 を 前後の 二 


六十 


平安 

と す 

の 進 

. 延曆 

よ り 

迄 出 

延曆 

蓮隆 

大內 

北 よ 


朝 極 

〕 平 

步、 碩 

要 を 

二十 

先 き 

羽 は 

以後 

昌 の 

裏 の 

ば、 規 


盛時と し 

安 朝 ft? 

學 高 僧 の 

述 ベ ん。 

年 蝦夷 反 

蝦夷 は駿 

膽澤迄 版 

渤海國 の 

致す 所な 

造 營 は 幾 

模 弘大に 

通より 九 _ 

平安朝 時代 


よ 

出- 


分 つ 

は 朱 

國 運 

. 巽 S 

»?. 、、ス 

坂 上 

侵 入 

囘復 

頻繁 

し。 

費し 

想像 

で を 


の 總追捕 

y 前期 は 

雀 天皇よ 

の 隆 昌、 大 


田 利 

し來 

し た 

^ な 


る か 

外に 

し て 


使 

桓 


內 

の 多き 事 


命 


り し 


力 


ノ、 新羅 


知 

出 


と な 

武天 

安德 


裏 

奧. 

人 

七 匕 

ム IB 

る 


の 


る 迄 三 百 

皇 よ り 醍 

天皇 平家 

造 營、 私 學 

に 驚く ベ 

之 を 討た 

之 を 討 ち、 

羽 を 三分 

歸牝， も 前 


は ざれ ど _ 

者 あ り。 

なし、 中央 


-今 

1 ) 


九十 


亡 

增 

替 


あ 

ま 島 

南北 


年 

設、 

比 


る大 


Mr 


こ：^ す 


を 云 

で 百 

ま で 

文學 

。 次 

澤城 

に 至 

平定 

れ ば 


內裏 

：、 西 は 

す 


を 

多 


陸 

こ 

し 


而 して 此 

餘 年、 是 を 

五十 餘年 

展、 漢 文 學 

を 遂 う て 

けり。 是 

奧は 衣川 

る な り。 

0 if 皆國 


I によりて 之 を 

仏 川 附近に 至り、 

J 大街を 造り、 之 

六 九 


日本！？-文^：^-史 

を 朱 雀 街と 稱 し、 內 裏の 南 正門に 達 

て 東 寺の 名 も 起り しなり。 淸 盛の 

府立 二 中の 附近に ありし ならん。 

あり。 大極殿より 東西 南の 三方に 

當時里 内裏と 稱 し、 皇 \：5 の御產 所の 

を造资 あ，^ し は、 唐 風を學 ばれし は 

となりし と、 內 也に て は 版 圖の囘 i 

，して、 六ポ 良の 一 小 都に て は 諸般の 事 

此の 氣 運に 乘 じて 勃 典せ る は 好 學 

王 者 は 敎學を 先と す る 旨 の 詔 勒 を 

し大學 寮の 田 を 百 二十 町と な し、 大 

私 學 も 興 り-て 學術 旺盛の 時代と な 

橘 氏の 學館 院、 王 族の 學間 所と し て 

內に 文章 院を 設 け、 柬 曹は大 江 家 の 


共 


せり。 今の 東 寺 は 朱雀大 

邸 は 西八條 にあり しと 言 

殿址 はニ條 城の 西北 

れ る を 當時 京都の 範 

し 地な り。 桓武 天皇 

な る ベ けれど 二 は 三 

に 文武の 官吏 も增加 

する 能 は ざ る を以っ 

fo!  S 武 天皇 は武 

大學 生の 定員 を 增 し、 

問 を 獎勵 して 此の 氣 

リ 私學 は和氣 氏の 弘 

院、 大 江 音 人 * 原淸公 

所 に て、 西 は 营原家 


大 

あ 

F 

れ 

せ 千 


し、 

學 


七 〇 

街の 東に 在る 

へ ば 東 寺の 西 

千 本 通 丸太 町 

圍 とす。 今の 

がかく 廣大な 

韓. 唐 との 交通 

し與國 の氣運 

て な ら ん。 

威 振 はせ 給 ふ 

叉 是 まで 二十 

蓮に 應じ給 ひ 

文院、 藤 原 氏の 

の 奏請に より 

の學問 所な り 


を以っ 

南 今の 

の 北に 

御所 は 

る 京都 

の 頻繁 

盛んに 

と共に、 

町な り 

しかば、 

勸 學 院、 

大學寮 

. 在 原 


氏に 獎學院 あり、 

授 せり。 氏族に 

程に 差異 ありし 

ば、 文 章院の 東西 

大學寮 あ る に 拘 

し、 經 學に 重き を 

らん か。 當 時の 

よりて 考察 すれ 

り。 當 時大學 寮. 

葉 集の 外に は 其 

の 漢書 ある のみ 

書目に 當時 宮中 

昌齡. 駱賓 王. 王 勃. 

書の 多 か， 9 し を 


空 海に 綜藝種 知" 院 あり。 綜藝 種智院 

よって 學 校が 設けられし は學校 維持 

に は あら ざ る べし。 大江氏 は 明 法 家 

二曹 は 課程 も 不同な りしな らん。 

ら す、 斯 の 如く 氏族の 學校 起り し は 

きすぎ て 邦人の 好尙に 適せざる 爲 

の 好む 所 は詩賦 文章の 文學 方面に 

孝 經. 論 語. 史 記. 文 選. 白 氏 文集. 李 商 隱 

學 にて 學 生の 讀 むべ き 書と して は、 國 

書な き 時代 なれば、 大學寮 課程の 處に 

. 宇多 天皇の 宽平 年間 藤 原 佐 世が 刺 を 

に 有りし 書 千 五 百 餘種を 載せたり。 別 

太 宗 文皇 帝. 許 敬宗 等の 集 七十 五部 を载 

知るべし。 尙 現在 書目に 就て は 更に 述 


佛 典の 外 

經涛關 係 

して 营原 


學寮 の 

■ 大學寮 

り て、 讀 

_ 遊 仙窟 

書に て 

擧 げた 

奉じて 

集 類に 

す。 之 

ぶ ベ し „ 


の 

ベ 


漢文 

爲 な 

は 明 


力 

lilt 


る 


を 見 て も 

- 嗟 蛾 天 


學 をも敎 

る ベ く、 課 

經家 なれ 


唐 制に 模擬 

となりし な 

書 も 作品に 

るに 似た 

日 本紀. 萬 

に 其の 他 

本國 現在 

宗. 度 信. 張 

當時 舶載 

皇の弘 仁 
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十四 年 は 唐の 穆宗の 長 慶： 三 年に して 韓愈 

翰林 學士 となりし は 平 城 天皇の 大同 二 年 

唐 時代に して 詩文の 尤 盛なる 時代 なれば、 

傾 け て、 或 は 漢書に よりて 得た る 知識 を國 

表 はして 平安 文學 となりし なり。 平安朝 

喜 五 年). 後期 に 土 佐 曰 記 (朱 雀 承 平 五 年). 落 窪 

語 ( 一 條). 榮華 物 語 (後 一 條)、 其 の他尙 多し。 

碩學 として は 淸原夏 野. 小 野 篁-管 原 淸 公. 同 

田 忠 臣. 三 善 淸 行. 中 窨 王. 源 順. 藤 原 明 衡等ぁ 

の 頃と 前後に 輝 映 す ると いふ ベ し。 高 僧 

或は 一 宗を 開き 或は 開祖の 統を嗣 ぎ、 我 國 

の 隆昌に 乘 じて 起，.^ たる 者な り。 撰述 書 

續 日本 紀  延曆 十六 

古語 拾 遣 齋部廣 成 平 城 大同 三年 


が 京 兆の 尹と なりし 年な り。 白樂 天が 

なり。 平 城. 睡 蛾の 二 代 は 唐に て 所謂 屮 

我 國も其 影響 を 受けて 文學 にの み 首 を 

文 を 以て 表出 し、 或 は 漢詩 文 を 以て 之 を 

前期に 竹 取 物 語 〔光 孝. 宇 多 の 頃). 古今 集砝 

物語 (冷泉). 宇津 保 (圓融 ). 枕 草子 二 條> 源氏 物 

是 善. 同 道 眞. 大 江 音 人. 都 良 香. 紀 長 谷 雄. 島 

り。 濟々 多士 にして 江戶 時代 天明. 寬政 

に は 寂 澄. 圓 仁. 空 海. 眞 雅 などの 人人 あり、 

文化 を 燦然たら しめたり。 是皆國 運 

は 左の 


の 

年 


大同 類聚 方 

姓氏 錄 

弘仁格 

令義解 

日本 後紀 

績 日本 後 紀 

貞觀格 

類聚 國史 

古今 集 

等 あり。 詩文 集に は 小 野 

原 公 腹 赤と 命 を 奉じて 撰 

扶桑 集、 撰者 不詳の 本朝 麗 

田 氏 家集 菅原 道眞の 菅 家 

關白御 集. 撰者 未詳の 雜 言 

平安朝 時代 


大同 二 

蝶 峨弘仁 五 

弘仁十 

天 長 十 

仁 明、 承 和 八 

淸和 it!; 觀十 

同 

光孝 宽平四 

醐醍延 喜 五 

岑守撰 凌雲 集" 

せる 文 華 秀麗 

藻、 撰者 不詳の 

文 草、 同 菅 家 後 


年 


年 

一 年 

仲 

集、 滋 野： 

本朝 無； 

草、 大 江： 


雄 王 


が 菅原淸 公. 勇 山 連 文 繼. 滋 野 貞 主. 桑 

貞主奉 勅撰の 經國 集、 紀齊名 奉 勅撰 

題 詩、 都 良 香の 都 氏 文 集. 島 田 忠臣の 

g 衡の江 吏 部 集、 藤 原忠 通の 法 性 寺 


奉 和、 粟 田左府 尙齒會 詩、 撰 者 不詳の 賦 源氏 語 詩、 以上 皆 平 
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安 朝 時代の 詩文 集に して 此 外に 空 海の 文 鏡秘府 論. 性靈 集、 圓 仁の 入唐 求 法巡禮 行 

記、 源 順の 和名 類聚 抄、 藤 原 佐 世の 日本 國 現在 書目、 大納 言 公任の 和漢 朗詠 集 等 あ り _ 

以上 槪 して 國史. 法制. 文の 著に して 詩文の 著 多し。 平安朝 時代の 漢文 學が 此の 如 

く 詩文の 一 途に趨 きし は」.^ 時代の 影響 を 受けた る と、 今 1 つ は 國史の 撰述に よる 

ヾ しと 田 3 はる。 

唐 は 太 宗のム 觀年屮 に 南北朝時代の 經說を 整理す る 目的 を 以て 孔潁達 等に 命じ 

て五經 正義 を 作らし めた， 9。 是ょ b 以後 正義 を 以て 欽定と して 其れ 以外に 異說 

を樹 つる を 許さ ざり し が、 唐 の屮 世に 至 b  、啖 助. 超 匡. 陸 淳が 春秋 學を 解く 說を 倡へ 

たると、 韓返 之. 李翱の 著になる 論語 筆 解の 著 ある 外 は 皆 正義の 說に從 ひ、 經學に 就 

て は 何等の 發展 なく 詩文の 人の み 出せり。 我國の 文學も 唐と 同じく 經學を 志 

す 人な く、 隨 つて 其の 著述 はな かりし が 如し。 唯 詔勅 等の 文に 經語を 引用され た 

る は 平安朝に 至 ，5、 殊 に 多き を 見れ ば、 讀 習の 人 はありし に 似 たれ ど、 五經 正義の 說 

を 知る に 過ぎ ざり しならん。 

凌 雲集 ー卷、 小 野. 岑守奉 勅撰、 卷 首に岑 守の 上奏文 あり。 祖武 の延曆 元年より f 峨 


の 弘仁五 年に 至る 三十 三年 間 二十 三人の 作 を 集め、 詩の 數 九十 首にして 菅原淸 公、 

勇 山 文 繼と相 諮 り、 更 に當時 病中な りし 賀陽 豊年の 意見 を 問うて 撰定 せる よしを 

敍 せり。 之に よれば 集中の 作 は 皆當代 巨匠の 作なる べし。 太 上 天皇と は 平 城 天 

皇、 御 製 は 嗟峨天 皇、 皇 太 弟 は淳和 天皇な り。 收 むる 所 平 城 二 首、 嵯 峨ニ 十二 首、 淳 和 

五 首、 藤 原 冬嗣ニ 首、 仲 雄 王 二 首、 賀 陽 豊年 十三 首、 小 野 岑 守 十 三 首 、著 原 淸公四 首、 桑 原 

腹 赤 二 首、 滋 野 真 主 二 首 其 他 は  一二 首に 過ぎす。 峨天 皇. 小 野 今 守. 賀 陽 豊年の 作 

を 最多と す。 凌雲 集と 懷風 藻と を 比較 すれ ば、 凌 雲集に は懷風 藻に ある 藤 原 宇合 

の 倭 判官に 贈れる 詩の 如き 雄渾の 作な きを 遣慽 とす。 然し 用 韻 法、 文 辭は凌 雲 集 

を 勝れり とす。 殊に 峨 天皇の i|j 作に は觀 るべき 者 多し。 「和 一 ま 原 冬 嗣 河 陽 作 一」 の 

詩、 「千 峰 積. 翠 籠. 山 暗、 萬 里 長江 入 寛」 又、 「和，， 藤原緖 嗣 過， 交野 離宮.」 に 「廢 村 己 見 人煙 斷、 荒 

个 

院唯聞 鳥 雀 吟」 叉、 吏 部 侍郞野 美 「聞  >使， 邊 城， 賜 k 裘，」 の 作 に、 「歲 晚 殿 冬 寒 最 切、 忠 臣 爲 h 向， 

邊 城； m 裘暖帽 宜， ー覊 旅； 特 贈，： 卿 之 萬 里 行；」 江村 北海の 曰 本 詩 史に文 華 秀麗 集に ある 嗟 

峨 天皇 の 「雲 氣 濕. 衣 知& 蚰； 泉 聲 驚 .寂 覺， 隣溪 一」 を 引き、 冲澹 淸膦と 評せり。 詩史 は； i を 

嶽に寢 を 枕に 作れ， -。 今 新 校類從 本に よる。 此の 詩 第二 句に 枕 字 あ， -、 夢に 作る 
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賀 陽 豊 年 の 「高 士 吟、」 の 「 一 室 何 满 、九 州 何 足. 步、 寄 Jn 燕 雀 徒、 寧 知 


腹 赤 の 「春 月 過， 友 人 山 莊， 探，， 得 飛 字，」 の 「入 JiM「 幾 日、 

野 童 驅. 犢 去、 山 叟 負 J 新 歸、 何 獨漢陰 考此 間 可， 絕. 機、 

れ ど、 自 家 の 意 思 を 自由に 敍 したる 處は大 に 好 

し。 以て 詩學の 進步を 見るべし。 文 華 秀麗 集 

作者 f 峨. 淳和ニ 帝 以下 二十 六 人、 詩 百 四十 八 首 

後 四 年 を 經て作 什 多く 出で たる を 以て 藤 原 冬 

トヌ 主. 桑原 腹 赤と 相議 して 撰べるな り。 凌雲 集 

類に 從 ひて 经 次し、 遊 覽. 餞 別. 贈 答. 詠 史. 述 懷. 艷 情. 

其 作 君臣 唱和 應制を 多と す。 懷風. 凌雲 二 集に 

る は 此集を 創始と す。 詠史 は 張子 房. 季札. 漢高 

落. 折 楊柳に し て、 峰 娥 天皇 と 良 5 今 安 世. 菅 原 淸 公. 

題 は 樂府題 なれ ど 詩 は 樂府體 にあら すして 五 

^て 是れ は眞の 樂府に 至る は 困難なる ベ し。 


聞 道數鷺 飛、 

J の 如き 以上 


し 


な 


^一一 一  a 


. 懷風藻 

卷。 卷首 

り。 上奏 

勅 を 奉じ、 

湿れた る 

府. 梵 門. 哀 

詠 史. 樂 府 

司 馬遷な 

鹿 取. 藤 是 

律 體と異 


煙沒 主人 柳" 

擧 ぐる 所 文 

の 中には 此 

に 仲 雄 王の 

文に よれば 

菅原淸 公. 男 

を 入れた る 

傷. 維 詠 の 十 

の 作な かり 

,-。 樂府は 

雄. 巨 識 人の 

ならす。 他 


花 

も 


路、」 桑原 

熏 客 子 衣、 

に 巧拙 あ 

き 作な 

文 あ ，0。 

集 勅撰 

繼. 滋野 


其の 他 は 凌 雲 集と 大差 


し が 

王昭 

和 詩 

作 の 

なし 


分 て り ( 

之れ あ 

君. 梅花 

な り。 

技倆 を 

0 唯 王 


孝廉. 釋仁 

醉 謁，， 天 裳，、 日 

は 此の 好 句 

文 華 秀麗 集 

野^ 主の 奉 

議 して 撰 ベ 

國 而 無 te」 と 

ならん。 上 

十七 首、 序 五 

のみ。 卽第 

分 一 を存す 

以て 當時漢 

天皇の 慶 雲 

が 殘缺せ ざ 


二人 あ， 9 

宮座外 何 


、朝鮮人な らん。 王 の 「奉. 勅陪， 內 宴，」 詩に、 「海 國來 朝自： 遠方： 百年 


攸， 見、 五 色 雲 飛方歲 光、」 「百年 一 醉謁天 裳」 の 句 其の 性な り 他人に 

なし。 王の 作 五 首を收 む。 

よ， 0 十 年を經 て、 淳和 天皇の 天 長 四 年に 出來 たる を經國 集と いふ。 滋 

勅な り。 戎主は 勅 を 受けて 南淵弘 專菅 原 淸 公. 安 野 文 繼. 安 部吉 人と 商 

る 事 卷首滋 野 t ハ主の 上奏文に あり。 經國の 名 は 上奏文に 「魏 文典 論經. 

あ れ ば、 魏 の 文 帝 典 論に 「文章 者 經國之 大業、 不朽 之 盛事」 と あるに 據 りし 

奏 文に 慶雲四 年より 天 長 四 年に 至る 作者 百 七十 八 人、 賦 十 七 首、 詩 九 百 

十 一 首、 對 策 三十 八 首 分 爲， 兩 帙ー 編-一成 廿 卷 一と あれ ど、 今殘缺 して 六卷 ある 

1 卷賦、 第十卷 詩、 第 十一 卷詩、 第 十三 卷詩、 第 十四 卷詩、 第廿卷 策、 僅 か に 三 

るに 過ぎす。 唯 懷風藻 以下 集に 載せざる 賦と對 策が 前後に 存 せる を 

文學の 一斑 を 窺 ふる を 得る は 不幸 中の 幸と いはざる ベから す。 文武 

四 年より 天 長 四 年の 間に は 奈良朝 時代 は 其の 中に 在る を 以て 經國集 

れ ば、 懷 風 藻 以下の 作 も耳錄 せられた る も 知る ベ から ざれ ど、 今 存 する 
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詩 は 皆 平安朝 詩 家の 作 

空 一海. 淡 海 三 船 等の 作 あ 

集と 大差な し。 賦は十 

原淸 公. 良岑 安世. 滋野贞 

題の 賦八首 あ， o。 天皇 

窓 前 墜葉那 堪. 聽、 枕 上 未. 

深 闓何况 怨.； 別 離： 吁 嗟 四 

菅原淸 公. 滋 野 ほ-主 等の 

し て、 極 めて 幼稚なる. 者 

屮書 王の 菟裘賦 に 比す 

第二 十 卷に對 策 文 あり 

か 不明な り。 答 文 を 出 

百 倭 麻 呂力宣 令. 主 金 蘭 


して 懷 風. 凌 零秀 麗と 同一 の 人 多 

0 空 海の 作 は性靈 集の 時に 述べ 


七 首にして 嵯峨天 

主 等 十五 人の 作 を 

の賦、 「秋 可 J 及 兮、 哀^ 

眠 欲& 霄； 到 城 邊 

運 易， 行 邁.： 惆恨 三秋 

應 制作 あり。 其の 

なり。 詩 を 賦の形 

れば霄 壞の差 あり- 

" 菅原淸 公が 出せ 

せる 人 は 文章 生紀 

等な り。 淸 公の 問 


舉石 上 宅 嗣. 賀陽 

載す。 喊峨 天皇 

夜 之 長 遙； 風 凜 凜 

誰 檮 k  、冷 冷 夜 響 

絕 可. 悲 7 節 取) 之 に 

體格を 論 すれば 

に 成した るに 過 


頃 藥爾新 羅、 漸 闕 き 鱧，、 蔑， 先 M 之 耍 誓； 從.， 後 主 


る 問 目 二 題 ありて 

眞 象. 同 中臣年 足. 同 

は 「問、 三韓 朝宗 爲. 日 

之 迷 圆， 思、 欲 多 發，， 樓 


。 三 集に なき 人は釋 

。 詩に 就て は 前の 二 

年. 藤 原 宇 合. 仲 雄 王. 菅 

秋 可 哀の賦 と 應制同 

照 照、 臥對 i 月， 正 肅條、 

來飛、 不，， 是愁 人； 猶 多感、 

し て 良 I 今 安世. 仲 雄 王. 

だ 詩句の 體を脫 せす 

すと いふべ し。 後の 

其 他 は 何人が 出せる 

下 道 宮繼夫 日 奉 首 名. 

久、 占 k 輸 J 貝、 歲 時 靡 k、 

船，、 遠 揚，， 威 武， 斯： 奔 M 於 


0  s 戮， 封 豕於鷄 林お 良 將 代. 謀、 神 兵 不. 戰、 欲. 到，， 此 道； 何 施 而 獲」 と、 眞 象の 對は 長文に し 

て駢體 文な， -。 文 辭の上 は 善く 整 ひて 無疵の 作な り。 對策文 は 皆駢體 文な， o、 唐 

風を學 びし な. -。 問 目に は 「天地 終始、」 「宗廟 祿 袷、」 「調和 五行、」 「治平 民 富、」 等な. o。 又 

忠孝 何れ を 先と すべき やの 問 あり。 「問^ 以 事， 親、 忠 以 奉 k  、旣 非 1 賢 聖； 孰 能 兼 此、 必 不 

レ獲ヒ 、何 後 何 先、」 と、 主 金 蘭の 對 に 「事. 親 之 道 英. 尙，， 於 孝： 奉 國 之 義、 孰 責， 於 忠； fK 孝 以 事 k  、前 

史 之 所 求 =忠 於 孝 門： 舊 典 之 所. 編、 故 雖 X ム 私 不 i 寺、 忠 孝 相 懸； 揚. 名 立. 身 其授 一 也、 中略 在. 

父 便 孝 爲. 本、 於 k 仍 忠 爲， 先 、探. 一 今 曰 之 旨； 宣 一先. 忠 後， 孝、 謹 對、」 忠孝 何れ を 先と すべ き やと 

は 我國に 於て は當然 起る ベ き 問題に て、 此の 時代に も 之に 對 して 其の 研究 起り 居 

たる を 以て 策 問に も か 、 る 問題 出で しなる ベ し。 支那 は 世 革命 ある 國 なれば 

忠を敎 の 本と なす 能 はざる を 以て 孝 を敎の 本と 定 め、 之 を 以て 人倫の 大體を 孝に 

置け るな， 5。 韓 非が 忠孝 篇に 定位 ー敎を 主張せ る も 支那に ては忠 道が 動搖 して 

一定し がた きを 以てな り。 我 國は萬 世 一系に して 忠 道に は 何等の 勳搖 なき を以 

て忠を 人倫の 大本と すべ き 事 は 何人も 疑な き 事 なれ ど、 儒 學が 入りて 其の 經 書に 

は 孝 を 說く事 多くして 忠を說 く 事 稍 輕き觀 あり。 此に 於て 忠孝の 輕重先 後の 疑 
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起れ るな り。 主 金 蘭と は 何人なる 

れど、 文章 生 位の 人なる べし。 對文 

園の 敎 となりし を 見るべし。 扶桑 

門 必 有， 一忠 臣： 臣 子 之 道 何異云 々」 と あ 

营 三 品 の 「仲 秋釋寞 聽 JI, 古 文 孝 經，」 に 

嘉. 道、 以 示， 虛 玄 之 理； 宣 尼 危 難、 而 修仁 

問に 白廣 成の 對文 あり。 「上文 略竊 

爲. 本、 別，， 尊 卑 之 序； 致 A 盡 X 叩、 EL 玆 而 尋、 

たるが 我が 大學 寮の 課程に は 二 書 

多 かりし は當 時の 詩文 を 見て 知る 

し。 棄父背 君 は 老子が 忠孝 を說か 

兼濟を 主義と する 儒 敎と此 すべ か 

經國 集に 擧 ぐる 詩 賦 文章に 就て 評 

文 は觀る ベ き者甚 多し。 


か、 他 書に 見る 所な きを 以て 

によって 考 ふれ ば、 儒 學が漸 

集に 菅原道 眞 の 「仲 11^ 釋 奠 聽. 

り、 孝 を 言 ふ 時に 多く 忠を說 

,1 千 八 百有餘 文、 名是， 孝經忠 

義 之 敎； 或 以 爲 JT 或 以 爲. 麁、 其 

以、 玄 以.， 獨 善， 爲. 宗、 無， 愛 敬 之 心 

壟 酸 ヌ斷、 謹 對、」 唐 は 老子. 莊子 

を 除き たれ ど、 唐 風を學 びて 

べし。 此の 策 問 も 之に 因て 

ざ る を 謂へ るな らん。 老子 

ら すと 斷じ たる は 善く 其の 

すれば、 賦は 殊に 幼稚に して 


さ 

其の 職司詳 なら ざ 

次 國體に 化して 我 

m, 孝释」 文に 「孝子 之 


くも 同じ 

不. 分、」 と あ 

理 云 爲、 仰 

ま 父 背. 君 _ 

を經 書の 

道家の 書 

出された 

は獨 善の 

書 を讀め 

_ 詩 は 其の 


理な b 

り、 叉 「李 耳 

聽 所以、」 の 

餹以， 兼濟， 

中に 入れ 

を 讀む者 

る な る ベ 

道に して 

る 者な，.^  _ 

次な り。 


平安朝 初期に 當り、 佛敎 徒に 二人の 碩學者 出で たり。 一 は { 取 澄に して 二 は 空 海な 

り。 共に 入唐して 唐に 在る 事數 年に して 歸朝 し、 {取 澄 は 天 臺 宗 を 闢 き、 延 曆寺を 叙 

山に 建て、 空 海 は 眞 言 { 一  1- を闢き 金剛 峯寺を 高野山に 建てたり。 二人の 入唐 は 求 法 

の 目的 なれ ど、 亦 漢文 學に 通曉 したる 事 は 言 ふまで もな し。 { 取 澄の 詩文 集 ある 事 

は 聞き 居れ ど、 未 見なる を 以て 之 を 論評す る 能 はす。 空 海に は 漢文 學に關 する 書 

にて 文 鏡秘府 論. 簽隸萬 象 名義. 性 靈 集. 三 敎指歸 の 著 あり。 今、 文 鏡祕府 論. 簽 隸萬象 

名 義. 性 靈 集に 就て 空 海が 漢文 學に 於け る 造 稽を窺 はん。 秘府論 は 天地 東西南北 

の 六 卷に分 ち、 每 卷 金剛 峯寺禪 念 沙門 遍照 金剛 撰と あり。 首卷に 自序 文 あり。 文 

に 曰 はく、 

夫大仙 利. 物、 名 敎 爲. 基、 君 子 濟. 時、 文 章 是 本 也、 故 能 空中 塵 中 開き 有 之 字： 龜 上寵 上演- 

自 然 之 文； 至. 如： ま 時 變於三 曜 P 化 成 於 九 州； 金 玉 笙 簧 爛： 其 久-而 撫 -黔 首へ?  £  !5  5 讀叉 

曰 貧 道 幼 就，， 表 嚼； 頗 學， 藻 麗； 長 入-西 秦； 粗 聽， -餘 論； 雖 志 篤酞 默；？ 滑 =此 事； 愛 有- -  一 口 後 
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生： 扣，， 閑 寂 於 文 興援， 詞 華 乎 詞 ま、 音 響 難 k 、披， 

ぽ i が 筆， 削 其 重 複； 存， 一 其 單 號； 物. ^ 有， 一 一 十 五； 

種類と て 磬 譜. 調 聲. 八 種 韻 四 聲 論. 十 七 勢. 十 四 

十 種 病 率 十 稀 疾 論. 大 意 論. 對 屬、 の 十五 を擧 げ 

格式 は聲 韻に 關 する 者 多くして 其の 學に ヤノ) 

證 する に漢 魏丄ハ 朝. 盛 "店の 王 口！ n 齡 等の 作 も 引 

る 者 多し。 何人なる か 不詳 なれ ども 是 等の 

せる 者な らん。 第五 卷論 文意の 條に昭 明 太 

叨 太子 は 文選 を 「畢， 一 乎 天 地 一 懸-ー 諸 曰 月 一」 と い へ ど、 

孟 津，」 及 び 「遊 禽 暮 知. 返」 は 五 言 の警 策と いふべ 

僻に して 雅 ならす 云々。 此亦或 曰 を 以て 起 

論文 意 は 韻に 關せ ざ る 者 多し。 參考 して 

るに 多く 之 を 文辭の 上に 求めて 聲韻を 等閑 

して 其の 國の 詩文 を 作らん とせば 聲 韻 を 等 


卷 幽 丈.、 卽 閱，， 諸 家 格 式 等 m 彼 同異 ， §  £ 

例丄ハ 義. 十 淋入 階. 六 志. 二十 九種對 文. 三 

て 詩 文の 格式 を 論 せ り。 論す る 所の 

しき 者に は領會 せられす。 其の 說を 

けり。 或 曰、 元 曰、 經 曰、 と して 文 を 起せ 

人々 の 言 を 閒 き、 其 の 說には 本 づ き 著 

子 撰の 文選 を 論せ る 文 あり。 曰く 昭 

取捨に は 謹.^ 有り。 王 仲 初 の 「霜氣 下，， 

きを 文選 は棄 てて 取らす。 徐 陵玉臺 

せ り。 空 海の 說には あら ざ る ベ し。 

益 あ b.。 蓋し 當時 我國 人の 漢文 を 作 

に附 したり。 其の 國の 言 語 を 解せ す 

間に 付す る は 必然の 理 なり。 空 海 は 一 


唐に 在りし を 以て^ 文が 聲 韻 を 離る ベから ざ る を 知 6、 此の 著 ありし な ら ん。 然 

れ ども 國 人に は 解す ベ からざる を以 て、 廣 く 行な はれ ざり しな， 9。 . 

性 靈集七 卷補闕 鈔三卷 合十卷 

卷 首に 遍照發 揮性靈 集と 題 し、 西 山 禪 念 沙門 眞濟撰 集と あ， りて 序文 一 篇を附 す。 

眞 濟 は 海 の 徒 弟 に て 普 廣 禪. 師 なり。 正編 七卷は 眞濟の 撰に して、 補闕鈔 三卷は 

白 河 天皇の 承曆 三年 濟遍の 撰なる か。 卷末 濟暹の 識語に 「性靈 集 季末 三 軸、 零 落 年 

深 不. 知， 何 沒； 本 無 今 有、 已 有 還 無、 無，， 常 道 理 (，是 旣顯 、中略 余 雖，  一：.^ 6 陋； 幸 適 窺，， 得 先聖 美 言、 

祖 師 遺 冊； 爲 補， 闕 文； 續，， 列 M 末； 花 綵 間錯、 月光 相 和、 勒 成，， 三 卷， 立， 題 號； 曰 ，績 性 靈 集. 補 闕鈔， 

云々。」 と あ り、 此 によれば 眞濟 撰の 性靈集 は十卷 なりし を、 後 に 末の 三卷缺 けたる 

を 以て 濟暹が 空 海 の， 遺書 にある 者 を 以て 三 卷を補 闕 して 原卷數 に復 せし な hs。 

故に 空 海の 詩文に て 散逸せ し 者 多 かるべし。 性 靈集收 むる 所の 詩 二十 一 首、 文 九 

十 一 篇、 文 に は 表、 願 文 尤も 多し。 何れも 駢體の 拙な り。 詩 は 補閥鈔 に 「夜 聞，， 佛 法 僧 

鳥，」 の 詩 あ り。 稍觀 るべ し 曰、 

閑 林獨坐 草堂 曉、 三 寳 之 聲 聞，， 一 鳥 二 鳥 有 人 有 \41、 聲 心 雲 水倶了  了、 
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經國 集に 空 海の 詩 八 首を收 む。 在 ■ 唐觀 M 法和尙 小山の 詩 に、 「看. 竹 看， 花 本 國 春、 人 聲 

鳥 喷漢家 新 、見，， 君 庭 際 小 出 色； 還 0k 情 不轨产 塵」 と 格 法に は 誤な きも 巧なる 作に あら 

す、 長 する 所に あら ざり しと 思 はる。 文 は 詩に 比すれば 稍 巧な， 0  。 

沙門 勝 道に 「上.： 補陀洛 山，」 碑 あり。 補 陀洛山 は 二 荒 山に て 今の 日光 山な り。 此文勝 

道 上人が 男體 山に 上る 事 を 記し 極めて 難儀した る 事、 及 其の 附近の 湖水 等の 事 を 

敍 し て、 日 光山の 事 を 記した る 最古の 文な り。 長文に して 其 間往々 佳句 あり。 「神 

護 景 雲 二 年 四月 上句 跋上、 雪深巖 峻、 雲 霧 雷 鳴. 不 上 也、 還 往半復 三 七 曰而却 還、 叉 天 

應 元年 g 月 上， ぬ更 事：， 攀 陟、 亦 上不. 得 也、 二 年 三月 中、 奉， _爲 諸 神 祇， 寫，， 經 圖； 裂. 裳 裹 k  、棄 X 叩 

殉 k 、鏹 k 經像， 至于 山麓 二 七夜 坐 發 fe 曰 云 々、」 叉 「指，， 妙 高， 以 爲 JT 引，， 輪 鐡， 而 作. 帶、 笑， 衡 岱 

之 猶 卑，、 哂， M 香 之 叉 劣； 日出 先 明.、 月 來 晚 入、 ，假， 天 眼， 萬 里 目前 云 云、」 叉 「其 南 湖 則 碧水 澄 

鏡、 深 不. ヌ測、 千 年 松 柏、 臨. 水 而 傾，， 綠 蓋； 百 圍 檜 杉、 練 巖 而 構き 樓； 五 彩 之 花 二 株而雜 色、 六 

時 之 鳥、 同 Ja 而 異 i 角」 等 は 皆 佳な h -。 

叉 大唐靑 龍 寺 故 三. 朝 國師碑 あり。 三 朝 國師名 は 惠杲、 空 海の 師 な，.^.。 碑 末に 日本 

國學法 弟子 t 必蒭空 海 撰文幷 書と あり。 空 海が 外國 人に して 漢文 を 解せ る を 以て 


作ら しめたる なる 

三十 卷 あり。 栂尾 

く 知ら さりし なり 

の 類な， o。 卷 首に 

音義を 出せり。 篆 

字な り。 萬 象と は 

恩人 存 I 親. 「入」 如眞 反、 

せり。 文字の 類別 

删訂 叉は增 補した 

海の 撰と す。 文字 

ら す、 文 字 も 異體の 

し 爲に空 海が 此書 

漢字が 我國 に渡來 

な.. しか 不詳 なれ 


べし。 文 は 賞す る 程の 作に 

高山 寺 の藏 にて 大正 年中 崇 

リ 文字の 音と 義とを 簡單に 

東大寺 沙門 大 僧都 空 海 撰と 

文 は 第一 卷 第二 卷の始 に 二 

多くの 文 字、 名 義とは 音 

萬 物 靈 「仲」 廚 諷 反. 宁％- 古 

及び 排列 は 大略， 說 文と 

る 者なる ベ しと & 3 はる 

の 反 切も說 文に ある 孫愐の 

字 多し。 平安 初期に 渡來せ 

を 撰した るな らん か、 未だ 詳 

してより 小 學に屬 する 文字 

ど、 音 義を 簡明に 知らせる 書 


義 の 

文の 類に 

同じ。 此 

れ ど、 原本 

唐 韻 

る 經 

か に 

あ 


す。 空 海の 著に 築 

にて 出版す る 以前 

る 書な り。 陸德明 

。 上段に 蒙 文 次に 

葉 あるの みに して 

る ベ し。 音 義の例 

して 漢字の 意 味 を 

の 書 は 別に 原本 あ 

の 有無 未定なる を 

■ 礙熙 字典に ある 諸 

文 等に 六 朝 異體の 

せ す。. 

は 萬 象 名義 以前に 

しなるべし。 空 海 


隸萬象 名義 

は 世人 は 多 

の 經典釋 文 

楷 字、 字 下 に 

其 他 は 皆 措 

は 「仁」 如 親 反 • 

簡明に 解釋 

,0 て 空 海 は 

以て 姑く 空 

音と 同じ か 

文字 多 かり 

何 如なる 書 

の 著 は 之 を 
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大成せ る 者な らん。 此の 書 

平年 中に 源 順の 倭 名 類聚 抄 

たり。 而 して 之が 始を爲 す 

は 甚大と 謂 は ざ るべ から ざ 

{ 取 澄. 圓 仁 

空 海に 就て は 大略 叙述した 

澄傳敎 も 漢文 學に造 稽深か 

の 書 な るを以 て 論評す る 能 

平安朝 初期の 漢文 は 空 海の 

仁 あ， o.。 仁 明 天皇の 承 和 五 

ヶ月に して 歸朝 せり。 唐の 

「入唐 求 法 巡禮行 記」 と稱 す。 

日々 の 琅事を 記せる を 以て 


次 

な 


で 醍 

て、 漢 


天 

萬 


© は 

な ら 

〕 要 

代表 


遣唐大 

文 宗開成 

京都 柬寺 

美文に あ 


皇 の昌泰 年中 


關 す る 著 

象 名義な 


空 

さ 


多 く 出 

ば 空 海 


海より 六 

思 はる。 

に 空 海と 

て 可なら 

原 常嗣に 

よ り 宣 宗 

智. 院 に 藏 

れど 達者 


で 


力 
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字 鏡、 朱 雀 天皇の 承 

.漢 字 の 普及 を 助け 

漢文 學に 於け る 功 


歲の年 

の 文集 

仲の 間 一 

. { 取 澄 ^ 

ひ 渡 唐 一 

大 中元" 

. 全部 一 

記 せ る 一 


長者で 入唐 

も あ， 0 と 聞 

にあ. 0 しな 

子に 慈 

に 在 る 

6  0 其 

を 以 て 

b 見れ 


唐 

よ 


した 

け ど 

る ベ 

覺大 

事 4y 

の 日 

記 さ 


る { 取 

未見， 

し。 

師 圓 

年 七 

f を 

る 0 


ば當 時の 


漢文 家中 

是を 以て 

慈覺 大師 

國 集. 令 義 

め 給 ふな 

等 を 出す 

せ ん。 

大師が 遣 

の 時なる 

四 年 七月 

り。 之 を 

陵 縣に着 

し李德 

り。 大師 


に 希に 見 

も 其の 比 

の 渡 唐 ま 

解 等 の 撰 

ど、 漢 文 の 

に 至れ，^" 

唐 大師に 

が、 當 時 船 

再び 發航 

巡澧 亍 lit:- 

さ 一 Imi  \ ィ 言 

け 6  (今の 

裕 が 節度 

も 同行の 


る 


で 


作家な り 

文の 我 邦 

五十 七 年 

あり。 淳 

行 は 日 を 

因って 先 


大師が 

流行せ 


從 ひて 渡 

舶 不 完 全 

したる が- 

の  起筆と 

江 蘇 楊 州 

使と して 

目的な， 0 


唐 

1 ) 


な 

し 


叉 も 

す。 

府泰 

此 の 

し が 


る が、 

天皇 

う て 

慈覺 

途 に 

て 四 

風波 

途中 

州)。 

也 - J 

IT, ( 

朝廷 


.此 

大 


在 

の 


唐した 

を 知 る 

に續日 

長 八 年 

-遂 に ー官 

の 「入唐 


就 き 

の 爲 


たる は 

分乗し 

に 引返 

波と 鬨ひ 

州 府は大 

り。 大使 

裁許 を 得 


は 空 海 

L0 桓 

紀. 姓氏 

^苑に 

道 眞. 都 

法巡禮 

和 三 年 

る が、 風 

五 年 六 

がら. 七 

督の在 

李德裕 

れば行 


が 死 せ 

武 天皇 

錄. 凌雲 

幸し 三 

良 香 ニニ 

記」 に 就 


七 月 

波 の 

月 十 

月 二 

る 所 

に 面 

く 事 


三年 後 

延曆元 

_ 文華秀 

. 三 禮 を 

淸行. 島 

其 の 梗 

年齡四 

逢 乙 IXD 

又、、 發 

南 道 楊 

て 後 に 

に 長 安 

ざ る を 


な れ ば、 

年よ， り 

麗集. 經 

講 せし 

田 忠臣 

藥を敍 

十三 歲 

き 返 し. 

航 した 

州府海 

宰相た 

に 赴け 

以 て 裁 
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許 を 得る 事 を 大使に 托し 


切なる 

を 聞 き 

然れど 

事， に 託 

けたり 

其の 舟 

州府海 

羅人張 

て 副使 

大師 は 

變更し I 

は 曾て 

五 臺 巡 


待遇 


曰 


受 

こ 

の 

設 


寶高 


天 


送 

-、 A 

れ 


台 

年 ニー 

本 に 一 

遊の 途_ 


た 


已 


時に 副使の 

た り 


て し 

法 華 

登- 9 

迄 パ 

6. し 

上り- 


如何 

み が 

遊 を 

舟 の 

。 大 

そ れ 

法 華 

院 に 

_ 長 安 

華院 

今 の 


て、 其 

已 に 

と も 

た く、 

式  一， 6 

ーョ li  一  *0 

其 の 

币 も 

よ 、り 

院 あ 

役 じ 

に 至 


の 報 を 楊 州に 待て， 0 

して 大使 都より 楊 州 

ざ れ ば、 大 使 

惟曉水 手の 

る が、 官 衞 の 

h- て 歸國せ 

へ き sjis なく 

縣の赤 山 浦 

も 三十 餘 人、 


すへ 力ら 

^  $3 惟正 

ん とした 

近所に あ 

今 は爲す 

今の 文 登 

6 て 曾 侶 

た -。 

る 希望な 


曰 


楊 州に 滯 

歸り朝 裁 

共に 歸途 

雄 萬 を 伴 

る 所と な 

とせる を 

使の 舟に 

碇舶 した 

本の 僧 5a 


八 八 

留中は 

を 得る 

に 就か 

ひ 別 を 

り 、刺史 

以 て、 刺 

乘り、 今 

-。 赤 

も 七 人 


李德裕 

能 は ざ 

ん とせ 

大使に 

の 取調 

史は大 

の 山 東 

山 浦に 

居， 0 し 


の 懇 

り し 

り。 

吿げ、 

を 受 

師 を 

省 登 

は 新 

を 以 


りしが、 登 州に 至 .0 し を 以て 五 臺 山 巡禮に 


に滯 在せ り。 平 魔 軍の 節度 使 兼 登 州 諸 軍事 押 衙の張 詠 

よ..^ 大師に 同情して 懇切なる 斡旋 を爲 したる によりて、 

山 東濟南 府. 直 隸. 廣 平 府. 冀 州. 超 州を歷 て五臺 山に 登， o、 留 


る 事 五十 餘日 にして 唐の 開 成 五 年 八月 二十 三日 長 安に 達したり へ 我 承 和 七 年な ")。 

當時 僧侶 は 左右 街功德 使に 支配され たる を 以て、 大師 も 左 街功德 使仇士 良の 支配 

を 受け、 資聖 寺に 寄留したり。 時に 靑龍 寺の 法 澗. 義 眞、 興 善 寺の 文 悟. 元 政、 大 安國寺 

の 元 簡、 玄 法 寺の 法 全 等 は學德 共に 高き 人なる が、 是 等の 人に 就き 佛經 の祕 蘊を窮 

めたり。 開 成 五 年 文 宗崩じ 武宗卽 位せ- -。 武宗は 道 敎を崇 び 會昌五 年 天下の 佛 

寺を毁 ち、 强 ひて 僧尼 を 還俗せ しめたる を以 て、 大 師も 唐に 在る を膽 とせ す、 陸 路 楊 

州に 至り 承 和 十四 年 九月 十七 日 筑前博 太に 歸 着せり.。 長 安に 在る 事 六 年な り。 

本書 は 此の間の 事 を 日記と して 詳細に 記述した る ものな り。 菅家文 草に 天臺安 

慧 座主に 代 はりて 道眞が 作れる 「顯 揚大戒 論」 の 序 あ 、「慈 覺 大師 圓 仁者、 法 門 之 領袖 

也、 銜. 詔 入 fe5  、遊， ー學 異 方 干 有 餘 歲、 不. 恥， 一 下 問； 深 哝道艘 云 々」 と あ り、 安 は圓 仁の 弟子な 

り。 本書 は此 間の 事 を 日記と して 詳細に 記述した る ものな り。 

菅 家 文 草 

林 驚 峰の 驚 峰 文集 七十 九に 鶩 峰が 平安時代の 漢文 學家を 評した る 言 に、 本 朝 累世 
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の 儒家 は 营. 江 二 家を宗 としてせ 人. 淸 公. 是 善. 道 眞 を 

輔正. 輔昭を 其の 次位と せ.^。 江 家に て は 音 人. 朝 綱 _ 

れ ど、：^ 时文は 先祖に 及ばす、 二 家の外 に 都 腹 赤. 良 香 中 

す、 紀 長 谷 雄 同族 中に 獨，. ^彰 はる。 菅野眞 道. 滋 野 負 

源 順-凝 滋保 si は 一世に 止まる。 紀傳 道に て は 膝 原 

にて は 淸原家 累世 相續 し、 賴 業 尤も 鳴る。 中原 氏 も 

聞 え あ り、 朝 廷衰 へ て 諸家 皆 其 傳を失 ふ 云々 となす 

鷲 峰の 評 は 平安時代の 作家 を德 括して 槪 論した る 

し。 因て 今菅原 道眞を 中心として 平安時代の 漢文 

道 眞の作 は 菅 家 文 草 * 家 後草の 二 書に あり、 後 集の 

集 J の 御作 を 載す。 曰く 「更 有，， 菅 家 勝 白 樣； 從. 玆 拋鄉匣 

文集 七十 卷是 也， 今 以き 家， 不，： 亦 開. 帙」 と。 後 集の 尾に 

六卷 祖父 淸公集 蓊相公 集十卷 親父 善 集 營家文 草 十 一 


擧 げ、 諸 子 

_ 維時. 医衡 

にある あ 

丰春澄 善 

明 衡. 敦 光 

亦 儒家な 

0 

者に して 

學を敍 せ 

首に 醍醐 

塵 深、」 と。 

道 眞 の 獻 

卷道 s 〈集。 


九 〇 

孫に 於て 淳茂. 文 時. 

擧 げ、 医 房 は 博識な 

ど营 江の 盛 

夫藏 善行. 三 

養楚 とす。 

0 師遠. 師光 


に 及 は 

善淸 行. 

明經家 

博覽 の. 


を 得た 


の 「見，， 右 丞 

に 「平生 所 

狀 あり。 

に昌泰 三 


十六 ni と あ り # 家 集、 一せ 相 公 集 は 皆 散逸し、 淸 公の 詩文 は 凌 雲 集-文 華 秀 麗 棠 


いふべ 

相獻家 

. 愛 白 氏 

菅 家集 

年 八月 

• 經國集 


に 散見す。 是 善の 作 未見。 此に 

詩 古今 體六 卷. 賦. 序. 策 問. 詔 勑. 奏 狀 

雪，、 梅 花 似， 照 星； 可， 憐 金 鏡 轉、 庭 上 玉 

一 、嚴 君 令，， 田 進 士 試 i 、予 始 言 JT 故 

なるべし。 文 草に 载 する 作 は 凡 

鎮 西 赴. 任、」 詩 「五 十 年 前 四 送き、 不. 堪 

卷 に 「漁 父 詞」 「抱. 膝 舟 中 醉，， 獨 醪； 此 時 

卷 「客 舍 書籍 詩」 に 「謳 吟白氏 新篇籍 

氏 文集と 漢書な りしな らん。 

「重陽 侍. 宴 同賦， 菊 散 一 叢 金， 應. 制」 の 

傳 「鄒 # 之 諺 曰、 遺.； 子 黄 金 滿 籯， 不. 如 

家の 言な り。 句 品 も 高し。 文章 

間 秀才 紀長谷 雄、 問 秀才 小 野美材 

あ ，り。 
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據れば 菅家文 草 は 十二 卷蓥 し完帙 な. -。 文 草 は 

-孝願 文 等な り。 卷 首に 十一 歲の 時の 作、 「月 耀 如， 晴 

房馨」 の 詩 を 載す。 自注に 「齊衡 三年 乙 亥、 于時年 十 

载， ー篇首 一」 と。 此 によれば 文 草 は 道眞が 編輯せ る 者 

調 多くして 時流と 異 なる 所 を 見す。 卷五 に 「送， 一安 

西 去此廻 分、 無. 兄 無. 弟 身 初老、 萬 事 令 h 子 細 聞；」 乂 同 

心 與き 雲， 高、 潮 平 曰 落 歸，， 何 處； 满 眼 魚 鰕滿地 蒿、」 又 四 

. 講授 班家舊 史書」 の 句 あり。 道眞 が愛讀 せる は 白 

作 に 「微 臣採 得籯中 滿、 豈 如 ー經遺 在. 家」 は 漢書 章 賢 

一 一 經ー」 の 故事 を 取 A 菊 を 黄金と 見て 作れる にて 儒 

に は 日本 文德 天皇 寳錄序 代 甚經、 問禿才 三善淸 行、 

もの 各ニ條 あり。 遣唐使 を 停止 せん 事 を 請 ふ 文 
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寬卒六 年 道 眞 を 遣 唐 大 使、 

等に 附 して 唐の 凋 弊甚し 

海 甚危險 にして 前に 遣す 

うて 身 を 亡す 者 あ り、 唐 に 

公卿 博士に 下し 其の 可否 

入唐 求 法 巡 禮記を 見ても 

代の 始に當 り、 梁 の 太祖の 

し。 道 眞 の 意見 行 はれて 

右大臣の 重職に 升り しと 

を 欲せす して 之 を 傾けん 

め し が、 道 眞從は ざり しな 

之 を 出せり。 並に 用 ひら 

れ たり。 ^誠 後の 作 は 詩 


れす 

文 共 


の 手に 出づ るが 如し。 後集卷 首め 七 首 は 在京 屮の 


谷 雄 を 副使と す。 前年 僧中瑙 

告 げ、 且 入唐の 人 を 停止すべき 

使節 等 海 を 渡りて 命に 堪へざ 

すして 飢寒の 患に か 、 る 者 あ 

めら れん 事 を 請へ り。 航海の 

ベ し。 寬平六 年 は 唐の 昭宗乾 

十四 年 前 なれば 遣唐使 を 派す 

後 遣唐使 廢止 せ ら れ たり。 道 

ど、 當. 時 藤 原 氏の 勢 盛んにして 

る 者 多 かりし か ば、 三 善淸行 は 

醍醐 天皇の 昌泰ニ 年 二月に 至 

して 一 年 を 隔て 延喜 元年に 至 

後 集に あり。 後 ^と 文 草 を 比 

作 なれ ど 


唐 

る 

眞 


九 二 

あ り 


^一一 一  a 

得 


力 


其 


元 

姓 

を 贈 り 

辭表を 

太宰權 

す る 

他 は 


時 


商人 王 酌 

と、 當 時 航 

ま賊 ： 逢 

瑶が狀 を 

は圓仁 の 

て 巳に 五 

なかる ベ 

り 起り て 

に 厠 はる 

引返 を勸 

し 三月 叉 

に廷 せら 

其 作 別人 

後の 作な 


t 後 集の 尾に 左の 文 あ， 9。 何人の 文なる か詳 にせす。 曰く、 「西 府新詩 ー卷、 今號， I 

後 集： 臨 封 送，， 紀 長 谷 雄，、 長 谷 雄 見. 之、 仰. 天 而 歎息、 大臣 藻思絕 妙、 天 下 無 雙、 雖 fe: 卿 相 

之 位， 不. 抛， 風 月 之 遊 一、 凡 文 章 多 在：， 人 口； 後 代 言， 文 章， 者、 莫. 不. 推， ー菅 家， 矣、」 と、 後 集 は 一名 西府 

新 詩の 稱 ありし なり。 

九日 後 朝 同.. 賦 秋思， 應. 制 

丞相 罷年 幾樂 思、 今 宵 觸. 物 自 然 悲、 聲 寒 絡 緯風吹 處、 葉 落 梧桐 雨 打 時、 君 S 秋， 臣漸考 

恩 m 涯 岸 i 猶 遲、 不』 此意何 安 慰、 飮 k 聽， 琴 叉 詠 詩、 

自 詠の 五絕 に、 「離. 家 三 四 月、 落」 嵌 百 千 行、 萬 事 皆 如 A ダ、 時 々 仰：， 彼 蒼，」 「不 出 門」 七 律の 前聯 

に、 「都 府樓縫 看， 瓦 色； 觀 響 寺 只 聽， 一 鐘 聲，」 と あり。 此句賴 山陽 は纔を 只、 只 を 獨に改 む。 

詩と して は 改めた る 者 を 好と す。 秋 野の 七 律後聯 以下 「月光 似： 鏡 無. 明. 罪、 風 氣 如レ刀 

不. 破 隨見隨 聞 皆 慘傈、 此秋獨 作 我 身 秋」 と、 九月 十 曰 の 作、 「去年 今夜 侍. 一 淸凉， 11 所 秋 

思 詩篇 獨斷藤 g き 抓 t 職, 恩賜 御衣 今 在お、 捧 持每日 拜き 香：」 Ml  S  ？ 今秋 思 詩 

篇とは 前に 出せる 九日 後 朝の 七 言 律なる べし" 後 集に ある 道眞の 作の 佳なる 者 

大略 上掲の 如し。 

平安朝： 代  九 一一 一 
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貞觀 十七 年渤海 大使 

島田忠 臣. 都 良 香. 橘 廣 

近し といへ りと。 道 

調子 ある は 當然の 事 

天 を學べ る 者な らん 

に 荏 柄 緣起を 引き 左 

あ り。 賀章沙 金 を 置 

の爲す 所なる を 知れ 

諸 儒と 三代 實錄を 編 

延喜 三年 二 月 死、 年 五 

世に 和魂漢才 を道眞 

菅家遣 誠に 始ま る。 

世 無窮 之 玄 妙 者、 不. 可， 


裴题來 

相 等と 

眞 自 身 

な り。 

. 此 の 

の 首 事 

いて 去 

り と。 

し、 叉 詔 

十 九 、欺 

の 語と 

菅 家 遺， 


朝 し た る 

共に 之に 

も 「謳 吟 白 

文字の 技 

點に 就て 

あり。 寬 

れり。 衆 

以 て 其 の 

を 奉じて 

所に 在る 

する 說ぁ 

誡ニ卷 は 


以 て 

せ り 

新篇 

I J 々q 

當時 

六 年 

み て 

敬 さ 

史 を 

年な 

。 然 


敢而 窺知； 雖 Jt,s  土 三 代 


文筆の 

リ 裴题 

籍」 と 云 

ら す し 

の 詩人 

道眞五 

之 を 見 

れ たる 

分類し 

り。 

し菅家 

類從に 

周 公 之； 


士を 撰び 

道 眞 の 詩 

へる を 見 

て 眞 情 を 

中 道 眞 を 

十 歲の賀 

れば賀 章 

を 知 る ベ 

て 類聚 國 


文 草 等 

あ-。 第一 

m 經； 革 命 之 


九 四 

伴せ 

て 白 

其 の 

し た 

と す 

げ し 

に 曰 

嘗 て 

百 卷 

し。 

の 尾 

風、 深 


し む 

居 易 

詩 に 


る 

時 

を 


よ 

云 

を 


0 道 眞. 

の 作に 

樂 天の 

正に 樂 

日本史 

一 老人 

々、後 帝 

奉じて 

せ り。 


之れ ある は 

に 「凡 神國 一 

可，， 加，， 思慮， 也、 


凡國學 所， 要、 雖ぉ>  論 涉. -古 今， 究 * 天 人； 其 , 非， 和 魂 漢 才； 不 kfe. 其 閫 奥， 矣、」 と あ り、 是 を 和 魂 


漢才の 語の 出 所と す。 平 田 篤^の 古史 徵開題 記に 「北 

声 非， 和魂漢才： 不 一 其 閫奥 ー矣』 と あり。 是 いと 有が た 

漢に才 と あるに 心 を 着けて 漢 學の才 もまた 無て は 事 

り。 篤 3^ は 此を道 眞 の 語 と せ る な 、り。 道 眞 說 は 此 よ 

全書 を讀 むに 文章 拙劣に して 道 眞の作 な ら ざる 事 一 

は 祭 祀. 冠 服. 鷹 犬. 田 獵. 僧 尼. 火災 等に 關 する 事に して 神 

語 は 道具 時代に は 地方の 學 校を稱 する 名な り。 我國 

は德川 時代なる べし。 然し 遣 誡は德 川 以前の 書なる 

筆なる や も 知れす。 或 人 は 遣 誡の舊 本に は 此ニ條 な 

り と、 後 考を俟 つ。 全書の 文體は 源平 時代 又は 鎌 倉 頃 

紀流、 に よれば t 官家 何人 かの 遺誡なる べし。 卷末 に、 次 

右二 卷之 遺誡 者、 自， 菅 給 事 庸安朝 臣， 傳 寫 之 畢、 

元 弘ニ年 五月 下旬 開 府儀同 藤 原實純 

右 之 遺誡 者、 依 J 円 門 主 之 恩 拜， ー寫 之， 尤^ 門， 之 跡 文 也、 

平安朝 時代  九 五 


野^ 神の 御 語に 『凡 國學所 

き 御 語 あり。 和に 魂と いひ、 

ゆき 難き 事 を辨ふ ベ し」 と あ 

り弘 まりしな らん- 今 遺 誡 

見して 知るべし。 誠む る 所 

道家の 言 に 類す。 且國學 の 

の 學 を 國 學と稱 する は 恐/、 

に 似 たれば 此ニ條 が 後人の 

し。 山 崎 閽齋の 徒の 驛 入な 

な らん か、 法 家 之 儒 門、 吾 家 之 

の 如く あり。 


淳。 兼景 
茂。 茂 行 
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嘉吉ニ 年 十月 廿 二日 翰林 學士 藤 原 定常 

管 家 世 系 

古 人 —— W 公 —— 是 善 —— 道 眞 Ti 高 祖 (大 曰 本 史祖を 叙に 作 る) ，—— 文 時， 


九 六 


4 & 日 


-在躬 11- 輔正 


菅家 子孫に 於て は 文 時 尤も 顯る。 所謂 菅三 品な り。 源英 明. 源 爲 寧大 江 医 衡等皆 

其 弟子な. -。 文 時文 章 博士たり。 嘗て 皇孫 源 保 光の 第に 會し 詩を賦 す。 E  く、 「此 

花 非， 是 人 間 種； 再 養 平 臺 一 片 霞、」 と、 大 江 朝 綱 詩に E  く 「此花 非，， 是 人間 種； 瑰樹枝 頭 第二 

花、」 と、 朝 綱 笑 つて 曰 く、 後 世必す 子と 吾と を 以て ー雙 とせんと。 村 上 天皇の 應和年 

中に 天皇 冷泉 院に 遊び、 文人 を 召 し 「花 光水 上 浮」 の 題 を 賜 ひ 詩を賦 さしめ 給 ふ。 文 

時 其の 序 を 作りて 曰 く、 「誰 謂 水 無， 心、 濃 艷 臨 兮 波 變， 色、 誰 謂 花 不 JS  、輕 漾激兮 影 動 Jp」 と。 

一 日 宮中の 內 宴に 群臣 に 「宮鶯 囀， 曉 光一」 を賦 さしめ 給 ふ。 聖作 に 「露 濃 緩 語 園 花 底、 月 

落 高歌 御 柳 陰、」 と、 天皇 自 ら 諸人 及ぶ 能 はすと 思 ひ 給へ り。 文 時 詩を獻 じて 曰く 「西 


樓月 落花 間 曲、 中 殿 燈殘竹 裏聲」 

問 はせ 給 ふ。 文 時 曰く 聖作固 

す。 文 時 曰く、 聖作 實は臣 より 

天皇の 天 元 四 年 卒す。 年 八十 

都 良 香 

良 香 初の 名 は 言 道、 祖 父 

と な り、 都 の 姓に 改めん 

王と 共 に 文 華 秀麗 集 を 

伐に して 各々 己れ が 作 

物の 美惡は 人の 賢愚と 

稍 散文に 近くして 誦す 

抄に 「良 香 月夜 羅生門 を 

舊苔 鬚』 と樓上 に歡 賞の 

平安朝 時代 


と。 天皇 以て 絕作 となし 文 時 を 召して 其の 優劣 を 

より 臣が 及ぶ 所に あら す、 天 皇數々 問うて 止め 給 は 

下る 一等と。 天皇 も 笑 ひて 之に 同じ 給へ り。 圓融 


と 


は 桑原 秋 

と 請 う て 

撰せ り。 

を 優秀 

同じく 

ベ し。 

過ぎて 

聲 あり 


成、 父 は 疯 繼、 兄 ， 朕 赤 は 弘仁中 兄と +1 海 

允され て 以後 都と 稱 せり。 腹 赤 詩文 

良 香 博聞 彊記 にして 文章に 巧な り。 

し て美惡 分れす、 良 香 之を疾 み、 辨薰蕕 

して 決して 混同す ベ からざる 所以 を 論 

其 文 は 都 氏 文集. 本朝 文粹 にあり。 大江 

曾て 作る 所の 詩 を. 誦 す。 『氣 霽 風 梳新柳 

し」 と。 然し 賞美すべき 程の 句に あらす 

九 七 


大使 接伴 官 

に 長 じ 仲 雄 

此時 士習矜 

論 を 著 はし、 

り。 文體 

房の 江 I ま 

髮、 氷 消浪洗 

、河 野鐡 兜の 


せ 

匡 


本 igi 文學史  九 八 


評に 二り 共 上の 二字 を 

盡」 の 句 を 得て 其 對句未 一 

と あ り、 前 の 詩に 良 香の 一 

白樂 天の 句な りと い へ 

記した るな らん。 叉 負 一 

や、 群臣 も務を 停めて 謹： 

文 雄と 意見書 を 上，.^ た 一 

き 三日 廢 朝すべき を 論 一 

都 氏 文集 三卷群 書類 從に 1 

て 1 二の 兩卷を 逸せ り _ 

、り-。 他 集の 例 を 以てす 

詩 は 全部 散逸せ るなら 一 

秋 夜 臥 ，病 

臥 病 獨傻々 、寂然 人事 


取れば よしと 實に然 り 

だ 成ら す、 苦 吟の時 に 「十 

作なる ベ けれ ど、 市 川 宽 

り。 江 談抄の 作者 は 之 

觀 十八 年 大極殿 火災に 

慎の 意 を 表すべ き やの 

り。 其の 文穀 梁傳. 前後 

じたり。 

あり、 仁 和寺藏 書目 に は 

. 第三 卷賦. 論. 銘. 讚. 表、 四 

れ ば  一 二 兩卷が 詩集な 

ん。 


リ 叉 竹 生 島に 遊びて 「三千世界 眼前 

二 因 緣心裏 空」 と 島の 神が 吟じた hs 

齋の 日本 詩紀に 三千世界の 一 聯は 

を 知らす して 當 時の 傳說を 漫然と 

か 、 りし 時に、 天皇 廢 朝し 給 ふ ベ き 

問題 起り し 時に、 良 香 は 大學頭 互 勢 

漢 書. 三 國 志. 晋 書. 梁 書. 左 傳. 異 苑を引 

五 卷とぁ り、 現存 書 は 三. 四. 五 卷 にし 

卷 詔. 勅 書. 勅 符. 狀、 五 卷 對 策. 策 問 等 な 

りしな らん。 扶桑 集に 六 首 ある 外 


胺、 階 前 無 h 跡： 門 外 斷 -ー賓 溪： 忽 歎 浮生 苦、 寧 知 與ぉ 齊、 形 容 信 非， 


實、 魂魄 

道 眞 に 此 

雲 浮、 七 萬 

# 路 入 - i; 

官た りし 

己 <^  ,9  0 

一一 一一 a セ 


怳 如 k 、夜 久風威 

すれば 自由の 手 

里 之 程 分， 浪、 五 城 

人 之，」 等 は 巧妙 

春 澄 善繩の 侍女 

然る や 否 を 知 ら 

島 田 忠臣 


冷、 窓 深 

際を缺 

霞畤干 

とい ふ 

を 誘 ひ 

>1 6匕 


の 


を 

眞 


忠臣 夙に 文名 あり。 越 

章に 巧なる を 以て 忠臣 

裴爾來 朝せ し 時 菅原道 

苦 一 後 茶； 長 斷 生涯 燥 濕倶 

任， 一草 莱； 自， 是 卷風秋 月下、 詩人 名， i4 

此の 詩の 前に 「上已 曰 對. 雨 ば. 花 應 


不. 


權少 

時 加 

之 に 

傷レ君 


月 影 低、 憂 愁 不 寢、 長 短 P 鳴 夢、 

く。 駢體 文に て は 神仙 對 尤も 佳な り。 起句 「三壺 

二 樓之構 揷， 天、 信 迺 列 眞 攸」 蹟 閉，， 不 死 之 P 、羣 仙 所， 

べし。 十 訓鈔に 此の 文 は 良 香 當時策 間 を 出す。 

其の 題を預 知して 對 策の 前に 作り 置け る よしを 

J はの 作なら すと も 文 は 頗る 妙な り。 


椽た りしが 貞觀の 渤海聘 使 周 元 伯 來れ. り。 元 文 

賀 權大掾 として 之に 接俾 せし む。 元 慶中渤 海の 

接伴せ， り。 管 家 文 草に 「哭， ， 田 詩 伯. 詩」 あり、 「哭 如， 考妣， 

傷，， 我 道； 非. 唯 哭. 死 哭，， 遺 孤； 萬 金聲價 難，， 灰 滅； 三 徑貧居 

.,實 應 jri せ 家 文 草 は 編 年體を 以て 編輯され たり。 

. 制」 の 詩に 宽平 三年 と 注 せ 、り。 次 に 「就 1 一花 枝， 應^」 の 


平安朝 時代  九九 _ 
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注に 自此 以下 二十 五 首 左 中辨； 

作、 「哭， 田 詩 伯，」 詩 の 次に 九日 侍 宴 一 


の 三 月 

さ う し 

とい ふ 

通憲書 

と あり、 

眞 よ り 

晉朝 

片、 世 

李老 

人、 眞 


間に ありし な 

に 似たり。 藤 

. 今 田 氏 家集 

目に は 十卷と 

又齊衡 三年 秋 

劣る 事數 等な 

題，， 竹 林 ，^ 

湊 季 少-浮 風； 七 

慮 都忘 ー醉 中 I 

歎，， 李. 孔， 

擁： 龍 姿； 聊與 k_ 


らん 其 

原 基經其 

三 卷 あり 

あ 6、 散逸 

制，， 詠 史 百 

り。 然し 

賢圖， 

子 超 然 不， 

■ 若 遇， 求 fe 

同 k  、孔 子 


之 作と 

の 作 あ 

他は詳 

の材を 

. 群 書 

せるな 

四十 六 

左の 二 

混 同； 欲， 

曰ン ず 1 日 


注せり。 次に 三月 

り。 之に よれば 忠 

かなら す。 道眞 の 

愛し 其の 詩 五百餘 

類 從に收 む。 詩 二 

らん。 集中に 負觀 

首 一と あ り、 多作 家 な 

詩 を 見れば 讀 書に 


三 日 の 作、 次 

臣の 卒は寬 

哭詩 によれ 

篇を辨 風に 

百 十九 首 あ 

元年 春 獻， 年 

りしに 似た 

通せり と e5 


よ- 


七月 七日の 

三年 七 入. 九 

家道裕 なら 

せしめたり 

て 文 はなし。 

三 百 六十 首， 

0 手際 は 道 

る 0 


封，， 琴 ま， 終 k 命 W 耍 臺 閣錄勳 功、 生涯 每寄 孤雲 

ュ  シテ  カラン 

■ 廟堂 充満 竹林 空、  . 


人 謝 h 躬； 小 魯 尙 有. 君、 將 


懷.， 鳳 德； 曾 貢， 我 道 窮， 、有. 道 更 無. 位、 見 i 不. 錄. 功、 大 周 邦 無. 

聖 不，， 登 庸； 遂 入， 流 沙 西，、 欲. 浮， 浪 海 束； 不， 知， 天 與 奪，、 萄. -是— .1  人 


J^o 澄 


替 降、 此 理 歸. 自 然； 何 家 決，， 童 蒙， 

句に 妥當を 缺く者 あれ ど 旨 趣 は 通せ 

大 江 家 


儒道 二 家の 書 も通讀 せる 如し _ 


次に 大江 家の 事を敍 せん。 大江 家も菅 家と 同じく 世々 學問を 以て 家 を 立てたり _ 

然れ ども 其の 人物 文 學は菅 家より 稍 劣れる 觀 あり。 然し f 江 二 家 は 平安朝 時代 

文學の 中心たり し を 以て 菅 家と 同じく 其の 世 系 を 擧げて 其 中 著明なる 人を敍 し、 

然る 後 二三の 名家に 及ばん とす 医 房 も 大江家 なれ ど 別に 敍 する 事と 爲す。 

大江氏 世 系  ， 

0  0 

- 澄明 

0  0  0  0 

-澄 江— 〇— 佐 國——通 國 


江 相 ヘム 

0  0 つ 0 

大 江 音 人. 


後江 相 公 


—千 里 

-春潭 

平安朝 時代 


—仲 宣. 


〇 


千 c 
古 c 

維 c 


齊。 重 c 

光。 光 C 


定。 

基 0  S< 
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大江家 は 音 人より 始めて 文學 

天皇の 天 長年 中 文章 生に 補せ 

東宮 學士、  觀 年中 参議に 進み 

覽 四十 卷を 撰す。 叉 菅原是 善 

所と いふ。 

朝 綱 は 玉 淵の 子な り。 後 相 公 

錄を 撰す。 渤 海の 使 裴攀を 送 

遙、 霑， 纓 於戒 臚之曉 淚，」 の 句 あ り 

江 相 公 集を载 す、 今 逸 す。 

千古の 子 維時 文章 博士より 進 

維時の 著目勸 集を载 す、 今 逸 す 

仲 {H 一  の子以 言、 文 章 博士に 任せ； 


の 家と な 

られ仁 明 

年 六 十 七 

と 贞觀格 

と 稱 す。 

る 詩の 序 

り 環大ぃ 


江 吏 部 

0  0  0 

擧周 


C  二 


れ り 

天皇 

卒す 

式 を 

村 上 

を 作 

に 之 


—時 棟 養子 

0 音 人 は菅原 是 善 

の 承 和 年中 秀才に 

0 嘗 て 勅 を 奉じて 

撰す。 其 上表 及 式 


天皇 

り、 「前 

を 貧 


の 時敕を 奉じ 

途 程 遠、 馳， 思 於 

せりと い ふ、 仁 


の 門 

擧 げ 

弘帝 

の 字 


人 

よ 


みて 中納 言 に 至る 

リ 

られニ 條 天皇の 究 


和 寺 

. 應和 三年 卒す。 

弘七年 卒す。 年 五 


て 新國史 

雁 山之暮 


り。 享 和 

，嘉祥 三年 

卷、 羣 籍 要 

人の 作る 

及び 坤之 

雲； 後 會 期 

目 錄に後 


仁 和 寺 書目に 

十六。 以言 沈， 


滞 久しき を 天皇 之 を 登用 せんとし 給 ひし 

き 「鷹 鳩 不， 變 三 春 眼、 鹿 馬 可 k 一 一  世 情」 と 詠. じ 

名、 從 姪 g 衡と 並び 稱 せらる る。 

医 衡は 維時の 孫な り。 圓融 天皇の 天 延年 

となる。 三條 天皇の 長 和 元年 卒す。 年 六 

の 才に稱 はす 數々 請 ふ 所 あ れど 得る 能 は 

昔 物語に 嘗て 朝官と 俱に大 井川に 遊び 各 

乘 りて 心の 行く 時 は 沈める 身と も 思 ほえ 

江 吏 部 集 三卷群 書類 從に收 む。 卷上は 天. 

飮食. 火卞 木. 草. 鳥の 十五 部に 分て り。 匿衡 

稍 道眞に 近し。 其の 自由なる 所に 一種の 

然 らしむ る 所 か。 「嗟 蛾 野 秋 望」 に 曰 く、 「何處 

條 柳、 香 亂叢 間爛熳 花、 遙 漢 風 高 聞，， 應 櫓； 遠 樹 

己 斜」 と 「無 情花自 落」 に 曰 く、 「四 十三 時 春 叉 暮_ 

平安朝 時代 


を 藤 原-. 道 長 之を沮 みし か ば、 以 言 之 を 聞 

たり。 其 雄 文 麗句 世に 傳 ふる 多く、 紀齊 

中 文章 得 業 生に 擧 げられ、 後に 文章 博士 

十一。 著す 所 江 吏 部 集 あり。 匿 衡位其 

すして 每に 其の 沈滞 を 歎き 居た，^。 今 

々和歌 を 詠す。 医衡の 作に 曰く、 「川 舟に 

ぬ か な」 と。 人聞きて 之を憐 むと いふ。 

_ 四 時. 地. 居 處. 中 神 道. 釋 敎. 帝 德 人倫. 文. 音樂. 

の 作 は白樂 天の 風 ありて 平安朝 諸家 中 

風格 あり。 然れ ども 眞氣 乏し。 人品の 

秋 情 不.？ 涯、 f 蛾 曠野 近，， 京 華； 影 鍊 堤畔蕭 

雲 斷 見. 入 家； 興 餘軒騎 忘歸 路； 不 西 山 日 

• 每. 看， 花 落， 淚 零 多、 枯 株久 被： 入摧 折； 雨 露 明 

一 〇 三 
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年 欲， 一奈 何；」 等 の 作 あり。 是を 以て 最 

唐に 入， 0 し を 見る に 足る。 江史部 

たる 作 多き を 以て 阿諛の 侫人 なり 

江 家の人々 の 作 は 本朝 文粹に 多く 

三 善淸行 

淸行字 は 耀、 叉 三 耀、 其の 姓に 配し て 

當 時の 流行なる べし 2  K の 字 は 一一 一 な 

近き を 以てな b.。 紀長谷 雄が 紀發 

淸行は 互 勢 文 雄の 門人な， o。 昌泰 

革命 議を 上り 改元す ぺ きを 論せ り 

を 以て 淸 行書 を 贈りて 返 避 を勸む 

に學 びし 者を逐 はんとせ し 時、 淸 行 

式部 大輔 とな る、 帝 方 さに 精 を勵ま 


初 初 

集 に 

し と 

ま， 49 

Tn8r 一 


唐の 風 

は當時 

批難す 

る を 以. 


字と せるな 

")。 叉江談 

昭 とな り、 島 

三年 文章 博 

. 是時营 原 

. 道 眞^ 請 

書 を 贈， 0 て 

し 治 を 求め 


をのみ 學び 居た る 

權勢ぁ る 丞相 大臣 

る 者 多し。 或は 然 

て 今 姑く 省く。 


一 〇 四 

我 邦の 作家が 盛 

の 宴 集に 招かれ 

ら ん， - 


り。 菅原道 眞が菅 三と 稱 せる 如し- 

抄に淸 行 叉 名 居 逸 と、 淸 行 居 逸 音 相 

田 忠臣 か 田 達 音と なれる 類な り。 

士 とな わ/刑 部 大輔を 兼ぬ〕 此の 年 

道眞 右大臣と な り、 勢 位赫々 たりし 

後、 左 大臣 藤 原 時 平 諳司諸 生の 昔 氏 

之 を 止む。 延喜 元年 大學頭 を 兼ね、 

詔 を 下して 直 言 を 求め 給 ふ。 淸行 


意見 十二 條を陳 す。 一一 一一 口 々皆 時弊に 中 

制 敗ぶ れ、 庫 の收入 減少せ る 事。 學校 

費用 多に 過ぐ る 事。 司法官に 法律の 

き 事。 京官に 比して 地方 官， の 待遇 卑 

減少せ る 事。 檢 非違 使の 官に 法律の 

き 事。 兵器の 製作 不良に して 外寇に 

專 有して 民の 利 を 奪 ふ 事。 六 衞府の 

「非，， 六 軍 軀 虎， 爲 ，ー諸 國豺 狼，」 といへ り。 諸 


れ 

經費 

^ 識 

し き 

知識 

當 る 

武人 

國 の 


淸 行の 詩文 

奈良 平安朝 時代の 人の 文 は 皆 初 

を 以て 知るべし。 空 海道 眞の作 

體文行 はれし が 盛 唐に 至.^ 往々 

白 氏 文集に は 軿體、 散文 兩樣の 作 


大意 奢侈 

しくして 


き 

方 


も 


あ 


亦 

文 


然， -。 一 

の 作者 


唐 

出 


で 


稅 

る 


唐の 駢體 文を學 


敎育 

官 吏 

人 年 


まら ま 


韓 返 之. 柳 宗 元 起 


を改 むる 

の 不振な 

の 手當に 

々增 加し 

法 生を以 

廷の 官吏 

民の 害 を 

て 舟行 危 


事。 口分田の 

る 事。 宮中の 

厚薄 の 差甚し 

て國 庫の 收入 

て 之に 充 つべ 

が 山林 田地 を 

爲す事 を 論じ、 

險 多き 事 等な 


太 安 萬 侶 

朝の 風 を 

樂天 など 

て 散文 を 


が 古事記の 序 

承け、 一 般に駢 

其の 一な ，-。 

倡へ しかば 駢 
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體文 漸く 衰へ たれ ど 唐 一 代 は 尙駢體 を 正式の 文と せり。 淸 行の 文 は總て 散體の 

古文に して 當 時の 作家と 其の 撰 を 異にせり。 我 邦 漢文の 一 變 化と いふべ し。 淸 

行 は 詩 も 巧 な し な ら ん が、 予 が 知れる は 三 首に 過ぎす。 卽ち 扶桑 集 七に ある 「陶 

彭 澤、」 同 じ く 「馬 鬉孤墳 在，， 古 原，」 の 七 律、 雜 言 奉 和に ある 「秋日 陪， 一 左 丞相 城 南 水 石 亭ー P 藏 

外史 大夫七 句 之 秋，」 七 律の 三 首な り。 

陶彭澤 の 作 は、 

心是盤 桓身隱 淪、 自 忘，， 名 字， 醉，， 鄕 人； 歸來舟 過 三 江 月、 出入 門 穿 五 柳 春、 園 菊 開 時 豊， 產 

o〇o〇〇ooooooooo〇〇oooo〇o 

業； 林 禽 ^處 得， 交 親： 野 亭 客 到醅初 熟、 莫 .怪 息 悤 脫，， 葛 巾，、 

水 石亭の 作 左 丞相 は 藤 原 時 平な り。 藏 外史 大 夫は大 外 記大藏 善行な り。 

鳴 桐半燼 遇， 知 音； 七 十 還悲雪 鬂 侵、 計， 老 自栽松 百 丈、 校. 高 平 對嶺千 尋、 紫 芝 未， 變 南 山 

00000000  カル  ノニ 

想、 丹 露猶 凝北闕 心、 暮 齒 豈 忘 練 傅 心、 應 JIfe 府篤恩 心， 

他の 一首 は 論す るに 足らす。 江村 北海 Q 日本 詩 史に水 石亭の 後聯 を擬げ て 「參 議 

淸 行世對 以，， 紀 發 昭；」 叉 「與， ，大 藏 善 行， 並 稱、 皆 非 一 篤 論， 也、 藤 左 相 賀宴 之 詩、 今存者 十九 首、 淸 

行 七 律 在，， 其 中； 不，， 但 野鶴鷄 群， 也、 如， 紫 芝 未 南山 想、 丹露猶 凝北闕 心，、 直 是 錢. 劉 堂 奧、 昭 


善 行 豈 得， 望. 一 其 影 塵， 乎、」 と 評 fo 水 石亭の 後聯は 誠に 佳な 、然 れ ども 全體の 美な 

る 事 は 陶彭澤 の 作に あ り、 道 眞には 此の 如き 作な し。 

小 野 篁 

參議 3 今 守の 子な.^。 嵯峨 天皇の 弘仁中 導 守陸奧 守と なる。 直 父に 隨ひ陸 奥に 赴 

き、 常 に 馬 を馳せ 山野に 遊 び、 京 師に歸 りても 學業を 務め す、 天 皇 聞かせ 給 ひて 斯の 

人の子に して 尙 弓馬の 土た るかと。 簋之を 聞き 大に耻 おて 始めて 文學に 志した 

りと いふ。 十三 文章 生の 試驗に 及第し 天 長年 中東 宮舉士 とな り、 淸 原 夏野 等と 令 

義解を 撰せ り。 承 和 年中に 遣 唐 副使と なりし が、 大風に 遭 ひて 船 破れて 發 する を 

得す、 四 年 再び 唐に 赴く。 大使 藤 原常嗣 第一 船に 乘る。 第二 船 篁 之に 乘る。 己に 

して 第一 船 毀 壤、 常 嗣. 篁の 船 を 己が 船と 爲 さんと して 朝廷に 請うて 許さる。 篁 怒 

うて 家 貧 親 老、 身 亦 病める を 以て 船に 乘ら すして 西 道謠を 作りて 遣 唐の 事 を 刺る 

嗟峨 上皇 之 を 見て 大に 怒り 給へ る を 以て 淳和 天皇 命 を 奉じて 外國に 使し 病と 稱 

して 行か ざ る を 罪 と し、 免 じて 庶人 とな し、 隱 岐に 流さる。 路に 在り て 「調 行 吟」 七 十 

平安朝 時代  一 〇 七 


韻 を 作 

の才を 

幾ば く 

三位 を 

に 幸し 

「聖 作甚 

作 る、 聊 

にして 

對 する 

相 同じ， 
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しとい ふ。 西 道謠. 誠行吟 共に 傳 はらす。 數年 にして 

宮學士 となる。 文德 天皇. S 

す、 天 皇之を 愍み數 々使 を 

リ 世に 野 相 公と 稱す。 弘 

に 曰 く 「閉. 閣 唯 閒朝暮 鼓、 登 

ら ん」 と、 天 皇 曰く 「是 白樂天 

樂 天の 集 始めて 至 h 、御府 

皇の稱 美す る 所と なりし 

は 當然の 事 なれ ど、 當 時 は 

鉉 の-子 道 風 筆蹟 を 以て 名 


愛し 陸 奥 守に 任 じ、 入 

ならす して 病 み、 久 し 

援く。 竟に 起た す 年 

詩 を賦し 篁に 示， じ 給 

佳、 但 遙を 空と せば 更 

か 卿 を 試む る の み」 と 

世人 見る を 得 す、 是 を 

を 以て 下句 は 空 望な 

としたる ならん。 子 


て 東 

朝せ 

十  一 * 

。 詩 

佳 な 

時 に 

て 天 

ベ き 

紘， 葛 


遣 

仁 

.樓 

の 


藤 1^ 佐 世 


一 0 八 

召還せ 

位左大 

はして 


往 


望 

一 本 

い ふ。 

を 以て 


を 


らる。 帝 其 

辨 となる。 

之 を 問 ひ、 從 

天皇 河 陽 館 

來 船、」 篁 曰 く、 

遙は原 空に 

藏 する のみ 

上句 唯 聞に 

樂 天と 詩情 


佐 世 は 宇合の 後な り。 處觀 中對策 及第して、 文章 得 業 生に 擧 げら れ、 越 前の 大掾に 

補 せらる。 進して 從 倒 位下. 右 大辨に まる。 佐 世 は 詩文に 4i せ ざれ ど、 著す の 


「日本 國 現在 書目」 は 我 邦に 於け る 最古の 圆 * 目錄 にして 支那の 漢書 藝文 志の 地位 

にある 者 なれ ば、 因 て 以て 當 時の 漢文 學 者が 如何なる 圆書 を讀み 居たり しか を 知 

るに 足る を 以て 其の 槪略を 述べん。 

本書 は卷 首に 正 五位 下 陸 奧守兼 上野 權介藤 原 朝臣 佐 世 奉 勅撰と あれば 勅命に よ 

りて 撰錄 された る 者に し て、 當 時の 宮中に 收藏 しあ， -し 漢書の 目錄 なり。 佐 世が 

陸奧守 となりし は寬平 三年 なれば 本書の 撰述 も寬平 13- なりし なるべし。 此の 前 

% -觀 十七 年に 冷泉 院に 火災 ありて 鬧 書 灰 儘と なりし を 以て 災を 免れて 現存せ る 

圖 書と いふ 意味に て 現在の 語 を 用 ひしなる べし。 すべて 千 五 百 七十 九 部 一 萬 六 

千 七 百 九十 卷 なりと いふ。 大和 室 生 寺の 藏 なりし が 狩 谷 掖齋の 手に 入り、 森 立 之. 

高 木壽穎 等の 手 を 經て今 は 上野 帝室 博物館に 在 り、 靜 嘉堂 文庫に も 一 本 あ り、 副 本 

なるべし。 印本 は續群 書類 從本、 古 逸 叢書 本 あり、 叉掖齋 の證注 あり。 日本 古典 全 

集に あ り、 す ベ て 三 本な り。 

目錄を 分けて 經. 史. 子. 集 と し、 叉 其內を 細別せ る 事 は 支那の 目錄と 異なる 所な し。 

經 上 

平安朝 時代  一 〇 九 
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歸 藏四卷 晉 大尉 參軍 薛貞注 

隋 志、 » 唐 志、 新 唐 志 皆 十一 一一 卷と あり 

周易 十卷 後 漢鄭玄 注 

周易 十卷 漢魏郡 太守 京 Els 章句 

周：： 勿十卷 餽尙害 郞王弼 注 六十 四 卦六卷 韓嵌伯 注繋辭 以下 三 卷王弼 略 例 一 卷 

周易 十二 卷 東 晉祕書 郞張播 集 サニ家 解 

全部 右の 如き 體裁を 以て 記し あり。 其の 中 己に 支那に 逸した る 四 五の 書 を擴ぐ 

れ ば、 今 文尙 * 十 卷王肅 注、 尙書述 議十卷 隋國子 助 敎劉烛 撰. 禮 記 廿卷魏 術 軍 王肅注 (術 は衞 

の 誤) 禮記子 本義 疏百 卷梁國 子助敎 皇"， W 撰 子 本義 疏は宮 內卷に 霧 本 一 卷 あり。 江 都 

集 禮百廿 六 卷、 唐 禮百 五十 卷、 唐 永徽 禮百妣 卷、 唐 開 元 令 百 五十 卷 下 文に 開 元 令 あり。 

此令 は禮の 誤な らん。 春秋 左 氏 傳解誼 卅卷漢 九 江 太守 服 虎 注、 論語 十 卷鄭玄 注、 六藝 

論 鄭玄撰 外に 緯書 十四 部、 司 馬 虞の 史記 索隱册 卷、 東 觀漢記 百卅ニ 卷、 隨 子 ー卷胡 

非 子 ー卷、 玉 燭寶典 十二 卷ま證 論 二十 二 卷莊子 司 馬彪注 二十 卷等 あり。 養老 令大 

學 寮の 敎科 書に 論語 は鄭玄 注. 何 晏集 解と ある を 以て 見れば 鄭注 論語 は我國 にも 

多く 在りし ならん。 奈良 京都の 古社寺 に、 殘 本 あるべし と 思 はる。 


源頓字 具齊、 詩文 和歌 を 善くす。 村 上 天皇の 天 曆五年 大中臣 能 宣. 淸 原 元 輔. 紀時 文. 

坂 上 望 城、 順に 命じ 昭陽舍 に 就て 後 撰 和歌 集 を 撰ばし め 給 ひ、 世に 之 を 梨 壺の五 人 

と稱 せり。 梨壺は 一に 昭陽舍 とい ふ。 叉 藤 原 伊 尹 時に 左 近 衞少將 たり。 

天皇 親しく 勅旨 を 書して 之に 賜 ふ。 頓制詞 を 作れり。 詞 中に 「雄劍 在. 腰、 拔則 秋霜 

三 尺、 雌 黃 自 b  、吟 叉 寒 玉 一 聲」 の 句 あり。 世人 其 e 巧 を稱 せりと。 嘗て 河原 院の賦 

を 作 り、 源 融の 奢侈なる 事 を 刺せり。 「彊 吳滅今 有， ー荆 棘； 姑 蘇 臺 之 露壤々 、暴秦 衰 兮 無， 

虎狼： 咸陽 宮之烟 片片」 と。 圓融 天皇の 永觀 元年 卒す。 年 七十 三 (大 日本史)。 順の 詩 

文 は 本朝 文粹. 朝野 羣载に あ， 0/ 源 順 家集 あ るよ しなれ ど 未見、 和歌 集なる ベ し。 文 

粹 にある 作に て は 「河原 院 賦、」 「無 尾 手 歌」 「暮 春 陪， 1 州 大王 池 亭， 同：， 賦 度 水 落 花， 來各 分， 

1 字 ー應り 敎、」 「沙 門 敬 公 集 序」 等 皆 誦すべ し。 

江 談鈔に 大江匿 房が 近世の 才子 を 評して 曰く 橘 在 列 は 源 順に 及ばす 、順 は 大江以 

言 と 慶滋保 胤に 及ば す、 皆 1 時の 傑な りと いへ るを载 す。 以て 順が 才學を 知る ベ 

平安朝 時代  一 一一 


し。 橘 在 

源 英明と 

なりし な 

高 力 らす 

周禾 致： 

館； 三 刀 

淸 原 眞 友 

事 あり。 

黄 紹幼婦 

修 曰く 解 

り と。 是 

歎じて 曰 

幼 婦は妙 

讚した る 
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列ば 卽ち沙 

疊韻 の 

らんが 

して 遊 


二 


贈答 


、之 


-ぽ f  ノ 

ヒ. K ガフ 

幾，， 九州， 

にも 字 

世說捷 

外孫 螯 

せ り。 

に 於て 

ヽ 45.?  ~> 

く^ 力 

な り。 

語 な 


の 


門 敬 

詩 十 

因 て 

作 こ 

仙 儔、 


詩 あ 


各 

才 卵 

外孫 


八 字 

く予 

の 得 

に 及 

は 好 


公 な 

二 首 

作詩 

過 ぎ 

加 .馬 

_ 共 に 

の 曹 

を 題 

も 亦 

た る 

ば ざ 

な ，9 


順 は 詩文 


り。 門人に 

扶桑 集に 在 

の進步 せし 

ざ れ ど、 參 考 

馳，， 高 駕； 求 k 

文粹 にあり、 

操が 曹娥の 

せり。 操 解 

之 を 思 は ん_ 

所 を 記し て 

る 事 三十 里 

リ 螯 曰は辭 

秀でた るの 


正 

爲 


當 

相 

と 一 

み 


通. 源 

二 首 

る ベ 

_ 一  载 

裘 i 


な 


の 流 

を 過 

能 は 

く 華 

す。 

是亦字 

。 絕妙 

らす し 


爲憲 あ，^。 敬 公 

の 疊 韻 は當 時に 

し。 叉 字訓 詩 一 

す。 

香 連 錠 馥、 秋 木 葉 落 楸、 官 ^» 飽， 門 


は 橘 在 

在りて 

首 あ ，9- 


な t 

^ 事 

詩 品 


るべ し。 支那に も 同 

時に 楊 修が從 ひし、 碑 

て修に 解す る や 否 を 

里に して 操 曰く 予亦 

二人の 得る 所 相 同じ 

の 文な り。 黄 紹は絕 

辭 となる。 曹娥の 碑 

• 朱 雀 天皇の 承 平年 中 


樣 の 

背 に 

問 ふ < 

) 操 

な り 一 

文 を 

に 「和 


名 類聚 抄」 の 撰 あり。 「類 

漢字 を 普及せ しめたる 

芽し 二 般 にも 漢字が 多 

るは異 むべ き 事 な り。 

藤 原 佐 世 の 「現在 書目」 に 

れ ど和譯 書に あらす。 

日本 紀 私記 等に よりて 

れ ば和譯 書に あらざる 

は歸化 人に て 其 人の 撰 

るべ けれ ど、 限 ら れ た る 

の 學者は 和名 を 調べ る 

文 家 は 成句 を鵜吞 にし 

和 名， 弃 而 不 是 故 雖，， 一 

疑-云 々」 と いへ り。 詩文 


聚 抄」 は 漢字 を和譯 せる 字書に して 之に 依って 漢文 を 解し 

功 は絕大 な. -しは 疑 を容れ す。 奈良朝 以後 漢詩 漢文が 萌 

く 使用され たるに も拘ら す、 漢 字 を 和譯 せる 字書の 出 で ざ 

何 か簡單 なる 書 ありし にあらざる かと 思 はるれ ど 傳らす „ 

は 顧 野 王の 玉篇 三十 一 卷、 開 元 文 字 三 十 卷、 字 書 二十 卷が あ 

噴の 書せ る 和名 抄 序に 顺は辨 色 立 成. 楊 氏 漢語 抄. 和名 本草. 

此の 書 を 著 はせ りと あり。 辨色立 成 は 現在 書目に 載せ あ 

べし。 楊 氏 漢語 抄は 和名 抄 引く 所に よれば 和譯 あり。 楊 

せる 漢字の 和譯 なるべし。 和名 本草. 日本 紀 私記 は 和 譯 な 

文字に 止まる を 以て 完全なる 和 譯書を 見る 能 はす。 當時 

事な ど を 滑と せす し て、 各 人の 意に 任せて 漢字 を解釋 し、 詩 

て 之 を 用 ひ 居りし と 見 え 、順 は 序文に 其の 事 を 論じ て 、「至： 一子 

百跌文 館詞林 三十 卷白氏 事 類； 而徒 備， 風 月 之 與； 興 決， 一世 俗 之 

は是れ にても 通すべき なれ ど、 經 書 歷史に 至 つて 正確なる 
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和譯 字書な かりせ ば、 手 の 下し 樣 なしと 思 はる。 之に 因ても 當； 時 の 學風を 想像 す 


ベ し。 

類聚 抄は 全十卷 にて 百 二 

記して 簡單 なる 注 を 施 せ 

載せす。 狩 谷掖齋 曰、 「日. 月 

此 の 說 從 ふ ベ し。 

陽 烏。 歷天記 云。 日中 

氏 私記 云、 夜 太 加 良須。 

此 間 云、 望 月 毛 知 互 岐、 

星。 說文 云、 星、 萬 物 精 上 


十八に 分類して 天 部に 始まり 木 具に 終 る- 

り。 「日。 造 天地 經云、 佛令 寶應聲 菩薩 造 日- 

ま 人. 子. 顏. 目. 口. 毛. 身. 烏 皆 不 k,, 和 名，、 衆 人 所， 明 

有 J 一一  足 烏： 今 案文 選 謂，， 之 陽 烏； 日 本 紀 謂， 之 

望月 釋名 云、 望 月大 十六 日、 小 十五 日、 日 在.， 東 


. 每字 和名 を 

ビ 日に 和名 を 

知： 故 從略 也」 と、 

頭 八 烏； 田 

月 西 遙相望 也 _ 


所， 生 也、 桑 經反保 之、 

その他の 詩人 

奈良 朝以來 流行 を 始めし 漢文 學は、 平 城. 嵯 峨. 淳 和. 仁 明. 文 德. 淸 和. 陽 成. 光 孝. 宇 多. 醍醐. 

朱 雀. 村 上、 十二 朝の 百 三十 餘 年間 を 極 盛時と す。 朱 雀 天皇の 時 東に 卒將 門、 南 海 に 


の 前後よ 

に 歸嚮し 

き 著 を 見 

姓名と 此 

す。 


和文 和歌の 流行 

漢詩 漢文の 力 を 

に 至りし な り。 

時代の 作品 を 集 


藤 原 純 友の 反 ありて 人心. 穩 かなら ざ， りし と、 醍 醐 天皇 

起り しょ り、 漢 詩 漢文に 力 を 5^ ひし 人 も 漸次 和文 和歌 

和文 和歌に 用 ふる 事と なり て、 源 氏 物語 枕の 草紙の 如 

今上に 述べた る 諸氏の 外に 此の 時代に 顯れ たる 人の 

めた る 詩文 集の 書 を 載せ て、 平 安 時代の 局 を 結ばん と 

橘 廣相 寬平ニ 年卒、 年 五十 四、 文集 八卷 

朝 官當唐 名略鈔 皆 逸 

巨 勢 文 雄 陽 成 天皇 元 慶年屮 越 前 守と なる。 

紀 淑望 紀長谷 雄の 子、 漢 文 古今 集の 序 を 

善 淵永貞 光孝 天皇 仁 和 元年 卒、 年 七十 三。 

三 統理平 村 上 天皇 の 康保年 中卒、 三代 實 

惟宗公方 本朝 月 令 を 著す。 逸。 

惟 宗允亮 公方の 孫、 類聚 判 集、 百 卷宗河 記 を 著す。 逸。 一 條 天皇の 寬弘中 河內守 

を 兼ぬ。 

平安朝 時代  一一 五 


作 る 


,延 喜 格の 撰 に 參 す- 
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大江 維時 千古の 子、 村 上 天皇の 應和 三年 卒、 日 觀集を 著 す。 逸。 . 

大江以 言 大江 淵の 孫 

大 江匿衡 後冷泉 天皇 永 承 元年 卒。 江 吏 部な り。 

大江時 棟 一條 天皇 長德 三年 進士 及第。  ■ 

橘 直 幹 冷泉 天皇 侍讀 

橘 正 通 圓融 天皇 天祿 年中 加賀掾 となる。 

源 爲憲 三條 天皇 長 和 三年 美 濃. 加 賀ニ國 の 守と なる。 本朝 詞林を 著す。 逸。 

藤 原爲時 三條 天皇 長 和 五 年 園 城 寺に 入りて 僧と なる。 

慶滋保 胤 管 原文 時の 弟子、 後 僭と なり 一條 天皇 長德 三年 卒。 日本 極樂 往生 記 を 

著す。 逸。 

慶 滋善滋 保 胤の 姪、 民 部 大輔兼 文章 博士たり 世に 善學 士と稱 す。 

紀 齊名 一條 天皇の 時大內 記に 任す、 扶桑 集 を 著 す。 存。 

藤 原義 忠 後朱雀 天皇 長久 二 年 卒す。 

藤 原明衡 後 冷，：： 水 天皇の 時 大學頭 文章 博士 東宮 學士 となる、 雲 州往來 三 卷、 本 朝 文 


粹 十四 卷， 本朝 秀句 五卷を 

以上 大 日本史 文學傳 による。 卒年不 

す。 

平安朝 時代の 詩文 集 


近 江 奈良朝 時代の 詩文 集 は 

秀麗 集、 經國 集なる が 己に 述 

扶桑 集 ニ卷。 殘缺不 完本な 

三 品， 都 良 香. 源 順. 橘 在 列. 源英 

林 驚 峰の 跋 に 「嘗 て 聞く 後 一 

輯 して 扶桑 集と いふ 云々。」 

な り。 管 三 品の 卒せる は圓 

るべ から ざれ ど；^ 喜 以來七 

九の ニ卷 にて 全卷數 は何卷 

平安朝 時代 


し 


著す。 

明なる 


本朝 文 粹は存 

人 は 任. M の 年 


風 藻な 

た れ ば、 

.收 むる 

等な り 

.KF 力お 

あ- 延 

天皇の 

の 作 を 


力 


る 事 は 

,% 菅 原 

. 天曆 

齊 名に 

喜 以 來 

天 元 四 

輯 めた 

も 知る 


前に 述べ たり 

扶桑 集 以下に 

道眞. 三 善淸行 • 

以後の 撰なる 

勅して 延喜以 

七 代と いへば 

年 なれば 此の 

る 集なる べし 

ベから す。 惜 


擧 


ベ 

醍 

0 

〕 

し 


逸 

て 


其 

さ 


の 

王- 

力 

ベ 


次 

-江 

し 


す。 • 

其の 時代 を 示 


は 凌雲 集 

ん。 

相 公. 紀納 

者 不明な 

詩 律文 章 

よ hy  A 融 

なるや 否 

る 者 は 第 

. 詩數九 

七 


文 華 

言. 菅 

り 0 

天皇 

は 知 

七 第 

十四 


江 相 公. 紀 

本朝 麗藻 

當 時の 詩 

は 上下 二 

一條 天皇 

より 推せ 

年 七月に 

作 を 多と 

本朝 無題 

德兩朝 頃 

重複す る 

何人の 撰 

姑く 無題 

年に して 


ぼ 本 漢文 學. a"  一一  八 

納 言 等の 作 を 多と す。 江 相 公 は 大江維 時、 紀 納 言 は 紀長谷 雄な 

林 鷲 峰の 本朝 一人 一首に 寬 

と 名 づけ、 一 卷存し 一 卷 逸す 

を缺 く。 驚 峰が 見た る は 上 

平 親王 を 中 書 

る 事 疑な し。 

中の 撰と する 

て 仲宣の 子な 

安 朝 時代 最後 

は 藤原忠 通の 

題の 無題 詩に 

編輯 已に 成り 


ニ卷。 It ハ者 不明なる が 

ニ卷を 撰して 本朝 麗藻 

卷 なれ ども、 上卷 首の 處 

の 御作に 御製と あ わ、 具 

ば 二 條 天皇 時代の 撰な 

薨 去され た れ ば 、寛 弘 年 

す。 以言は 玉 淵の 孫に 

詩 十卷。 撰者 不明。 平 

ま で を輯 む。 最も 多き 

者十數 首に 過ぎす。 標 

な る か を 知 ら す。 蓋 し 

詩と 稱し 居た るか と。 

卒せり。 此 の 集 法 性 寺 


王 と し、 藤 原 伊 

叉 具 平 親王 伊 

も 誤な かるべ 

り。 大江氏 世 

の 詩集に して 

作 九十 餘 首な 

つ き て、 林 鷲 峰 

て 未だ 其の 名 


忠通 はニ條 帝の 應保ニ 年に 

殿下と 稱 する によれば 其の 


弘 年中に 高 階 積善が 

と あり。 今存 する 者 

下の 中ー卷 なるべし。 

周 を 儀 同 三 司と せる 

周 は 同 天皇の 寛弘六 

し。 江以 言、 中 書 王、 の 

系に 記せ り。 

一 條 天 皇 よ 鳥 羽. 崇 

う。 法 性 寺 入道 集と 

の 一人 一首に 此の 集 

を 題せ ざり しを以 て 

致仕 剃髮 せり。 後 二 

撰忠通 致仕の 後に 在 


に 左 右の 者に 命じて 編 

書籍 目錄 十三 卷と あり 

本朝 文粹 十五 卷。 藤 原 

至る 十五 代 二百 餘 年間 

詔. 勅書. 官符. 論. 奏. 序. 讚. 論 

明衡は 後冷泉 天皇の 時 

に 在らせら る ゝ 時、 常 に 

ェ にして 後 拾遺 集に あ 

文粹 中に 採る 所 は 菅. 江 

爲 なるべし。 詩 は懷風 

の 漢文 學を 知らん とす 

文の 詩 あり。 他の 集に 

の 詩に 曰 く、 「明 王 施. 化 瑞 

此の 詩 は 七 言 古に て 長 

. 平安朝 時代 


輯 せしめた るか 云々。 鵞 

0 現存 本 は殘缺 なる か。 

明衡 撰。 嵯峨 天皇の 弘仁 

の 文 を 採 り、 部 類 を 分け て 

.0.0 文. 落 書. 台 狀. 祭 文. 願 文 

の 人に し て、 雲 州 往來を 撰 

左右に 近侍せ り。 其の 詩 

り、 和漢 文 學に兩 通せし 人 

二 家の 作 尤も 多し。 當時 

藻 以下 時々 に 撰 集 あれ ど 

る 時 は 此の 書に 據ら ざる 

なき を 以て 此に說 明す。 

昭然、 月 照，， 階萁， 水醴^ 侍衞 

き 作 なれば 略して 最初の 


峰の 說實を 得た らん。 本 集 御室 


年中よ 

輯錄せ 

な t 

せ る 人 

數十篇 

な り。 

二 家が 

文章 は 

へ 力ら 

二 首 共 

官拋霜 

四 句 を. 


な 


一 條天 

り。 後， 

題 詩 中 

集を始 

。 文粹 

橘 在 列 

欽、 人臣. 


皇 

詩. 


の 


寬 

合 


三條天 

に 在り 

て 牛耳 

と す。 

中の 詩 

の 作な 

節 伴 雪 


離合 體 

一 一 九 


仏 年中に 

廻文. 三 言. 

皇が 東宮 

0  ,S 狄 こ 

を 執れる 

故に 我國 

に 離合 廻 

り。 離合 

松 堅」 と。 

は 右に 示 


H! 本 is- 文學史 

す 通 6 第一 句の 首 字の 

首 字に 用 ひて 句 を 作る 

を 用 ひ、 三 句の 首 字が 侍 

と い ふ、 迴 文と は 上から 

いふ。 在 列の 例 は 下の 

紅 添. 砌、 菊 花 黄 滿 、團 團 

寒 韻の 詩と なる。 ニ體 

用して 矢張り 廻文と い 

後の 作を輯 む。 

次に 朝野 群 載 二十 三卷 

部類 爲. 兰十卷 ；號 曰， 朝野 

久は鳥 羽 天皇の 時 なれ 

衡、 以言、 匡 房 等な り。 今 

た り。 


分 を 第二 

い ふ、 第 一 

る を 以 て 

如し。 「寒 露 

月 聳. 嶺、 皎 皎 

とも 唐 時代 

ふ。 次に 藤 


三 善爲巌 

载； 永久 三 

卒 安朝最 


句 の 

句 の 

四 ，w 

も 詩 

曉霑. 

水澄. 

に ^ 

原季 

の 撰 

暦 丙 

末 の 


よ 


十八 干 九， 


首 に 

首 字 

の 首 

と な 

, 葉 、晚 

戲 の 

な り( 

申 之 

撰 な 

十三、 


用 


力 


作 


歲、 


ひ、 第三 句 

明なる を 

人 字 を 用 

下 か ら 順 

凉 動. 枝、 殘 

讀 めば 支 

と し て -,  仃 

本朝 文粹 

自 序 に 「多 

家 之 儒 

乍 者 は 


一 二  0 

の 首 字の 半分 を 第 

以て 二 句の 首に 半 

ひたるな り。 之 を 

に讀 みても 詩と な 

聲 蟬 導 穆 、列 影 應 離 

m の 詩と な り、 逆 に 

はれし 體 なり。 和 

十四 卷 あり。 本朝 

集， 反 故 之 體； 以 爲.， 知 

爲 康抄. 之 云 々、」 と あ 

前 中 書 王、 源 順、 大 江 


分 


る 


句 の 

の 月 

合 體 

作 を 

, 蘭 色 

め M 


文粹以 

新 之師， 

る。 永 

匿衡、 明； 


十 sn 一十 五、 二十 九、 三十 の七卷 


雜 言 奉 和 ー卷。 坂 田 永 河. 薈 原 淸 公. 滋 野 贞 主. 島 田 忠 臣. 大 藏 善 行. 藤 原 時 平. 三 善 淸 行 

等の 作を輯 む。 撰者 不明。 詩數 四十 五。 雜言奉 和と は 第一 坂 田 永 河の 詩 題に 雜 

言、 奉. 和-一聖 製： E 上 落 花詞 一」 と あるに より 首の 四 字 を 取る 姑く 書名と せ る ならん。 是 

にて 平安朝 時代の 詩文 を悉 く せ り と 思 ふ。 

此の 外に 「粟田 左府尙 齒 會 詩 賦、 一 「光源氏 物 語 詩、」 「天德 三年 八月 十六 日鬪詩 行事 略 

記、」 「善 秀才 宅 詩 合、」 「詩臣 詩 合、」 「殿 上 詩 合、」 「資 實長 兼兩卿 百番詩 合、」 「泥 之 草 再 新」 

の 諸 書 あり。 本朝 文粹. 續 本朝 文粹. 朝野 群 載の 外 は 群 書 類聚に あり。 詩 合 は 和歌 

の 方法 を 詩に 應 用した るに て 亦 以て 詩の 流行せ る を 知るべし。 天 德は村 上 天皇 

の年號 なれば 其の 頃より 始まりし と 思 はる。 鬪詩 行事 略記 は， 鬪 詩の 行事 次第 を 

略記せ り。 先づ 左右の 頭 を 作. - 八月 一日 御前に 於て 之 を 定められ、 左 を 民 部大輔 

源 保 光と し、 右 を 右兵衞 督源 光と す。 題 は與. 月 有： 一秋 期， (絕 句) 蘭氣 入， 輕 風， (薰 字) 螢 飛 

白 露 間 (書) 等 十 題な り。 會 は淸凉 殿に て 催され 當日申 刻 天皇 出 御： 王 公卿 士列 坐す。 

左右 各 二十 人、 階の 南北に 列 坐す。 左右の 方 人 納詩匣 を 執りて 殿上に 置く。 左右 

頭 殿に 上る。 左 頭 保 光に 講讀師 を 命す。 右 亦 之に 同じ。 大江 維時に 判者 を 命す。 

平安朝 時代  ニニ 


ぼ 本 漢文 學史 


の i 

ジ S..P 


師各第 一 詩を讀 みて E 蓥の上 


次に 左右 

5 ソ 0 

左 

何 秋 與. 月 不，， 相 思； 豈 若 今年 二八 時、 爲 


右 

金波 捲 

判者 右 を 

題に 就て 

は 此の 式 

全 \ゲ 事 

日淸 書し 

行の 時代 

て 學問不 

に それに 


每相 

以 て 

同樣 

な し 

記 に 

て 呈 

に 此 

振と 

就 き 


思、 不& 凉 風 

勝と す。 因 

の 式 ありて 

0 唯 勝者が 

载 せたり。 

出せし なら 

すれば 詩 風 

なりし に歸 

見 を 述べ 


月 

者 

上 


時、 定 

の 二 

と な 


の 


ん- 

ん 


乍 

者 


に 下、 り 

れど更 


菅 

向 ，_ 淸 凉 

橘 

識聖明 

十人盃 

る。 此 

を 勸 む 

にあら 

の 判の 

同日の 

に大 な， 


次に 判者が 


原文 時 

風 景， 奏、 望 JM 

直 幹 

鸞 殿上、 淸光 

を 左に 勸め 

れ皆 歌合の 

る 支那の 射 

すと 田 5 はる 

如く 此の 詩 

論に あらす 

る 原因 あり 


有，， 萬 年 


其 


右 

其 


し 


-萬年 

よれ 

同 じ 

は 其 

を 優 

の 原 

•J ら 


る 


の 


ニニ 


を定 むるな 


， 

德 

よ 


ん 


とす。 然 

因 は 多く 

ややと © 


殘， -の九 

0 支那に 

詩の 作 は 

示 され 當 

し 道 眞. 淸 

王政 衰へ 

はる。 次 


和歌 和文の 勃興 

萬 葉 集が 平 城 天皇の 代に 撰ばれた 

の 貫 之 等 古今 和歌 集 を 上りたり。 

の 序詞 は 漢文なる を、 古 今 は 和文に 

せり。 例へば 開 卷在原 元方の 「舊年 

り かかれる を 詠め る」 な ど 短文 なれ 

以て 之 を 出した る は 初 唐の 文を學 

之 を 萬 葉 時代の 漢文と 比較す る 時 

り。 奈良朝 時代に は國 語を寫 すに 

歌 を 見て 知るべし。 後、 其の 不便 を 

に 至りし は、 奈良 朝の 終りに 述べし 

歌 和文の 大 なる 進步を 見る に 至れ 

間に 就き 和文の 狀況 如何な りし か 

平安朝 時代 


る 後 百年 未満に し 

之 を 萬 葉 以後に 出 

て 書か れ、 極 めて 簡 

に 春 立ちけ る 日 詠 

ど 名文と 稱 すべし 

びた る 痕跡 あれ ど. 

は、 其の 優れる 事 幾 

漢字の 音訓 を 借り 

感じて 略 符號を 作 

通りな り。 是 より 

り。 今 萬 葉 集 編纂 

を 略述 せん。 


て、 醍醐 天皇 の 延喜 

來 たる 歌集の 始と 

潔に して 善く 其の 

め る、」 素性 法師の 「雪 

. 美辭 麗句 を 用 ひ 

和文と して 上乘な 

等なる か 知る ベ か 

て 用 ひ 居た る は 記 

り、 之 を 假名と 稱し 

して 假名 文字 廣く 

後、 古今 集 編纂に 至 


五 年に 紀 

す。 萬 葉 

意 を 悉く 

の 木に 降 

て 駢體を 

る 者な り 

ら さる な 

. 紀. 萬 葉 の 

て 用 ふる 

亍 よ i -、, S 

る 約 百年 


tn 本 漢文 學史  一二 四 


和文 書と して 第一 に癜 

りて 生業と せる さぬ き 

思 議に思 ひて 見る と 三 

かぐや 姬と名 づけて 養 

皇 子. 大 臣. 大 納 言 等の 五 

を爲 さば 結 娘 せんと 申 

唐土の 火 鼠の 衣、 寵 の 首 

人 は 之 を 得ん とて 努力 

入らし めんと 給 ひしが 

月 を 見れば 殊 に甚 し。 

る 罪 ありて 人間 世界に 

月 十五夜に は 月の 都よ 


ぐべき は 竹 取 物語 

の 御 奴と いふ 翁 あ 

寸 ばかりの 女子 竹 

育したり。 年頃に 

人 は 其 の心尤 も 切 

し 出で たり。 其の 

の 玉、 燕 の 子安貝の 

したれ ど 皆 失敗せ 

之を辭 せり。 姑く 

翁 之 を 問 ひたれば 

下 さ れ、 翁 の 子と し 

6 迎 の者來 るべ け 


な 

の 

な 


竹 取 物語 は 野 山に 出で 

日 竹の 中に 光 ある 竹 を 


中 


ありし かば 

りければ 婚姻 を 

りければ 難題 を 

難題 は 天竺の 佛の 

五で、 之 を 其の 人人 

り。 天皇 之 を 聞き 

て姬 憂鬱に して 

曰く 予 はもと H? 

養育され て 二十 

ば、 翁 夫婦に 別れ 

を 著て 天に 上 


其の 女を携 

求む る 人 多 

出して 其の 

石 の 鉢、 蓬 萊 

に 割り 當て 

勅使 を 遣 は 

樂しま ざ る 

の 都の 者な 

年を經 たり 

る 事の 苦さ 

-5 去うたり 


、竹 を 取 

見出し 不 

へ て歸 り、 

く  4  ： も 

通りの 事 

の 玉の 枝、 

たり。 五 

し 宮中に 

もの 累日、 

れ ど、 犯 せ 

。此の 八 

にかく 悲 

。天に 上 


むな りと。 其の 夜に なれば 迎 と共に 天の羽衣 

るに 際し 羽衣 を 著れば 心 異なる 者 なれば 著ざる 前に 一 言 ^し 置くべし と て、 不 死 


の 藥 と 

は駭河 

づ け 給 

源氏 物 

を 合せ 

の 始め 

に 著作 

後なら 

取 翁 也. 

も 神仙 

あ ら ざ 

我國上 

傳 說 な 

C  liili  M 


P 

不 


に 奉 

士山 


合 の 

さと 

の み 

代不 

い ふ 

季春 

に 近け 

ベ し。 

に 於て 

の 一 


る 文 一通 を 認め 

に 送り 其の 藥を 

竹 取 物語の 梗槪 

卷 に 「ま づ 物 語 の 

あれば 竹 取が 物 

ならす して 實に 

明 なれ ど、 文 章 よ 

人 あれ ど 今少し 

之 月 登， 丘 遠 望、 忽 

れど、 竹 取 物語 は 


其 


か 、 る 說話は 多 

なり。 浦 島實は 

九 詠， 水 江 浦島チ 長歌 に あ 

平安朝 時代 


て 上 

燒 か 

は 右 

い で 

語 の 

今 日 

り 考 

早 か 

値，， 煑 


水 江 


天 

察 

其 


せ 

之 


翁 


せ ら 

の 島 


な 

る 


め 


0 

れ 

子 


は 二 

そ れ 

0 

の 親 

論 な 

文 の 

安 の 

ふ。 

子， 云 

て 萬 

た る 


の 後 浦 島子傳 


品 を 

よ り 

な る 

き 事 

祖 な 

初期 

萬 葉 

々」 と 

葉 の 

如し- 

W 島 

一 卷 


御門に 捧げ けれ ば、 御 ^ 

此の 山 を ふじの 山と 名 


取 

ーヽ 


の 翁に 空 穂の 俊 隆 

べし。 竹 取 は 物語 

し。 竹 取の 作者 並 

ベ し。 文德 天皇 前 

に， 昔 有，， 老翁， 、號 曰，， 竹 

り。 此の 竹 取 翁の 話 

取 翁 を 翻案し たるに 

今 世に 稱 する 浦 島の 

說 は 書 紀雄略 天 皇 紀、 

り。 何人の 撰な る か 

ニー  五 


本 漢文 學史  一二 六 


不明 なれ 

文に よれ 

窟に 類す 

尋 い で 出 

ば 古今 集 

なり。 卒 

こ 過ぎ や 

H  、プ  - 

なれり。 

時代の 枕 

材料と な 

の 中に 人 

夷 障に 竹 


ど 

れ 

以 


なり。 此等を 作 


延喜 二十 年 作の 續浦 島子傳 記に、 「所謂 浦 島子傳 古賢 所. 撰 

延 喜 以前の 作なる べし。 二 偉 共に 漢文に て 唐 代 傳奇の 

ど、 文 章 は 游 仙窟 を 襲 ひ た る 痕跡な し。 

たる を 伊勢 物語と す。 伊勢 物語に ある 歌、 古 今 集に 多く 

前の 作なる べし。 次に 紀貫 之の 土 佐 日記、 大 井川 行幸 

天皇 以後 酲醐 天皇 時代に 至る 間の 作に て 今日 存 する 

思 はる。 竹 取 尤も 古く、 土 佐 日記 稍 新しく、 文體も 古拙 

より 後 冷 C 水 天皇 時代の 落 蜜 物 語、 圓 融 天皇 時代の 宇都 

紙、 源 氏 物 語、 紫 式部 日記 等. 皆 漢文に 比すれば 模寫 精密 

多く 此 等の 書に より 和文の S 礎 始めて 確立せ り。 而 

し 者 は 或は 我國 の古傳 說、 漢 文、 神 仙 說、 佛 敎 思 想より 取 

りし 事 は寶樓 閣經に 竹の なかに 1 童子 を 生す る 話 あ 

剖き て 一男 子 を 得た る 事 を 書せ う。 二 書 は 皆 男子な 

換 へ た る か、 或 はかぐ ゃ姬 0 古 傳說に 本 づきし 


也、 其 言 

文な 

採れる 

歌 序 等 

は 上記 

物語、 一 

して 漢 

て、 此等 

し 者 多 

。 後漢 

が、 竹 取 

。 難題 


不. 朽」 の 

. 游仙 

を 見れ 

も 妙 文 

の 諸 記 

優美と 

條 天皇 

文 情緒 

和文の 

し。 竹 

書 西南 

は 女子 

として 


呈出せ 

は佛敎 

じ。 宇 

說 なり 

力ん と 

琴を彈 

る 聲 聞 

り阿修 

三十 九 

して 琴 

取に 此 

細敍せ 

る 事、 唐 

の 源氏 


る 五箇の 寶 物、 蓬 萊 の 

なり。 燕の 子安貝 は 


し 

歲 

す 


保 

夂 

て 

る 


三 

帀 


語 は 

十三 

人 に 

以 て _ 

嗟 蛾 

と し 

其 の 

の 手 


圓融 天皇 

歲 にて 進 

會 ひ波斯 

逢 ふ。 此 

三人に 暇 

の 力 を 借 

天皇の 時 

て 世 を 終 

111 一 p 事 一 1 个 

こなり し 


り、 婦 人 

に 行く 事 等が 出世の 

物語 も 宇都 保に 加 ふ 

平 i 女^持^ 


玉 の 

我國 

時代 

士 と 

に あ 

を 請 

り て 

日本 

り た 

に 涉 

者 な 


の 首の 玉、 火 M の 衣 


る 


物な らん か- 

と稱さ る- 

り、 十  六歲に 

流せ、 り。 波 

事 三年に 及 

木 を 伐る 音 

の 材料と な 

歸 . り 、式 部 少 

。 以下 女子 

記載 極めて 

ん。 此の 物 

して 人々 の 

麗の 筆を以 


不死の 

靑原俊 

遣唐大 

國の山 

-此 よ り 

手賴， り 

桐の 木 

東 宮 學 

榮 華の 

細に し 

二より 

望す る 

せし にい 


は 漢文な 

藥は 漢文 

薩 及び 其 

畐 使 


力 

三 

を 

ぎ 


木 を 

年 を 

て、 再 

^ せ 

1  一一 0 IT- 

に 衣 

る も 

り し 

す- と 


り。 佛の石 

なり。 羽衣 

孫が 傳 

な り、 唐 

木の 下 

音、 琴 を 

或る 處 

斯國に 

. 後官 

宇都 保 

度 等の 

當時 漢文 を 

を 知る。 紫 

田 3 はる。 

一 二 七 


の 子 

か に 

檀 の 

伐 る 

び 波 

ら る 


の 鉢 

も 同 

己 ト 

さ 一 P  / 

I 一  于 

. >  \ィ 

に て 

彈け 

に 至 

反 り、 

を辭 

よ t 

事 を 

治 む 

丄句 


次 に 

著 は 

稽 を 

醉客 

屯 n 

糸 7 


日本 漢文 學史 

淸少納 言 の 枕 草紙な 


せ 


花^ 喝： 

勤，， 求 儉 

右の 類 

納 言 は 

次 を 源 


り。 枕 草紙 

へ て 世を諷 

必不來 

^ 把 fe: 呼. 

不快 意 

花時 無： 

殺風景 

道 花 下 曝. 

必 富 

用， 子弟 一 

な り。 宋 の 

紫 式部より 

氏 物語と す- 


淸 少 納 言 は 淸原元 

の 體裁は 唐の 李 商隱の 雜纂を 

したる 者な り。 其の 一例 は 

狗 窮措大 ，妓 女， 

酒 築. 墙 遮. 山 

棍 ^！^ゃ鹤 燒， 琴 

ふ 不ま， 酒 色 

王 羣 玉、 蘇 東 坡、 明 の 黃 允 文、 淸 の 

十歲 ばかりの 長者に して 漢詩 

. 源氏物語 は 紫 式部の 著な， - 


輔の 女に て 文才 

學 びし 者な り。 


一 二八 

ありて 此の 書 を 

商 隱の雜 纂は滑 


韋 光黻 にも 同樣 

和文に 長 じたる 

. 桐 壶の卷 よ ゆ 


の 著 あ， り。 淸少 

人 な り。 

夢の^ 檑迄 五十 


四帖 あり。 光源氏 一 代 を 記述せ る小說 にて 當時 上流の 人々 の 生活 狀態を 細かに 

述べた る 者に して、 宇都 保に 比すれば 文章に 含蓄 多くして 極めて 上品な り。 材料 

として は佛 典. 漢 文より 取る 所 多し。 源氏物語に よりて 上流 者の 生活 を觀れ ば、 春 

の 花、 秋の 紅葉に あこがれ、 四時 遊 典に 耽. 0- 飮食 男女の 樂を 事と し、 京 を 去 る 一 步 外 

の 地に 餓死 凍餒の 民 ある を 知らざる 有樣 にし て、 將 門. 純 友 の 反、 數 年の 後に 發 し、 朝 

權 武門に 歸 する を 夢にも 知ら ざり しが 如し。 恰も 開 元 時代の 人が 安祿 山の 亂の 

起る を 知らす して 目前の 太平 を樂 しめる と 同じ。 柬西 一揆と いふべ し。 

倭漢 朗詠 集 

峻峨 天皇 前後より 一 條 天皇に 至る 二百 餘 年間に 詩 賦. 文 章の 學大に 進 み、 菅 原. 大 江 

の 兩家を 首め とし —，— 小 野 篁. 都 良 香. 島 田 忠臣 等の 漢詩 文 家 輩出して 漢文 學の流 

行 盛んな りしと 共に、 和文 和歌 も 其の 流 行 を 極めた る は 前に 述べた る 如 し。 其 の 

問 菅原道 眞. 源 順な どの 如く 和. 漢 の 文 學に兩 通し、 二者 共に 一 家 を 立つ るに 至 る 人 

も少 からす" 是に 於て 外來の 漢詩 も國 語と 調和す る 如く 讀 み 馴 ら し、 且 つ 一種の 

平安朝 時代  . 一 二 九 


R 本 1?^ 文學 一三 〇 

曲 節 を 案 出 し、 閑 居 遊 覽花晨 月 夕 饗宴 之 を 吟詠して 自ら 慰め 典 を 添 へ などす る 事 

流行す るに 至りき。 今 源氏物語の 中の 二三 を 引證 せん。 

おやき、 つけ て、 さ かづき もて 出 で、 「我 がふた つの 道うた ふ をき け」 と な ん き こ え 

ご ち 待し かど、 (帯 木) (此は 白樂： 大の 秦中吟 に-. SI  m 且 勿. 飮、 聽，， 我 欲-一 兩 途 "を い ふ な リ。) 

おなじ 舞の あし ふみお も、 ち、 世 に 見えぬ さまな り、 詠 などし 給へ る は、 是 ゃ佛の 

御 迦陵噸 伽の 聲 ならん と 聞 ゆ、 (紅葉 賀) 

/ 河：^ 抄」 に 曰く、 詠と は 舞の 中に 欲 ふ 事な り。 詠 は 小 野 篁 作、 「桂 殿 迎， 一 初 歳 I 桐 椟早年 媚、 前に 花 梅 樹 下つ 蛇ン 

I 燕 畫ラ梁 邊ー云 々、し S 昔 略、 此 の 意 不明。) 公任の 倭漢 朗詠 集の 出來る 前に 签の詩 を 集め 之 を 吟 詠 に 

Z 用 ひ て 詠 と稱せ る な る ベ し。  一 

「白虹 日 を つらぬけ り、 太 子 お ぢ た り」 と、 い と ゆるやかに うちす したる を、 (資 木) (鄒 

陽の 上書 の 「e 虹 貫, 日、 太 子 畏^」 の 文 な り、) 

「文 王の 子武 王の 弟」 と うちす し 給 へ る 云々、 (贊 木) (周 公且の 言 な り。) 

「恩賜 御衣 今 こ 、 にあ り」 な どす しつ 、入り 給 ふ、 (須 磨) (道眞 の 詩な り。) 

此の 如く 詩と いは す、 文 とい は す、 意 味 調子の 面白き 者 は 之 を 吟誦して 心 を 遣る を 

當 時の 風習と せるな りハ 此の 風習に 從ひ 人々 吟誦の 便に 供 せんとして 編輯され 


たる を 權大納 言 公任の 倭漢 

賴忠 の父忠 平に 二人の 子 あ 

兼 家の 子に 道 長 あり て、 實賴 

を 以て 公任 も 大臣た る に 至 

て 死せ り。 尤も 文 學の才 あ 

一— 實親 11 顆忠— 公 lii 


朗詠 集と す。 公任 は關 白太 政 大臣 藤 原 賴忠の 子な り „ 

り。 實賴. 師輔 な-り。 師輔の 子に 伊 尹. 兼 通. 兼 家 あり。 

は 兄 なれ ど 弟 師輔の 系 常に 藤 原 氏の 權を 秉れ り。 是 

ら すして 權大納 言 にて 致仕 出家し、 長久 二 年 七十 六に 

り。 齊 信. 行 き 俊 賢と 與に 四納 言 の稱 あり。 


忠平 I 


一— 伊 尹 

I 師輔 I— 兼 通 


_| 兼 家 —道 長 

倭漢 朗詠 集と は、 朗詠 に 供す 

集 を學び て、 春. 夏. 秋. 冬. 雜 の 五 

季節に 從 ひて 部類し、 其の 季 

の 

逐， 吹 潛 開、 不， 待，， 芳 菲 之 候， 、迎 

右 は 「立 养曰內 園 進お 賦」 中 の 

平安朝 時代 


ベ き 倭漢の 詩歌 集との 意なる べし。 

部に 分ち 春 は 立 春、 早 春、 春 典、 春 夜、 子 日 

節に あてはまる 詩歌 を 集めたり。 開 

春 乍 變、 將/ 布，： 雨 露 之 恩 一 

1 聯 なり。 次に 藤 原 篤 茂の 「立 卷日書 


編纂の 

，若菜、 三 

卷第 一 


體例は 歌 

月 三日と 

に 紀淑望 


.懷 呈，， 芸 閣諸文 友 

ニー 二  一 


首 を 

ん、 今 


出せり。 . 

年と やい はん 


H 本 漢文 學史  ニー 三 

の 詩 を 出せ \ 

池 凍， 束 頭 風 度 解、 窓 梅 北面 雪 封， 塞 

次に 在 原 元方の ふる 年に 春た ちけ る 日よ める 歌 一 

年の 內に は來 にけ り 一 ととせ を、 去 年と やい は 

次に 白 居 の 「府 西 池 の 詩」 を 出せり。 

柳 無 k 力， 條 先 動、 池 有，， 波 文， 氷 盡 開 

今 日 不. 知 誰 計^、 赛風春 水 一 時來 

次に c:^ 春 道 の 石山 寺， 立 i 朝 作」 の 詩 を 出せり。 

夜 向， 殘更， 寒 磬盡、 奢 生， 香 火， 曉爐燃 

良 春 道 は 姓 惟 良、 小 野 直 同時の 人に て 

ふ。 ^に紀 貫 之の 春 立ちけ る 日よ め 

袖 ひぢて 結びし 水の 水れ る を、 春 立 

次に 壬 生忠キ の 「平^文の 歌合に よ み 


春 立つ とい ふ 計りに や、 三 吉 野の 山 


詩 名. 

る 歌 

つ 今 

^ り 

も 力 


其 

せ り。 

風 や 解く 

歌」 一首 を 


の 先 は 百 濟の歸 化 人な りと 


出 

け る 

すみて 今朝 は I 


ら ん 

出せり。 

見 ゆらん 


立春の 部に 收め たる は 以上の 數首 なり。 以下 皆 此の 體裁 なり。 紀淑 望. 藤 原 篤 茂 

の 作 は 拙劣 を 免れ ざれ ど、 良 春 道の 作 は 佳作な り。 然に句 調 は 皆 好し。 故に 當時 

貫 之 忠岑の 歌と 共に 愛吟せられ しならん。 此の 外 白 居 易の 「花 下 忘. 歸 因 一一 美 景； 樽 前 

勸」 酔 是 春 風、 背， 燭 共 憐 深夜 月、 蹈 同惜 少年 春」 「三 五 夜中 新月 色、 二 千里 外 故人 情、」 「遺 

愛 寺 鐘欹. 枕聽、 香 爐峯雪 撥 h 看、」 等 を 載せ 邦人 の 作に は 营三品 の 「笙歌 夜 月， 家家 思、 詩 

酒 奢 風處處 情、」 三統 理 平の 「天 山 不 fej 何 年 I 『合 浦 應％」 舊 曰珠」 慶滋保 胤 の 「鄕 淚 數行征 

戌 客、 棹 歌 一曲 釣 漁 翁、」 橘 直 幹の 「飄 簞屢 空、 草 滋 h 淵 之 巷； 藝 藝 深 織、 雨 濕 k 憲之 樞： _ 源 順 

の， 南 望 則 有 關路之 長，、 行 人 征 馬、 絡： 驛 於 翠簾之 下； 東 顧 亦 有，， 林 塘 之 妙： 紫 鴛 白 鸭 道， 遙 於 

朱 檻 之 前；」 紀 齊 名の 「山路 曰 暮、 滿 i 者 機 歌 牧笛 之 聲、 澗 戶 鳥 還、 遮 fe 者 竹 煙 松 霧 之 色、」 等 

を 載せたり。 唐詩に て は 白 居 易の 作 尤も 多 く、 次 は 元 稿の 作な り。 柿 村 氏の 考證 

に 其の 數を擧 げ、 白 氏 百 三十 句、 元 氏 十 一 句、 許 渾十 句と あり。 白 氏の 作文 句 平易に 

して 情緒に 富める を以 て、 邦 人に 愛吟せられ しならん。 唐 代の 詩人 は 白 氏の 外に 

李 太白、 杜 前の 二 大家 ありて、 殊に 杜 15 は慨慨 義憤の 作 ある を 以て、 邦人の 好む 所と 

なるべき 害なる に、 平 安詩人の作に杜詩ょ.^出でし作を見す。 杜詩を 解す るまで 

平安朝 時代  一一 一一 三 


の 力足ら 

に し て、 詩 

の 本國と 

して 一頓 

して 發達 

詠 集の 著 

ならん。 


1H 本 漢文 學史 

ざり し爲 なら 

品 も 唐詩に 近 

差な きに 至り 

挫 を 致せし は 

し來 りし 漢詩 

を 見る に 至り 


ん か 

し 0 

し な 

實 に 

が、 平 

し は 


。 然し 朗詠に 載 

此の 勢に て 進ま 

らん。 然るに 鎌 

惜しむべきの 至 

安 朝の 末期に 至 

■ 漢詩が 國 人に 同 


1 一一 一四 

する 三 統理平 以下の 作 は 皆 造 1^ 

んには 我國の 詩文 は 室 

倉 以後 漢文 學が衰 へて 

なり。 懷風藻 以後 和歌 

り て、 和歌と 合流し て 愛 

化された る 1 現象と し 


呂の 

徑路 

さ れ、 

見 る 


と 

て 


稳當 

は 其 

に歸 

異 に 

漢 朗 

き 者 


第 


鎌倉時代 

鎌 倉 幕府 創立の 後鳥羽 天皇 文治 五 年より 後醍醐 天皇の 元弘 三年 北條氏 滅亡まで 

百 四十 八 年 を 鎌倉時代と 稱す。 


朱 雀 天皇の 承 平年 間 南海に 藤 原 純 友の 

幸に 平定に 歸 せ るが 後一 條天 皇 の 時に 

に 安倍 時賴. 宗任. 淸原武 衡の叛 あり。 源 

るが、 國民 中に 朝廷 及び 國司は 詩歌 管紘 

ざ る 知 り、 朝 命 を 奉せ る 者 各處に 起る に 

氏に 屬 する 武士に 命じて 之 を 討た しむ 

遂に 鎌 倉 幕府の 創立 を 見る に 至りし な 

文 學を棄 て 法制の 事の み 王朝の 制 を 取 

を 置き 大江廣 元 を 別當と し、 中 原 親 能 を 

し 裁判 を 掌ら しむ。 建 久ニ年 正月. 政所 

事 奉行たり。 正 治 元年 問 注 所 を 郊外に 

し。) 

中原 親 能 は 明 法 博士 廣季の 子な り。 賴 

ひ、 公 文 所 を 置き 裁判の 事 を 司らし む。 


叛 あ り、 尋 いで 天慶 年間に 平將 門の 叛 あり 

平忠 常の 叛 あり。 後冷泉 天皇の 時に 束國 

の 賴 義. 義 家の 力に よりて 平定す る を 得た 

の樂に ふけ り、 弓 馬 刀 搶の技 は棄て 、 顧み 

至れり。 是に 於て 背 叛の徒 起れば 源平 二 

る 事と な り て、 漸 次 武人の 權 カを增 大して 

り。 是を 以て 鎌 倉 幕府 は 武力に 重 を 置き 

り、 王 臣を用 ひたり。 養 和 三年 十月 公文所 

寄 人と し、 問 注 所 を 置き 三 善 康信を 執事と 

を 置き 大江廣 元別當 たり。 中原 親 能 等 公 

移 し 康 信 執 事 た ..^-c  (政 所 は  <ム 文 所 の 改 稱 な る ベ 

朝が 兵 を 起す を 聞き 柬國に 走りて 之に 從 

親 能. 藤 原 行 政. 安 達 遠 元 等 を 寄 人と す。 後 


義經 

る が 

奉行 

起す 

别 當 

屬 た 

し に 

京師 

淸盛 

む。 

治 元 

の 外 

鎌 倉 

し て 


が 京師に 

親 能の 力 


と な 

を 聞 

と な 


康 

I 一 

見 


る- 

る- 

七 匕 

ム He 


本^ 文學史 

に 入る に 

に賴 り 

大江廣 

り て 之 

鎌 倉の 

母が 賴 


從 行せ 一 


走 


の 

氏 


詳. 5^ す 

を 滅ぼ 

て賴朝 

を 郊 外 

の 役所 

文 學 と 

す。 む 


て 兼 

元 は 

に從 

庶政 

朝 の 

必 す 

る を 

し て 

意 を 

に 移 

あ り 

稱す 

し ろ 


實攝 政と 

中 納 言 匡 

ひ、 公 文 所 

多 く 廣 元 

乳母たり 

使 を 遣 は 

得た る は 

後 患 を 除 

決して 兵 

すに 及び 

し 力 En 

べき 者 一 


朝、 藤 

なれ 

房 の 

ジ ^ 

の 畫 

し を 

し 京 

是 を 

か ん 

を 起 

■0  ii 一一 口 

も あ 

文と 


原 兼 實を攝 

り。 建久ニ 

曾孫 式部 大 


當 

見 


となる。 

に 出づ。 

て 心を賴 

消息 を 報 

て な り。 

せ る 時、 废 

り。 賴朝 

事と 

の 功臣 別 

な く、 吾 0 

る を 可と 


として 

賴 朝政 

維 元の 

永 三年 

康 康 信 

に屬せ 

ず。 . 

仁 王. 賴 

賴 朝に 

に關東 

判 事務 

た り。 

の 一 書 

" 唯 僅， 


に 便 

を 置 

"ふ り . 

所 を 

京師 


政の 敗 

を 定 

を 全 


め 


あ 


れ 

京 


ど 


三 六 

せ ん と 

くつ， 親 

賴朝 

置く に 

に 在り 

朝 伊豆 

束國に 

死す る 

陸 奥 に 

て 之 を 

委任せ 

、漢文. 學 

に 其の 


欲した 

有 么 事 

が 兵 を 

際し 叉 

て 中宮 

に 在り 

在りて 

に 及 ^6. 

逃れし 

召し； 止 

り。 此 

の 書と 

幾分 を 


遺せし に 過ぎ す。 然し 京師 も 高 倉 

大 極 殿、 八 省、 大學寮 等 全部 灰燼に 歸 


奠も太 政 官廳に 

辯 せん。 

本朝 通 鑑に淸 原 

本史賴 業の 傳に 

書 未. 傳、 其 所. 見 適 

大學を 除き 中庸 

此の 二 書に より 

疑 ふべき 者 あり 

二月 十八 日の 文 

中庸 注 事、 以， 本 

當， 淳 艘己酉 一也. 

享德 三年 は 後 花 


於て 行 ひた， -。 此 

家 傳を 引き て 「賴 業 

も 「嘗 讀， 禮記， 表，， 出 中 

相 合、 人 以 爲， 奇 云」 と 

のみと せる を異と 

て 世間に 流傳 し、 一 

. 何と なれば 二 書 

は 左の 如し。 

經 1 爲， 一家 說 -不. 被.， Is^ 新 

朱 熹 新 注 未. 渡 時 節 

園 天皇の 代に して 


天皇の 治 承 元年 

したる 爲に 天皇 

の 頃 淸原賴 業の 


讀ニ禮 首 一 

庸，、 據， 本 

あ 6 、本 

す。 其 

般に之 

の說は 

注， 之 由 

也、 自然 

足利義 


揭，， 出 大 學. 

經， 爲.， 解、 不」 

朝 通鑑は 

の 他よ. 同 

を さ n, す る 

皆 虚 富 記 


四月 二十 八日の 

は 閑院を 行在所 

大學 中庸 表出 說 

中庸 二 篇； 敎， 之 門 

取， 舊 注： 賴 業 與，， 宋 

大 學- 中庸 と ある 

じ。 賴 業の 大 學- 

人 多し。 然れど 

に 本 づけり。 康 


大 火災に 

とし nr" 月 

あ り、 次 に 

生；」 と あ り. 

朱熹， 同 

を 大日 本 

中庸 表出 

も 此の 說 

富 記 享 德 


大內、 

の釋 

之 を 

-大 日 

_ 朱 熹、 

も i 

說は 

一 一 よ 

三年 


事、 壽_ 永 (仁 安) 比 有， 大 外 記 殿賴業 奥 書，、 件 年 

相 叶 道理、 奇特 之 至 也、 は騎 s^s 嫩 ず 

政將 軍たり し 時な り。 當時朱 熹新注 盛 


嫌 倉 時代  ニー 一七 


tn 本 文學史 

ん にお はれた る を 以て 其れ を 不平に 思 ふ 

寄 特之至 也と 賞美せ る 奥 書なる ぺし。 中 

奧 書を壽 永. 仁 安と せる は 其 年代 不明なる 

仁 安 は 孝 宗の乾 道に 當 り、 壽 永は淳 熙に當 

後 七 年 寧 宗の慶 元 二 年 朱 熹の學 を 僞學と 

學. 庸 注 は 晩年の 著 なれば、 賴業 在世の 時 は 

賴 業の 子相尋 で明經 博士と な り、 中 原 氏 も 

しが、 其の 稱號を 有する のみに して、 文學の 

りて 一 縷の 命脈 を 保ち 南北朝 室町 を經て 

五山 僧侶の 文學 

五山 は 鎌 倉と 京都に 在， 5。 鎌 倉 五山 は 建 

宗 等の 造りし 者な り。 京都 五山 は 天寵. 相 

寺 を 五 寺の 上位に 置 き、 矢 張り 五山と 稱せ 


0 富 記 の 

庸， 表出 に 

爲 に、 或 の 

り、 己 酉 は 

して 之 を 

稿 を 脫 せ 

歷 代明經 

實 カは漸 

德川 初期 


記者が 賴業 

は 何等の 關 

意味に て 二 

後鳥羽 天皇 

禁じ、 四 年 其 

さりし なら 

博士と なり 

次 五山 僧徒 

に 至れり。 


長. 圓 覺. 壽 

國. 建 仁. 東 


一 三 八 

が 古注 を 守りし を 

係な し。 叉賴 業の 

つ 出せるな る ベし- 

の 文治 五 年に して、 

の 後朱熹 卒せり。 

ん。 

南北朝時代に 至. - 

に 移り 其の 力に 赖 


福. 淨 智. 淨 妙 

福. 萬壽 の 五 


に し て 北 條 

寺に して 特 


時 


天 龍 は 足 利せ〉 氏、 相國は 義滿な 


賴. 時 

南禪 

れ ど— 


建 仁は賴 家、 東 福 は 藤 原 道 

を 以 て、 關 係の 僧侶 は 互に 

ある を 以て 今 兩處を 八 口し 

關係 ある は 京都 五山と す 

の 入唐す る 者 は尙多 かり 

りき。 唯圓融 天皇の 永觀 

崇文總 目に 見 え、 六 條 天皇 

1$ が宋に 至りし 事 あるの 

し 由 元 亨 釋 書に あ れ ど 書 

て朱熹 の 卒する 三年 前 な 

宗時賴 、二人 建 長. 圓 覺のニ 

に 因て 蘭 溪道隆 以下 我國 

叉我國 より 入宋求 法の 僧 

學を 兼修 す る 者 も ありし 


家が 造る 所な り。 鎌 

往來 して 建 長. 圓 覺 の 

て 五山 僧侶の 文學と 

リ 菅原道 眞 の 意見に 

しが、 平安朝の 末期に 

元年 嗟峨淸 凉 寺の 裔 

の 仁 安三 年 建 仁 寺の 

み。 佼 が宋に 至り 

名 不明な り。 俊 が 

れ ば、 儒 書の 中に 新 注 

寺 を 造り 宋 元の 名僧 

に渡來 せる 宋. 元 の 僧 

侶 も 三十 七 人に 達せ 

を 以 て、 自然 に 漢文 學 


倉 五山と 京 # 

住職が 東. 福. 南 

て 之を敍 す _ 


り M 

甚し 

宋 に 

西宋 

に 至 

書 あ 

聘し 

二十 


唐 使 は 

至 り、 鄭 

に 至 り 

書 二百 

りし は 

りし か 

て 其の 

一 人に 


り (據五 山 詩 僧傳) 

が 僧侶の 手に 一 


五山 は 共に 禪 宗 な る 

禪に轉 住せる 事な ど 

〕 而 して 儒學と 深き 

止められ たれ ど、 僧 侶 

_ 且碩學 高僧 も 出で ざ 

注 孝 經 を 獻 じたる 事、 

鎌 倉 初期 泉 涌 寺の 俊 

五十 卷を 持ち 歸 へり 

寧 宗の慶 元 四 年に し 

とも 思 はる。 北 時 

寺の 開山と せり。 是 

達 せ り (據 五山 詩僧傳 ひ。 

) 叱 貧 S 中 こ よ 漢文 

移りし に て、 平 安 時代 


錄倉 時代  一 三 九 一 


H 本^ 文 Mrs-  一四 〇 

の 漢文 學を繼 承せ るに あらす。 

鎌盒に 最初に 来れる を 蘭 溪道隆 とい ふ。 後嚼峨 天皇の 宽元四 年 來朝北 條時賴 執 

權 の 時、 鎌 倉に 至り 建 長 寺の 開山た，^。 次に 来れる を 兀^と いふ 龜山 天皇の 文應 

元年 北條 時宗 執 權の歲 なり。 兀菴は 京都 東 福 寺の 聖ー國 師が宋 に 在りし 時に 親 

交 ある を 以て 國師が 我が 國に來 る 事を勸 めた る と、 叉 蘭溪の 友人たり し緣 故によ 

りて 來 朝した るな り。 兀 1#> 我國に 在る 事 六 年に して 歸れ り。 此の 二人 禪僧 とし 

て 来朝した るの みに て 漢文 學に は顯 著なる 關係 なかり しが 如し。 此の 外に 圓覺 

寺の 開山 祖元、 寧 一 山、 正 念 等 皆歸化 僧な り。 祖 元は 詩に 長せ り。 

萬 里 具 tgS 萬 里 天、 盡， ー將 客 恨， 送， 歸 .fi 一  聲 分 作， 一三 聲ー 了、 誰 在 巴 山 慕 雨 前、 £ は 船の 誤な る 

ベ し) (冷 泉 聽 つお) 

風攪： 長 § 滿. 床、 寒 藤 無」 某 倚， ん仝 桑； 誰 知 P 破 家 殘 處、 添.： 得 黄 m 客 夢 長； (き 老母 1 守. 歲) 

弘 安四 年 正月 時 宗祖 元を訪 ふ。 祖 元 筆 を 執 り 時宗 に 示して 曰 く、 「莫 煩惱」 と、 時宗 何 

の 煩惱も あるな し と、 祖 元 曰 く 「春 夏の 間 博 多 擾騷せ ん、 而 も 一 風 緩に 起れば 萬 艦 掃 

蕩 せん。 願 はくば 公 慮と せ ざ れ」 と、 祖 元は 元 兵が 我 を 侵す を 早く 知 6 へ 時 宗 も 元 12 


の圓爾 卽ち聖 一 國師 

なり。 仁 治 二 年歸朝 

書目 錄ぁ り、 狡 前 に 自 


す 0 圓爾 は四條 天皇の 嘉賊 

宋に 在る 事 六 年な り。 泰時 

せる 1^ なりと いふ 


よ. 0 其の 事 を 知， 0 居た るな らん。 文學 に關 係な き 事 なれ ど 元亨釋 書に ある を以 

て 序に 一 言 す。 

其の 關係尤 も. 深 き 者 は 東 福 寺 

元年 宋に 至る 理宗の 端 平 二 年 

執權の 時な り。 聖ー國 師の藏 

呂氏詩 記  五 冊 

胡 文 定泰秋 解  四 冊 

無 ii§ 先生 中庸 說 二 冊 

晦 庵大學  一 撒 

晦庵大 學或問  三 冊 

晦庵 中^ 或 問  七册 

論語 精義  三 撒 

孟子 精義  三 冊 

論語 直 解  三 冊 

鎌倉時代 


晦庵集 

五 先生 

^ 一  國師 

弟鐡 牛の 

說を 引き 

家より 佛 

其 の師佛 

の 說に誤 

は 儒佛ー 

の 入りし 

る を 南北 

佼 i 仍將來 

により 早 


H 本漢 文^史 

注 孟子  三 

語錄  二 

以上 明 德目錄 

は 御 深 草 天皇の 

聖 一 國師 年譜に 

儒佛 一致の 說を 

に 入りし 人な り 

鑑が與 へたる よ 

多き を 論 じ、 佛 鑑 

致 說を取 ら ざ り 

は玄餘 法師が 後 

朝 時代と すれ ど- 

の  儒 書中に  新  注 

く.^ 區ニ  j< り し 


四 二 


正 嘉ニ年 鎌 < おに 下り 時 賴の爲 

あり。 大明錄 は 程 子. 朱 子. 楊龜 

立つ。 南宋の 査 堂の 著なる よ 

(著書 nr 以下 「禪の 研究」 一 輯 二 卷)。 大 

し 元 亭釋 書に あれ ど、 著 者 虎關 

が國 師に與 へしと いふ は虛說 

しと 思 はる。 從來は 一條 兼 良 

で酞醐 天皇に 講義し 奉る より 始 

，聖 一 國師將 來の書 ありと すれ 

あれば 叉^ 一  國師の 前に あり 

なり。 其の 時代 は 尙硏究 すべ 


に大明 

山. 謝 上 

し、 空 隱 

明錄は 

は處々 

なる ベ 

の 尺 素 

る， あ 

ば 其の 

. 菟 に 

し。 


を講 

• 羅豫 

序文 

明錄 


蔡 

大 

しとい 

往來に 

るに よ 

前に 在 

角 新 注 


じたる 由 、門 

章. 張 南 軒の 

によれば 儒 

宋を 去る 時 

を 引きて 其 

我 國に新 注 

り、 新 注の 入 

る 事と なる。 

よ |n おの 手 


京都 五山 漢文 學の 泰斗た る を 虎 關. 夢 窓. 圓 月. 義 堂. 絕 海の 五 人と す。 

虎關 名 は 師鍊藤 原 氏 京都の 人な り。 弘安 元年 四月 十六 日 生る。 八歲佛 門に 入る。 

東 山 の湛照 (聖 一 國師 門人) 規 庵. 桃溪 を師 とす。 十七 歲菅原 在 輔に從 ひ 文選 を學 ぶ。 

時に. 內 大臣 源 有 房 虎關に 語りて 曰く  H 勿 は 吾 道の 蘊 なり。 吉備 大臣より 三十 餘傳 

して 我に 至る。 吾 家の 兒子不 背に して 斯道 を授 くるに 足らす。 乞 ふ 煩す に 此の 

道 を 以てせん。 乃ち 經傳 以下 卜筮の 離 說を傳 へたり とい ふ。 嘉元四 年 一 儒士の 

求に 應 じて 聚分韻 略 五卷を 撰す。 德治ニ 年 寧 一山の 門に 入， -佛敎 を專修 す。 一 

山 嘗て 本邦 高僧の 事蹟 を 問 ふ。 虎關 答 ふる 能 はす。 是に 於て 發 憤して 本邦 高僧 

の傳記 三十 卷を著 はし 元亨釋 書と 名 づけ、 朝廷に 上れり。 晚年東 福 寺 海 藏院に 住 

し、. EI- 和 二 年 七月 二十四日 卒す。 年 六十 五。 著す 所、 聚分韻 略 五、 元 亨釋書 三十 卷、 佛 

語 心 論 八卷、 十 禪支錄 三 卷、 禪 餘或 問、 禪儀外 文 各 ニ卷、 正 修論、 禪戒規 各 ー卷， 濟北菜 二 

十卷 あり。 


B 本 漢文 學史  一四 四 

圓 月が 虎關 和 尙に與 ふる 書に、 

上 從，， 夏. 商. 周； 下 逮， 漢. 魏. 唐. 宋； 乃 究， 其 典 謨 訓誥 天命 之 書； 通，， 其 風賦此 典雅 頌 之 詩； 以， 一 

字 之 褒 P 、考， ： 百 王 之 通 典，、 就，， 六 爻之^ 悔； 參，， 三 才之玄 根，、 明 堂 之 說、 封 禪 之 儀 、移 ま 易お 

之 樂、 應 答 接 問 之 論， 以 P 子 Mi 軻. 苟 卿. 楊 雄. 王 通 之 偷； 旁 入， 老. 列. 莊. 騷. 班 固. 范 哗太 史 

記 傳. 三 國及南 北； 乃 復 曹. 謝. 李. 杜. 韓. 柳 ま 陽. 三 蘇. 司 馬 光. 黄. 陳. 晁. 張. 江 西 之 宗、 伊 洛 之 學、 

藥轅經 緯、 旁 午 据 援、 吐. 奇 去. 陳、 曲 折 宛 轉、 可. 謂， 座 下 於， -斯 文- チ 矣随脑 一一- 

と  あ り、 圓 月の 文 は 本人に 與 へ たる 書なる を 以て 過 實の觀 なしと せ ざれ ど 此に據 

つて 虎關が 經學. 史學. 諸子 學. 詩文. 宋學に 通じ 居た る を 知るべし。 濟 北集卷 二十 通 

衡の 部に 

夫 道者理 也、 述者事 也 儒 之 斥， 老 莊， 者 迹 也、 其 道 不，， 多 乖， 矣、 有，， 仲 尼 之 質， 而 言， 玄 虛， 者 老 

莊 也、 有， 一老 莊 之 質， 而 言， 名 敎， 者 仲 尼 也 

と あ- /是れ 儒道 一致 說 なり。 虎關 は 儒道 一致の 外に 儒佛の 一致 をも說 けり。 其 

說濟北 集 十八 通衡 にあり。 經說に 就て は 易の 陽 爻に九 を稱し 陰爻に 六を稱 する 

を辩 じて、 九 は 陽數の 極に して 六 は 陰數の 中位 なれ ば、 九 六 を 以て 陰陽の 爻に用 ひ 


た る 

陽 は 

六 は 

七 八 

用 ひ 

唯 極 

朱 論 

論 あ 

全 な 

通 せ 


な 

こ 

數 

あ 


名 よ 

土 佐 


の 


を 兼ぬ 

陰 の數 

少陽 


中位 


る 者と せ 


石、 伊勢 

吸 江 寺 

0 倉 


九 六 の 說は從 來兩說 あ り。 

る を 得る を 以て 陽爻を 九と 

な り、 老 陽老陰 は變爻 する 事 

陰に て 九 六 は 老陽老 陰な り 

世人 は 多く 後 說に從 ふ。 虎 
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と あ り、 當 時 僧侶 中の 碩學を 以て 稱 された る 虎關に 此の 意見 ありし を以 て、 五 山 の. 
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自 注 に 「元 弘 亂 後、 自ー 一博 多 一 上， 京 道中 作 也」 と あ り、 十 ， 打 中二 首を錄 す。 

昔レ尝 5£ 作 

世事 隆衰自 有. 時、 山 河 是矣但 人 非、 戰 骨 未 邊戌 起、 鐡衣早 晚復儒 衣 

鎌倉時代  一 五一！ 一  ； 


義堂名 は 

して 留る 

圓 月に 導 

三 體詩絕 

此集を 

義堂和 

と あ ，0、 是 

詩 を學び 

延文四 年 

な る 。 

慶 安四 年 

風 大に揚 


本 文^史 

K ま 


五 BL, 


周 信、 空 華 

こ と 三年、 

ぶ。 

句 抄に曰 

始めて 講 

尙は中 厳 

にて 三體 

し 事 知ら 

鎌會 管領 

執事 上 杉 

れ りと。 


人と 


號す。 土 佐 長 岡の 人- 

出 で、 夢 窓國師 の 弟子 


る は 

つ；^ 

傅 て 

の 我 


利 基 氏 (1 おの) の 招に 應じ 

憲 報恩 寺 を 建て 義堂を 開 


一 十四 歲祝髮 して 叙 山に 登り、 受戒 

とな， 0 禪 敎を學 ぶ。 義堂叉 漢詩 を 


妙 喜 庵 中 巖和尙 入唐 

此 詩を講 す。 云々、 

國に行 はれし は圓月 


して 後よりの 事な り。 •：.： 慈氏院 の 

の 力に よ る 事と、 義 堂が 圓 月に 就 て 

て鎌會 に 下り 圓& „^ 寺 に 入り 首座と 

山と す。 鎌 倉に 在る 事 二十 餘 年、 宗 


廒曆 元年 足 利義滿 京師に 召還し 歡仁 寺に 居らし む。 叉義滿 G 爲に經 書 を 爵 じ、 酪 

問に 應 する 事、 夢 窓の 尊 氏に 於け る 如しと いふ。 嘉慶ニ 年 四月 四日 南禪寺 慈氏院 

に 卒す。 年 六十 四。 著に 空 華 集 廿卷. 空 華日ェ 集三卷 あり。 南朝の 元 中 四 年、 明 太 

祖の 洪武廿 一年な り。  ■ 

空 華 集卷十 一、 演宗講 主 詩 序に、 韓返 之が 浮 屠 文暢を 送る 序に、 儒 名に して 墨 行な る 

者 は 之 を 引かん か、 之 を麾 かんと ある を 引き て、 今 如し 佛名 にして 儒 行なる 人 あら 

ぼ 之 を 如何に 遇すべ きかとの 問に 答へ て、 

アタリ  -ー シテ チ 二 ズル テ  トシ テ：/  スト ルチ スルモ ツチ 

今 7 大 法 季運之 厄； ヌ姓 釋 氏， 而 沪形 於 軍 伍， 者、 公 然 养顧、 習 以 爲. 常、 其 主. 法 者、 欲. お， 佛 

理， 誘 i 、其 可. 得 乎、 若 夫先告 以，， 儒 行； 令，， 彼 知 入 偷 綱 常； 然 後 敎 以，， 佛 法； 悟. 有，， 天 眞 自 性，、 

カラ 

不，， 亦 善， 乎、 云 々、 

と 述べし は、 是 は 僧侶に して 軍 伍に 列せ る 者に 先づ人 倫. 綱 常 を 知らし め、 然 る 後に 

佛 法を敎 ゆべき 事 を 言 ひたる にて 二 般の 何人に 對 しても かく 爲す べしとの 意に 

あらす。 然れ ども 空 華 集中に 仁 義. 道 德 の 言 頻々 として 出 で、 且 つ 其の 說く所 儒家 

の 見と 異ならす。 空 華集卷 十六、 德巖說 に 

. 倉 時代  一 五 五 


本 一?w 文 3ti 史 


於 乎 大哉德 

極大 中武王 

英. 不，， 覆 禱， 焉， 

と あ り、 是 に 據 

と し、 佛 敎を其 

に此考 ある は 

時、 基 氏 銅 雀 .硯 

人 修ぉ 則 

翠象 軍之赏 、 

集 卷 

十 八 

と あ り、 基 氏卒 

聘 せし め、 叉 自 

義堂は 基 氏. 氏 

大守 等に 文學 


也、 在，， 天 地， 爲. 生、 在.， 四 

之 德也ニ 以 貫. 之 仲 

而莫 X, 持 載， 焉、 云 


ば義堂 

上に 置 

然の事 

得て 之 

人歸方 

加而自 

■ 子氏滿 

「崖觀 政 

のみな 

觀 めお 


は 儒敎を 

き て、 儒 敎 

ならん。 

を 愛 し、 義 

物 至、 理 必 

服、 譯 弗， 重 

嗣ぐ。 義 


時， 爲， 一 五 行、 在，， 人 偷， 爲，， 五 常； 允 執，， 厥 

尼 之 德 也、 惟 吾 西方 大聖 人 之 爲. 德 

々、 

解す る こ と 儒家と 異ならす して- 


を 小乘と し、 佛 敎 

是を 以て 義 堂が 

堂 をして 記 文 を 

然 也、 惟 我府君 能 

而 自 服、 豈 止是舰 


を大乘 とせる 如 

足 利 基 氏の 聘に 

作らし む。 義堂 

修，， 其德， 以待. 物 則 

而 已 矣、 但 玩， 物 喪. 


堂 文學を 勤む ベ 

耍」 を 講じた る 事 は 空 華 日 

ら す、 管 領府の 諸臣、 上 杉 親 衞丄 杉 朝 房丄 杉 

る こと 日ェ： Ig にあり。 是に 於いて 鎌 倉の 


一 五六 

中， 堯 

也、 至 


を 

め 


志、 


き 事を勸 め、 京 都 

ェ 集に 在り。 


舜之 

高 至 

以 て 

あ り 

_ 鎌 倉 

て 曰 

君子 


德也、 皇 

大、 上而 

世間 敎 

。 禪僧 

に 在る 


之國、 珠 

空 

華. 


不 k 空 


よ り ^ 原 豊 長 を 


金 吾. 野 州 _ 

文 學大に 


駿 州の 

振 ひ、 金 


澤 文庫 苒 與の舉 の 如き は亦義 堂の 影響と 見る ベ きか。 

文庫 は 鎌倉時代 北條實 時の 建造. に 係る と いふ。 

空 華集卷 九に 義 堂の 「觀 = 金澤藏 書； 出而 作」 の 七 律を收 む。 

. 玉帳修 k 講. 武 餘、 遣， 入 來 党-奮 藏 書、 牙 鐵 映. 日 窺 > -蝌 斗 (標 帙 乘 fe 走- 蠹 魚 (5^ 上 ー篇看 不. 

足、 鄴 侯三 萬 欲，， 何 如； 照. 心 古 敎君家 有、 收 在， 胸 中， 壓，， 五 車つ 

當時藏 書の 多 かりし を 見る ベ し。 

康曆 元年 京都 建 仁 寺に 轉す。 將軍義 滿義堂 を 尊崇して 庶政 を 諮問す。 義堂 君？ J 

養成 上 儒學の 必要なる を說 き、 儒 官菅原 秀長を 召 し、 孟 子の 講を聽 かし め、 將 に大學 

に 及ぼん として 義 堂に 可否 を 問 ふ。 義堂 曰く、 

大學 四書 之 一、 唐 學^ 書， 者、 先 讀：， 大 學； 意 者 治 h 家， 者、 先 明. 徳 正レ 心、 試 k 修 A  、是 最 緊 耍 

也， 敢 請 殿下 四書 之 學 不. 怠、 則 天 下 不. 待， 令 而 治 矣、 

と。 義滿 四書 を 終へ、 五經. 孝經に 及ぶ。 叉 淸原良 賢 等の 諸 儒 を 招いて 敎を 受けし 

めたり。 皆義 堂の 薦 なりと いふ。 (空 華 日 H 集に よる) 

義 堂の 學は 朱子學 なる が、 朱 子 を 崇ぶは 朱 子學が 禕學と 類せ る を以っ てな り。 
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空 華日ェ 集に 曰く、 

近世 儒 書 有，， 新 舊 一 一 義； 程. 朱 等新義 也， 宋 朝 以 來、 儒 學 者 皆 參， 吾 禪 宗； 一 分 

注 誊 與，， 章 句； 迥 然 別 矣、 四 書 靠， 於 朱 晦 庵： 庵 及 第 以，， 大 惠， 出，， 一 卷； 爲，， 理 性 學 

と あ. o,。 (此 文 p、 あるべし。 曰ェ集 參 照。) 

上 義 堂 が 儒 書 を 崇 信 せ る は、 治 國. 平 天下の 世間 敎 とし 

ざる を 以て 之 を 用 ひ、 而 して 儒 書中 古注 を棄て 、新 注 を 

と 相 近き を 以てな りし 事 を 知る ベ し。 

朱 以後 儒釋 一 致の 說彼 土に 流行し、 義 堂が 尊 崇 せる 契 嵩 

義堂は 空 華 集卷十 一 「送， M 芳仲 上人 北游， 詩 序」 及び 同 十五 

等 儒釋ー 致の 說 あれ ど、 儒釋を 以て 眞の 一 致と せる にあ 

文に て 知る を 得べ し。 叉、 義 堂 は 儒 を 世間 敎 とし 用 ふ る 

位に 基づけ る や も 知る ベから す。 義堂は 初め 管！^ 某氏 

を 受 け、 次 に將軍 義滿の 顧問と な り、 叉 其の 諮問に 應 せり 

に 治國. 平 天下の 事 を 講究せ ざる を 得す、 義堂 をして 一 面 


て は、 儒 書に よ 

取れる は、 程 朱 

は三敎 一致 を 

卷 「以 淸 說」 同 十 

ら ざる 事 は 上 

考の 起り し は、 

の 顧問と なり、 

0 常に 政事に 

儒 僭た る 観 あ. 


發， 明 心 

本 一 

ら さる 

の 說 は 

倡 ベ た 

六 卷 「惟 

文に 述 

或は 其 

庶政 の 

關 係せ 

ら し む， 


11 故 


を 得 

禪敎 


忠 說」 

ベ し 

の 地 

諮問 

る 爲 

る は、 


空 華 集 二十 卷、 

延文 四年圓 月の 序 あり。 次に 元 祿八年 師點の 序 あり。 序に よれば、 「舊 本不， 定-- 卷跌ハ 

分類 之 中 亦 或 混 雜、 余 近 與 ，|友 人- 談 及-於 此； 遂 以- 數 本  >校鼬 之^. 缺 落 (正 b  K 釐，， 成 二十 卷： 

詩 與^ 各 居， -其 半；」 と あり、 二十 卷の中 干卷は 詩に して 後の 十卷は 文な り。 ニ卷 より 

十卷 まで は 七 言 絕 句. 七 言 律に し て、^ の 一 卷は古 詩. 楚 辭. 四 言. 六 言 等な り。 故に 七 

言絕. 七 言 律 を 最多と す。 好んで 疊 韻の 詩 を 作る。 七卷に 「次，， 韻春屋 首座 詩 一」 四十 首 

疊 韻の 作 あり。 其 他 十 首. 二十 首疊 韻の 作往々 あ り、 三. 四 首疊韻 は枚擧 すべ から t 

義 堂の 詩 は宋 調に して、 稍 鍊熟を 缺く所 あれ ども 誦すべ き 者亦少 からす 

石橋 交戰事 茫茫. 余 一 .豊 三 墓 木 拱、 臥澗枯 杉苔 半 合、 誰 知霸主 此中藏 (^1 山 弔 古) 

語句の 修飾 もな く、 含 蓄 も な く、 思 ふ 事 を 其 儘 率直に 敍 せる 所に 面白味 あり。 承 句 

の 余 一豊 三の 四 字を改 むれば 佳作と なるべし。  .， 

男 兒不. 氣 £き£ 、一  笑何"：^發1紅チ；世事鍋牛雙.^ 上、人生蝶夢 一 場 中、 北山 寒 雨 仍含レ 

雪、 南 き 靑波已 拍， 空、 欲 J 貝 1 舟-還 自 罷、 乾 坤是處 亂 1 蛇 蟲- (同 ^  1) 
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k 俱、 夜 靜立殘 沙際月 


驚 起 十 年 鷗社夢 二 篷風 

集中の 傑作な る ベ し。 

十 一 卷ょ. - 十四 卷 まで 

十 卷 は 疏. 銘. 祭 文. 序 說 の 

はなき 樣 なれ ど、 波 瀾 曲 

す。 詩 を 長所と す。 


1 雙宿 鷺畫成 Ji 、標格 淸高孰 

ヒ ノ ナラン n トニ  い- フ ノ 十- ハテ 

思， 眠穩； 曉樹烟 迷 想： 影 孤，、 

此ニ作 格 高から すと 雖 も、 空 華 

圓 月の 比に あらす。 文章 は 第 

十八 卷は 記. 書. 題. 跋. 雜 著 干 九 土 

i 語句の 顚倒. 典故の 誤用 等 

して 其の 意を敍 したる に 過ぎ 

對. 花 憶. 昔 

紛紛 世事 亂 如 fc  、舊 恨 新愁只 

次 韻 送，， 僧 歸， 京 

輦下招 提西叉 柬、 因き 歸去思 

(日本 詩 史此詩 を 引 いて 角 を國に 作る。) 

第 八卷ノ 源府君 所. 藏 銅 雀 級 記」 な ど義 堂の 代表作なる ベ 

二 三 篇 を擧 ぐ。 


一 六 0 

、天 寒栖： 老岸邊 蘆、 春 池 水 

雪 一ね 〈題， 一甲 東 川 i、 

此の 類す る作猶 多し。 

よ 

妙 


序、 十五 卷 

作 多し。、. 

折 精采の 


し 

な 


十七 卷 

皆應 酬 

し。 唯 


自 狼、 春 夢 醒 來 ぶ 不 k  、暮 檐雨瀉 紫 荆 花、 

重 重、 孤 雲 海 角 三 年 夢、 落 月 長 安 幾 次 鐘、 


で 說、 

作 な 

々 と 


し。 文 長き を 以て 略し、 小品 


題， 實 文 所. 畜 畫 竹， 

世 $ー1 竹 者、 或 以ぉ 配. 之， 蓋 好 事 以，， 物 類-相 配、 使， -, 觀 者 知" 君 子 之 所 k 也、 虛 而直、 君子 之 心 

也， 堅 而 峻、？ ；：^ 子 之 節 也、 烏 乎 世間 安 得、 類 J 一  者， 君 子； 與. 之 相 從、 婆，， 娑 乎歲寒 淡泊 之 野， 哉、 

題. 畫 杜 前 

騎驢 三十 載、 遍 京 華卷ニ 夜沙鷗 夢、 九 州 胡馬 塵、 余 嘗 讀.： 老 杜 詩； 感、 其 方.， 安. 史 喪 亂 之 

際，、？ 失，， 君 臣 忠義 之 節； 至， 若， E,, 文 章 一 小 技、 於. 道 未 爲 i  、是 烕之深 者 也、 今 觀.， 玆 畫； 風 W 

蹇驢、 使乂 慨然 投 Jf 起而. 叶つ 

同 李 白 

李 翰林 才高 志 大、 天 下 莫，， 之 能 容； 故 或 寓，， 於 詩； 或 寓， 於 酒： 或 寓，： 於 神仙 道 士； 或 寓； 五 湖 七 

澤 之 游； 而 尙 有， 不.， 能. 容 者； 寓，， 於 天地 宇宙 之 間， 而存 焉、 今 畫，， 所. 乘 之 驢； 亦 寓. 焉 者 之 一也 

歟、 悲 夫、 

文 は精采 曲折の 妙 な し と 雖 も、 當 時措紳 家. 五 山 僧に 於て 義 堂に 及ぶ ものな かりし 

に 似 た り。 德川 初期の 惺 窩. 羅 山 等も義 堂の 下風に 立たざる を 得 ざ る な う。 

義 堂に 次で 起れ るを絕 海と す。 絕 海の 詩は義 堂の 比に あら ざれ ど、 文 は 誦すべき 
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作な し。 義 堂の 文、 絕 海の 詩、 是 を 五山 文 學 の 雙璧と す。 

飽 每 

絕海名 は 中津、 蕉軒道 人と 號す。 土 佐の 守護 津野 氏の 子な り。 夢 

堂と 同門な り。 夢 窓 歿後 は 京都 建 仁 寺に 入 り、 寵 山に 學 ぶ こと 十 

卜 三 J1K  二 ン r  ,t< 15! 木へ 遠 州 高 園の 人。 詩文 を 善くす。  ンと； ii 、二月 二 

十三 歲 1* して：？ i  (朱 漆の 集 に 「践 一一 H 本 僧 汝霖文 稿 l」Q 文 あ リ。」 と S  ！ 

洪武九 年 太祖 絶海の 名 を 聞 き、 召 見して 法要 を 諮詢 せらる。 奏對 

國の地 圖を出 し、 熊 野の 地 を 問 ひ、 勒 して 詩を賦 せじむ。 絕海卽 ち 

詩を賦 す。  - 

熊 野 峯前徐 福 祠、 满 山藥 草雨餘 肥、 只今 海上 波濤 穩、 萬 里 好 風 須¥ 

太祖 和 詩 を 賜 ふて 罷む。 長慶 天皇の 天授 二 年歸朝 し、 京 都 雲 居 院 

天皇の 元 中元 年 直 言 を 以て、 義満の 意に 件 ひ、 攝 津の錢 原に 隱る。 

波に 寶冠寺 を 建て、 絕海を 招いて 開山と す。 此年 十月 義滿 過を悔 

が固辭 して 出です、 因つ て 賴之義 满の命 を 以て 阿波に 下りて 懇請 


窓 に 就て 學 び、 義 

二 年、 應安 元年 三 

游 び 宗泐に 依る" 

意に 稱ふ。 叉 我 

命に 應 じて 左の 


に 居る。 後龜山 

翌年 細 川 賴之阿 

い て 之 を 招きし 

したる を 以て 已 


を 得す 京都に；. 仃く。 義 之 を 等 持 寺に 置き 之に 師事 し、 尋 いで 相國 寺に 轉す。 應 

永 八 年 相 國寺を 五山 第一と す。 絕 海の 爲 めな り。 同 十二 年 四月 五日 卒す。 年 七 

十。 著に 「蕉堅 稿」 ニ卷 あり。 門人に 觀中. 月山等 あり。  . 

絕 海 は 「蕉 堅 稿」 の 外に 語 錄ー卷 あるの み。 絕海 不朽の 作 は語錄 にあら すし て、 「蕉 堅 

稿」 に あるべ く、 絕 海が 推 尊せられ たる も佛 法に あらす して 詩 僧と してなる ベ し。 

絕 海の 詩 は 雄渾 精鍊 にし て、 杜 甫. 許 渾の 間に 在る 者の 如 く、 明 人に て は 高 靑邱の 作 

に^^髴たる處ぁり。 獨り 五山 詩 |5 の 雄なる のみなら す、 德 川 時代に 其偷を 求む る 

も 得が たき 觀 あり。 

邦人が 漢詩 を學ぶ は、. 聲 韻に 於て 到底 完作を 得が たからん と は 何人も 思 ふ 所 なれ 

ど、 絕 海の 作 を 見れ ぼ 其の 考の 誤れる を 知るべし。 

絕海 明に 在る こと 十 年 Gtl^^f  f る江 淮 上」) にし て、 此 作 あるより 推せ ぼ、 彼 土に 行き 聲 

韻に 熟すれ ぼ 彼 土の 作家と 頡頑 する は 難事に あらざる べし。 五山 僧侶の 宋. 明 に 

遊び 詩を學 びし 者 幾 十 人を數 ふべ し。 而 して 絕海獨 り 珠玉 を 拾得せ る は 詩才の 

人に 優れる 者 ありし 勿論な り。 


en 本 漢文 學史 

次に 其 作 數首を 叙す。 

日 li^ レ直 

江 流 無 JT 斷 岸 千 尺、 赤 壁 之 游、 風 

讀：， 杜 牧 集 

赤 壁 英雄 遣.， 折 戟； 阿 房 殿 後人 

錢塘懷 古， 

天目山 崩 炎 運 徂、 東 南王氣 委^ 蕪、， 鼓 鼙聲振 三 州 地、 歌舞 香 消 十 里 湖、 古殿 重 尋芳 草 

合、 諸 陵 何 在斷雲 孤、 百年 江 左 風 流 盡、 小 海 空環舊 版圖、 

興亡 一 夢歲云 徂、 葵 麥 春風 久 就 kr 父 老何心 非 is 事，、 英 雄 か 恨 満，， 平 湖； 朱 崖 未. 洗 三 

血、 瀛 國空歸 六尺 孤、 天地 百年 同，， 戲 劇； 燕 人 叉 獻督ニ 几圖、 

多景樓 

北 固 高 樓 擁，， 梵 宮； 樓 前 風物 古今 同、 千 年 城 M 孫. 劉 後、 萬 里 墮 麻 吳 蜀 通、 京 口 雲 開春榭 

綠、 海 門 潮 落 夕陽 空、 英 雄 一 去 江山 在、 白 髮殘僧 立，， 晚 風； 

四 明館驛 簡， 寵 河狱仲 徽， 


1 六 四 

淸月 白、 

悲、 風 流 獨受樊 川 子、， 輝 榻茶煙 吹， 鬚 絲，、 


十 年 寄. 跡 江 淮 上、 此 H 歸. 鄉 雨 露 餘、 客 路 1：| 舟 囘^ 處、 離 愁 

新學. 道 深漸 千里 魚、 浩 蕩 所 思 向. 誰 說、 旅 亭 風雨 夜燈姊 

天 元 京師 出 至、 喜而 有. 寄、 

一 別 三年 信 不 k 、南 京 書 札 至.： 中 峰 (飄 零 遠 客 誰 能 記、 烕， -喜 

1,、 大 ^ 雲 雨 起 k 寵； 相 思 未. 得 相 尋 去、 楚 水 吳山幾 萬 重、 

附 天祥. 鑑 機先 

して 明に 狼び し 詩 僧に 天祥. 鑑 機先の 二人 あ 

五山 僧なる べき が、 雲 南に 調され て 死 せ る か 

に 天 祥ー麟 とい ふ 人 あれ ど、 別 人 な り。 「五 山 


満幅 故 人 書、 謀』 空 擬ー丘 


絕 海と 前. 

選」 に 載す。 

南禪 寺の 

誤れり。 

東西 千 

ッテ 二 

處 、因， 君 


友 懷， 懶. 拆； r 絕 域 林 泉 淹 1 杖 


り。 其の 作 曹學詮 の 「明 詩 

詳 かにせ す。 此の 附 記 す 

詩 僧 俾」 に 入 明 僧と せる は 


子國、 地 入夜郞 城、 昔 我經過 


送， 僧 歸，， 重慶，  天祥 

萬 里、 來去 一 身輕、 碧 鳳 山 前 別、 黄 梅雨 裏 行、 江 長 巴 

動，， 遠 情； 

錄 t 時 代  一 六.！ 
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夢 裏 湖山 爲，， 孫懷 玉，  同 

杭 城 一 別已 多年、 夢 裏 湖山 尙 宛然、 三筑樓 臺晴似 JW 、六 橋 楊柳 晚如 JT 靑雲鹤 下梅邊 


墓、 白 髮僧談 石 上緣， 殘睡 驚來倍 惆恨 

. 楡 城 聽. 角 

十 年游子 在，， 天 涯； 一 夜 秋風 叉 憶. 家、 恨 殺 

長 相 思 

長 相思 • 長 相 思、 有，， 美 人， 兮 在，， 扶 桑； 手 攀， 珊 

ァゲ テテ スル モラン トン  尸  ルニ  チ 

矯. 首 欲. 渡 川 無. 梁、 去 時 遺，， 我 疆 瑶 草； 蠻 賤 

腸、」 前年 寄 ，書 吳 王 臺、 西 湖 楊柳 靑 如 J 口、 今 

絃 斷 絕、 欲. 悲 歌， 聲 哽 咽、 孤 鸞夜舞 # 山 

從，， 海 東， 出、」 月明 長 傍 美人 身、 美人 亦 近 明 

カク ノゴ トシ  ス ルモテ  マ  シン 

思 長 如. 許、 千 種 消. 愁 愁 不ヒ， 亂 絲 零落 多. 

梁王閣 

碧雞飛 去已千 秋、 聞 說 梁 王 曾 此 游、 洞 口 


,可，？ 身 世 老，， 南 滇， 

同 

葉 楡城上 曉 來吹入 小 梅花 

鑑 機先 

d 酌 k 氣； 口 誦太乙 朝，， 東皇； iit 波 摩. 天 不. 可. 航、 

半幅雙 鴛 #r 鴦 鴛 不 墨 色 改、 攬 一  讀三斷 

キ  タビ ッ ティッカ 二 ル ス レバ ゼト テ 

年 東風 楊柳 動、 鳴 雁 一 去 何 當， 囘、」 欲. 彈，， 朱 鉉， 

ハス  ノ  へ ドモチ  力  ノ  ン， テ 

雲、 花 漬簾前 杜^ 血、 思. 君 ，如 天上 月、 夜夜 飛 

ノ リチリ テフ  二  レバ テシ ルガ チ 

月 輪、 蹇. 衣 把. 酒 問. 明 月； 屮 霄 見. 月 如. 見. 君、」 長 相 

, 頭 緒； 但 將 .淚 寄柬流 波、 爲. 我 流 入，， 扶 桑， 去、」 

同 

仙 桃 迎， i 輦，、 51^ 前 宫 柳 繋.： 龍 舟； 靑 山 有& 人 何 


も 白 曰 d 情 水 自 流、 豈 識當時 歌舞 地、 寒 煙 漠漠 鎖  虎 丘- 

列 朝 詩集に 曰く、 鑑 機先 は 日本人な り。 先 は滇腸 八景の 詩な り。 曰 く、 「豈 料 長 爲. -南 

釓ぁ朝 朝相對 "^爲 スか」 トと。 國初 日本 僧 入貢 者 多く、 滇 南に 譴調 せらる。 胡粹中 機先 

を 挽す る 詩に 「n- 出 扶桑 極東 處、 雲歸鎮 海最西 頭」 と。 機先が 滇に沒 する を 知る と。 

天 祥の詩 に 「可き， 一身 世 老 滇 一、」 と ある によれ ぼ、 天 祥も雲 南に 在りし は 明 なれ ど、 其 作 

我 國に傳 はらざる を 見れ ぼ、 機 先と 同じく 雲 南に て沒 したるな らん。 昭代 叢書に 

我國の 使者の 作 二 首 を 載す。 亦 五山 僧なる べし。 

西 湖， 

昔年 曾 見 畫. 湖 圖、 不. 信 人 間 有，， 此 湖： 今 曰 却 從，， 湖 上， 過、 畫 ェ 還 自 缺 i 夫 1、 

叉  > 

一 i 揚柳 一枝 花、 原 是 唐 朝 賣. 酒 家、 惟 有 吾邦 風土 異、 春 深 無 „ ま 不- 桑 麻つ 

(楊柳の 詩 は 「列 朝 詩 集」 に は嗜哩 嘛吟の 作と す。 又 云 ふ 普 福な リ と。) 

上記の 作 は絕海 以下 皆 語句 姿 致 共に 巧妙 を 極める たる 者な り。 之 を 彼 土に 求む 

る も 多く は 得が たし。 而 して 入 明 諸 僧 は 之 を優爲 する を 見れ ぼ、 當 時 諸 僧が 作詩 
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に 力 を 用 ひたる を 知る ベ し。 

立 た ざ る を M て、 我 國の 文學に 

(先師 日頃 義 堂. 絶 海 を 推 貰す る こ 

に更. に 紙数 を 割かん と。 然 る に 


唯 諸 僧 は 別に 務 むる 所 あり て、 漢 文學 者と 

影 饗 を 與 ふ る 事大なら ざる は. 餘 儀な き ， J 

と甚し く、 病 、中 も 常に 余 等に 語つ て 曰 く、 病 疼れば 此 

不幸 未だ 此を果 さず して 黄泉に 歸し給 ヘリ。 (畳 田 


岐陽名 は 

にして 柬 

潛 溪 の 門 

師 とし 就 

其 文に よ 

岐陽少 室 

に 「猶克 謂 

事せ るか 


岐 陽 

方 秀、 叉 は 道 

福 寺に 入 り 

人に し て、， 

學 する 八 年 

れ ぼ、 義 堂 と 

にも 從學せ 

. 余 可&、 諄 諄 

とも H,J はる 


秀、 不 一 一 道 

■ 石 窓 和 尙 

溪は聖 一 

, 大いに 其 

るが 如し 


して 世に 

と な り。 

兩 人の 爲め 

識)) 


人と 號す。 佐 伯 氏、 讚岐の 人な り。 應 安五 

に 從 ひ、 敎 を 受 け、 叉、 夢 嚴和尙 に 就て 學べ り 

國師の 門人な り。 幾 くもなくして 安國寺 

の薰 陶を受 く。 義堂空 華 集に 「岐 山學 序」 一 

師弟 關係 なきに 似たり。 夢巖の 門人に 少 

. 「不二 遺 稿」 卷 下 に 「祭：， 前 東 福 少 室 禪 師，」 文 あ 

mk¥ 常，」 の 語 あ..。 少室は 夢巖の 門人 なれ ぼ、 先輩 

) 要するに 靈 源の 外に は 定まれる 師 なかり しなら 


年、 十三 歲 

. 夢巖は 

の 靈 源 を 

篇 あ り。 

室 あ り。 

り。 文屮 

として 師 


二 年 周 防の 長壽 寺に 行き、 康應 元年 東 福 寺に 還る。 晩に 東 福 寺に 不二 庵 を 構へ て 

應永 三十 一 年 二月 三 日 卒す。 

文 之の 南 浦 文集に 「與， 1 恭 畏阿闍 梨， 書」 あ.^。 其 文に、 

昔者應 永年間、 南 渡船 载，， 四 書 集注 與，， 詩 集 傳， 來、 而 達，， 之 洛 陽； 於 i 惠山 不二 岐陽 和尙 

始 讀，， 此 書； 爲，， 之 和 訓； 以 正， -本 國傳習 之 誤つ 

と あ り、 朱 子 注の 我 邦に 來， 0 しは聖 一 國師の 將來を 尤も 早き 者と すれ ど、 之に 和訓 

を 施 し、 衆 人に 讀み 易から しめたる は岐 陽を始 とす。 然し 岐 陽の 和訓 本 は 今 佚せ 

り。 惜 むべ し。 

漢文 を和讀 する に は 和訓の 符號 ある を 便利と する を以 て、 平 安 朝 時代に 巳に 其 法 

あり。 ヲコト 點と稱 す。 漢字の 周圍に 朱點を 施し、 其點の 有り 場所に よりて、 ヲ-コ 

ト. ト. "等の 訓を 知らし むな り。 例へば、 
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七 oi 


音 


A ハ ス なリ。 


右 は 中 后 記宽仁 元年 十二月の 條 にある を文藝 類纂に 引ける に據 る。 群 書類 從の 

諸家 點圆 あ. -。 仁 和 寺點. 菅原 家點等 四. 五 種 あり、 家々 の圖 ありて 一定せ す。 平安 

朝 時代に はヲ コ ト點 のみに て、 レ の反點 及び  一 ニー. 三等 は 用 ひ ら れす、 振り 假名 も な 

かりし なり。 舊鈔本 群 書 治 要 論語 里 仁 篇 「子 曰 民 之 過 也」 章 は 左の 如 く、 ヲ コト點 と 

し 一 丄ーを 混用せ り。 

子 曰 民 之 過 也. 各 於，， • 其黨， 觀 k 斯知 fc 矣  ， 

此 書の 奧 書に 「正嘉 元年 四月 十二 日 加， 一愚 點， 了、 前 參 河 守 淸 原 (花 押)」 と あ り、 正 嘉 元年 は 

北條長 時の 二 年に 相當 せる を E:^ て、 鎌 倉 時代に は 巳に  一 二 レ 等の 符號を 用 ひ 居た 

るな，"。 (き 「隱 翅麵献 法」) ヲコト 點の始 が 不明なる と 同じく 此符號 の始も 不詳に し 


て、 ヲ 

な り 

氏 所 

リン ：tV  3 

〇 子 

ク ン 

と あ 

右 は 

十二 

は 桂 


コ ト點が 多種 ありて 煩し き爲に  一 二 レ の符 號が發 明され 

しならん が、 其の 便利に 從ひ、 室町 時代に は 符號專 用と なり 

藏 「假名 t 語鈔」 に、 

ガクジ ティ ヰッ  - 

學而 第一 

, 々マ ハク マ 十 ン VP- トキ 二  +  ゥ スマ ヨロ  n バシカ ラャ ァリ トモ ヨリ ェン ハウ. ル n ト スマタ / シ 力-マヤ 

曰 學 而時， 之. 不，， 亦 悅， 乎. 有， 朋自： 遠方， 來. 不，， 亦樂， 乎. 

シ ャ 

子， 乎 

-り、 右 は 全部 符號な り。 (內 野 氏 「漢 文訓讀 法」) 

の 時な り。 岐 陽の 卒は 應永卅 一年に し 

和 訓 1 と あ れ ぼ、 i 付 號卽ち 和點を 施せし な 


文明 七 年 足 利義尙 

年 前 なれ ど も、 爲ー 一之 

庵の 條 に 苒敍せ ん 


桂 庵 


岐 陽 


の 門に 惟 正. 景 召 あ 

派 參 照) 

鎌倉時代 


て、 最 . ^は 二者 I？ 化 M 

し 如し。 德 富蘇峯 


ヒト シ 1 マジ カ^チ ヰ カラ ス 


て 文明 七 年より 五 

らん。 尙和點 の 事 


、惟正. 景 召のに 門桂蕃 あり。 皆 儒 僧な 


(儒 學史卷  一一 I  ^ 
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寫同 寫同 宽室 明 三 賓同 寫新 
延 治 田 暦 .， 


三 鳩 十 裸 十 


年 


四 

年 


光 年 


本 本 刊巢 刊編 刊 本 石 


安井 文庫 sl^l  . 藏 書 目 錄 


程 朱學派 


藤原惺 I  if 

刊  本 


竹馬 抄 一 卷 

惺窩 文集 四 卷序目 一 卷 

惺窩 先生 倭哥集 十二 卷 

經 典題說 一 卷 

覆醬集 敍ニ卷  蔓 十一 年刊、 慶安 本 

I 覆醬集 十六 卷序目 一 卷附錄 一 卷 


『 

—石， I 


本 

本 


石 川 丈 山 

延赛四 年刊 


丈 山 遣 溢 來由之 筆記 1 i 

丈 山 遗事雜 慕 一え 

活所 遺稿 十卷 

蔵書 目錄 


寫 


本 


寬文六 年刊， 


天 は S 年刊 

}3 拙 齋著、 菅茶山 選 

文政 十一 年刊 

林  梅 IS 

享保ニ 年刊 

木 下顺港 

寬政元 年刊 


學問 源流 一 卷 
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與點說 

先秦 より 南北朝に 至る 經學史 

毛 詩 詁訓傳 撰者 考 

經學 研究の 方針 

宋 代偽學 禁 

和魂漢才に 就いて 

學術 上に 於け る淸 代の 功績 

公山 佛. 肸章解 

儒  解 

春秋 說 

續詩疑 

孟子 解題 

周禮 解題 


昭和 六 年 

昭和 七 年 

昭和 八 年 

同 

同 

昭和 九 年 

昭和 九 年 

昭和 十 年 

同 

昭和 十 年 

同 

昭和 十一 年 

昭和 十二 年 

昭和 十二 年 


ニニ 

大東 文化 2 き 

猶瀾集 C 第五 編) 

經學史 -大東 文化 研究 部) 

支那 學硏究 「三 き 

大東 文化 (五 き 

同  (七 號) 

同  (八 號) 

支那 學 研究 S 編) 

大東 文化 (. 九 號) 

同  (十 號) 

お 稀-お 賀 II 今^ 論文， 

大東 文化 C 十 KU ち 

大柬 文化 ^六號) 


周 代 井田 無 公田 辨 

讀 伯夷傳 

禮記 解題 

未發表 著述 . 論文 

十三 經 解題 (全) 


老子 解題 

春秋 隱 公に 始まる 辯 

吿子義 外說に 就て ， 

戰國 時代 異端 學派 一、 二 

西銘に 就て 

周惇頓 

朴堂 先生 著述 論文 目錄 


昭和 十二 年 

昭和 十 三 年 

同 


大學 中庸 解題 

史記 解題 

莊子 解題 略 

傲 煌 本論 語 鄭注考 (漢文) 

荀卿學 案 

宋元 明の 理學 

正 蒙に 就て 

朱 陸槪說 

宋代進 士明經 の選擧 制度 


漢學 論叢 (第二 斡) 

斯  文 (二  0  ノ五) 

大東 文化 (十八き 


ニー 一  1 


二 四 

三 經新義 及字說  新學 僞經考 解題 附辨誤 

讀 柬塾讀 書記 剳 記-漢文)  孔 夫子 及 足利學 

慊堂 先生に 就て  玉篇殘 卷解說 


東京 市 神 田 區祌保 町 一 丁目 三番 地 

發行所  M 富  山 房 

電神田 二、 一  七 一 丄ー、 一 七八番 

振替 口座 東京 五 C 一番 


昭， 和 十四 年 四月 二日 印 刷 

昭和 十四 年 四月 十日 發 行 


日本 儒學史 

定價金 參圓五 拾錢也 


著者 安井 小太郞 

東京 市 祌田區 神 保 町  一 丁目 三番 地 

0 行 者 it 富  山  房 

同所 富 ^ds 社長 

代表者  坂 本 守 正 

東京 市 神 田 區錦町 三 T 目 十一 番地 

印刷所 精  興  社 


田 神話 電 
—七  一二 


田 神 京 東 
目 丁 一町 保 神 


刊 新 房 山 富 


匕 

ITT 


ネ 


澤 吉 著 


菊判 上製 二三 五ヌ 

定 價 一圓 七十 錢 


此の 書 は大墨 本文 精義と 中庸 精義と より 成る。 大學と 中庸と は 共に 東洋 思想の 精髓 たり、 著者 

多年の 蘊蓄 を倾 注して 此の 名著 を 生む。 大學 本文 精義に 於て は大舉 の 本文 を 通釋 . 摘 解 • 附論 

に 分って 精說、 更に 中庸 精義に 於て は、 大學の 姉妹 篇 中庸 を 啻に 脣敎的 見解の みよりせ す、 博 

く 印度 思想と 比較 研究して 精說 せる もの。 叙述 明快に して 平明のう ちに 深遠なる 折；： 理を 含む。. 

敢て學 徒の 机邊に 一 本 を 薦む。 

北 村 澤吉著 


5si 醫議 


菊判 上製 三 四〇冥 

定 價 ニ圓 三十 It 


周易 は 古来 難解 を 以て 稱 せらる。 しかも 著者 北 村 氏 は 識見 該博に して 深奥- 宇宙 變 化の 理を以 

てあら ゆる 人生の 節理を 究明 斷 決せん とする 高遠なる 易の 原理 を， よく 平易 暢達に 解明し、 津 

津 たる 與趣 Q うちに 之れ を 食 得せし める。 要所に 揷入 せる n 解 はまた 讀 者の 理會を 抉け るで あ 

らう 0 


